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fe 茂樹 (会長 ): RR is CR 
5 疾 研 究 者 が この 千年 の 古き 都 で あり か つ 麻 更 ある 学 都 に お いて 主 に 過去 1 年 間 に お ける 研究 


LT ER 





て , ERRLES5SRSER SIE. Ih ELECLIL, MHEETETRACHEOOHHZ 


cas , ? an Mh or as 
f 来 の 発展 の た め , 会 員 一 同 と と も に 祝福 すべ きこ と と 存じ ま ] 





SPL THER 14 回 日 本 医学 会 総会 が 京都 に お いて 民 ヵ 


PO ee we 
第 7 分 科 会 と し て 開催 され る こと と な っ た の で あり ます 3 





り ま し た の で , 会 場 の 割当 





多数 の 演題 が 示説 に 振 当て られ ね ば な ら な いよ うた 結果 と な り ま し た こと 





サロ リー と 。 Zr hen: シ ーー ー r きす 1 と 、 tr ij) = 
Hic laa tho) ELT, HARD AD TH) 


また 今回 は 日 本 韻 学 会 と し て は 始め て の 計画 で ある か と 思い ます が , シン ポジ ウム を 行う こと と し 。 「 韻 


te 





課題 と し て 選び まし た 。 そ し て シン ポジ ウム の 





ES ER u. 
内 科学 ・ 外 科学 ・ MARFFEHTHAENKT DER FH 


の - 人 と LE 


hr. 





5 御 意志 か ら 振 っ て 御 引 受け 下さ っ た こと は , 3 


瘍 研究 に 精進 せら れる 全会 員 の 熱 革 に よっ て 成果 を あげ , その 目的 が 達せ ら 








dc en Fe ER ee, な お 今 “1; An Jy FEE) HE た ロ の シン ポジ ウム に 御 参 思 
れる こと を 祈っ て 政 太 ま せん 。 3 回 の 日 本 医学 会 総会 の 機構 の 都合 上, 本 日 の シン ポジ ウム に 人 御 参加 
と - が で き な か っ た 基礎 忠 床 各 科 の 代表 者 に も AB IH o CHOPRA TS 稔 合 的 集成 と し て 
aa pm) leet T +2 ーー 
py LN a Fy fs と 怠っ て お り ま 3 
欧米 の 女 化 国家 を 見 渡し ます に , いずれ の 国 に お いて も 対 瘍 運動 に 関す る 組 科 約 の 財 体 が で き て お り , 


その 研究 ・ 治 療 の 進歩 と 知識 の 普及 に 尺 し て お る の で あり ます が , わが 国 に お いて は HORA 
更 的 に 見 て も は な は だ 盛 で あっ た に も か か わら ず , 現在 に て も な お 対 瘍 運動 が 組織 的 に 行わ れる に いた っ 
て いな いこ と は 誠に 遺 堪 な た こと と 存じ ます 

ERE CH) ELT, 決し て その 任 で な いこ と は よく 知っ て お る の で あり ます が , PILAR 
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学会 が 当地 で 行わ れ ま し た 際 , ささ や か な が ら , 2. 3 ORAM A HFCBL, や や 成績 を あげ た カ ヵ 
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ミ 一同 の 御 支援 を 宮 願 致し ます 。 また 本 総会 
が 。 て の 際 も 本 事業 の —H 


た の) 」 日 すま テッ 2 Gs - er. 2 afr どく ne と 。 1 LH 35 し きこ 
AD kA れ ら お 伝え い : 将来 の 発 + し た いと 思っ て お り ま づ 】 
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この 年 間 に 起 っ た 本 会 出来 事 の 中 こ て , 名 営 会 員 の 塩田 先生 が SUED Re, 同 勝沼 先生 が 女 化 動 音 w 
4 AST By Sa A fe EFDLEESTEIELT, 貝 一 同 と と 




















7 ue - に シンポ ジウ ム に さる と と 所 な り 
務 術 格 善 の 内 が 上 げ ら れる こと いと ころ で あり ます 。 丈 に , 杉浦 環 士 の 永年 に わた 
fi - 関す る 学術 的 功 病 は ここ に と 妥 し ませ ん が , 同 環 士 が 永年 に わた り い つも 変る と ころ な 
8, わが 国 の = 了 者 等 に 喝 っ た 尊い 民族 愛 の 御 心 拓 に 対し て , 深く 
も 本 Per 
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I. 生 化 学 Biochemistry 
1. 悪性 腫 聞 に お ける ヒア ル ロ ニ ダー ゼ の 研究 
小川 富 三 , 近藤 達 平 , 中 里 博昭 Nee, FF Tre) 


Studies on Hyaluronidase in Malignant Tumour. 


TOMIZO OGAWA, TATSUHEI KONDO, HIROAKI NAKAZATO 


fr 


PMWM Ce 7 re =2-% (H.D.) お よび ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 因子 (H.D.I.) 


ー メレ クビ 
x 


EEE 如何 な ト DR LEEDS dy Bd» v MA Lt 


ETM Ly H.D.L 活性 度 に つい て 手術 前 と 手術 後 2<3 適 目 を 比較 する に , 


の 多 出 操作 に よっ て 血清 H.D.I. 活性 度 は 閉 明 に 減少 し 正 】 の 値 に 近づく こと を 知っ / 





た X% 線 深 達 療法 , ナイ トロ ミン 等 の 市 凛 作 用 に よっ て も , 血清 活性 度 の 


EEE DE. a (hay A df 清 H.D.I. KEEL - 般 に 


値 を 示し , 





相違 は ある が 増 の 和 性 度 と 瑞 消 H.D.I. と の 関係 は 不明 で ある -。 手術 時 無菌 的 に 血 組 和 


明 す る に いた ら な か っ た 


WAZ 


の ) 関 1 こ 


に つい て いろ いろ の 報 音 が ある 。 私 達 は 悪性 腫瘍 に お ける HD. お よび H.D.I. か が 市 坊 作用 


Wa 


個 人 WJ 


Hy 


en ‘ 
ae N) 


tO H.D. 値 と 血清 H.D.1. 値 と の 関係 を 知ら ち う と し た が , HARRRD. bit H.D. を 証 


Ki ABS Fy 『 田 肉 風 を 移植 し 日 を HH.D.1. 活性 忘 と 吉山 肉 風 細 胞 数 お よび 
ED tha LA oie ほぼ 平 1 By ADD O, fit. H.D.I LIRA | as >» é 日 目 に 最 





rv 1 + 
a aly A aly a 


mia ali また 5 日 目 に ナイ トロ ミン Pro kg 10mg. 5mg. Img 





に 注 人 , 2 Ate (移植 後 7 日 目 に 血 済 H.D.1. 値 を 見 る に 制 韻 剤 


腹腔 内 


チチ えな いも の に 比 し 。 細 


ek, Ber AR ROBBE ot. fos. Wok bic H.D.I. の 存在 が な 


> IST OK f 


Wak, if A KOFETLHN た 結果 。 腹水 ト 清 中 に b 多少 の 因子 の 存在 を 見 た が , 


D.I. と の 関係 は 明か で は な い 


1 


er E. 


以上 , Hai ER, fr itt HY AW be dae | ae @ al itl (HD If IL 清 H.D.I. を 比較 し , ARE & 


C PWD pi D fi 2 FDO CREEPS! 


H.D.I. 活性 度 は Dorfman 等 の 混濁 法 に より 測定 し た ( 交 部 省 科 学研 究 費 に 


GANN, Vol. 46, 1955` 83 


よる ) 











2. TPT に よる 組織 コハク 酸 





Observation of Tissue Succinic Dehydrogenase by Means of TPT. 


YUZO MISONO, SAYAKA TOZAWA 


われ われ は さき に 


を 利用 し て 色々 な 組織 中 の ュ 





また は 1.0% TPT 1.0ce 


cc を 加え て 37C に 60 


ol 






















分 保温 し , 生じ た formazan を アセ トン 8.0cc で 抽出 し て 光電 比 色 計 (FIZ 2,7 2- 
170 mz) で 測定 する 。 対照 に は 基質 の 代り に 生理 的 食塩 水 を 用 い , 両 試験 値 の 差 を 本 和栗 素 
値 と し た また formazan の 標準 原液 と アセ トン に よる 倍数 稀釈 流 と の 聞 に は 請 
ii YES 7 A } > 
2. AB 壊 に 対す る 温度 の 影響 : 被験 組織 に 予め 40°C か ら 70°C に つい て 5 分 
骨 加 熱処理 を 加 そ る と , 活性 度 は 急激 に 減 衣 する カー ブ を 示し , 60°C 5 nie ) ACRE 
素 は ほとん ど 破 壊さ れる と いう 括 果 を 得 た 。 また, 同様 試薬 添加 前 , 予め 被験 組織 を C に 


> 


必置 する と 。 RMSE LCA Ts — 7 CREEL, 2 時 間 後 に は ほぼ 半減 する 
3. 被験 材料 を 磨 砕 する 方 法 に よる 活性 信 給 切 庁 法 は 技術 的 に 困 杏 で あり ホネ 

て 平均 約 3022 低い 値 を 示し た 

4. formazan 形成 量 に 対す る pH お よび 37°C 保温 時 間 の 影響 : RRM CH 


5.36 か ら 8.34 まで 蘭 次 変動 せしめ て みた 結果 。 Bi pH は 7.36 附 





モ ゲ ナ イザ ー 法 








F に ある こと を 知 た た 。 Eh, 試薬 添加 後 。 37"C に 保温 する 時 間 の 長 さ に よる 影響 を 15 分 


間隔 に 測定 し た カー ブ は , 60 分 まで は 急激 に , 以後 は 緩やか に 上 昇 し て 3 時 間 で 最高 に 達し 


ZL) > ay 2 + 
En fe 3 5 
c7 ap KL ゲト ター fh. 


5. 組織 の formazan 形成 量 に 対す る 基質 活 加 の 有無 。 お よび 嫌気 性 。 好 気性 処理 の 影響 : 





BLES, これ に 対し て 正常 白 尿 の 肝 に # 





呈 は 和み られ な か っ た 。 また, Thunberg 管 に よる 嬢 お よび 好 気 性 処理 の 基 
tit, 基質 添加 の 有無 に 関 せ ず 、 人 冶 と 正常 白 忌 の 時 で は と も に 態 気 的 処理 の 場合 の 方 が 高い 
値 を 示し た 。 な お , 基質 添加 試験 に お いて 嬢 気性 値 に 対す る 好 気 性 値 の 比 が , 子宮 痛 で は 正常 
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折 必 の 肝 よ り も 著しく 低かっ た こと は 舞 味 ある 点 で あり , さら に 今後 の 検討 を 要する 


6. 正常 白 尿 臓器 の 活性 度 : 心 , 腎 , 肝 は 非常 に 高く , 卵巣 , 絵 丸 が これ に 次 ぎ , AAR 
70) て 低い fii A wRELTE 
7. HRAME ROME: ARAM AAMC LMS 形成 する が 。 正常 白 恨 の 大 網 


嘆 は 極め て 活性 度 が 低い の に 反し , 腫瘍 を 形成 し た も の の 活性 度 は 著しく 上 昇 し て 前 者 に 数 僅 


する 値 を 示し た また, FEREHAHNODKZEIT I FERN EEE LA RB ON 





+, KREISEN ERROTIN, この こと か ら , TEED =. vr KEFEIE EL 


2 Yt な / > テル ルト AE < Trier r r Kin ie Kr M4 2 om a > Yan XS イニ 
で ・ 人 組織 の 活性 と < Ta My SIT Fig 32> Ci 活性 EIE<, SNe ’ SND» CAWicK=e, hE tke 3 用 


E4 ヵ月 の 紋 毛 は これ より 明らか に 高い 値 を 示し た 





用 の WE Were RE 


sa - sf we) N rT. HEE. 2.2 ちら イモ テン コジ tee 
褒め られ が の) an Ex が 深い x な KB, HERR PLT) se? Pi ? G34 ETS 


ー ye 
EEE 





ルル 上 HF) キ Se =| 7. に 、 も 。 2 +. 3 2 pi yes [ Sf. eS Sth oe) > で モ ルト em + 
性 度 は 低下 する 傾向 が み ら れ た 。 ま た , BTL 19 MOTHER TEE ARE X 


a BA 
り も さら に 高く , 正常 子宮 筋 層 の 約 4 倍 の 値 を 示し た 。 な お , MICRA CEES 
関係 に つい て は , FE LEM 18 例え を ヘ マト キシ リン ・ エ オジ ン , ワン ギー ツン, マロ リー 


の 各 染 色 標 本 に よっ て 観察 し た と ころ , 病 実 質 対 聞 質 の 割合 と , 活性 刻 と の 間 に は 特別 の 関 

係 ま み ふら れ な か っ た 。 REL, 間 質 が 極め て 多く 。 活性 度 は 若 し く 低い 例 が 認め られ た 。 な 
5, 小 円 形 細胞 浸潤 の 強 さ と , 交 組 織 活性 度 と の 問 に は 全く 何等 の 関係 も 認め られ な か っ た > 
以上 , われ われ は TPT を 用 いて いろ いろ な 組織 の ュ ハ ク 酸 脱水 素 酵 素 活 性 産 を 測定 1 
作風 瘍 の 場合 に は 正常 組織 に 比 し て 一 般 に 高い 値 を 得 た が , これ ら の こと の 閣 診 断 に 対す る 


利用 性 な ど に つい て は 将来 さら に 検討 を 進め て みた 


3. T.T.C. を 儲 示 薬 と LAG, BBE OMAR 
酵素 活性 度 の 比較 
馬場 恒男 , 杉村 隆 , 田中 RMT) 
Comparative Studies of Dehydrogenase Activity of Various Tumors 
and Organs by Means of T.T.C. (Triphenyl-tetrazolium Chloride). 
TSUNEO BABA, TAKASHI SUGIMURA, MAKOTO TANAKA 

EEE dehydrogenase activity の 組織 化学 的 証明 が 悪性 腫瘍 の 診断 に よい 成績 を 示す と い 
う 結果 が 報告 され て いる 。 各種 脱 水素 芋 素 活性 度 の 生化 学 的 測定 は , 従来 Thunberg 管 を 使 
[GANN, Vol. 46, 1955) 85 











用 し , methylene blue の 脱色 速度 を 測定 し た 多く の 成績 が 挙げ られ て いる 。 WO Mh Kew 


HILO TI RT DEE AN BD, その 実験 方 法 と 条件 に より 成績 は 同 -- で な い 。 Tri- 
phenyl tetrazolium chloride は その formazan か 水 に 難 溶 , 脂肪 浴 刑 に よく 溶解 する た 


め , 広く 生化 学 的 , 組織 化学 的 に 応用 せら れる よう に な っ た 。 組織 化学 で は Foraker, Ruten- 


berg, 等 は 正常 組織 と 腫瘍 組織 を 比較 し , 必ず し ゃ 腫瘍 に よく 陽性 と は いっ て いな い 。 また 
Meister, Elliot, Waterman, Lenta 等 は 乳酸 脱水 素 酵素 に つい て 腫瘍 と 正常 組織 を 別々 の 


方 法 に よっ て 比較 し て いる 


実験 方 法 : 1) 生化 学 的 測定 は 大 体 _ Ernest Kun に 従っ 
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第 1 図 ネズ ミ 肝 homogenate succinic $1 Zt nA: Ai, lo succinic de- 
dehydrogenase activity nudenishuane enc (tissue suspension 
CHA CTY BD — Er + 3 HZ) 
1m/ M10 phosphate buffer pH 7.4 0.5m/ 
M 5 sod. succinate 
10% tissue homogenate (suspension) 
1m/. 0.196 T.T.C. 
37 C 30min. 
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に お 
mouse rat 
2H マウ ス 。 Tr: Air, MB) no substrate EI KR Heil IF る glucose 
- お ける dehydrogenase activity. を 基質 と し た dehydrogenase activity 


je 


1; Smi M 10 phosphate buffer pH 7. 1m/ phosph. buffer pH 7.3 

1m/ 10% tissue homogenate, 1m/ aa TER: 0.5m/ 2M/10 glucose 

37 C 30min. 1m/ tissue homagenate (suspension) 
1m/ 0.1% T.T.C. 37 C 30min. 
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homogenate を M/10 phosphate buffer (pH 7.3) で 1022 と し , substrate と し て は 
2M/10 sod. succinate を 0.5ml を 加え , これ に 0.122 T. T.C. 1.0 ml お よび phosphate 
buffer を 全量 3.5ml と な る よう に 加え た 。 反応 時 間 は 37°C の 温浴 中 で 振 般 し て 30 分 と 


Liz. 比 色 測 定 に は , 反応 終了 後 直ちに 10% trichlor acetic acid 1ml tte, 定量 
の ethyl acetate に より formazan を 浴 出 せしめ , 200rp.m 3 FH OVERDO Lif 


を と り Beckman spectrophotometer を 用 い 480 mı CREEL LK. HMO 
を お き , か つ KF, glucose, sod. malonate, janus green 等 の 効果 を も 見 た 。 2) 組織 化 
学 的 検索 に 際 し て は お の お の tissue slice は 人 体 手術 材料 お よび 動物 組織 で 厚 さ 1-2 mm 
ome & UC, 基質 に は M/10 sod. succinate (また は M/10 sod. lactate, 522 glucose) 
を 2ml. pH 7.3 phosphate buffer (M/10) 1 ml. T.T.C. 5 mg. を 各 tube へ 人 人 れ , 
反応 時 間 は 60 分 37°C, 反応 後 直ちに 5 倍 中 性 formalin 液 中 に 投入 固定 後 凍結 切片 と し 
て 歓 鏡 し た 。( た だ し Ehrlich’s carcinoma (gee h] CHEK 3 滴 づ つ 反 応 液 へ 投入 L 
た ) 

実験 材料 : 生化 学 的 測定 に は 正常 組織 と し て ネズ ミ 肝 , EM BE ER, Ob, ZH, 
峠 瘍 と し て は rhodamine sarcoma, ascites hepatoma, マウ ス で は N-F sarcoma, 4 
Hi, oO, 腎 , 肝 , 脳 , を 使用 し た 。 組 織 化 学 に は 人 体 材 料 を 主 と し , TE, A A OF, 
i fbroadenoma, 喉頭 冶 の 光 巴 腺 技 移 例 に つい て 行い , マウ ゥ ス Ehrlich's carcinoma も 
BF BAT. 

結果 : 第 1 図 に 示し た 如く , ネズ ミ 肝 の succinic dehydrogenase activity は ある 
定量 以上 の liver homogenate の 場合 , その 量 と 直線 比例 的 で ある 。 ネ ズミ 各 臓 庄 に お ける 
succinic dehydrogenase activity の 順位 は 腎 , 寺 . 心 , M, FROME, ascites hepa- 
toma, rhodamine sarcoma, EHI TZ HE (45 1 K) この 結果 は 利 10% homogenate 
の N- 量 測定 に よっ て 補正 し て も 順位 を 左右 し な い 

基質 を 加え な い 場 合 は 第 2 表 に 示す 如く , マウ ス , ネズ ミ の 各 臓 話 に お いて 比較 し た 結果 . 
順位 は 脳 , FE, 心 , 腫瘍 の 順 で , この 場合 の 腫瘍 は マウ ス の N-F sarcoma, Alf, ネズ 
ミ の 腹水 肝 痛 , rhodamine sarcoma で ある 

次 に glucose を 基質 と し て 加え た 場合 , 正常 臓器 と 腫瘍 の WKAR BSED PSA hot 3 表 に 示 
す 如 く 肝 組織 と 腹水 肝 妨 に つい て 検索 し た が , 特に 腫瘍 が 活性 度 を 高め る と い 3 結果 は 得 ら れ 
た か っ た 。 Sod. malonate は succinic dehydrogenase を 阻 中 し , janus green (0.014 
%), KF (M/35) は 阻止 しない 。 

Sod. lactate を 基質 に し て 乳酸 脱水 素 酵素 の 活性 度 に つい て Co-enzyme-1 を 添加 し て 
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T.T.C. で 反応 せしめ て 見 た が ほとん ど endogenons reaction 以上 に な ら な か っ た 。 これ は 
T.T.C. で 果して lactic dehydroginase activity を 指摘 し 得る か どう か 疑問 に 考え られ 
る 

組織 化学 的 検索 に お いて sod. succinate を 基質 に こし た 場合 最も よく formazan が 栓 鏡 
せら れ , CLC ARAMAIC EC, 悪性 腫瘍 に 一 致し て 特に 他 の . 上 度 と 区 別 せ し め る 所 見 
な い 。 た だ し 悪性 腫瘍 (EEE) が か. 上 皮下 等 へ の 侵入 に 際 し て , また 光 巴 腺 へ の 転移 の 際 , 
の 場所 に 致し て 紅色 眠 粒 が み ら れ た 。 (Te, HR WIE) 乳腺 の fibroadenoma TE 
皮 に - LOE RR LSD stroma は 陰性 に 近かっ た 。PEfhrlich's carcinoma で 
は その 細胞 質 中 の lipid granula を 多く 有する も の に よく 陽性 を 示し , granula の な いも の 

ょ ほとん と 陰性 で ある 。 基質 を sod. lactate に し て 見 た が これ は 前 述 と 同じ よう に 細 問 の 多 
い 点 で ある が succinate に 比 し て 析 か に 反応 は 弱く , や は り 悪 性 腫瘍 に 特異 と いう 5 結果 は 見 
られ な か っ た 。 glucose を 基質 と し て Ehrlich's carcinoma に つい て 検索 し た が や は り 
succinate に 比 し て 人 遥か に 反応 は 弱い ascites hepatoma に つい て anaerobic condition 
に し て glucose の 基質 で T.T.C. を 蛋 元 させ る と aerobic condition に お ける より 還元 は 
強く , また その 際 florid を 加え て anaerobic に する と 違 元 は さら に 強く 起 っ た 。 また 
ascites hepatoma と normal rat liver の mitochondria を 0.25M sucrose を 用 いて 
低温 分 難し た も の に つい て succinic dehydrogenase activity を T.T.C. ick 5 THAT 
る と normal rat liver の mitochondria の 方 が 各 1 個 単位 毎 に 般 か に よく T.T.C. wit 
ICT. 凍結 切 刻 を 作る 時 の 手技 の 問題 で あろ うと 思う か が 一般 に 凍結 切片 に よる 検 鏡 の 際 , 細 
い 針 伏 の 結 量 が か 生じ て 多少 と も 邪 應 を する こと が あり , また 時 間 が た つと 脂肪 球 と 思わ れる も 
の が 湊 紅 色 に 染 っ て 判断 を 誤 ら せる 可能 性 が ある 

結論 : 1) T.T.C. 使用 に よる succinic dehydrogenase activity は ネズ ミ で 菅 。 肝 , 
>, i, 4, EinliäiT, ascites hepatoma, rhodamine sarcoma は この 正常 組織 の 下 
位 に 位 す る 2) glucose ZEIT LT T.T.C. 直 元 は 協 く 腫瘍 と 正常 組織 の 還元 能 の 瞬 
位 は 同様 で ある 。 3) T.T.C. 使用 に よる homogenate succinic dehydrogenase 
activity は ある 一 定量 以上 の 場合 , 量 と 比例 的 で ある .。 4) M35 KF, 0.014% janus green 
は succinic dehydrogenase を 阻止 し な い 。 5) endogenous reaction に お いて T.T.C. 
EICHE, HF, 腎 , 心 , 腫瘍 (mouse N-F sarcoma, A}, rat の ascites hepatoma, 
rhodamine sarcoma) の 中 で ある 。 6) T.T.C. の 組織 化学 的 利用 に お いて , 上 記 の 基質 に 
関し て は , 腫瘍 を 特異 的 に 染め る と いう 5 こと は な い 。 7) ERP ASK, T.T.C. che 
の 低い 組織 へ の 浸潤 また は 転移 に 際 し て , これ を 利用 し て 指摘 し 得る こと は ある 。 8) 組織 化 
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は 細胞 質 中 に 含有 され る 物質 , (例え ば Hipid granula) 等 の 影響 で 陽性 を 示す らし く 思 
われ る の で これ で 腕 水 素 本 素 の 多少 を 直ちに 論 せ ぜ ら れる か どう か 疑問 で ある 
ZHEHATHENEIL KL) 


4. Fi a enero 
仲田 伊 左 夫 , 山 田 一 正 , 金田 喜代 子 (名 古屋 大 学 医 学部 内 科 第 一 


Studies on the Nucleic Acid Bases in Various Tissues of YOSHIDA 
Sarcoma Bearing Rats. 


ISAO NAKATA, KAZUMASA YAMADA, KIYOKO KANEDA 

BR4 AY RAP EV 257, -OMACE ORAM RO eee eee ke, 肝 , 時 

うそ れ と 比較 検討 し た 。 

実験 材料 お よび 方 法 と し て 吉田 肉腫 接種 後 56 日 目 の ラ ッ テ を 断頭 , 脱 血 せる 諸 臓 器 0 
を 6022 過 塩 素 酸 に て 100°C 1 時 間 , 加水 分 解せ る も の を 試料 と し , IRA 410 を 40xX1cm 
に 用 意 せ る レ ヂ チン ベツ ッ ト に 吸着 せしめ た る 後 。 塩酸 に て 溶 離 する に , LON 塩酸 に て ウラ シー 
ル 。 チ ミン が 。 2.5N 協 柄 に て チト シン が ,。 AN 塩酸 に て グ ア ニ ン が 。 6N HERE TFT F =: 
が 溶出 する こと を 確認 し , 各 塩 基 の 極大 吸収 値 は ウラ シー ル , チミ ン が 260 mx 一 265 mu, チ 
トン シン が 275 mu グ ア ニ ン が 245 mu, アデ ニン が 260 ma に お いて 最大 吸収 値 を 示す が , 
われ われ は 260 me に お ける 吸収 値 を も っ て 代表 し 塩基 の 定量 に 用 いた 

成績 : 1) 核酸 塩基 量 は 腸 に 最も 多く , 次 で 肝 に 多く , 腫瘍 組織 は 邦 っ て 少 い 。 2) その 
モル 比 は 腫瘍 組織 は 肛 の それ と 比較 し て チト シン の モル 比 が 低い が pyrimidine と し て は , 


幅 瘍 と 腫 は ほぼ 同じ 値 を 示し , また purine も ほぼ 同じ 組成 で も る こと を 示し て いる 。 肝 で 
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purine の モル 比 が 増加 し て いる 


5. 実験 的 腫瘍 動物 の 焼 代謝 に つい て (3 1 報 
Ti HAM BALA EO BR OREO Specific Activity) 
井上 哲夫 (RUE AREER) 


On the Phosphorus Metabolism of Tumor Bearing Animals 
(1 st Report) TETSUO INOUE 


Wp A AR DMO RRB ee dN TR FED LL TEHAB AB LIEBT P? を 注射 
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し , Kinos specific activity を 吉田 肉腫 移植 後 8-Azaguanine を 注射 し た 白 屋 お 
LOHNEN HN DEKAN specific activity と 比較 し た 結果 を 報 吾 する 

実験 方 法 : Ft 120g 前 後 の 発育 良好 な も の を 用 いた 。 吉田 肉腫 腹水 0.1cc を 腹腔 内 
に 移植 後 6 日 目 に P™ を 焼 酸 ウ ー ダ の 形 で 20/c/kg 背部 皮下 に 注射 し , 1,23, 4, 6, 12 BE 
後に 断 首 , 血 禁 お よび 各 臓 器 を 採取 し た 。 採 取 部 位 と し て は 肉眼 的 に 腫瘍 性 浸潤 の お よん で い 
な いと 思わ れる 所 を 選ん だ 。 血 将 は TCA で 秦 看 白 後 Delory の 処理 法 に 従っ て 無機 焼 酸 を 


E 滞 せしめ これ を 硫酸 < 性 に し て 沙 解 し 一 部 を 隣 の 定量 に 部 を activity の 測定 に 使用 L 
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KD ELRO MBL ES HL TIS, 腫瘍 動物 と 対照 


を と っ て 腫瘍 群 8-Azaguanine 投与 群 を 対 
増加 が 最も 激しく 陵 豚 , 腎臓 。 肺 臓 に お \ い 
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の 形 で : 


lie Uwe, 8-Azaguanine は 吉田 肉 種 
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日 昌一 さら EB) Eon ie に 
と の 間 に も 差異 は 認め られ な か っ た 。 


N) SAREE RED s.a. と BPIP の s.a. と の 比 relative specific activity (r.s.a.) 
対照 と 比較 し て みる と 肝臓 で は 腫 場 群 の r.S.a. の 


ヽ て も 腫瘍 群 の r.s.a. は 対照 の それ より も 明らか に 


の で ある が か が 
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Inn ra IHN r.s.a. と の 聞 に 位 し て い 2-4 N) 大 腸 の 絵 焼 の r- 
. は 大 分 対照 に 近い が や や 高値 を 示し て いる 。 腫 臓 , 心臓 。 胃 , 小腸 で は 両者 に 差異 が 認め 
られ な い 。 (7-10 図 ) これ に 反し て 筋肉 , 骨 で は 腫瘍 群 の 方 が 対 有 照 よ り 低下 し て いる 
(第 11, 12 図 ) 最後 腹水 中 の 腫瘍 細胞 の ra. は (第 13 図 ) 他 の いずれ の 臓 秒 こ く ら べ て 
2 時 間 目 以後 は 著 明 な 高値 を 示し 甘 の 交 替 の 非常 に 盛ん な こと を 示 し て いる 
絵 括 並び に 考案 : LANGE dy SDI Shai: ARGO HIT 5 FD ELTH 
ANZA I OK ORD OTe P\ の 使用 に より 調べ 肝 , BR Br Bi, ABC 
KENNEN, 腫 , 心 , 胃 , 小腸 で は 総 焼 と し て は 変化 が な く 骨 筋肉 で は 低下 し て いる 
こと を 明らか に し た 。 LOAARED REL HALE CEOBRRANBICOV TH * TS 
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fw 


は 無理 で ある が , 腫瘍 を 有する 動物 の 焼 代謝 の 研究 の 手 避 り を 得る と 言う 目的 は 果 し た よう に 


#5. 8-Azaguanine の 影響 に つい て は いま だ 例 数 が 少 い の で 今後 の 研究 に まち た い 
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6. TTT BEKÄFHEO BEREIT 2 DEE (OS 2 Hi 
杉 石 正司 , 福井 良 久 , 伊 神 義行 TERE EE BANG. 名 変 病院 ) 


A Study on the Desoxyribonuclease Activity of Yoshida 
Ascitic Liver Cancer 


MASASHI SUGI-ISHI, YOSHIHISA FUKUI, YOSHIYUKI IGAMI 


動物 組織 は , 酸性 (pH 5 BAT) お よび 中 性 (pH 7 附近 ) に お いて DNA 分 解 作 用 を 有 し 
て いる が , 両者 は その 性 質 に 著しい 差 が あり , 恐らく 前 者 は Marver の い ?5 Polynucleo- 
tidase ic, 後者 は Kunitz の DNase に 相当 する も の で ある こと , iii DNase 作用 は 騰 各 
に より その 分 布 に 差 の ある こと , その 吉田 肉腫 , 腹水 時 痛 に お ける 分 布 , HMO BAS 
に つい て 昨年 の 本 学会 で 報告 し た 。 今 回 は , 吉田 肝 六 に お いて , これ が 接種 後 の 日 数 に より , 
どの よう に 変化 する か , 境 心 分 割 法 に より 細胞 分 選 中 に お ける 分 布 , Inffuenza virus 侵襲 の 
これ に お よ ぼ す 影 響 を 検討 し た 。 

方 法 は 前 回 と 同じ く , pH 5.2 お よび 7.2 DH KU Veronal Buffer に 動物 組織 の ネ 
モチ ネー ト お よび DNA の 一 定量 を 加え , 37°C, 2 RMR, HClO, CHRAL. その 上 ト 
済 に つい て , 260 ma に お ける 吸光 度 ,。 お よび Diphenylamine 反応 の 強 さ を 比 色 定量 し 。 
DNase 作用 と し た 


GANN, Vol. 46, 1955 93 











接種 後 の 日 数 に よる 変化 は , 腹水 次 に つい て は 著 明 で な » 腹水 細胞 で は , 腹水 の 充分 た 
まっ て いな い 初 期 と , 死 直 前 の 末期 に お いて , 酸性 中 性 と も に 低い 活性 を 示し , その 中 間 に お 
いて 高値 を 示し た 。 これ は , 吉田 肉腫 の ARMIC 関す る われ われ の 知見 の うち, BRAD 
Turnover rate の 消長 より , 細胞 1 ヵ 中 の 核酸 量 の 接種 後日 数 に よる 消長 と , ほぼ 似 て お 
り 。 細胞 中 核酸 量 の 多い 時 期 に は ,。 DNase 活性 も 高い の で は な いか と いう こと を 推察 せしめ 
る 。 な お , 昨年 の われ われ の 成績 に お いて , 担 間 動物 組織 中 , 時 こ に おけ る 酸性 側 DNase 活 
性 の み が 著 明 に 増加 を 示し た こと が, 特に 興味 を 引い た の で ,。 この 点 に つい て , 接種 後日 数 の 
BOE RA LCA, 酸性 側 活性 の み が , 日 数 の 経過 と と も に 増加 する の が 認め られ た 。 BOK 
細胞 に お ける 活性 は むし ろ 正 常時 より 低い の で , 上 の 所 見 は , 担 韻 動物 の 肝 自 体 の 細胞 の 変化 


- +} 


し 


よる も の と みみ られ る 。 この 点 に つい て は さら に 追及 し 度 細胞 内 に お ける DNase 活性 
りら 分 布 に つい て は , Schneider の 研究 が ある が , Kit pH 4.8 で 測定 を 行っ て いる た め , I 
こ に の べ る 酸性 側 活性 の み を 観 窪 し て いる 訳 で ちる 。 われわれ は , 酸性 中 性 の , 両者 に つい て 
Mes Lr, 遠心 分 割 は Schneider : 法 に 準じ , 600g 2 回 8500g 2 [m] 12000g 1 時 間 1 [ale 
iol, それぞれ の 分 割 を N.M.P.S. と する と , N は 主として 核 。 M は 主として ミト ュ ン ド F 
17, P は Submicroscopic Particle に 相当 する 。 こ の 場合 。 Homogenization を 強度 
に 行う と 村 は ほとん ど 破 壊さ れ て し まう 赤 DNase 活性 の 分 布 の 全体 の 比率 に は 著 明 な 変 

と 記 め な か っ た の で , ひと ます 核 部 分 を 無 赴 し て , 強度 Homogenization ZECHE’ 


I ER, 吉田 肝 靖 腹水 細 抱 と も に , 酸性 側 DNase 活性 は , M 分 局 中 に 多く , Schneider 


の 成績 と 一 致す る が , 中 性 側 活性 は P 分 居 に 最も 高かっ た 。 ii DNase 作用 が その 化学 的 , 
物理 的 性 質 の み で な く , この よう に 細胞 内 分 布 を も 異 に し て いる こと は 。, 両者 の 意義 を 追及 す 
る 上 に 重要 な 所 見 で ある 

th, 教室 の 小野 。 永田 等 は WS An Influenza virus が テー ルリ ッ ヒ 腹水 韻 に 対す る と 
同様 に , 吉田 肝 冶 に 対し て も 選択 的 に 侵 租 し て , これ を 破壊 する こと を 認め て いる の で , この 
附 に お ける DNase 活性 の 変化 を 検討 し た 。Virus を 腹水 細胞 に in vitro で 12 時 間 ま で 
接触 せしめ て も 変化 は な い が , Virus を 腹腔 に 接種 し , 30 時 間 後 の 腹水 細胞 に つい て みる 

, 腹水 細胞 に お いて の み , ii DNase 作用 の 著 明 な 減少 が 認め られ た 。 こ の 時 期 は 組 胞 学 

的 に 著 明 な 変化 の 認め られ る 時 期 で あり , 恐らく , 細胞 の 崩壊 が 主 な 原因 と 考え られ る 。 
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7. BERS MEO Ic ONES 7» F CT B Krebs 輪 句 の 実験 的 遮断 
mu — i 


Experimental Blocking of the Krebs Cycle in Normal 
and Tumor-bearing Rats. 
KAZUO SHIMOYAMA 


(From the 2nd Medical Clinic, Hokkaido University School of Medicine) 


The Krebs cycle is believed at present to be the final pathway for the oxida- 
tion of not only carbohydrate but also fat and protein in animal as well as 
vegetable tissues. 

I tried the experimental blocking of the Krebs cycle in normal and Yoshida- 
sarcoma-bearing rats using V.R. Potter’s procedure (1949, 1950), for the purpose 
of understanding the change in the Krebs cycle in tumor-bearing rats as a whole. 
I made three kinds of blockings as follows: 

1). 0.35 mg of sodium monofluoroacetate per 100g body weight was injected 
intraperitoneally into rats (the so called F-blocking). 

2). 0.35mg of sodium monofluoroacetate per 100g body weight was injected 
intraperitoneally into rats, and at the same time injected intramuscularly with 
lec of 1M sodium malonate solution on the back of the same rats (the so 
called SM-blocking). 

3). 1cc of 1M sodium malonate solution was injected intramuscularly on the 
back of rats, then 1 hour later added the above mentioned blocking 2 (the so 
called PSM-blocking). 

All rats were killed by decapitation 3 hours after the injection of sodium 
monofluoroacetate, and then immediately the amount of accumulated citric acid 
was measured respectively in the four important organs (liver, kidney, spleen 
and heart), by means of the rapid method of Saffran and Denstent (1948). All 
Yoshida-sarcoma-bearing rats used in my experiment were on the 6th—9th day 
after the transplantation, that is, at the height of the tumor growth. 

The results were as follows: 

1). In the albino rats of Gifu strain. Both in normal and Yoshida-sarcoma- 
bearing rats, large amount of citric acid was accumulated in kidney, spleen, and 
heart after the F-blocking, but the degree of this accumulation was larger in 
normal rats than in Yoshida-sarcoma-bearing ones. On the other hand, hardly 
any accumulation was observed in the livers of mals rats and Yoshida-sarcoma- 
bearing female rats, contrary to the pretty large accumulation in the livers of 
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normal female ratS. 

2). In the albino rats of Wistar-Takeda strain. I made only the F-blocking. 
In this case the data obtained were almost the reverse of the case of Gifu rats, 
that is, the accumulation of citric acid after the F-blocking was larger in Yoshida- 
sarcoma-bearing rats than in normal ones. 

Sodium monofluoroacetate is believed to be an inhibitor for the oxidation of 
citric acid to cis-aconitic acid, and sodium malonate to be an inhibitor of succinic 
dehydrogenase. From those facts and from my own results, it may be concluded 
that some hypofunction of the Krebs cycle as a whole is present in Yoshida- 
sarcoma-bearing rats and that perhaps the hypofunction is chiefly in the pathway 
between cis-aconitic and succinic acids and its side reactions. 

The phenomenon observed in Yoshida-sarcoma-bearing Wistar-Takeda rats is 
presumably connected with the fact that the transplanted Yoshida-sarcoma heals 
naturally in those Wistar-Takeda rats. 

I happened to make those blockings on the normal pregnant and Yoshida- 
sarcoma-bearing pregnant Gifu rats, and obtained the astonishing results that 
very large amounts of citric acid were accumulated in those rats as compared 
with the corresponding cases of non-pregnant rats. In order to seek the cause 
of this finding and the remarkable sexual difference in the livers as above 
mentioned, I tested the effects of several hormones on the accumulation of citric 
acid in the F-blocked rats. First, I tested the effects of progesterone and 
estradiol, which are believed to be much secreted during pregnancy. Of these 
two hormones, in the dose I applied (Progesterone: 1.5 international units daily 
for 2-5 days; estradiol: 500 international units daily for 4-6 days), estradiol was 
more accelerative for the accumulation of citric acid in the F-blocked rats. But 
the effect was not large enough to explain the remarkable accumulation in 
the tissues of pregnant rats or the recovery of the ability to accumulate citric 
acid in the livers of the Yoshida-sarcoma-bearing female rats. 

I also tested the action of ACTH, as one of the hormones that are considered 
the most important for the metabolism of tumors. This hormone was much 
more accelerative for the accumulation of citric acid than the two hormones 
above mentioned, but not sufficiently effective to explain the phenomenon ob- 
served in the pregnant rats or to enable the livers of the Yoshida-sarcoma- 
bearing female rats to accumulate citric acid. 

I suppose that many hormones, particularly hormones of the hypophyseo- 
adrenocortical and sexual systems, may be complicatedly connected with the 
metabolism of the tumor-bearing animals. And the explanation of these connec- 
tions is to be expected in future. ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
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8. 胃 冶 胃液 の ボー ラロ グラ フ 的 研究 (第 I 報 ) 
和田 武雄 , 金沢 収 , 細川 奴 , HBR (HERNE) 


Polarographic Studies on Cancerous Gastric Juice (2nd Report) 


TAKEO WADA, OSAMU KANAZAWA, SINOBU HOSOKAWA, 
NORIYASU SATO 


= ンク と 


前 加 に 引続き Polarograph 冶 曲 線 に よる 胃 冶 の 診断 を 追試 する に , 144 例 中 手術 お よび 後 
に こ 削 稔 に より 胃 交 の 確認 を 得 た 47 例 中 96.02 が 陽性 で あり , 同時 に KIK 反応 は 89.0%, 


征 末 の 血清 ボー ラロ グラ フ 交 反 応 は 85.0%, 松原 氏 痛 反応 は 55.022 で , 本 法 の 適 中 率 は 最 
Ip Core 
さら に ここ の 本 態 の 追求 を 行う に, KU RH VFL RIBRAD Kjeldahl Hic kLAGN SE 


本 曲線 の 消長 が 最も 平行 的 で も ある こと が 分 っ た .。 Polarograph 的 に は 酸度 の 相関 も 無視 で 
きた な いか が 。 痛 の 際 の 無 酸 な いし 低 酸 現 象 に 際 し て は 必 ら ず し も ゃ も 濾 高 は 平行 的 で な \ 
次 こ 試 料 中 の ムコ プロ テイ ン (Mp.) お よび ムコ ブロ テオ ー ス (Mps) と の 関係 で は , Mp と 


nn 


は 多少 関連 を 認め る が Mps LOBRIGLAEHEN CHA. これ ら の 関係 は Polarogram 
ト の 変化 は 実験 条件 で か な り に 動揺 する の で , 空腹 時 胃液 に つい て 前 値 対照 を 分 母 と し て , 各 
20’, 40° お よび 60’ 回 の 分 割 胃 液 に つい て の 計測 値 を 分 子 と し た 比率 に し て みる と, 本 曲線 


を 支配 する も の が 前 記 ズ ル ホ サリ チル 酸 濾 液 (試料 ) 中 の 総 CHS — LAs] & REC HE 
ム と れ た 。 し か し この 中 の Mp に つい て は それ 程 の 平行 性 が な いと ころ か ら , CORN を 
AT SAIS Mp 以外 に さら に 存在 する も の で ある こと を 考え な いわ け に ゆか , ze} 


に 


は これ: 如何 な る 形 の N か は な お 充分 明らか で は な い - また この 曲線 は Insuline 刺 載 に よ 

応 を 描い た も の で ある が , 潰瘍 時 に 最近 種 < 遮断 剤 を 用 いる の で , この 影響 が 如何 に あら 
われ る か に こつ いて 2,3 の 実験 を 試み た 。 すなわち 前 値 に 比べ て Banthine, Bentyl お よび 
Methaphyllin 等 の 使用 後 は Polarogram の 傾向 曲線 は 明らか に 交 型 に 近づき , その Mp, 
HCl お よび Pepsin 活性 度 等 の 変化 も 抑制 的 で ある が か Mps の るみ は 逆 に むし ろ の Insuline 
sensible の 形式 を と る 。 し か し 全体 と し て は も ちろ ん 交 曲 線 と 同じ と いう わけ に は ゆか な い 


な お 自律 神経 毒 で わる アト ロビ ン に つい て も これ ら の 薬剤 と ほぼ 軌 を -- に し た 傾向 が 見 られ る 
が か が, SNAKE DA Bate 

以上 より Insuline-test に 応ずる Polarograph 癒 曲線 は 韻 診 断 上 極め て 興味 ある 問題 を 
mA, その 本 態 は Mp 以外 2, 3 OF N 物 の 関与 (お そら く は 分 決 性 因子 ) に よる も の と 考 


FR 
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えら れる が か が , さら に 今後 その 本 態 を 明らか に し た い (SCHR FITS DRI kD) 


9. 閣 当 出 液 の 膝 に お よ ぼ すす 影響 に つい て 
大 森 弘 介 (HR) 
On the Effect of the Cancer Extract on the Pancreas. 
HIROSUKE OHMORI 

増 組織 より 抽出 し た 物質 が 動物 に 催 抽 血 作 用 , 胃液 分 泌 押 制作 用 , 肝 機 能 障害 等 を 来 し , ま 
た 交 浸 出 液 の 注射 に より 犬 胆汁 中 ビリ ルビ ン 値 の 減少 , 下垂 体 , 副腎 の 機能 異常 を 来 す 等 す で 
heran, 靖 加 者 に お いて 各種 臓器 例え ば 胃 , 肝 , 下 垂体 副腎 等 の 機能 低下 を 来 し て いる 
で あろ うう こと は 想像 で きる が , 隊 に お いて $ ゃ 同じ く 光 浸出 液 の 注射 に て 動物 の 膝 に 著 明 な 障害 
を 来 す こと を 記 め た 。 隊 外 分 泌 に お いて は 硝子 製 陵 管 カ ニョ ュー レ を 用 いた 騰 壌 大 に 新鮮 癌 組織 
碧 り 食塩 水 に よる 10% 浸出 液 を 毎日 Pro kg lec EL, 毎日 一 定時 刻 に 膝 液 を 採 
RM, チア スタ ー ゼ , トリ プシ ン ,。 リパーゼ を それ ぞ それ Wohlgemuth, Fuld-Gross. FI 
に て 測定 し た 。! チ 」 値 は 注射 翌日 より 著 明 な 低下 を 来 し , 2 例 は 注射 後 3 日 目 に 262144 | 
fiz, 2048 潮位 より それ ぞ れ 4096, 128 理 位 に , 4 例 は 注射 後 4 日 目 に 32768, 65536, 65536, 
8192 党 位 より それ ぞ れ 2048, 512, 256, 256 党 位 に , 1 例 は 注射 後 7 日 目 に 16384 fir 
り 256 常 位 に と 各々 最低 値 を 示し , 注射 継続 に より 最低 値 を 持続 し , 注射 中 止 に より 瀬 次 選 
叙 を 見 た 。「 ト 」 値 は 注射 後 2-5 日 目 よ り 6 例 に 下降 の 傾向 を 見 , 3 一 6 日 目 こ か け て 4096, 
16384, 4096, 1024, 2048, 2048 ifnzit hr 2048, 8192, 512, 512, 512, 256 fi TR 
し た が , 2 BUICK TESTE GRE EO tiie Sh, 1 例 は 低下 を 見 な か っ た 。「 リ 」 値 は 5 
例 に お いて や や 減少 を 見 た が , 2 例 は 1-2 日 で 注射 前 の 値 に 復 し , 2 例 は 低下 を 見 な か っ 
た 。 対照 と し て 行っ た 非 癌 胃 璧 浸出 液 注射 大 で は チア スタ ー ゼ , トリ プシ ン に わずか な 変動 が 
見 られ た が か, HHO 際 の 如く 著 明 な も の で な く , Vs vik SREY RS ido 
た 。 膝 腺 細 胞 の 機能 の 消長 を 見 る べく 家 束 に 新鮮 病 浸 出 液 Pro kg lec を 毎日 数 回 に 分 割 し 
HER, 2~4 週間 後に 隊 を 多 出 ,。 ヒビ ロ ニン , メチ ル グ リ ー ン 染色 に て RNA を 検 す る に 
2 適 間 注 射 に て ピロ ニン 団 粒 対照 に 比 し 明らか に 減少 , 腺 細胞 の 内 腔 に 面 する 側 で は ピロ ニ ン 
頸 粒 や や 褐色 調 を 常 び , 細胞 基底 部 で は 赤色 調 を 呈し 正常 と あま り 変 ら ぬ が , ピロ ニン 頓 粒 が 
豆 合 し 塊状 を な し 一 部 は 2 一 3/ KART. DELIELPPHAT 。 核 は 配列 や , 乱れ 
青色 呈 色 は 弱まっ て いる 。 核 仁 の ピロ ニン 好 性 は あま り 変 りら ない 。! ラ 」 氏 島 に お いて も ピロ 
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= ン 好 性 著しく 細 ま っ て いる 。4 週間 注射 に て ピロ ニン 天 粒 対照 に 比 し 著しく 減少 。 所 々 組織 
OW, Zi, 変性 が 見 られ 胞体 の 縮 少 ,。 核 の 配列 の 誠 れ 著しく , KOHL Hons. 細胞 
基底 部 に ビ ロ ニ ン 婁 粒 わずか に 赤色 を 呈す る 程度 に 存 し , LAB ete LOMA 
yen. FIRS LA LHe. DNA は Feulgen 反応 に よる も 膝 に お いて は 正常 に て も 
極め て 少く , 対照 と 比較 し 有意 の 差 を 認め る こと は ほとん と 不可 能 と 思わ れ た 。 一 部 の 家 兎 に 
4 週間 注射 後 。 バ リッ ト 水 分 別に より 増強 する KEL を 認め た 。 Chitl~3e MALE 
ある 

膝 内 分 泌 機能 の 一端 を 知る べく , RI Pro kg lec 宛 2-4 財 間 注射 し , その 睦 
zul, 熊谷 氏 硫 酸 ア ル ュ ー ル 法 に て 蜂 組織 1g が lec に 相当 する 如く 抽出 液 を 作り , これ 
eR ACER LC Toronto tick > RRR lg 中 今 有 イン スリ ン 単 位 を 検 す る に , IK 
に お いて は イン スリ ン 単 位 (LE.) は 2.09, 2.24, 1.89, 1.81 I.E. 2 週間 注射 例 で は 1.85, 
1.28, 1.43 LE. と 低下 を 示し , 4 選 間 注射 例 で は 0.85, 1.02, 0.672 (I.E.) と 著 明 に 膝 内 イン 
スリ ン 含 量 の 低下 を 示し た 。 靖 浸出 液 注 射 家 兎 の 隊 ラ 氏 島 を Gomori 染色 に て 組織 学 的 に 検 
する に , 2 週間 注射 例 に て a, 両 細胞 の 核 の 濃縮 , クロ マチ ン 有 崩壊 あ り , a 細胞 に 比 し と 
細胞 の 数 の 減少 の 傾向 。 変性 を 認め , 4 週間 注射 例 に お いて 周囲 腺 組 織 の 姜 縮 , BPEL VAT L 
て , FEES 4 BRB: し 境界 不明 瞭 の も の 多く , BAD, a. 細胞 と も に 胸 体 の 潤 濁 , 
RO bei, NOAH, 月 壊 等 を 見 る 

以上 総括 する と 炉 浸 出 液 注射 膝 に お いて は , ERHEBEN PbO. FT AR- ARS 
普 明 に 低下 し , トリ プン シン の 減少 これ に 次 ぎ , リパーゼ 値 の 低下 は 軽度 で ある 。 隊 分 泌 細胞 の 
機能 に つい て は RNA の 減少 の 著 明 な た こと も 併せ 誠 え て 明らか に 低下 を 来 す も の と 思わ れる 
騰 イ ンス リン 含量 も 拘 浸出 液 注射 詩 に お いて は 明らか に 減少 し , 瞳 内 分 泌 機 能 の 低下 も 膝 ラ 氏 
島 組織 学 的 所 見 と 併せ 胡 えて 明らか に 低下 を 来 し て いる も の と 思わ れ た 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


10. 胃 冶 胃液 の 肝 諸 酵素 に お よ ほ ぼ ほす 影響 に つい て GS 3 報 
玉置 治彦 , 仲田 和夫 (MKC AS 


“fA El ) 


Influences of Cancerous Gastric Juice on the Liver 
Enzymes (3rd. Report) 
HARUHIKO TAMAKI, KAZUO NAKATA 


FEO ARK PICEA LC, 肝 の 各種 酵素 に お よ ぼ す 影 響 な ら び に その 影響 を 与え 


[GANN, Vol. 46, 1955_ 99 











る 因子 と KIK 因子 と の 関係 に つい て 追求 し て いる 。 今回 は 胃 閣 胃液 の 時 アス パラ ギ ナ ー で お 
よび 肝 ヵ テ プ シ ン に お よ ぼ す 影 響 に つい て 実験 を 行っ た の で 以下 報告 する 

1。 アス ペラ ギ ナ ー ゼ に つい て : 

実験 材料 は KIK 反応 を 行う 場合 と 同様, 可 及 的 大 量 の 胃痛 胃液 を 低温 に お いて 通風 に より 
濃縮 し , それ に メタ ノー ル を 加え て 生じ た 沈 浅 を 少量 の 蒸溜 水 に 溶解 し て 透析 後 使用 し た . す 
な わ ち その lee を 大 黒 展 の 肩 服部 の 皮下 に 注射 し て 24 時 間 後 混血 に より 殺し , For: 
用 を 測定 し た 。 アス パラ ギ ナ ー ゼ カ 価 の 測定 方 法 は 岩 氏 等 の 報 香 に 従い , 基質 と し て 0.1M 
アス パラ ギン 溶液 4.0cc を 使用 し , これ に 20 倍 の 肝 抽 出 液 2.0cc お よび pH 8.0 Dihr 
緩衝 液 4.0cc を 加え , 38°C に お いて 24 時 間 作用 せしめ た 後 , 生じ た アム モニ ア を 通気 法 
に より N50 HzSO, 中 に 導き , 中 和 す る に 要 し た N/50 HzSO。 の cc 数 を も っ て アス ペラ 
ギ ナ ー ゼ 力 価 と し た 。 

実験 成績 : 1) 正常 大 黒 尿 16 匹 に つい て 測定 し た 肝 ア スパ ラ ギ ナー ゼ カ 価 は 6.3812.34 
で 平均 9.32 で あっ た 。2) 胃 冶 骨 液 の メタ フール に よる 沈 汰 を 注射 し た 場合 は 4.26~6.82 で 
10 例 の 平均 は 5.9 で あり 概ね 7.0 を 境界 と し て 明らか な 減少 を 認め た 。 3) KAREL TI 


Wa HA Lick Rit 7.50~10.82 で 正常 と 著 明 な 基 を 認め な か っ た 


: 塩 素 酷 酸 処 理 実験 ・ AMARA RRL 10% の 三 塩素 酷 酸 を 等 量 加 えた 後 遠心 沈 渡し 
て , 上 澄 液 と 沈 滅 と に 分 離し 上 浴 裕 は 透析 後 さ ら に 濃縮 し , 沈 滅 は 直ちに N/10 NaOH 溶液 


に 沙 解 し て 透析 後 注射 し た 。 胃 冶 胃 疲 の 三 塩素 酷 酸 沈 洪 の 注射 に より 明らか に 肝 ア スパ ラ ギ ナ 
ー ゼ カ 価 の 減少 を 認め , 上 礎 六 で は 何等 変化 を 記 め な か っ た 。 非 胃 冶 骨 液 で は 上 港 液 。 沈 激 と 
も に 何等 影響 を 与え な か っ た 

2 BTS SALONS 

アス パラ ギ ナ ー ぞ の 場合 と 同様 の 材料 を 注射 し て 大 黒 最 時 カテ プシ ン 力 価 の 変化 を 検 し た 
カテ ブン シン カカ 価 の 測定 方 法 は 涯 氏 等 の 報告 に 従い , 基質 と し て 2% ハム マー ステ ンカ ゼイ ン 
(Merck) 溶液 を 使用 し , これ に 5022 ゲ ダリ セ リン に よる 10 位 の 肝 抽 出 液 お よび pH 5.0 の 
クエ ン 酸 綻 衝 液 を 加え て 38°C OMI IC 24 時 間 納 め た 後 取 出し て 。 フォ ル モ ー ル 滴定 法 
に より , 0.1g の 肝 を 作用 せしめ た 場合 消費 する N/10 NaOH BRO cc 数 を も っ て カテ フシ 
mE し た 。 

実験 成績 : 1) 正常 大 黒 展 12 匹 に つい て 測定 し た カテ プシ ン 力 価 は 0.152-0.274 CH 
0.204 で あっ た 。 2) 胃 冶 胃 疲 メタノ ー ル 沈 滋 注 射 で は 0.253~0.334 で 平均 0.295 Ch 9 
ね 0.250 を 境 拘 と し て カテ プシ ン 力 価 の 増加 を 認め た 。 

3) 対照 と し た 非 骨 回 胃液 で は 正常 範囲 に あっ た 。 
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: 考 素 酷 酸 処理 実験 : カテ プシ ン 力 価 増加 作用 は 骨 滞 胃液 の -: 塩 素 酷 本 に よる . 洪 に お い 
て 認め られ , - 上 港 液 で は この 作用 を 認め ず , SIERRA, 上 港 液 の いずれ も 何等 
BH yz ichbok. 

結論 1) 胃癌 胃液 の メタ ノー ル 沈 激 の 注射 に より 肝 ア スパ ラ ギ ナー ゼ 力 価 の 減少 お よび 肝 
HAFT /IÜDNEMERDT, 2) 骨 冶 胃液 の 三 塩素 酷 酸 に よる 沈 滅 を 注射 し た 場合 同様 の 
変化 を 認め た が , 上 澄 流 で は 何等 影響 を 認め な か っ た 。 KIK 因子 は 三 塩素 酷 酸 こ より 処理 す 
る と その 上 港 液 に 含ま れる こと が 認め られ て いる か ら 上 述 の 時 アス パラ ギ ナ ー ぞ お よび 肝 ヵ カ 


MI 


tA 


FYLVYVICHTALER, EHI BE L;ZEofFBkoH Ach KIK 因子 : こ よる も の 


で な いと いえ る 。 (厚生 省 科学 研究 賀 に こよ る ) 


11. EMEREIC BUT 3 OFIE (第 6 He 
佐藤 入 郎 , 柚木 一 雄 , 水流 清澄 , 貴島 F, 上 村 光 夫 
(鹿児島 大 学 医学 部 内 科 ) 


Studies on Cancer Toxin (6th Report) 
HACHIRO SATO, KAZUO YUNOKI, KIYOZUMI TSURL, 
TORU KIZIMA, MITSUO KAMIMURA 


HR FADEN ts LIST MBA RAT S&L LIC, エキ ス の Schneider 氏 
核酸 分 離 法 に よる 分 割 を 試み , SRO b RL 

痛 尿 エキ ス を Schneider 氏 法 に より 12% 過 塩 素 酸 (HC1O。) で 和 刀 理 し て 可 浴 部 と 不溶 部 
に 分 ける 。 不溶 部 は さら に 蒸溜 水 に 沙 解 し た 後 。 両 分 居 を セロ ファ ン に 入れ , 流水 に 2 Mm 
夜 , 蒸溜 水 に 1 昼夜 透析 し て HCIO, を 除去 し た 。 可 深部 は いわ ゆる 酸 溶性 焼 分 誠に, 不溶 
部 は 核酸 分 誠に 相当 する も の で ある が , われ われ の 試料 で も 不溶 部 に 微量 の RNA, DNA : 
証明 し た 。 各 試料 は いずれ る 原 尿 200cc より 得 た も の を 1 回 量 と し , TO ADOBRE FICE 
HLT 24 時 間 後 の 酵素 活性 値 を 測定 し た 

Catalase, d-Amino Acid Oxidase, ß-Glucuronidase: 

1) Catalase: i R= + ACH 32 F-—CMOMHOHS COLI, 症例 を 重ね て すでに 発 
表し て きた 如く で ある 。 HC1O。 処理 エキス に つい て 検討 する に , Viet HM 
カタ ラー で ゼ の 減少 を 認め , 覧 カタ ラー ゼ も 減少 の 傾向 を 示し た 。 不 次 部 注射 群 に お いて も る 同様 
の 傾向 を 認め る が , カタ ラー ゼ 減 少 作 用 は 可 溶 癌 に 強い よぅ 5 で あっ た 。 
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‘1) : 常 群 2 Kern 4 EAE 3) Mer Rah 
t 1222HCiO, wi EAA (5 12 % HCIO, Bi ii EA HE 
Catalase g 
By FH 
1 7.80 zm>25.6? 15.43=m =8. 27 
2 30.10=m>17.90 17. 23=>m=>7.51 
3 23.08=m>:11. 16 13.39 三 m 三 8.11 
1 21.65 三 m 且 10.75 11.08 三 m 三 6.32 
5 21.58 >m=11.92 11.3 >m>7.41 
d-Amino Acid Oxidase. ms? 
肝 ae 
1 1.45 三 m 三 0.55 6.63 三 m 三 4.43 
) 0.78 >m=0. 28 6.97 =m>4.77 
3 0.24>m>0.14 4.80 三 m 三 2.86 
4 0.43>m=>0. 04 4.46 三 m 三 1.64 
5 0.23 三 m 三 0.018 5.49 =m>2.11 


#-Glucuronidase Fishman “fi ) 


肝 Bm iM 


2217 三 m 三 1654 1439 m =-981 5093 三 m 三 3447 
2239=m 1561 1412 =m=:1143 4949 三 m 三 3811 
3316=m = 2444 2299 =m =:1061 7096 =m = 3604 
3460 =m =:2240 2214 2m テ 136+ 6277 三 m 三 3643 
2)46.=m>2134 1712 =m = 1393 5554 =m >4546 


2) d-Amino Acid Oxidase: 測定 法 は 前 報 の 通り で ある 。 対照 尿 エ キス 注射 群 で は 肝 , 
WISIRM LKR ROTO, 痛 尿 エキ ス 注 射 群 で は 肝 ,。 中 と も に 著 明 な 減少 を 示し た 
HCIO, TRREHFTIFIR U TEN ARD SON, 腎 に お いて も 減少 の 傾向 が み ら 
nr 不 次 部 注射 妖 に お いて も 同様 の 現象 が 認め られ る が , d- アミ ノ 酸 < 化 酵素 減少 作用 は 
可 浴 部 より も 不 浴 部 に や や 普 明 で あっ た 


3) #-Glucuronidase: Fishman 法 を 用 い , 禁 素 活性 値 は Fishman 単位 を も っ て 表 L 


WAL 
本 ご 


tz. 対照 尿 エ キス 注射 群 で は , 肝 , BE, RE LICR LKR WORD, MR AEH 
Tih, 肝 に お いて 瑠 加 の 傾向 を ん 示し, MM LORS Ch 多少 増加 の 傾向 が 認め られ た 

HClO, ieee CIs, 肝 , Ae CCM MO Mea LL. 不溶 部 注射 群 で は , 肝 に お 
いて 多少 列 加 し , AB, 四 に お いて は 正常 値 と 大 差 を 認め な か っ た 。 し か し て , P-Glucuroni- 
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dase 増加 作用 に 関し て は , 可 浴 部 の 方 に や や 著 明 で あっ 
Histidase: 病 患 者 に ヒス チチ ヂ ン 代謝 異常 の ある こと を 観 窪 し , その 詳細 は 日 本 消化 機 柄 
“2 表 
時 臓 Histidase +r 
活 ME fii Mt 活 値 


正 党 HE 402.8>m 317.2 111.74 三 m 三 102.6 
ct AG fk = RE 380.02>m> 339.8 113.2 >m>86.8 


ij R= + REN 248. 02=>m > 231.98 57.7 =m=42.3 
学会 に お いて 発表 し た 。 生 体内 に お いて ヒス チチ ヂ ン 分 解 の 主 道 を な す も の は 肝 ヒ スチ ダー で ゼ で 


うっ る こと が 催 認 され て いる の で , 交 星 毒 の 時 と スチ ダー ゼ に お よ ぼ す 影 響 を 検 計 し て みた と 


NX 
N 


"ー ぞ 活性 値 は 阪 大 中 川 氏 法 に よっ て 測定 し た が , BEER CRC LOST 
ル タ チ オン に よる MES LAL. 対照 尿 エ キス 注射 群 に お いて は ヒス チ ダ ー ゼ の 活性 
fi, 眺 活 度 と も に 正常 値 と 大 差 を 認め な い が , 閣 尿 エキ ス 注 射 群 に お いて は 活性 値 。 REEL 
も に 区 明 な 低下 を 示し た 。 次 に , 冶 尿 エキ ス 注 射 後 の 時 ヒス チ ダ ゲー で ゼ の 時 間 的 変動 を 1, 3, 7, 
4 日 と 日 を 追っ て 測定 し , 毒素 の 効力 持続 状態 を 検討 し た 。 EN BPHIBRODEMN を 
BOSD, 次 第 に 上 昇 し 7 日 目 に は ほとん ど と 正常 値 ま で 回 復 し て くる の が 認め られ た 。 か か る 


現象 は 冶 上 悪 者 術 後 の モ スチ ヂ ン 代 術 異常 の 回 復 状況 に 時 間 的 に ほぼ 一 致す る も の で , 極め て 興 


m: われ われ の 交 尿 エキ ス は マウ ス の 肝 , FLEI DARF - LH, d- アミノ酸 ^ 化 評 
幸 . ヒス チ ダ ー ゼ を 減少 せしめ , B-Glucuronidase を 増加 計 し め る 作用 を 有 し て いる _。 か か 
る 変化 は 。 すでに Greenstein 等 が 病 悪 液 質 の 場合 に 認め た 変化 と 一 致す る も の で あり . 
培 尿 エキ ス は 痴 腫 毒 を 多量 に 合用 する も の で ある と の 確信 を 深め る も の で ある 。 し か し て , = 
キス の 12% HClO, 処理 分 誠に つい て 検討 する に , カタ ラー ゼ , d- TII/BRAIBE, な - 
Glucuromidase は それ ぞ れ 各 分 誠に お いて 態度 を や や 異 に し て お り , IDEEN Z 
贅 性 を 思わ せる も の で ある 。1222 HCIO, 不溶 部 の 作用 が , 中 川 氏 の 説 の 如く , VRRBRUCH 
くも の か 否 か は さら に 検討 を 要する 所 で ある 。 ま た , 交 尿 エキ ス 注射 に より 減少 せる ヒス チ ダ 
ー ゼ が 日 と と も に 回 復 し て くる こと は , 病 腫 毒 は 体内 で 速 か に 解毒 され る か , ある い は 速 か に 
排 湯 さ れる も の で ある こと を 示す と 思わ れる ( 交 部 省 紋 学研 究 費 に ょ る) 

Mt 講 


SEBS: 私 達 が 悪性 腫 間 組 織 よ ょ り 抽 出 分 離し た 有効 物質 は , 演者 が 申 さ れ た よう に RNA その も ゃ の で は 
な く 。 RNA を 主体 と する 物質 で ある 。 2) Schneider 法 と は 定量 法 で ある が , 氷 エ キス に お いて , HE 


JERR IRA O> 両者 で 収量 に 異 回 が あっ た か 。 溶液 を 凍結 乾燥 法 等 に より この 点 究明 され て は 如何 。 3) sai 
FRUFEIIKEATRE I TERN LEBER TITEL, その 両者 に 肝 カ タラ ー ゼ 減少 作用 が ある と いう が 。 
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核酸 分 割 中 の 尾 白 の 有無 を Sevag 法 に よっ て 検 し た か 

松田 清 : Histidase に つい て の 件 検討 に folic acid 並び に GSH に て 添加 実験 を や っ て お られ ます が 
Co 等 の 人 金 属 の 影響 を 見 られ た ら 最 近 人 金属 と 癌 の 問題 が あり , また histidase ZAM (Co) DBs eH 
SÄULE 

HEr—M: ( 附 議 1 に 対す る 答 ) HCIO, Do 200cc より 得 た も の を 1 回 量 と し , 別に 凍結 乾 
燥 等 に ょ る 称 量 は 行わ な か っ た 。 核酸 と の 関係 に つい て は さら に 検討 し た い 。 ( 附 議 2 に 対す る 答 ) 現在 
の と ころ Histidase に お よ ぼ す 人 金属 の 影響 は 検討 ! ee naa て みた いと 思う 


12. FHM PLEOA ERT, 肝 に お よ ぼ す 影響 に つい て 
小池 重義 , BORA. 近藤 達 平 (名 占 屋 大 学 医学 部 今 永 外科 ) 
Influence on the Adrenal Gland and Liver of Rabbit Following 
the Injection of Cancer Toxin 
SHIGEYOSHI KOIKE, YASUO KUROYANAGI, TATSUHEI KONDO 

C1) 緒言 : WATE SPR RIC HLS TRL ERDE RF -LORMLD 
発見 を 始め と し て , 種々 観察 され て いる 所 で ある が 副腎 へ の 影響 も “ 冶 と 悪 液 質 "” の 問題 と 
相 侯 っ て 近 時 注目 され て いる 所 で ある 。 わ れ わ れ は 病 組 織 毒 注射 家 兎 担 幅 瘍 家 兎 お よび 詳 種 薬 
品 に よる 騰 話 障害 家 束 の 肝 , 副腎 に お よ ぼ す 影 響 を 生化 学 的 , 組織 学 的 に 比較 検討 し た 。 

(2) 実験 方 法 : Ware, 乳癌 , 直腸 痛 等 を 中 原 ・ 福 岡 氏 ら 法 に よる トキ ソ ホ ル モ 
HERE, ょ 佐藤 ・ 柚 木 氏 ら 法 に よっ て 抽出 使用 。 他 に 冶 患 者 尿 中 より 中 川 氏 ら の 安息 大 
酸 吸 着 法 に よっ て 疾 腫 素 尿 エキ ス を 精製 使用 し た 。 担 腫瘍 家 兎 は Brown-Pearce Tumor を 
用 い 実 験 に 供し た 。 対 脱 例 と し て は 四 塩 化 炭 素 は その 10 倍 オ リー プ 油 液 を 体重 pro Kg 0.1 
ー0.15cc の 割 に 連日 度 下 も し く は 経口 投写 。 ア ドレ ナリ ン は 0.1cc より 毎日 0.1cc so 
増 , 連日 2 回 静脈 ある い は 皮相 に 注射 。 お よび 健常 臓器 を 癒 組織 毒 抽出 法 に よっ て 抽出 実験 
に 供し た « 

(3) 実験 成績 : MURS T FU SY YRICL SRR, 腎 障害 家 束 の 定量 的 尿 ミ 
ロン 反応 は その 障害 程度 に より 値 が 増 重 する こと は 山崎 ら に よっ て 述べ られ た 所 で ある が , Hi 
組織 毒 注射 家 兎 も 同様 の 変化 を 示す 。 す な わ ち 頑 組 織 毒 を 注射 し て , 毎日 尿 ミ ロン 値 を 測定 す 
る と 4-7 日 で 高度 に 増量 。 そ の 際 の 組織 像 を みる と 肝 障 害 は 概して 中 心 層 に 実質 性 変化 が 強 

量 細 胞 聞 質 の 反応 は 弱い 。 し か し て 過 浜 素 酸 シ ッ フ に よる 多 精 類 染色 な た なら びに その 貴 液 消 
化 試験 に よれ ば 本 原 は 変性 細胞 に は 減少 を みる も の の 全体 と し て は か な り よ く 保 た れ て いる 
副腎 は 球状 層 , 東 状 層 の 配列 は 乱れ 葵 縮 空 乃 化 か が み られ る も の の 球状 層 に は 健常 家 兎 に みな い 
YEA PRIOR Bhi, Chex Brown-Pearce Tumor 家 束 で みて も 同様 の リボ イド 
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吾 粒 充満 と 肝 糖 原 の 保有 を 認め る 。 こ の 時 期 に カタ ラー ゼ を 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 法 に よっ て 測定 
し て みる と 疾 組 織 毒 注射 家系 で は 明らか に 肝 , 副 細 の カタ ラー ゼ は 減少 し 対照 例 に は 認め な 

すなわち カタ ラー で ゼ 減 少 は 副 幼 に お いて も 肝 と 同様 著 明 に 低下 する の を 認め た 。 こ の 時 の 
信管 重量 は 有意 の 相関 と は いい 難 い が 四 塩化 炭素 に よる 障害 家 束 が 副腎 重量 増加 に 対し 減少 傾 


向 を ボ が す 。 肝 の アル カリ フォ ス フ ァ ター ゼ は 靖 組 織 雪 注 和 家 兎 も 薬品 に よる 臓器 障害 家 兎 も 同 


じ く 増量 する が 副 起 に お いて は それ 程 有意 な 差 は み られ ず , 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ ま た 肝 , Bl 
諸 い ずれ も 著 明 な 変化 を 認め な か っ た 

(4) 考察 な ら び に 結論 : Nr ERICH LIEF 影響 は 種々 の 因子 が 重なっ て 一 概 に 
応 べ る こと は も と より 困難 な こと で ある が 肝 カ タラ ー ゼ の 減少 と と も に 副 起 カ タラ ー ゼ も 減少 


する こと は 病 織 毒 の 特有 な 働き で あろ 5 と 思わ れる 。 こ の 際 の 組織 学 的 な 動き は 交 組 織 毒 特有 
と 思わ れる も の は 認め な い が , 肝 機 能 の 表わす 定量 的 尿 ミ ロン 反応 の 増量 , 組織 の 障害 に も か 
ぃ わら ず 肝 糖 原 は 比較 的 よく 保 た れ て いる の は 興味 ある 事実 で ある 。 ま た 副 門 に お ける リポ イ 
NH N Pont. コレ ステ リン エス テル 減少 性 因子 と は 異な っ た 所 見 で ある の で 
さら に 吉田 肉腫 , Brown-Pearce Tumor ROMA AIS HICH TR LAH AA 
HCV YC PRR I Ae < BOMB gc SEM 7c NPE OMS wx, Brown-Pearce Tumor 
WAS CS RE Bic EN EV KA PR RD SDS (この 部 の 細胞 は 装 縮 圧 排 され て お る ) RK 
期 の 腫瘍 死 直 前 に な る と 皮質 全 層 か ら 脂 質 の 減少 を 来 す 。 こ の こと は の 抵 拓 期 に お ける ズ ダ ン 
顎 粒 の 増加 と いう こと と 考え 合わ せ て 興味 ある 所 で ある が 副腎 皮質 脂肪 量 の 増減 は 副腎 の 障害 
され る 時 期 腫瘍 ある い は 動物 の 違い に よっ て 差 和 違 を 示す も の と 解 さ れこ の 点 は 現在 追究 中 で あ 
る 。 こ の 球状 層 に こみ られ る 脂質 は Schultz, 反応 Schiff 反応 が 強く Smith Dietlich 染色 の 


)j い こと より コレ ステ リン な ら び に その エス テル ,。 ステ ロイ ド 系 の も の と 思わ れる 


13. 蛋 性 腫 間 細 織 中 の 肝 カ タラ ー ゼ 減少 性 物質 に 関す る 研究 
小菅 高 之 , MHZ, 中 川 昌一 


A Study on the Purification of the Liver Catalase Reducing 
Substance in Malignant Tissues. 


TAKAYUKI KOSUGE, HIROYUKI TOKUNAKA, SHOICHI NAKAGAWA 
(Second Medical Clinic, Hokkaido University School of Medicine) 


We attempted the purification of liver catalase reducing substance in malignant 


tissues. 
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1) Materials. Carcinoma tissues: Brown-Pearce's rabbit carcinoma, human 
carcinoma (cancer of lung and stomach). Sarcoma tissues: human sarcoma 
(osteosarcoma, reticulosarcoma), Yoshida ascites sarcoma. Control tissues: 
livers of the persons who died of non-cancerous diseases, normal rabbit liver, 
and spleen of domestic animals. 

2) Methods. For the estimation of liver catalase activity of mouse, the 
potassium permanganate method was used. The in vivo activity of various 
fractions was tested by injecting into the peritoneal cavities of normal mice of 
Swiss albino strain and by determining liver catalase activity 24 hours after the 
injection. 

Experimental procedure. The tumor tissues were homogenized with masticator 
and the homogenate was heated for 30 minutes in a boiling water bath under 
reduced pressure. Then hot water was added, the mixture was heated again 
in a boiling water bath, correcting and maintaining the reation always at about 
pH 7.0. The filtered extract was concentrated, the pH corrected to 7.5. The 
centrifuged supernatant fluid was adjusted to pH 7.0 and twice the volume of 
absolute alcohol was added to the filtrate (the so called Alcohol precipitate). 
The fraction caused the lowering of liver catalase activity in a dose of 10mg, 
but had no effact at 1 mg. 

CuSO, was added to the Alcohol precipitate solution, the precipitate was 
washed with HCl. The precipitate thus obtained (the so called Copper precip- 
itate 1) was active in a dose of 2 mg. 

We obtained Copper precipitate 2 by precipitation with CuSO, from Copper 
precipitate 1. This was active in a dose of Img, but inactive at 0.2 mg. 

We separated then the Copper precipitate 2 into the nucleic acid and protein 
fractions by using trichloroacetic acid. We called the nucleic acid fraction as 
KNA, which was snow-white powder and was active in so small a dose as 0.1 
mg. On the other hand, gray-white protein fraction was inactive in 1.5 mg. 

Control tissues. All fractions obtained from control tissues were inactive in 
larger doses than those of tumor fractions. The amounts of Copper precipitate 
2 obtained from control tissues were so small that we could not obtained the 
fraction corresponding to KNA, but we could obtain KNA fraction from the 
spleens of domestic animals, which had no effect on the liver catalase activity. 

Qualitative tests. According to our qualitative tests, KNA consisted chiefly 
of ribonucleic acid, but we recognized with the method of chloroform-gel that 
protein was present in a very small quantity. 

As the yields of the fraction became smaller, the activity of the fraction 
became larger. Therefore we thought that the active substance became Dur ミ - 
and purer as the fractionation progressed, and finally we obtained the substance 
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KNA, which was active in so small a dose as 0.lmg and seemed to consist 


chiefly of ribonucleic acid. 
We have never found any chemical difference between the active substances 


obtained from cancer and sarcoma tissues. ( 婦 部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 


14. 骨 間 の 各 病 型 と 用 カタ ラー ゼ 活 性 と の 関係 並び に 
肝臓 の 組織 化学 的 変化 に つい て 
相沢 青 志 , 富田 和義 , 松田 清 ,. 鞭 川 創 一 WARK) 


On the Relation of the Types of Gastric Cancer to Liver Catalase 
Activity, and Histochemical Change in the Liver. 


SEISI AIZAWA, KAZUYOSHI TOMITA, KIYOSI MATUDA, 
SOICHI HISHIKAWA 

REED URNS, 7s SONS PR DEE EN TOR FF 5 と 同時 に , 手術 時 試験 的 
- 切 除 し た 肝臓 切 訂 に つき , 一 方 「 カ タラ ー ゼ |」 活性 を 測定 し , 他方 その 組織 化学 的 観察 を 行 
い 。 王者 の 相関 関係 に つい て 検討 し た 。 肝 「 カタ ラー ゼ ぞ 」 活性 は Euler-Josephson ici 

KMn0O, 滴定 法 に よっ た . 3000 Koch DEE 2cc を 用 い 反 応 条 件 を 検討 
し た 所 1) Fü pH 6.8, 2) 基質 (H,O, 濃度 0.05N META, 3) 0°C, 10 
分 で 基質 ( 約 0.02 N) の 57.5% を 分 解 ,3) BEkHET 3000 1%, 2cc で 約 40% (0°C, 5 
分 ) 分 解す る こと が わか っ た 。 以上 より 3000 MRR 2cc, 0°C, 5 分 , pH 6.8, 基質 
0.02N, の 条件 で 速度 恒 数 0.042 CHS 

次 に 肝臓 の 組織 化学 的 変化 は H.E. 染色 。 ア ザン 染色 , 脂肪 染色 。 PAS 染色 ,「 ビ ロニ ン 

た ー ル グリ ン 」 染色 ,「 ミ トコ ュ ン ドリ ア 」 染色 を 行い 観察 し た 。 対照 と し て 選ん だ 非 冶 患 者 
( 潜 場 ) で は 肝臓 の 変化 は 軽度 で , 胃 導 患者 で は 一 般 に 洞 静 脈 の 拡張 。 肝 細 胞 索 の 起 れ , Glis- 
son FREON, 結 締 織 繊 維 の 増加 , 変性 核 ,「 ミ トー ジス お よび 「 ア ミト ー ジ ス 」, BA 

脂肪 滴 等 を 認め た 。 ま た PAS 陽性 物質 の 減少 , 校内 陽性 物質 の 増加 . PNA で は 瀬 夢 状 細 
網状 で 核 周 お よび 胞体 周辺 部 に 著 明 で あっ た 。「 ミ ト ュ ンド リア 」 RER, Beek, 特に 粗 
大 頓 粒 が 目立っ た 。 以 上 の 結果 究 通 性 潰瘍 を 母 地 と する 胃 冶 で は 肝 「 カ タラ ー ゼ 」 の 低下 が 軽 
度 で あり , FPRRRRIC HRS HRT RIL 2d SACI, 常に 著 明 な 低下 を 証明 し た 。 ま た 骨 
訪 患 者 に お いて は 一 般 に 肝 ヵ タラ ー ぞ 活性 の 低下 は 著 明 で ある が , 肝臓 の 組織 学 的 検索 で は , 


し に 対応 する 顕著 な 変化 は 証明 し 得 ら れん ない 。 こ の 点 は 。 形態 学 的 変化 に 先立つ 機能 的 


Moe F 
nec 
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ょ 異常 の 存在 を 暗示 する も の で ,「 ト キソ ホル モン |, HRA, active catalase protein DA 
成 等 と 関連 を も つ 問 題 で ある べく , 今後 の 研究 の 興味 ある 対照 を な す も の と 考え る 
( 交 部 省 科 学研 究 費 補助 に よる ) 


Mt 講 


中 原 和 郎 : 動物 星 瘍 に な いて その 種類 に よる トキ ソ ホ ル モ ッ 合 有 量 に 大 差 あ る こと を 認め あて いる の で , = 
れ が 腫 揚 の 性 質 。 例え ば いわ ゆる 悪性 度 の 如き も の と 関連 し て いる 可能 竹 が 多い と 考え て いる 。 ここ で 骨 


癌 の 場合 に その 病 型 と の 聞 に - 一 定 の 関係 が 認め あら れ た こと は 害 ば し い 

太田 邦夫 : 1. 肝 組 織 の 生 検 は 手術 の 条件 , 時 間 等 に ょ っ て 組織 化 折 見 に 変化 を みとめ る が 。 この 点 
に 考 上 應 きれ た か ? 2 件 呈示 の 肝 病 変 は 腫瘍 に 特異 の ゃ の と 考え る こ a, た 潰瘍 形成 等 
に よる 二 湊 的 変化 で な いか と いう 点 を 考慮 され た み 、? 

相沢 青 志 : 1. 手術 時 に 肝 騰 切片 を 切除 し カタ ラー ゼ 測 定 ま で の 時 間 , な お よび 肝 の 形態 学 的 変化 を 検索 す 
る まで の 時 間 は 多少 の 誤差 は ある も 大 体 - 一 定 に し て 手 ? 第 時 放 後 計測 BR. な 大 カタ ラー ゼ 」 活性 は 三 日 


後 も 変化 し な いこ と を 附 記 し て お て く 。 IL BN 2 PY: BEIN STREAM BR icik 潰瘍 愚者 に な ける も の 


al 





ir 


LVIZSDACRAD EA ITNI WB LOCH SA€ 5p ik as: ン て お り ま せん 。 し か し そら く 
WAC spezifisch な も る の で は な い の で は な いか と 考え ます 

久留 勝 : (太田 君 ら 質問 に 対 als 加 ) 太田 君 の 御 質問 の 第 2 の 点 に 追 加 お 答え し ます 。 私 共 の 
村 料 で は 胃潰瘍 が 多数 例 に 対 有 照 と し て あり ます 。 胃潰瘍 の 場合 に は , 肝臓 カタ ラー ゼ 量 は ほとん ど 低下 が 
ちり ませ ん か ら , 注 瘍 性 の 病変 自体 が , 肝臓 カタ ラー ゼ 低 下 に 大 き な 意義 を 持つ も の で は な いと 考え ます 
小菅 高 之 : 肝 ホ モ ヂ チェ ネー ト (遠心 上 清 ) は OC 放置 に より 肢 カ タラ ー ゼ 活性 度 の 増加 を 示し 大 体 6 時 間 
位 で 最高 に な り そ の 後 は 3 日 間 仁 活性 度 に 変化 が な い 

松田 清 : 小菅 君 に 対す る 答 : Catalase activity は 3 日 位 変 化 は ご ど ざい ませ / 


15. カタ ラー ゼ 抑 制 性 組織 因子 (トキ ソ ホ ル モ ン 
& Kochsaft 因子 
遠藤 英 也 , 杉村 隆 , 小野 哲生 , 紺野 邦夫 


Catalase Depressing Tissue Factors (Toxohormone and Kochsaft Factor) 


HIDEYA ENDO, TAKASHI SUGIMURA, TETSUO ONO, 
KUNIO KONNO (Cancer Institute) 


This paper appeared in full in Gann, vol. 46, p. 51, 1955. 
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16.. Cholesterol を 添加 せる DAB 投与 白 負 の 肝 Catalase 
活性 度 並 びに Riboflavine 量 に つい て 


市 場 邦 通 , 伊東 信行 , 板野 藤光 GUL AEA ee) 


On the Catalase Activity and Riboflavine Level in the Liver of the Rats 
Fed p-Dimethylaminoazobenzene with Cholesterol Supplement. 


KUNIMICHI ICHIBA, NOBUYUKI ITO, TATSUMITSU ITANO 


DAB (Butter Yellow) HK BAR Ric TARO Catalase 活性 度 な ら び に 
Riboflavine 量 か が 実験 日 数 と と も に 減少 する こと は すでに 明らか と な っ て いる 佐藤 ら は 
Laurin ®=e+—-r=e77r Alte Le DAB 肝 鍛 発生 に 際 し て Cholesterol を 錠 料 に 添 
加 す る と 発癌 が 促進 され る 成績 を 得 た 。 今回 われ われ は DAB 発癌 実験 に お ける 肝 組 織 の 


Catalase 活性 度 な ら び に Riboflavine #7: Cholesterol 添加 に より 如何 に 影響 され る か 


Catalase 活性 度 は 中 原 ら の 報告 に 従い Batteri-Stern 寺 置 を 用 い 発生 0。 ガス 量 で 表し 
7:. Riboflavine の 定量 は 藤田 の Lumifavine ZH Lok. Bs。 BMI DENCE 
計 を 用 いて 調製 し た , 測定 は 第 2, 4,6, 10, 14, 18 の 各 財 に 各々 2-8 匹 を 出血 致死 せしめ 行 
or. 体重 170g 商 後 の 雑 系 大 黒 尿 を 雌雄 ほぼ 同数 使用 し た 、 飼料 は 精白 米粉 末 に 食塩 5g, 
ビタ ミン B 10g を 加え 1kg と し , 肝油 を 1 匹 に つき 員 1 滴 の 割合 に 投与 し , Ah BH 


=, 
i 


を A~S 日 に 回 投 これ ら 基 本 食 1kg に 対し て Laurin 酸 テ チー ル エ ステ ル 


の 少 ] 
(L) は 20cc, DAB は 0.6g, Cholesterol は 2g の 割合 に 混 じ た 。 動物 は A #: L+DA 
B, A’ #£: L, B ##: L+DAB+Cholesterol, B’ #:: L+Cholesterol の 4 群 と L 


Ke 
第 1 表 カタ ラー ゼ 活 性 諾 並び に リボ フラ ビン 硬 の 実験 日 下 に ょ る 変動 (TEE) 
BE A B 
if 例示 %o,cc Birk a" 数 Occ) Birk 
2 4 6.9 14.5 8 5.4 13.9 
4 3 4.8 13.5 3 4.1 10.2 
6 3 3.4 10.9 3 2.9 10.1 
10 5 4.1 10.1 5 3.6 9.6 
14 5 3.2 11.9 5 2.6 8.9 
18 5 27 8.9 5 2.0 8.3 
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実験 日 数 に よる 各 群 の Catalase 活性 度 な ら び に Riboflavine 量 の 変動 は 第 1 表 に 示す 
ch A,B Fico cto Catalase 活性 度 は 例 数 少 き た め 省 略し Ribofavine 量 の み を 第 


2 表 こ に 示す. 次 こ A, B 群 を 肝 の 肉眼 的 変化 に 従っ て , BIRNEN, AMAR, 表面 一 部 便 


BIA リボ フラ ビン 量 の 実験 日 数 に よっ 変動 (対照 群 ) 





id 2 1 6 10 14 18 
A’ 19.3 19.9 18.5 19.6 20.3 | 19.5 


B’ 16.4 18.2 16.2 19.7 20.4 19.8 


, AHMED 4 段階 に 分 ち , A’, B 群 の 平均 値 を 各々 の 対照 と し た 場合 の Catalase 


活性 度 な ら び に Riboflavine 量 の 変動 は 第 3 KOM. CHS, 肝 指 数 に つい て の AB Hn 
RE 4 表 の 如く で ある 


内 


第 3 表 カタ ラー セ 活 持 度 並び に り ボ フラ ビン 量 の 肝 FRERER ょ る Fi (実験 群 ) 


生生 A B 
ER カ ダラ セ ゼ 2 な | カタ ラー ゼ + 
が B. rg | 数 | ( 0。 CC) B。 7 ) 
| 4 12. 


SL 

ュ 
to 
or 
pen 
fen 
w 
び 
jur 
ol 
bo 


表 fh WwW he kK 3 3:5 11:0 2 2.6 | 10.9 
— 2 硬 変 状 ) 3.3 10,1 5 3.2 | 9.4 


2 Ww 変 K う 3.2 8.0 4 2.3 | TE 


Fa 群 20 eval 19.6 21 6.7 | 18.5 


人 上 の 成績 より Catalase 活性 度 な ら び に Riboflavine 量 の 減少 程度 は 若干 の 時 期 的 の 
延 は ある が 徒 来 の 報 杏 と 径 ね 致し た 。 REP KLE OME UCT Laurin 酸 テ チー ル ニ 


っ うれ る. Catalase 活性 度 と Ribofavine 量 は 一 般 に 平行 し て 


a 


1 
{\ 
x 
に 
= 
7Ht 
= 
'“ 
( 
a 
& 
(r 
ay 


減少 し て いる 。 第 2 MICHVCHCCMELEKL, 18 週 で は いずれ も 約 Ve に 低下 し て い 
る 。 Cholesterol 添加 群 は 非 添 加 群 に 比 し Catalase 活性 度 お よび Riboflavine 量 と も に こ 
減少 傾向 が 強く , 第 2 過 こ に お いて すでに Cholestrol 添加 群 と 非 添加 群 の 間 に は 若干 の 差 

現われ る 。 次 に 肉眼 的 所 見 に より 5 RE AT TA TOL. 各 段 階 に お いて Catalase 活 
性 度 な ら び に Riboflavine 量 と も に 平行 し て 減少 する 傾向 に あり ,。 全面 健 変 状 の も の で は い 


第 4 表 実験 日 表 に ょ る 肝 指 数 の 変動 


| ; 
A 4.7 4.9 4.8 6.0 | 6.6 | 7.0 











ずれ も $ 「。 以下 の 値 を ホ す . Cholesterol 添加 群 と 非 添加 群 の 半 に 肉眼 的 お よび 組 科 学 約 に 
ま の 認め られ な い 時 期 に お いて も , 添加 群 に お ける Catalase 活性 度 お よび Riboflavine #: 
に の 減少 傾向 が ある 。 また 問 質 の 増殖 に 先だって Catalase 活性 度 な ら び に Riboflavine 
『 の 減少 が 現われ る 、 な お 肝 指 数 の 変化 に は 両 群 の 聞 に 差 を 訳 め な い 。 ま た DAB JPR! 
A’, B #nficız Cholesterol 投写 群 に 比 し 非 投 与 群 に こ における 方 が 肝 の Riboflavine 量 の 
同 復 が 早い 傾向 に ある こと は 注目 すべ きこ と で あろ 5 


ト 述 の 成績 は Cholesterol 添加 が DAB 肝 意 発生 に 対し 促進 紀 と な す 成 柄 を 育 定 し 得る で 


\ 


ーー 


17. Ehrlich 腹水 癌 半日 鋼 の 時 カタ ラー ゼ 並 びに 交 加 者 腹水 ょ ! 


婦 し た る トキ ソ ホ ル モ ン の 研究 . ト トキ ッ ホ ルキ ン の 他人 
EMRK eT RAT RIA) 


Studies on the Liver Catalase of Mice Bearing Ehrlich’s Ascites 
Carcinoma. The Mechanism of Toxohormone Effect. 


SEKIJI MIYAJIMA 


肝 カ タラ ー ぞ 活性 度 (L. C. A.) の 測定 は Batteli-Stern の Apparat こよ る Gasomet- 


Tie に よっ た 。 正常 マウ ス の L.C.A. を 季節 的 に 観察 する と 晩夏 より 初秋 に かけ て 最も 高く 冬 


> CHEK) Bb 7 日 月 >- 2 プー 2, bon アデ 43 +r Fig HAB, J ーー ンー ニル ビレ < だ < 
は 著しく 低下 し 秋 は その 中 間 に あ る こと を 知る し か し て 長短 の 期間 を も っ て 安定 期 と 不安 定 


六 が 代 し 時 に 安定 期 の 中 で 突然 急激 な 上 昇 ま た は 下降 を 起 し て その 状態 で 匠 時 推 公 す る 突 補 


12 5 べき 時 期 Fe: Karen BB Ny Ne Zr tie (je 
er Pre x 期 が ある 。 な お マウ ス の L. C.A. は FEAT, HZ x Ki CHE (Sins 晴 
£2, < うー che EVER, RZ PL ー L PXZIethp- 4 ee, I he 
Lids D DARK Lo TE H ぃ ー Ie? 部 CANT る の し いい を を 経験 的 に 用 つっ た だ た 同 に: 目 
1 グ ポン Fi 





- 同 じ 条 件 下 で 測定 する と 正常 マウ ス L.C.A. は 著しい まさ な いこ と を 11 例 に つい て 確 
か め た 。 そ の 最大 の 幅 は 約 40% で あっ た 。 ま た 正常 マウ ス の 季節 的 また 気象 的 変動 に 信 い も 
る 処 置 を 施さ れ た マウ ス の L.C.A. は どの よう に 変化 する か を 記録 の 中 か ら at random に 
MA CHET DS LMR(AO BME, 類似 の 処置 を うけ た マウ ス の L.C.A. WITT 
化す る こと を 認め た 。 以上 の 見 地 か ら - 一 定 の 処置 を 施し た マウ ス の L.C.A. の 変化 を 比較 す 
る の に 同じ 日 に 実施 し た 対照 マウ ス の L.C.A. に 対す る 百分率 を も っ て し , この 際 対 照 値 の 
自 を 考慮 し て 593% 以下 を 陽性 (+) と し 185.522 以上 を 陰性 (一 ) その 聞 に ある も の は 実 
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は 陽性 た な の か も し れ な いし ある い は 反対 に 陰性 な の か も LANA HERR TNZLDENS 
it ok Gln, Get ee atl た だ 
Ehrlich 腹水 冶 を 健康 マウ ス の 腹腔 内 に 移植 し 24 時 間 目 以下 14 日 目 ま で の L.C.A. 

化 を 追求 し た 結果 第 1 日 目 に 高い 値 を 示し た も の は 次 第 に 激減 し 6 日 目 に は 完全 に 正常 値 


以下 を 示し 以後 12 日 目 ま で 多少 の 動揺 を 示し つつ 。”*。 以下 に 降下 する に 反し 第 1 日 目 に 


と 日 に 





低い 値 を 示し た マウ ス で は 3 日 目 ま で 上 昇 し 以後 先 の 例 と 同様 に 降下 する こと を 認め た 。 な 

9 日 目 以降 に お いて 著 明 に 高い 値 を 示す マウ ス 4 匹 を 見 た が , 後に in vitro の 実験 で か 
さき こと を 推測 せしめ る 結果 を 見 た 。 Ehrlich 腹水 培 腹 水 の 上 済 を 健康 
マッ ウス の 腹腔 内 に 注射 し た 時 に 起 る L.C.A. の 誠 化 を いろ いろ な 適用 法 と いろ いろ な 間隔 に っ 


ーー 本 5 の Pip > > っ ドー セラ ェ エロ RE NIT KK > - 3 2 
Rohs Sony - か 催 = 2 fal RIS DIEK A FE ED (KE ト を hd SED we た こ 


トキ ソ ホ ル モ ン (TH) RF — ED GMC BGR MBI L145 AO BR Als 





WEAKGE Fol FY OR PERMIT EO (し た 結果 , L.C.A. の 低下 が 妨げ られ る こと を 見 た が 


+. >»llfeJei" アテ ブー ニッ ー - 7 EHEN + Lb 
ょ お 腫 場 の 存在 に よる 影響 も また 


な は な いこ と を 知っ た - 確実 に 診断 され た 閣 患 者 の 腹水 





より 中 原 氏 の 方 法 に 従い T.H. を 製 し て これ を 健康 マウ ス の 腹腔 内 に 25mg 773: 100mg ( け 
数 は 50mg) 注射 し て 24 BEAD L.C.A. を 検 し た 所 , 46 例 中 28 例 は 確実 に 低下 を 示し , 
16 Bil (+) の 間 に あ り 2 例 の みみ 完全 に 陰性 を 示し た 。 rich of: 16 例 も 10 例 は 100 
2 以下 で (+) の 可能 性 が 多い と 認め られ る も の で あっ 江 。 この 際 腹 水 を 除 息 拍 する 時 pH を 
34 以下 に 調節 し た も の で は 陽性 例 を 得 ず 6.0 附近 の 時 も 効果 が 低い よぅ に 思わ れ た 

健康 マウ ス の 肝 を pH 6.8 の 洋 酸 組 衝 液 で 抽出 し た 抽出 液 に T.H. を 作用 せしめ 水 室 放置 
2 時 間 後 の 値 を 栓 し た が ほとん ど 全 例 に 顕著 な 低下 を 認め た 。 COM T.H. を 加え な い 対 照 の 
抽出 液 の カタ ラー モ セ 活 性 度 (E.C.A.) は 抽出 液 拓 に その 降下 の 度 が 上 異 っ て お り そ の 差 は 有意 的 
で あっ た か ら 抽 出 令 中 に カタ ラー ぞ 和 能 低下 物質 と カタ ラー セ 能 保護 物質 が 共存 し その 力 の 平衡 


関係 か 異 る た め に カタ ラー ゼ 能 の 自然 低下 度 が 相違 を 来 す の で は な いか と 租 像 し た 。 も し か か 
ちあ る と すれ ば T.H. は この 両 物質 の 平衡 を 破る よう に 働く こと に よっ て カタ ラー ゼ ぞ ゼ 
能 の 低下 を 来 す の で は な いか と 考え られ る 
肝 抽 出 液 に よる in vitro の 実験 か あたかも カタ ラー ゼ を 直接 破壊 する か の よう に も 見え る 
> T.H. を 面 令 カタ ラー ゼ に 働か せ て みた 。 健康 人 血液 を 蒸溜 水 で 100 ICR LE 
の の 2cc に T.H. 50mg を 加え て 氷室 2 時 間 放 置 後 の C.A. を 測定 し た 所 , C.A. は 極め 
て わす か な 低下 を 示す 場合 と 却って 上 昇 す る 場合 と か あり 決し て 肝 抽 出 液 に 対す る 時 の よう? な 
下 著 な 下降 を 示さ な か っ た 。 こ の 際 用 いた T.H. ほ いずれ も 肝 抽 出 液 に 対し て 著 明 な E.C.A- 
降下 作用 を 示し た も の の みみ で ある 。 従って. 古 . が カタ ラー セ ゼ を 直接 破壊 する も の で は な いこ 
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と , カタ ラー セ が 置か れ て いる 環境 - カ タラ ー ぞ 能 保護 物質 と カタ ラー 能 低下 物質 の カ 間 


or» 


係 の 平衡 し た 一 に 作用 し て それ ら 両 物質 の 一 方 を 破壊 する か 、 一 方 に 助力 す る こと に よっ て 


C.A. の 急激 な 降下 を 起す も の と 考え ん られ る 。 血液 カタ ラー ゼ 能 (B.C.A.) で わずか に 減少 せ 


し め る か 部 っ て 高め る 結果 を 起す の も その お か れ た 環境 が 異 る た めで あろ うぅ 。 TAM L. 


CA. が 減少 する の に B.C.A. が 不変 な た こと も この in vitro の 実験 と -- 挨 する 。 な お in 


vitro の 実験 中 た だ 一 例 に お いて 特異 な 結果 を 示し た も の を 見 た 。 そ れ は 用 抽出 液 に 加え た 時 


ー テ 


と の カタ ラー ぞ 能 の 自然 降下 を 妨げ ある い は 却って 自然 的 に 降下 し た C.A. を 則 に 侵す る よう 
こ 働 き 抽出 訟 に よっ て ょ 最初 の 値 よ り も 高め る よう 5 な 結果 を 示し た 。 そ し て 人 血 六 カタ ラー ゼ 


- 対 し て も 高め る よう な 働き を 持っ て いた 。 そ れ で TH. に も 例外 的 に CA. め る も の 


*ー ハ ) レレ 
の ある こと を 知る が これ か が CA を 低め る も の と 同じ も の で ある か 異 っ た も の で ある か に つい 


て は 明らか で な い 。 先 に 移植 後 9 日 目 以降 に お いて L.C.A. の 高まる Ehrlich oki” 
ス の ある こと を 見 た が この 例外 的 な 特異 な 〒T.H. の 存在 に よっ て 説明 し うる と 思う 
‘a ngs > eat. 


T.H. の in vitro に よる 検定 試験 は 確実 で あり 操作 が 儲 単 で あり 諸 種 の 点 に 利益 か 多く 推 


導 す る に 足る も の と 信じ る .。 マウ ス の 肝 抽 出 液 と 人 血液 に つい て の in vitro で の 実験 に よっ 


生物 体内 に は CA. に 対し て 保護 的 に また 抑制 的 に 働く 物質 が 共存 し それ は 臓器 組織 に よ 
う > て 異 っ た 状態 に ある こと を 推測 し うる が , これ が 検索 は 交 毒 素 の PILI Ener 
と と 信じ る (区 部 省 * 学 研究 費 宰 助 に よ EA) 
Mt 講 
WEB: 私 は 昭和 27 年 慶 日 本 消化 機 栓 学会 に な いて , 悪性 腫 境 愚 者 胸 腹水 中 の 時 カタ ラー セ ゼ 


質 に 関す る 研究 と 題し て 発表 し た が , 悪性 腫 揚 愚 者 の 胸 腹 > Koi を ラッ テ 5cc, マウ ス 2cc 腹腔 内 に 


EBL, 肝 カ タラ ー ゼ 減少 を 惹起 な せしめ た 、 対照 患者 材料 で は な ん ら の 影響 を 認め た か っ た - 肝 カ タラ ー 


rt 


PEI 


2 TR PEBE REN 24 時 間 で 説 あ られ た が 2~3 日 日 が 最も 著 明 で あっ た 。 BER 1 回 5cc 注射 で 
は 無効 で も る が ER ド 2 fl ( 計 10cc) で 肝 カ タラ ー ゼ は 減少 し た 。 脚 腹水 の 上 清 を 減圧 加 圭 し , KA 
ょ し め た 後 熱湯 水 を 加え , 加熱 抽出 し , 流 液 を 濃縮 し , 以下 Toxohormone vi CIC MEL, アル ュー ル 沈 
Rt 30mg oF DAZ Ae ey せしめ た . care ROS, 塩酸 処理 し , 有効 量 は 5mg と な っ た 。 KRU 
HEP CIL TA 2 A PERIZ ES HOSA, ni ee ょ より 極 め て 微量 の 収量 と たっ た 。 BST 
例 の 場合 , 有効 物質 収量 は 原 oe AMR Ht SkStLoGitnnwnok. HAAMB AE iii LU 
Brown-Pearce 4 448i 7k Li IT Ou: Th ne 








腹水 系 腫瘍 の 渡 
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Filterpaper Electrophoretic Studies of Ascitic Tumors (1st Report) 


TATSUO YASUDA, KATSUMI MA 


HIROSHI SANNOMIYA, 


> ト ZN 


われ われ は 電 に 吉田 肉 冒 お よび 腹水 肝 壇 を 


VGA WRT SD x ZOU RICH 








使用 し 





RUYAMA, YUKIO HASEGAWA, 
ISAMU AKIYAMA 


7) — 


7 





iT Be OF 3 ’ L 
HABS £ ORO AVC, RIESTER Re HO, Tec LOM) 
それ ぞ れ 吉田 肉腫 お よび 腹水 肝 意 腹水 0.2cc を 腹腔 内 に 注 人 し , 注入 後 2 HE, 3 A 
目 , 4 BE, 5 BHC opm ick OF, Chae Be, ERIM Rye MR ONE 
FRCL OFSCMML HS, DS LTE NE, EHRE, hk Ma SH 
> ff AEG Ae HR aI Lo TIER ER LIND CT InARHT 2 








実験 方 法 : 1) 江 紙 電気 泳動 装置 に は , 東洋 濾紙 電気 法 動 装置 CH Eee WI > 
a た 。 2) 緩衝 液 に は ベロ ナー 7 KERNE pH=8.6 ん =0.05 3) URRRIR 
BI ne: 群 
動物 番号 | 性別 m  PRAR 7472? : ie = hir x 
N-1 130 71 | 518 13.8 19.4 14.8 
N-2 | ヶ 140 6.8 56.8 14.6 17.0 11.6 
N-3 | ヶ 150 7.3 51.8 13.5 18.5 16.1 
N-4 | ヶ 130 7.1 50.7 8.6 23.3 17.3 
NS» 140 6.8 56.3 11.2 15.5 16.3 
N-6 | ヶ 120 6.5 56.6 10.7 18.0 14.7 
N-7 | ヶ 150 7.8 12.9 18.6 19.8 18.6 
N-8 | ヶ 145 6.7 | 51.7 20.0 13.3 15.0 
N-9 150 7.6 56.6 12.1 16.5 14.8 
N-10| ヶ 150 6.4 54.9 14.7 15.1 15.2 
N-11 # 140 6.2 53.3 13.0 20.4 13.2 


14 


15. 
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> = 


TRAC EI ME 


KEIRA No. 51 を 使用 。4) 試料 に は 血 済 0.02cc HAI, FARE RITA. 
す . 5) 流動 条件 は 濾紙 巾 1cm に 対し て 0.3mA の 電流 で 10 時 間 泳 動 6) 染色 法 お よび 


定量 法 は 泳動 終了 後 濾 紙 を 100°C 10 分間 乾 燥 , 後 染色 は Amidoschwarz 10B に より 
Grassmann 原 法 に 準じ た 。 定量 は 夏目 光度 計 こ より 直接 測定 し た 
実験 成績 : 1) 正常 白 尿 群 11 匹 に つい て の 成績 は 第 IT Kom CHS. 最 下 段 は 平均 


x 


これ に より 見 る と アル プ ミ ン は 568-429, みみ - グ ゲロ デブ リン は 200-8386, グロブリン は 


ーー 


23.3-13.3、7- グ ロブ リン は 18.6~11.6 で 分 布 状態 は IV KROML. 2) FAAS: 


群 16 匹 に つい て の 成績 は 第 II 表 の 如く で ある 。 最 下 段 は 平均 値 。 これ に よる と 吉田 肉 風 腹 


第 # 田 mi 7 場 
eee リ ン 
fil) on ahs ed 5 fis £ REHH 7 ン 
g/dl 22 a +” ザー ク 
ら ら o 





Y-1 | 160 3 6.8 36.4 19.8 17.5 26.3 


1 „ 150 2 6.9 54.8 11.0 14.2 20.2 


bo 
om 


Mae „ 140 2 7.0 44.6 9.8 25. 


to 
> 

つ 

o 

【 

〇 っ 

_ 


Y-10 „ 140 3 7.8 37.6 13. : 


you ク 145 35 7.2 42.2 15.5 22.4 19.8 
Y-12 7 135 5 7.4 44.6 8.4 22.2 25.6 


ol 
ol 
つ 
NJ 
fer 
© 
= 
oO 
bo 
bo 
> 
fer 


Y-13 y 145 4 6.: 


Yー14 2 140 3 1.2 48.2 9.9 24.0 17.8 


1 
び 〇 : 
に 
ge) 
〇 1 
bo 
oS 
> 
- 
の 
〇 ③ 


5 +12 Pp 140 2 7.6 


Y-19 y 140 N 6.9 48.5 6.7 19.0 25.8 

1 130 ' 7.0 45.3 13.8 22.9 18.0 
Y-23 | ァ 150 3 7.2 | 40.8 12.1 24.7 29.4 
Y —25 7 140 | 2 7.0 41.3 9.7 18.4 24.6 


(ee 45.3 11.3 21.1 22.0 


K 0.2cc MAREILE TO ARICE DESO EN BILMH Otel. £5 CHS. 3) 腹 

TIPE RE 14 匹 の 成績 は 第 WI EDS CHS. 腹水 時 燃 撤 腫 瘍 性 苦 に お いて も 腹 

IK 0.2cc 注入 後 採 箇 まで の 日 数 に よる 各 分 選 値 に 差 は 見 られ な か っ た 。34) 次 に 以上 IL, IL II 
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表 の 各 群 の 分 布 比較 表 は IV 表 の 如く で ある 。 
ie fim: 以上 の 実験 成績 よ り 見 る に アル プ ミ 
0 | | | | ン は 正常 群 に 比 し , FHANEHSCEBSPERR, 腹水 
a OP a イ EHER SSR L, 平均 値 に よる 大 


は 正常 群 抗 腹水 肝癌 群 > toi AMEE 


SN KOCHT 








a 





7 30 | | っ た 。 @w- グ ロブ リン に お いて は 三 群 の 間 に 著 


テ 20 ee |。 oe 
‘10 ER CO . ea nt" .e | Az: SH (は 見 と うれ な か っ た P-7 ロ プ ブリ ン に お い 








| て は 正常 群 に 比 し 抗 腫瘍 性 群 に 増加 の 傾向 が 見 
> 30 | 2 | | AUF Raff CLA & TEN RE < HK 





| = 20 TR 0 a = le 

| リ 1 2 3 群 こ 抗 吉田 肉腫 群 で あっ た 。7- ゲ ロブ リン に お 
に 6 m 

| 


Vy CiRIEMPRCICL, SSHRC HMA FL Oo 
> te 。 < | | れ , 平均 値 に お ける 順序 は ERE<HERDKET 
= | o | eeee . ee, jee ee ane | 


1) 10| ° | | 冶 群 こ 拓 吉田 肉腫 群 で わっ た 。 以 上 の 実験 成 捕 




















„Er | HE | BUF | rt, 7- グ ロブ リン, グロ 
1 | 抗 腫 場 性 打電 | 
ブリ ン の 増加 傾向 が 見 られ , TRAC DA» 
の 関連 か が ある の で は な いか と 思わ れる が , この 問題 に つい て は さら に 今後 検討 する つも り で あ 
る 


EN Ze mk If # it Hw H 群 


% % | % 
K-1 130 3 7.3 | 42.6 18.2 | 20.2 | 19.1 
K-5 / 170 3 7.6 10.6 7.6 26.0 | 25.8 
K-6 の 160 2 7.2 52.3 12.0 15.4 | 20.2 
K-7 „ 135 2 7.3 45.6 | 10.3 19.1 | 24.9 
K-11 y 150 4 7.1 44.1 10.2 25.3 20.3 
K-13 / 160 2 7.0 40.3 10.6 22.1 | 27.0 
K-17 | ヶ 140 5 7.1 50.2 9.5 16.0 | 242 
K-18 y 140 2 7.8 50.1 12.1 17.1 20.6 
K-20 „ 145 5 6.7 43.4 13.3 20.7 22.5 
K-21 , 35 | 5 7.0 46.9 14.7 | 20.6 | wee 
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K-22 v 145 5 | 68 | 543 7.0 | 16.7 | 22.0 


K-23 | ヶ 145 | 2 | 70{ ss| no.7| 235 | 2.3 
k-24 | > | wi 4| es| 4s2| mo 22.3 | 185 
K-25 | ヶ 160 3 7.2 48.2 2120| 20.7 | 181 

- 7.1 | 465 | 115 | 204| 25 


19. $B SIRE OM 
藤岡 小太郎 (Een) 


Studies on the Serum Protein in Patients with Malignant Tumor. 
KOTARO WARABIOKA 


EVENS © JERS BEL IRSA LVR ER ERS AUCH S05, 如何 な る 原因 に も せ 
LS Ci L PENIS BI SE LTD OMe BE: LC HRD CFD 5 ち に 個 
休 を 死に 到 ら し め る 。 一 方 良性 隆 瘍 と いえ ども 自律 的 に 発育 を 行い 得る も の で は ある が 一 般 に 
その 発育 速度 た る や 悪性 腫瘍 の それ に 較べ て 極め て 遅く か つ 毒 物 の 産生 に つい て も その 事実 を 
証明 する こと は 一 般 に 困難 で あり , 従っ て 長期 間 か か っ て 発育 し た 大 な る 腫瘍 塊 の 機械 的 障害 
に よる 機能 障害 等 に より 死に 列 る こと は あっ て も , 毒物 産生 に ょ る 急速 な 中 毒 死 の 如き は 一 般 
に は 考え に くい 

悪性 腫 場 に お ける 悪 液 質 は 悪性 腫瘍 の 産生 する 種々 の 毒物 の systemic effects HALL 
て 現われ る も の と 考え られ る が , その 5 も 血清 蛋白 質量 の 変化 は これ ら 和 蛋白 質 が 個体 の 栄養 維 
持 に 重大 な 意義 を 有する が 故に 悪 液 質 の 発現 と の 関連 に お いて 極め て 興味 ある 問題 で ある , MH 
当 供 行 し た 悪性 腫瘍 吊 者 に お いて は 一 般 に 血清 絵 重 白 量 は 減少 する も の と 考え られ , Ind 
と し て アル プ ブ ミン の 著 明 な 減少 と eg グロ ブリ ン の 一 部 増加 に 基 因 する も の と 見 人 央 され て いる 。 
また これ ら の 血清 蛋白 の 熱 凝 固 性 の 低下 の 現象 と .。 その 発現 条件 等 に つい て も 種々 の 方 法 で 調 
べら れ て いる 

この 交 恵 者 血清 蛋白 量 の 減少 , 熱 凝固 性 の 低下 お よび これ ら の 現象 の 発現 因子 に 関連 し た 

究 を 行っ た 。 

材料 お よび 実験 方 法 に は , 健康 者 お よび 閣 研 究 所 附属 病院 に 入院 また は 来院 せる 加 者 OE. 
者 お よび その 他 の 疾患 々 者 ), 無 処置 ラッ テ お よび 悪性 腫瘍 ラッ テ ( チ ス チ セ ルク ス 肉 腫 。 ロー 
ダミ ン BAB, 吉田 肉腫 ) より 得 た る 血清 総 重 白 量 を 日 立 重 白 計 に て 測定 し , また 最も 簡便 
[GANN, Vol. 46, 1955) 117 











な 方 法 と し て 津田 , 奥島 氏 等 の 行っ た 如く , 血清 に 同 量 の 蒸溜 水 を 加え 沸騰 湯 浴 中 に て 20 分 
後 の 凝 問 性 を 調べ た 。 さら に 悪性 独 場 (人 お よび 動物 腫瘍), FR ts OSHA Lc RF 
a (極め て 軽 度 の 肝硬変 か み られ た ) より エタ ノー ル 沈 激 (第 2 表 計 2 参照 ) に より 得 た 各 
RER AIK (また は 生理 的 食塩 水 ) 2 IE dee に 溶 角 し た も の を 束 (体重 2 TH 3 HE) 静 
脈 に 注射 し , 十 静 脈 より 得 た 血清 絵 算 白 量 を 日 立 重 白 計 に て 測定 し , 注射 前 の それ と 比較 し 減 
少 率 を 算定 し た 

実験 結果 は 第 IR, 第 2 表 に まとめ て 記載 し た 。 健康 者 , 冶 上 患 者 その 他 の 疾患 々 者 お よ ひ 
MUI F » FT, 腫瘍 ラッ テ の 血清 総 蛋白 量 お よび 熱 凝 固 性 の 相違 に つい て は 第 1 表 に 示し た 
すなわち 健康 人 に お いて は 総 て 5 分 以内 に て 完全 に 北周 し た FARIS IL» TIX 20 分 後に 到 る 
ESEL LOMB, SOMO LOW, 十二指腸 潰瘍 に お いて は 音 固 性 の 低下 せ 


] 7 る ン if Py ee Las. 2 Ip ビュ ノッ リン Sr 24% a 
る も の か 多い 。 そ の 他 の 疾患 に お いて は 20 分 後に お いて は 完 ENTF ALORA... Fy 


int (人 お よび ラッ テ )。 腫瘍 患者 (な よび ラッ テ ) お よび その 他 の 疾患 人 者 の 碧 清 必 百 量 


UX & ok 








SIR A | AN 5 SRI | SE fe IL FI 
be 例 数 / 総 数 BiB Ro 
SE) | CH 


RAT Le | 
(最少 一 最大 ) 

( 健康 値 に 対す 

る 減少 率 ) g/dl 


a 7.8(6.7—9.5 0/12 0/12 12/12 
健 FH 人 9 (08 ) (1002 2 ) 


表 sa 6.8( 5.6 一 10.4 27/59 20/59 12/59 
= (—17.3%) (45.825 (33.925 ) (20.225 





t o@ oe) Se 2 (18 2) 60 696 

N 7.3(5.3—9.4 6/44 9/44 29/44 

rae の ー6. 422 13.622 ( 20.422 ) (66. 0% 

6 7.4(6.0—9.1 0/13 1/13 12/13 

そ の 他 t 5.1% (026 (7.7%) (92.322 
Bs 7.3(6.0—8.3 3/35 


9/35 93/35 
95.7%) (65.7% 
“ “n | 6.3(4.9—9.8) 23/36 11, 
BE 3 _13.7%) (63.926 (30 
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aE 1. Kae a 中 に 一 20 4p PEc kz 
2. zofloy yore 7, “Ea 5, 食道 交 9, Tre 6, FL 6, Bw 1, RI 
3 1, Be 1, Bei 1 

v その 他 の 疾患 (ABER, ARGS, Hi, BES, 腸 結核 。 アメ ー バ ベー 赤痢 , 十 二 
ale 4g, 常習 便秘 告 

4. 内 容 が 全く 流動 性 に !. て , BA Lito 

9. 内 容 か 半 透 明 や や 流動 竹 を 残し た 鯛 装 を 呈し 試験 管 を 倒立 させ る 際 管 底 を 離れ て 内 
容 が 流下 し て 〈 る 場合 


6. AAS ORAL, 試験 管 を 側 立 し て ゃ 内 容 が 管 底 より 離れ め ぬ 場合 。 軽く 指先 
に て は じい て も 離れ な い 
7. 騨 場 ラ ッ テ (FAFeA + ARMS HI, oe — Ri > BARE 22 Al, 可 田 内 腫 13 Mi) 
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テ に お いて も 大 体 に お いて 同じ 傾向 を 認め る が , 健康 と 思わ れる も の に , 健康 人 に 比 し や や 熱 
疾 固 性 の 低下 が 見 られ る 。 胃痛 患者 は その 他 の 冶 患 者 に 比較 し て 血清 蛋白 の 減少 も 熱 凝 固 性 の 
低下 も 著しい 。 血清 重 白 減少 お よび 熱 凝 固 性 の 低下 は も ちろ ん 換 に 特有 で も な く 徒 っ て 冶 の 特 
異 的 診断 法 と し て は 役 に は 立た な い が , 少く と も 骨 韻 お よび 手術 を 要する 程度 の 胃潰瘍 に 関し 
て は 診断 の 参考 に は な る も の と 考え られ る 

次 に 血清 蛋白 減少 因子 に 関す る 成績 は 第 2 Kia Lic, すなわち 悪性 腫瘍 組織 。 胃 閣 胃液 お 
ょ び 対 照 束 時 (極め て 軽度 の 肝硬変 あり ) より の エタ ノー ル 分 層 の うぅ うち, 10 1%, 15 倍 。20 佐 
時 エタ ノー ル に よる 沈 江 分 層 に は 兎 静脈 内 に 注射 し て , TARPS RES (EF Yt LO AMEDD 
る と 考え られ る 。 な お 前 記 人 頑 組 織 10 HR BOS KAS Img で も 有効 で あっ 】 


ot 


CHoOSRLaVE FV Y, モー リッ シュ 反応 陽性 。 ビ ウレ ッ ト 反 応 も わずか に 陽性 で あっ 
た 所 
に 作用 が 強かっ た 。 対照 兎 時 より の 20 RRS IO CEES 5 FOROS 軽度 の 
血清 重 白 濃度 の 低下 を 来 す が , 前 者 の 皮下 注射 潜 に よっ て は 変化 は 比較 的 少な か っ た 
まだ 例 数 が わずか で あり 今後 充分 に 検討 を 要する が , ここ に 得 ら れ た 実験 事実 か ら 考 え 悪 性 
腫 揚 組 織 か ら は 血清 重 白 軸 度 を 強く 減少 せしめ る 物質 が 産生 され る も の と 考え られ る 。 こ の も 
の に よる 血清 重 白 分 眉 の 量 的 お よび 質 的 の 変動 , 彰 患 者 低 蛋 白 血 症 お よび その 熱 凝 固 性 の 低下 
と 如何 な る 関連 を 有する も の で ある か , また 正常 組織 お よび 冶 以 外 の 病 的 組織 中 の これ に 相当 
する 物質 の 存在 の 有無 の 検索 等 に 関し て は 今後 検討 し て みた 
( 雪 部 省 科 学 試験 研究 費 補 助 に よ る) 


20. 肝癌 生成 物質 投 ケ ダイ コク ネズ ミ の 肝 グ ル タ ミ ナー 


ゼ に つい て 春野 勝彦 , 音 三 二 (昭和 括 科大 学生 化学 教室 ) 


On the Liver Gluteminase Activity of Rats Fed with Carcinogens 
KATSUHIKO HARUNO, SANJI KISHI 


肝 病 生成 物質 , 4-dimethylaminoazobenzene (DAB) ある い は 2-acetylaminofluorene 
(AAF), を 長期 間 ダ イコ ク ネ ズ ミ に 経口 投与 し , 投与 を 中 絶 し て な お 正常 食 で 長期 間 飼 育 を つ 
す て そ の 肝 性 組織 を 材料 に 選ん だ 。 ま た . 上 記 投 与 実 験 中 の 4 一 5 過 の 動物 の 肝 も 用 いた 。 対 
照 は 正常 食 ダ イコ ク ネ ズ ミ の 肝 で ある 
ゲル タ ミ ナ ー ゼ 活性 度 は 燃 酸 塩 緩 衝 液 の 存在 で 基質 /- ゲル タ ミ ン が 組織 均質 液 に よっ て 分 
120 て GANN, Vol. 46, 1955 
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MSNAEET7/e=7% Archibald の 方 法 に な ら っ て 定量 し た 。 そ し て 組織 の 新鮮 量 を よ 
び 乾 燥 是 に 対し て それ ぞ れ 算出 し て 活性 度 の 数 値 と 

人 韻 剤 の それ ぞ れ が 惹起 し た 同じ 程度 の 肝 の 病変 で も 活性 度 は や や 趣 を 異 に し て いる 。 DA 
B ネズ ミ で は 病変 の 度 と 活性 度 と の 関連 性 は 明らか で な い が 病 秦 肝 は すべ て 高い 。 肝 冶 の 活性 
度 の 高い こと は 乾燥 量 に つい て みた 場合 に いつ そう 顕著 で ある 。AAF ネズ ミ の 場合 は 乾燥 量 


に こも と づい た 活性 度 を みれ ば ISCH IE FE HS, DAB ネズ ミ の 場合 と 全く 同様 で あ 


の 


る 注目 すべ き は AAF ネズ ミ 肝 の 病変 の 軽度 で も ある 場合 に 活性 度 が 特に 高い こと で あ 2< 
この こと は DAB ネズ ミ で は その 傾向 かみ られ た に すぎ な い 。 AAF ネズ ミ 肝 痛 は DAB x 
で ミ の それ と こと な り 活 性 度 は さほど 高く な か っ た 。 新鮮 材料 に も と づい た 活性 度 か ら み る と 
AAF ネズ ミ の 便 変 肝 を よび 肝癌 は 正常 値 よ りや や 低く で て いる 。 SEARS CG Lo HE 
の 肉眼 的 に まだ みとめ られ な い 時 期 の 肝 の 活性 度 は DAB ネズ ミ で は 高い 。 し か し AAF ネ 
ぐ ミ で は 正常 値 よ りか な り 低 い 。AAE は 同じ 肝 交 生成 物質 で も 肝 グ ル タ ミ ナー ゼ に 毒 作 用 が 
ちる も の と 考え られ る 。 著者 等 の すでに 報告 し た 他 の アミ ダー ゼ 例 えば アス パラ ギ ナ ー ゼ と は 
本 質 的 に 相 異 し て いる ( 交 部 省 村 学研 究 費 補助 に よる ) 
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21. 肝 冶 生成 過程 に お ける ダイ コク ネズ ミ の 肝 コ リン 
オキ シダ ー ゼ に つい て # ES, 浅野 文 一 , 佐藤 永 雄 
On the Liver Choline Oxidase in the Course of Liver Cancer 
Production of Rats 


SANJI KISHI, BUN-ICHI ASANO, TSUNEO SATO 
(Department of Biochemistry, Showa Medical School) 


This paper was published in full in Gann, Vol. 46; No. 1, p. 41, March, 1955. 
女 部 省 科 学研 究 費 に よる) 
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22. 肝 閣 生成 物質 投 ケ ダイ コク ネズ ミ 肝 の 脂肪 酸 ア ミド 肌 
TIIMHRILOLT ABI, 春野 勝彦 , ee HB =x 


Desaminase Action on Fatty Acid Amides in Livers of Rats 
Fed with Hepatic Carcinogens 
BUN-ICHI ASANO, KATSUHIKO HARUNO, TSUNEO SATO, 
SANJI KISHI (Department of Biochemistry, Showa Medical School) 
This paper was published in full in Gann, Vol. 46; No. 1, p. 33, March, 1955. 
(SCEB EI BIC LS) 


23. eR IC et EHE EEE L DRE I 
関す る 研究 田頭 勇作 . PRR. ABER GE) 


Studies on the Conjugation of the Tissue Protein with the 
Carcinogens in Experimental Carcinogenesis. 
YUSAKU TAGASHIRA, MISAO NAKAJIMA, SHIGEYASU AMANO 

HABTPERALHKERTE DONIC TY SAAN CHR Ts REIT EN FAT I LEI KA THE 
が イニ シン エー ト さ れる と い 5 こと は 。, SAWS RH SNS. La» LTD art Fe 
に つい て は 現在 まで ほとん と 実験 的 証明 か ない 。 わ れ わ れ は 衛 蔽 精 に よる 発 閣 実 験 の 経過 中 , 
た また ま SH 基 抑 制 剤 で ある 泊 度 酷 酸 が 間 原 性 物質 と し て 作用 する と い 3? 事実 を 見 出し た が , 
これ は 一 般 に 靖 原 性 物質 , こと に 閣 原 性 炭化 水素 の 発光 に 際 し て , 発癌 物質 の 生体 SH 基 に 
対す る 作用 が 開 接 的 証明 に よっ て 注目 を 若い て いる 折 柄 興味 深い 事実 と 思わ れる 。 そ こ で 以上 
の 推論 を 確証 する た め に , 病原 性 物質 生体 箇 白 の 結合 に 際 し て SH 基 が 介在 し て いる こと を 
直接 的 に 証明 する こと が 必要 と な っ た われ われ は まず 最も 研究 の 進ん で いる アゾ 色素 系 発 
刑 を 対象 と し , 該 色 素 経口 投写 ラッ テ の 肝 重 白 加水 分 解 物 に つい て 主として ペー パー クロ マト 
グラ フ を 用 いて 追究 し , ブタ ノー ル を 溶 涯 と し て 展開 すれ ば Rf 0.9 附近 に 該 結合 色素 が 証明 
せら れ , か つ 一 応 そ の 部 に は S を 証明 する こと が で きた が , その 後 従来 か ら 結合 色素 の 定量 
に 用 いら れ て いる エタ ノー シャ エー テル 抽出 物 中 に は か な り の 爽 雑 物 を 混 ず る こと を 知り , Mi 
酸 テ チー ル , Si, アミ ー ル デル ュー ル 等 に より 数 段 の 抽出 精製 を 行っ て その 大 部 分 を 除去 し 
得 た 。 し か し 下 在 の 所 結合 色素 の 完全 部 分 離 に は 至っ て お ら ず 目下 実験 計 行 中 で ある 
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A. HAM BTID T° 摂取 硫 に つい て 


坂口 昭二 (AMAA ER ES) 


1°! Uptake of the Thyroid in Yoshida Sarcoma Rat. 


SHOJI SAKAGUCHI 


ff ATE IC Ist S SEN IR D BRTE D RUE CCH E OPAL TT, ba 


EO ARTES TAR, 甲状腺 剤 投写 に よっ て その 発育 が 全く 影響 され な い 





今回 禄 は 吉田 肉腫 白 思 の 甲状腺 を 移植 後 疲 量 居 殺 


の 影響 に 関し て も 考察 を 試み た 。 


実験 材料 お よび 実験 方 法 : 吉田 肉 隆 を 雄性 碧 選 の 腹腔 内 お よび 背 都 皮下 に 


free の II を 注射 し て 一 定時 間 後 に 展 殺 し , 大 腺 を 摘出 し て 重量 を 測り 
Carnoy 固定 の 後に Mallory-azan 法 で コロ イド 小 体 染色 標本 を 作製 し , E 

で 加水 分 解 し て Hamolsky の 方 法 で 重 白 結合 活 度 と 無機 泊 度 に 分 割 し ヶ - 線 
MAR AKE, 無機 決 麻 の 計数 を 行っ た 。 左右 甲状腺 の T° 摂取 量 の 


Fe 
UNI 


で あっ た の で 片側 の みみ を 計数 こ 用 いた 


4 


実験 (1) 腹腔 内 に 移植 し その 後 6 ACH CEA RRL, RMR 24 時 間 に Zac を 腹 


幣 内 に 注射 し て 血 (次 lcc お よび PAD: 127K BE x ii 計数 第 1 


て 第 1 表 に 示す 如く 第 1 A, 第 2 日 , 第 3 日 に お い 2000 


多 植 し Carrier- 
» 完 側 甲状腺 は 
側 は N. NaOH 
用 G-M 管 で 

閥 は 誤差 範囲 内 


& 





< 対照 に 比 し 著 明 に 摂取 量 が 多く 第 5 A, 第 6 日 に は 2000) 





| ‘1 
AED IC bP Dd OT AMILMLF S02, | 
SP jE 9 キテ こそ エケ = 2 ノン スン プー ネプ ュー 506 | 
RR (2) TPMBLE The he Ll TREE 3 H, 第 6 日 , | 
第 9 日 に 居 殺 し 必殺 前 24 時 間 に 1.5zxc 皮下 注射 を 行 A 
P 4 Pr C | 
て 各 分 割 に つい て 計数 を 行い 第 2 表 の 如く 第 6 HE 6| 
50 
こ お い て 摂取 量 が 対照 より 2222 増加 し , 蛋白 結合 浜 度 So, 
* プ | 
ee a an TE 20} 
で は 両者 より 以上 に 増加 を 示し た 。 実験 (1) で は 第 7 a | 
> . 10 - 1 の 2 4 と 6 an m 
“FED ORBAN CHB LAD IDORKICHU mie & 8 = も 7 日 
14512, ¢ ; % Mm 血 $e 
hte a 5 a a < ha st ee oR! + tf M = 
て は 移植 後 8, 9,10 HAICHo CTS CIBER ET war THe eS wh 
ORF = RR ae zn 
> R # 時 多 他 
Ic n tia as 
Hit 2 iy 


ie (3) RPI Logr の 水 浸 出 液 の !, 量 当 を 皮下 注射 , ERE RMAO KH 


削 者 と 同 量 皮 下 注 射 , 生理 的 食塩 水 Ice を 皮下 注射 し た 3 つの 群 に 分 け て , 
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HEY & RPE 








BE za. OR 


bo 


P.B.1/ Total x 100 








Re RAS RAT RL (1? 


対照 


1.92C 


iE fe 24 RE 
Total 





ICE) 








対 用 








の {ci [ir 7]% 


3 lee 
TR 


unge 


その 結 


突 験 


= 50 
a x 4 第 第 第 
3 ; N : as A 
日 日 A A 日 A 
第 3H ェ キ ス 度 注 と 同時 に D® 1.02 腹腔 内 注射 後 IC CRE 
血液 (1cc Total T St P.B.I. | P.B,T./T 
No fis En age a © BIS % yy ーー コト 2 ろ 
用 1 100 17 11,925 24 4, 384 37 
坦 2 110 214 5,594 11 1, 656 30 
f 3 110 182 8, 502 17 2, 637 31 
r 4 100 130 3, 783 8 1,317 35 
F 均 105 176 5, 960 12 1,870 33 
時 5 95 173 6, 363 13 2,573 40 
x 6 100 170 3,925 8 1,114 28 
x 7 105 220 8, 146 17 2,993 37 
F 均 100 188 6, 147 13 2, 297 35 
A: 8 100 185 6, 485 13 1, 946 30 
fe 9 105 171 6, 525 13 3, 166 48 
‘K 10 90 205 10, 588 22 3, 427 32 
P# 98 187 7, 866 16 2,846 37 
St-Standard 1.0/zc 49, 230 
射 と 同時 に Lee を 腹腔 内 に 注射 し て 3 RR RIC 第 3 表 の 如く 各 分 割 に お い 


ah 


Ar 


認め 得 な か っ た 
(4) 実験 群 と し て 移植 3 AA OAM ULF Ice を 皮下 注射 し , WR LT 
民 血 清 を 同 量 皮下 注射 を 行い 同時 に 2.6 ec 腹腔 内 注射 の 後 3 時 間 に て 情 殺 を 行っ た . 
Res 4 表 の 如く 明瞭 な 差 を 示さ な か っ た 
5) 腹腔 内 移植 の 甲状腺 の 組織 像 は 移植 中 期 に お いて TI" 要 取 量 の 増加 に - 致 し て 
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第 4 # 
実験 群 ty HVS Bi yy lee と 1 2.6xc vi 
対照 群 : 正常 白 展 血清 1.0cc と TV! 2.6xc ER 





N 体重 血液 (1cc) Total T/St. P.B.I P.B.1./T 

m (gi が の が の クン 22 カビ 22 

fe 1 175 538 11, 264 16 3, 184 28 
He 2 165 312 10, 248 14 3,918 38 
HE 3 165 390 12, 160 18 6, 000 49 
平均 168 413 11, 224 16 4, 368 38 
xf 4 150 526 14, 736 22 6, 304 43 
pi 5 150 467 16, 200 24 4,000 24 
BE 6 130 255 9, 800 14 2,936 30 
VS; 144 416 13, 578 20 4,414 32 


St=Standard 2.6 «c 69, 264 
ENDET Te DRIED THHS ¢ KE < 


染 る コロ イド 小 休 が あり また コロ イド 内 コロ イド 小 体 も 多く 見 られ 明らか に 機能 の 元 進 を 思わ 


て 細胞 質 に 富み , 辛 胞 側 に 多く の アニ リン 青 に 


AN 


せる .。 移植 6 BAEILU TS 5 2, BML MERLE 
縮 し 小 体 は 消失 する 

以上 の 実験 成績 は 移植 初期 に お いて 甲状腺 の 明らか な 変化 を 認め 得 な か っ た が 中 期 に は 著 明 
に 機能 の 元 進 する の を 認め 末期 に は 腫瘍 技 位 を 起 し て 急激 に 減退 する が 重量 の 革 を 認め な か っ 
た 。 また 腫 閣 水 浸出 物 に は 甲状腺 機能 に 直接 影響 する 物質 を 傘 め 得 な か っ た 。、 ま た 肉 騨 白 頁 血 
i Lee で は 明らか な 論 化 を 与え る 向 甲 状 腺 性 作用 物質 が 含有 され て いる と は 思わ れ な い 
故に 中 期 の 機能 元 進 に つい て 下垂 体 その 他 の 関連 を 換 索 し た いと 思う? 


I. = im 会 02 MBlkiicowT) 


Symposium (Concerning Cancer Diagnosis) 


The following papers were presented which will be brought out in a book 
form by special arrangement with a publisher, not by the Japanese Cancer 
Association. 

DE ( 核 学 方 面 ) 国立 遺伝 学研 究 所 * 員 wf 田 俊 & 

(Peculiarities of cancer cell (karyological aspects). T.H. Yosida) 
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病理 組織 学 胃 診断 ルル 大 教授 u 壮 Dr 


(Histo-pathological diagnosis T. Imai) 
Pe FA EERE 北大 教授 Rt ARK 男 
(Immunological peculiarities K. Takeda) 

内 科学 的 方 面 東北 大 教授 EM 利雄 
(Internal medical aspects T. Kurokawa) 
外科 学 的 方 面 PRAZAR 中 I tf 明 
(Surgical aspects T. Nakayama) 
AR SAG NEE wl -—e 
(Gynecological aspects K. Masubuchi) 


II. 痴 反 応 , 診断 Cancer Reaction, Diagnosis 


25. KIK 因子 の 化学 性 に つい て 
正宗 一 , 杉本 是 孝 , 川崎 裕也 


Chemical Nature of KIK Factor 
HAJIME MASAMUNE, KORETAKA SUGIMOTO, HIROYA KAWASAKI 


(Medico-chemical Institute, Tohoku University, Sendai) 


Secretions of cancerous stomachs and cancerous ascitic fluids with primary 
seat in stomach or in liver were taken as materials and the anemia-inducing 
substances were isolated to establish the chemical nature of KIK-factor. 

Preparation procedures. 1) Gastric juice was dialyzed, freed from trichloroa- 
cetic acid-precipitable components and fractionated with acetone. The precipitate 
obtained at the acetone concentration of 80-99 22 was further divided into two 
portions by saturation of its solution with (NH,).SO;. The part that remained 
in solution will be referred to as KIK I and the other that precipitated as KIK 
II. 2) Ascitic fluids were treated in most cases as follows. It was dialyzed, 
and the centrifuged supernatant was concentrated to a thick solution and 
electrodialyzed, whereby a bulky precipitate occurred. The centrifuged super- 
natant here was added with trichloroacetic acid to 2.5% and the mother 
fluid, dialyzed and concentrated, was precipitated with alcohol. Non-cancerous 
ascitic fluids due to liver cirrhosis were also fractionated in the same way. 
The substance separated from the cancerous ascitic fluids originating in stomach, 
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that from the cancerous ascitic fluids originating in liver and that from the 
non-cancerous ascitic fluids are named KIK III, III’ and III’ respectively. 

Electrophoretic patierns. All the preparations from the different sources showed 
one single boundary after electrophoresis in either of an alkaline and an acidic 
buffer solution. 

Qualitative tests. Molisch, biuret, Bial-Mejbaum and Osaki-Turumi (the direct 
as well as the indirect) resulted in positive in all the substances, excepting I, 
which gave almost negative biuret- and negative Bial-Mejbaum-reaction, being 
otherwise similar to the others. Paper chromatography of sugars showed that 
all contain chondrosamine, glucosamine, galactose, mannose and 1-fucose, and I 
glucose besides. As to their amino acid chromatograms, III, III’ and III’’ proved 
to resemble one another but diverged from I and II which also differed from 
each other on their side. 

Quantitative analyses and optical rotation. As shown in Table 1, Ill, Ill’ and 


III’ analyzed similar, while I and II were larger and smaller respectively than 


Table 1 Composition in per cent, [a]p and 10 22 Anemia-producing 


Dose of the Preparations. 


I II III IIT’ iil’ 
N 6.4 11.2 8.0 7.8 8.0 
Hexosamines 20.0 52 11.0 11.8 11.0 
Galactose 10.9 2.8 5.2 6.3 6.7 
Mannose 10.5 2.9 Sad 7.0 6.3 
Glucose 1.8 
1_-Fucose 235 1.1 0.9 1.6 
Ash 3.8 bed af 553 2.4 
En ) —63. 4 —i53.4 —42.9 41.3 5l.i 
MR (12°C) (2°C) (12°C) (14°C) (14 C) 
Dose (mg/kg) <0.05 0.3 0.1 0.1 >5 


the former substances in carbohydrate content. However, the equivalent ratios 
of the sugars in a substance almost did not differ from one substance to another. 
The presence of glucose in I possibly owes to contamination by a small amount 
of glycogen, although the iodine test for this resulted in negative. 

Dose (mg per kg body weight of rabbit for producing 1022 anemia). The 
dose varied from one substance to another, III and III’ excluded, as aiso shown 
in Table 1. It appears in general that the larger the carbohydrate content is, 
the stronger is the toxicity. The substance from the non-cancerous ascitic 
fluids is non-effective or much less effective than the corresponding substances 
from the cancerous ascitic fluids, despite the similarity in composition. It is 
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noteworthy here that it iS more levorotatory than these, suggesting structural 
difference. 

To add, III decreased distinctly in anemia-causing potency, when boiled with 
alcohol. 

SUMMARY. 1) There occur many substances developing KIK reaction; 2) 
they belong to the class of glucidamins or mucopolysaccharides in so far as. 
those isolated are concerned; 3) the toxicity increases with increase of car- 
bohydrate content; 4) discussion is omitted in this abstract. 

(厚生 省 科 学研 究 費 に よる ) 

Bt 議 
3BH=Z: 私 共 は 永年 に わた り KIK 反応 に つい て 研究 し て きた 。 し か し て KIK 因子 の 単 離 を 企 て た が 
だ 完全 に いた っ て いな い 。 AA LIRR Cae 医 化 学 的 に 純粋 と 考え られ る も の を 上 単 離せ られ 【 
か も これ に 3 種 あ る こと を 発見 せら れ た こと は 誠に 克 選 に た えま せん 。 た だ - 一 寸 伺い に た いこ と は BHOB 
液 内 に 含ま れる 第 1, また は 第 の 基子 の どちら が 主 で あっ た か と いう こと と その 種 の も の を 加水 分 解 を 


せ ず に ベー バー クタ ロマ トグラフ ィ ー を 行っ た こと が あれ ば 承り た v 
正宗 一 : 言葉 が 足り な か っ た と 思い ます が , KIK 因子 は 3 種 あ る と いう の で は な く 。 い ろ い ろ あ る と 
申し た 訳 で す 、 利 の 件 質問 の 骨 液 中 に ! 了 と II と どちら が 主 で ある か と いう 点 は 量 的 に は 大 差 な いと 思 


いま す が 作 用 が I (Mucopolysaccharide の も の) が ずっ と 強い で すか ら , その 意味 か らい えば I が 主 に 


な り ま す 決 に これ ら の 単 離し た も の は 遊離 の アミ ノ 酸 の スポ ッ ト を 示し ませ ん で し た 


26. RENTE: 
真柄 正直 , 片山 33, 岡本 俊美 (日 本 医大 婦人 科 ) 
A Serological Test for Cancer 
MASANAO MAGARA, SATOSHI KATAYAMA, TOSHIMI OKAMOTO 
Ad AAU THEA O LEI UCM HET D LER FERNEN Lt. さら に われ われ は 
痛 物 質 と KEM LO AizikikoiihaLerHälr. この 原理 を MBB 


し , 統 王 物質 を も っ て 他 動 物 を 免疫 し て 得 た 抗 紋 毛 血清 を 男子 の 血 済 を も っ て 吸収 し た も の を 





A & LL, 彼 栓 患者 の 血清 に この 試験 溢 を 重ね て 沈降 反応 を 行っ た 。 そ の 結果 , BEE 
163 例 で 7422 が 陽性 , 対照 の 非 六 患者 お よび 健康 人 の 196 例 で は 全 例 陰性 で ある 。 従 っ て 
商 中 率 は 87% で ある この 他 , この 試験 液 を も っ て 破 検 者 に 皮 内 反応 を 行っ た と ころ , HA 
大 て 84% bert, JPR CIS 1222 が 陽性 に 出 た 。 従っ て この 場合 の 適 中 率 862 と な る 

LAD Whi ABEL COMET SL, 冶 患 者 で の 陽性 率 は 9222, 非 冶 患 者 の 陽性 率 は 12 
2 で, 全 の 適 中 率 は 90% で ある 。 ミ ドゥ ルプ ブルック 。 チュ ボス 氏 灘 集 反 応 を 応用 し た 試験 成 
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) 








Kr も ほぼ 同様 CHA 多少 劣る = 4 CHA 2 この 試験 に よ * つ CHEB ARED iia > 後 カ 判定 Sg & 
きる ( 交 部 省 科 学 試験 研究 費 に よる ) 
武田 勝男 : 反応 元 と し て 紋 毛 の み を 使わ れ た か 他 の 臓 融 組織 を 用 いら れ た か ,。 腫 坦 の 発生 個体 に か か る fü 
疫 現 象 が 成立 する と な れ ば 重大 で ある 

真柄 正道 : BER OMe > 2 年 前 の アレ ルギー 学会 に な ぃ て 本 実験 の 基礎 前 実験 発表 を 行 - っ た に 時 に 武 
田 教 授 は 非常 に 興味 ある 実験 だ た と たい われ た 。 動物 実験 癌 と 人 体 交 と は 異な ら る も の で , も ゃ し 御 希 望 が あれ ば 


際 に お 見 せ し て も よい 


27. 癌 の 一 血清 反応 に つい て 
山 准 一 一 , 黒河 内 三郎 (日 本 守 科 大学 第 二話 院外 


A Serological Test for Cancer 
KAZUHITO YAMAGISHI, SABURO KUROKOCHI 


われ われ は 第 13 回 冶 学 会 に お いて , 人 靖 組 織 よ り 独 自 の 抽出 法 に よっ て 分 離し た 撤 原 物質 
の 冶 皮 内 反応 に つい て その 優れ た 特性 を 報告 し た 。 われわれ の 抽出 法 は 抽出 過程 に お いて 有効 
物質 の 破壊 を で きる だ けさ ける た め に 加熱 等 の 処理 を 加え ず 蒸 溜 水 室 如 浸出 法 に よっ た .。 そ の 
の 度 内 反応 成績 は 痛 患 者 91 例 中 88 Pl, 96.722 の 陽性 率 を 示し , IPA 200 例 中 9 


HEA 


Bl, 1.52 の NATEYIGERE RLS. PNHNIRKENKED AREA HTS D Hi 


提 の も と に 研究 し て いる が , CORICRIL TITRE AFL HAN ChhdohiteREN 
反応 の 本 態 を 血清 学 的 に 根拠 を 求め た いと 思い 次 の 諸 実験 を 行っ た . 

1) 交 組 織 と の 共通 性 に つい て : 試験 管内 拓 原 性 : 痛 組 織 を も っ て 家 兎 を 免疫 し て 得 た 免 
疫 血 済 と 意 組 織 浸出 液 と の 聞 に は 強度 に 沈降 反応 が 認め られ る .。 また この 人 免疫 血 済 と 本 皮 内 反 
応 抗原 と の 聞 に も 同様 に 1.600 倍 まで 沈降 反応 が 認め や られ た 。 し か し 正常 骨組 織 挑 原 と の 間 で 
は 200 位 ま で 陽性 を 呈し た に 過ぎ な い 。 また 非 免疫 家 束 面 消 と 本 皮 内 反応 撤 原 と の 間 に は 伯 
等 の 反応 も 認め られ な か っ た 。 こ の こと は 痛 組 織 と 本 皮 内 反応 抗原 と の 間 に 共 通 抗原 の 存在 す 
る こと を 立証 し た も の と 考え る 

2) 抗原 性 に つい て : 撤 原 物質 を 家 束 の 革 静 脈 に 増量 的 に 注射 し , ER (EC RM 
に 対す る 抗原 性 を 検 し た . 122 の 本 原 物質 と 物質 免疫 血 済 と の 間 に 沈 降 反 応 を 行っ た が 32 


管 ま で 陽性 を 示し た . 正常 骨組 織 挑 原 で は 2 倍 ま で 陽性 を 呈し た に 過ぎ な い 。 LA LIF GH 


家 束 血清 間 で は 陰性 で ちあ っ た ミド ルプ ブル ッ ク ・ ジ ュ ボ ス 氏 法 に 準拠 し て 行っ た 赤血球 凝集 反 


r 


いで は 抗原 物質 と 物質 免疫 血清 間 で は 1.280 倍 ま で 陽性 を 示し , RAE LD CO IKI A adic 
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2 20 倍 ま 一 陽性 。 非 免疫 家 束 血 清 は 陰性 で あっ た 。 補 体 結合 反応 で は 本 抗原 物質 は 800 fi 


TEE EL ro, IRM ABR Cis 50 倍 ま で 陽性 を 示し , 非 免疫 家 束 血 消 で は 陰性 で あ 
ok, Hl Arm ABER MEERES LOMAS 5 沈降 素 物 





MH, BRK ts A Are ph | か も この 免疫 反応 は 特異 性 で ある こと が 立証 
され た 


3) 第 動 性 感 作 に つい て : Prausnitz-Kunstner 氏 反 応 に 準じ て 局所 的 被 動 性 感 作 の 有無 
を 栓 討 し た 。 病 悪 者 血 済 を 健康 者 の 前 膳 皮 内 に 注射 し , 24 時 間 後 同 - 一 注射 部 位 に 本 皮 内 反応 
し 。 年 射 後 30 分 より 4 RICH oT 反応 発赤 を 観察 し た 。 対照 と し て 健康 人 血 


至 を 入射 し , 同様 の 操作 を 行っ た 縛 は 実施 例 数 の 6022 に 陽性 反応 を 





Dre, 以上 1), 2) 


ur . テイ の アデ i. ae ey a に ERBE - Le Z 
BAU 3) の 実験 的 成績 は 本 皮 内 反応 の アレ と レギ ー 説 に 有力 な 証 査 を 本 える も の と 基 え る 





血清 反応 : われ われ は さら に 本 皮 内 反応 の 本 熊 追 及 の 目的 を 


A Il SCOT L MER RATE, PA け 田 FEST BO HG tj! Lins! Ci sv. て 抗原 





と の べ て お る と ころ か ら 。 われ わ 


NINE HOR 122 © MICE Y — KARIN TER 行い 。 ZH 





> DEM HM TC ULI ts Fe ae YL, UD ep he Fs CE hh 
ULES: ミド ルプ ブル ッ ク *・ ジ ュ ボ ス 氏 法 に 準拠 し て 抗原 物質 で 感 作 せ る 赤血球 と 


痛 患 者 血清 と の 問 に こ 比 集 反応 を 行っ た 。 成績 は 冶 上 患者 25 例 中 陽性 19 例 , 陰性 6 Pi, 





7622 を 示し , 対照 例 44 例 中 。 陽性 2 Bich 





PoE OATS 1 例 , 妊婦 1 例 





BT; oh 2,’ > Yi +> RE pee ee - 4 Ar 5 2 AN 
RE Narr aM Kis 4.5% (ey FTO 1S, お 本 反応 ERE HS 大 部 分 の も > の が 320 僅 以 
are 2 
FIL rin 


笠 体 結合 反応 : チト ロン 法 に 準拠 し て 実施 し た 。 Sehe 25 例 中 陽性 20 例 , 陰性 
別 で その 陽性 率 は 80% を 示し , 対照 群 40 例 中 陽性 2 例 で その 陽性 率 は 5% で ある 。 な 
お 本 抗原 の 補 休 結合 価 は 極め て 高く 200 1400 倍 の 近 宰 体 性 を 示し た が 。 本 反応 の 補 体 結 
合 価 は 200 倍 以内 で あっ た 


1.174 を . ァ ティ エー pee epee 
沈 隊 反応 : REPS ROTC a, 





と も っ て WA 消 と 重層 潜 . こ 従い 沈降 反応 を 行 
っ た が か が, いずれ も すべ て 陰性 に 終っ た 。 

I EDS, 赤血球 凝集 反応 , 補 体 結合 反応 は 閣 患 者 血 消 に 対 し 特異 反応 を 呈す る こと が 立 
is sn する 末期 韻 に も 本 反応 は 陽性 を 示し た 。 し か し 皮 
REM ILL, 補 体 結合 反応 で は 特異 性 が 劣る が , 血球 灘 集 反応 で は 著 明 
な 寺 異 は 認め られ な か っ た 。 な お 血球 疾 集 反応 で は 一 定 の 稀釈 血清 に 強い 凝集 現象 を 生じ た 
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が , この こと は 本 反応 か 試験 管内 拓 原 抗体 反応 で ある こと が 相 像 され , 本 度 内 反応 の 抗原 抗体 
反応 説 に 有力 な 根拠 を 池 え る も の と 考え られ る 
Mt | 講 
武田 勝男 : Fa EK et MARRS SILICA A ER CBM an TIER IS RR Le 
松原 正 香 : Bio 和 21 Ate ARK SIS EIR EI SB KA MH CTRL chic FI = - an ME Pe 
する 物質 (主として ポリ サカ リー ド お よび ポリ り ペ ベ プ チー ド よ りな る ) ZRNIEHLT 4 RN OR 
を 観 祭 す る と 癌 お よど racing te 得る こと を 報告 し た 。 これ に 引き つづ つき 同 物質 Rem L OM 


補 体 結合 反応 の 発現 する = O 型 人 赤血球 を 同 物質 を も っ て 感 作 する と Bie RS ER em 青 に よ 
り 特 時 的 に 凝集 され る こと を し た (松原 , HH) 只 信 演 者 の 報告 され る 成績 は われ われ が すでに 報告 
た 諸 成 績 に 対す る 追試 と 本 を 得 な い 。 また われ われ は 敵 抵 原 と 紋 毛 膜 級 毛 抗原 と の 間 に 共通 抗原 


の 存在 する こと を 証 B zer 『 し た 。 (松原 , AH) 
佐藤 義雄 : 1. pec TE 2. 判定 で は 肉眼 で 行わ れれ た か 
黒河 内 三郎 : No. 1) 武田 教授 <-- の 答 . 吸収 し て 沈降 反応 は 行わ な か っ た が , MAAK tah oe 
と 同 - 一 方 法 で 抽出 せる . RENT FRE CHR PA ES GCS L ERE TO N LO EIER EL + 
No. 2) REWEIIKTSE. ARR Of TMs oc T MRM 行っ て いる が 。 
Papo aAcle dil OAH au tow CHMORMINZILLTISEHI TH DIN, BH, 強 ア ルカ 
VE OME INAS, 落 溜 水 で 室温 に お いて 浸出 を 行い その 差 捧 を 見 て り ま す - の 方 法 で 行っ た 抗原 
は , 加熱 浸出 法 ,。 カル ボー ル 豆 解法 , Boivin 法 等 に 比べ 多少 異 る よう に 思わ れ ま す 。 ま た この 皮 内 反応 に 
LE oe eens a と いう 方 法 。 すなわち , MBRORAMICN Lt! 
て 感 作 され うぅ うる で あろ うか と い ぃ う 5 疑義 に 対し , 以上 の 如き 実験 を 行っ た の で あっ て 交 患 者 碧 清 に 対す る 血 
清 反 応 も その - 一 婁 に 過ぎ ませ ん 
No. 3) 佐藤 先生 に 対す る 答 . 1) 生理 的 食塩 水 に 溶解 せる 拓 原 を 522, 4%, 3%, 2%, 122 と 各種 
濃度 を も っ て , HKM 10cc に 血球 0.1cc を 加え 37*C- ご 2 時間 感 作 し た 。 HRP as i Pras HERE EL 
好 で あっ た 2) 洛 集 坦 ぶ 非常 に 小さ い の で 省 集 鐘 を 使っ て 判定 し た 
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On the Mechanism of the Polarographic2l Serum Test for Cancer 


TAKEO WADA, HIROMITI OHARA, ZIRO NAKAZIMA, 
TADAO SASAKI, SHUMPEI AWAKAWA, TAKESI KAMADA 


MOHELTHÄLHONZE- FRI FTDRHEL, 最近 いろいろ な 面 で 注目 され て いる ムー 


LSI, われ われ も 今 ま で , ポー ラロ グラ フ 的 。 電気 泳動 的 。 化学 的 研究 を 継 合 し て 


AH 
TNHETANEGEROTU SD, その 産生 母 地 に 関し て は 確定 され る に いた っ て いな い 
て こ て で 今回 は 動物 実験 に よっ て 実験 的 に ボ 濾 の 上 昇 お よび 下降 を 起 さ し め , これ の 研究 を 行っ 


\ー 


= 
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[実験 方 法 ] 動物 は ウィ スタ ー 系 ラッ テ 180g 前 後 の も の を 用 い , 血清 は 頸 静 脈 より 祭 血 
ASHE LT, ポー ラロ グラ フィ ー に は 人 徒 前 通り 血清 の ズル フォ サリ チル 酸 濾 疲 を 用 いる 濾液 反応 
を 行っ た 。 な お 以下 の 実験 は すべ て 対照 と の 比較 に よる も の で ある 

[実験 成績 ] 

Il ポ 波 上 昇 実験 : 1) BMHAM;s ラッ テ に 海 血 を 行う と 5 時 間 目 頃 か ら ポ 濾 上 昇 の 傾 
向 か 現 われ, 2, 3, 4 日 頃 で は 多少 上 昇 の 程度 は 不定 で ある が , 11 日 目 で も な お 明らか に 濾 高 
の 上 昇 を 認め る 。 KENIA 2RAD 定量 を 行っ て も , ホ ポ 波 と 平行 し て 上 昇 が 認め られ 
る 。 こ の 状態 で 吉田 肉腫 腹水 を 腹腔 内 に 移植 し , 48 時 間 後 に ポ 波 を 見 る と 。 さら に 上 昇 す る 
pH 4.5 の 電気 泳動 像 で は , 正常 で も Alb 峯 の 陽性 側 に Mehl の いう ぅ My Mz に 相当 する 
か に 見 える peak 1, 2 が 存在 する が , 肉腫 接種 後 の も の で は Alb MLL, さら に 人 間 で は 
Abt . 3, 4 の 新た な peak が 現われ る 。2) コロ イド 銀 静 注 , 122, 2%, 3% コロ イド 
銀 0.5cc/150g を 静 注 し 24 時 間 後 ボ 波 を 検 す る と , その 量 に 比例 し て 波高 の 上 昇 を 認め る 
これ に 肉腫 を 植え る と さら に 波高 は 上昇 す る の が 認め られ る 。 コロ イド 銀 静 注 の 電気 泳動 像 


は 。 前 の 肉腫 の 場合 と 本 質 的 に は 同 -- で ある が , これ に 肉腫 を 植え る と さら に その 変化 は 著 


1. ホ 波 下降 実験 : 1) UIE 4 Y — TIE 40% に 溶かし た 四 塩 化 炭 素 0.5cc を 
[ 接 経 日 的 に 胃 中 に 注 人 する と , RLM UTMW bate FEB OD. HER 2 
目 , 3 BE, 4 日 目 の ポ 波 の 変化 を 見 る と , 対照 に 比 し て 渋 高 が 下降 する 場合 が 多い が 決定 的 
な こと は いえ な い 。 し か し これ に 了 肉腫 を 植え て も 濾 高 の 上 昇 は な いよ う で ある 。 2) コン ム ニ = 
ン 皮 注 : 0.1cc, 0.2cc, 0.3cc, 0.5cc /180g DavA=YRREL, 5 時 間 後 の ボ 波 を 見 る 
と , 今度 は その 量 に 反比例 し て 波高 が 下降 する と い 5 現象 を 見 出し た 。 電気 泳動 的 に も pH 
8.0 で は a-G の わずか な 減少 , pH 4.5 Tin 3, 4 DO peak は も ちろ ん 出現 し な い の み 
な ら す , 1, 2 の peak の 減少 を 見 る 。 次 に コン ム ニン 皮 注 後 5 時 間 目 に 肉腫 を 植え , ie 
GR 48 様 時 間 後 の 波高 を 見 る と 上 昇 が 見 られ る 。 こ の 際 肉 腫 接種 後 ユ ン ム ニン 作用 の 消失 
を 防ぐ た め , その 間 ュ ン ム ニン 連続 皮 注 し , 対照 は コン ム ニ ン 連続 皮 注 せる も の を 用 いた 

以上 の 成績 か ら , 混血 で ム ュ 邊 白 が 上 昇 す る の は いわ ゆる 易 動 重 白 (ちる い は 組織 外 液 を も 
含め て ) の 血 中 移 和 人 と し て 説明 され , ポ 波 の 和 干渉 すなわち ょ ム ュ 重 白 の 代謝 面 に は RES 機能 の 
関 好 が 想像 され る 。 ま た 肉腫 で は , ANTHRO LOL OMA Bb, 肝 機 能 が 密接 な 
係 を 有する 。 し か し この 際 Ab 六 度 が その 根本 を な し て いる 可能 性 も ある と の 推論 を 行っ 
た 女 部 省 科 学研 究 費 に よる 
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Mm 講 
ERMHE: CC1. に よる ム ュ 和寿 白 量 の 低下 は CCl, に ょ る 肝 障 害 の た め ア ルプ ミン や スム ュ 尾 占 の 未 生 が 草 


害さ きれ る た めで は な い だ ろ うか 
平松 照雄 : (1) 数 種 条 件 下 の 家 兎 に 交 浸 出 液 を 静 注 し ポー ラロ グラ フ 第 1 CHIC CHABLERL, R 
ES AH, 肝 被 護 を 行っ た も の に 減少 率 が 少な か っ た 。 (2) BARR Cou CHR, + LOH 
液 に つい て 決 液 反応 の 変性 , RE, 波高 の 関係 を 検 し 胃 交 腫 浸出 液 店 に は 粘膜 の それ と 異 っ た 性 毛 の ある 
衝 白 も ある と 考え られ る 結果 を 見 た 
武田 勝男 : Polarograph は 笑 症 で も 反応 が 出 る と いわ れ て いる が 実験 的 敵 移 征 で も る 人 体 記 に ご ゃ ほとん 
ど 必 ず 炎 症 反 応 が 合 億 し て くる か ら 反 応 の 判定 に は 慎重 を 要する -。 nA», 発 圭 は 必ず LH 
症 の 判定 に は な ら な v 
横田 良 助 : 式 田 教授 は 移 西 六 ( 腫 場 ) を その 原発 動物 に 接種 玉 収 きせ て ャ 沈降 反応 は 券 え 
を な され た が 27,28 HORE Cl 100% BRECIHERKDERZ Le hir. 武田 教授 ぶ 世 議 し 不思議 
に 思い , 両者 の 意見 に 差 の ある こと は 次 の こと が 原因 に な っ て いる と 判断 し 2 ir の よく 
育つ も の は その 原発 動物 に 接種 し て 吸収 さき せ 得 た と 思っ た 場合 は 問 が 壊死 し た 場合 が ほとん ど で 。 ECK 
収 さ れ な いた め に 免疫 反応 を 起 さ な い の で ある と 判断 され る 。 何故 な ら ば 問 を その 原発 動 物 に 接種 吸収 さ 
+ 得 た 際 に その 六 の 再 接種 に 対し 発育 抑制 作用 が 現われ ぬか , 現われ て ゃ 一 般 に 作用 が 少 。 L2»L--B 
発育 し て (すなわち 生 の まま ) 吸収 され た 際 は 再 接種 は 絶対 に 発育 し な いこ と , これ が 年 疫 力 に よる は ず 
で ある こと は その 動物 に 肉腫 は 発育 し 得る も る の で この 作用 は 司 - 一 商 に 最も 強く 作用 し それ と 福 織 像 近い ( 種 
属 和 的 に も ゃ 近い) 音 に 対し て その 近い も の ほど (個体 , 系 統 両 発生 的 ER も の ほど ) RE EN 
制 現象 が 現われ か つこ れ の 作用 に 平 MORE で 沈降 , UIRORGEIER が 起 る こと が 判る か ら で あ る 
大 原 弘 通 吉沢 氏 の 質問 に 対す る 答 : 考 接 で 述べ まし た よう に Mp 産生 と し て 肝 が 重要 た 役割 を 演 ず 
る も の で は あり ます が , 特に 悪性 腫瘍 等 の 場合 に , 肝 人 性 起源 の かみ で は 説明 し 切れ な いと 考え な り ま す 
武田 教授 の 質問 に 対す る 答 : 笑 症 性 変化 は 他 に テレ ビン 油 注入 の 実験 を や っ て お り ま す ぶ 、 血液 像 , 体 
昌 の 変化 が 秋 症 の 場合 で は 明らか に 異な る の で ,。 この 実験 は 突 症 に よる も ゎぁ の で な ! に に 肉腫 接種 に よる 変化 
が 第 一 義 的 に 起 っ て いる の で あろ うと 考え て お り ま す 








29. 胃液 に よる 胃 導 の 鑑別 診断 
古江 HB LE HN) 


Differential Diagnosis of Gastric Cancer Using Gastric Juice. 


HISASI FURUE, TAKUZI YAMANA. 


本 院 の 入院 患者 346 例 を 対象 に K.IK. 反応 , 胃液 の Paperchromatograph お よび わ 
れ ら の 新 胃 冶 反 応 す な わ ち 胃液 メタ ノー ル 沈 溶 に つい て の Ninhydrin 反応 を 施行 し た . 346 
PH AHA 133 Bl, 非 胃 冶 213 BIT, 徒 来 胃 痛 に 特長 と され て いる 和 無 酸 を 基準 に し て 判定 し た 
場合 の 適 中 率 は 71.7% で あっ た 。 

1) K.LK. 反応 。 胃液 は すべ て 20cc を 用 い , 早朝 空腹 時 採取 し た も の を 岩 稔 氏 の 新法 に 
よっ て 処理 し , 家 兎 赤血球 数 の 変動 を 追求 し た 。 その 胃 郊 胃液 注射 後 の 減少 は 2 日 後 が 最も 
強い 場合 が 多い の で , われ われ は その 値 を も と に し て 判定 し , 10% 以上 の 減少 を 陽性 。 5 一 
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10% WHEEL Lik. その 結果 は 第 1 表 に 示す 通り で, 169 例 に つい て の 適 中 率 は 78.1% 
と な る 。 Ha 75 PRO AS SK 5cm 以上 の も の 55 Pic THLE OER LID AE 
さと の 間 に 一 定 の 相関 は み ら れ な か っ た が , & 5cm 以下 の 20 例 に つい て は 陽性 10 A (50 


04) 疑 陽性 3 例 (152) で あっ た 


eS Loe 
KK 
Bi FE we 陽 性 陰 性 計 適 中 率 22 
胃 Bi 56 8 11 75 74.7 
Af: 2 it 11 7 76 94 80.9 


2) 胃液 メタ ノー ル 沈 潜 の Paperchromatograph. YWHRKkHtnıpP$Z K.LK. 因子 
は Polypeptide 2&2©n, Paperchromatograph で 一 定 の スポ ッ ト が 得 ら れ て い 
われ われ は 胃液 メタ ノー ル 沈 溶 に つい て ブタノール 4, IK 2, Kal の 混合 液 を 展開 液 と し 
て Paperchromatograph を 行い 0.25% Ninhydrin の Acetone 溶 流 で 発色 せしめ た と 
A, Fwy 14 例 中 12 例 に R.F. 0.33 附近 (0.30~0.36) に 1-5 個 の スポ ッ ト を 認め 得 
iz. LH LIFA 12 例 で は か か る スポ ッ ト は いずれ も みとめ る こと が で き な か っ た 。 

3) 胃液 スタ ノー ル 沈 溶 に つい て の Ninhydrin 反応 . 早朝 空腹 時 採取 し た 胃液 の 粘液 , 沈 
湾 を 除去 し た も の Ic に 倍 重 の メタ ノー ル を 加え , その 洗 次 を 11.5cc の 水 に と き 0.25% 
Ninhydrin R&B, 100°C に 2 分 間 保つ 。 色 に 呈 色 し た も の を 陽性 と 判定 する の 
で ある か が , その 深 色 の 程度 は 区 々 で あり , か すか に 着色 し た も の は 細 陽 性 と し た 。186 例 に : 
反応 を 施行 し 胃 増 を 鑑別 し た 場合 の 適 中 率 は 第 2 表 に 示す 通り 90.3% と な っ た 


第 2 & 
陽 。 性 | oe 性 険 性 計 。 | 適 中 率 93 
i iif, 53 3 8 64 例 87.5 
j e 6 4 112 122 例 91.8 


186 例 90.3 


a PMAROAAWIC. 4OEETCHT OTLB ETS. 5% EHRE Le 
La, ZOLBD A RA -—NjKMPAATS, た だ 単なる メタ ノ フール MHL OO BENG 
い . 腫瘍 の 大 き さ と 本 反応 と の 関係 は 第 3 表 の 通り で , その 間 に 一 定 の 関係 は な い 。 腫瘍 の 
たき さ 人 笠 5cm 以下 の も の 14 例 中 陰性 は 噴 門 部 4.0X5.5cm OF, 過 酸 の 1 例 に すぎ 
todrott, EMP EEO AEN HELOAS & LARISA & OFC 4 EO PHS LHL 
か っ た だ 幽門 株 塗 の な いか また は 軽 放 の も の 50 例 中 46 例 が 陽性 を 示し た に 反し ,. その 
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高度 の も の 14 例 に つい て みる と 陽性 7 BI, BME 3 PA Ci 14% に すぎ な か っ 
> また 浸潤 型 44 例 の 適 中 率 は 84.122 で , 限局 型 は 9 例 と も 陽性 を 示し た 


第 3 表 
ay i Fr だ っ 
BE 。 條 | 科 陽性 | 険 性 計 適 中 率 
WEORSS 
5cm 以下 13 0 1 14 92.9 
5.1~7.5 15 0 3 18 83.3 
7.6~10.0 7 1 0 8 100.0 
10.0.0 cm 以上 4 0 2 6 66.7 


切 除 不 m | 14 2 2 18 83.9 


b) EHMHRRORKUIS, ETIERFAIELZUD, AR rc tz ehr Fr 
a. 122 Ar 4 Fi, RER PRAED 4 例 が 含ま れ , いずれ も 陰性 で あっ た 
非 胃癌 の 陽性 例 は 第 4 表 に 示す 通り 胆汁 の 混入 し た も の が か 多かっ ヵ 


BA 
ニン ヒド リン 反応 
Pk 5% 人 性 陰 FE ME % 
胆汁 の 混入 
+ 3 1 4 50.0 
+ 2 2 8 66.7 
0 0 5 100.0 
— a! 1 95 97.9 


>) メタ ノー ル 沈 溶 の 量 と 本 反応 の PERE ana 関係 は みとめ られ な い 。 (第 1 
図 ) 沈 溶 量 は ニッ スル 氏 管 に より , 1 目盛 を 1.0 と し た 、。 本 反応 を 行う に 当っ て は (1) 胃液 は 
で きる だ け 早 く 処 理 す る 。(2) 幽門 疾 窒 が 強い 場合 前 夜 胃 洗 涼 後 胃 内 容 を 十分 に 吸引 し て お く 
(3) 粘液 お よび 胆汁 の 混和 を さけ 

結論 (1) KIK 反応 は 骨 閣 鑑別 に 用 い 5 る が 病巣 が 未だ 小さ い 時 期 に は し ば し ば 陰性 を 中 

する の で 骨 冶 の 早期 鑑別 診断 に は や や 難点 か ある と 考え る . (2) HHP FO Paperchromato- 
graph を 行っ て , 単 一 で は な いか も 知れ な い が 一 定 の スポ ボッ ト を 認め 得 た 。 この スポ ッ ト が 
K.LK. 因子 と 速 断 は で き な い が , 他方 該 因子 は 単 一 な 物質 で は な いか も 知れ な い _。 (3) Nin- 
hydrin 反応 は 操作 が 簡易 で 確度 も 高く , し か も 早期 胃痛 の 第 別 に も 用 い 5 る . SRO AMT 
ISD 1 つの 方 向 を 示す も の と 思う 
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第 1 図 HEAORM* 2 PEE 
Pt 講 
SBMS: 只今 の KIK 反応 の 御成 績 と 胃液 の ペー バー クロ ャ トゲ グラフィー に よる 御成 績 と は 私 共 の す 
で に 発表 し た 成績 と ある 程度 - 一 致し て いま す a 愉快 に 存じ ます 。 た だ 最後 の 胃液 に = ニン ヒド リン 
を 加え る 反応 に つい て 伺い し た い の で あり ます が この 際 の 食 餅 と は 関係 は な か っ た で し ょ うか 
BRM: 六 性 胃液 の メタ ノー ル 沈 注 が ニン と ヒド リン 反応 に つい て 非 竣 人 性 の も の ょ より 著 明 に 出る こと は 遊 
3 





離 アミ ノ 基 が より 多く 存在 する こと を 示し ます 。 こ の 点 陽 性 物質 の 化学 的 組成 。 構造 筆 を 追 完 さ れん こ 
wast 

ee ニン ヒド リン 反応 は どう いう 意味 で 使用 きれ た か 。= ニ ン ヒ ドリ ン 反 応 は ポリ ベ プ チ ド 。 ア ミノ 
酸 の みな ら ず 一 般 の 単純 の アミ ン に ゃ 反応 する 機 棒 で ある 。 検体 が 一定 の 精製 を 経た も の で な いと 意味 が 
な いよ うに 思う 

ax Bi, LEER: (1) PK, eigen HEY, 大 体 き まっ た 病院 給食 を 受け て いる 。 MPIRBO He 
限り 食 餅 の 影響 は な いと 考え る 。 し か も 狭 窪 あ る も の は 骨 : TSR I HIS De Be, 骨 内 容 を 吸引 し て 所 いた 
42) 胃癌 胃液 中 に は , 非 骨 問 骨 液 と 比較 し て , = ニン ヒド リン 量 色 反応 を 呈す る 物質 が 。 少く と ゃ る 量 的 に 多 
ぃ い 事実 を の べた も の で , その 本 能 は 今後 の 課題 と し て 究明 する つも り で ある 。 Ka te 精製 と いう ぅ 過程 は 確か 


} 
に 必要 で は あろ うぅ が, … 一 方 臨床 上 簡易 に 使用 し ゥ る と いう 価値 は 減少 する も の と 思う 


30. ED ・ 新 生物 学 的 診断 法 に つい て 
FAR, 青木 幹雄 , 藤島 吉郎 (1% 内 科 ) 
A New Biological Method for Diagnosis of Cancer 
SEIGO IMURA, MIKIO AOKI, KICHIRO FUJISIMA 


RAD At ADR EC L TRIER SUOHTDD 0, Roffo, A.H. (1930), 教室 の 酒井 


(1939) ら の 研究 も その -- つ で ある 。 わ れ わ れ は セリ エ の 適応 症候 群 に 関す る 実験 を 施行 中 。 た 
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また ま 冶 患者 尿 を マウ ス に 注射 する と マウ ス の 騨 臓 の 腫 大 と を 見 ,。 これ を 利用 し て 日 常 


突 床 診断 に 使用 し 得る 冶 反 応 を 考案 し た の で 報告 する 

1) 体重 13ー16g の 雄 マ ウス を 殺し て , 体重 お よび 腫 臓 の 重量 を 測定 し し て , FEF X1000 
(われ われ は これ を 有 係 数 と 仮称 する ) の 値 を 求め て 見 る と , 36 VE 1 例 の み 10 を 示し た 
が 他 は すべ て 2-5 で あっ た 

2) 次 に 健康 者 尿 む よび 非 癌 患者 尿 を 1cc 毎日 1 回 マウ ス の 背部 皮下 に 5 日 間 連 続 注 射 
し て 後 , マウ ス を 殺し て 同様 に 有 係 数 を 測定 し て 見 て も , RRS 5.9 以下 で ある 

3) し か る に 肝臓 井 , 肺 臓 冶 等 の 患者 の 尿 を 同様 に マウ ス の 皮下 に 注射 し て 腫 係数 を 測定 す 
る と 以上 を 示す も の が 多い 

4) そこ で われ われ は 閣 診 断 法 術 式 な ら び に 判定 基準 を 次 の よぅ に 設定 し た 。 1) 1 WOR 
こ , 体重 13-16g の 健康 雄 マ ウス 3 匹 宛 を 使用 する 。2) な る べく 新鮮 尿 lee ずつ を 1 
日 1 回 宛 , 連続 5 日 間 マ ウス の 背部 反 下 に 注射 する 。3) BS IEE BA OR 

RIA DUE 24 時 間 後に マウ ス を 殺し , UES LOM IER Bom RRR RIS 


定 す る 。 4) それ に よっ て Mar WHS, GE BRR= 1 EEK 3.5 一 

2 ク 2.9 一 

„x 1000). 4) HE: FRR OVARY, 60 以上 を 3, BR a 病 45 一 

4 | ベン チ 氏 病 !| 4.5| 一 

痛 反 応 陽 性 と し , 5.9 以下 を 韻 反 応 陰性 と する 5 |b 結 核 | 5.3| 一 

= ーー FIRE \ 3 4 6 ハマ ルト ー ム 5.7 ー 
5) 成績 : 以上 の 術 式 お よび 判定 基準 に よっ て FEN RER _ ee 3 

VSIEHKERrTFEITLO N CT RR For: 成績 は 表 の 如く で あ SF ER HE 5A 一 

2 IE BITES RL. PRED; AIC IE Br er ; 

2 Rw of — 

ZOD Re 2-3 回 注射 後に マウ ス が 死亡 する こと が 多い こと が 注 11| 用 5.8 | - 
2 B EEE 4.8 


Beavers, RRL UCI RAR AR Lik, MAO 
rich, 胃 , 腸 , 上陸 臓 の 冶 の 場合 に は ほとん と 陰性 を 示し た 。 La SICH, BG, A 
en, Bd, 縦 隔 腫瘍 (AM) CHV. Tih, 極め て 末期 の 重症 肝臓 瘍 の 2 例 を 除い て は すべ 
て 陽 体 で あっ た 。 な お , 本 表 に 示し た 症 例 は ほとん どす べ て , その 死後 に お いて 病理 解剖 に 
附 し て 診断 を 確 め 得 た も の で ある 。 本 反応 が 陽性 を 示し た マウ ス の 放 臓 の 組織 学 的 検索 を 行っ 
た と ころ , HERDER, 光 思 濾胞 の 縮小 , 網 汰 細胞 の 腫 大 が 認め られ た 

(dam) われ われ の マウ ス に 患者 尿 を 注射 し て 腫 係数 の 増大 を 目標 と する 交 反 応 は , 操作 が 
簡単 で 日 常 手軽 に 臨床 検査 濯 と し て 行う こと が で き , FR, BE en 癌 に 陽性 率 が 高 
い 。 消化 管 お よび 隊 臓 の 痛 , お よび その 他 の 疾患 に て は ほとん と 陰性 で ある 。 今後 さら に 症例 
を 重ね , この 反応 の 本 態 に つい て も 検索 を 僅 め た い 。 
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i EB 者 の BY Fi 


fit 診 Wi % oe FR Rm 反応 症例 CB 断 名 MF 数 反応 
1 RT: Wisi 48 6.4 ー 15 AH HE I ae + 
2 ヶ 9.3 + 16 ク 8.0 ・ 
3 ヶ 8.0 ー 17 騰 bt iff 6.7 + 
4 ” 7.0 + 18 fi iif 4.0 
5 ” 7.0 ー 19 ” 4.8 ~ 
6 ヶ 10.0 ー 20 ク 4.7 = 
7 7 8.7 ー 21 iA 腸 if 5,3 ー 
8 ” 3.6 ー 22 ” 5.0 — 
9 ” 3.8 ー 23 WE Hie HE 5.0 ー 
10 Ati bo. 485 6.7 ー 24 / 3.5 ー 
11 7 6.8 + 25 ” 5:2 ー 
12 „ 11.3 + 26 (ee 門 He 6.1 + 
13 4 6.9 ー 27 BE Ike i 2:2 ー 
14 + » 肉 BE 6.8 ー 28 


31. P“ デ に よる 鍋 癌 お よび 子宮 冶 の 診 新 
田淵 昭 , 中 田 義正 . PHBE (広島 医科 大 学 産婦 人 科 ) 


Diagnosis of Breast and Uterus Cancers with P™ 


AKIRA TABUCHI, YOSHIMASA NAKATA, KATSUHIKO NAKAMURA 


Low-Beer は 初め て P* lic L SIO BRE BR LEM dbhdMIEL UTHM 
LOF-RMODHRIC P? を 応用 し , 研究 を 続け て いる 。 ここ に は 今日 まで の 知見 の 要点 を 中 
問 報告 する 

子宮 冶 患 者 は 教室 の 入院 恵 者 を 利用 し , 乳 痛 患 者 は 本 学 上 村 外 村 教 室 の 御 援助 を 得 , か つこ 
れ か 対照 は 教室 の 入院 軸 者 に つい て 検索 を 実施 し た 

P? は 放射 性 第 2 ev — iw (pH 7.2) EL, これ を 20% ae 20cc に 加え 
て 肘 静 脈 か ら 追 跡 子 量 を 4 乃至 8zc'kg と し て 注 人 し た . 測定 器 は 神戸 工業 製 S c-100 A 型 
計数 器 を 使用 し , 注射 後 30 分 , 1, 2, 4, 6, 8, 12, 24, 48, 72 時 間 に そ れ ぞ れ c.p.m. ill 
ol Diy Ae 

I 乳癌 の 診断 成績 : 使用 し た G-M 管 は 神戸 工業 製 G-M 131 型 で , 皮膚 面 よ り 0.5cm 
に お いて 乳 導 患 者 の 培 部 と 他 側 の 対照 部 と を 比較 する と c.p.m. の 増加 率 は 第 1 表 症 例 1, 2, 
3, 4 の 如く 明らか に 拘 部 は 対照 に 比 し 増加 を 示し て いる 。 し か る に 乳腺 症 お よび 対照 と し て 
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使用 し た 子宮 冶 患 者 の 2 例 で は 両側 乳房 の opm. の 比 は ほとん ど 等 し か っ た 。 以 上 の 結果 
より 交 性 変化 を 来 せる 組織 部 に お ける PR の 摂取 量 は 明らか に IER LE OATH IO, そ 
の 増加 率 は 25 乃至 225% を 示し て いる 
II 子宮 始 の 診断 成績 : 使用 し た GM 管 は 神戸 工業 製 G-M 793 瑠 で これ に 附属 の 増幅 
第 1 表 FL # © 6。 Ps Mm. MM 


38 Bh 3057 6% fe 1 時 間 Fr & 時 間 6 時 間 8 Bele] LQ Ri] 2 AS], 7215|; ij Fl 組 RK 


m3 8 rk” EEE & & 後 ER 。 定 | 診断 
1 42 8xc/kg 9035 120% 12026 170% 210% 230% 15022 180% — — + Arf FL 
2 47 8uc/kg 120% 140% 130% 909: 90% 8022 130% 110% 110% — + ZMICH 
3 50 8uc/kg 80% 110% 8025 809% 709% 90% 80% 9022 100% — + ZUAHE 
4 30 Suc/kg 50% 20% 30% 40% 3034 30% 40% 30% 20% 80% + GRIICHE 
5 31 4x/kg 076 076 09 O94 1091 09 09 07 08) — |- ee FURR 
6 51 4xc/kg 0% 0% 076 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%| — 対 fg 
7 | 43 Buc/kg 0% 096) 07 09 0% 09% 0% 06, 0% Ove|—|xt Mm 





10 % 以下 の 増加 nk ZNERFELMDIEHALH 
AL 直接 癌 部 の c.p.m. を 測定 し , ERHREEHNAHAN EL LK, Tori 
2 表 症 例 1, 2, 3, 4, の 如く 韻 性 変化 を 来 せ る 例 で は c.p.m. 増加 率 は 60 乃至 22022 を 示 
し , P® の 痛 組 織 内 集積 度 は 非 六 組 織 に 比 し 著 明 に し か も 持続 的 に 増加 し て いる 。 し か る に 党 
EEE 24 時 間 に 3522 の 増加 を 示し て いる が , その 時 間 的 経過 は 持続 的 な c.p.m. 
増加 を 示し て いな い 。 従っ て 本 診断 法 に つい て も PR の 摂取 量 は 瘍 部 に お いて 著 明 で ある と 
253. し か し 本 G-M 管 は 長 時 間 の 使用 に より , ある い は これ が 保持 の 際 わ ず か な 振動 に よ 
っ て も Cc.p.m. が 不安 定 と な る の で , その 使用 中 特に 細心 の 注意 を 要する は 本 G-M 管 の 改 
良 を 待つ と と も に 本 法 の いさ さか 欠点 と する と ころ で ある 。 な お 乳癌 , 子宮 炉 と も その 診断 に 


第 2 表 子宮 KH 部 の C.P. M. 増加 率 


Ey, | EO | sR F ak 1 時 間 後 4 時 間 後 2 時 間 後 24 時 間 後 48 時 間 備 Ale | 租税 診 Mm 
1 | 47 | geekg | 1609 | 150%| 160% 208 | 120 を | + m 部 = 
2 | 43 | 4ye/kg | 10% | 10% | 150% 10% 一 一 | + RR 部 & 
3 51 | 4uc/kg | 806) 60%| 60% 60%! — | + | m 部 & 
4 51 | 8zc/kg | 80% | 120% | 50% 140% 120% | - RE 
5 38 | 8zc/kg | 10% | 0%| 10% 30% | 一 一 + EB 


E:10% N FoRHMFEANERHELHPUREALK 
は 病理 組織 学 的 検索 を な し , 本 診断 法 の 裏 付 を 行っ た 。 
III 馬 出 標本 に よる 実験 : さら に われ われ は 列 出 標本 の ぅ OF ABB, A. TEASER, 
宮 溜 騰 種 に つい て 標本 より 0.5cm に お ける c.p.m. を 測定 し た が , 病 部 に お いて は 明らか 
に その 増加 を 認め , 筋腫 お よび 結核 性 子宮 内 膜 で は 増加 を 認め ず 。 筋腫 に お いて は むし ろ 低 下 
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が 紛れ た 。 ま た 円 形 細胞 肉腫 の 一 例 で は 乳 冶 の 診断 法 と 同様 に し て Tumor の 位置 判定 , 転 
移 の 程度 を も 追求 で きる こと を 確 め た 。 こ れ ら の 実験 成績 は 多 出 標本 の 各部 分 に お ける 組織 の 
性 灰 化 法 に よる c.p.m. の 成績 と ほぼ 一 致し て いた 。 ま た 以上 の 列 出 標本 から の ラヂオ オー 


形 細 胞 肉腫 で は 著 明 な 黒 化 を 認め , WMO bE TR. 筋肉 


FI FTIR TI, 円 形 細胞 | 


ちる い は 転移 の な い 光 世 腺 で は 黒 化 は 充分 で な い 。 ラ ヂ オ オー トグラフ に つい て は 現在 行っ て 


Dy MIN REDS 
V Ams RE CLICMMUTBBICHBAZCLICAS 
Of HO Diric P を 応用 し , BIMBADDLTS P* 


I EDS DNDN LO DT YC. 
OBB SRREOSMR CLR ED, 全 例 に お いて 副作用 も な い の で , 本 診断 法 は 臨床 
ト 実 用 に 供し 得る 診断 法 と 考え ここ に 報 各 し た 。 し か し われ われ の 検索 上 に お いて 病 の 時 期 的 
分 類 よ りす れ ば いわ ゆる 可視 閣 乃至 は 傍 可 視 韻 の 状態 に お いて は 臨床 的 な 価値 が ある よ 5 に 思 
と る が , 早期 癌 の 診断 に つい て は な お 今後 の 研究 を 要する と 考え る 


IV. 7 Immunity 


32. PIS UIT Ae ORTE [c OT 
武田 勝男 , SEA, 橋本 利 弘 坂田 義明 , 小林 博 , 林 下 忠雄 , 小笠 原 清 行 


Studies on the Stabilization of the Specific Antigenicity of Rat 
Ascites Tumors by Trichloroacetic Acid Treatment. 


KATSUO TAKEDA, HISASHI YOSHIO, TOSHIHIRO HASHIMOTO, 
YOSHIHARU SAKATA, HIROSHI KOBAYASHI, 
TADAO HAYASHISHITA, KIYOYUKI OGASAWARA, 


(Pathological Department, Hokkaido University School 


of Medicine, Sapporo, Japan.) 


As described in former reports, mice, cured from rat ascites tumor, demon- 


strate the resistance against the takes of tumors. This resistance consists of 


two kinds of antigenicity. One is species specific, common to all kinds of rat 
tumor and normal tissues of susceptible rat, showing resistance during a short 
time, and the other resistance acts specifically on the same type of tumor, used 
for more than 200 days after natural healing. Moreover, 


for prior treatment, 
inhibited only the takes of the 


mice, immunized with formoled tumor cells, 
same type of ascites tumors from 5th to 20th day after immunization. However,. 
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cross-transplanting different types of tumors from the one used for prior treat- 
ment, resistance was not seen. The species specific antigenicity disappeared by 
this treatment. Weare now carrying on the studies for the purpose of analysis 
of tumor type specific antigenicity and species specific antigenicity contained 
in these tumor cells. Tumors were treated with alcohol, carbolic acid, sodium 
nitrite and trichloroacetic acid, and then the mice were immunized with these 
materials and were examined by re- or cross-transplantation of tumor cells. 

In this paper, the details about the trichloroacetic acid treatment is reported. 
Centrifuged tumor cells were mixed with 5% trichloroacetic acid solution in 
saline at the ratio of 1 to 10, stored under 5°C temperature, shaking sometimes, 
for 3-7 days. This mixture was centrifuged to separate supernatant and pre- 
cipitate. Trichloroacetic acid was removed from precipitate as follows: 1) 
Washing method: Tumor cells were washed 5 times with saline to a pH 
6.6-7.0 using centrifugation. 2) Neutralizing method: Precipitate was neu- 
tralized with 122 NaOH added dropwise. 3) Dialysing method: Precipitate 
was dialysed through cellophane under 5°C temperature. 

Mice were immunized subcutaneously every third day with materials from 
washing method and neutralizing method (0.2 gr.X5 as precipitate). As for the 
materials from dialysis method, immunizing was done at one time, mixing with 
almina cream at the ratio 3 to 2 in dose of 1.0cc (as tumor 0.6 cc). 

Ascites tumors were re- and cross-implanted into the abdominal cavity of 
the mice, immunized with Yoshida sarcoma treated with 5% trichloroacetic acid 
by washing method at a definite time after immunizing. In the case of retrans- 
plantation of Yoshida sarcoma, tumor cells were not seen on next day from 
10th till 25th day after immunization without any exception. On the contrayg, 
cross-transplanted hepatoma (D. A.B. 7974 strain) was not inhibited, showing 
good proliferation just as in non-immune mice. On the other hand, mice, im- 
munized with D. A.B. 7974 strain, treated in the same way, inhibited completely 
not only the take of the same strain hepatoma from 11th to over 35th day 
without any exception but also the take of A.A. T. 60-I strain hepatoma over 
25th day. On the contrary, cross-implanted Yoshida sarcoma proliferated in 
normal course as in untreated mice. From the above mentioned results, it can 
be considered that the mice, immunized with antigen treated with trichloroacetic 
acid, inhibit the takes of tumor specifically used for immunization and the 
tumor of the same type and antigenicity was more effective than the ones with 
formol treatment. 

In the case of immunization with Yoshida sarcoma precipitale prepared by the 


neutralizing method, both retransplanted Yoshida sarcoma and cross-transplanted 
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hepatoma (D. A. B. 7974 strain) proliferated nearly in normal course as in non- 
immune mice. Namely, both snecies specific antigenicity and tumor type specific 
antigenicity were here not recognized. This experiment suggests that both 
antigenicities were destroyed by employing neutralizing method. In the case 
immunized with dialyzed cells, re- or cross-implanted tumors proliferated as 
well as in non-immune mice, except some negative takes in the later stage 
after immunizing. 

From the above mentioned results, it is concluded that tumor type specific 
antigenicity was distinguished immunopathologically from species specific anti- 
genicity, using washed antigen treated with trichloroacetic acid, as well as 
with formoled one. Moreover, by this treatment tumor type specific antigenicity 
was more surely preserved than by formol treatment. On the other hand 
species specific antigenicity disappeared more completely by this treatment. 
Further it was demonstrated that in the case of neutralizing method and dialys- 
ing method the antigenicity of tumor cell might be destroyed in process of 
treatment. Above mentioned facts show that tumor cell has two kinds of 
antigenicity; one is species specific antigenicity common to the normal and 
pathological tissues of rat and the other is tumor type specific antigenicity in 
each tumor type, and the latter is stable to treatment with formol and trichlo- 


roacetic acid. (CRAFT AK) 
mM aR 

後藤 寿 作 : 自然 治療 は 種 属 差 に よっ て 生ずる ゆえ ぇ 6 — うぅ は 妥当 で な い 

武田 勝男 : 何故 に 種 属 差 に よっ て 自然 治癒 が 起 る か と いう に その 系 統 和 的 ずれ に 対し て 免疫 が 発生 する た め 

で ある 

後藤 寿 作 : われ われ は 昭和 4 年 以来 約 pon わた っ て マウ ス 腫 揚 の 移植 上 の 諸 問題 を 追 宛 し し ば し ば 

本 学会 に 発表 し て きま し た 。 その 内 容 を ここ に 共 し く 申 上 げ る 暇 は あり ませ ん が ある 腫 掲 に 感受 性 の 純系 


動物 は 常に 100 2 の 腫 揚 死 を きた し 不感 受任 TE 0 で あり ます . また この 純系 感受 性 動物 を 使っ 
て の 諸々 の 免疫 実験 は 毎回 陰性 に 終り まし た 。 と ころ が 最近 この 種 の 免疫 実験 で し ば LEERE IR 
告 さ きれ て お り ま す 。 一 方 Aa し て も 本 才 験 で も る に も か か わら ず 験 者 に ょ り 成 績 が 全く 《 相反 
し て いる の が し ば し ば あり ます 。 この 点 昔 も 今 も 同様 で し か も その よっ て くる と ころ は 明らか で あり ませ 
そこ で 私 は この 点 に つい て 著 王 の 見 解 を 述べ て 見 た いと 思い ます 。 第 1 に 腫瘍 免 商 の 基礎 を な し て いる 
え られ る 一 つ に 自然 治療 が あり ます 。 この 現象 は テー ルリ ッ ヒ の 特種 栄養 素 欠 乏 説 以 来 久 し い の で あ 
ます が その 本 区 に 関し て は 未だ 究明 され た と は いえ ませ ん 。 私 共 は 最初 この 現象 を 見 て 腫 間 免 疫 可能 と 
ば か り 鬼 の 首 で も と っ た よう に 喜ん だ も の で す one RE a 追究 し 純系 マウ ス を 分 離し bed 
きま す と 自然 治療 動物 は 感受 性 純系 動物 で な ne: で ある こと が 解り まし た 。 KE-TMERH 


能 的 に 同種 と 見 える も の - Cb OSI : 見 父 き な けれ ば な り ま せん 。 さら に 極端 に いえ ば マッ ウス, 
2 RER FR れる 自然 治療 と 同一 視 し て 差 仁 を な いと 思い ます 。 +% わ ち 自然 治癒 は 先天 的 個 
体 素 質 に よる も の で これ を 免疫 現象 と 見 人 す は 不当 で す 同時 に これ を 基礎 と し た 免疫 実 験 が 成立 し な い の 
が 当然 だ ょ 思い ます 。 次 に 私 共 は 予 て 「 腫 痢 の 免疫 な た いし 治療 実験 は 使用 腫 放 に 対し 感受 性 の 純系 動物 を 
使用 し な けれ ば な ら な い 」 こと を 強調 し て きま し た が 現在 各 研 究 機関 で の 使用 動物 は 一 応 型 を わけ て あり 


- が 純系 動物 と は いい ぃ 得 な い の で あり ます 。 言 す れ ば 不感 受 性 動物 も 混在 し て お りり ます の で 折角 陽性 
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績 を 得 ま し て も 実験 効果 に よる も の か 動物 本 来 の 自然 治癒 に よる も の か の 決定 が つき か ね る の で あり ま 


に や も 


+. し いて て 極 言 す れ ば 免疫 陽 手 の 時 は 不感 受 仁 動物 群 を , 陰 仁 の 時 は 感受 任 動物 群 を 使っ た と 申 上 げた い ぃ 


の で あり ます 逢っ て これ EERTR た め に は まず 純系 動物 を 作る こと が 先決 問題 で も おり ます 。 この こと 
は 単に 免疫 問題 の み で な く 最近 盛ん に 行わ れ て いる 答 種 茜 ? 12 6 CMTS 治療 試験 に も 通ずる ゎ る と 思 
wit. BB it re な い 人 免疫 な いし : — た 験 は 試験 成績 が いか に 優秀 で も 信ずる に 走り 
な いと さえ 考え て お り ま す el し た いこ と は る 5 腫 場 移 西成 績 判定 に 際 ! 腫瘍 その も の に 

さき 過ぎ た 嫌い が あり ます 。 例え ば 移植 率 の 2 en SE DEBAZAB CHA 4 Sn dot 
質 の 如く 思わ れ 勝 で す が 私 OR di NUR CRBEENMOoRHI AH An SS LIB bd 





り ま せん -。 同様 に 免疫 問題 に きま し て も 主観 を 変え て 考え ます と また 新 ら し ぃ 解釈 が 生れ る み も 知れ ま 


33. 肝 冶 細胞 と 肝 細 胞 相 妃 問 の 発 疲 病理 学 的 研究 
見 た 肝 冶 型 特異 性 に つい て 
SOK, MRAM. 直江 和雄 , 新井 孝義 , 松本 勝男 , 江口 十 生 男 


On the Hepatoma Type Specificity from the Viewpoint of the 
Immunopathological Correlation between 
Hepatoma Cell and Liver Cell 


TETUO KAJI, MOTOMITI KATO, KAZUO NAOE, TAKAYOSI ARAI, 
KATUO MATUMOTO, TOBUO EGUTI 


(Pathological Department, Hokkaido University School of Medicine, Sapporo) 


As previously reported, ascites tumors of rat could be classified into three 
types from the viewpoint of the community of tumor type antigenicity as 
follows ; Yoshida sarcoma type, Takeda sarcoma type and hepatoma type. The 
tumors in the same type show almost common characteristics in their morphology 
and function. In this paper is reported the investigation as to whether or not 
the origin of tumor type specific antigenicity is based on the organ-specific 
factor of the liver cell from which hapatoma is derived. 

l) Immunopathological correlation among ascites hepatomata. Four strains 
of ascites hepatoma (60-I, 60-2, 7974 and 130 strains), kindly given from Sasaki 
Institute were used for this experiment. Hybrid mice were immunized (0.2x5) 
with those formoled (5% formol) hepatoma. Afterwards, the ascites tumors in 
usual dosage (0.1 cc) were re- or cross-transplanted into abdominal cavity of 
mice. 

The mice, even when they were immunized with any strain of hepatomata, 
inhibited the take not only of the same hepatoma strain but also the cross- 
transplantation of different strain of hepatoma during 5-20 days after im- 
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munization. On the contrary, takes of Yoshida and Takeda sarcoma were not 
suppressed in mice, immunized with hepatomata, and tumors showed normal 
proliferation as in untreated mice. Namely, it can be considered that hepatoma 
has hepatoma type specificity common to all hepatomata and is independent 
from Yoshida and Takeda sarcoma. 

2) Antitransplantability in mice, immunized with native organs of susceptible 
rat. Mice were immunized with liver of susceptible rats. Implanting each 
ascites tumor intraabdominally to those mice, they showed antitransplantability 
commoniy to every tumor during 5 to 30 days. By the immunization with 
kidney or red blood cells, the take of tumors was inhibited commonly to the 
same extent asin the case of immunisation with liver. It could not be observed 
that the mice, immunized with liver of rats, inhibited more effectively the take 
of hepatoma than that of Yoshida and Takeda sarcoma. 

3) Antitransplantability in mice, immunized with formoled organ of susceptible 
rats. As described in former report, species specific antitransplantability, com- 
mon to all tumors, was lost on the whole in mice, immunized with normal 
rat liver treated with 5% formol solution. But as there were still some excep- 
tions with negative takes, we could not arrive at the final conclusion. To know 
the factors of formalin treatment, formalin concentration for treatment was 
changed variously like 5%, 10, 50%, but the results obtained were the same 
as before. But by prolonging the period of treatment with formalin to 10-30 
days, snecies specific antitransplantability vanished almost perfectly. Considering 
these facts, it can be assumed that development of species specific antitrans- 
plantability against tumor is caused by insufficient treatment with formalin of 
rat liver. 

4) Neutralizing test against hepatoma by using various antisera. After 
ascites tumor cells were mixed with antisera in vitro in a certiain dose during 
5 minutes, they were implanted to mice intraabdominally. 

And the neutralizing activity of each serum was examined by testing whether 
the takes succeeded or not. Hepatomata and Yoshida sarcoma were neutralized 
by native anti-liver sera. But the anti-liver sera absorbed with susceptible rat 
organ lost the neutralizing activity against these tumors. On the contrary 
native antihepatoma sera neutralized both hepatoma and Yoshida sarcoma. 

However, these antisera absorbed with rat organ did not inhibit the prolifera- 
tion of Yoshida sarcoma but specifically neutralized hepatoma. From the above 
mentioned facts, it can be assumed that acting factor against hepatoma of 
anti-liver sera is not based on the organ specific antigenicity as a liver, but on 


the species specific antigenicity as a strain of rat. This indicates that there 
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might be contained in anti-hepatoma sera both species specific antibody, which 
injures also Yoshida sarcoma, and tumor type specific antibody which acts 
selectively on hepatoma. 

5) Antitransplantability in mice, immunized with liver treated with trichloro- 
acetic acid. As reported in other papers, it was found that tumor type specific 
antigenicity could be kept and species specific antigenicity lost perfectly by 
treating tumors with trichloroacetic acid. Accordingly liver of susceptible rat 
was finely ground and treated with 5% trichloroacetic acid for 3 to 5 days. 
This material was neutralized by means of dialysis or washing with saline. 
Mice were immunized with thus treated liver cell emulsion. And various ascites 
tumors were implanted intraperitoneally to the mice. In these cases there 
could be found no antitransplantability against tumors, even against hepatoma. 
Therefore, it can be considered that species specific antigenicity, common to rat 
tissues, was lost by treating with trichloroacetic acid just as by formalin 
treatment. From the abvoe described facts, it may be true that ascites hepatoma 
cells contain immunologically the species specific antigen, common to rat from 
which hepatma is derived, and the hepatoma type specific antigen common 
only to all hepatomata of rat. However there could not be demonstrated common 
organ specific antigenicity between hepatoma and normal liver cells. 


7 ove I»r. mL TIL.» E 
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34. FT SEIS EEE FREIE O ESCHER ANNETTE 
ARE, WEB, MUTE, 入江 満 , Wäre 


Electrophoretic Studies on Sera in Animals Immunized with 
Ascites Tumors of Albino Rat. (2nd Report) 
MIKI AIZAWA, FUMIO NAYA, TAKEO, SUYAMA, 
MITSURU IRIE, SEIZO KAJI. 


(Department of Pathology, Hokkaido University School of Medicine, Sapporo) 


In previous papers, immunologic characteristics of sera in animals, such as 
susceptible albino rat, insusceptible albino rat (Wistar-Takeda strain), mice, rabbit 
and goat, immunized with ascites tumors of albino rats (Yoshida sarcoma, 
Takeda sarcoma, etc.) were presented. It was investigated that these immune 
sera contain agglutinin to the tumor cells and erythrocytes of rat, complement 
fixing antibody and cytotoxic antibody (cytotoxin), meaning a complex of species 
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(strain) specific, organ specific and tumor type specific factors in their essential 
quality. Nevertheless, these immune sera varied in quantitative or qualitative 
balance of the above mentioned factors according to the degree of heterogenicity 
between tumor and immunized animal. The fact was clarified that antibody, 
demonstrated in immune reaction as agglutination test, is a species (strain) 
specific factor, and tumor type specific factor can not be demonstrated in serum 
reaction. 

An electrophoretic study on sera in immune animals was carried out. As 
described in other papers, the increase of total protein and globulin, above all 
that of 7-globujin fraction, was confirmed in the sera of the susceptible rat, 
immunized with Yoshida- or Takeda-sarcoma by the repeated subcutaneous 
transplantations and excisions of these tumors. 

In this report, the results gained from the tracing investigation in same rat, 
which was immunized with Yoshida-, Takeda-sarcoma or aScites hepatoma and 
then was absorbed with tumor in vivo, shall be demonstrated. 

1) Condition of phoresis and calculation of protein: Sera were diluted to 
1 : 2 with a phosphate buffer solution of pH 8.0 and, after dialysis overnight in 
the diluted phosphate buffer solution, they were subjected to electrophoresis 
for 45-60 minutes by means of the Hitachi Tiselius apparatus (HTB-type) under 
the condition of 100 V. voltage and 10 mA. strength. Total protein was measured 
by the hand refractometer (Hitachi). The percentile concentration of each pro- 
tein fraction was calculated from the ratio of each area measured by planimetry 
of the enlarged ascending pattern. Its absolute concentration was calculated 
by applying the percentages obtained to the total protein concentration. 

2) Serum protein fraction in control albino rat. Protein fractions in sera of 
control albino rats, before the immunization, differed slightly according to the 
strain of rats and individual. The average absolute concentration of each pro- 
tein fraction by strains is shown in Table 1. 


Table 1. Serum Protein Fractions in Control Albino Rats According to Strain. 
ae Total Al. a-gl. | な gl. 7-gl. PER 
ae Protein (g/dl) | 2s (g dl) (gl) | (gdl. | %(gdl) "el 

Gifu hybrid (6.9) 60.0 (4.14) 7.3 (0.51) 17.8 (1. 24) 14.9 (1.05) 1.51 

Saitama hybrid (7.0) 59.9 (4.18) 7.6 (0.53)15.9 (1. 11)16.6 (1. 23) 1.50 

Wistar-Takeda (7.5) 53.6 (4.00) 7.9 (0.59)]21.5 (1.63) 17.0 (1.29) 1.16 


3) Serum protein fraction of rats immunized with ascites tumors. In sera 
of susceptible rats, treated beforehand with repeated subcutaneous implantation 
and extirpation, increase of total protein, especially #-globulin and 7-globulin, 
was remarkable. And the increase of 7-globulin was constantly higher than 
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that of #-globulin. Table 2 indicates the mean value Of increase rate, arranging 

rats according to every tumor inoculated. Serum in rats of Wistar-Takeda 

strain, cured spontaneously from Takeda sarcoma, also showed the same results.. 
Table 2. Removed Percent of Serum Protein Fractions in Susceptible 


and Wistar-Takeda Rats Following Immunisation with Yoshida 
sarcoma, Takeda Sarcoma and Ascites Hepatoma. 


Immunized Total Al 


Strains with Protein a a-gl. p-gl. y-gl. 
Susceptible Str. Yoshida sarc. + 5 — 3 —32 +19 +38 
Susceptible Str. Takeda sarc. +15 +7 +°8 +26 +37 
Susceptible Str. Ascites Hepatoma. +12 + 1 ー 5 +55 +61 

8 + 2 +4 +21 +30 


Wistar-Takeda Str. Takeda sarc. 


4) On the quantitative change of serum protein fraction following absorption 
in vivo with native tumor (desensibilization). Sera were obtained 20 hours 
later, after ascites tumor of immunogen were injected in 1.0-2.0cc into the 
abdominal cavity of the above mentioned rat, immunized with tumor. As 
Table 3 shows, in serum of desensitized susceptible rat, the decreases of total 
protein were noticed, especially of 7-globulin fraction. Decrease rate (22) is 
shown in the table according to the serum components, measured after desen- 
sitization with those before desensitization. Moreover, as for the serum of 
desensitized Wistar-Takeda rat, cured spontaneously from Takeda sarcoma, 
decrease of total protein, above all that of 7-globulin, was remarkable. Chal- 
lenging with absorption in vivo using liver emulsion of susceptible rat to those 
Wistar-Takeda rat, the decrease of 7-globulin was recognized, besides the 
slight decrease of #-globulin. 


Table 3. Removed Percent of Serum Protein Fractions Following Absorption 
in vivo in Rats Previously Immunized with Tumors. 


RE Immunized Absorbed Total j “er ae pd 
strains with with Protein Al. a-gl. /7 gl. r-gl. 
Suscept. Yoshida Yoshida : の er 
Str. sar. sar. u ze = -1 し 
に Takeda Takeda _10 8 En +8 _15 
sar. sar. 
> | Ascites Ascites お fh ; vo 90. 
x hepatoma hepatoma 4 4 21 - 
Wistar-Ta- Takeda Takeda _9 aS an ie oO _97 
keda Str. sar. | Sar. ” 
し Takeda Liver emul- 
sar. sion of — 7 —12 +29 —10 —15 


Suscept. rat 
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Comment: Sera in susceptible albino rats and in rats of Wistar-Takeda strain, 
immunized with Yoshida sarcoma, Takeda sarcoma or ascites hepatoma, were 
investigated by means of electrophoresis. The increases of total protein, #- 
globulin and 7-globulin were proved, and differed in quantity but not in quality 
according to the strains of rat and tumor used at immunization. Moreover, 
the specific absorption of 7-globulin was confirmed by means of in vivo absorp- 
tion, but 7-globulin fraction in the rats of immune insusceptible Wistar-Takeda 
strain was absorbed slightly with the liver emulsion of ee rat. 

交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


35. 鹿 性 風 瘍 の 血清 学 的 研究 (予報 家 更 血球 凝集 
お よび 溶血 反応 に つい て 
ARABS, 佐藤 義雄 (東大 分 院内 科 ) 
Serological Studies on Malignant Tumors (Preliminary Report) 


Rabbit Cell Hemagglutination and Hemolysis Reactions. 
NAOHIDE KUMAGAI, YOSHIO SATO 


ZEIT US EEO LG FOIL LIX, 今日 まで 主として 二 つ の 系 統 が ある 。 そ の 
: つ は , Lehmann-Facius 等 に 初 ま る 腫瘍 組織 の 抽出 物 を 拓 原 と Liat OFFIC Abn 
5 特異 的 な 血清 学 的 反応 を 求め , 診断 に 応用 せん と する 企 て で あり , いわ ゆる Lehmann- 
Facius 反応 , 中 川 氏 反 応 等 枚挙 に いと ま が か が なく, 最近 の 松原 反応 , 松原 - 村 田 の 感 作 血 球 凝 集 
反応 等 も これ に 属す る 。 他 の -- つ は , Davidsohn (1949) 等 が 悪性 腫瘍 組織 に 或 る 種 の 異 好 性 
seht (Eisler 加賀 谷 , Forssmann の 抗原 等 ) が 含ま れ て いる と 報知 し た の に 初 ま る も の で , 
性 腫 場 と 異 好 性 拓 原 抗体 と の 関係 を 追 宛 せ ん と する も の で ある 。 後者 二 つ の 研究 は 最近 初 ま 
> た も の で 外国 に お いて も 未だ 多く の 報告 が な い 。 わ れ わ れ も この 二 つ の 方 面 か ら 研 究 を 行 
い , 若干 の 新知 見 を 得 た の で ここ に 報告 する 
天 験 方 法 は 次 の 如く で ある 。 1. 異 好 性 拓 価 反応: MIR IO RRM BOW < HEV, 
0.5 % MER % > TÜRE CS REIHE IL AR TER IRIS RE LED EEE > 
KRONE AED. ACF MLER FL AS TERN EHE ko ft DIS Mg 加 食 塩水 を 用 い 補 
休 は 健康 モル モッ ト よ り 採 箇 し 使用 家 束 血球 で 寒冷 飽和 し 0.25 0 MER FR bo CHT > R 
| 分 寒冷 飽和 し た モル モッ ト 血 清 は 溶血 反応 実施 前 20 倍 に 稀 和 使用 し た 。 判 定 は 37°C hl 
中 に 30 分 保存 , 完全 次 血 を 示し た 最終 稀釈 倍数 を も っ て 溶血 価 と し た 。TII. BERRY vet 
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集 反応 : FURY ART FORMS HR A ERR EO, いわ ゆる Lehmann-Facius %ä 
反応 の Phosphatid 抽出 法 に 準じ て 実施 し た 。 すなわち アル ュー ル 抽 出 。 ア セト ン 浸 出 。 ベ 
ン ゾ ー ル 抽出 。 石油 ニー テル 抽出 を 経て , この 残 湾 を 高 濃 度 の エー テル に 溶解 冷暗所 に 保存 す 
る . 感 作 カオ リン 息子 浮 洗 座 の 作り 方 , 感 作 カオ リン 凝集 反応 の 術 式 は 概 毒 血清 反応 緒方 法 の 
定量 法 に 準拠 し 血清 稀 委 1 : 4 以上 を 陽性 と 判定 する 。 
に 実験 成績 を 示し ここ に つい て 若干 の 考察 を 試み る 
I. 異 好 性 拓 体 反応 : 1) 健康 者 , 妊娠 お よび 各種 疾患 (悪性 腫瘍 を 除く ) 200 BR 
球 凝 集 お よび 溶血 反応 を 試み た 結果 , KER MIL 112-224 倍 が 最も 多く 73.5 22, 浴 血 価 は 480 
倍 に 最 頻度 を 示し 33% で ある 。 同じ く 刻 集 価 と 浴 血 価 の 相関 は 必ず し ゃ 平行 し て いな い 。 2) 
健康 者 , 妊娠 お よび 各種 疾患 (悪性 腫瘍 を 除く ) 50 例 の 痕 羊 お よび 家 兎 血球 の 凝集 価 は それ ぞ 
し 28-5644 112-224 倍 に 集中 分 布 し て いる 。 3) 次 に 東大 分 院 入院 お よび 外来 悪性 風 瘍 患者 
29 Hic BI SRA RAR, 健康 者 お よび 妊娠 各種 疾患 の 対照 群 に 比 し 抗体 
が 明らか に 低下 する 症例 は 17 例 す な わ ち 2/3 を 占め る 。 肝癌 他 二 , ZONE Cit 
体 価 が 上 昇 し て いる 。 4) 動物 実験 MH 80-1308 の ダイ ュ ク ネズ ミ 38 例 の 異 拓 性 抗体 
Hx, 10 例 中 2 Pic 2-4 倍 の 細 羊 血球 凝集 価 を 有する の み で , 家 更 血 球 に 対す る 凝集 価 は 
由 清 稀釈 で 8 一 16 倍 の 凝集 か 822 に 見 られ た 。 吉田 肉腫 移植 後 4ー10 日 目 に 採血 検査 せる 
BERNER HD 1 一 2 倍 低下 し 4 倍 を 示す も の か 大 部 分 で ある 
I. 感 作 カオ リン 族 集 反応 : 東大 分 院 入院 悪性 腫瘍 患者 14 Bl, 対照 各種 疾患 , 健康 者 
妊娠 14 例 に 本 感 作 カオ リン 凝集 反応 を 実施 し た 結果 , 悪性 腫瘍 8 例 に , 対照 群 に 1 例 喝 性 で 
あっ た 
BE: 細 羊 お よび 家 束 血球 を な か だ ちと し て 悪性 腫瘍 と RPE RS + OBE 
究 し た が , その 結果 は 悪性 腫瘍 患者 で は 異 好 性 拓 体 価 が 約 2 3 に お いて 低下 し て いる こと を 認 
め た 。 こ の 要因 と し て 三 つ の 条件 が 考え られ る 。 す な わ ち 第 一 悪 液 質 の た め に 拓 体 産生 機能 が 
席 得 され 挑 体 価 が 低下 する と 考え る こと と , 第 二 患 者 血清 中 に 異 好 性 抗体 反応 抑制 物質 が 増加 
* る と 考え る こと , 第 三 に 異 原 性 拓 原 を 有する 悪性 腫瘍 組織 に 異 好 性 拓 体 が 吸収 され る 可 
能 性 か ある と いう こと と で ある 。 次 に 感 作 カオ リン 凝集 反応 で ある が これ は 結核 , EL 
て カオ リン 粒子 に 抗原 性 物質 を 吸着 せしめ 愚者 血 済 と の 間 に 極 め て 特異 性 の 高い 反応 を 観察 
し 得 た 事 突 に 基 い て この 方 法 を Lehmann-Facius 閣 反 応 リ ボイド 抗原 を 用 いて 悪性 癌 瘍 に 
応用 せん と し た も の で ある 。 黒沢 は 人 胎盤 ラッ テ 冶 を Lehmann-Facius 反応 の 抗原 抽出 に 利 
用 で きる と いい , AR, 星合 は 生 心 テキ ス を も っ て し て も ゃ 近似 の 成績 を 得る と 発表 し た 。 ま た 
同氏 ら は 訪 反 応 は 交 類 脂 体 決定 群 と 千 心 類 脂 体 決定 群 と が 共通 で は な いか と 暗示 し , Str 
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反応 と 同時 に 血清 邊 白 騰 質 状態 の 変化 が 加 っ て いる 反応 で あろ うぅ と 述べ て いる 。 さ ら に Leh- 
mann-FaciuS 反応 お よび 今回 の 感 舎 カオ リン 簿 子 北 集 反応 が 不安 定 な の は リボ ポイ ド 撤 原 抽 出 
の 困難 性 , 抗原 濃度 の 定量 化 が 不可 能 な こと に も ある と 思わ れる 。 最近 Pangbourn HN% 
カカ に より リボ イド 化学 が 進歩 し , 特に Phosphatid 分 割 の 精製 分 見 が 行わ れん て いる 。 これ ら 


の 方 法 を 用 い . ワッ セル マン 反応 拓 原 Phosphatid と 一 連 の 関係 の ある と 思わ れる 煽 リボ ポイ 
ド 撤 原 の 精製 を 行 々 を ば この 反応 の 特異 性 は さら に 増加 する も の と 考え られ る 


36. Ehrlich 閣 腫 細胞 に お ょ ほぼ す 各 動 物 正常 血清 の 効果 お よび 
Willia anomala 加熱 死 二 体 併用 に よる 移植 実験 
谷野 文男 , 岡本 伝 , 木村 温 孝 , EMM. 酒井 還 COMER AK REA) 
The Effect of Several Normal Animal Sera on the Ehrlich- 


Carcinoma Cells and the Transplantation Study by 
the Use of Dead Willia anomala. 


FUMIO TANINO, DEN OKAMOTO, ATUTAKA KIMURA, 
KAZUTOSI HANYU, SUSUMU SAKAI 


SHAS ML, AREPICKUT, 吉田 肉腫 細胞 を 破壊 する 能力 を 有 し , CORE ie 
の 殺 吉 田 肉 腫 細胞 効果 が , ARO ANAM RoHS Ka REEL TER AT 
な ら び に , 正常 血 済 の この 液 性 抵 撤 を 生体 内 に お いて 減弱 せしめ る 操作 は , 本 細胞 の 移植 に 
対す る 感受 性 を 基 進 せしめ る こと で あり , 教室 同 敬 の 実験 に よっ て すでに 報告 され た と ころ で 


me 


ba. SOMKMEETDIRENT LE ZEHN HZ, 他 種 腫瘍 細胞 の 移植 に 対し て も 適用 し うる 
PRP AMAT S iwdic, Ehrlich 冶 腫 細胞 を 用 いて 同様 な 実験 を 行っ た 。 実 験 は , Ehrlich 
欠 腫 細胞 に 対す る 各種 動物 血 消 の 試験 管内 に お ける 作用 に ょ よって, 破壊 され る や 合 や を 検討 す 
こと と , も し Ehrlich 冶 腫 細胞 が , 正常 血 済 に よっ て 破壊 され る と すれ ば , 生体 内 に お い 
て , 閣 腫 細胞 に 対す る 抵 撤 力 を 減弱 せしめ うる や 否や を , 動物 実験 に お いて 追求 する こと に あ 
or. 第 1 の 目的 に 対 し て は , ri, He, 兎 お よび 人 血清 は , AREPICHKN Tale 
胸 を 破壊 する 能力 を 有 し , 特に 蛇 血 済 は , 強力 で あっ た 。 徒 っ て , これ ら 血 清 処置 細胞 を も っ 
CT, 感染 せしめ られ た 動物 は , Ehrlich 煽 腹 細胞 に よっ て 感染 せしめ られ た ない この 血清 の 
牌 場 細胞 破壊 能 は , 血 済 を 加 才 する と 消失 し , この 能力 が 易 熱 性 成分 の 関 全 に よる こと を 推 潮 

せしめ る 。 NEED, 生体 の 抵 拓 力 減弱 化物 質 で ある Willia anomala jn fi 
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用 し て 閣 腫 細胞 を 移植 せしめ 。 TAHL DHL, 鉛 死 日 数 の 比較 を 行う と と も に , BERN 
つい て , 病理 組織 学 的 に 検討 し た 

実験 群 は , SECA RA EUS MRT SO CHSA, 組織 所 見 に お いて も , 実 験 群 に お いて は , 
対 脱 群 に は 未だ 顕著 な 所 見 の みとめ られ な い , 5 日 後に お いて すでに , 大 網膜 , 腸 間 膜 , 肝 騰 
PARTIC, MED AL D, 活 潜 な 細胞 今 像 の 像 を みとめ る 。 従っ て , 抵抗 力 減弱 
(CPO FAN & BS REED DIEBE, 病理 組織 学 的 に も , 感染 像 の 早期 の 発現 で ちあ っ て , 
以上 の 成 精 に より 腫瘍 細胞 に よる 感染 こ に は , 血清 を 主体 と する 液 性 抵抗 の 関 但 が 。 か な り の 役 


HUCW AD EHER 


37. WEISS D ETE Ic IT BSE 
相沢 幹 , 方 波 見 康雄 , 高野 重夫 , Fas, 古賀 昭 


On the Condition of Immune Sera in the Immunological 
Therapy of Rat Ascites Tumor. 
MIKI AIZAWA, YASUO KATABAMI, SHIGEO TAKANO, 
YUTAKA NOGUTI, AKIRA KOGA 


(Pathological Department, Hokkaido University School of Medicine, Sapporo) 


As reported before, the antisera of insusceptible rats, rabbits and goats 
immunized with rat ascites tumors (Yoshida and Takeda sarcomas) contained 
both antirat cytotoxin and tumor type specific antibody in various proportions 
according to the extent of the genetic difference between these immunized 
animals. When these sera were injected to rat bearing ascites tumor, the tumor 
cell fell into degeneration and the rat came to death by cytotoxic action. 

However, when the antisera were absorbed with red blood cells or tissue 
protein of susceptible rat, cytotoxic action could be lowered, while the inhibitory 
effect upon tumor proliferation remained still in sera. 

As described in another report, by treating tumor cells with trichloroacetic 
acid, species specific antigenecity common to rat tissue was destroyed, and the 
tumor type specific antigenicity only could be preserved. Now it has been 
Studied whether or not the serum, obtained from thus immunized animals, acts 
specifically on tumor cell 7” vivo and in vitro. As for the trichloroacetic acid 
treatment, centrifuged tumor cells were added into 52; trichloroacetic acid 
solution in saline at the ratio of 1 to 10, stored under 5 C temperature for 
3-7 days. 
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Precipitate was washed further 5 times with saline to remove trichloacetic acid, 
using centrifugation. Immunized rabbits are divided into 2 groups as follows: 
A group, immunized frequently with small doses of raw tumor cells and B 
group, treated once with 5% trichloroacetic acid material using intramuscular, 
intravenous or intraperitoneal injection. 

l) Reverse Arthus’s reaction (intracutaneous reaction). Injecting antirat 
cytotoxic immune sera intracutaneously to susceptible rat, reddness, edema and 
bleeding based on reverse allergic reaction were observed (by Hosokawa). Anti- 
raw Yoshida sarcoma sera showed positive reaction up to 8-16 dilution, and 
reddness, bleeding and necrosis were induced by injection of undiluted sera. 
However, the serum absorbed with red blood cells of susceptible rats showed 
positive reaction up to 0-4 dilution. And the sera absorbed with liver showed 
scarcely reverse Arthus’s reaction. As for serum from trichloroacetic acid 
treated material, undiluted, it caused merely edema in trace, before as well 
as after absorption. 

Namely, it can be considered at least that cytotoxic action of antiserum from 
trichloroacetic acid treated tumor is apparently and intensively lowered. 

2) Agglutination test. Serum from immunization with raw tumor cells showed 
agglutination in extremely high titer 1024-2048x with the immunogen and red 
blood cells. However, serum which had been absorbed with red blood cells 
showed the same titer only with the immunogen, but showed no reaction with 
red blood cells. And serum absorbed with liver did not show any reaction to 
either. Serum of rabbits immunized at one time with a large dose of tumor 
treated with trichloroacetic acid showed the titer zero to immunogen and red 
blood cells, but serum from frequent immunization with small doses showed 
the titer 20x to red blood cells and to tumor cells. Accordingly, it may be 
true that antigenicity which causes cytotoxic action and agglutination is evidently 
lowered by trichloroacetic acid treatment. 

Immunotherapy: As for the treatment of rats bearing Yoshida sarcoma with 
absorbed anti-Yoshida sarcoma sera, injecting sera in amount of 2-3cc, within 
1-3 days after commencement of therapy showed various types of degeneration 
in the cell in higher degree such as vacuolar degenenration and cytolysis, and 
ascites tumors at last disappeared. Serum obtained by using trichloroacetic 
acid treated material showed the same features of degeneration of tumor cells 
but the effect on tumor cell was weaker than absorbed serum. As for sera of 
rabbits immunized with hepatoma treated with trichloroacetic acid, subcutaneo- 
us Or, intraperitoneal injection (4-8cc) to the susceptible rats bearing hepatoma, 
induced hepatoma islands to disappear within 2-3 days after injection. On this 
subject studies are now being continued. 


152 








From the above mentioned facts, it can be concluded that reverse Arthus's 
reaction and agglutinating reaction are weakened and cytotoxic action is lowered 
in antitumor sera, obtained from rabbits immunized with tumor treated with 
trichloroacetic acid and while they show the similar characteristics to the above 
mentioned absorbed sera, the titer is yet weaker than that of absorbed ones. 
Studies on strengthening of its effect are now being or on. 


38. FISK MBI OD Fe FE IC oF SALE EY OTE 
RABA, 加納 治男 , 三宮 裕 , 坂田 沢 司 , RENNER, 天野 原 夫 
(大 阪 大 学 医学 癌 第 - 病 理学 教室 ) 

Histochemical Studies on Cure Process of Ascitic Tumors of Rats 


TATSUO YASUDA, HARUO KANO, HIROSHI SANNOMIYA, 
SAWAJI SAKATA, YUKIO HASEGAWA, TOSHIO AMANO 


eS; 吉田 肉 種 お よび 腹水 時 妨 こ お いて , PRE FIORE UO tH eh FG ME 
得 せ し め た 自 届 の 腹腔 内 に , 各々 の 幅 瘍 腹水 を 注入 し て 人 後 , 経時 的 に その 腹水 を 採取 し , 腫 揚 


細胞 の 多糖 体 , 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ , 核酸 , リバ ー ゼ を 栓 し た 


1. 吉田 肉腫 の 場合 : 抗 腫瘍 性 白 選 に 腹腔 内 接種 し た 場合 の 組織 反応 な ら び に 腫瘍 細胞 の 形 
態 的 変化 は , 日 本 病理 学会 第 4 回 地方 会 に お いて 発表 し た が , Tr, 48-72 Ei) ci 
た すろ る 
A. PS 染色 : 細胞 質 内 に 上 粒 状 に 染色 され る が その 頸 粒 の 大 き さ に より , Hr 


IS, 中 等 大 の も の を IM, 微細 な も の を III 型 と きめ た 。 (第 1 図 ) 





nD Te TO 











移植 後 t 時 間 後 に お いて は 対照 群 と 同じ で ある が , 3-6 時 間 後 に お いて 1 型 が 多く な り 
対照 群 の 24 時 間 後 と 同じ ょ うな 割合 と な る 。48 時 半 後 に お いて は 』 


場 細胞 は 稀 に し か 見 られ 
ょ い が 。 Il 型 が ほとんど で あ る 。 (第 1 表 ) 
B. 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ : CHisnK//ME* OME UTHESHNSA, 吉田 肉腫 細胞 に 
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お いて は 大 体 3 型 に 分 け bh, I 型 は 細 は 全く 見 られ ず 核 に 現われ る も の , II 型 は 明 庭 


部 に 現われ る も の , IT 型 は 細胞 質 内 に 播種 状 に 撤 布 され る も の お よび 細胞 全 部 に 見 られ る も 
OD, ミド ー ゼ まだ 4 核 破壊 等 を 玉 た せる も の に 分 けた (6: qh 図 ) 














1 my IT II 3 


実験 群 に お いて は 最初 より III Bead, 型 は 少く 対照 群 の 移植 後 13 日 目 位 と 同様 の 


Be] 





12°’ < な り 。 72 時 間 後 で ! T. III AD ACL か MELA ど 稀 に ey か 見 られ な 
い 。 な お 1 例 は 4 日 目 に 急 に U 型 の 増加 が 兄 ら れ た が , 6 日 目 に は III 型 が 増加 し 9 日 目 に 


場 細胞 が 消失 し た COPS 染色 は 4 日 目 で は 陰性 例 が 多く 稀 に I 型 が 見 られ た (第 2 表 ) 


i] H H + + + tt 


II. Winnie: SLA Ent 日 目 ま で で 消失 し た が 。 1 POAT 日 





細 抱 質 内 に 大 小 種々 の 吾 粒 と し て 認め られ る 。 対照 群 は 48 時 間 後 まで は 割 


人 多く 認め られ る が 。72 時 | Hr re L, 7 


H 目 頃 よ り 増 加 し 始め る よう に 思わ れる 
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実験 群 は 対照 群 よ り 早 く 12 時 間 後 に お いて すでに 減少 し 始め , その 後 増 加 す る こと な く , 
わずか に 認め られ る まま 腫瘍 細胞 が 消失 する こと に 5 日 目 で は ほとん ど 染 色 さ れ な いよ ょ うぅ な 
感じ を 受け る も の が 多い 

B. 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ : 核 お よび 細胞 質 内 に 粗雑 な BRK EI EBEN ED ONS 
が , 対照 群 は ほとん ど 変 化 は な い 。 こ れ に 比 し 実験 群 は 少数 例 に お いて , 腫瘍 細胞 が 消失 する 
まで 秦 化 の な いも の も ある が 。 大 抵 は 消失 する 前 は 減少 する よう で ある . (PIR) 

な お , 核 酸 な た な ら びに リバ ポー ゼ お よび エー ルリ ッッ ヒ 腹 水 六 に つい て は 次 回 に 報告 し 合せ て 昧 


検討 し た い 


第 3 2 
i HE fe j ) 421.1 31] 61 12124 | 48) 72 05 7 9 ) (11) (13 
EER a 8 4 “et 
PM: FZ RAD RH 1 5 Mn 10 Sie 
rm 多 HE {} +i dt) + +| + + | 4) + | tt 
お いき Kr ae 7 Ton a tt + ++ ur 4 + 44h HL 1 IH + 


39. BEKAM O SUMS PE IC OPT (552 Hh) 


RARA, 長谷 川 悠紀 夫 , 天野 順 夫 , 加納 治男 , 坂田 沢 司 , 丸山 克巳, 田 間 和 生 
大 阪 大 学 医学 部 第 -- 病 理学 教室 


On Anti-tumor Factor in Ascitic Tumors (2nd Report) 
TATSUO YASUDA, YUKIO HASEGAWA, TOSHIO AMANO, HARUO 
KANO, SAWAJI SAKATA, KATSUMI MARUYAMA, KAZUO TAMA 


PNHNIZ & Ct AAMAS I OF BOK HAD AI SOIL IN TAO GHG OK CRE し 
READING BRS ES AIS Lo TERED Fic GE: MEPS LOGS CEH Le 
>, FI TH CHOATE AT SAO He ROH ( 軍 さ 0.1g まで の 
も の 2 個 ) を 正常 白 忌 の 腹腔 内 に 移植 し (大 綱 で 包む ), 8-30 日 後に それ ぞ れ の 腫瘍 腹水 を 
接種 し た 。 

成績 は 第 1 お よび 第 2 表 の 如く 両 腫瘍 と も 或 得 度 の 拓 腫 瘍 性 が 伸 られ た が , CLIC RL 
て 著 明 で ある 。 また それ ぞ れ の 腫瘍 腹水 0.5-1.0cc を 毎週 1 回 10 IRFELZFENM » 
肝 ・ 腎 の 小片 (HS 0.1g まで の も の 2 個 ) を 前 と 同様 に し て 腹腔 内 移植 を 行い 。 それ ぞ れ 


ーー 
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Y (2 ARTE (以下 同様 ) 
RAY RAM AROMAT RS eg (Y ) ‘7 FL BER BARR PR ER Ae (Y 
3 重 f Er MB oes j ‘ft } | > ち 
H 治 RR 数 に ee if: ” 治 Ri g (mi 
物 : RR 物 EM 
別 2 以 3 以 4 以 4 以 © = 別 2 以 3 以 4 以 4 以 合 | * 
U PS PS PS) at 死 率 AA APSE at 死 | 率 
ze 群 214!2|14|5 lern wem 3/1/15) 8 [17 5177.22 
Ri #19 a ıl2ja 1 i357 89 BF # 20! 2 2 | 2 | 6 | 12/8 166.026 
te BF 20/3 6 | 1 3 Bleu HEH R21 3 1 | 2 | 6 | 12 |9/57.196 
cs (MRE 20/11] | 2 | 4 1620.0% le ae 16 | 2 | 1 13 13118, 126 
air BE 18 1 | 1 2 1611.19 Mir 郡 15| 1 1) 1)2 12/20. 02, 
te IG BF 20 2 |1 1 4 1620.0% mW #16 | 1 | 2 13 1318.7% 
BEI 2 1 3 1318.79 m | 18 2 1 3 1516.62. 
Y 
| wy a“ 
APY Oy A& AF 2 
第 2 # 
H は 腹水 肝 痛 (以下 同様) 


TBE AO PT BE ER (H) 
ff ei 治 MR i Ke ia BE 
4 re , 3 
別 E 2 iid 3 週 4 iid 4 以 | u. 別 
数 以内 以内 以内 週 上 Ar 死 # 
m ae 25 | 16 | | 16 | 964.096! x ae 
Bi #21] 5 2 1 | 8 1338.1% 験 IF 
ze 群 23 | 6 1 | 7 1630.4%| 群 腎 
20 2) 4 3 1715.09) xt pH 
Fa Br 群 |19 a bie 2 1710.5%| Aa 肝 
ee ee #16) 1 1 2 125% 群 F 
wR 4601 1 45 2.1% 18 BE 
> EPS BEE L fo hk Cl sche EEE 表記 の 場合 


られ な \ ID» 


ATK 


Fy 236 SLANE HS Ha 2 BEL 


si 


Ric BA 


腹水 肝 RER HOE 胃 移 西 実 験 ( 


AR e PRA ri & [ARR ICE AS ALE Hee 


た 成績 か ら み る と 対 応 の 腫瘍 接種 の 場 と 


(H) 


動 」 治 。 ee - の 
4 4 
2 以 3 以 4 以 4 以 & x 
2 AS GPS id PY iE Ht ze * 
m 31 | 24 | 24 | 717.5% 
#195 1 6 1331.62 
Hl 16) 5 5 1131. 2%. 
| 
群 18| 3 3 1516.7% 
群 20 1 1 19 5.0% 
群 19 1 1 18| 5.3% 
43 | 1 42 2.4% 
WAT Hs 
Oran 
+ よ りや や 高 率 で ある が 著 し い 半 は 認め 
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ラッ テ の 大 網 に て 包 埋 し た も の を 対照 群 と し , 無 抽 置 の 普通 ラッ テ を 正常 群 と し , &* 14 日 


目 , 30 日 目 に 肝 閣 幅 水 0.2cc を 腹腔 内 に 注射 し た 。 ま た 体重 2500-280 瓦 の 家系 に 約 2 ヵ 


tc ok AP A OOS ie Se RR WS ok AP UX (RAR HR > BES fe KB 


Fi F ij ya Be Hohe Her ia I i BF 動 7a Brad i IE ia 
gr Sr ur Id: EL > 
物 ws 物 se x 
5 以 102. 151 J. 62. er 5 5 N». 10), 15 以 162. Tr 
ail | 別 数 日 内 | 1 内 | 日 上 ' 計 死 率 MM 数 日 内 日 内 日 内 日 上 | 計 死 


ol 


8 13 381.3% 
1 3.174 


ul 
w 
こら 
+ー 
+ー 


1 1 910.0% 30 
0 6 0 % 





He 実験 群 25 5 8 3 16 964.0% # : 
1 1 ] 3 1715.0% 
0 12 0%| #r 





RET REN 


KT RE EG 
TOR 1 09-H 


ti: WE kk FP ES RB HE Wook ATM RRR 8 OBB hee Se 
dif © se 腫 a 日 tH 5 に 6 ik 2 
ia BER EA i 治 AR Ko あす 3 


5101151160 合間 10.15.10 合 寺 末 
別 Ol 数 日 内 日 内 日 内 日 上 計 死 FRA 別 数 日 内 日 内 日 内 卓上 計 死 率 
it, 2 3 5 | 645.596 eH 10 1 3 4 640.0% 
1 811.126, 8 対照 群 10 0 10 0 % 
“HERE 10 010 0% EHRE 








Ne} 
jr 





10 1 ] 1 3 730.0% Lig 
10 1 1 910.035 30 対照 知 ne 
9 090% innit 9 09 0% 





30 





総 実験 群 21 3 1 1 3 8 1338.19% M@ 実験 群 19 2 3 1 6 1331.6% 
ragt 19 2 2 1710.5% xp] RE 20 1 119 5.0% 
19 0 19 0 9) a 正常 





4} ay RE IPS Fy re? 


mr Mm 
Leber 
ロー( あーーー CO —H hr -⑩ Le ber en} H 
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月 間 肝 # 
し た の を 3 


= eH 2 


実験 群 と Es Ah iS A 


腹水 0.5cc を 毎 過 1 回 





F 


ゴ ヨレ ヒマ 


Fic 10 回 接種 し, 
K 更 の 腫 を 正常 ラッテ の 大 網 : 


TOM, 正常 ラッ テ の 大 網 に て 包 
こ て 包 埋 し た も の を 対照 群 と し , 無 処 


置 の 普通 ラッ テ を 正常 群 と し て , 各々 8 日 目 , 30 ARCH BK 0.2cc を 腹腔 内 に 注射 し 
た 。 成績 は 第 1 表 の 通り で あり , PBF » FOB CHV Tid, 64%, RIVER ED 
BERSKREECKU Cid, 77.5% DPR Re AR LI 

第 2 実験 : 時 頭 に 述べ た 如く に し て , Hirt» FORBHIR, 4 ABRBLO 
30 日 目 に 肝 韻 腹水 0.2cc を 腹腔 内 に 注射 。 また 感 作 束 の 肝 を 移植 後 。 8 日 目 , 30 HA 
冶 腹 水 0.2cc を 注射 し た 成績 は 第 2 表 の 通り で ある 

第 3 実験 : 同様 こし て , 抗 腫瘍 性 を 得 た ラッ テ の 覧 を 正常 ラッ テ の 大 網 ‘IsHL, fal 
じ 日 数 に 肝癌 腹水 0.2 cc 座 内 に 注射 し た 成績 は 第 3 表 の 如く で ある 

第 4 実験: 以上 の 臓器 内 の 血液 が 。 臓器 移植 の 治療 こ 関 係 え な いか の 考え ん え に よ り , ACL 
5 ぅ に し て 近 腫 瘍 性 を 有する ラッテ 及び 感 作 兎 の 血液 0.2cc を 正常 ラッ テ に 


の を 実験 ft ER& Eu ’ 
腹腔 内 
EA LT, 14 日 目 に 


を に 


0.2cc を 


注射 し た 








以上 の 


無 処置 の ラ ッ テ お よび AREA aan: Be Mr 


PE) > 
成績 は 第 


肝癌 腹水 0.2cc を 注射 し た 例 中 , 








の 血液 を 腹腔 内 こ 
て の 実験 群 , 対 


AKT で ある 











限 群 も 騨 揚 死 し た 。 抗 用 瘍 性 ラッ テ の 臓器 を 正常 ラッ テ の - 移 西 し た 以上 の 実験 を 鶴 括 
, 表示 すれ ば 第 5 表 の 通り で ある 
第 3 表 
k BF FD RR OPS OS fe SE BR MLA RFRA OHE MER 
eo» » gg Bu : 動 . «= Ze 
&# Pi IE i FR 
” 5 Bee Se ee. [© 5 = 5 24.1081 151.162 sa 8 
別 別 ASAE EA 別 ;) Be ) 日 内 日 内 日 上 計 死 FF 
EER 13 1 2 1 4 | 930.822 1 2 3 | 6/33. 3% 
14 対照 群 | 9 1 1 8H1.122 8 0 10 0 % 
正 堂 群 | 9 1 | 811.19 
実験 郡 10 1| 2 3 730.02 
30 7 1 1 614.322 30 
6 0 60% 
総 実験 群 23 1 3 2 1 7 1630.4% #& 
EE 16 1 1 2 1412.522 
計 | 正常 群 | 15 | 1 14 6.7% ff 
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次 - 感 作家 束 臓 器 を 正常 ラッ テ の 腹腔 内 に 移植 し た の を 表示 せ ば 第 6 表 の 通り で ある 。 





近 竹 場 性 テッ テ の 騰 器 移植 後 , 腹水 注 科 ま で の 日 数 に よる 治療 率 の 差 を 比較 し て 見 れ ば , 第 


S44 
fc ASE rk PRE a BA oe KE EE Ge Wa ok A HE ER (2 BSR a A LE EE 
Hrn ly 7 u far EN 1 iY: if] < 1 > 
ff i) 14 He Br net in 1 irf 動 eA ie i IE int 
thy if OR 物 i 
5 以 10 以 15 以 16 以 生 is EHI. +” ™ 
別 別 交 日 内 内 日 内 日 上 計 死 率 Fl Tl MH 日 内 日 内 日 内 日 上 HH 半 


だ 験 群 | 12 1 1 11 8.322 


ER 
== 
a 


0 
0 


eH) 7 017 0 2% MEERE 7 70% 
ay | RRA 7 0 7 0% ぅ 実験 群 9 019| 0% 





ER 6 0 6 0% 


eh] 19 1 1 18 5.322 # “ERR RE 15 0 15 0% 
at ie 13 013 09 計 正常 群 13 013 0% 


OR Hy PE py rer gt 腹腔 WATS 
t 7 ER Blut 
ie 5 ee 第 6 3 
SAP USTED » 7 Op Fy MIX k STARR FG AG 7h PR EAS OO lise PS ARIS Lk SAREE RP 


100 100+ 


a. 
a 






































rd 
aot | | us 20+ | | | | 
o, LL) om - mi er iin. = 
Kae) (I fe) (時 BE) CPE BB) (血液 き Ru) A) A GERD Cit ite 
: ee: sr ts ch ek E tt ik eth Ak a 
ENIE EHE EHE 実 対 正 FZ tt JE XT at = m か 7 
als 7 。 = ie fi) 23 ‚u er i AG it At ig Rj 
ie AY it 験 昭 ? J 72 照 常 ie Hit 4 ith kr it's IR Be ー IH I E Ei MM pi re fe te tt 
Kun Rem ken nm MEERE: PET RE 
7 だ と の Ze 
MEG I he PR ERS HE ia eS HD A AIT k S EN Fy FW EAL OD IT RK DER 
eae He HR 比較 3 
106 | 
| 
a 4 m 9 
【 = m3 - 
= AB 60 | He 
— Fr 3 30 30 
= 3 3) | 14 3 
AD = ] rq 1 x 40 
ト 1 1 1 CH 1 { | HH 
= i A f 
= | Va VA m7: 
ts a va ve : 
AWARE) ERE) CARRE) Ope (KH) (me) CHERE) (管長 ) 
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TED TH. 同様 感 作家 束 臓 器 移 植 後 , 腹水 注射 まで の 日 数 に こ ょ る 治療 率 の 半 を 比較 し 
て 見 れ ば 第 8 表 の 如く で ある 


Sh: 以上 の 実験 を 絵 括 し て 見 る に 第 5 RLY, 1 HES > FOP BATIC 
る 抗 風 坦 性 の 比較 は , 対照 群 の 治 疹 率 を 考慮 に Ar, A. FF, Bollerz. 第 6 


E29, 2) PERO DARTS IK AH ten, RRR, AM Fr Boies 
る か が, PRL A LRSM. 第 7, 8 表 に より , 3, MASAO TR RRS 


る こし た が っ て 失わ れる 傾向 が か ある よう に 考え られ る .。 4; Hi 





ッ テ お よび 用 交感 作家 


© rust [1 HEL 


RO Meee Henne, MRR CE OR ss SH tp ZB Be; 


ナヤ 


RE ee 
5 られ 


よい よ レー ジン 


5 ) 各 移 植 臓器 に 含ま れる 血液 は ほとん 


Io _= 2 N Hr es ーー = ‘ 
Glas AURA Toy kA iL EponZ 


42. 2— WV» CHAR OFM (COT (第 2 報 ) 
RABA, 三宮 8, 長谷 川 悠紀 夫 , 秋山 Bo KAVA Ee) 


On Anti-tumor Factor in Ehrlich Ascites Carcinoma (2nd Report) 
TATSUO YASUDA, HIROSHI SANNOMIYA, YUKIO HASEGAWA, 
ISAMU AKIYAMA 


=— LY vy eH AH HH PF BRL ER] RET TE ORI FH 
種 施行 に より 56.6% OA BCT Ake HO SOCERPMAMRTC LICL D 
OD 52.4% に 同様 背部 腫瘍 の 消失 を 見 た 。 COLIICL THON ABT AD AH 
を 正常 マウ ス の 腹腔 内 に 移植 する こと に より 20.8 22 の 治療 率 を 示し た こと は すでに 発表 し た 
と ころ で ある 6 回 日 本 病理 学会 西部 地方 会 ) 

SWS ERIC L CHR NCEE SY AZOMTR SOSA, 
O 5 EO ARATE 7c OC REARS I SER A | ER 

第 1 実験 : エー ルリ ッ ヒ 腹水 彰 腹 水 0.025cc. を いわ ゆる 均一 系 マウ ス NA, に 背部 皮 ] 
接種 し 7 日 目 に で きた 注 瘍 を 完全 摘出 後 7 日 目 に 腫瘍 腹水 0.025cc を 背部 度 下 再 接種 し 治癒 


し た マウ ス の ABEL Fic HEREIRTOK 0.025 cc を 接種 し 同位 治 穴 する こと を 認め た マウ ス の 用 


\ 


RER X 


70 mg まで の 物 1 個 正 常 マ ウス 腹腔 内 に 移植 後 15 HH, 30 日 目 に 腫瘍 腹水 0.025cc を 背 
部 皮下 接種 し た 。 対照 群 は 正常 マウ ス の 同様 大 の 腫 を 正常 マウ ス の 腹腔 内 移植 後 15 日 目 , 30 
日 目 に , また 正常 河 は 無 負 置 の 正常 マウ ス の 背部 友 下 に 腫瘍 腹水 0.025Scc を 接種 観察 し た 

次 に エー ルリ ッ ヒ 腹水 冶 腹 水 0.2cc を 体重 約 200-2508 の 百 展 背部 皮下 に 毎 過 1 回 約 4 カ 


12” 


GANN, Vol. 46, 1955 04 
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mM Be Ht | H 2 ; BR H He Be ar | 
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A 


月 間 15 回 注射 し その 有 70mg まで の 物 1 個 を 正常 マウ ス の 腹腔 内 移植 し た も の を 実験 群 


目 に 


See 


Aa 
al 


> 





L, JEN AROS RIE +7 ADH SHE L Ab DAR Lishifg 15 HH, 30 


各 腫 場 腹水 0.025cc ZUHKTEELERL TI. ER WY Aw 
に 体重 約 25008 の 家 束 背部 友 下 に 毎週 1 回 約 5 ヵ月 前 20 向 ニ エー ルリ ek 


Et L 4D fii 70 mg まで の 物 1 個 を IE aes vy ス 腹 腔 | A し 実験 群 と LIK ie ge Fi 


を 同様 正常 マウ ス の WVHA LOTHAR L oh 15 HH, 21 HAN ees ok 


第 4 表 


—2 0 © Bok REAR OAS IER FH Zr) BB i HER AS HE SET 
MH Bf NE Ya 日 IE 5 5 Hi 33 
ty 2) 治 Re i na {a KR tr] # J 3 aR if He ia 

Mr ーーー ーー BR oe Sees 
25 以 95 史 os > BR 。 25 以 40 以 55 以 70 以 & |」 ™ 
A) 人 ベト 日 内 H J APS 日 al FE F Al 別 X 日 内 日 内 日 内 日 内 AH rt 
実験 群 | 11 2 918.122 実験 群 10 1 1 | 910.02 





9 
Ra 9 i 1 | 811.1% 15 対照 群 10 0 10 0 2 
正常 群 | 10 | 1 1 910.0% IE 2 





SFR 2 1016.6% 
xy FARE 10 0 10 0% 21 
010 0% 





の 
〇 1 


実験 群 | 23 3 1| 4 1H1917.322 総 実験 群 | 21 2 2 19 9.57 

xt HATE 19 1 1 118) 5.2% 対照 群 19 019 0% 

ERBE 20; 1 1 19 5.0% 計 Int 10 010 0% 
BREI 1.220 


Omentum 


gr Omentum u } 
as oes 1025er 


Fo) eK ARO mE BE | 1) eB RR EA HE oo mC A ee 


別 


15 


30 


i 


i 


nD} 


EN » -« BAR 日 EN 5. ge xy 
m sya a @ © 7 25 以 40 以 55 以 70 以 & 

別 2 日 内 日 内 日 内 日 内 計 死 率 別 別 数 日 内 日 内 日 内 日 内 計 HE 

実験 群 12 1 1 11 8.3% 15 LR 9 0 

対照 群 7 070% Rare 8 0 


KUH 8 080% ERE 8 
> APRA RE 5 0 5 0 % 


= S a: 
N 


oO 
00 
o 
S 
v 


© 
oO 
aN.) 
S 


対照 群 5 0 
実験 群 20 1 119 52 総 実験 群 17 017 0% 
誕 昭 知 12 012 0% 計 対照 群 13 013 0 % 
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0.025cc を 背部 皮下 接種 観察 し た 。 正 常 群 は 無 処置 の マウ ス を 用 いた 。 その 成績 は 第 1 表 の : 
如く 抗 エ テール リッ ヒ 腹 水 問 マウ ) 腫 移植 群 は 16.3 2 WALD PRAGA REIS 15.0 24 感 作家 
ein KR FETC で は 8. 6% CH っ 9 第 6 = 

第 2 実験 : Fl KR RIC LC ee: Ken ) EBM © 9% Ol ae RBIS & S 

; (AER GT 

VVABIOREANLO BIER 15 HE, 
日 目 に 腫瘍 腹水 0.025cc を 背部 皮下 接種 し , 30; 
また 同様 感 作家 兎 の 肝 移 植 後 15 AA, 21 日 | 


目 に 腫瘍 腹水 0.025cc を 背部 皮下 接種 し た 成 15[ 





| 
| 

IE in? eH Z 
Hit 2 表 の 如く で ある -| | 
= 4 








AT 3 “PIED ・ ay 13 実験 ] 様 ER ee ビ Hi ーー 
as HR ガラ 同 Hr. m— LY Hi E = 
ree wa He «We 
f ママ ウス: ね お T†/) ‘ . be Ee He yee ben 4 
WAS IZ ABE RE z- Nr Ve BIR ES A ONE BE ARI SZ 


治癒 + 総計 





正常 マウ ス 腹腔 内 移植 和 
0.025cc を 接種 し た 成績 ほ は 第 3 表 の 如く で ある 
第 4 実験 


f 選 お よび 家 束 の 大 網 を 正常 マウ ス の 腹腔 内 


#1 BEAT PE) - I ZH a っ = 
第 1 実験 同様 に し て 得 ら れ た 感 35 


移植 後 同様 日 数 に 腫 間 腹 水 0.025cc を 接種 し 1 


と プ 5 


た 成績 は 第 4 表 に 示す 如く で ある 








EEE < N 7 4 の - 
SRR: DEE a I. 
Ye BER HMR ER IE ON REG AMES Jc 2 
Io HP A. 34 ‘. + 1 と 
を クン Fe IK の ) FE を 行っ Te u ey ae NS 治療 EN 計 


uhr Dr BY EB 
に 


液 の 
第 1 実験 同様 感 作 白 選 お よび 家 束 の 血液 0.025 


SIA 


ce を 正常 マウ ス 腹 腔 内 に 接種 これ を 実験 群 と 


95 | 
1 Merle EZ » セア と そっ ty ZELTE テレ クー +, é 
LIE A BLas LOR ILD MRA TIE De 20 

15 


RES L, 接種 後 同様 日 数 に 腫瘍 腹水 0.025 


10 nm 
cc を 背部 接種 し た 成績 は 第 5 表 に 示す 如く 5+ | | N 
ー a3 


nz AB N AF at Hear Me BE 





White Ve Work 7 A, RER B £ OF FLD FS AA Bik RR 2c BEAST PUES 


Kt; DENKT Bien Vs EUR 7 AO RMS & SPELL 
ABA Chor. WME the de Sly = A Sees tS AB OIE ote. ETN 
PR CATER FIR CH ANY ABLE TI, ほとん ど と 差異 を 認め な か っ た 。 BHM 


GeO ESD 析 讐 は これ を ほとん と 考慮 する 必要 な し と 思わ る 。 HKe-ny,e BOK 


nrı— FI - レン と 








LEAR, they, 





A, MVEA Is LOBE RID BAERS AM: 
ビ 腹 水 病 マウ ス 群 , 感 作家 更 群 の 順 な る も 大 差 は 認め られ な か っ た 


43. 腫 務 細 胞 に 対す る 獲得 性 葛 迷 の 遺伝 に つい て (予報) 
Aw 3, 安 信弘 昌 羽前 大 学 医学 斉 





Studies on the Heredity of the Aquired Immumity Against Tumor 
Cells (A PreliminaryReport). 
ISAMU USUBUCHI, HIROMASA ABE 


| NEED FPR GRAS SAS LCR He RS CLR DATEL O MSN 


ころ で あり , FIEHAEZILSTEFZT KA DEE IB CHE Ce one. この 
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る 抵抗 が 獲得 され る こと も 明らか に され た 。 CHOOSE LIMIT DAMA Fr. 


在 を 確実 に 示す も の で ある . 一 方 佐藤 CD PHEAAMO ARGO TAT HAAR ICAL 

に 同様 自然 治療 傾向 を 未 す こと を 証明 し , 梶原 も これ を 認め て いる 。 こ の 事実 ほ 自 然 治療 必 は 
本 来 抵抗 を 有する 系 統 で あっ て これ が 選択 され て その 子孫 に 抵 完 性 系 統 を 生ずる と 考え る の は 
遺伝 学 の 一 般 的 常 議 で ある が , 自然 治療 の 原因 を 吉田 肉腫 細 和 胸 に お いて スス て 。 COM AMIGA 


何等 か の 原因 に よっ て 弱 化 し て いた た め に 同 -- 抵 力 恨 間 こ も 種 *+ の 異常 経過 が お き て 自然 治 
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移植 され る と し ば し ば 自然 治療 を 示す の で ある .。 この よう に 風間 細胞 に [ ちる 





と すれ ば 。 佐藤 ( 博 ) の 実験 成績 は 本 来 強い 抵抗 性 の 応 の 系 苑 が あっ た の で ほな く て , 会 く 他 


と 同一 の 抵抗 性 を 有 し て いた も の が 弱い 腫瘍 細胞 の 移植 こよ っ て, 免疫 を 獲得 し . INDIE 





に 遺伝 され た も の と 考え る こと も で きる D この よう な 考え 方 が 可能 で ある か 本 か を 確 
め る た め に われ われ は 全く 自由 に 選択 され た :。 `: の 雑 系 特選 の 皮下 に E 光 肉 隆 を 移 丁 し 或 を 
度 の 成長 を 行っ た と ころ で これ を 手術 的 に 除 示 し これ が 完全 に 治療 し た と ころ で さら に 反 依 
て 度 下 に 数 回 の 移植 を 試み て 完全 に 免 商 を と させ た 人 後に こ に この:, © の 聞 に 子 を 主 ま せ て , = 


F, の 一 部 に つい て 日 淵 肉腫 に 対し て 抵抗 か ある か 合 か を 調査 する と と も に , RUDI 
さら に 子 了 を 生じ させ て ゆく 方 法 を 講じ て 雑 得 性 和 商 の 遺伝 が 可能 で ある か ど 5 か の 実験 を 進 
め て いる P, (6 90g), P. (: 90g) は 同様 に F1 消 肉 種 を 皮下 に 移植 され , 2 週間 後に 鳩 
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狼 大 と な っ た と ころ で 手術 的 に 除去 され た 。 さ ら こ 反復 し て 皮下 に 移植 を 行っ た が 常に 移植 は 
維 性 で あっ た 。 こ の s。 = の 間 に F, (D, Fı (2),Fı (3), Fı (4), Fı (5), Fı (6), Fı (7 
7 匹 の 子 が 生ま れ た 。 F, (CD, Fi (2) の 50g の :。 こ 昌光 肉腫 か 移植 され 9 日 後 - 
局所 に 生じ た 小指 頭 大 の 了 腫 場 は 手術 的 に 除去 され , さら に に 1 例 に お いて は 6 日 後に 再発 腫瘍 か 
去 され た 。 そ の 後 は 反復 し て 皮下 に 移 征 し て も 常に 陰性 と な っ た 。 Fı (3), Fi (A) は それ 
th Weg の と ころ で 移植 さ れ た か 両者 と も: に AAO 腫 場 が 形成 され て 後 自然 に 吸収 され 
Ro Fy (5) は 70g で て 度 下 移植 に よっ て 全く 腫瘍 を 生じ し な か っ た 。 Fı (6) は 90g TREE 
植 に よっ て 結 豆 大 睡 瘍 形成 後 自 然 に 吸収 され た 。 Fi (7) は 90g で 腹水 移 西 に よっ て 22 HK 
に 大 量 の 出血 性 腹水 を 生じ て 死亡 し た 。 Pa(3 70g) と P。(S Mg) は と も に 度 下 に 移植 され 
て , 11 日 後に 鳩 卵 大 の 隆 瘍 を 生じ て 除去 され その 後 は 強い 抵抗 を 示し た 。 そ の $ 聞こ F, 
(8), Fı (9), Fı (10), Fı (11), Fi (12) の 5 匹 の 子孫 を えた 。 そ の 中 F, (10) は 早期 に 死 
CL, Fı (8) 120g, F, (9) 100g, F, (11) 110g, Fı (12) 110g に お いて 皮下 移植 を 行 
sé CASPD | FRIAK OPA RICH I STE TIK L 723 30 日 より 40 日 に 至る 間 
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/ た 7 ADs 自然 治療 
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44. We LCT S My AM OMAR 
横 田 良 RB MH 
Studies on Inhibiting Influences on the Growth of Tumors Exerted 
by Inoculation of Tumors 
RYOSUKE YOKOTA 
実験 成績 : A ARAN 1.25 mg を 白色 士 日 尽 に 接種 し て 124 AR, ZO 73.6 倍 
- 当 る 移植 適量 を 再 接種 し た 実験 に 至る まで , 再 接種 肉腫 の 発育 は 全然 認め られ な いこ と を 人 確 
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系 で 起 る こと を 判断 し 得 ら れ , その 間 外 来 因 子 





eT) 系 統 個体 両 発生 の 親 貴 関 係 : こ 比例 的 強 
の 介在 は 認め 得 な い た わ ち / 因 子 " は 免疫 的 : こ 腫瘍 成分 と 同 -- の 作用 を も つ 。 詳 述 すれ 
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移植 性 を 失わ せ 抗 原 性 を 発現 させ る 方 法 と し て , 液体 審 素 等 に よる 凍結 。 Wels x Ole 


能 が 利用 し 得る と 判断 され る - 化学 薬品 で 可 移 植 性 を 失わ す と , この 抗原 性 も 消失 する こ 
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は 先天 凍 の 個体 素質 だ か ら で あ る 。 同時 に これ を 基礎 に し た 免疫 理論 は な り た た な い 
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45. 吉田 肉腫 の 完全 な 抑制 (第 4 報 ) 
佐 藤 隆 (kp 
Complete Inhibition of the Growth of the Yoshida Sarcoma (4) 
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材料 の 不 完全 性 と , 研究 例 数 の 不足 と が さら ! 
れ に ケ え て いる と 考え られ る 。 私 の 研究 の 目的 は 悪性 腫瘍 の 獲得 性 人 % ほ まる 一 般 的 な 強 


発見 し , これ を 基礎 に し て 自然 発生 の 悪性 幅 瘍 で ある 人 類 の 悪性 腫瘍 の 予防 ま た は 治療 
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ECHO, 第 二 が この 一 般 化 で あり , 第 三 段 階 と し て 機 計 の 問題 か ある 。 MR TIER 
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系 の パラ ビオ ー ゼ り 180 頭 中 わずか に 7 頭 し か で き な か っ た の で ある . と ころ か が 第 3 報 で 
C : (-k SRAM (ID) 


予報 と し て 発表 し た が wistar BP bWEELT AF HW APY bUVYiCL OR 


em: 1952 年 5 月 21 日 メチ ー ル ュ ラ ント レン 10mg を wistar 系 の 皮下 こ 注 射 し , FF 





10 月 10 日 に 同系 に 第 - 代 の 移植 を 行っ た も の で 形態 学 的 に は 紡 婦 形 細胞 肉腫 で ある 。) を この 
$S 系 ラッ テ に 移植 し て みた と ころ 表 『 に 示す が 84 頭 中 全 例 移植 陰性 で あっ た 。 これ に 反し て 
wistar 系 ラッ テ は 155 頭 中 127 頭 が 移植 陽性 で 腫 場 死 し , 他 は 移 ちあ っ た 。 第 3 報 に 





発表 し た か この wistar 系 の メチ ー ル コラ ント レン 肉腫 を 移 


KTS) Li 


に S 系 に , スチ ー ル コラ ント レン 肉腫 を 移植 し て か ら 25 HASTE AT WRN 
移植 し て みた と CA, 表 2 に 示す が 約 30 2 の S 系 ラッ テ が 人 確実 に 吉田 肉腫 に 対し て 移植 抵 拓 
ま を 獲得 し た IN ーー 
肉腫 の 移 丁 に 対し て 重大 な 影響 を お よ ぼ し た の で ある .。 また 移植 性 か な い 異 種 の 動物 の 腫瘍 で 
は 果して 影響 を 受け る か どう か は 興味 ある 問題 で ちる 。 そ こ で dba 系 マウ ス に メチ ー ル コラ 
ント レン を 皮下 注射 し て 発生 せしめ た 肉腫 (この 原発 動物 は 1953 年 2 月 26 日 メチ ー ル コラ 


- Ady 


ント レン 1mg を dba 系 マウ ス の 皮下 に 注射 し 同年 6 月 16 日 に 第 - - 代 の 移植 を 行っ た 。) 
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植 後 24 
日 一 12 日 の 間 に 


如何 な る 影響 を お さ 


年 5 月 20 日 メチ ー ル コラ ン 








Wistar 系 の 
馬 腫 を 腹腔 内 科 


SH 
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中 は 自然 
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正常 経過 で 腫 坦 死 し た 


riss 


v 10mg 


‚Lv 10 mg 
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この S 系 ラッ テ の 腹腔 内 こ 移 植 し 
また S 系 ラッ テ : こ 移 植 可 


こと も 機 序 の 問題 と し て 必要 な こ 


を 皮相 注射 し 発生 し た 肉腫 (この 原発 


を S 率 に 皮下 注射 し 同年 11 月 25 


S 系 : こ 累代 移植 し て みた と ころ 合計 
移 heil rae: な る も 移植 し て か ら 137 
で この 陰性 で あっ た 11 頭 の 


Pr ox 


50 日 一 80 日 目 こ 吉 田 肉腫 を 腹腔 内 移植 し た 


また 移植 陽性 な る も 137 日 目 に 小 


“FAW o Wistar 系 


タ た IR BH. MS wt ま Ze en 
i - ABET RT S62 
27 2 


7 日 目 に 切 半 し 。 MR 
トレ ン 和 肉腫 を 皮下 移 先 ! 


g 
> $8 1: 
た 場 人 叶 の 1! an 


異常 経過 


„x MB ECR 20° 
= = BUILZEFZTLO 


39 1 
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{) 0 


(EHR E-— : 慶応 医学 31 : 123, 
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指 頭 大 の 発育 し か 示さ な いも の に S 系 の メチ ー ル コラ ント レン 肉 星 を 移植 し て か ら 138 HE 


TTT 
„u 


吉田 肉腫 を 腹腔 内 移植 し た と ころ 移植 陰性 に 終 っ た 。 第 3 報 で 発表 し た 通り 同系 お よび 異 


羽 
< 
wi 


Er 2 リュ GH LT Z トナ テ 。 >. go Rae co hee 
パラ ビオ ー ゼ の 結果 S 系 は ほとん と 影響 を 受け る が か な か っ た - し か し 征 ら パラ ビオ ー 


と 


N, 
ナヤ 


それ 自身 で は 表面 に 表 わ れ る ほど の 強 さ で な い に し て も 吉田 肉 隆 の 移植 抵抗 性 と い 5 


v 
1 

xP 

= 


L Cf a aE HORS ts KIFLTV ZA LANA SE HH fH X72. wistar iD メ 


チー ルコ ラン トレ ン 和 肉腫 を S 系 に 移植 する こと と , wistar 系 と S 系 と の パラ ビオ ー セ の 作用 


+ 
1% 
し 





トド せ て みる こと は 私 に と っ て 興味 ある 癌 題 で -- そ そこで 前 報 の 方 法 で S KE wistar 
糸 と の パラ ビオ ー ゼ を 形成 し 7 日 目 に 切 半 し , 切 半 後 3 日 目 に この 切 半 し た S 系 に W HDA 
チー ルコ ラン トレ ン 肉 隆 を 皮下 移植 し , 皮下 移植 後 25 日 目 こ この B 糸 こ 吉 田 肉腫 を 腹腔 内 移 


西 し た 場合 の 成績 を 表 3 に 示す が か が S BOK 8022 に 確実 な 獲得 性 免疫 を 成立 呈し め る こと に に 成 


Ma 
後藤 寿 作 : 私 共 は 永年 マウ ス の BREIL SIRS ONM SHEL 純粋 な マウ ュ 家 系 郡 は その 系 統 
の マウ ぇ に 発生 PER 対し いつ ゃ 100% EBFEZETFTISHERDOESSITKEL TI 74 022 で ある 


見 I 


し か も この 場合 多く 自然 治療 を 来 す この 意味 ふら 演者 の 免 近 が 成立 し た 動物 は も と ゃ も と 自然 治 療 動物 換 


言 す れ ば 在 感 受 性 動物 で あっ た と 考え る 。 


46. ラッ テ の 吉田 肉 放 に 対す る 感受 性 に 関す る 研究 
特に 感受 性 予 知 法 に つい て 
ABH 和 (波戸 医科 大 学 細菌 学 教室 


A New Method for Determining the Host Resistance to 
Yoshida Sarcoma in Rats. 


KANAFU TABEYI 
市 販 和 雑種 ラッ テ の 平均 核 数 の 正常 値 は すべ て 1.30 ! 。 これ ら は ほそ の 正常 林 棒 血液 像 に 


現われ る - 一 征 所 見 の 有無 すなわち 嗜 中 性 球 の 幼 弱 型 あ る い は 3.52 フ ラス マ 球 ある い は 10902 


ト 上 の 嗜 エ 球 あ る い は 以上 の 単 球 の 中 の いずれ か ー つ ある い は それ 以上 が 認め られ る も の と 。, 
れ ら の 所 見 が 全く 認め られ な いも の と の 2 和 群 に 分 類 さ れる 。 これ ら 2 群 こ 属 する 動物 : こ 種々 な 
年 の 吉田 肉腫 細胞 を 腹腔 内 に 接種 し , 接種 後に お ける 腹腔 内 風 瘍 細胞 の 消長 な OCIA a Ali 
縦 の 病変 の 程度 を 比較 し て 個体 の 吉田 肉腫 細胞 感染 ここ 対す る 感受 性 を 失 査 し た 結果 と 正常 林 袖 
血 六 像 に 現われ た 一 定 所 見 と の 関係 を 検討 し 次 の 結果 を 得 た すなわち , 7, FD Re 
移 感 染 こ 対す る 感受 性 に は 個体 差 か 存在 し , この 個体 差 は 幅 揚 細 抱 を 1 万 乃至 10 カ 個 接種 | 
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に 場合 に 著 明 に 現われ , ラッ テ の 吉田 肉腫 細胞 感染 こ 対 する 感受 性 と 正常 末 栓 血液 像 に 現われ 


ト 上述 し た 一 定 所 見 の 有無 と の 聞 に は 密接 な 関連 性 が 存在 し , 正常 末 枯 血液 像 に 上 述 の 如き 


aN 


定 所 見 を 有する も の は すべ て 夫 型 に 属し , し か ら ざ る も の は すべ て 強 型 に 属す る 。 fhot, F 
Pe AHA Rion A EAN Me PRT HS ZEIT ET KO EAN 
感染 に 対す る 感受 性 を 確実 に 予測 する こと が で きる 。 RO 2 型 の 分 類 標準 は , マッ 


る の 結核 ある い は 腸 交 菌 感染 等 に 対す る 強弱 2 型 の 分 類 標準 と 全く 同様 で ある 


Pen 





井坂 英彦 : 演者 の 御 話 に な っ た 血液 像 は 何 ふ 細菌 な どの 感染 と 関係 が ある か 否 か を 尋ね た い 。-… 一 見 健康 と 
CELI LITMB OO 感染 が し ば し ば かみ ら れ ,。 その ょ うな 動物 で は 腫 章 細胞 の 増殖 が 和 悪 


いこ と が わか っ て いる の 
田部 井 和 : この 実験 に は 120 匹 の ラッ テ を 供 試 し て 刀 り ます が 。 これ ら の 動物 に な いて は 他 の 組 菌 性 交 串 
を 有する と 考え られ る も の は 皆無 で あっ た 


V. 細 胞 学 Cytology 


47. ヒノ ン 腹 水 韻 の 病理 形態 学 的 研究 (第 1 報 ) 
BER 子葉 医科 大 学 病理 学 教室 ) 


Patho-morphologic Studies on Aseites Quinone-Careihoma (Report 1) 


TOMIJIRO UEKUSA 


ヒノ ン 拘 の 皮下 移植 腫瘍 を 腹腔 内 に 移植 する こと に ょ り 出 血性 腹水 靖 を 得 ら れる こと は す で 
に 知ら れ て お り , これ を 利用 し て の 実験 報告 も な され て い この 腹水 痛 の 閣 細 胞 は 過 酸 化 評 
FREBMET, ERRAIFZEMOE LAN RER TEE Bon, Ye 
色 体 数 は 四 倍 体 で ちる こと 等 は すでに 報告 され て いる 

か 回 は 病理 形態 学 的 に , この 腹水 交 に お ける 交 細 胞 を 系 統 的 に 調べ て 見 た 。 腹 水 塗 抹 標 本 は 主 
(に メタ ノー ル 固 定 の 後 , ギー ム ザ お よび Pyronine-Methylgreen “far し , 位相 基 顕 微 鏡 標 
本 は 腹水 1 Ace» > RA 滴 を 混和 し 周明 を パラ フィ ン で 土 じ し た も の を 摂氏 37 度 の 恒温 で 
検 鏡 し た 

本 腹水 頑 に お ける 疾 細 胞 は 主 に 核 型 の 特徴 か ら , 1) SEM, 2) 分 葉 核 型 。3) 多核 型 」4) 
変性 核 型 の 各 冶 細胞 に 分 けら れる 。 1) SRE, 格 円 形 で 原形 質 は 塩基 性 , 中 に 
均等 微細 な 空 胞 形 成 か あり, ka, 7 oY — Rs EO 赤 帳 血球 負 喰 が 見 られ る 核 
は 多く 一 極 こ 偏 し 水泡 性 で 染色 質 に 富み , 1 乃至 2 個 の 核 仁 を 有する も の 多く , 核 型 は 通常 円 
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is 











PMI LOMBBe ATS, 細胞 の 大 き さ は 164 か ら Da で 小 な る ほど 若く , 大 な る 
ほど 冠 胞 形 成 が 大 小 不同 と な る 傾向 を 有する 。 数 個 の 韻 細 胞 が 原形 質 性 に 連絡 し て いる こと や 
原形 質 内 に Pyronine HROSı DL, この 卵 核 型 で 。 また 位相 差 顕微 鏡 こ お いて 原形 質 内 
aR TED FAR A CURE, 同時 こ 核 内 に お いて る も 強 屈折 性 の 部 と 弱 屈 折 性 の 音 
の 流動 , すなわち 核 内 流動 が 著 明 に 見 られ , 24 時 間 後 こ お い て も な お 時 盛 で ある 。 こ の 卵 核 


型 冶 細 胞 は 腹水 痛 の 主 細胞 と 考え られ , 全 冶 細胞 を 平均 し て , その 702 を 有 す 。 2) MAK 


に へ 


刑 六 細胞 は 核 型 が 馬 踏 形 。 泥棒 形 乃 至 細 長 な 核 で あたかも 手拭 を 絞る 如く 失 れ た も の や , 蛇行 
Lib DD CBWE ATA TNE 1 核 か ら な っ て いる 。 原形 質 内 に お ける 均等 微細 な 
Ak, A, 赤血球 貸 喰 核 質 の 性 状 。 Pyronine HOD ti, NARBE ALIEN 
と ほとん ど と 類似 し , 大 き さ も Da か ら 5a を 示す 。 こ の 分 葉 核 型 は 全 坦 細胞 の 平均 25 2 


- 見 られ る 。 分 葉 核 型 癌 細胞 は 卵 核 型 瘍 細胞 の 変化 し た も の と 券 え られ る 。 3) 多核 型 瘍 細胞 


の 内 本 腹水 韻 で 最も 多く 見 られ る の は ATC, その 他 3 核 , 4 asd S255 核 以 上 は 非常 こ 稀 


“ee 
Oy 
Vk 


ChB. ZONEN MICAS Ba HRC SHMIEO-V-H 2.522 に 見 られ る 。 F 

START SMT bk CH tte & as BG MAS db > T & SBA, HAY 
ENIELHE TH, 2 核 型 に は 時 に 赤 白 血球 貸 喰 を 認め る 。 SRMICIRIZIEMAKOKLeAT SD 
LDL, 大 小 不同 の 核 を 有する も の と 存 し , 同 大 の 核 を 有する 多 村 型 は 無 和 分 像 の Segmen- 
tation に 相当 する も の , 大 小 不同 の 核 を 有する 多核 型 は 無 ネ 分 像 の Fragmention に 相当 す 
る も の に より 形成 され る 。 こ の 種 冶 細 胞 の Pyronine Biki, 位相 差 顕微 鏡 所 見 等 は 無 示 分 側 

LOCACHARTS, 4) 変性 核 型 韻 細 胞 は 非常 に 大 きく 404 か ら Ha を 示す 。 原 形質 内 
に こ は 大 小 不平 等 の 空 乃 形 成 が あり , 塩基 性 も 弱く また 原形 質 自 身 の 輪 邸 も 非常 に 不 規則 な ジ 
ザ グ を 取り , 核 は 核 膜 不明 瞭 で 核 実質 内 に も 空 胞 形 成 が 見 られ る 。 Rai, 核 月 壊 も 多 
Pyronine FARR4ISLE A Lie, 位相 差 所 見 で も 卵 核 型 。 分 葉 核 型 で 認め た 頼 粒 運動 お ょ び 枝 
内 流動 な く , 静止 の 状態 を ん 示す 。 こ の 種 細胞 は Nekrobiose の 状態 を 過ぎ て 細胞 死 へ と 近 づ 
いて お る と 思わ れる 

次 こ 細 胞 分 裂 で ちる が これ に 1) AK, 2) 無 ネ 分 裂 が ある 1) 有 泉 分 像 は 少数 正 
ら 各 Phase が 見 られ る 。 し か し 長 時 間 を 要する と 思わ れる Prophase が 非常 に 少く , 
Mitose, Anaphase, Telophase は さら に 少 い . 組織 菩 養 , 組織 呼吸 代謝 お よび 移植 日 数 等 
を 考慮 する と 生体 條 に こ お け る 有 泉 分 筐 は 相当 長 時 間 を 要する と 考え られ る 。 LAY UTAH KA 


の 細胞 増殖 は 有 素 分 抽 に よ ょ り 行 われ る 。 2 無 系 分 裂 は 全 欄 細胞 の 平均 3 22 に 見 られ , これ に 
Segmentation お よび Fragmentation の 2 型 が ある a) Segmentation (thE PL 
生 の 腎臓 が 疹 合 し た と 仮定 し て これ を 引き 離す 如く ほぼ ほ 同 大 の 大 き さ の 核 に 分 像 する も の で , 
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分 裂 完 了 後 は 多核 型 の と ころ で 述べ た よう に 同 大 の 核 を 有する 多 禄 型 冶 細 胞 と な る 。 こ の 種 細 
移 は 原形 質 内 の 空 胞 形成 も 均等 微細 で , Pyronine HR, WHEN HOP AA ae 
ih, PEATE Ch  b) Fragmention は 核 の 一 方 に 突起 が で き 給 れ て 不同 大 の 大 き さ 
の 核 に 分 裂 す る も の で , 分 裂 完 了 後 は 不同 大 の 大 き さ の 核 を 有する 多核 型 痛 細胞 と : この 
種 細胞 は 原形 質 内 空 乃 形 成 は 不平 等 で , Pyronine PELL <, 位相 差 所 見 で 婁 粒 運動 お ょ 0 
村内 流動 は 不 活 洪 で ある 。 以上 の 所 見 か ら 考 えて Segmentation は 進行 性 , Fragmentation 
は 退行 性 と 思わ れる .。 3 核 , 4 核 の 場合 は Segmentation だ け か らき る も の と , Segmen- 
tation に Fragmentation が 加わ っ た 場合 が か ある か , Fragmentation 7: Segmentation 
は 起 ら な い 。 な お 異常 分 裂 と し て の 多 極 性 分 像 , 非 計 称 性 分 裂 。 過 お よび 減色 質 性 分 像 等 ほほ 
ど 認 め な い 
次 こ に 腹水 頑 の 各 時 期 に お ける 壇 細 移 の 分 布 ほ 以下 の 通り で ある - 皮下 円 瘍 撫 腔 内 移植 こ ょ っ 
て 発生 し た 初代 出血 性 腹水 増 は 早く て 移植 後 5 日 に 陽性 と な り 14 日 目 に は 腹膜 。 膝 。 EBK 
等 こ 広 汎 な 病 浸 潤 を 来 し て マウ ス は 死亡 す 移植 後 5 日 に 見 られ る 出 御 性 腹水 痛 は 小型 紋 桜 
記法 も 多く 50%, 分 葉 核 型 4222。 無 氷 分 像 6 2, 多核 型 2 2 で 10 日 目 に な る と 小型 卵 核 弄 
51, SME AY 3600, 無 素 分 裂 8 2, 多核 型 5 2 の 他 に 少数 の 有 本 分 像 を 認め 14 日 目 に は 大 
ANSP 85%, 分 葉 核 型 11 2 無 糸 分 像 1 2 の 他 に 少数 の 多核 型 お よび 変性 核 型 が 見 られ 
る すなわち も 10 日 目 ま で の 腹水 が 卵 核 型 の 小型 な 204 前 後 の 幼 若 交 細 胞 最も 多く , 一 部 有 
AA ETS DONA BRO RADHA L, 変性 核 型 の な いこ と は , この 時 期 が 腹水 痛 と し て の 増 
殖 力 か 最も 昨 盛 で 次 代 移 値 も 理想 的 ご で ある. 初代 腹水 0.2cc 位 を 他 の マウ ス の 腹腔 内 に 注入 
し て 得 た 2 代目 出血 性 腹水 痛 は , 腹水 を 得る まで に 20 日 位 を 要 し , 30 日 で 軽度 の 略 当 潤 を 
隊 。 腸 聞 膜 に 来 し て 死亡 する 。 2 代目 で 20 日 頃 採取 し た 出血 性 腹水 は 比較 的 大 型 固 核 型 61%, 

分 葉 核 型 222。 多核 型 112, EUER AS, MRL 2 22 で 26 日 お よび 28 日 採取 の 腹水 
で は 大 型 卵 村 型 73%, 分 葉 核 型 20%, 多核 型 1 2, 変性 核 型 5 タ で ある . すなわち 腹水 2 代 
ALISA CLAMS <<, 分 裂 像 少く , 変性 核 型 の 多い こと は 腹水 交 の 増殖 力 の 全盛 期 を すぎ 
C い る か が 2 代目 腹水 の 3 代目 へ の 移植 は な お 可能 で ある - 2 代目 同様 2 代目 腹水 0.2cc を 他 
マッ ウス 腹腔 内 に 注入 す る と 30 日 位 ご 一 周 性 軽度 の 腹水 を 得る が 他 臓 器 へ の 燃 浸 滴 は 認め な い 
KB 





= 9 3 40H 308 Bra L re HE IK SAINI E Cb <¢ 9522 の 大 型 卵 核 型 と 4 2 の 変 1 
核 型 で 分 裂 像 は 非常 に 少 い 。 4 代目 へ の 移 値 は 多く 不 成 功 こ 終る 。 私 共 は た また ま 2 代目 腹水 
で 移植 後 18 日 の 時 軽度 の 出血 性 腹水 か 28 日 目 採取 の 時 は 凶 白 色 の 性 状 を 有する 褒 性 腹水 と 
な り , マウ ス は 30 日 目 に 大 豆 大 の 数 個 の Anke, 腸 間 膜 に 来 し て 死亡 し た 例 を 経験 し 


に この 乳 自 色 の 性 捧 を 有 し た 閣 性 腹水 の 燃 細 胞 は 大 型 卵 核 型 6324, 分 旧 核 弄 2622。 Mr 
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28%, 変性 核 型 3 % で , この 腹水 0.2cc 宛 を 3 匹 の マッ ス 腹 腔 内 に 注入 し た と ころ 内 2 匹 
に 少量 宛 の 乳白 色 の 性 伏 を 有する 閣 性 腹水 を 16 日 目 に 得 . マウ ス は 30 日 目 に 死亡 し た が こ 
れ ら に は 疾 浸 滴 な く 腹 水 の 冶 細 胞 は 大 型 卵 核 型 702, 分 葉 核 型 2022。 BMALEY 10% で あっ 


+. 


VABAIT SIC > 1) A Ae. 小型 ほど 未熟 で 増殖 力 が 強い 2) 
若い 冶 細 胞 ほ ど 均 等 微細 な 空 胞 形 成 が か あり 変性 化す る に 従い 在 平等 粗大 な 空 乃 形成 と な る 

3) 分 葉 核 型 は 卵 核 型 冶 細 胞 の 異型 化し た も の . 4) 若い 卵 核 型 冶 細 胞 ほ ど Pyronine Wiki, 
RAN MRED), RAVER Cho. 5) 多核 型 瘍 細胞 に 2 種 あ り . -- ほ ほぼ 周 大 の 核 を 
有する 多核 型 で 無 ネ 分 像 の Segmentation CHK LBM. Mita DRA ASS BR 


狗 で 無 未 分 像 の Fragmentation に 由来 し 退行 性 で ちあ る.。 6) 初代 腹水 を 次 第 へ 移植 する 場 


合 , 早期 腹水 程 腹水 痛 の 発現 率 が 高い 


48. 引 前 肉 種 に お ける 第 1 型 と 第 上 『 型 と よ の 関係 に つい て 
BY 3. 小関 哲夫 . 寺島 大 観 , 芳賀 富 弘 . 高田 敏郎 


BK 学 医学 部 病理 = 学 教室 


Studies on the Relation between the First and Second Types 


of the Hirosaki Sarcoma 


ISAMU USUBUCHI, TETSO KOSEKI, TAIKAN TERAJIMA, 
TOMIHIRO HAGA, TOSHIRO TAKADA 


| ) Shi AND ARC tlt SRO MKC BL TO EACH DU HH EN, GK 
以来 約 1 年 間 の 果 代 に 主として み られ た 主 に 光世 節 に 高度 の 風 瘍 を 形成 し て , 比較 的 長い 経過 
( 約 2 週 ) を 示す も の を 第 T 型 と し ,。 これ に 反 し て その 後 の 困 代 特に Wistar AREAL 
に 現れ た 高度 出血 性 腹水 を 伴っ て 短期 間 ( 1 週 以内 ) に 死亡 する も の を 第 He LTE Lice: 
と し て diploid 型 の 染色 体 を 有する も の を 発表 し た - 方 tetraploid 型 の 染色 体 を 有する 
析 系 を を て これ を 困 代 し て 第 目 型 と し , この 第 目 型 より 2 回 に お よん で diploid 型 へ の 転化 
を みた こと より これ ら の 各 型 は 相互 に 環境 に 応じ て 変化 し 5) る も の で あろ うぅ と 発表 し た 

I) われ われ は その 後 の 第 』 型 に 当る 高度 出血 性 腹水 を 他 う 5 型 の も の を 累代 し て 再び 第 『 型 
の 腫瘍 型 に 転化 し ょ うと 努力 し た の で ある が か が, し ば し ば 第 型 に 相当 する も の を 得 て , 10 代 あ 
る い は 20 代 の 朱 代 を 行っ た の で ある が , 再び 第 型 の 出血 性 に 転化 し て 容易 に 安定 し た 第 | 
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き な か っ た EYP WO tetraploid 型 え その 後 の 時 代 に お いて 極め て 安 
定 で , 今日 まで 80 代 , 1 年 2 ヵ月 の 昌 代 を 行っ て いる 。 
この 成績 に つい て 考 窪 し て みる と , BP] MLA] POMOC |BLOG HL HI 


N 





je 同 っ て 律 せ られ な いも の が ある の で は な いか と 考え させ られ る , こ 
ト う な 考え に 立っ て 第 型 と 第 昌和 移植 表 に つい て 考察 し て みる と , 第 1 型 の 多い 





は 自然 治療 例 が 混在 し , 末 栓 血 に も 一 般 に 遅れ て 出現 し 。 洪 思 節 転移 も 同一 移植 日 


第 | FEY OD Hele? ER AY Aa: Ae Vas Gh Rs われ われ は 史上 ij 肉腫 の 発 見 以来 高 








rk 腹水 を 大 量 に 生じ て , 末期 に は 大 重 の 腫瘍 細胞 が 末 栓 血 に 出現 する 第 | 
ぼ の 出 血性 腹水 を 伴っ て 死亡 する 第 』 型 を 異常 な 経過 。 ある い は 


CHOI, ここ に お いて 従来 の 考え ん を か えて 中 前 肉腫 の 理想 姜 】 








形成 の 第 上 型 は な し ろ 抑 制 さ れ た 増殖 サ 





= 2 ZI NT In LAS. LNFES ay Kir hes eS Sa A A, ot m gm 
HICK DAOD CILECDAIMEDGZO TIATIZFTTIToO T ARE, ys し て 第 | AY & Ay |] AY DER 


[973 ャ r コ ャ ロッ デア > た +. 7-4. Z “yy 電 リ ー キ アナ = 3 
Mr] I. つま も - の ご あめ る や as | 9 / よ 4 





ミ し て 比較 的 大 量 (0.1~0.2 cc) 


Kugel rKkz 4~5 HB iz 70-10 g の 自記 に 旨 代 を 反 化 し て ゆく と 数 代 の 経過 で 4 一 8 日 て 





* ょ と ん と iL 死 を と げ る よう に な る (Lok 4 て 5 日 で 会 例 に 腫瘍 細胞 か 出現 


し , PERALTA RAT OL, BAR, 骨 周 辺 , 後 腹膜 。 縦 隔 洞 光 包 節 に 4 一 5 日 で 





選 前 肉 往 の 累代 に お いて 出血 性 


も は や 出血 性 腹 





Kez. も いよ CVE 
KR 72, CONE 
rk X DICK HV CHIL TDL EKRSHKOLDEE | MOREY LTS], Fi 
eating ee LL AMED 4 OYA SHB | 型 に 相当 する も の で あぁ 





Cal Hil Ah 


Gnade, DY, Io Hr IR GATS 第 
に 光 世 内 種 で あっ て , diploid 型 の 染色 体 を 有する も の を 主体 と し 


の 
{ 


- RRC 4, ST ASAI Toe Le 時 期 に 相当 する も の で あ ・ 





は 極め て 少 < 容易 に か つ 困 に 転換 で きる の で ある =e hel し て 第 目 型 は 第 | 





染色 休 数 か tetraploid 型 が 主体 で ちあ る こと に 大 き な 半 を 示す と と も に , 





MH |. % . た テル 》 デ アデ + Car EI A Im a 
細胞 を も 合 ん で いる こと に ょ っ て 漆 思 肉腫 より 細 網 肉 性 へ の 移行 を 示す 位 軒 


ある も の と 考え られ る 本 研究 は 交 部 省 付 学研 究 費 に よる ) 
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49. Cholesterol 添加 に ょ る D.A.B. 発 韻 過 程 に な ける 
自 昧 肝 の ミト コン ドリ ア の 形態 学 的 観察 
we RO A HE Ble 
Some Morphological Observations on Mitochondria in the Hepatic 
Cells of the Rats in the Course of P-Dimethylaminoazobenzene 
Carcinogenesis Supplemented with Cholesterol. 
TOSHIAKI FUKUOKA, TATUMITU ITANO. 


$F EAN dy Fe PT 5° N Pye Es? ik GI ュー 本 に る 上 47 ナミ BEN ns 
RTI DO FEMA ERIC AND bay FY M 


+H Lh 


7 

< 

ual 
¢ 


ら の O.A.T. ある い は D.A.B。 Av 7ijheHese SARA SAMO MM に こつ いて の 成 


ey こと た) テー ャ ラテ) に る を 人 は る の > 多 % ま 一 好 Eko zer i pot tme ABS 
mo SAL DIES Ais eres Po ) の M は 多数 だ 好 塩 基 性 細 肝 , REITER Es TT Ra 


' En - +717 - 
に 。 夏 在 乃至 不 規 則 こ 存在 する と Dre} > 
9 Hl te Nis へ 4 
cc N > SA I 有 He— fo 





= ステ ル を 用 い , SMD SHELL eR Le. bhbh 
)M が 如何 に 変化 する か を 追求 し た 。 すなわち D.A.B. 投与 大 時 ネズ ミ を 1, 2, 4, 6, 10, 


14, 18, 2 の 各 週 に 2 乃 玉 8 匹 を と り 。 その 肝 を 厚 さ 5mm, Hk 1.0cm frO-PH eel, 


り 及 的 速やか に Reguad 氏 液 に 投じ , 一 部 は Kloster 氏 液 に 固定 し た 、 IM 染色 は 鉄 ヘ マト 


キン リン 法 を 主 と な し , 別に Bailey-Daivis 氏 法 を 併用 し た 。 な お 居 部 組織 を 各 * 々 ホル マリ 


ン , デル コー ル に 固定 し 。H.E Bf, 脂肪 染色 (Sudan III), #44 (Bestre Carmine) 


oo や TITIIIHIIIIIIIIImiIIIIIiII 


dé I: mom, Di 中 問 層 。 Mi karl 
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を 施 LEER OZ Fic | 


Lin 


DER UE AR 


YEP Ale 


FE HEA AAC te 





細胞 "IE 党 
内 含有 物 
X % 
ビー ン 性 
分 
BE 
7 
u 
Kir aut 
装 体 及 7 
# 形態 球状 体 で 
| 小 Mo 
| BARR & 
| WHUZS 
リュ コーダ 
の | 
if 肪 


マン 性 に 存在 する 
SM: FB 


幼 若 細胞 の M は 少数 , 


KET DP Zeh 


ト 多数, 


> yJ> 


示す 細胞 の M は や 
に 密集 偏在 する 


の 。 


こ * ア 
3 の 


LIEDER) 


N ・FH HI 一 
る い は 不 規則 に 


て 中型 ! 


Hn Yate 7 
2» % 
232 Rye Be 

RL /L OI ko 


細 型 系 状 の M み 核 の 両 


好 塩 基 性 細胞 の M は ほ は 少数, 細 型 乃至 中 型 中 欄 状 ・ 球 状 の M か ビ < 
E 大 形成 細胞 の M は 中 等 
存在 する 





成績 は 表 の 如く で ある 。 BLK, 発癌 過程 に お ける 肝 細 胞 の 肝 小 
す 。 これ に よる と 。 凌 縮 ・ 変 性 細胞 は 2 週 に 強く , 主として 中 


心 , 中 聞 層 に 多数 , 以後 尊 次 減少 し , 小 某 内 分 布 は 不 規 則 に な る 。 締 若 肝 細 胞 は 6 適 , 肥大 お 
よび 核分裂 割 像 を 示す 細胞 は 2 英 , 好 塩基 性 細胞 は 6 週 。、 結 節 肥 大 形成 細胞 群 は 10 sic Pa 
ょ いずれ も 周辺 乃至 中 聞 層 に 出現 , 実験 日 数 の 増加 に 徒 っ て 小葉 各 属 に 出現 する に 到 る .。 肝 腺 
衝 細 胸 。 頑 細胞 の 出現 は , お そく 22 過 に 中 間 乃 至 周辺 層 に 出現 する 。 な お 脂肪 は 1 ~ 4S 
で は = モ と し て 周辺 層 に 認め られ , 必 後 不 規 則 に 小葉 各層 に 出現 する 。 糖 原 は 不 規則 に 認め られ 
る が 一 般 に 中 心 。 中 聞 層 に 出現 する 。 第 2 表 は , 発癌 過程 に お ける 肝 細 胞 の M, 脂肪 , Kar 
見 を 示す 。 こ れ に よる と , 正常 肝 細 胞 の M は 多数 , 主として 細 型 系 状 お よび 中 型 程 状 の M か E 


第 9 


- + 
4 


# る 肝 細 胞 の ミト コン ドリ ア に <- 
Hi 結節 状 


・ 幼 若 | 肥 大 | 核 分 宣 好 塩基 人 性 iR 腫 
小 小 多 — 中 Ht - 小 小 Ht - 小 小 小 
Re He AY OD fp Ee BE we PR ewe Pele we Ble we Pe Er’ 


異型 の 強 
い 細 胞 で ) 
欠如 


時 に 胞体 
の 両端 に 


rin 


it eee Kt I u. A 

時 に 消失 在 , 或 は 
BITTE 
ANZ 
wi 


中 3 短 HY 細 型 乃至 


tk TAL AY ts Hee TEIWLE STEINER 
状 体 及び 中 型 中 可 


iH A 
及び 球状 体 及 び や 低 Re FET AY a By FAL St 


状 体 及 び 体 


大 FE FP H Hk 球状 体 る 中 可 中 RE RA び 状 体 , 短小 SE 状 体 , 小 
FR ff RRR FRE 体 AY BRK 
び 球 状 体 





Int, 
Use 染 


TEERIKE TED, 時 


ik, 大 型 球状 の M が 密集 散 
- は 融解 , 月 壊 し 消失 する に 到 る 

膜 乃至 細胞 膜 周辺 に 密集 偏在 する . Meran 
大 ・ 短 程 状 の M か ビ マ ン 性 に 存在 する 。 核 分 測 像 を 
* 球状 M か が ビ マ ン 性 , 時 に は 胞体 の 両端 
ン 性 に 存在 


性 細胞 の M は 少数 , せる 中 型 中 


端 , FY 


: と し て 中 型 下 相 】 


染色 性 低下 せる 中 型 中 可 


_ 


hb, HER RRDMIET, ビ マ ン 性 あ 


kb, 主として 中 型 球状 M か ビィ ン 性 ちる 


1 Beta, 燃 細 胞 の M は 
186 








し と 1 
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VA レレ 


EMILE *K 
are 


tHE, 


> 
Lin 


ABP HNIC BEF 2 
Hei * "he な 性 細胞 
ETC 


FAM D HASH 


PLAY HE OD oa AAA EL 
成 細胞 群 ( 


細胞 の み に 陽 性 で あ ? 


7 


tt 
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Ih 


eR 


te, 状 肥大 形 より 


等 EIER 
ie: 


いて は や や 早期 に 出現 する 


ャ Ke 


ーー 
の 9 


ト 度 は Cholesterol Pein, 


の 


傾向 が ちる 。 脂肪 の 出 


i 


添加 群 に お 


如 す る 


肥大 細胞 , 





以上 の 成績 か ら 発 交 過 程 に お 
未 加 群 間 に 著しい 差 を 認め な 


現 は 1 一 4 週 ま で は 


LER 


ia (DR SB, 次 に M に 関し て は , 肝 細 胞 の 5 ち , 結節 状 肥大 形成 。 肝 腺 隆 , 癌 細胞 の 
MOMS, 分 布 密 度 の 貴 お よび 形態 学 的 変化 の 記 め られ な V\ 事実 は 従来 の べら れ て いる 所 見 に 

致す る が 。 これ ら 細 胞 の M 数 は 正常 用 細 胞 に 比 し 減少 の 各 度 が 著 明 で ある 事実 は 発 二 特異 
所 見 と 見 人 さ れる 。 た な お 脂肪 ある い は 棋 原 の 増減 に 伴 の う 5 M の 変化 は 記 め 難い 。 Cholesterol 


活 加 に よる 肝 細 胞 の M の 形態 , Off, 数 の 変化 は 記 め な \ 


Fi 
>) 


MTK. る 腫瘍 # 
トコ ンド リア の 和 維 察 


牧野 佐 二 郎 , 中 原 BE, 岡田 正 


肉腫 || 


~ 
N 
~ 


の 生き て い 


北海 道 大 


則 移 に お ける 


Observation of Mitochondria in Living Tumor Cell of the MTK-sarcoma III. 


SAJIRO MAKINO, 


TADASHI A. OKADA. HIROSHI ! 


NAKAHARA, 





LEN TU BT bY "の 性 状 。 形態 を 追究 する 目的 で , MTK-Alil e 
州 いて , 生き て いる 細胞 に お ける ミト ュ ン ドリ ア の 行動 を 移植 一 世代 を 通じ , 位相 差 顕微 鏡 こ 
ょ る 生体 観察 法 に より 観察 し た 。 ミ ト ュ ンド リア の 形状 , He 配列 状態 は 腫瘍 細胞 の activity 
こ ょ っ て 異 る よ う 5 で ある が 。 観 塞 の 結果 。 ミト ュ ン ドリ ア は 償 状 。 BER, 粒状 を て いし , その 
た き さ は 大 小さ ま ざ ま で ある 。 また ミト ュ ン ドリ ア の 1 細胞 あたり の 数 に も 一 定性 が な か っ 
i, Hoth, 棒状 の ミト ュ ン ドリ ア は 核 の 陥 凹 部 を 中 心 と し て 放射 装 に 配列 する 。 粒状 の も の は 
特定 の 配列 を 示す こと な く 細 胞 質 全体 に 分 布 す る 。 分 裂 過程 に お ける 行動 を みる と , PRAY 
に お いて は ミト コン ドリ ア は 休止 期 に お ける その 形状 を 変化 する こと な く , BRS SILER 
を て いし 放射 状 配列 を な す 。 中 期 に な る と 系 状 。 権 状 の ミト ュ ン ドリ ア は みとめ られ な く な 
り , 粒状 の ミト ュ ン ドリ ア が 細胞 質 全 体 に 分 布 す る よ 5 に な 後期 お よび 終期 に お いて も ミ 
ト ュ ンド リア は 特別 の 動き を 示さ ず 細 胞 質 全 体 に 分 散 す る 
MTK- 肉 腹 邊 を 移植 し た 動物 の 移植 一 世代 ( 全 生 存 期間 ) を 通じ て , 腫 揚 細 肪 内 に み ら れ る 
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同じ 材料 こ におい て 生体 観察 
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ュ ン ドリ プ ブ を 持っ た 細胞 は 移植 後 4ー5 日 上 
ュ ン ドリ ア を も っ た 細胞 は 移植 後 1 一 2 日 目 に 多く みみ られ (48.222), 粒 状 の ミト ュ ン ドリ ア を 
も っ た 細胞 は 宿主 の 死亡 前 日 頃 に その 印 現 頻度 は 最高 に 達する (68.922)。 こ の 結果 を 同一 腫 瘍 
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細胞 の 減少 と 平行 し て 未 状 の ミト ュ ン ドリ ア を も る つ 細 移 の 出現 度 も 次 第 に 減少 し , 異常 崩壊 


細胞 の 増加 と 平行 し て 粒状 の ミト ュ ン ドリ ア を も っ た 細胞 が 増加 する 。 LOHR DEEP 
の 生存 期間 を 通じ , 特定 の 形態 を し た ミト ュ ン ドリ ア を 持っ た 細胞 の 出現 頻度 と 腫瘍 細胞 の 一 
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多数 久 ら れる よう に な る 。 それ ら の 朋 壊 細胞 の 多く は 粒状 の ミト ュ ン ドリ ア を も っ て いる 。 注 


射 後 12 時 間 目 頃 に 月 壊 細胞 に まじ っ て 正常 な 形態 を し た 腫瘍 細胞 が みみ られ る 。 こ れ ら の 細胞 
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腫瘍 細胞 の 数 か 増加 する 
VEO RBMS LO, 腫瘍 細胞 内 に ふく まれ る ミト ュ ン ドリ ア の 行動 は 腫瘍 細胞 の 代謝 活動 
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と 密接 な 関係 を も ち , ミト ュ ン ドリ ア は 腫瘍 細胞 の 生理 的 爆 能 の 変化 に と も な い 形 態 的 の 性 


を 変化 する と い 5 こと が 明らか に な っ た 付 学 研究 費 宰 助 
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51. ラッ テ の 自由 細胞 性 腹水 肝癌 (渡辺 ) O—- Ripe 
渡 辺 u 友 , 東 終 
A Strain of Free Cell Ascites Hepatoma (Watanabe) of the Rat. 
FUMITOMO WATANABE, MIDORI AZUMA 
(Institute of Domestic Animals and Experimental Medicine, 
Nagasaki University School of Medicine.) 
We have succeeded to transform a solid walnut-sized tumor, which showed 
mucoid fluid on the cut surface, developed in the liver of a rat, which received 
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repeated subcutaneus injections of 2cc of heated water of the temperature of 
72 C 2 times a week during a year, into a free cell ascites tumor by intraperi 
toneal injection of saline suspension of the tumor tissue (Gann, 1954). 

The free cell ascites tumor has been successively transplanted into the rats 
of the same strain by intraperitoneal injection of hemorrhagic ascites contain- 
ing tumor cells for more than 50 generations. Histologically a broad layer of 
connective tissue and large number of dilated capillaries were observed in 
the border between tumor and liver tissue, and nodular proliferation of liver 
cells, which formed the inner layer of cysticercus wall covering the liver tissue 
near the border between tumor and liver and in shape resembling tumor cells, 
seemed to show the possible origin of the tumor from the changed liver cells 
of inner layer in the cysticercus wall of the rat. 

The primary tumor as well as transplanted tumor consisted of two types of 
cells and syncytial polynuclear giant cells. Stroma was hardly recognizable. 
Capillaries and blood cavities were rarely observed. Mitotic figures frequently 
occurred. Tumor cells resembling liver cells in primary tumor had mostly 
light and round or ovoid nucleus with 1-2 nucleoli and have polyhedral fine 
vesicular cytoplasma. Small cells resembling Kupffer’s cells possessing strong 
basophilic ovoid or spindle shaped small nuleus, distibuted in disorder among 
larger tumor cells. Erythrophagia of the small cells was frequently observed. 

The transitional form of tumor cells between liver cell and cells ressembl- 
ing Kupffer’s cells were seen. Syncytial polynuclear giant cells with 3-15 nuclei 
appeared here and there among tumor cells. In the neighbaring part of the 
broader layer of connective tissue in the border between tumor and liver, 
tumor cells changed into spindle from together with connective fibres gave an 
impression of spindle cell sarcoma. Polymorphism of tumor cells in part was 
thought of polymorphcellular sarcoma. 

In the subcutsneus or intraperitoneal nodulor tumor in transplanted rats, the 
tumor cells increared the size of nucleus and polyhedral cytoplasma, but the 
grade of polymorphism of the cells increased after about 10 th generation. 

The groups of tumor cells frequently surrounded by fine capillaries, composed 
of a layer of endothelial cells, appeared in several early generations and observ- 
ed as cancer cell nests specific to hepatoma. Metastasis was usually seen in 
mediastinal lymph nodes of transplanted rats. Average survival times of tumor 
bearing rats were 13 days. The free cell ascites tumor was successively trans- 
plantable in pleural cavity by iatrapleural injection of ascites fluid containing 
tumor cells, and produced hemorrhagic pleural fluid containing tumor cells as 
ascites in abdominal cavity of rat. 

The ascites tumor tended to be mucoid with mucoid degeneration of free 
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tumor celis in peritoneal cavity by unknown cause. 

Sometimes several deposits of saya-bean-sized or finger-tip-sized soft masses 
composed of tumor cells were abserved freely isolated in abdominal cavity of 
later period of survival of tumor bearing rats. 

Tumor cells in the hemorragic ascites of transplanted rats, multiplied in form 
of isolated free cells without forming hepatoma island from the beginning of 
transformation into ascites form, and the free tumor cells in abdominal cavity 
consist of polynuclear, large mononuclear, middle-sized and small cells contain- 
ing usually one or two large round nucleoli. Nuclei of tumor cells in ascites 
were frequently prominent, and the cytoplasma of the cells showed two layers 
by Giemza staining. Ameboid movement and the erythrophagia of smaller 
tumor cells were observed by phase microscope. 

Examination of chromosome numbers in mitosis of the free tumor cells in 
ascites shawed 2n, 4n and more chromosome threads. The numbers of tumor 
cells of hypertetraploid chromosomes in almost pure culture on the 5-6th day 
after intraperitoneal transplantation were most frequently observed. 

Mitotic frequency of tumor cells reached the highest grade on the third day 
after intraperitoneal transplantation. Abnormal mitotic figures were frequently 
observed in early days of transplantation. 

Under consideration of the histological and biological observations, the primary 
tumor appeared in liver of rat receiving repeated injections of heated water, 
seemed to be a specific form of a solid hepatoma, which perhaps originated 
from changed liver cells in the inner layer of Cysticercus walls of rat liver. 

The liver cells of the inner layer of cysticercus of the rat concerned was per- 
haps cytologically changed by physical and chemical effects of eggs or worm 
bodies of Cysticercus fasiolaris and were thought to aquire secondarily the 
character of forming free tumor cells in ascites, producing polynuclear cells 
and polyploidy of chromosomes. 

These properties of solid hepatoma continued in the cells of ascites hepatoma, 
transformed artificially into a special form of free cell ascites hepatoma. 

The effect of the repeated subcutaneus injections on the forming such rat 
hepatoma, originated probably from cysticercus wall of rat liver and transformed 
into free cell ascites hepatoma, is not yet determined. 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


190 











52. FT BLO AA, eg DYE (4 ASE 
a 海 明 . 堺 ee eet 
Comparison of Chromosomes in Somatic Cells and Tumor Cells 
of the White Rat 
AKIRA ATSUMI, TETSUYA SAKAI 












われ われ は 吉田 肉腫 CHP) 細胞 の 異常 分 製 乃 玉 : は 分 裂 の 異常 と 思わ れる も の に こつ いて 
研究 中 で あっ た が , の 悪性 睡 瘍 細腕 に 対し て 如何 な る 差異 が あれ ば 異常 と 考 う べき か , さ 
( こ は ま 正常 と か いう も の は 如何 な る も の を いう の か 等 と い 5 根本 問題 に BEL 
た 、 し か し て この 癌 題 の 解決 の た め に は まず 第 一 に 正常 > る い は 性 細胞 を 研究 し 
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OPER AL, DICBERD EREPENBBEL LCR BKAPA ~130, ~ 7974 を そ 】 


会 め て ) は 当 球 5000 個 中 38 個 す な わ ち 0.7622 を 示し , KIEL 10 ic HI L- 
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ま の 状態 に 保つ こと が か でき る.。 この よう に し て 上 記 の 各種 の 細胞 に つい て 分 裂 中 期 乃 至 は 後 
期 の 桜 板 形 成 中 の も の を 任意 に 選び , Abbe の 描画 器 で 染色 体 を 描写 し , 数 を 濾 え , 写真 を と 
る が , hv て いた り し て 多少 不正 確 だ と 思わ れる 時 に は 最も 確 
と 思わ れる 数 の * し た 。 す な わ ち 例え ば 最も 確か な 数 は 45 で ある が , 43 
か 16 の 管 青 に ある と 思わ れる 43~46(45) と いう よう に 記載 し た 。 ( 図 1 参照 
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位 の 観 容 で は まだ 不 充 分 と 考え る の で 今後 追加 研究 し た い 。 (③ 腹 水 肝 妨 一 130 の 染色 体 数 に つ 
いて は 移植 後 14 日 間 毎 日 10 TEE 20 個 算 えて 絵 計 180 個 , 腹水 時 妨 7974 は 16 AR 
at 185 個 の 肝 韻 細胞 に つい て 調べ た が , #3, 4 の 如く A.H-130 は 42 を 頂点 と し て 大 体 
24 か ら 250 位 の 聞 に 分 布 し , A.H-7974 は 43 を 頂点 と し て 大 体 24 か ら 15 の 間 に 2 
HL, 両者 と も 広い 範囲 に 分 布 し て 一 定数 を 示さ ず , 41 か ら 45 ま で の も の が 一 番 多 く , 36 か 


ら 50 まで の も の が それ ぞ れ で 全体 の 6422。7822 を 占め た 。 次 に 移植 後 の 日 数 に よる 楽 色 休 
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変動 は 表 5, 6 の 如く 両者 と も に 著しい 変動 は さなか っ た 
m: ① 正 常 百 最 腹 水 単 球 の 染色 体 数 は 。 17 か ら 56 の 間 に 分 布 し て 一 定数 を 示さ ず , 30 


>399 まで の も の が 最も 多かっ た 。③ 肉 丸 性 細胞 の 染色 休 数 は 12 か ら 43 の 聞 に あり , n. 


In と も に 一 定数 を 示さ ず , n は 少く と も 12 か ら 24 位 ま で の 可能 性 を 有 し , 2m は 24 か 
ら 43 位 ま で の 聞 に 分 布 する 可能 性 を 有する 。③ A.H-130, A.H~7974 の 染色 体 数 の 問 に 
87°, 移植 後 の 日 数 に よる 数 の 変動 も 著 変 な く ,。 両者 と も 24 か ら 百 数 十 。 二 百 数 十 の 


間 に 広く 分 布 し て 示さ ず 。 41 か ら 45 まで の も の が 一 番 多かっ た 


53. Wii 水 Be の 研 完 (WM. 
1 個 の 細胞 で 移植 され た 腹水 肝癌 の 染色 体 数 に つい て 
井坂 英彦 , 中 村 久 也 , 小田 島 成 和 


Studies on the Ascites Hepatoma (VII) 
On the Chromosome Number of the Ascites Hepatoma Cells 
Derived from a Single Cell. 
HIDEHIKO ISAKA, KYUYA NAKAMURA, SHIGEYOSHI ODASHIMA 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


The concept is still current that a malignant tumor is a population of various 
kinds of ‘stem cells’ differing from each other in the grade of malignancy, 
or of cells with different modes of distribution of chromosome numbers. The 
concept, however, does not seem to be provided with a firm basis. 

We keep three substrains of the ascites hepatoma, SH-1, SH-2 and SH-3, 
each being derived from a single cell of the ascites hepatoma AH-130. Among 
the mother strain AH-130 and its three substrains, there is hardly an essential 
difference in the biological characters such as the rate of transplantation and 
the growth-tempo as well as microscopical pictures of the ascites.'’ The present 
paper deals with comparative studies of chromosome number of the three single- 
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cell derived strains and their mother strain, in consideration of the above des- 
cribed problem. 

Materials and Methods. At the time of chromosome examination, all three 
substrains were running into 41-52 generations of successive transplantation and 
the mother strain into 139-140 generations. In each strain, 4 day old tumor- 
ascites was used for the examination. 

In this study, we employed a new procedure of preparing stained preparations 
of the ascites originated by Nakamura, one of the collaborators, in 1953. An 
amount of tumor-ascites is mixed by slight stirring with aceto-gentianaviolet 
solution within a small glass tube which is corked and kept at the room 
temperature. The proportion of the ascitic fluid and the dye solution can vary 
according to circumstances, for example, from about half and half to 1:10, the 
latter being our usual choice. At the time of use, a droplet of the deposit of 
the tumor material in the tube is placed on the slide glass and covered with 
cover slip as usual and is ready for examination. The intensity of the staining 
does not proceed within the tube, but remain in a optimum condition for a 
long time, for example, for more than 16 months as our experience has so far 
confirmed. 

The method of chromosome numbering is just the same as described in 
the previous paper:’. Magnification is 10020. In drawing the chromosome 
picture it has strictly been kept in mind, never to select those nuclei which 
look easy to draw and count the number of chromosomes. Every metaphase- 
nucleus met with under the microscope was examined, and in the case an exact 
counting is difficult, the question was left open, for example, as 50+2 or so. 


Every drawn picture is accompanied by a microphotograph, providing for 


Distribution of the chromosome number of the ascites hepatoma, AH-130 and its 


single-cell-derived sublines (SH-1, SH-2 & SH-3) 
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possible further re-examinations. One hundred nuclear plates have so far been 
examined in each strain. 

Results: The result is summarized in the diagram which demonstrates 
surprising similarity of the three sublines and the original strain. From the 
result, it may be safe to say that the mode of distribution of chromosome 
numbers is identical for all four strains examined; and this may demonstrate 
that the ascites hepatoma AH-130 has its type of chromosome numbers, which 
is imparted to each and every cell of its descent. It may be added that the 
majority of AH-130 tumor cells has a larger number than 42, an accepted 
regular chromosome number of the rat. 

References: 1) Isaka, H., et al: Gann, 45, 1954, 434-436. 2) Isaka, H., etal: Gann, 


45, 1954, 172-174. 
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Studies on the Ascites Hepatoma. (VIII) 
Difference of Chromosome Numbers among Tumor Cells constituting 
the Same “Island” of the Ascites Hepatoma. 
KYUYA NAKAMURA 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


The chromosome number of malignant tumor cells, even if they were derived 
from a single cell, is subject to fairly wide variations. But according to the 
concept of ‘‘stem cell population ”’”, it is expected that in a very early stage 
of tumor growth of a separated ‘‘clone’’, in which only a very small amount 
of cells derived from a single cell exists, the range of variation of chromosome 
number to be very narrow. 

“island ’’ of the ascites hepatoma is regarded as a naturally presented 


The “ 
example of the clone, being an aggregation of cells derived from a separated 
cell. The present paper deals with differences of the chromosome number 
among cells belonging to one and the same island. 

Materials and Methods: The ascites hepatoma A.H. 130 was employed for 


the examination. By the treatment with trypsin after Sato’s method”) almost 


1) Hauschka, J.S.: J. Nat. Cancer Inst. 14, 723-739, 1953. 


2) Sato, H., et al: Gann 45, 563-566, 1954. 
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all the ‘‘islands”’ are disaggregated and separated into the individually isolated 
cells. The ascites hepatoma is converted by this method into a condition in 
which 98-99% tumor cells are freely isolated, only the remaining small part 
being 2-3 celled islands. The tumor ascites treated in this way is inoculated 
into the peritoneal cavity of normal rats. After 48 hours, the picture of the 
tumor ascites is found completely changed, presenting a plenty of small islands 
of 15-25 cells among isolated cells, doubles, or tripples. It is evident, as Sato 
has alreaey pointed out, that the small islands present are not those built by 
fusion or reaggregation of the isolated cells, but they are the results of mito- 
tic multiplications of free isolated cells. 

In these small or smallest (of double, triple, or more cells) islands there are 
found number of mitotic pictures. It is not rare that 2-3 metaphase pictures 
fit for the chromosome examination are found within one island. Differences 
among chromosome numbers of two nuclear plates belonging to one and the 
same island were studied. 64 different values of the chromosome numbers 
have so far been obtained from nuclear plates of 34 islands as shown in Table 
1 and Diagram 1. 

Results and Discussion: Even two cells of a “double "which no doubt had 
been produced by only one mitotic division of a single cell, did not always show 
the same number of chromosomes. The differnce of the chromosome number 
of cells varied irregularly and did not increase hand in hand with repetition of 
mitosis, that is, with the growth of island. 

In the material of the present studies, however, the repetition of mitosis of 
tumor cells is by no means of a large scale, because the number of times of 
mitotic division, which any one cell of an island of about 30 cells have passed 
by, is considered not to exceed 5 times. Therefore, in order to support the 
result, the difference of the chromosome number of 100 AH-130°' cells which 
had been examined at random in non-treated ascites were computed by means 
of combinations ‘‘C’’, as indicated in Diagram 2. 

From comparison of the two diagrams indicated, it may be safe to say that 
any couple of tumor cells derived from a separated one cell can show at once 
a fairly large difference in their chromosome numbers and the difference does 
not increase regularly in further repetition of the mitosis. It has not been 
confirmed that in early stage of a clonal derivation the variation range of the 
chromosome number is small. It rather seems that the chromosome number 
of a tumor is subject to an irregular fluctuation, perhaps within a limitation of 
definite range. 

As an extention of the present study, it is referred to our another paper’? 


3) Isaka, H., et al: Studies on the Ascites Hepatoma (VII) in this issue. 
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Table 1. Chromosome Numbers of Tumor Ceils belonging to Islands of 
Various Sizes. (Ascites Hepatoma AH-130) 
Number of Ceils Chromosome Numbers Difference 

Islands rege examined 

No. 1 10 50 13 

No. 2 14 4] 13 44 1,2,3, 

No. 3 17 47 19 2. 

No. 4 11 16 47 49 152,9, 

No 5 6 41 13 >; 

No 6 24 13 15 82 2387538 

No 7 11 40 10 0, 

No 8 IS 1 52 8 

o 9 3 47 17 0 

No 10 8 3 15 17 50 2:23.47; 

No 11 6 15 19 4, 

No. 12 9 46 48 2, 

No 15 16 45 48 3, 

No 14 17 16 55 9, 

No 15 18 44 47 as 

No. 16 7 46 56 10, 

No 17 6 44 15 ! 

No 18 18 10 18 8 

No 19 24 42 49 Vie 

No 20 19 39 40 45 1,9,6, 

No. 21 20 44 17 IR 

No 22 2 13 14 L, 

No. 23 19 17 48 54 | 1,6,7, 

No 24 13 40 16 6, 

No. 35 20 46 49 50 53 | 1,3,3,4,4,7, 

No. 26 11 17 47 | 0, 

No 27 7 43 44 1; 

No 28 14 15 46 46 05451, 

No. 29 2 13 iS | | 0, 

No. 30 23 37 10 45 47 49 RER 

No. 31 17 41 13 2, 

N)» 32 3 44 56 | 12。 

0. 88 14 40 15 | 5, 

No i 2 42 48 | | 6, 
presentsd at this meeting which demonstrated that the mode of variations of 
the chromosome number of ascites hepatoma AH-130 is kept unchanged for 
long transfer generations in its one cell derived sublines. 
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ら 10 Diagram II. Frequency of Difference 
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2| | i | 1 | 100 Cells examined at random in 4 
= a ユー トー ト | ] | ae day old Tumor (Ascites Hepatoma 
0123456 7 8 9101112 more A. H. 130) 


Difference 


a 
SHEIK: 御 研究 され た 腹水 肝癌 に は 何 本 の Y 字 形 染色 体 が あり ます か 
PHA: 細胞 に よっ て , 全然 な い 組 胞 も あり , 数 本 以上 存在 す と も の が あり ます 。 


55. 倍数 性 ネズ ミ 腹 水 風 間 の 細胞 学 的 下 完 
牧野 佐 二 郎 , 加納 恭子 , 外 村 gw ARE 学名 動物 学 教室 ) 


Chromosome Analysis in Four Polyploid Rai Ascites Tumors 
SAJIRO MAKINO, KYOKO KANO, AKIRA TONOMURA 


SHAM, 弘前 肉腫 。MTK Alt], 有 , 目 な どの シロ ネズ ミ の 腹水 肉腫 し, vn MF 
性 の 細胞 が 腫瘍 の 増殖 の 主体 を な し て いる (牧野 1952 a, b, 牧野 ・ 加 納 1953, 梅谷 1953) 
これ に 対し て 武田 肉腫 . MTK- 肉 狂 W (Rn, EVA, PETA OIC TIEREN 
倍数 性 で ちあ る 。 わ れ わ れ は これ ら の 倍数 性 腹水 星 瘍 に お ける 貴 揚 細胞 の 形態 的 特徴 。 行動 な ど 
に つい て 調査 し , 生体 観察 。 薬品 処理 , 重複 移植 , 半 一 細胞 移 逢 な ど に よっ て 検討 し た 結果 を 
報告 する 

MTK- 肉 腫 W (仮称 ) は , 当 教 宣 の 田中 ・ 加 納 に より , O・A・T と D・A・B DKRÄHZLEDER 
Bee ic MAS (1954) し た 腫瘍 で , 移植 当初 , 腹水 肝 冶 と 遊 点 細胞 と の 共存 状態 を 経て 完全 な 遊 見 
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細胞 型 と な っ た も の で ある (田中 ・ 加 納 未 発表 )。 腹腔 内 困 代 移植 の 世代 は 現在 78 代 で ある 
(1955 年 3 月 )。 睡 揚 移植 動物 の 生存 日 数 は 8-10 A, 細胞 分 裂 の 頻度 は 移植 後 3ー4 日 が 最 
ST, 腹水 は 出血 性 と な る 小 の 細胞 が 混在 し , 校 は 一 般 に 椿 円 形 で 偏在 し て い る 。 FE 
を な す も の も 存在 する ( 約 24°), FAPRECT 9 — UTR Otel, 染色体 数 は 40 
凍 後 か ら 200 以上 の 変異 が ある が , TDI BST EM » 65~69 が 最も 多い 。 そ れ ら の 細 
の 染色 体 村 成 は 54~56 前 後 の 棒状 染色 体 群 と , 1-3 前 後 の V Mero J MRE KH 
と より な り , V 型 染色 体 群 の な か に は 大 型 の V BREAD 1 個 含 まれ て い る 。 位相 差 顕微 鏡 


正常 分 裂 を 行い , IE 30/ 以上 の 大 型 細 





a r Ju hed Pe zw ュ dert 
に よっ て 生体 観察 す る と , FR 


TE rf y 内 くだ ロク サロ リー oak Le Gh de + ı > > 
Ci, AR fAOSPZLRRI Ct SBMOMA, 崩壊 な どの 異常 が 多く 





TEM, ベー ター・ ペ ヘルタ テン (beta-peltatin) な どの 薬品 処理 実験 。 20 


キナ - 
a iu)! 


る 

実験 か ら も , 一 倍 性 細胞 が この 了 円 場 の 弄 殖 の 主体 を な し て いる も の と 考え られ る 。 し 
か 1 - 倍 性 の MTK- 肉 腫 重複 移植 の 結果 は , MTK- 肉 腫 四 の -- 倍 性 細胞 の 増殖 
が 盛ん で , MTK-AEN の 三 倍 性 細胞 は 腹腔 内 ょ り 消失 する 。MTK- 肉 腫 と 武田 肉腫 と の 
重複 移植 実験 ( 外 村 1954, 牧野 ・ 外 付 1955) の 結果 と 同様 に , 倍数 性 腹水 腫瘍 は 二 倍 性 腹水 腫 


面 腫瘍 の 間 に は , 腫瘍 増殖 の mechanism, activity 


a” (ih) 


ENT た アテ) ンー ı ンー ye ze 2[Ae eb 2 
募 の 共存 に よ DA hs BR ae BALE ご 4 し る 


な どの ちがい が 考え られ る 
FARE 2 ni AFOFAHAENT TC, methyl-cholanthrene #210 £ 0 342 LENS 


で , その - 一 般 的 性 状 は すでに 幸生 され て いる (EY 1953), 移植 世代 57 代 か ら 77 代 ま で の 
20 世代 に お いて 観察 し た 結果 , F 消 肉腫 は 四 倍 性 の 細胞 が 増殖 の 主体 を な し , それ ら の 細胞 
の 染 名 体 数 は 71-76 TC, 染色 体 構成 は 58-60 前 後 の 棒状 染色 体 群 と , 13-16 の V Mi 
ト び J 型 染色 体 群 より な っ て いる . 人権 状 染色 体 群 の な か に は 対 を な さ ぬ 1 個 の 極め て 大 き な 棒 
た 染色 体 が 存在 する ,。 大 型 の V 型 染色 体 は 認め られ な い 。 同じ 四 倍 性 の 武田 肉腫 の 染色 体 構 
能 に お 


bk, (57~60) R’s+(23~25) V’s & J’s (吉田 1954, 外 村 1954) と は 数 に お いて も , 形態 に お 


いて も 異 っ て いる 。 

竣 辺 腹水 靖 は 長崎 大 学 の 渡辺 教授 に より 難 水 処理 に よっ て 発生 LES Ch BS (渡辺 1954) 
渡辺 痛 の 細胞 は , 他 の 倍数 性 腹水 睡 揚 細胞 と は 極め て 異 っ て » 細胞 内 に は 頼 粒 か そ 
の た め に 核 は いち じ る し く 偏 在 し て いる も の が か 多い 。 細胞 は 小型 , HY, 大 型 お よび 巳 大 型 ょ 
りな っ て いる 。 染色 体 数 の 変異 も 極め て 広範 囲 こ ち た っ て いて , A, ME, 四 倍 性 , 
re 六 倍 性 な どの 細胞 が 混在 し て いる 。 -: 倍 性 細胞 の 染色 体 数 は 40 EC, 6 一 9 D/H 
DV 型 染色 体 を 有 し , AHO V 型 染色 体 は 認め られ な い 。 その 人 染色 体 構成 は 正常 の 体 細胞 
の それ と 比較 し て 差異 は 認め られ な い 。 思 倍 性 細胞 は 85-91 前 後 の 染 色 休 数 を 有 し , 大 型 の 
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V 型 染色 株 が 1~2 個 存在 する 。 六 倍 性 細胞 は 120 前 後 の 染色 体 数 を 有 し , 大 型 の V 型 染色 


旋 揚 移植 一 世代 に お ける これ ら 倍 数 性 細胞 の 出現 頻度 を 調査 し た 結果 , -- 倍 性 細胞 は 移植 後 
2-3 日 目 頃 より 6 日 目 頃 まで の 間 に 多 く ( 約 40%), DORE, 六 倍 性 の 大 型 の 細胞 は 移植 初期 
よび 後期 に 多く ( 約 502) 観 窪 さ れる 。 そ の ほか に 10-2022 の 頻度 で 三 倍 性 , 五 倍 性 の 細胞 
が 泥 在 し て いる 。 生体 鈴 察 で は 。 HR 20-2la, お よび 24~28 1 の 細胞 が 正常 分 裂 を 行い , 
30 以上 の 細胞 で は MTK- 肉 腫 W と 同位 に 異常 分 裂 を 起す 場合 が 導く 観察 され た 

種々 の 角 察 お よび 実験 結果 こり, MTRK- 肉 腫 W は -: 倍 性 , FMAM WAIST, 
度 辺 頑 は - - 倍 性 と 目 僅 性 の 細胞 が 主 と な っ て 腫瘍 の 増殖 が 行わ れる 。 さ ら に ., 腫瘍 移植 動物 の 


存 期間 を 通じ て 。 これ ら の 腫 揚 細 胞 の 増殖 に は それ ぞ れ 特徴 の ある 行動 が 認め られ , HICH 


Halt, MTK- 肉 隆 な どの - 倍 性 腹水 腫瘍 の 増殖 と その 増殖 の mechanism こ お い て 幾 


分 異 っ て いる の で は な いか と 考え られ る ( 社 学 研究 費 宰 助 ) 


56. 癌 に お ける 異常 朱 分 裂 の 意義 と その 原因 
牧野 佐 二 郎 . GARB ( 北 - 


大 理学 部 動物 学 教室 国立 遺 学 研究 所 ) 


co 


Significance of Abnormal Nuclear Divisions in Tumor Cells and Their Cause. 
SAJIO MAKINO, TOSIHIDE H. YOSIDA 


坊 の 細胞 学 的 研究 は 前 世紀 の 終り 頃 か ら 多く の 研究 者 に よっ て な され て きた 。 こ れ ら の 多く 
ェ エ クン テゴン と) > |") Fer 1 2 2 } 5, a みく ァ も と > Re ンー Zr Ber 
の 研究 者 は 壇 に 表 わ れ る 異常 核分裂 は 妨 の 異常 増殖 に 重要 な 意義 が ある と 考え DOTMD MA 


ii に こ お け る 本 質 的 な 性 質 で ある と 考え て きた 。 (例え は Boveny, Winge, Biesele, Polli, 


le) 
—- > @ 


Koller, Timonen and Therwan, nf). WORF »o FRB LOVY AKAD D 
細胞 学 的 研究 を な す に 至っ て , 競 細 胞 の 増殖 に は 比較 的 正常 に 分 像 し て いる と ころ の いわ ゆる 
分 裂 型 細胞 が 主要 な 役割 を 演 す る の だ と いう 5 結論 を 癌 い た (吉田 1949 a, b, 牧野 ・ 吉 田 1949, 
1951), さら に 疾 細 胞 に は 一 定 の 核 型 を も っ た 種族 細胞 の 存在 する こと が 確認 され た (牧野 


S 


1951, 1952, 牧野 ・ 加 納 1953, 吉田 1953, 1954, 1955), この ょ 5 7 Astızız > HACK 


2 2 Eine BY ry) wege, Aug 1 アグ 「 西 日 ゴー ン tin tt 27. -. Ba 
tL DBI TAD BR FF Ls その 原因 に Wi TER TATEN 


る 型 の 異常 が か ある 。 WERNE KEHN AFAHO HZ TAN (Ib) 


交 細 胞 に は 種々 


+» ET 


KH), 異常 型 (いろ いろ の 異常 型 が 含ま れる ), 
HOM L TO HEAL ELF LIED Tb 2, 異常 核 分 像 の 原因 に つ 来い ろ い ろ 
と 説明 され て きた 。 例え 々 ば Boveny (1914) は 多 極 分 裂 に , Winge (1930) は 染色 体 数 の 変化 


oc & 
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Biesele (1942) は endomitosis の 現象 Timonen and Therman (1951) は 分 裂 機 構 の 時 
詩 性 に その 原因 を 求め て いる 。 Timonen & Therman の 考 窪 は 最も 新しく か つ 多 く の 研 究 
FORALL LOT, 彼ら は “Precocity theory of cancer” と いう 仮説 を 立て て いる 
DENT ED NA DEF REP I 1 MATCH. すなわち 核 外 機構 の 早 吾 性 に 
よっ て 多 極 分 像 その 他 種 々 の 異常 分 像 が 起 る ある 。 こう し た 異常 は 訪 細 胞 に 特有 で ある と 説明 


た 。 彼ら は な お 疾 細 胞 に お ける 分 像 各 期 (前 ・ 中 ・ 後 ・ 終 期 ) の 出現 句 度 と 正常 体 細胞 の それ ら の 





比較 を な し て , HARM Op ea - 般 に 正常 体 細胞 の それ より も 速い 。 特に 前 期 が 早く 進行 


する と 解説 し て いる 。 汗 来 の 多く の 研究 者 は 夫 細 胞 に お ける 分 腸 の 速度 は 正常 な 細胞 の それ に 
比較 し て 一 般 に 早い と 考え られ て いた が 事実 は 決し て そ う 5 で は な い 。 例 えば Lewis (1951) の 
体外 培養 に お ける 交 細 胞 と 正常 細胞 の 分 裂 速 度 の 比較 で は , 前 者 の 方 が か む し ろ 分 裂 速度 が 遅い , 


同様 な 事実 は 吉田 肉 風 細胞 に お いて も 観察 され て いる (広野 1951, 牧野 ・ 中 原 1953) 


交 に 表 わ れ る 異常 分 像 は 病 細 胞 に 特有 な も の で は な く , 正常 の 体 細胞 に お いて も し ば し ば 観 
召さ れる も の で ある 。 特に 化学 薬品 処理 や 物理 的 親 戦 等 に ょ っ て 高 頻度 に 出現 する .。 以 ト の 事 
実 を 併せ 考え て , 癌 に 素 わ れる 異常 核分裂 は 韻 細 胞 に 特有 な も の で は なく , 細胞 が 或 る 影響 に 
よっ て 死滅 退化 する 過程 に お いて 表 わ れ る も の で ある 。 

し か ら ば 交 細 胞 が 果して 死 減 の 運命 を た どる か どう か と いう こと は 重要 な 癌 題 で も る 。 わ れ 
われ は 移植 一 世代 に お ける 増 細胞 の 行動 を 研究 し , 移植 の 初期 に は 分 裂 型 の 細胞 が 多く , 中 期 
に は 異常 型 が 多く な り , 末期 に いた る と 脱 壊 型 が 多く な る こと を 吉田 肉腫 その 他 の 冶 に お いて 
YS Lic. 閣 細 胞 の 崩壊 に 芝 く 原因 は 何 プ ご ちる か , この 原因 に つい て は 未だ わか ら な い 。 あ る 
MPO BEA, これ に 原因 し て いる か も ゃ 知れ な い _ 細胞 の 退化 の 過程 に お いて 何 義 いろ いろ な 異 
常 分 像 が 起 る か は 次 に 生ずる 問題 で ある 。 細胞 の 退化 の 選 得 に お いて は 分 多 機 構 弱 化 ち ある い は 
PRIEA IS CS CHAS, 換言 すれ ば 細胞 分 抽 に 重要 な 役割 を 演ずる と ころ の 紡 鍵 体 の 遅滞 ある 
い は 阻止 が お こる こと は 当然 考え られ る この よう ぅ な 機構 が 染色 体 に 球状 化 あ る い は C-effect 
に 原因 する 。 こ れ に 附 随 し て - 次 的 に 多 極 分 像 , 染色 体 の 倍加 等 が お こる と 考え られ る 

最近 演者 の -- 人 吉田 は 染色 休 の 連続 分 拓 と も ちい われ る べき 異常 を 冶 細 胞 に お いて 観察 し た 


これ は 染色 体 が 一 旦 分 像 し て も 両極 へ 移動 する こと な く , その まま 次 の 染色体 分 裂 が お こる 


2 


tip DAMA Be a omit + AAEM TH A. SORTE St 2 REIS AE 


ais + yy 


Ze] cH ES ia Fe る る の の 2 を ら メ ヵ し る し ら ee ot 1, Ay Gi HA h K De qr RE MAF I 7 ZB た - め に 生 ず ろ ia 


常 で あ る RE fs 学研 he Er 2) 
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57. 超 生 体 堂 光 色素 染色 に よる 単 一 腫 間 細 胞 の 細胞 化学 的 研究 
宇 野 広 治 ( 弘 還 大学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Cytochemical Studies on the Free Tumor Cells by tne 
Supravital Fluorescens Technique 
HIROHARU UNO 


先 に 私 は 単 一 睡 瘍 細胞 の 超 生 体 負 察 に 中 性 赤 ・ ヤ ー ス ス 生 染 色 法 と 位相 基 頭 役 鏡 等 を 用 い 






be Ham fa 3% 1 1 I >. „lt: LP SE. PY Pa Z e » = Aa tet t i}. - 
中 性 赤 の 色調 を 中 心 に 腫瘍 細胞 の 形態 学 的 特徴 を 論じ し た が , ZEITMIEERE 


NE « NUS HARES pI BR, 


RENATE Hl», 





HHO Bo TAN EHRT LERNT, CLIC ON eB RAE Ee (HOM) 3 


づけ , 検査 成績 の 大 略 を 述べ る - 





|. MM: 色素 は Coriphosphin O, Fluorescein, Auramin, Diamondphosphin, 


Thioflavin S, Neutralrot 等 で 。 い ずれ も 生理 的 
に 際 し て 被 栓 材料 と all, 37°C 






WW) HN TERZToT, ICH ENTTI OR RY, teh, 対照 と し て 普 
超 生 体 観察 (中 性 赤 ・ ヤ ー ヌ ス 和 緑 染色 ,。 fOPA EIR RE) や , 塗 抹 固 定 標本 観 窪 ( ギ ム ザ , 


ニン *・ メ チル 緑 ,。PAS 法 。 ダダ ン 里 染色 法 ) も 行っ た 


l. 実験 材料 : 主 と し て 人 の 体 内 (腹水 ・ 胸 水 ) の 昌一 腫 楊 


er. Hz 
A (TACH 


BRD) 
ビ ロ 


BERKER HIN FI また, 対照 と し て , 人 *・ ラ ッ テ ・ 家 算 ・ 犬 ・ 猫 等 の 陣 水 ・ 胸 水 ・ 


fie © RR 4 AAS Lf 


q. 成績 : 以下 Coriphosphin O Ze C-O, Diamondphosphin を D, Fluorescein を 


F, Auramin を A, Thioflavin S を T+S, Neutralrot を N, 普通 の 超 生 体 中 性 赤 染 色 


54 ake 3 と he 2-3 + - Hr EM va Ir ut 2 
36 Be uf N & A ie する 1) C し O, Be E if DO PICA する や の は 桜 お a 27 je fe fa fA 。 fet トー 


昔 一 黄 桃 を 示し , 核 網 ・ 桜 網 結節 も か な り 鮮 明 に 観察 され る 、 INDIEN で 不 染 で ある 


た 原形 質 も 湊 黒色 感 を 示す 、 これ は 普 N で 不 染 の 不 捧 明 感 の 強い ヒロ ニン 好 性 (RRN 


い ) 原 形質 に 相当 する . 2) CoO で 鮮 赤 桃 色 の 芸 光 を 発する も の は 普 N で 赤 桃 一 黄 株 色 を 示 - 


Wiki, PAS PEOWRICH MTS, この 種 の 谷 光 を 観察 し た 例 を 挙げ る と , PEARL, SUNG 


3 例 。 AAT, BO Bey, SPA, PAR, 用 


O Wii O Fas + BEN 1 例 で ある 。 し か し 葵 光 の 状態 は - 定 で な く , MAAC CO HR DH A 


異な り , 同 - - 例 で も 日 時 に ょ より 異な ITS TORI HI, 大 型 粘液 頼 粒 


反感 が 強く 。 局 平 上 皮 六 の も の は 桃色 感 が 強い 。 3) C・O で 鮮 桃 色 の 葵 光 を 発する も の は 


f 
} 
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ee FE een viren ee 
KO, PEPER EINE 1 Bl, 子宮 お よ 


KR 











BR BEBED AT HoF BMI 3 例 で 観察 )。 BELEN CBD 7 — UY 
(Zap ‚A, THEPEE RES 2 例 ) 5 ARIE t tie NY で 赤 の 7 wil Wak: (AABN 9 例 ) | HH Nr +2 = こ 5 
4) CoO CHEOAEL HES SL DIEMNTRELEL, ヤー 





この 種 の 物質 を 


Hay) EM.» I 
に 相当 する 


SH 2 Bl, TE, FL. 肝癌 の 各 1 例 で あ 、 

共 す る も の は 普 N で 桃色 を 示す 粘 硫 題 粒 お よび 楠原 (含水 炭素 ) で あぁ 
る ) 堂 光 物 買 は 比較 的 水 に 次 け そ す く , 角 察 中 時 間 が 経つ につれ, 速 か に 細胞 外 に 流れ 出 
Cy つい に は 全く 細胞 内 に 認め な いよ うに な る 。 徒 っ て 材料 採取 か ら 観 察 ま で の 操作 と 時 間 と 
ILD, 所 見 に 基 異 を 生ずる こと は 注意 を 要する 。 と も あれ 私 は 乳 痛 , 甲状腺 癌 , 肝 痛 和 1 例 
に , この 物質 を 有する 細胞 を 比較 的 多く 観察 し た 。 な お 微弱 年 ら 認 め た の は 肺 六 2 例 , SAG. 
+ 1 例 で あっ た . 6) ACTH, 普 N で 不透明 感 の 強い 胞体 は 淡 黄 色 , DT 








柄 裕 頼 粒 は 桃色 ,.N で は 核 お よび 粘液 頼 粒 は 暗 桃 色 。〒・S で は 粘液 頼 粒 は # 
mt, Pyronin で は 核 仁 が 淡 茜 色 に 発光 する 。 7) HE AHA IES B 4 OF 
性 紋 毛 FE (US 38 £8, ff; 1 fil), fy ft 負 腫 (Re Ha 1 例 ) で 見 た 。 た だ し 。 ホル マリ ン で 長 時 間 固 まし 
多く の 腫瘍 組織 凍 千 切 片 は ,。 正常 組織 と と も に ,。 種々 な る 程度 の 一 次 玲 光 を 発する 。 な か ん す 
PBA, SUNK, SEPERATE BEN, OUI. HER, HERI, 交 感 神経 母 細 用 


UBM, FSMERSAUKENN. FING. Mira, AIAN, 神経 脱 内 隆 の 発光 は 強い 。8) 対照 と 
7-IE its YD FILE COUN Nok; CeO で は す ATCORILE, ake DICH ja TEEN 
胞 で は 強 黄 桃 , 単 球 で は 赤 桃 , 好 中 球 て は 桃 。 好 酸 球 で は 暗 赤 桃 , 肥 用 細胞 で は 暗 赤 , URES 


1 


MEER CTH, WIRD Cal 


DT 


ーー 


(tHe 





Arr) >” 
Cin 





鮭 明 で ある 
Reap BE, 


BE, DA ERIK dh B i 


Atl ) う 細胞 


Ta) > 


a で て ソ 


&% ABBE, 肥 用 細胞 





t ky | 
tkTH OS. N お よび Pyronine で は 不鮮明 で ある 


El 


eA 『 で あ る 


Li-ih. ・ / ar ee sas , De 
er 細胞 検 索 に 人 C・O を 使用 する と 


L MAE 7 tt) Kae ~ 3 > ロラ on = er 
< PAL AB 時 BER ae ky-ny (2 得 ( 本 研究 究 ! ま ID AE [学研 Riek る ) 
i 講 
三村 女 男 > 興味 ある 方 法 と し て 拝聴 いた し まし た が 。 KR 2 粘 夜 頭 粒 上 いわ れ ま し た の は 。 組 Must RA g 
どう いう 反応 を 根拠 と する 精液 で ど ざ いま 
(お 笑え に 対し て ) トル イ Fr mit pH どの た らい の も る の を 御 使用 に な り ま し た み :。 組織 標本 に ょ 
る 諸 昭 の 検索 以外 に , RHE Dh BIH 法 の 場合 に ちか い 同 様 な 方 法 を お 使い に な り ま し た か 
字 野 広治 : 同時 に 作っ た 沙 抹 固定 標 ボ を PAS 法 。 トル イジ ンプ ラウ の メタ クロ ー ジ ー 法 。 ムチ カル ミン 
Ren Mae SCHR ET, HA. BO AEL KR 
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だ 験 も イイ - 


58. 単 一 腫 瘍 細胞 の 光輝 感 頼 粒 に つい て 
宇 野 広 治 (弘前 大 学 医学 部 病 FR 学 教室 ) 


Studies on the Bright Granule in the Free Tumor Cells 
HIROHARU UNO 





腔 内 単 一 腫瘍 細胞 の 胞体 内 に 種々 な る 程度 に 光 交 感 を 持つ 頼 粒 が 認め 
れ 。 特に 位相 差 頭 微 鏡 観 窪 で か な り 明 瞭 に 捉え られ る COMO BER 


栓 索 を 基礎 と し て 次 の 如く 分 類 し た 





1) 和則 大 小 





年 ^ の 球状 を 呈し , 位相 差 顕微 鏡 ご は 一 重 輪 に 光っ て 見 える 。 AER Ke ( ズ ダ ン 黒 
1g4+70% アル ュー ル 100cc ER) T 30 分 染色 する と 青色 を 示す が , 純 ア ルコ ー ル で 3 時間 
以上 前 処置 を 施す と 消失 する 。 また, ズ E( ズ ダン 黒 1 g 十 純 プ ルコ ュー ル 100cc 溶液 ) で は 3 


時 間 以 上 で 不 染 に 傾く 。 な お , ズ ダ ン 冒 で も 染まる 。 従っ て 


> 


11 


た 不 懲 和 脂 肪 類 で ある と 解す る 、 また, MTV AYA, オス ミウ ム 酸 , エ ・T・C, テン モ 


- な 


ニブ 銀 。 重 ク ロム 酸 カ リ の 水溶 液 を 種々 な る 程 ! 度 に 還元 する 。 ま た 。 過 マン ガン RI) TH 


=D) BE ン 里 染色 1 で Hye L, 超 生 体 Coriphosphin O sf fh fh i Ue fe 色 で E64 DE まう Ae E> 


る CARE) COMO MRT SMO MB MIC, 特 こ 





て , KEITEN ZURICH BAS SAA. TAPER IRE, FG, IRA. 
Rik. SUA, 細 網 肉腫 等 に 認め た 

2) JOB BR: : CE これ は 超 生体 中 性 赤 * ヤ ー ヌ ス 緑 染色 で ヤー ヌス 緑 に 緑 染 す 
る 大 小 の 可 状 一 球状 の 素 粒 体 に 相当 する 、 貴 瘍 細胞 で は 時 間 が 経つ と 宰 色 する 傾向 か ある 。 卒 


本 固定 標本 で は 6 で 30 分 ,。 ズ EE あ る い は (プル ュー ルプ ラウ 1g 十 純 プ アル ュ ー ル 100cc ifs 





で 3 時 間 楽 色 す る と , 青 一 暗 青 色 に 染まる が , 純 ア ルコ ュー ル で 1 日 以上 前 処置 を する と 不 
染 に 傾く 。 この 不 染 の も の を 過 マ ン ガ ン 酸 カリ り で 処置 する と 再び ズ ダ ン 黒 で 掲 緑色 に 染まる 
徒 っ て この 頼 粒 は テル ュー ル 易 溶性 脂肪 を 種々 な る 召 ! た ブル コー メ 
脂質 十 燃 脂質 ) が 主体 を な す と 解す る また, vv we FALIYAM, Te TC, 
R7AaAPMAVAMILITS. また, ho vay AHWR, Ke VY CHAR, オス ミウ 
ム > 酸 前 処置 後 。 ズ ダン 黒 で 黒 書 に . TY ERTHR CRM CHE SO. HAM TIL AK BAAR 
の 組織 細胞 の 未 粒 体 に 比 し て 小型 で 数 も 少く 。 ブ プル ュー ル た に 対す る 抵抗 が 弱い が, AS 
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ょ び 白 血 病 細胞 の それ は 同等 か 大 型 で 数 も 多く , プル ュー ル に 対す る 拉 拓 が 強い 傾向 が ある 。 
[所在] この 頼 粒 は あら ゆる 種類 の 腫瘍 細胞 に , 特に 体腔 内 で 純 培 養 の 状態 に ある 時 期 に 明瞭 
捉え られ る 。 そ し て 機能 昭 粒 の 成熟 お よび 崩壊 の 増加 と と も に 減少 する 。 

3) SCRDR BAe: (性 状 〕) この 頼 粒 は 上 記 B 型 と 性 状 を 大 体 同 じ く する も の で ある 
か 。 閣 細 胞 で 見 られ る 次 記 の 如き 思 粒 を 亜 型 と 呼称 し た . すなわち 趣 生 体 中 性 赤 ・ ヤ ー ヌ ス 緑 
染色 で 昔 緑 一 緑色 を 呈し , 発生 母 地 組織 細胞 の 粒 体 に 比 し て 同等 乃至 大 型 の ゃ の が 多く , 大 
小 不同 で , 程 状 ・ 球 状 を 示し , これ ら が 点 状 散在 ある い は 連 問 状 に 配列 し て , 胞体 に 充満 する 


傾向 が あり, 多く は アル ュー ル で 1 日 以上 処置 し て も 不 染 に 傾 か な い 占 粒 で ある (肉腫 の 場合 
は 下 型 と 呼ば な い )。 ま た , COPA Coriphosphin O TRADE BE LT, 
次 昔 桃 一 次 黄 感 の ある 胞体 中 : こ 見 られ る 。 CATED 坊 が 体腔 内 で 純 培 養 の 状態 に ある 時 期 の 後 
ド に 多く 見 られ , この 時 期 に は 多核 巨 細胞 ある い は 単 核 巨 細胞 も 出現 する 。 肺 冶 1 例 に か な り 


多く 。 Wa 1 + FUR Q HELL ・ 子 宮 癌 1 例 に 少数 , 胃 ・ 卵 巣 * 子 宮 ・ 肺 等 の 痛 お よび 他 


4) KRECHER: て 性 決 〕 超 生 体 中 性 赤 *・ ヤ ー ス ヌス 緑 染色 で 中 性 赤 に 染 り , AA PAS 
『 こ 相当 する . 特に 未 地 の 頼 粒 は 光輝 感 を 有 し , WAREZ gL 


ちる い は 認め 難い 。 塗 抹 固 定 禁 本 で は ズ e 30 分 ある い は ズ E 3 時 間 で 暗 青 一 灰 青 色 に 染まる 





Lr 2 Et 2, NEEBRACHE 
ED, Ky) ME *~ DELHEN 





Im > 2 


か 。 RER LO IE SIND Ho, MT TATRA I TER, ZATETCH 
Brad, LDin DORIS ALT AIENFR 
NAMM TRAGE DI SCR <, KPO HL SL, Alert 
は か な り 仮 面 脂質 か あり , PMSA BRE RL IEA OA LY IA EN SO KN 
買 を 有 し て いる .。 〔 所 在 〕 COMMAS Od SIAMCICH on 

5) 光輝 感 Auramin (HK :〔 性 状 〕 超 生 体 Auramin / RICK k SHAT, 
6 (4 OFC O TR BIE ES SWRI CH 2. CNRS K e 30 分 で 染色 され , 


PAS fylttth S. (HEI この 種 の 





RL 2c ATH © FUR © FRA CHR TD RE Te 


結語 : MEGAMI REARS, < 23. CHR AS SAMAR, NOSE TBR Ft 
体 , BERR L, それ ら は 脂質 を 種々 な る 径 度 に , か つ 裸 状 乃 至 仮面 性 に 有 し て いる 


> 


と を 確認 し た 。 (本 研究 は 交 部 省 科 学研 究 費 に ょ る) 
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59. 超 生 体 染 色 法 に よる 腫瘍 細胞 の 生死 鑑別 に つい て 
織田 昭 (東京 大 学 伝染 病 研究 所 : 研 ) 


Differential Staining Method for Dead and Live Tumor Cells 
AKIRA ODA 


ic RS Neutral red の -: 重 染色 に よる 腫 揚 細 胞 の 生死 鑑別 に つい て 報告 し た が , さら 


Ao eS 


LRG HET, ED TEM AE EN LP HR RA EAT AK 次 の 実験 を 行っ た 。 生 体 染色 
SBA RYE RIS SLC, 酸性 色素 は その 大 多数 の も の が 染色 性 が か が なく, それ に ひき か 々 ぇ 塩 


ど 染 色 性 を 有 し て いる こと か ら , 細胞 の 生死 の 差 に より 染色 性 ( 士 ) また は 


>. 
だ / 


fr 


WOME ASAI RIE LA 

(一 ) の 性 質 を 有する 色素 は 物理 。 化学 的 性 汰 性 の 何等 か の 意味 で その 中 間 の 性 質 を 有する も の 
と 想像 され る 。 そ こ で 色素 の 懇 質 性 。 UORTE, 荷電 性 , 拡散 性 を 檎 する 目的 で 約 30 Mo he 
に つい て , paper electrophoresis に より 実験 し て みる と 陽極 移動 性 の 大 きい , TLITRE 
性 (濾紙 ) の 小 な る , Acid Fuchsine, Scarlet, Acid Scarlet R. Carmine. 等 で は 生死 に 関 
な く 染色 性 は (一 ) で, 陰極 移動 性 の 大 た な る も の 例え ば Crystal Violet, Methyl Violet 6B 
は 生死 に 関係 な く 洒 色 性 は (4+) CHS, そし て 徒 来生 死 鑑 引 こ 用 いら れ て いた Neutral 


red, Eosine, Trypan Blue 等 は その 中 間 に 属 し , その 他 実 験 に より 中 間 の 性 質 を 有する も の 


Safranine 超 染 に よる 腫 揚 細 胞 生 存 率 計算 と 発症 能 と の 関係 
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使用 し た Mouse it, fei DD: 3 W で , 細胞 (Ehrlich Krk) の 生存 率 の 低下 は 
Mouse Ringer に て , 6 倍 稀 釈 し 。 37°C に 放 HE», れ を 用 いた irichk PREM 


Be CHERM EL YL 20 匹 。 右 諾 腹部 に 1.6 (FRR Le a oe ER 
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は ほ 了 予想 通り 大 体 染 別 能 を 有 し て いた -_ Erythrosine, Iodeosine, Safranine, Fuchsine 等 か 


y 


ZACH. また Neutral Blue, Congo Red, の 如き 脱 質 性 の 大 な る も の は 移動 性 は 小 で あぁ 
っ た か 染色 性 を 有 し な か っ た 。 以上 115 M Phosphate Buffer PH. 7.0 に お いて 行っ た 実 
験 で 移動 性 (上 また は 一 ) 大 な る も の は 染 絢 能 を 有 し な いこ と は 明らか で ある が , その 中 間 の ? 


の で は 吸 斉 性 , 脱 質 性 。 拡散 性 , 移動 性 が 或 る 相関 関係 的 な 量 の 時 良好 な る 染 別 能 を 有する ょ 


う に 思わ れる 。 な お , 発色 基 団 の 構造 に は 何等 関係 を 見 出す こと は で き な か っ た 。 次 に 以上 の 
結果 か ら Safranine が か が, 4, 44:0 Contrast. 時 間 経 遇 に ょ る 集団 染色 像 の 変 化 も 少な い 

う で 貴 揚 細胞 の 発症 能 を も っ て 生死 の 区 中 と な し 動物 接種 実験 を 行っ た 。 方 法 は 皮下 接種 で 二 
- 日 目 の minimam take を 目安 と する も の で Safranine の 超 生 体 染色 法 は Safranine の 
200 倍 17.5 M Phosphate Buffer 次 液 と 同 量 の 隆 瘍 細胞 浮 流 疲 を 混合 する 方 法 で ある 。 実 
bees, 下図 で 判る よぅ に Safranine 超 染 に よる 生存 率 計算 と 発癌 率 と は 一 致し な い の で 


HOD, これ は まず 生存 細胞 か 全部 発癌 能 を 有 し て いる と 考え る 時 は Safrnine が か が 的確 に 生死 


を 染 別 し て いな いこ と で ,。 また 一 方 が 的 駿 に 柴 別して いる と 仮定 すれ ば 本 来生 存 し て いる 細胞 


の 中 に こも , 生体 側 の 状態 も 関係 し て 発 競 能 を 有 し な いも の が 含ま れ て いる と 考え HHA. BH 


の つが 同時 に 関係 し て いる と 思わ れる 。 そ こ で 細胞 が 生か ら 死 へ の 変化 の 内 物理 , 化学 


的 な 少な く と も 染色 性 に 関係 する 事柄 を , 仮に 連続 的 で ある と 考え , また 同じ 細胞 浮 流 液 で あ 
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りな から, 各々 色素 に よっ て 染め 分 けら れる 割合 が 異な 


きる の で ある 。 す な わ ち A 図 中 1) は 生死 に 関係 な く 染色 能 を 有 し な い 色 素 2) は 本 来 死ん て 
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いる も の の - 部 も 染色 し な い 色素 . 3) は 本 来 の 生死 を 的 確 に 柴 引 す る も の 。 4) は 本 来生 き て 
いる も の まで 染色 する も の . 5) は 実験 的 生死 判別 基準 で 的 確 に 染 絢 す る も の 。6) は , TOK 
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準 で 生 で ある べき も の ま て 染色 する も の 。 7) 生死 に 関係 な く 全部 の も の を 染色 し て し ま 


ぅ 色 圭 、 実際 的 に は 種々 の 実験 的 判別 か が 存在 する わけ で ある が いずれ に し て も , 5) 


の よ 


HA) 


5 な 場 合 が 理想 で ある わけ で ある Safranine の 場 FE 6) Cee れる わけ で ある が また 1) 


~6) まで の も の で も 一 定数 量 の 細胞 の 生存 率 を 検 べ それ に 牙 る 係数 ( 2) 4) ま で は 1 以上, 


5) tz, ‘0; 6) は 1 以下 の 或 る 数 ) を か ける こと に より 理想 の 線 に 一 致 さ せる こと が で きる わけ 
52, Safranine の 超 染 の 場合 ,。 未だ 実験 例 数 が 少な い の で その 係数 は 見 出す こと は で き な 


な く , 正確 な 再現 性 を 有する こと 等 か ら 充 分 その 利用 酒 値 の あ 


> の £ 
いか 染 a 像 等 に よる 誤差 DSi 7 よ 


& fff 
る も の と 7 る の で ある ( 交 部 省 科 学研 究 費 (にょ る ) 


60. 腹水 中 交 細 胞 の 酵素 組織 化学 的 研究 
RASS, 前 田 昭 敏 , 堤 BAR 


Histochemical Study on Enzymes of Cancer Cells in Ascites 
TADAO TAKEUCHI, AKITOSHI MAEDA, IKURO TSUTSUMI 


(Department of Pathology, Kumamoto University School of Medicine, Kumamoto) 


Human ascites of liver and stomach cancers and rat ascites in Yoshida 
ascites hepatoma were utilized as materials and their smears were mainly used 
in this study. For histochemical demonstration of enzymes, our metal salt 
techniques (Takeuchi: Igaku To Sheibutsugaku 3, 279, 1943, Ibid. 25, 74, 1952, 
Tokyo Iji Shinshi 68 (8), 11, 1951), Seligman’s azo dye method and our specific 
dyeing methods (Takeuchi et al: Tokyo Iji Shinshi 70 (6), 19, 1953) were applied. 
As substrates for phosphatases sodium glycerophosphate, adenylic acid from 
yeast and muscle, ribonucleic acid from yeast, desoxyribonucleic acid from sperm, 
barium adenosine-triphosphate, and sodium or barium creatine-phosphate were 
used. Tween and f-naphthyl acetate were used as substrate for lipase and 
esterase. Alkaline and acid phosphatase of human ascites were determined 
chemically by Bodansky’s method, and the chemical results were compared with 
the histochemical ones. 

Free cancer cells in human ascites contain various amounts of alkaline, acid 
and other specific phosphatases in liver cancer as well as stomach cancers. 
They show an intensely positive enzyme reaction in some cells, a moderate or 
weak positive one in other cells. On the contrary, the enzymes are not often 
stained histochemically. These phosphatases are demonstrated mainly in 
cytoplasms of cancer cells. A strong phosphatase reaction is often found on one 
side of the cytoplasm which is considered to correspond to the secretory border 
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in gastric cancer cells in ascites smears. In the mitotic and amitotic cancer 
cells, acid phosphatase, 5-nucleotidase and adenosine-triphosphatase are frequently 
demonstrated. In these cases the enzymes are shown mainly in cytoplasms and 
sometimes in nuclei. In general, when the substrate of high energic phosphate 
bond are used, there is a tendency to show the nuclear staining (without relation 
to the presence of intranuclear enzyme) with the cytoplasmic one. 

Cancer ascites shows a great variety of phosphatase contents chemically. 
When there are many cancer cells that show the positive reaction in ascites 
smears, the high contents of alkaline and acid phosphatases in ascites are proved 
chemically. These show occasionally so high contents (10-13 units in alkaline 
range and above 10 units in acid one) that are never seen in nephrogenic, con- 
gestive or hepatogenic and tuberculous ascites. The phosphatase contents of 
suppurative ascites are high in general, but the alkaline phosphatase seems to 
be increased more in the cancer ascites than in the suppurative one. It is 
thought that it has a diagnostic significance only when the abnormally high 
contents of phosphatases can be proved. 

Esterase is also demonstrated histochemically in ascites cancer cells in liver 
and stomach cancers. Liver cancer cells show the positive reaction more 
frequently. Tween lipase reaction is not easily shown in cancer cells in ascites 
smears. Sometimes it is demonstrated weakly in liver cancer cells. 

In smears of Yoshida ascites cancer, alkaline and acid glycerophosphatase, 
ribonucleotidase, desoxyribonucleotidase, and 3-nucleotidase are demonstrated as 
a relatively intense reaction in certain cancer cells. Adenosine-triphosphatase 
and 5-nucleotidase reactions are shown more weakly in the cancer cells. They 
are not shown occasionally. Esterase is demonstrated in all cancer cells of this 
hepatoma. Lipase is shown moderately or weakly in some cells but is occasionally 
negative. 

In conclusion, enzymes of cancer cells are very closely related to the property 
of enzyme production in tissue cells of their origin. Cancer cells may retain 
often the property of the enzyme production, sometimes lose such property and 
sometimes acquire abnormally higher enzyme contents. It seems to be charac- 


teristic that cancer cells show irregular contents of enzymes. 


61. MRS HNN DIR nz > US AEE IE 
AKERS, —, 本 田 渋 子 BEARER) 
The Electron Microsropie and Microchemical Studies of Tumour Cell 
SHUNGO OSATO, HAJIME MORI, SHIKUKO HONDA 
仏 共 は 昨年 秋 の 日 本 遺伝 学会 において, BL IT DRAKE NR R IC 
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つい て 報告 し た 。 腫瘍 細胞 と し て は , ラッ テ の 吉田 腹水 肉 竹 お よび マウ ス の エー ルリ ッ ヒ 腹水 
増 の 細胞 を 用 いた 。 そ の 結果 を 簡単 に 再 述 すれ ば , 核分裂 の 中 期 に お ける , これ ら 弁 場 細胞 の 
染色 休 は 鮮 か な 螺旋 構造 を 示し , それ は 愉 も 二 本 の を 換 り 合せ た よう な 像 を 呈し た 。 そ の 各 
は さら に 細い 一 本 の 系 の 換 り 合 さ っ た 構造 を 呈し た 。 そ の 細い 糸 は さら に - 層 細い - - 本 の 
の 換 り 合 さ っ た と 思わ れる 像 を 示し た 。 TORI COME! £05 名 称 を 用 いる と 
大 螺旋 か ら 順 次 に , 第 一 次 第 次 第 次 …… 染色 体 細 - > 語 を 用 いて も よい - (Chromo- 


nema I. II. II. ------ ) の 染色 体 の 構造 は 対照 と し て 用 いた 


ibe 


きつ ゆく さ の 雄 養 毛 の 細胞 や 星 血 球 。 また は 漠 揚 動物 の 写 棚 細胞 等 に つい て 得 た 染色 


体 の 像 と よく 似 た も の で ある .。 な お 人 染色体 の 動 原 体 お よび これ に 附 着 し た 紡 氏 系 等 に つい て も 


- の 鮮明 な 楽 色 体 の 螺旋 構造 は し 。 チト ラー ル ・ ナ イト ロミ ン 等 の 制 六 剤 を 注射 し た (腹腔 内 
SPIRE FIC) 動物 で は は な は だ 不鮮明 に また は , 全く 認め られ な く な り , その 辺 縁 も 不 規 則 
の 凹凸 を 志す 。 チ トラ ー ル の 注射 を 受け た 腫瘍 動物 で は , RMD BAILA DAT RZ 
この こと は 臨床 的 に ナイ トロ ミン 注射 を 反 器 する 時 は 著 明 な 白血球 減少 症 を 来 す が , チト ラー 
ル 注 射 を 繰り か を え し て も , 白血球 減少 症 を 来 さ な いこ と と よく 一 - 致 する また , チト ラー ル を 
趣 生 態 の 生体 隆 瘍 細胞 に 直接 作用 させ て も , 染色 体 の 著 明 な 変化 を 来 す それ が ナイ トロ ミン 
で は 著しく な か っ た 。 この 事実 も また , ナ チイ トロ ミン が 動物 体内 で - - 定 の 変化 を 受け て 初め て 。 
制 閣 作 用 を 呈す る と いう 既知 の 事実 と よく 一 致す る よう に 思わ れる 

以上 の 研究 の 聞 に お いて 得 た 電子 顕微 鏡 写 真 に お いて 私 共 は し ば し ば 一 様 の 大 き さ を 呈す る 


th / NND ちる や の る a GOOD それ ら は こ el CRED WAG THAN ip J( こ 回 REZ る の を みみ た この 所 見 は 


nk 


淡 透 圧 作 用 を 利用 し て 細胞 を 破壊 し た も の で も , 超 注 切片 の 細胞 か ら も 認め られ た .。 その 大 き 
Stk 150 m の 直径 で , 実質 性 に 見 を える も の と , 中 空 に 見 える も の と の - 群 が か あっ た 。 そ 
れ は Delbrück 東 そ の 他 の 人 々 が イン フル エン ザ ヴ ィ ル ス 補 細 画 性 ヴィ ルス 等 の 細胞 内 ヴィ 
ルス 型 と し て 記載 せる も の と よく 一 致し た 形態 を 呈し , 中 空 の も の は 彼ら の いわ ゆる ドウ ナッ 
MOBY LTA. それ が 果して ヴィ ルス で ある や 細胞 内 叩 米 な りや に つい て は 今日 な お 断定 
PART SZ. 本 研究 中 に 幅 瘍 細胞 内 の ミト ュ ン ドリ ヤ に つい て も 注意 を 払い 種々 の 形 の も の か 
得 ら れ た が 細胞 の 状態 その 他 と 関係 し て いる よぅ 5 で 一 様 で な く さらに 研究 を 続け て みた い 

次 に 数 枚 の 細胞 化学 的 染色 を 施し た 幅 瘍 細胞 の 原色 写真 の スラ イド を 掲げ る 。 Cause | 
て それ ら の 染色 像 に お よ ぼ す , チ トラ ー ル の 影響 を 明らか に する こと を 目標 と し た も の で ある 
すでに ギー ム ザ 染色 に よっ て チト ラー ル の 作用 を 受け た 細 移 は 村 お よび 原形 質 に お いて 著 明 な 


* 形 を 認め させ る が , フォ イル ゲン 反応 , ビ ロ ニ ン メ チル グリ ー ン 染色 。 チ オニ ン 染 色 等 を 行 


RS 
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っ て , 核 内 構造 の 形態, BADE, リボ 核酸 の 分 布 等 の 変化 か が 。 チト ラー ル の 作用 で 認め られ る 
ト う で ある 。 ま た Baur KEIO Cassela 氏 法 で 見 える 陽性 物質 , 細胞 質 内 空 狗 に つい て も 


や や で 認 な べき 夜 化 が み ら れ た 。 こ の 研究 は 今後 も 迷 行 し て ,. は っ きり し た 結語 に 到達 する と 考 


62. 悪性 風 瘍 の 細胞 学 的 研究 (新しい 術 式 に よる ) 
田中 館 義 良 , 長谷 川 俊治 , 田村 潤 (国立 名 古屋 病院 内 科 及 び 病 理 ) 
Cytological Studies of Malignant Tumour 
YOSHINAGA TANAKADATE, SHUNJI HASEGAWA, JUN TAMURA 


最近 Exfoliative Cytology Dt: on CT RMAC IA EEE OHA DHA lS 


EF; た か 。 FEF D FARR REAR ES を 抹 標 本 と は 本 質 的 に 異 る も の で ある た め ,。 この 


+ 


せよ うと 新しい 術 式 を 考 接 し , 知見 を 得 て い る 。 わ れ わ 


HEE r ~ HE) 1 BE. 
間隙 を 埋め て 両者 の 間 に 連 有 関 性 を 持た せ . し ac 


は (1) Mes GOH OFIFA, (2) 混 固 定 の 賞 用 。 (3) A-SI DOREROP MOM Ne 


し ま は 材料 を 得 た 場合 , 次 の 一 連 の 標本 を 作 » 比較 検討 する ET 


「 ュ マン a 


(1) HH DER > BORAGE 2 7 Aa Bee 


混 固 定 特殊 染色 


2) 組織 面 の 捧 印 > ... メイ ギ ム ザ 染色 





u Mn talte Hk gr Ge fi 
3 MR OMA > Felle 214 FAR 
* 混 固 定 , RRR 
1) DLE ORME AT L&I AES OH OFM (a) 直ちに スラ イド に 載せ る 


流せ し め て 後 ス ライ ド に 載せ る 。 以上 (a), (b) は 湿 固定 メイ ギ ム ザ 人 染 


ム ザ 染色 法 


上 と 同 -_- 割 面 の 組織 切片 林 本 の 作製 : この 内 未 固 定 冷 凛 切 片 混 固 定 メ イ ギ ム 
引 約 する と 固定 冷凍 切 訂 を 上 吉 ち に スラ イド に 載せ わ 


7 A ー +f. £r I,” te ル 
ALD MD TBA LARCH YO, 


+ わ # し オ BL 
Euch LORD TOTO ASA FICHE Liezifroiciililke, 24 FAFA AMTOT 
も - の 方 法 に よっ て 作製 し た 標本 で は 細胞 配列 は 保存 せ られ , 中 央 部 で は 切片 標本 と 同様, 


母 組織 -^ の 攻撃 似 入 が 十分 に うか が われ 同時 に 辺 綴 の 薄く 引き 伸ばさ れ た 部 分 は 個 
り 細胞 赴 引 に 適し て いる 。 この辺 緑 部 の 細胞 は 塗 抹 昼 本 と 異 り 細 移 の 断面 が 観察 せ られ 急激 
な 脱水 の た め , 核 の クロ マチ ン は 粗 岡 と な り 核 小 体 は 著しく 強調 せら れる 。 江 い 染色 硫 で 長い 
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das 








Hat 7 


き 間 染色 し た 標本 で は さら に 良好 な 結果 が 得 られ 特殊 な 核 小 体 染色 法 を 用 いる 必要 を 認め ぬ 召 
明 朋 に 青 染 せ る 核 小 体 が 観察 で きる 。 か か る 標本 と 同一 割 耐 か ら 作 製 せ る 組織 切片 禁 本 7 
に 塗 抹 標 本 を 比較 検討 し 同時 に 喘 療 胸 水 腹水 等 か ら 得 ら れ た 制 脱 細胞 を 観察 し , その 変性 能 度 
に 習 束 し 塗 抹 標 本 に ょ る 診断 の 限 上 を 押し 拡げ ん と 努力 し て いる 


63. 位相 差 頭 微 鏡 映画 に よる 培養 ラッ テ 細 網 肉 有 性 の 研究 
RACE. 都 薬 正志 KHER SHEED) 


Studies on Cultured Reticulosarcoma of Rat by Phase Contrast 
Cinematography. 
MOTOHIKO TOBIOKA, MASASHI TSUZUKI 


HAM, MIAME, Hodgkin 氏 病 は 一 連 の 関連 疾患 で ある と の 見 方 も 強く Herbut 等 の 
如く 臨床 上 時 期 に より 組織 学 上 万 に 移行 の 見 られ た と い } ぅ 報告 も ある 程 で ある が 党 に 組織 像 か 
a 1 

2 &OOD PRG RE RRL MBA PH ANALOL OH AMRIT SHR 
会 を 得 た の で その 概略 を 記す る 。 

第 1 表 Parabiosis II k 3 E37 » 7 MBA 


ce 実験 番号 Parabiosis Parabiosis ; GREE y ま た | t Parabiosis 
it aa > か a 





実施 月 日 | 分離 月 日 死亡 月 日 実施 期間 (月 ) er nA 
, | | ee aoe! cee PE ge Ai Be Ar EU 8.11.20 
621R ク ” 
595L TEEN 54.2.5 
2 595, 53.2.3 3.69 54 3 4 4.0 MME IRA 5, 3 4 
595R x ク 
3 599 53.2.6 8.49 5424 2 BM UHIRELIRAB 54. 2. 4 


ren Roller tube 法 を 用 い 雑 菌 防止 の た め 培 地 1 ml に つい て Neomycin 
sodium 1000 gamma の 英 血 衣 培 地 を 用 い Gey 氏 生 理 的 食塩 水 と 患者 か ら 得 た 人 体 腹 腔 液 
の 等 量 液 2 m1 SEHR 3 AIM Me ARK ARE ICM ZA EAS 切片 づつ を 
併 置 し た -: 枚 の カバ ー グ ラス を 背中 合せ に 重ね て 試験 管 に 入れ 約 38°C NED RT PU 
- 回 培養 液 を 新鮮 な も の と 交換 し -- 定 時 日後 常態 発育 お よび 超 生 体 染 色 の 経過 お よび 対照 と 1 
常 四 ネズ ミ 汐 巴 腺 培養 組織 を 位相 差 顕微 鏡 映画 に 撮影 し 他 は 固定 族 染 色 を 施し 比較 研究 1 


JL し 
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REED AT 若 初 期 に は 腫 場 母 組織 に 近く 多数 の 光世 球 か 遊 出し 次 いで 腫瘍 細胞 お よび 大 
喰 細胞 の 遊 還 が 見 られ 次 第 に 光 巴 球 は 消失 の 傾向 を 示し 培養 週間 に 達する と 液化 部 を 生ずる 
も の か 多く その 部 に 大 円 形 あ る い は 不 肉 則 な - : 角 形 , BEI, 手鏡 状 . プ ラン 状 等 種々 の 形 を 呈 
する 大 形 細 史 か 多数 に 見 られ , 細胞 の 形態 , 細胞 質 の 運動 を 位相 顕微 鏡 映画 に 撮影 観察 - する 
に 好適 の 部 位 で これ ら の 細胞 の 辺 縁 は 上 直線 的 に 境 さ れる も の が 多く か つ 細 胞 質 は 厚く ミト ュ ン 

) 7 ORR OBR ETE L ag 
ト 球 系 諸 細胞 を 認め る 。 こ れ と 不 規 則 な 形 の 遊 出 細胞 は 種々 の 方 向 に 徐 * に 移動 は する 

天 喰 細胞 程 移動 が 著しく な い _。 大 喰 細胞 は 細胞 質 が 核 に 比 し 大 きく 種々 の 不正 形 を 呈す る が 


VERA BEAAURAR CHG CH FEA DAX SOBRE, LIS し ば 空 乃 を 認め 異物 を 規則 正 L 


細胞 体内 に 取入れ る 状況 を 観察 する こと が で 


ir 


S. BE HRERERLILF AUF EZ EN os D 

RAE 4 eine 2 kath ati 245) 9 Aa Coke 
DORE LTTE OD CARBO BE 7 5 OI RATA NETZ Zr 
か で きる 。 ま た 周囲 組織 と 網 決 線維 で 強固 に 連絡 し た 不 規則 な 大 型 網状 形 細 胞 が 見 られ ある い 
ょ これ ら 大 形 細胞 か 互い に 連絡 され 時 に 連 珠 状 に 連 る の を 見 る この 網状 線維 上 に 或 る 開路 を 

て 小 膨 隆 を 見 る が 細胞 の 変性 傾向 に 従い 結節 状 に 小 塊状 化す る の も 映画 に より 詳細 に 観察 
し 得 ら れる 。 さら に 時 期 が 進む と 遊 軸 細胞 は ほとん ど 消 失 し 紡 鍵 形 細胞 が 増加 し 固定 後 Jacob- 


存 


son {#4 (May Grünwald, Giemsa 複 染色 ), Gonzalez 網状 線維 染色 を 行う と 腫瘍 細 移 は 


‘ 


NET ZL ODD ONAAMAID MN HEIZ Jacobson 染色 で Methylen blue 
の 吉 色 に 強 染 し 細胞 質 は 淡 青 に 染まり 不 規則 大 形 で 核 に 比 し 細胞 質 は 少く 腫瘍 組織 培養 中 に 見 
られ た 多数 の 大 形 不 規則 な 形 の 遊 出 細胞 お よび 大 形 不 規 則 な 形 の 網 決 形 細胞 に - - 到 する. Mi 
細 胸 は 生態 的 に 観察 され た と 同様 固定 切片 懐 本 に お いて も 細胞 聞 線 維 で な がい に 連 絡 さ れ た も の 
を 認め る こと か で き 種 々 の 細胞 質 の 笑 起 で 連 り 時 に この 細 綱 線維 に 小結 節 性 膨 際 が 生態 時 と 
同様 確認 する こと か で きま た 腫瘍 培養 組織 上 所 ^ 核 分 沖 像 を 認め る こと か で きる 

(HAAN Brilliant cresyl blue, Neutral red CH 4: (KY (4 % Ji L AA BE oy BA 
PRET D & AMV DIPS D BLANKET SC LMACEA. An bs eH BC BHC 
人 し Brilliant cresyl blue 1: 50,000 の 比 に 添加 する と 15 分 以内 で 腫瘍 細胞 。 細 網 細胞 , 
光 巴 球 氷 細胞 お よび 2, 3 の 線維 古 細 胞 は と も に 湊 吉 に 染色 され 1 時 間 以 後 で 深 吉 染 され る 
同 座 を 培地 に 対し 1 : 5.000 の 比 に 添加 する と 7 分 後 で すでに 幅 瘍 細 胸 の 中 心 部 が 深 染 され 14 
で 細胞 質 か 崩壊 し 30 分 後 で 細胞 か 月 壊死 三 す る の を 認め 得る 

以上 本 腫 揚 細 胞 の 遊 出 細胞 に お いて は その 大 き さ 異 形 の 程度 を 除け は その 形 , AOR 
運動 , 厚 さ , 顎 粒 の 客 度 、 細 胞 の 移動 状態 等 は 正常 光 巴 腺 組織 培養 時 の 遊 出 細 移 中 の それ に 類 
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似 す る 点 も 認め られ る が 腫瘍 細胞 間 あ る い は 四 瘍 細胞 と 組織 と の 間 に 強 央 な 細 網 線維 で 連絡 し 
細 網 肉 風 に 見 られ る 細胞 聞 網 状 線維 の 存在 する も の を 培養 組織 上 な ら び に その 同定 標本 に お い 
て 確認 する こと が で きた 

( 峠 瘍 材料 に は テキ サス 大 学 DR. CHARES E. HALL に 映画 撮影 に は 同 DR. C. M. 
POMERAT の 好意 に よっ た ) 


C4. Ehrlich 腹水 冶 に お ける 肝 細 胞 に つい て 
MER (大 臣 大 学 医学 部 第 一 解 品 学 教室 ) 


On Liver Cells in Erlich’s Ascites Carcinoma. 
GORO KUSUMOTO 


Ed 


体内 随所 の 悪性 腫瘍 発生 時 に お ける , 肝 カ タラ ー ぞ の 活性 度 の 減少 等 , 遠隔 臓器 で ある 肝臓 
へ の 影響 が 種々 取り 上 げ ら れ て いる の で , Ehrlich 腹水 頑 に お ける 肝 細 移 の 変化 を 細胞 学 的 | 
PA Li, 今般 や や 纏っ た 結果 を 得 た の で ここ に 報告 する 次 第 で ある 

1. 材料 お よび 研究 方 法 : 材料 と し て は 体重 20 瓦 前 後 の 雄 の マウ ス を 用 い , 腹水 癌 移植 後 

1 適 間 の 種 マ ウス の 腹水 0.1 cc 宛 を 無 画 的 に 腹腔 内 に 移 丁 し た 。 取材 は 移植 後 1 日 より 11 日 
に 玉 る 間 毎 日 行い いずれ も 12 時 間 空 腹 時 に 取材 し た 。 採 骨 し た 肝臓 の 小生 は Zenker, 10 
22 Formalin, Ciaccio, Carnoy, Kolster 液 に て 固定 し , ヘマ トキ シリ ン エ ォ ジ ン 沙 色 , 
Feulgen 染色 , シャ ー ル ラ ツ ハ ロー ト に よこ る 脂肪 染色 。 Hot に hkiss 注 に よる 多糖 類 染 色 。 ヒ 
ロニ ン メ チル グリ ン 染 色 。 Heidenhain 鉄 へ て ト キシ リン に よる ミト ュ コンド リヤ 染色 を 行っ 

2. 所 見 性 瘍 細胞 は 接種 後 1 日 で すでに 小葉 間 静 脈 中 に わずか な が から 出現 し , 以後 日 と と も 
に 徐々 に 増加 し , 5, 6 日 目 よ りや や 著 明 と な り , 8 9 日 で 最高 と な る が か その後 の 増加 は 見 と 
れ な い 。 し か し な が ら こ の 腫瘍 細胞 中 に は 分 像 像 も 見 られ る 夏 。 或 程度 は この 部 位 で 増殖 する 
こと も 考え られ る 。 ま た 接種 後 1 日 で すでに 各 血 管 系 に は エ オ ジン 好 球 の 増加 が 見 られ る 。 I 
の 細胞 は 2 日 お よび 9 日 を 山 と し て 著 明 に 認め られ る 。 な お 6 7 日 頃 よ り 時 小葉 の 周辺 に 細 
胞 浸潤 が 認め られ る 。 次 に 肝 細 胞 自 体 の 所 見 に つい て いえ ば , 45 HEHE HN PCA 
く な り , その 後 は また 次 第 に 小さ く な る 傾向 か ある 。 こ れ に 反し 核 は 日 を 追っ て 次 第 に 大 きく 
た る . 肝 細 胞 中 の 脂肪 は , 対照 で は , 微細 な 脂肪 商 が 小葉 全域 の 肝 細 胞 に , し か も 血管 側 に や 
や 多く 認め られ る 。 接種 後 4 日 頃 ま で は 脂肪 は 次 第 に 増加 し , 滴 も や や 大 きく な っ て 来る か が , 
5 日 頃 か ら は 再び 減少 し 滴 も 微細 と な り , か く て 10 日 , 11 日 で は ほとん ど 認 め ら れ な く な 
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る 。 これ ら の 脂肪 は ほとん ど 全 て Ciaccio 陰性 で ある 。 多糖 類 は 対照 で は 小葉 中 心 部 に 後 細 


吾 粒 と し て 認め られ る の み で あっ て , 接種 後 4。 5 日 で や や 著 明 と な る が ,。 その 他 は ほとん ど 





7 


見 られ な い 。 リボ 核酸 は 対照 で は 大 部 分 粗い 網目 を 作っ て お り , 稀 に 塊状 の も の を 認め る 。 な 


分 布 は 概ね 均等 性 で , 染色 は -- 般 に 良好 で ある 。 接種 後 4 日 頃 ぼ まで は これ と 変り な く , 





+. ラミ ご を と Ir = ey Pot 2,54) + > ー ズ ib. 2* 2. 262 ー 4], た マ マ 
= 2kE D FARR に 集 る 傾向 W GD の 5:6 A rer 722490 すか に 認め bal, それ 以 後 で u ER 部 分 





u > x 2 と 区 バイ エー デー ィ En ッッ ge に チー > TH 2 ー Wu 4 a 
で 。 染色 性 は 幾 分 低下 する . これ に 反し , 核 小 体 は 接種 後 次 第 に 大 き さ を 増し , 染色 性 

モク ン ンー £3 I; ad wel = 2 os w »> > -- ーー RR, こと し 「 3 Ar \、 73 Lo = 
IHRRETRFTHA- 次 に ミト ュ ン ドリ アテ に つい て 見 れ ば , WACOM 本 


DET 中 間 部 周辺 部 で は 可 状 を 主として いる 。 接種 1 ARCH FI RD Do 
る か 。 2 日 以後 は 周辺 部 に お いて は , 粗大 な 頼 粒 状 お よび 欄 状 を 主 と す る に いた る 。 こ の 直 大 


昭 化 は 日 と と も に 中 心 部 に お よび , 7 日頃 に は , BERL 


(r 


「 je 2 1 se 7 “ 08 ABS 
soe £ % ie 9 日 に \ s ates ae 中 心 部 の 1 ’ 2 層 を 除 \ TREUE 





N お テテ モス Hi) 2. 2 上 た 、 わ に っ oe ee er た 次 ott. Xe ピッ 
で は 。 接種 後 問 も な く , 核 小 体 が 数 を 増し . また 次 第 に 大 きく 
DL. HL EEHNF 2 ac Ban pm 
現われ ,。 日 と と も に や や 増加 する よう ぅ に 見 受け られ た 


ら 小 葉 間 静脈 に 見 られ , この 部 で 
れる 。 2) 肝 組 織 で は 静脈 洞 の 撤 
ょ よび 柄 質 の 出現 な ら び に それ の 
『 細 胞 に 障 如 を 起 し て いる こと か 5 
ア に お いて , 接種 後 問 も な く 周 





部 の 細胞 よさ. り MARE, 日 と と も に 次 第 に 中 心 部 に 波及 し , 後に は 全 層 ほとん どす 
Meg SALUT SD EAMES}, 4) 肝 細 胞 核 の 


zh 8, 少く な \ を っ を 物語 っ て v ‘2 ) 


\ 
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AN TiCHAKGARHE TS CL Db, 肝 細 胞 か 
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4. 考察 : 以上 の 如く 腫瘍 細胞 の 出現 の 他 に , 間接 に 肝 細 胞 に も , MAAR zo 


2AM ZH Zar AZL= Nr NT x Dir zei 2. 
か 想像 され る か 。 7 の 点 に SIT の OJ IL Li こい と 思う 








I. 症例 報告 Case Reports 


65. 頭 部 に 見 られ る 所 計 Warthin 氏 腫 聞 (Papillary 
cystadenoma Iymphomatosum © 1 例 
APR, 河崎 明彦 ( 還 立 東京 第 一 病院 ) 


A Case of “Warthin’s Tumor” (Papillary cystadenoma lymphomatosum) 
SEIICHI OHASHI, AKIHIKO KAWASAKI 


1910 44 Albrecht, S. Arzt に よっ て “Papillary cystadenoma lymphomatosum,, 
(以下 P.C.L. と 略 ) が 記載 され る まで は , この 疾患 は 側 頸 部 環 腫 性 腫瘍 と され て いた が , 
Warthin (1929) が P.C.L. を 認め branchiogenic & dermoid cyste より これ を 分 上 区 し 

Martin, S. Ehrlich (1944) は 組織 発生 か 現在 明らか に され て い = ONT A IG 
術語 か 多く , ZEIT CHEZ, 形容 的 な P.C.L. を 短く , また 便利 な 術語 と し て 
“Warthin’s tumor” と 呼ぶ べき で ある と し た 。 Gaston, S. Tedeschi (1946) は Adeno- 
lymphoma を [A] Benign: 1) Papillary cystadenoma lymphomatosum 2) 
Cystadenoma lymphomatosum 3) Adenona lymphomatosum [B] Malignant: 
1) Adenocarinoma lymphomatosum 2) Squamous carcinoma lymphomatosum & 
F 易 に 分 類 し て いる が , われ われ も 比較 的 稀 と され て いる [A] 1) の P.C.L. を 経験 し た の で 
報告 する 

症例 : 63 FAT, 過去 2 回 に 也 っ て 硝 部 お よび 左 大 月 部 に Lipoma DAIHOLELEN 
大 乃至 凌 卵 大 の 腫瘍 別 出 術 を 受け た 他 , 既往 双 に 特記 する も の が か ない 。 約 1 年 位 前 か ら 石 側 填 
介 後部 で 耳 下 腺 尾部 附近 に 小指 頭 大 の 幅 癒 あり , 次 第 に 大 き さ を 増し 鶏卵 大 の 幅 冷 と な り 具 麻 
ト 上 Lipoma また は 耳 下 腺 ょ り 発 生 せる 混合 腫瘍 を 娠 わ せ た 。 腫瘍 は 圧痛 , 自発 痛 と も に な く , 
ITER CEMA EDAD TET HS. 昭和 29 年 4 A, Cia aH (58 gr) 6.5X4.5X 
4.0cm で 肉眼 的 に は 薄い 結合 織 で 包ま れ た 卵 形 , 表面 平 滑 な る も 所 ^ 分 柴 を 呈す 。 割 面 で は 
灰白色 粗大 頼 粒状 , 多量 粘 破 を 含み , ゼリー 様 の 部 分 が か あり, 二 層 の 被膜 に より 境 さ れ , 一 見 
甲状腺 幅 の 割 面 に 類似 し て いた 。 

病理 組織 学 的 所 見 : 視野 の 大 部 分 を 示 め る も の は 不 規則 に 突出 せる 乳 味 状 と 所 々 管状 を 形成 
せる 上 皮 性 の 実質 と , 多数 の 光 包 組織 を 間 質 と する も の が 密 に 入り 混 っ て いる 。 ANRERIE 
と し て 1 乃至 2 層 の 高い 円 柱 細胞 で や や 規則 正しく 配列 し その 核 は 大 体 細胞 の 基底 部 附近 に あ 
り , 円 形 また は 椿 円 形 で 一 般 に chromatin BRILL < WARE SA, 部 位 に よっ て は 強く 
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濃 染 し 不定 形 と な る も の あり 。 こ れ ら は この 層 を な す 細 胞 の 腔 に 面 し た 側 に ある も の に 認め ら 
れる 。 ま た 一 般 に 外側 の も の は 不 規則 に な っ て いて , その 数 も 内 側 の も の より 少 い 。 ま た 該 上 
皮 細 胞 に 介在 し て 粘 硫 様 空 胞 変 性 を 呈し , 細胞 は BAe AO CHK L — #8 Azan-Mallory, 
PAS 反応 に 好 染 する 明る い 細 胞 も 見 る 。 上 度 細胞 聞 に は 特殊 細胞 間 物 質 乃 到 敵 症 性 細胞 等 は 
な い 。 原 形質 は 均等 に Eosin で 淡 染 し , the ATS. その 内 腔 に 面 する 細 移 に は 繊 
毛 を 見 な い が 刷 子 縁 と 考え られ る も の を 所 * に 見 る 。 間際 お よび 膝 内 に は 大 部 分 に 也 っ て 種々 
の 量 の PAS 反応 陽性 の 好 酸 性 粘液 様 分 泌 物 の 他 , 脱落 上 度 細胞 , 白血球 等 が 認め られ る 。 上 
皮 層 と 間 質 の 間 に は 少数 の 好 酸 球 の 浸潤 を 見 , 一 部 に 形質 球 の 強い 浸潤 の 所 も ある 。 上皮 層 の 
底部 に は 嗜 銀 線維 が 長く 連 か り 散 在 性 で は ある が , 芽 下 腺 の 排 港 管 の 周囲 に 似 た 脱 原 線維 を 
見 る が , 鼻腔 に 見 る よぅ な 硝子 様 膜 は な い 。 間 質 を 形成 せる 光 巴 網 様 組織 は よく 発達 し 反応 性 
を 暗示 する 大 き な 腔 性 中 心 を 比較 的 多く 見 , その 光 思 組織 は 主 と し て 小 光 包 球 よ り 成 り 間 質 中 
に は 血管 を 中 等 度 に 認め , この 周囲 に 嗜 銀 線 維 の 用 原 化 , 硝子 化 せる 部 分 を 見 る 。 一 般 に 腫瘍 
統 膜 は 境 晃 明瞭 な 結 締 織 に より 占め られ る 。 細胞 の 悪性 化 の 像 は 皮 細胞 お よび 聞 質 細胞 の と 
こ に も な い が , 腔 性 中 心 に 極 く わずか の Mitose を 見 る 
総括 な ら び に 考案 : P.C.L. は 内 外 交 献 に よる と 了 臨床 的 に は 良性 混合 腫瘍 と 極め て 類似 の 症 
zZEL 鑑別 困難 と され て いる 。 高 年 の 男子 に 多く , 発育 は 遅く 数 年 間 放 置 し て も 変化 し な 


AL. 


いも の が 、 外 国 で は この 貴 瘍 の 診断 に 通常 aspiration biopsy を 行っ て いる 。 予後 は 全 


く 良性 で P.C.L. の 悪性 化 の 報告 に は 接し な い が , 部 分 切除 を 行う と, この 腫瘍 は 急速 に 再発 
性 を 示す と Martin 等 は 記載 し て いる 。 鎧 味 あ る こと は この 組織 学 的 所 見 で あり , 上 度 性 の 実 
質 と 光 巴 性 間 質 より 成る 点 で ある 。 そ の 組織 発生 も 多く の 研究 者 に より 各 様 の 意見 が の べら れ 
Thompson (1950) は 組織 学 的 に 杯 解決 の も の と し て , (1) PEELE (2) 分 泌 毛細 管 (3) 落 
局 性 の 上 度 等 に つい て 記載 し た が われ われ の 例 で も 繊毛 も 分 泌 毛細 管 も 証明 され ず , 上 度 細胞 
- 端 に 所 < 刷 子 縁 を 見 , また PAS 反応 陽性 物質 の ある こと より Jaffe の いう 5 上 度 細 胞 の 
分 溢 活 動 は 考え られ る 。 ま た Warthin は 上 度 細胞 に は 織 毛 が ある と 主張 する が , 他 の 多く の 
研究 者 は これ を 見 て いな い 。 組織 発生 の 研究 と し て 発生 学 的 な 成り 立ち と 下 鎖 , HT, MT 
腺 の 解剖 組織 学 的 な 性 質 に つい て 今 ほ で 究明 され て いる が , そこ に は P.C.L. の 様相 は 見 ら 】 
て いな い 。 こ の 腫瘍 に 上 皮 性 組織 が 関 生 し て いる が , これ に 対し て 全く 意見 が 上 異な っ て いる 
すなわち , Albrecht. & Arzt. は 吐 液 腺 の 迷 芽 より 発生 , Warthin は 欧 氏 管 の 光 巴 節 内 の 


2 


位置 異常 。 Ssobolow は branchiogenic theory, Hamperl の 特殊 な 上 皮 細 胞 よ り 生 ずる 

いう “Onkocyten,, 説 , Lubarsch ER Reka SRB A EE CHE LIELIER 5 3 & 

いい , Neisse は すでに 耳 下 腺 に 平常 存在 する 光 包 組織 に 腺 組 織 の 入り 込む こと は 通常 み ら れ 
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る と し て いる が か, われ われ の 例 で は その 発生 部 位 が 右側 革 下 腺 尾 部 附近 で あり , その 上 皮 細 胞 
DAS WARE, MIS RO FETED, むし ろ 欧 氏 管 上 皮 原 基 の 光 巴 節 内 へ の 迷 入 に ょ る 部 位 時 


> OC テ . . ort る ュー | + + 


# (Heterotopia) と いう 5 A.S. Warthin の 説 に 類似 し て いる 症例 と 考え られ る 。 


66. Craniopharyngioma の - 訓 検 例 
藤田 樹 夫 , 小池 Beh ee PRR) 


A Case of Craniopharyngioma 
MIKIO FUJITA, OSAMU KOIKE 


BRAIN 2 Er, FE RR Ze, LZEINIIESRENDEE AR SBE 
に すぎ な か っ た が , 最近 に な っ て 左側 の 著 明 な Hemianosmie を みる に いたり, Arie 
よび レン トゲ ン 笠 で 検査 を うけ , 脳 下垂 体 星 瘍 の 妊 が あり , 手術 し た と ころ 術 後 出血 多量 の 
た め 列 出 に いた ら ず 死亡 し た も の で ある 


約 眼 的 所 見 : 脳 の 重量 は 1450gr で , 便 脳 膜 に は 充血 が 見 られ た が , MBL LV CHES 


4. バ ユ 


と は 無関係 で あっ た 。 身 膜 は 発赤 が 強く , 浮腫 , 潤 滋 と も に 著 明 で あっ た 。 Willis 氏 動 脈 輪 


) 周囲 に 髄 膜 下 血 幅 が 痛 慢 性 に みみ られ た 。 前 方 は 利 東 交叉, KAAS, 後方 は 脳 括 の 
聞 に 囲ま れ た 部 位 。 すなわち Fossa intrapeduncularis (Tarini) の 所 に 約 胡 桃 大 の 間 腫 状 
NED Ann, CONTE RD APEC, 前 方 は chiasma fasciculorum opticorum 
線維 性 に 疹 苦し , 上 方 は 注い 工 血 塊 で お お われ , G3 脳 節 実 買 と の 連絡 は な か っ た 。 後方 は 
KARTE HEN, 下方 は 遊 見 端 で 終り , トル ュ 鞍 の 附近 を 圧する が , 鞍 隔 膜 
Diaphragma sellae + ORF Ri bdticmok, すなわち 幅 場 は 硬 膜 。 お よび 膳 実質 と の 
下 欄 の 連絡 は 証明 され ず 。 朋 脳 底部 の トル ュ 鞍 周囲 に 3 BEE L FC HE BER & DENHZEEND 
WBS Chol, BEE FEHDMEER ET, TROHORBERZEAL TUT, MINAS 
ョ コレ ー ト 色 。 半 透明 で , HHSHTHorT, Sella turcica お よび Hypopbyse は 軽度 の 圧 
目 姜 縮 を 認め る 以外 に は 著 変 は 見 られ な か っ た 

組織 学 的 所 見 : 主 状 の 隆 瘍 中 を 全体 に つい て 検索 し た 結果 , 約 太 桃 大 の 幅 瘍 壁 の 百 色 の 薄い 
膜 様 の 部 位 は ほとん ど 大 部 分 が 重層 局 平 皮 に 類似 し た 圧 造 を 示し て いた 。 す な わ ち 円 柱 拓 , 
き に は 般 子 状 の 基底 細胞 層 か 髄 膜 に 接し ( 秋 膜 と 脳 実質 と の 間 は 凝 血 塊 で 充 た され る ), Kt 
ENIKTN, 乃至 多角 形 の 細胞 層 が 基底 層 こ つい で 乃至 数 層 に な ら び , 次 第 に 選 平 化し な 
か ら 配 列 し て いた 。 基 底層 の 細胞 は 比較 的 色 質 に 富む 紡 鍵 形 の 核 を も ち 原 形質 は 少量 で あっ 
た 。 内 腔 側 に 向う に つれ , 細胞 が 選 平 化す る と と も に 核 の 色 質 も 減じ 。 核 の 不 染 化 が 目立つ 。 
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原形 質 は 豊富 に な る が , 次 第 に 角 化 が 認め られ 。 場所 に よっ て は 選 平 化し た 細胞 が 球状 に 集 信 
L 内 腔 側 に 突出 し , 渦 状 の 配列 を 示し て いた 。 こ の も の は 場所 に , その 角 化 の 程度 が 種 
Ch. 脳 と 接し た 部 位 で は 髄 膜 と は - 一 列 の 基底 膜 様 の 一 層 の 結合 織 で 境 さ れる が , BERRK 

- 般 に 肥厚 し , 特に 視 東 交 令 部 位 で 著 明 で , 二 次 的 の 類 症 性 反応 が 見 られ た 。 ま た 上 述 の よ ・ 
CARA tt SEM, これ に 接 す ろ 脳 実 質 に 密接 し て 凝 血 塊 を 証明 する こと か が で きた 。 脳 実 
質 に お いて も 出血 が 認め られ る こと が ある が , 腫瘍 細胞 の 浸潤 は 認め られ な か っ た 。 璧 の 肥厚 


か 上 述 の ょ うに 整然 と せ ず 。 不 規則 に な らん だ 扇 平 上 度 


細胞 巣 の 聞 に (すなわち 表 膜 側 。 お よび 内 腔 側 に も ) 多数 の 渦 状 配列 が 聞 質 の 形成 を 伴っ て 目 立 





し た 部 位 で は , iO hae? 


っ て くる 。 Led LANG LIZ LIX Syntitial form HL, 細胞 質 の 周囲 に 多数 の 核 を 


-_ N 





た 巨体 細胞 の 観 を 呈す Zr Lohr BEINE TC, アザ ン 染 色 に よれ ば , 
ある .。 kB, 血管 の 発育 は 比較 的 に 少な か っ た 。 血管 周囲 は 硝子 様 変 

ト っ て は 上 上 度 細 胞 巣 に 軟化 , っ に 小畑 種 が か みみ ら れる 。 また 場所 に よっ 

すなわち 上 述 の よう に , 本 風 瘍 は トル ュ 鞍 の 周囲 に 発生 し た 約 胡 桃 大 の 間 腫 状 の 境界 の は っ 


<1) LP Wee, Bis, 脳 実質 と ほ 全 く 無関係 の , 第 3 脳 室 席 お よび 視床 広 と は 線維 性 に 
難し た 脳 底面 の Fossa interpedunculasis と Diaphragma sellae と の 聞 に 発生 し た 遊 
次 状 の 腫瘍 と 考え ん られ, 組織 学 的 に は いわ ゆる Craniopharyngioma の 像 を 呈し て た 。 そ の 
局 平 上 皮 様 構造 か ら 明 ら か に 各 群 の 下垂 体 腺 風 glioma, Meningioma, Haemoangioma 等 
ERB Sh, その 渦 状 構 造 は Cholesteatoma に 類似 する が , 肉眼 的 所 見 で 明らか に 異 る の 
み で な く ,。 この も の で は 選 平 皮 様 構造 が 著 明 で な いこ と か ら も 明らか に 区 別 さ れる 。 す な わ 
本 腫瘍 は 局 平 上 皮 様 和樹 造 を も ち , その 発生 部 位 か ら も Rathke の Tasche の 一 部 が 遺 残 


[99 + 


し て 生じ た Craniopharyngioma と 考え る 


67. BY Em BEL 2 TH) Bee Hl 
並木 秀男 、 野村 博 , 荒井 純二 郎 
Two Autopsy Cases of Craniopharyngioma 


HIDEO NAMIKI, HIROSHI NOMURA, JUNJIRO ARAI 


(Department of Pathology, Yokohama University School of Medicine) 


Though craniopharyngioma is thought to be an intracranial tumor with com- 
paratively high incidence (1.7-4.6 22 of all intracranial tumors after Henke), it is 
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not so common to encounter this tumor at autopsy. We autopsied two cases of 
craniopharyngioma Since 1951. Both cases interested us because of the charac- 
teristic pattern of their stroma tissues. Literature on the craniopharyngioma 
does not always teil us detailed description in regard to the stroma tissue. 
Studying our cases, with special considerations about the stroma tissue of the 
tumor, we got some interesting findings which are presented here. 

CASE I: A six-year-old boy entered the hospital complaining nausea, vomiting 
and progressive visual disturbance. Under the diagnosis of intracranial tumor 
the patient was treated by roentgen therapy without remarkable improvement. 
He lost sight about nine months after the onset of symptoms. The symptoms 
slowly progressed and difficulties in walking, emaciation and atrophy of voluntary 
muscles also developed. Two months before death the patient became somnolent 
and there were several fits of epileptic seizure. He died three years after the 
onset of symptoms. Autopsy revealed: 1) A cystic tumor, the size of man’s 
fist, occupying the hypothalamic region, the hind part of the orbital lobe and the 
undersurfaces of the both tempolar lobes, with relatively sharp boundary. 2) 
Flattening of sella turcica and hypophysis, moderate. 3) Hydrocephalus internus, 
severe. 4) Emaciation. 

CASE II: A twelve-year-oid boy was admitted to the hospital because of 
headache, nausea, vomiting and anorexia. Visual disturbance also occurred and 
amaurosis, anisocoria and loss of light reflex developed three months before 
death. He died about a year after the onset of symptoms. Autopsy revealed: 
1) A spongious tumor, the size of a walnut, occupying the third ventricle with 
expansive growth into the thalamic region. 2) Flattening of sella turcica and 
hypophysis, moderate. 3) Hydrocephalus internus, severe. 4) Emaciation. 

HISTOLOGIC FINDINGS: Both cases show, in general, similar picture except 
for the particular findings of subependymal tissue seen in Case I. The paren- 
chymatous parts of the tumor are, in the places without remarkable regressive 
changes, comprised from epithelial foci of varying sizes. The outer single layer 
is composed of relatively tall cylindric cells and the inner stratified layer consists 
of concentrically arranged spindlic cells with relatively clear nuclei. The paren- 
chymatous parts of the tumor are strongly modified by various regressive 
changes such as hydropic degeneration, cystic formation, necrosis or cornification 
of the inner layer with calcified foci occasionally. 

The stroma tissue contains comparatively abundant blood-vessels and also is 
strongly modified by circulatory disturbances and regressive changes of various 
kinds. These are bleeding, edema, liquefaction with subsequent cyst-formation 
and calcification. 


In hematoxylin and eosin staining the stroma seems to be formed of interiacing 
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bundles of elongated cells with oval nuclei which are, in many places, arranged 
concentrically or radially about the epithelial components of the tumor, and, 
show characteristic palisading of the nuclei. Large multinuclear cells are found 
in some places. This stroma tissue stains yellowish or brownish in van Gieson’s 
stain and brownish blue in azan-Mallory’s stain. No positive result is found in 
glial stainings (Cajal’s preparation for astrocyte and Tsujiyama’s preparation for 
oligodendroglia). In Holzer’s preparation for glial fibrils there are seen delicate 
fibrils running in all directions and in Perdrau’s preparation for mesenchymal 
fibrils there are found moderate numbers of fibrils in some places of peripheral 
zone of the tumor. 

In Case I beneath the ependymal lining of the lateral and the third ventricles 
there are seen patchy proliferation of glial cells which are covered completely 
by the ependymal lining in some parts and protrude into the ventricular space 
destroying ependymal lining in other parts. Detailed structures of this atypical 
glial proliferation are quite similar to those of the tumor. 

Two autopsy cases Of craniopharyngioma are studied with special reference to 
their stroma tissue. In our two cases, the stroma tissue differs from that of 
usual epithelial tumors with respect to its staining property and arrangement. 
We interpreted this tissue as glial tissue with atypical proliferation showing 
similar picture with neurinoma. There is also seen atypical proliferation of 
glial cells beneath the ependymal lining remote from the tumor. It is difficult 
to conclude whether this subependymal glial proliferation is secondary to the 


craniopharyngioma or a co-existing central neurinoma. 


68. Kloakenblase © 1 Alla] 
永岡 貞男 , 山野 上 純夫 , 津田 酵 一 


A Case of ‘‘ Kloakenblase ” 


SADAO NAGAOKA, SUMIO YAMANOUE, JUNICHI TSUDA. 


(Department of Pathology, Yokohama University School of Medicine) 


The case reported here is that of a still-born child in the 8th month of fetal 
life, the first baby of healthy parents tainted with no particular hereditary 
disease. No history of virus infection during the mother’s pregnancy could be 
recognized. She was quite well until the onset of slight abdominal pain at the 
biginning of the 5th month of pregnancy. At the middle of 6th month, atypical 
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genital bleeding occurred. After duration of genital hemorrhage for about one 
month and a half which appeared and stopped from time to time she was 
admitted with suspicion of threatening abortion. Three days thereafter, she had 
sudden onset of rupture of the bag, but labour did not advance. On examinations, 
it was confirmed that the fetus, having abdominal inflation of enormous size and 
obstructing the delivery, was dead. At once, artificial perforation into the 
abdomen of the fetus was performed, and the exclusion of about 11 of brownish 
fluids terminated the difficult labour. 

The main pathological diagnoses were as follows: 1) So called “Kioakenb- 
lase’’ of enormous size, due to incomplete closing of urinary bladder formation, 
with rectal and anal atresia. 2) Congenital cystic kidney with absence of ureter, 
right. 3) Hydronephrosis and hydroureter, left. 4) Hypoplasia of thymus, 
marked. 

This case is one of the cloacal malformations, followed by the developmental 
failure of urorectal septum. It was accompanied with the atresia of the anus 
and urethra, right congenital cystic kidney with absence of ureter, and with left 
hydronephrosis and hydroureter. A small communication through a hair-fine 
canal between the ureter and the cioacal sack was present. Between the cloacal 
sack and the sigmoid colon also was obtained a fine canal junction. 

Recently, in regard to the development of malformations, the possible röle of 
virus infection, especially of rubella, occurring in mother during pregnancy has 
been widely discussed. From this view point, many specimens of this case were 
studied histopathologically, but no evidence of virus infection could be obtained. 

This condition should be placed, for the present, under the category of malforma- 


” 


tions. Furthermore such a neoplasm-like enlargement of ‘‘ Kloakenblase’’ might 
make it possible that this case of malformation is considered within the region 
of hamartomas. 

From the practical point of medicine, the anomaly of this kind, though very 
rare, is of significance, because the closed cloacal sack reaches occasionally to eno- 


rmous size and gives rise to absolute obstacle to delivery. 


69. fy} Struma Lymphomatosa の 一 例 
大 高 裕一 , 鈴木 EC, 井出 二郎 (東京 医科 大 学 訟 理学 教室 ) 


A Case of the So-called Struma Lymphomatosa. 
(Hashimoto’s disease, Iymphadenoid goiter) 
YUICHI OTAKA, TADASU SUZUKI, JIRO IDE. 
HERE HALA AUB Ze BE 4021 72 HE ROARK £9 FR (1912) が 記載 し た Struma 
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Lymphoniatosa, いわ ゆる 橋本 氏 病 の カテ ゴリ ー に 属す る こと か 判明 し た も ので ある 本 病 
は ほ 電 性 甲状腺 災 と も みな され る が 原因 は 不明 で あり , 悪 急 性 甲状腺 類 , Riedel 氏 病 , Gull rt 


病 あ る い は バセドウ 氏 病 と の 関 的 性 格 の 有無 も 問題 と され る も の で ある 





路 床 経過 : 69 才女 , 家族 杏 に 甲 状 有 6 回 (初回 22 4, 最終 39 +), 閉経 
93 +, 性 病 結核 否定 。 ワッ セル マン 反応 陰性 。 身長 137 HB, 体重 40kg. 初診 の 2 年 前 よ 
な り 無 痛 性 の 甲状腺 右 葉 竹 妥 に 気付 いた 。 距 下 障 得 


: 石 肺 に 石灰 沈着 巣 





PEM HHO, 6 ヵ月 所 より 
PT, ROME, 顔面 蒼白 代謝 





た 動脈 俳 化 症 あ り , 血圧 155,70 Hehe 
PP REAEIE AT. BAL 1200~1500 cc. Hi 
IL POMHEL, 全体 と し て 難 


局 麻 に て 』 


RJ YK 





> dt, EF ヽ 9% Futter. 2 EhHlt 3. tows N 
cw. ON REST 7c << HRS 3s EOFS 





AI ft, 境 


IN 





Een アー クー Le 40 4-44}: - Lt, 

切除 施 ids HB, FE N: ト Want A 
= fo} tee テラ ミ ビ ラッ 2 
トド 股 浮腫 を 訴え た 


2 適 間 投 子 する に , 大 量 鼻 出 血 招来 し た た 





AH. MLFE 155/70 





2.4277 Fy te) > > 2 je aldın 22,56 
Fy fe ARR LIX DS ERTEE AAR L 





rep brie == Pay) 2 Sr rt た プ \ 
1 は 忠昌 少く 灰白色 を 常 び , 








ー 1° > A, k 5 と 、 
コロ イド は 全く 認め られ な い 


こよ り 不 規則 に 分 割 され て いて , 





GAEL, SRM, Ike 


ERAT AY, これ ら 変 化 も 部 位 に より - 一 様 で な い 。 甲状腺 濾胞 は 全 





af = a 6 ド を た だ たい 次 第 - 消 失 す る ろ る 過程 が 認め られ Wh tsk OS, vi: iD FEI テリ Tet 


tnd 





f, れる . (WAY SEIFERT Z ie 
ay TH - は や や 管状 を 形成 する も の も あり , ま 

す た 場所 に より 増生 せ る 結 合 織 に 取り 次 か れ て や や 充実 
生 の 小 濾胞 が 結節 状 を も 示し , 大 細胞 情 る 





まま 生ま ニニ A= ay tt, UT た に メー $s) 、 Te eo +} rig > 7) BE Vf 
MEANT OTe FIBA の 強い 部 位 : - お いて 明らか で あ り 。 tat 化 Me Se LEN Ai 所 も ある HEFL GY 





Ast SAS Lx A BL ACT BAB BALD. 小渡 


WAS 24 FLOWER ERT LOLHS. ER DER Tal 





BA ME ENE AL, SRAM EDS DIET NIECE LTH OA, か か 
IANS ROTO Gh AC SAMI ID AS PEL Chit TF) DS FL 
LEED EHS, MIND HT SEL oS, FERN SLL HED HE 
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団 を 成 し 増 殖 す る 所 も 見 られ る 。 多核 白血球 は 全く 認め られ ず 。 肉芽 腫 性 病巣 , 出血 , 壊死 も 

め ら れず , 実質 退行 像 に お いて も 核 骨 破 は 示さ な い 。 血管 に は 敵 症 性 変化 な た く , その 増生 も 
な い 。 脂肪 染色 で は 濾胞 上 度 は 全体 と し て Sudan Ill に より 選 陽 性 を 示す 。 PAS 4A tis 
胞 上 皮 内 の 陽性 粒 は 極め て わずか で ある 

FE: 本 症例 の 組織 所 見 は 基本 的 に は 橋本 , Graham の 規定 し た Struma lymphoma- 
tosa に 一 致す る が , 線維 増生 , 硝子 化 の 高度 な 部 分 像 は Riedel 氏 病 に 似る 4, Graham 
の 例 , FERRED 大 で な い の は この た め と も 考え られ る 。 Vaux DIES Riedel 氏 病 を 
Struma lymphomatosa の 後期 像 と 考え る も の も いる .。 本 例 か ら み て も 両 考 ほ 現象 釣 に は 異 
る も 本 態 的 に 全く 別個 で ある か は 給 関 で ある 。 小 濾胞 の 審 な 存在 は 党 な る 退行 と ! 


Delore, Alamartine お よび Brungen 等 と と も に 基本 的 に は 実質 の 退 





代償 的 な 再生 を 伴う も の と 解 し 度 い 。 こと に 結合 織 に Hush 
Wegelin と 同様 に 肝硬変 に お ける 結節 状 増 区 に 比較 し た き 所 見 で ある 臨床 症状 と し て 最 3 
重要 な の は 機能 異常 で ある が 本 例 は 軽度 の 低 機能 の 傾向 を 示す 。 原因 的 に 本 病 ほ 慢性 


し る が 。 組織 的 に 感染 定 と は 考え 難い も の で ある 。 実質 の 退行 が 先 か , 癌 質 増 殖 か 主体 で ある 
か も 問題 で ある が 恐らく は 内 分 泌 障 得 に 関連 し た 緩慢 な 実質 の 退行 が 基本 的 変化 で あり , 細胞 


節 測 は 綻 発 的 で あろ うぅ と 考え られ る 。 し か し 実 買 の 全体 的 7 


し か も ゃ も 治 療 する 現象 は 退行 を 代償 す る 実 貢 





70. 交感 神経 系 腫 提 の 4 例 , BIST ORT 
山形 陽 . 小 島 瑞 (福島 医大 病理 , 東北 大 病理 ) 
4 Cases of Tumors of the Sympathetic Nervous System, with Special 
Reference to Their Cytology. 
YOH YAMAGATA, MIZU KOJIMA 


PALAU LHLIE ERE AMO 4 例 を 経験 し た か が か, その 中 1 例 ほ は Sympathogoniom, 





2 例 は Ganglioneurom で , いずれ も 典型 的 な 像 を 示し た 。 他 の 1 例 は 副腎 髄質 に 所 
腫瘍 で , 主 腫 瘍 内 に は 前 記 2 種 の 腫瘍 組織 と と も に , 両者 の 中 間 段 階 と 見 基 され る 諸 種 の 組織 
像 が 認め られ た 。 第 1 例 は 10 才 の 少女 の 左 副 下 に 原発 し , 骨 , 肝 等 に 転移 し た S. goniom 
で , 腫瘍 細胞 の ほとん どか 小 光世 球 様 で あり , 神経 線維 な ら び に TERED HZ RLS ARTE BM Tre 


い 第 2 Pt 10 FEN, 第 3 PIL 22 地 の 男 の 胸部 交感 神経 節 よ り 発 生 し た Gel. 
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neurom で 。 腫 揚 細 胞 は 成熟 交感 神経 節 細胞 に 極め て 類似 し て いる が , BARRA, 


u, 


『 


多量 の 神経 線維 の 大 部 分 は 無 租 で ある 。 ま SMD A 


囲 こ は 外 論 細胞 を , 神経 線維 問 に は 


Schwann 細胞 お よび 銀 線維 を 伴っ て いる 。 第 4 例 は 1 年 4 ヵ月 の 少女 で , Fallen iii 


し , 頭蓋 骨 お よび 左 腰骨 に 転移 を 伴っ た 。 岳 出 主星 交 は f 


an トン 


a jf ee eee, ir と に だ うい A ER ーー FAS 
& 大 まで の 灰白色 結節 が 多数 主として 周辺 部 に あり 


SH 


Bi 


BRC, 線維 性 被膜 で 被 われ , ll 


R その 他 mu: 嘉 わ 組織 で ある 。 


組織 学 的 に , 割 面 の 約 3.4 円 周 に 芯 り 副腎 皮質 か 被膜 内 に 証明 され る が , 腫 癒 の 上 極 で は , 


皮質 直下 の 被膜 内 に , 第 2, 3 例 と 同様 の Schwann 細 有 


a en ne er en z R 
AGERE an Tore 変性 像 を 示し , 時 に 石 i 火 化し て いる eo bite 


募 細胞 も 神経 節 細胞 





な い Ggl. neurom か ある 
や 。 商 者 に 比 し 小型 の 細胞 も 多く , これ ら は 集合 し て 小 上 
AIPA. MBM RS 。 ま た 無 髄 神経 線維 束 を 形成 す 


と = if ee 


Ze», 肉眼 的 に 血 疲 に 富む 音 











2 
Er 

=.» ルッ ュー [era fh NEE > A Lay と リー aie y 
ANT 。 IRICIKL (fA DFARS 4 m | C Fi # 経 線維 CH 


Waxes Ggl. neurom か ある か, 


- き た 同 所 に は Schwann 細胞 を 伴わ 


に 類似 し て いる が , 2-3 核 性 の 細胞 
U? 。 細胞 問 に 少量 の 伸 経 線維 


22, 束 内 に は Schwann 細胞 , 


一 部 S. goniom, 大 部 分 は S. blastom TH 
腹 揚 細胞 は 前 者 の 1.5 一 3 BK, 多く は 党 極 性 で 。 花冠 お よび 細い 線維 東 の 形成 を 
Chas, 結節 に ょ り 組 織 像 を 異 に し 


: 天 引 す る こと が で きる 。 すなわち 1) SAHFOMEIRTSEE S. blast を 混在 させ る S。 


し て 多核 性 S. blast より な る も の 


で 
S 
(の 
ct 
〇 
> 
(* 


iL DD SEE S. blast は 30-802 HEC, 2 一 数 個 の 大 きい 核 が 全て 互い に 密接 し , 後述 


ERBETEN AINE 


‘an 





ば し ば 1 一 3 個 の 小型 核 小 体 を 有する が , FABES FLL RPRE LC RE 


経 線維 の 形成 も 著しく 増加 し , 異型 的 Ggl. neurom と も 称 3 


リー 


維 の 形成 は 1) 2) の 順に 次 第 に 増加 
) な る も る の 。 こ れ は 40-1004 BT, Nair Ar ie 


AGL, 内 に か な り 広 い 胞 体 を いれ て いる 。 核 は 泡 状 に 近く , し 


する こと が か 多い 。 一 方 午 


R を 呈す る 。 た だ し 背 RAED 


時 は 部 位 に より 異 り , 或 所 で は 腫瘍 細胞 が 群 在 し , 細胞 問 に 己 れ の 出す 線維 を 少数 走ら せ て 


る DE, PELE ( Yr, 心 部 で は 細胞 D, FAIA Clty 





1 


が 優位 を 占め る 。 ま た 他 の 所 で は これ 


群 の 出す 線維 が 合流 し て , 種々 の 方 向 に 走る 極め て 太い 東 を 作り , 騨 瘍 組織 の 大 部 


5, 細胞 自身 は 主として 東 聞 に 島 状 に 群 在 す る 。 以 上 各種 組織 型 の 最大 割 面 に お ける 分 布 は 


. blastom, %##&)E S. blastom で は 神経 線維 の 大 
か Cajal 染色 で Varikositat を 示す 和 繊細 な 線維 と し て 


neurom, Schwann 細胞 : わ ぬ Ggl. neurom で は 
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DL ODE EIA LOORA LTS, 4 例 の 各種 神経 


多数 は 非 好 銀 性 で , 後 2 者 の 極 く 一 部 


ら は 一 部 で は 移行 する が , 各 純 称 型 の 相 接する 部 分 で は , より 低 分 化 


涼 負 所 見 に つい て は , S. goniom, 


て 銭 銀 され る に 過ぎ な い 。 異型 的 Ggk 
順次 こ 好 銀 性 線維 が 増 し.Bielscho- 








wsky 染色 の みな ら ず , Bodian 染色 に よっ て も 銭 銀 され る に いた る 。 以上 の 4 例 の 検索 に 
LO, 次 の 如き 組織 学 的 単位 が 認め られ た な わ ち 1) S. goniom. 2) S. blastom. 3) 
Zk: S. blastom. 4) 異型 的 Ggl. neurom. 5) Schwann 細胞 を 伴わ ぬ Ggl. neurom- 
6) Schwann 細胞 を 隼 5 Ggl. neurom CHA. 周知 の 如く 交感 神経 系 非 ク ビー ム 灯 和 性 風 
瘍 は 極め て 多彩 な 組織 像 を 示し , v. Fischer 等 に より 複雑 な 分 類 が 試み られ て いる が , その 
組織 学 的 単位 を な す の は 主として これ ら 6 型 で あろ う こと が 狼 わ れ た 。 な お 第 1 例 と 第 4 
| DPA RMR Te ONL 隆 瘍 組織 スタ ンプ 標本 に つき , 各 和 構成 細胞 の 細胞 学 的 性 状 を 観察 し 
tz. May-Giemsa 染色 上 , 第 1 例 で は 概ね 中 光 巴 球 大 , 円 形 の 細胞 が 主 で , BRACH 
A, ビロード 状 で 。 し ば し ば 多数 の 核 小 体 を 認め る 。 原 形質 は 極め て 乏しく , 暗 灰 青色 で , 時 

に Azur WRAAD. WRIST 
で ある が 一 部 に わずか 年 DRAKE 
の が 多い 。 第 4 例 で は 少数 の 上 述 細胞 の 他 
に , これ が 膨 化し た が 如き 細胞 や , Adi: 
明 な 村 綱 結節 を 示す 網状 裸 核 細 胞 が 多く , Me 
多 で ある 。 また 多核 性 S. blast の 核 は 特異 
HIT, 互い に 接着 し 合い ほぼ 円 形 を 呈し て い 
る 。 腫瘍 細胞 の 集 塊 形 成 は 第 1 EO E 
で , ARERR URAL, 時 に これ を 中 心 





に 花冠 を 形成 する 。 趣 生 体 染色 で は , 両側 と 


ARE DO I 7 AS FE 


22 SchwamnAlla#fFizsa Ggl, neurom 


M5 Ggi,neurom 


eS | 

Ex SES. blastom し , 中 性 赤 液 乃 は ほとん どこ れ を 矢 く 。 合 胞 
[I S.blastom. 一 癌 S. goniom 性 配列 な ら び に 著 明 な 和裕 補 布 状 細 物 突 起 は 第 
ch < 4 Alin ts. > CHET HS 

て 陰 


附図 副腎 部 腫 交 の 最大 割 面 に な ける 各 型 の 分 布 また Peroxydase 反応 は 全て 陰性 で ある 


997 


Ü 
【 








71. 交感 神経 舟 よ り 発生 せる 誤 考 腫瘍 (Sympathogoniom 
お ょ び Sympathoblastom © 2 ka) 
Fa RS, 湯浅 光路 (KH KEP AREA) 
Two Autopsy Cases of Malignant Tumors (sympathogonioma and 
sympathoblastoma) in Sympathetic Nerve System. 


YOSHIO SHIMONO, MITSUJI YUASA 


第 1 例 8 手 女子 主訴 : JAB LOAM: 入院 時 (発病 後 約 20 B) Ir 
iA lL, MS LOA FRR AT SiC 72), 試験 的 開腹 術 を 行い , 後 腹膜 左 


YEN > EHE. ee] 2, pfs - Kur. ee +. KT 7. Ger > Se [リリ ゴ ニ テン ルイ © 
F 部 に 手 和 省 大 の 腫瘍 を 認め た が , 手術 は 不可 能 で あっ た , 商 後 全身 状態 悪化 し , 発病 以来 約 3 


病理 解剖 学 的 所 見 : 原発 巣 の 左 副腎 は 柔軟 な 超 手 作 大 に 腫瘍 化し (12x8X5cm) 表面 は 粗 
AM BARREL, 割 耐 は 周辺 部 で は 百 色 笠 様 の 部 位 が か み ら れ る が , 大 部 分 は 出血 お よび 
壊死 の た め に 暗 赤 色 乃 玉 赤 褐色 を 呈す る 。 肝 は 右 葉 で は 表面 に 沿っ て 被膜 下 に 碧 色 乃 到 灰 白色 

OWE RAs 2-3mm の は ば を も っ て ,。 ほぼ 痛 漫 性 に み ら れ , 左 葉 で は 肝 実 質 内 に 散在 性 に 米 
迷 大 か ら 鞭 豆 大 の 転移 栄 が 多数 認め られ る 。 そ の 他人 硬 脳 膜 , TE, SV WHE, HARES Sp 
G よ び 気 管 周囲 光 包 節 な どの 光 巴 結節 に も 粟 粒 大 か ら 競 豆 大 の 転移 が 認め られ る 

組織 学 的 所 見 : 原発 巣 の 中 心 部 で は 出血 お よび 壊死 が いち じ る し く , 一 部 石灰 化 も みみ られ 
る か , 辺 縁 部 に お いて は 幅 瘍 実質 は 大 部 分 が 小 円 形 の 色 質 に と む 核 を 持ち , 原形 質 の 非常 に 
し い 細 胞 か ら な り , その 腫瘍 細胞 の 集団 の 聞 に 血管 か 散在 する が , ROA, 
囲 に は 出 箇 か は な は だ し い 。 そ れ ら の 腫瘍 細胞 は 核 に 大 小 不同 が みろ られ, 形 も 円 形 , 椿 円 形 乃 
又 卵 円 形 で あっ て , 色 質 の 量 に も 若干 の 差異 が 認め られ る 。 原 形質 は こ 少 量 で ある が , 1% 
ee また 所 

梨子 乃 玉 ビラ ミッ ド 型 を 呈し , エ オ ジン に 淡 染 する や や 大 き な た 胞体 
を 有 し 成 難 神経 細胞 に 近い 像 を と る 部 位 も み ら れ る さら に 一 部 に は ZEN 4 A BAL} 


(Dk > TIAA PUTER 


また この 腫瘍 細胞 は 大 部 分 は 多数 が 密接 し て 一 つの 集団 を つく っ て いる が ,-- 部 で は 少数 の 腫 
瘍 細胞 が 輪状 に 集 っ て 管 腔 を か こん だ いわ ゆる “ 備 ロ ゼット ” JURE “ロゼット テツ 形成 が 散見 
れる 。 転移 巣 に お ける 組織 像 も 上 述 の 原発 巣 の 所 見 と 同様 で も る 。 こ の ょ よう に 本 腫瘍 は その 発 
生 部 位 , な ら び に 組織 像 の 示す 如く apolar, unipolar, bipolar~multipolar Neuroblast 
を 思わ す よ うな 円 形 の 核 を 有する , [KLE LUD EBK BBY 4 6 IMI 
ELL, さら に や や 豊富 な 胞体 を 有する 細胞 が 蜂 宮 状 に 配列 し , 傘 ほ ゼット 有力 玉 ロゼ ッ ト を 形 
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# す る こと ょ より みみ て, 交 感 神経 産生 細胞 腫 (Sympathogoniom) と 考え られ る 


aif 


2 fil: 42 才 女子 主訴 : 胸痛 既往 症 : TREFFEN ASL BAT. OR 


er 


術 を 受 く BE: 入院 前 1 ヵ月 頃 よ り 胸 痛 を 訴え , WR, 腰痛 を 伴い , Aen 


\ 


も 好転 せ ず , 入院 後 約 2 AALL TIER DU EHER FED HP FRFEETER A 
LL, PRA RR AE TER, SRR OUR LL, 貧血 (赤血球 250 万 , 血色 素 65% 
(Sahli) も 著しく , MKLFRHLKL, 入院 後 約 8 ヵ月 で 死亡 し た 

病理 解剖 学 的 所 見 : AMERICA Ct, 第 四 一 第 尋 胸 椎 の 高 さ で , AAR RE HIT BIRO 
Mie, AAR, 硬度 の 比較 的 健 い 境界 不鮮明 の 隆起 と し て 認め られ , 割 耐 は 髄 様 白 色 を 呈 
し て いる 。 な お 腫瘍 は 硝 椎 の 両側 。 こ と に 助 問 腔 に 近 状 に 浸潤 し , 第 四 第 尋 腰 椎 は 全く EEE 
し , 第 四 腰 椎 は 背 側 に 脱臼 ,。 その 部 の 春秋 を 圧迫 し て いる の が 認め られ る .。 その他 両側 肺 は 気 
SVEN AL, IE RER RRB KAS 78% SADA, 他 の 臓器 に 幅 瘍 技 移 は 認め られ な 
い 

組織 学 的 所 見 : 原発 巣 に お いて は 豊富 に 発育 し た 間 質 の 間 に 蜂 高 状 に 配列 する NA 


=" 
が か が 認め られ , この 間 質 に は Bielshowsky eg#HReeic LY Bar DONE AHR HED 





を な し 錯 統 し て 存在 する の か が 認め られ ,。 これ に 結合 織 線 維 お ょ よび 結合 織 細 胞 が 混 じ て いる 。 貴 
瘍 細胞 は 円 形 大 型 泡 状 の 核 を 有 し , 核 小 体 の 明らか た な 細胞 が その 大 多数 を 占め て いる 。 za 
体 は 大 きく , 円 形 の も の か ら 二 極性 。 さら に 多 極 性 の も の 等 機 々 の も の が 認め られ , いずれ も 
エ オ ジン に 好 染 し , 銭 銀 法 に より これ ら 細 胞 は 無極 性 乃至 多 極 性 の 神経 細胞 に 一 致し て いる 。 
し か も る 貴 瘍 細胞 に は 核 の 形 の 種々 に 変形 せる も の が 混在 1 た 桜の 数 も 様々 で 時 に は 多 校 巨 
胞 を 形成 し て いる も の も みみ られ る 。 それら の 間 に 核 分 裂 像 も 著 明 に 認め られ る 。 な お ,。 転移 


水 と 思わ れる 切除 し た 左側 乳房 の 組織 所 見 は 一 部 は 上 述 の 組織 像 に - 一 致す る が , 一 部 で は 円 形 





~ 棒 円形 の 核 を も っ た , 原形 質 の 乏しい 胞体 の 両端 か ら 細 長い 笑 起 を 出し て いる 腫瘍 細胞 が 観 


兵 式 状 配 列 を 呈す る の が 見 られ た 。 これ は 原発 巣 で は 比較 的 分 化 の 方 向 が 一 定 し て いる に か か 
わら ず 。 乳房 の 転移 巣 に お いて は 分 化 の 方 向 が 多少 ずれ 部 Schwann 氏 細 胞 由 来 の Neu- 
rinoblastom を 思わ せる よう な 像 を と っ た も の と 考え られ る 。 こ の は ょ うに 本 腫瘍 の 発生 部 位 , 
種 場 細胞 の 性 状 , HOHER XO MRED 神経 線維 の 出現 等 より みて , 交感 神経 母 細 胞 腫 


(Sympathoblastom) と 診断 され る 








72. 成年 女子 に み ら れ た ジン ハト テラス トー ム の 一 例 
八尾 謙三 , 山本 勉 , 新井 恒 人 (和歌 山 医科 大 学 病理 学 教室 ) 


A Case of Sympatholabstoma of an Adult Woman 
KENZO YAO, TSUTOMU YAMAMOTO, TSUNETO ARAI 


- 般 に sympathoblastoma 3 HR e/VRICADNSLOLENTUS!D, 最近 われ ね 
れ は 成人 女子 に みみ られ た sympathoblastoma の 稀 な 例 を 経験 し た の で 報 青 - 
症例 : 28 FOR. HAR 28 年 8 月 初旬 こり , 腰痛 な ら び に 下肢 索引 痛 を 訴え , し た い 
に 歩行 国難 と な り , 疹 着 性 子宮 後 屈 症 の 診断 の も と に ., 8 月 下旬 開腹 手術 を うけ た が . いせ ん 
と し て 症状 は 去ら ず , 38.0°C 前 後 の 発熱 を みる こよ * に な っ た の で , 9 月 中 旬 当 大 学 整 形 外科 
を 訪れ , 11 月 1 日 逐 痛 の 主訴 で 入院 し た 。 入 院 時 所 見 の お も な も の は 軽度 の 貧血 症状 と , # 
側 腹部 の 圧痛 が あり , 脊椎 の 運動 は 障がい され , 第 4 腰椎 の 一 突起 陥 凹 し , 第 5 腰椎 正 突起 
突出 し て , 両者 と も に 圧痛 , 叩 打 痛 が 著 明 。 検 査 成績 は 赤血球 数 305 万 , 血色 素 量 65% ( ザ 
ー リ ー) で 軽度 の 貸 血 を み , 赤 沈 は 平均 値 52.5mm で か な り の 促進 を みる ほか , RR, 糞便 , 
脊髄 液 な ど に は 異常 を みとめ な か っ た 。 人 入院 後 は ベニ シリ ン , マイ シリ ン を 毎日 。 輸血 約 2000 
cc, オー レオ マイ シン 約 13g, クロ ロマ イセ チン 約 30g AH L, ZONA < 対症 療法 を 実 
施し た か , 圧迫 性 春 髄 妖 の 症状 と と も に 悪 液 質 に 陥り , 診断 確定 せ ぬ まま 2 月 2 日東 籍 に 
RR: 栄養 高度 に お と ろ え , BEER Rute, 浮腫 は 両 下 又 に 著 明 。 胸腔 に は 
充 側 に 約 900 cc, 右側 に 約 100 cc ORBEA BWM Re An, 心臓 は や や 褐色 調 、 © ATE 
し , 左右 肺 臓 $ つ 血 や や 高度 た な る ほか は 著 交 か が ない 。 腹部 は や や 陥 凹 し , 左 副腎 の 位置 に , 
10.0x8.0x3.5cm 重量 約 145g の 腫 場 が 存在 する 。 こ れ は 腎 と は 明らか に 区 別 さ れ , 表面 は 
比較 的 平滑 で , 灰白色 の ぅ すい 彼 膜 を 通し て , 暗 褐 色 お よび 灰白色 の 部 分 か 透視 され る 。 割 面 
は 一 般 に 灰白色 税 様 で , 所 ^ 出 血 お よび 壊死 か ふら れ , 細か な 線維 に ょ り 小 豆 大 な いし 持 指 豆 
ZA. さら に 第 II 一 第 III 礎 椎 岳 面 に 小手 人 答 大 の 腫 


た の 種々 の K& さ に 分 2 2X SIT, HE! 大 y= 


WickeprAbht. COMMA & ET, Erg L AIRE, 所 < 出血 かがみ 


られ , この 腫瘍 は 硝 槍 管 の 方 向 に 向っ て 没 潤 する 。 後 腹膜 リン ペ 節 は ば フ し 持 指 頭 大 に 幅 
KL, 割 面 は 髄 様 で も ある 。 そ の ほか の リン ボ ぷ 節 に は 転移 が みみ られ な か っ た 。 肝臓 は 表面 暗 礼 色 
で 所 * に 栗 粒 大 な いし 指 頭 大 の 灰白色 の 腫瘍 転移 を 認め 。 割 面 も 同様 暗 褐 色 を 呈し , 灰白色 の 


米粒 大 な いし 指 頭 大 の 腫瘍 転移 巣 を 多数 記 め た さら に この 腫瘍 は 睦 尾 部 に も 同様 の 形態 を も 


230 _GANN, Vol. 46, 1955: 
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っ て 転移 する 。 そ の ほか の 腰 器 に は 肉眼 的 に は 腫瘍 抜 移 を 認め ず , 左右 忠実 質 ほ こん 濁し , 子 
宮 体 部 前 面 に 指 頭 大 の 筋腫 一 個 を 認め る ほか , 骨 系 統 な ど に は 著 変 を 認め た か っ 
左 副 腎 は 副腎 個 有 の 像 まっ た く 消 失 し , 比較 的 小型 で リン ポ 球 大 。 あ る い 


た は 軽度 多 形 性 の 腫瘍 細胞 が , MER 


x 








ケー ア で 2 1 5 た つま Eki [ ina ) 一 
K に びまん 性 に 浸 潤 し , 比較 的 原形 質 に 


oi の この =, rt 


と ぼ し く , 核 は クロ マチ ン に 富み , —AAML BHA, 部 位 に より ロゼ ッ テ 形 成 傾向 が 





認め られ , また 一 部 に や や 分 化 せる 神経 細胞 か 存在 する 。 銭 銀 染色 (Bielschowsky 


腫瘍 細胞 と 銀 線維 と の 間 に は , と くに 密接 な つなが り は 認め が た い 。 開 質 結 合 織 は か 





な な り 強 く 発育 Es MPIC Bts な お 壊死 お よ LO} He fit? Eat ADAG tmonNS, 以 ト の 月 見 F 
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sympathoblastoma と 考え られ る 
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間 と まっ た く 同様 の 小 円 形 の 腫瘍 細胞 か が び 性 に , また は や や 集 妖 状 に 認め られ 





> se Rip mite ne = = a 
4. Ze, Aria, Bebe: RARAIIAAL, 部 位 に より 限局 性 あ 
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その ほか の 詳 ! 
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29 Sh gy En 
rete D HE 7 





得 ず , 心筋 は や や 著 明 に こん 濁し , Wilt} Die eRe 


Tet fF! MOBREALT kK, 


73. FORE O 1 FAR PI 
LR. 中 橋 嘉 明 Rees 





A Case of Retinoblastoma 


SHINTO CHIN, YOSHIAKI NAKAHASHI 
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性 は 比較 的 稀 な 腫 場 で あり , 
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旭 が ある らし か っ た が 放置 し , 





ecke, 1 SRL OAH 
‘jaja SL CGE LL. 眼底 検査 で は 眼底 に 百 班 が 見 られ , 
き 出 術 を 実施 し た 。 そ の 時 右 眼 は 外 有 眼 部 に は 著 変 は な い が 限 底 に 白斑 


ルキ 





ま を 始め た 。 有 眼 庶 白 斑 は 長い 間 停 止 : v helt Tt 


9 Arce PES AE & ts 
刻 移 と 思わ れる 睡眠 を 認め , RBS LORIMBIC X 線 


fil 26 年 6 月 右上 眼 輸 に 風 瘍 が 現われ た の で 腫瘍 の 眼 窟 再 発 
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と LCHIRENARKIe Ri Lic. Hbte< MAM AOR BHO FAL LO Lice RR 
な り , 11 月 に は 頭頂 部 に 腫瘍 を 認め , FRAT L 12 月 永 眼 し た 。 
両 有 限 は 摘出 され て いる の で 原発 巣 を 摘出 標本 で みる と , 左 眼 球 は 角膜 , 








を ’ a 3 REN 
と も に 異常 は 認め られ な い が , MPRA CIMA S GLARE es NEN A ot LSA: * た る 
= CH. 白色 に 肥厚 し , 硝子 体 に も 人 髄 様 の 百 色 塊 が 認め られ 硝子 体 は 出血 の た め 暗 赤色 
を 呈し て いる 。 右 眼 球 も 大 体 左 眼 と 同 所 見 で ある 。 右 眼 高 は 出 近 お よび 壊死 の た め 暗 赤色 を 


も 腫瘍 の 浸潤 か み ら 





受 出 は 右前 頭 菜 に お 





LO, 抽 指 頭 大 の 糞 様 の 款 化 巣 か 





Ber 上 矢 状 洞 に 沿っ て 米粒 フ 
FEIERT CHRELK 
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が 認め られ た 。 転移 巣 の 所 見 は い 
暗 赤 色 を 呈し て いる 


央 体 の ほとん ど み られ な い 名 





小 円 形 細胞 肉 看 を 見 る 感 が ちあ 
壊死 巣 も か な り 認め られ る 。 ロゼ ッ ト の 形成 は 認め られ な 
胞体 の 発育 の 悪い 名 質 に と ん だ 円 形 一類 円 形 の 核 を も っ て い 


この 部 位 を Bielschowsky お よび Azan 染色 を ほど こ 








ょ 見 られ な い 。 Mallory fez 





銘 は 円 形 を 吐 す る も の は 上 AS < AP ei 





多量 で ある 。 原 形質 は や は り 少 い が , し か し 円 形 


量 の 原形 質 が み ら れ , この も の の 内 に は 両端 に 短い 突起 を 出 
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<A CHEYIL, pseudorosett 乃至 





す の が 認め られ る も の も ある 





肝 , BOMBA CIS) ROP KARE, RBH 





PTD HEC AICHE L, 血管 と 血管 と の 聞 を 


名 位 を 詳細 に みる と , 数 人 万 至 十 数 個 が 核 の 





凌 し て 放散 汰 に 排列 し , いわ ゆる pseudorosett や 管 腔 を か こん で いる 放散 状 に 排列 す 





は 原 形質 は 豊富 で は な い が 短 線維 を 形成 する の が 認め られ る 。 EL 





る か 認め られ る 


こ 近 い 像 か みみ られ る 。 し か し て 上 述 の ょ 5 Eh 





で は rosett 形成 は 








lit, 胎生 初期 の 網膜 の 内 層 の 細胞 に よく 似 て お り , 





ro に 権 円 形 の 核 を も っ た 
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角形 や 多核 形 の 細胞 は 二 極 の 神経 細胞 に 類似 を 思わ せる も の が あり , われ われ は Colling X 
の 他 の 提唱 する が 如く , この も の は 胎生 期 に 発生 し た も の と 考え た 方 が よく , KROME CY 


` る と ころ か ら , これ は Retinoblastoma と 呼ば れる べき も の で ある と 考え る 








74. 項 部 皮 “ 部 組織 に 発生 し た 診断 困難 な 巨大 
SRR D WEISS IT OUT 


田中 AR #3 


A Giant Chordoma-like Tumor of the Subcutaneous Soft Part of the Nape 
NOBORU TANAKA, WI-CHA CHEN 


(Department of Pathology, Japanese Red Cross Central Hospital, and Department 
of Pathology, Tokyo Medical and Dental College) 


Versatility of mesenchymal neoplasms is sometimes far reaching. Epithelial 
arrangement of tumor cells is often observed in such tumor as synovial sarcomas. 
Reverse condition is also true. Neoplasms of ectodermal origin may simulate a 
structure just like one of mesenchymal nature. Some tumors are called mixed 
without secure basis only in view of their composite structures. But, there 
exist certain group of tumors, whose origin is debatable even as to which 
germinal plate they are truly related. 

Recent experience by the authors with a tumor in the nape, which has 
histological appearance most closely resembling that of notochordal malignancy, 
is reported. Because none of this type of neoplasms has previously been described 
in this particular region, and because its finer structures show simultaneously 
kindship with certain variant of neoplasms arising from the tendon, rather 
detailed description of its morphology is recorded. 

Clinical history: M.T., a 47 year-old farm wife, noticed a sparrow’s egg 
sized tumor in the subcutis on the median line of the nape about 10 years prior 
to the admission, which gradually increased in size during the last 5 years. It 
grew up to a child’s head size without causing any subjective symptoms, except 
itchy feeling. There was a firm hemispherical mass in the nape, measuring 50cm 
in circumference at the base, when the patient was seen at the Japanese Red 
Cross Central Hospital, Tokyo. Closer examination revealed extension of the 
tumor to the left side neck and to the left suprascapular region. The overlying 
skin was freely movable against the tumor mass. The broad base of the firm 
mass was not firmly fixed to the deeper structures. X-ray showed no pathologic 
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finding of the vertebral structures. There was also no connection of the tumor 
with any of bones. The nervous system was completely free. Immediately the 
mass was excised with an abundant elliptical skin flap and subjacent portion of 
the m. trapezius which was involved by the tumor. The other muscles are 
apparently free. The fact that the mass was unattached to any of the vertebral 
structure was ascertained at the operation. She left the hospital uneventfully 
and remains well for one year in March 1955. 

Gross findings on the surgical material: The child’s head sized tumor, re- 
moved together with a part of covering skin and surrounding dorsal muscle, was 
well defined by a dense connective tissue capsule. It measured 20x19x15cm and 
weighed 1825g. An accessory tumor node of a hen’s egg size was attached to 
the main mass, separated by a slender connective tissue. 

On cutting, the tumor was surrounded by a thick fibrous capsule, which is 
apparently related to the fascia, and divided irregularly into areas of cleidoscopic 
appearance by dense trabeculae. Although some areas were soft gray-white, 
some are elastic firm. Some were medullary, some were chondro-myxomatous. 
There were also irregular slit-like and rounded lumina with friable projections. 
Focal areas of old and fresh hemorrhage was noted. No bony structure was 
included. The overlying skin was readily separated from the mass. 

Histological findings: Over 30 blocks were taken from an entire representa- 
tive cut surface and various other areas. Sections were stained with H & E, 
Mallory, Pap silver impregnation, PAS, mucicarmine, Bodian and Bielschowski, 
Best’s carmine and toluidin blue. 

The tumor revealed composite structures of variegated tissues, showing gradual 
transition to each other: 

1. Areas consisting of solid nests of epithelial-like cells: They correspond 
roughly to the chondro-myxomatous areas on gross observation. Solid nests of 
polyhedral cells of various sizes are present embedded in fibrous stroma. The 
epithelial-like cells are sometimes very large, reaching 100 in diameter, almost 
spherical in shape, and contain a single pycnotic nucleus locating in the center 
of foamy clear cytoplasm, which is PAS positive. Glycogen is rarely positive 
with Best’s carmine. Those large cells are on rare occasions closely packed and 
offer the appearance of physalipherous elements of chordoma. Much more 
frequently seen are nests of smaller polyhedral cells with remarkably eosinophilic 
cytoplasms, connected with each other by reticular projections. Often bizarre 
atypical nuclei, and multinucleated cells are encountered. Mitotic figures are 
very rare. 

2. Areas containing luminal structures: Some rounded cysts are surrounded 
by poorly cellulated hyaline masses, but there are many slit-like spaces lined by 
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low cylindric cells of epithelial-like appearance. The argyrophilic fibrils construct 
dense network beneath the lining elements, but never a definite basement 
membrane is formed. This structure offers certain similarity to that of synovioma. 
PAS and mucicarmine positive substance is seen in the lumen and apical part of 
the lining cells. 

3. Fibrous areas: They are often very acellular and hyalinated, composed of 
argyrophilic fibrils, collagen and imbibed mucicarimine-positive, basophilic ground 
substance. Extinction of toluidin blue metachromasia was below pH 2.6. But in 
other parts they contain fat spindle cells showing apparent transition to the 
solid nest forming epithelial-like cells. There are in parts columnar projection 
of such cells. Often Best’s carmine is positive in the cytoplasm of such cells. 
Signet ring cell appearance is not infrequent. Nuclei of such cells are remark- 
ably atypical and hyperchromatic. Close resemblance to chondroid structure 
was never approached. 

4. Secondary degeneration occurring in the tumor tissue including such 
modification as angiomatous, pseudoxanthomatous and fibro-granulomatous struc- 
tures is often noted. Hemosiderotic foci are frequent. 

Discussion: Tumors of skin appendage sometimes bring forth mixed structures 
as seen in a variety of sweat gland tumors. Thorough examination in relation 
to this possibility of the present tumor is made, and the answer was negative. 
The mass seated deep and even the subcutaneous fat tissue is elevated from 
beneath. Dystropic structure could not be readily excluded as the source, but 
this possibility is small, because true epidermal component is not observed in 
the mass. 

Histological versatility of a notochordal tumor is great. A survey of collected 
examples of chordoma appears to permit this tumor to be included in this 
category. Actually our first impression gained from the histological specimens 
was a chordoma. 

Mabrey (Am. J. Cancer, Vol. 25, 1935) collected 150 cases of chordoma from 
the previous literature, of which 7 occurred in cervical vertebra. Oween, Her- 
shey and Gurdjian (Am. J. Cancer, Vol. 16, 1932) abstructed 8 cases of chordoma, 
Originating from the same region. Two cases of unusual heterotopic chordoma 
arising from the jaw have been reported. Inno case, a chordoma grew posteriorly 
beneath the skin without any relation to the vertebral bone or without in- 
tracranial lesion. In some cases, chordomas arising in the vicinity of the clivus, 
infiltrated the upper cervical vertebral segments and appear in the nape. Close 


examination usually reveals such abnormalities as focal or diffuse resorption of 


‘the bony structure and disturbances of nerve functions. The operative findings, 


X-ray examination and also clinical follow up data suggest ananimously absence 
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of such cranial lesion in this particular case. 

Several authors have been acutely aware of the histological versatility of 
certain types of neoplasms arising in connection with such structures as synovia, 
bursa, tendon, and tendon-sheaths. Some years ago, Fred Stewart (New York) 
coined the term ‘‘chordoid’’ on purely histologic point of view for such neo- 
plastic lesions. The term appeared fascinating to the present authors to adopt 
in describing the case. According to Stewart, to whom representative specimens 
were sent for consultation, some prefered ‘‘chondromatoid’’ for descriptive 
nomenclature. 

Summary: A giant tumor of about 10 years duration, arising from nape of a 
17 year-old female, clesely resembled a chordoma histologically. To accept this 
tumor as a chordoma appears difficult only because of its situation and mode of 
its growth. The histologic features of some areas resemble a mesenchymal 
tumor. After discussion on histological similarity between chordoma and some 
type of mesenchymal tumor, a final diagnosis was not reached. The question 


remains open until more knowledge is accumulated. 
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CF RS 





=> 


CH EEE OPEL TI. AB 
RALLY. 術 後 経過 : 
を 思わ せる 症状 を 呈し , HERO Bite SOIC 


月 30 日 ) に 退院 し た 


1 





せる 筋 を 切 離 し て ! 








肉眼 所 見 : 長 卵 円 形 , 大 さ 14x9x7 cm, 


iit Fy VE ee Ba J + 2: si = hae 
し , EINER, HRA, また 所 々 こと に 上 極 に は 小 』 





DELO ii BR 





+ 数 個 乃 玉 20 ihr a Bk nee 


tr 


Te N AMIS kD Rd Me MLA (>22 Sinusoid) よ 





! 群 に より 圧 師 され て 内 陵 は ほとん ど 消 失 し て いる 





井 > Fa 1) > 4 3, A se ive ft, > 4 : be rt elt orn) > 
iF / ] 辺 部 の ぇ ai (AIR BER る 結 ァ HL て いる が か 。 中 天 部 で は 





ジホ すこ と な く 拉 在 性 と な っ て いる と ころ が ある 


< + mE Nr 4 
i > SUL ARIE 6 








つ 
で 
は 
3 
® 
ss) 
に = 
ロ 
3 
3 
ator 








6: In = Bi eS ィ / Fe 
な る も 時 に 不明 瞭 な も る の も ある 。 原 形質 は 中 に ェ 


JH 


a 
vr 
の 


udan-II Ha CHF ich 








腔 状 排列 部 内 に は 排列 が 乱れ : 


で th ) Ae & as th. rt 
BRC id SVM RAAFBERe SL 1~2 


こ 宮 むせ もの が 多 い 。 核 は 円 形 , 卵 円 形 な 





= aca 


も 時 に Atypie か が 強く, 巨核 。2 核 乃 至 多核 な こと か あり, hyperchromatisch で 不 規則 


EN 


- 2 
/ 


ょ 形 を 呈し て いる も の も ある 。 幅 瘍 細胞 が 退行 性 変性 に 陥り 石灰 沈着 を 春 起 





Bald 


EISTALEBER SET 





す も の も ある 。 ま た 所 々 に 出血 , 壊死 を 認め る 


LE 














上 本 手 場 の 組織 像 は Christopherson の Alveolar Soft-Part Sarcoma, Smetana 
の malignant Tumor of nonchromaffin Paraganglia, Randall の 命名 し た non- 
chromaffin Paraganglioma iC }i< —icL, RMS ARR Paraganglion より 
ELK LOLB ASHE 
里 内 科 こ 入院 , 1952 年 12 月 1 日 死亡 


RENTE EHRE, ZN 








76. Malherbe-Chenantais E33 oı>»T 


KORE PAD) 





福 水 正 一 , 所 安夫 , 村田 孝之 (東京 大 学 医学 部 
On the Malherbe-Chenantais Tumor 
SHOICHI FUKUMIZU, YASUO TOKORO, TAKAYUKI MURATA, 


wrt 


記載 に 初 ま る か の Calcifying Epithelioma は , 名 称揚 案 考 に 





Malherbe-Chenantais の : 


LORE 変 札 を 経過 し て , HSSVILERMIGMOPRA (Fink), d 


- (Coté), ある い は 皮脂 折 迷 芽 よ り の 分 見 編 (Sutton 


と 1 > 
fey VV. 





Viz, 最近 (1940 年 代 ) © Turhan-Krainer に いた っ 


- 応 落ち つき , その 後 の Highman-Ogden や Lever- 





3 =e See 4 Ss a He BE? た た ゴイ 2 ur ァ tase 

に UN る 毛 凌 原 芸 細胞 唐 か が 世 の 多 く の Fra] RK CNY @ DAL 

- と es ) In と ュ ーー In +» —_— = aes. LS Z 二戸 ec “Eby - Ln, Pm 
こ あ っ て も ゃ も, (SBA 少な か ら ず 不可 思 議 な と ころ が 見 受け られ る 。 FR 





ぉ ミイ ラ 化 し た 上 皮 上 性 の 開 胞 と 呼ぶ 人 も いる 。 以上 は , Malherbe-Chenantais ENTE 


ー と Way be In A N ーー FIAT $28 r 
io TAs AS ie “ENCST SIC, TMLYDD, COMA Be RIC 





REO NORRIE LAT BF OMG 2 Sas Se BE 
PIMC EES PREP PERI SY, て いね い に 再 


乱す る 必要 が か ある 。 Mit, 毛髪 上 皮 上 腫 と Malherbe-Chenantais 腫瘍 と は , 








wey I gy} = I + HATIEE 
深い も の と も いえ る が , ERLERNT EL EHEN 





fe 4 


存 し た り 一 が 他 に 動い た り し うる の を 思え ば , Malherbe 型 も お よそ 本 態 論 を も 
れ て も 仕方 が かない 。 ABI LAL WC 個性 こと ん で いて 診断 は 困難 で な い 。 Calcifying 
Epithelioma と いう 5 表現 か が びっ た りす る 場合 も あれ ば degenerative cornifying Epithe- 
lioma の 方 が 都合 の よい こと も ある 。 今日 の 私 共 の 例 に は むし ろ 後 者 の 方 が びっ た りす る 


238 LGANN, Vol. 46, 1955) 












こ に は 貴重 な 私 共 の 経験 例 を 要約 し , STRAND 列 や 外国 女 献 例 を 手持 


を を 進め た い 。 Malherbe 型 は は な は だ 稀 な も の で , Mit, これ が 2 回 目 で ある 。 B 









する に 。 これ は Primitive Trichoepithelioma の Calcifying or cornifying degenera- 


tive form で ある 。 患者 は 16 才 の 女性 , 腫瘍 は 右上 腕 外 側 友 下 に あり , 34 FOBETR 





AL DRAMA, 表 畑 結球 形 広 基 性 。 皮 示 に 癒 着 す る も 皮下 に は 可動 Ini 





始 な か っ た 。 肉眼 的 に は ぼん や り 観 察する と 何等 拠り 所 が な い 。 上 皮下 深く 位置 し 特に 





<, RHO LECRRL AS, 相当 邊 い が 割当 で は 石灰 化 は あま り 目 立た な い 。 や や | 


風 と は 程遠い 。 し か し その つも り で みる と 何 か 異 様 





全て そろ っ て いる と も いえ よう 





i 





Eurem ALLE CL OCIS, MAW 










L te) MAROC LMG WE Lo THRESH, 





- 切 の 特徴 が 求め られ る 





HOS LAH 集団 は 細胞 Syncytium 








ょ ほとん と 証明 され ず と この 集団 の 新しい 時 期 か ら 考 











の っ 2. = BG = EN ロ H te + 
と る と, 毛髪 形成 の 原 基 , RATEX の 充実 細胞 巣 は 明瞭 な 
Keal, それ は , TORE 
ー ATT を Ty LHS に た ヒー poke 2. 1> IL Bhf, 7 > me BS トーー ーー 2° oe - | > VA eA = Lay 
に , Ar DMN O AEA E Hol IT BHO ADC ONAKAICMET SO. — 


っ コン 
DREH, その 周辺 に 生き た 細胞 充実 部 位 る 内 部 に 向っ て エ オ ジン 染 





/ ロ ーー- ホ キラ テー レ 3 Ih: 
保有 すす る こと も あれ ぱ ば, 


BORIC LVS DIC TOWNAIC KR ANI 


Er fh] 5 CRUG O EMAL L EMER OR I Li DB TDL, さら に 





その 内 方 に ほとん ど 核 を 証明 しない MEE 


2, (3) 時 に は 周辺 の 充実 細 





{ = I. + + Hetsy~ 2 In +. 7 > 
(4) Es yon B'S 2 vids THIS DON な っ た だ た ゃ も の で は , 






EDAB, 





が すっ か りな く な り , Hi, 





Bee il I ZH j と ral 

うら と を を な や か か る 毛 rt 集団 の 変 の 3 
„>. zz DE 
ate + 7 
IE に Ae 





られ る の で ある 。 こ の 京 , 
毛髪 分 化 に 伴う 変性 の 運命 を 担っ た 毛髪 上 皮 腫 か , Malherbe 型 と い 





E 性 細胞 は 生き た この 実質 細胞 に 他 な ら ず 
239 











| bith. ERREEEL, 当然 征 ら , 異物 性 
春 想 因子 と し て 申 分 な く , た め に , それ を と り ま いて 多数 の 異物 巨 細胞 肉芽 を 招来 する 。 


も し 生き た 塩基 性 細胞 が は っ きり し な いと , 何 か 異 物 炎 と 間違え られ る 位 で ある 。 間 質 の 細胞 


反応 


ーー 
TI 


の ) 
I» 
4 
In 
7/ よ 
t 
ee 
13 








FF HL & も に あ AVILA SS V yah A‘ J に 細胞 浸 油 


Le Uy. tr i 
は 部 位 に より 強弱 が あり , 


示す 。 エ オジ ン 細 胞 は 特に 豊富 で は な い 。 石灰 化 は この 例 で は , 余り 著 明 で は な か っ た 


( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 


77. 腹膜 仮性 粘液 腫 の 1 FUR, BUI 6 
生化 学 的 性 状 に つい て 
小島  HBZBAK BPI—B, AAS 
(東北 大 学 医学 部 病理 学 教室 , 医 化 学 教室 , 黒川 内 科 教 室 ) 
An Autopsy Case of Pseudomyxoma Peritonei, with Biochemical 
Examination of Gelatinous Substances Obtained from Tumor Tissues. 


MIZU KOJIMA, NAOYA MATOBA, SEN-ICHIRO HAKOMORI 
NATSUO OTOMO 





SER HL. その 後 さ ら に 膨大 し て きた の で 昭和 29 年 10 月 4 日 これ を 主訴 と し て 


川内 科 に 入院 し た 。 ARME 96.5cm で Azan ir 1800mg ZRH LAN EN 





2 N Zils) > U4 hl iy one っ Anz oH gg と 
Pir シン ne ポ ぐ ムロ エ し 年 選好 で あめ あつ っ / こ カ ih @ ye i 10 月 27 I BF 

> ir Trp > ie オル 3, are SS ょ ぉ ムン に tice py p> r Sey [LE NBABı>+> vy > 
-。 Ba Wea AM‘) 1 += 4 JJ 月 CAA 栓 査 KERZE Des ail ee L | WK ER, m Bin co bil 





L 液 像 は 軽度 の 條 押 を 示す の み 。 尿 量 1300 cc, Fr: 1024, 
x T.T.T. 1.0, 高田 (+), Cadmium 


need, 比重 1019, Rivalta 





pik YO eS BK! 


oe ele CtHe7k 2100cc を 伴い , 主として 大 網 を 支柱 と し て 腹腔 に 満ち , 肝 , 胃 , 


tt Ate m HERE $33 - Immer 71 F&F Eur” 1 Ar MHS 3-4 Z. 
HrohkzEsn< し , BERHERZF<SUELTLZ. FO-MC ama eS 


nor can, また 他 臓 舌 へ の 転移 も 認め られ な か っ た 


240 [GANN, Vol. 46, 1955) 








FOES IC HBA LS BIA CRS LL, AIS SER CHL, その 部 で 強く 屈曲 し て 
EUER RE EIB UT 

組織 学 的 所 見 : 腫瘍 組織 は 時 に 円 形 細胞 浸潤 を 伴 FR RIC MP RY Oh, FREE 
に あっ て も これ に より 明瞭 に 境 さ れ て いる 。 稀 に 認め られ る 般 子 状 乃 至 円 柱状 上 度 細 胞 の ほ と 
ん ど が 腔 細胞 状 で , 一 部 重層 配列 を 示す が , 著しい 異型 や 核 分 沖 像 は 見 られ ず , 脱落 変性 細 j 
の 印 環状 化 は ほとん と 認め られ な い 。 腫瘍 塊 の ほとん ど を 占め る 腰 様 塊 は Formalin HER 
H-E 染色 で は Eosin に ほぼ 一 様 に 湊 染 する の み で ある が , Mucicarmin, Muchaematein, 


PAS 染色 で は 東 状 乃 至 綱 状 線維 と し て 染め 出さ れ , 中 に 多数 の 砂 窟 状 小 塊 の 形成 を 見 る 。 ま 


ASI 
2648 


た Toluidin 7##4:f4 Cixi pH2.5 で Metachromasie を 呈し た 。 HEWIARONRILAF 


| ら ーー 


織 で 蔽 われ , その 一 部 に 上 述 腫瘍 細胞 と 同性 状 の 細胞 群 増生 が あり , 多数 腔 内 に MALT 








る 。 ま た 拡張 し た 内 腔 が 虫垂 末端 部 で これ を 破り 腫瘍 組織 に 連絡 し て いる 像 

確認 し た こと か ら , 本 腫瘍 発生 の 端 紗 を 虫垂 Myxoglobulose Di 出 に 求め ある こと が 
gs je ee 

Le } 


a EMI 


-nAED Glomerulonephrose な ら び に 尿 細 管内 好 塩 基 性 乃 玉 Mucicarmin 染色 陽性 


円 柱 の 存在 , 腸 中 心 動脈 を 始め 各部 血管 避 の 硝子 様 肥厚 乃至 膨 化 , 有 時 の 細 葉 中 心 部 に 限局 し た 





高度 の 鯉 血 な ら び に 「 グ 」 氏 疹 部 細胞 浸潤 等 の 所 見 は 





骨 粘 膜 な ら び に 肺 気 管 枝 上 皮 の 高度 の 粘液 分 泌 像 ! 


rt mil! 


BRETT N, Bett OPA ROMENIC 2 ACA 








2.0 3 
a: AFA TO 

ん fm H~ d3 AH A ロキ 人 ジテ エキ 日 テ > Re 5 |, ZS) 

\ つ / こ / こ の ARRAY DEI (LA TINA EE し 1 r Wolds Sone OD DE TWIT VI で 
, yey rte E fr] rs] IN oe be sri: 4-73 AB 

れ ぞ れ を 固定 Lak. FTspbH :#7#1 15 ı Fr..I (in 2 234425) 0.1g, 





Fr. II (Glucidamine ##) 0.9g, Fr. III (Itin 割 分 ) 0.4g . IV (£5#5) 0.1g, 


FM) 


Hr) 10.58 で ある ほえ られ る の は Glucida- 





Fr. V (AMRF LOY 





組織 切 衣 に お いて pH 2.5 で Toluidin #17 Metachromasie を 呈し た 物質 は 江 紙 泳動 後 





試験 の 結果 か ら Fr. HI に 由来 する と 思わ れる 。Glucidamine 系 の 物 


x In また 
ZIEL a / 分 割 前 の 


りお そく ,。 かつ 紙上 に お いて も Metachromasie を 示 





材料 を 直接 濾紙 泳動 に 附 し , 後 Hotchkiss-MacManus 法 を 適用 し た か, 速度 の お そい Gluci- 


Ka) > TA 


damine お よび 中 性 多糖 類 の 区 分 に 反応 が 現れ , Itin の 区 分 に は 反応 は 現れ な か っ た 。 各 割 
各種 定性 反応 お よび 水 解 後 の 精 Paper- 


分 に つい て Tiselius 装置 に よる BM Si 











a N 


chromatography より , Fr. I は 中 性 多 精 類 , Fr. II は Glucidamine, 





Fr. III は Itin 5 より 遊 難し た も の ) と 同定 し 得 た 





Sialic acid "を 有 し , Warner 


Fr [ Fr II Fr III Fr IV 


電 気 泳動 易 動 E +1.4%x10-° +8.5x10°° +18.5x10-° +11.0% 10-5 


pH 7.8. Ion #246 0.145, 0.8 mA 


Molish sar A, IE 
し Neuberg-Saneyoshi 反応 ı + Re 
Dische 反応 An 3 
年 赤 名 Bial 反応 A # 
: Kossel 反応 = = = 
欠 見 a: a 
er Glucosamine ご ei As 
| 種 Chondrosamine 4 + ーー _ 
; FR glucose 4 + = a 
7 galactose ョ に = = 
5 mannose 1 oo = e 
hexuromic acid i = + . 
7 L. fucose en = 


る その 他 pentose - ー ー 





78. 店 腔 内 脂肪 肉 省 の 1 割 検 例 
= HS 博 (Hr) 


An Autopsy Case of Liposarcoma in the Abdominal Cavity 
TAKAHIRO YOSHII 











臨床 像 T.M. 21 #&:, 1953 一 12 RE TE hr 1954—1 
EFT, ZORIEDRT TUN TO LON RBS OWS と な る 。 1 RRL OBAA 

$57 UE 4 3 PPS CAPE THE ZH, 13/ エ 一 1954 本 学外 科 に 入院 和俊 所 見 は 左 
ま 防 者 に 小児 頭 大 思 凸 不 硬 鋭 界 状 不 動 任 非 ci EA VI 助 骨 高 , 右 界 正中 線 よ り 2 Bee 
だ 界 左 側 腹 缶 よ り 周 出し , 1 kl HK, ZOcH PR 358 = HOMIE, wets PR PICPEIAR 
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DH 


fy, Urobilin 6X, Urobilinogen 4X 














らし き 物 1 個 あり 。 COMMER MIHBSB EL 
な し 。26/II SARS LEO 1 fis LOAM AHH 








E 吐 し 気管 内 に 食物 が 入っ て 死 記 
型 検 所 見 : ( 昭 29 一 33 号 ) (1) 胃 背 側 の 人 頭 
EVER AM ys 
MEER) 
(2) Siiz 





rr で 腹膜 と 縁 


5% 10 数 個 , 





1 (iz 
el + HEBERRTRET ts KL OFF 






数 転移 。( 
HHA. BBA ORE KE 


aii A I - 中 葉 a hex リ N: 2 AES BAL 








j, (10) 5 
紡 C (RAS RREY 











(8) FAC LS AINE. (9) HERA 
組織 像 : SAT, T は 腫瘍 
FC は 脂肪 細胞 。M は 粘液 。GF は Gitterfaser. AH 








・ 造 で 中 数 の 小 IM. 





iD TC が 粗 開 状 に 散在 また は 密 在 し や や 多 C 性 に 見 える 。 線 維 は 一 般 に 細く 少 


N 
4 
© 


問 に 混在 状 だ が 一 部 で は や や 多い 。 し か Lig: ド う 小 壊死 巣 が 一 部 に 


+ トト デア Te mati ai ao tee デラ / 
雌 状 区 画 は 不明 。 充 出血 を 1 








Br. M 染色 で は 一 様 に 淡 赤 染 す る の み で 癌 染 都 は ほとん ど な い 。 TC MAN POH ELE 
の 像 を 大 体 次 の 如く 大 引 す る 。 (a) BR BIMBO HRA AIC DE 
Dv», (b) BCR は Hl RHEL 


は 小 限 局 性 に で る が この 像 ! ir は 多く 7 


“hey 


nae on. 7 tus 
AP Cs IX 





a. (c) FR は TC 分 化 が 進ん で 大 小 の FC に な っ た 部 で (a) 内 に 大 小 FC 出現 が 多く 





は 集合 また は 散在 する 。 線維 は Ii は 明らか で な い 。(d) MBB it 3 
IR NZ U I RAE m» ・ 細 線維 IE 様 物 が あ り € 混在 は 少 し (a) DK : € 





また 壊死 状 と 思う 。 これ ら の 像 は いた る と ころ に 移行 を 示し T い 
と は わか る 。 像 の 範囲 は (a), (c) が 最も 広く (d) これ に 次 き 
TER (4) RHC HE, (ee) FC 形 に する 。( イ ) は 大 体 中 


は 鈍 編 鍵 形 染 質 中 量 で 仁 は な く 分 測 像 は 極少 い 。(a), (b) 部 の C は 大 抵 





や 小さ い 。F 保有 少く また 小 滴 状 で 一 般 に 無 F が 多く 最 未 分 化 装 で ま 
の FC へ の 移行 像 は いた る と ころ に ある 。(r) は 大 中 小 種々 。 小形 は 短 紡 鍵 ・ 不正 卵 円 電 


243 








甚大 形 ) は 大 体 円 形 で 大 抵 F の 中 ・ 大 滴 を 有 し FC 形 を 明 視 で きる 。 核 は 比較 的 


大 き な 在 正 円 形 ・ 卵 形 で 染 質 中 量 , 仁 は 不明 , 2 (ER 3 核 ) も ある が 染色 や 形 の 不同 性 は 


全 り 強く な い 


Bik Le: 上 記 の 像 か ら こ の TOD FC 性 は 明らか で その 未 分 化 像 多く 多 形 性 も や や 強 


VOC Liposarcoma と いっ て よい 。 し か し 悪 度 は 強く な く 腹 膜 面 散 在 の み で 他 部 へ 





>» +. 


ee 
の 転移 


は な い (むし ろ Lipoblastoma か と 思う が 一 般 に は 肉腫 名 が 多い )。M 様 部 も ある が これ は 


rT) 









5 に 過ぎ ぬか ら Liposarcoma myxomatodes と いう べべ き で あろ うぅ 5。 結 


この 例 は 21 才 の 女 の 首 腔 内 を 充 た す 巨大 T で 共 ら く 腸 間 膜 根部 辺 に 原発 し 腹膜 面 に 広汎 散 
種 を 示す が 血行 ・ リ ン ボ 行 転移 は な い 。 組 織 は 未 今 化 FC か ら FC へ の 分 化 過程 の 種々 の C 形 
N ! 





と その 粗 密 種々 の 配列 か ら や や 多 形 的 だ が FC 性 は 明らか で Liposarcoma (ある い は Lipo- 


79. 名 腸 に 原発 せる 血管 肉腫 の 一 剖検 例 
大 星 章 一 , BE 司 , 青木 一 夫 (青森 県 立 中 央 病院 , 臨床 病 





An Autopsy Case of Primary Hemangiosarcoma in the Ileum. 


SHOICHI OBOSHI, TSUKASA SAKURABA, KAZUO AOKI 





fs II Fr | oh E+. 5] レ ぺー +. 1 Ar). IAAE,> マテ に -7 を は the 
旧 幅 の 悪性 型 は 一 般 に は 稀 な も の と され て お り , し か も 腸管 に 発生 し た も の は 極め て 報 : 
— ba pe Hil LE ES YX TD) fn A488 AN Ih AT yr \ $43 Jt Z. 
Re HZ Tell MIEND LEI HD WWD CRAFTS 
4- R Mr =a 8 1 At ーー eig 
in ANY 40 FN ir /\ Mm ; 10 カ Bi ij» 5D) G 上 腹部 痛 , FL Ii.» テール 様 便 , 





部 に 収縮 期 雑 x 音 聴取 。 上 腹部 は 膨 


Ae AME, GUEST LC 


ARE Seti He yoga Beep. ets hy ys any 
RAR, 小 。 ER HERR, I 


kin, BFL TF 





LEE, Inve (tt), 血液 像 : 赤血球 数 112 万 , mts 24%, Ae 


6800, 好 酸 球 0%, 程 状 核 5.02, 分 節 核 83.02, RELA 8.0%, ‘HER 4.0% 








2 er Fi] 7 glei: % Mee evn ar Rye と Bar > in Ei HR 
eee UT, Ar 28 年 9 月 17 日 本 院内 1 Tr NS: 人 院 時 所 見 , : EL く Re し AR に 


of rg 
PP ie 


ron] 
KE 


WiC. 体温 39°C. rk 1 BSB 18mm, IR; # (—), HA(-) ウロ ビリ ノ ゲ ン 


PEK 


人 院 後 経過 : 第 8 THREE SMe. TRA ALC 虚脱 状態 に 陥り PRES 


Bud, 翌日 に は 腹部 に 波動 を 証明 し, BY * Ab BAA HL. 第 17 病 日 に 再び 誠 


の 発作 を 起 し て 死亡 REN RD FADEN 7. HAAR 


+ 


剖検 所 』 


Hr) 
/712 


に ーー 


(1) B50 120cm 上 方 の 程 腸 粘 膜 西 に 径 5cm の 出 白 壊死 性 潰瘍 


| RE 
i] IR 


ER 
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eK L, 潰瘍 底部 に お いて 径 0.5cm 044259, 陽 内 容 を 腹腔 内 に も らし て いる 。 
2) 該 竹 瘍 の 肝 , fii, HEENOHTAMD BMAICBISEBER BLOB, FM 
HIRE RIE GEAR) (3) 出血 性 胸 腹 水 (4) 1 個 の 小指 頭 大 胆 誤 内 胆石 (5) GIER 
(6) 癌 水星 (7) 冠 通 性 十二指腸 潰瘍 (8) Ai (9) BH, 腫瘍 は 原発 , 転移 と も に 暗 赤 
色 で 硬度 は 比較 的 団 か く 壊 死 性 。 

的 所 見 : AO SENS 粘膜 下 よ り 筋 層 に お よび , ほとん と ど 大 部 分 出血 性 壊死 に 





a Snr) 
AD ap 





い 好 中 球 浸潤 を 認め , © LICBILBIATCEU thd, Hit EORVAECA 


り , 胆汁 色素 沈着 が 見 られ , グリ ソン 氏 疹 に 軽度 の 汐 巴 球 浸潤 を 認め た 。 BEER 


っ て お り , 転移 巣 附近 の 門 脈 枝 に 風 瘍 細胞 栓 寮 を 認 め た 。 也 に お ける 転 秘 


mir 


て お り , NbN HA thHS., RRR Ho R ET IE 





し て いな い 。 転移 光 巴 節 は ほとん ど 大 部 分 出血 性 壊 





LO xe 織 像 は 原発 。 転移 と も に ほとん ど 同 
好 塩 基 性 , MILB, SAIC RARER, oH 
組織 学 的 に 最も 特徴 的 な た も の は 隙間 細胞 の 血管 形成 性 格 で あっ て , 


相互 に 連絡 し て 小 管 腔 を 形成 する 傾向 が 兄 ら れ , 一 部 で は か な り 








腫瘍 細胞 が Fig KL ATI VRE れ で い \ wa) ST TaD N y et 


iG 
* 列 に 配列 し て 細管 を 形成 し て あたかも 肉芽 組織 こ お け る 毛細 血管 非 の よ ? な 構造 を 示 





ば し ば 管 壁 が 破綻 し て 周囲 組織 に 出血 を 認め る 。 こ の よぅ? な 血管 形成 像 の 
他 に , 腫瘍 細胞 が 多数 密集 し て 細 網 織 様 に 原形 質 突 起 で 連絡 し , 貴 開 し て 細 隙 を 形成 する 傾向 
を 示し て いる が 血管 衣 と は 明 須 に 認め 難い 部 分 も ある 。 し か し 角 銀 染色 標本 で は 銀 線維 が 著 及 
に 増加 し て 血管 構造 を 示す 輸 管 像 が 多数 明瞭 に 認め られ る 


肝 層 し て 増殖 し , 助 膜 内 皮 上 腫 様 で ある が , や は り 管 腔 形成 傾向 が わ 


) 4 


巣 に お いて 助 膜 に 接する 部 








すか 生 ら 認め られ る 。 巨 細胞 は 多数 認め られ 多核 の も の か 多く 種々 の 形態 を 示し , し ば し ば 管 

浴 内 に 存する も の が 見 られ る 。 こ の 多核 巨 細胞 と 風 瘍 細胞 の 血管 形成 像 と の 
か 認め られ , 巨 細 胞 の 胞体 内 に 管 腔 様 構造 を 有する も の も ある 

以上 の 所 見 か ら 本 腫瘍 は 往 腸 粘 膜 下 組織 に 原発 し た 血管 肉腫 と 考え られ , その 組織 学 的 特徴 
は , 貴 瘍 細胞 の 血管 形成 能 と , それ に 附 随 し て 超 る 高度 の 出血 性 壊死 で あり , 巨 細 物 は 星 瘍 細 
g 加 の 血管 形成 の abortive Form と 考え ん る べき も の と 思わ れ 折 管 肉腫 は 一 般 に は 比較 的 
稀 な も の と され て いる が , わが 国 で は 最近 木村 ( 折 ) 教 授 の 詳細 な 研究 に よっ て 決し て 稀 な も の 

く , 下肢 に 発生 する こと が 多く , 腫瘍 細胞 の 血管 形成 像 , FREI RE, 出 
AL LTS. 竹村 ( 昭 28) (LBB LO HI 
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壊死 等 を * 














その 組 ERZR 所 見 に お い \ に て われ われ の 症例 = x く 一 致 | Pa a es 
に 見 られ た EDER THAN 多 中 心性 発生 で ある か 議論 され て いる 





ni 
に 





LSE %7e< A 


80. ICSE L, URL aR L. ANICAR LA, 多 形 
AED — Fe 
川 A + (#343 





Polymorphous Cell Sarcoma Resembling Mesothelioma of the Pleura 
with Complication of Pulmonary Tuberculosis. 


ATSUSHI YOSHIKAWA 
ICIS 9 SERIE (Mesotheliom) は 稀有 で あり , また , その 存在 に つい て も,。 現在 た 


: あ る 。Hansemann (1896) (x, 12,000 Hele, 一 例 も 発見 で き 





4, Fischer (1931) は , 今 ミ で の 女 献 中 信 頓 性 の ある も の は 85 例 で ある と し , Hochterg 


(1951) (2, LULIHRRFTR 60,042 Fleet, 43 例 (0.07%) を 挙げ て いる に 過ぎ な い 


Ih 
Ps 
ご 


皿 われ る 庫 場 で , 細 移 学 的 に 内 皮 睡 様 構造 を 示し た 多 形 細 物 


es 












a ears see ea Cole 


HER, LICH 
E, 1948 (43 $) 1 月 , BREEDS, Zu rHerphahnr. VTE 





頭 部 に 大 人 手掌 大 の 便 結 が あっ た 。X 線 深 部 治療 の 結果 , 症状 は 消 退 し た が , 同年 9 A, 39° 


C~40°C HA), 両側 空洞 性 四 結 核 症 と 診断 され た 。 MKAMBICMEOB HA 
し 始め , 翌 1949 年 1 月 , 結核 性 脳 膜 炎 の 症状 を 呈す る に いた り , 1 月 12 HR A oT 





MiERBiS ze, - 葉 部 は 全 両 的 に 強固 に 疹 着 し , 下 葉 部 に 約 4500cc DR 
MOD, CLICHRMRISHBICIESL, ( 約 0.3-0.5cm) 中 に 鶏卵 大 の 睡 瘍 結節 が 存在 す 
る SHRRDIE IDEAL, Se re 







DESUTEN CHS, Font, 上 界 は 鎖骨 下 WIARHARS & Hava ee, 
TeLHWD bigs, CO 


《 管 校 と し て , 肺 失 下 枝 を 空洞 まで 


下界 は 第 II 助 飼 の 高 さ で , 内 側 は 気管 , 食道 と 接 1 
洛 と 接し て , 鶏卵 大 の 不 規則 な 壁 の 薄い 空洞 が あり , 
追求 で きる 。 下 葉 に お ける 他 の 隙 瘍 巣 は , 左側 気管 枝 内 側 に 胡桃 大 の 結節 状 を 呈し , その 気管 
枝 壁 を 破壊 し て いる 像 を 見 る 。 そ の 他 左 肺 全般 に は 種々 の 結核 性 病巣 が 散在 し て いる 。 右 胸 昧 
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AAT DBRS RAE ET, 容易 に 羊 難 で きる . ENDETE MUA, TAREE 
外側 の 助 膜 直下 に , 小指 頭 大 の 小数 の 結節 と し て 認め られ る の みみ で ある 。 そ の 他 は すべ て 硬 々 
結核 性 病巣 が 散在 し て いる 。 胸部 リン パ 節 に は , 小指 頭 大 用 卵 大 の 腫瘍 の 転移 巣 な ら び に 
結 委 性 の 変化 を 認め る 。 組織 学 的 所 見 : 腫瘍 組織 は すべ て 同様 の 所 見 を 呈し , RR, 円 
形 。 あるいは 多 形 の , 大 小 種々 の 肉腫 細胞 が 混在 し , 格子 状 線維 は 腫瘍 細胞 と 密接 し , 腫瘍 細 
向 に よる 管 腔 形成 が 著 明 で ある 。 中 に は , PRPC LCM, 内 包 す る 像 も 見 られ 
る 。 ま た , 結核 性 乾 酷 化 巣 が 腫瘍 組織 と 密接 し て いて , 幅 瘍 組織 内 へ 結核 性 病変 の 侵入 が 考え 
られ る 。 下 葉 主 気 管 枝 内 側 部 の 腫瘍 組織 は , 一 部 外 方 より 気管 枝 吹 を 破壊 し , 気管 枝 粘 膜 内 に 
AR LCDR LS Ds, 気管 彼 粘膜 自身 の 腫瘍 化 は 何等 証明 で き な い 。 結核 性 病変 は , 両生 
と も , 上 葉 部 は 空洞 性 乾 酷 化 , 下 葉 は 細 葉 性, 増 殖 性 の 血行 撤 布 巣 を 主体 と し た 種々 の 結核 
基 が 混在 し て いる 。 ま た , 化学 療法 を 何等 施行 し て いな い に か か わら ず , 腫瘍 組織 に 接し た 小 


円 形 結 核 巣 が 線維 化 , 乃至 硝 子 化し て いる 点 は 舞 味 が 深い その他, ① 後 頭 部 隆 瘍 転移 巣 は 中 
^ 部 が 相当 に 線維 化し , X 線 照射 の 影響 が 見 られ る Of, 腎 , 膝 に 隆 瘍 の 小 転移 巣 が あり , 


また , 肝 , A. RCA EME ATED SERED TEES iS. DORE PP] 
所 々 に 粟 粒 結節 を 認め る 。③ そ の 他 の 臓器 に は 著 変 は な 
Lik, いわ ゆる 助 膜 内 皮 上 腫 の 組織 像 は 複雑 で あり , その 病理 発生 に 関し , 現在 な お 定説 を 見 
tel». Ribbert (1909), Robertson (1924) Anderson (1933) S12, 従来 の 原発 性 助 膜 内 皮 
峠 の 大 多数 は 気管 枝 癌 の 転移 で ある と 主張 し , Robertson は 助 膜 に 原発 する 腫 場 は すべ て 肉 
# で ある と 考え , Anderson ik, 肺 実質 内 性 坦 巣 の 発見 で き な い 場合 に 限り , 原発 性 助 膜 腫 
場 の 存在 を 認め て いる 。 Willis (1948) は 内 皮 睡 自体 を 否定 し , 毅 膜 内 皮 細 移 の 特異 性 は 位置 
ょ も の で あり , 胎生 学 的 に すべ て 開 葉 性 組織 より 発生 する こと を 根拠 こし て , TORE 
(k, すべ て 肉腫 に 編 人 すべ き で ある と し て いる . 木 付 (1948) は , Mia, Ara, AL N 
来 の 内 皮 睡 の 概念 に 酷似 する 組織 像 を 見 出し 旬 : と より , BRED AIC Eo CHR 
の 診断 を 附け る こと の 在 確 実 性 を 論じ し て いる 
本 症例 に お いて は , 助 膜 は 高度 に 肥厚 し , 腫瘍 組織 の 肺 岐 移 も 著しく 少な く , Ai, 円 
形 。 あ る い は 多 形 の 肉腫 細胞 が 管 徐 を 形成 し , 格子 状 線維 と 腫瘍 細胞 の 関係 は 笑 蔽 で ある こと 


ts) 極め て 内 皮 上 腫 に 似 た 構造 を 示し て いる 。 以 上 の 如き 組織 像 は , 肺 境 に は 徒 来 全 然 多 られ な 
も の で あり , 本 例 は 助 膜 に 原発 し た 管内 上 度 肉 書 と 考え た い » 肺結核 症 は 風 場 と 無関係 


に 発生 し た と 思わ れる か, WB BRICHL TUS ORE AS, 何等 の 化学 療法 を 施行 し て 
いな い に か か わら ず , 線維 性 , 乃至 硝子 化し て いる 所 見 を 欠 察 し 得 た 











81. 胃 滑 邊 筋肉 腫 の 2 Ar 
7, KES, MBE, ARB EME, 小坂 安 知 
(東北 大 学 医学 部 病理 墨 川内 科 ) 

Two Autopsy Cases of Gastric Leiomyosarcoma 


NOBUAKI SASANO, YOICHI KINOSHITA, NAOYA MATOBA, 
KISAO OTOMO, YASUTOMO KOSAKA 


肖 葉 性 幅 場 は 坊 性 に 上 比 し 稀 な も る の で は ある が , EVM CTO ANIL, 光 思 細 網 組織 由 
来 の 腫瘍 と と も に , その 代表 的 な も の と し て 重要 な 意義 を 有する 。 こ こ に 報 井 する も の 
経験 し た 清 平 筋肉 腫 の 2 HRA CHS 

5 1 例 。25 孝男 。1953 年 3 月 頃 か ら 心 高 部 痛 , 食 欧 不振 を 訴え て いた が , 6 月 の 当 科 外 
来 の レ 線 検査 で は 胃炎 の 像 を 示し た 。 そ の 後発 熱 , 下痢 ある い は 暖 嘩 等 に より 医 治 を うけ て い 
た 。 1954 年 に 入り 右 季 坊 部 重圧 感 お よび 塗 痛 を 訴え , 医 治 も 無効 で あり , 肝 腫 瘍 また は 肝 膜 


場 の 疑い に より 当 内 笠 に 送ら れ , 2 月 12 日 入院 。 当時 肝 腫 過 と 貸 血 お よび AMER wid 
め 。 GAMIE £0 LIME RR eS. 胃液 は 強い 低 酸 症 を 示し , し 線 検査 に ょ り 胃 体 部 に 
EI RIA ED. RICHTER L MMe, 入院 2 ヵ月 で 4 月 14 ABEL, hi 
KO: 胃 冶 お よび 肝臓 転移 。 割 栓 所見: 胃 底 部 の 大 部 分 を 占め , APIS DRE, S50 
大 貫 に か け 手 独 倍 大 の 軟 い 隆 瘍 が 半球 状 に 膨 隆 し て いる 。 中 央 部 に 噴火 口 状 の 崩壊 を 認め , 
部 後面 に 向い 一 指 を 件 ずる 空 了 所 が ある 。 割 面 胡桃 大 に お よぶ 多数 の 灰白色 結節 か ら な り , その 
間 に 寒 天 様 粘液 性 組織 が 介在 する 。 肝 了 に も 手 省 大 に いた る 結節 状 転移 巣 が 多数 太ら れる , 性 
状 は 全く 同様 で 。 大 き な も の は し ば し ば に 壊死 を 常 う 。 組 織 学 的 所 見 を 参 隔 し て の 主 な る 
副 検 所 見 を 列記 する と 、1) ABE RHE, ABCA COFBSEAOMAN, BUEPEHER 
と 深い 潰瘍 を 伴う 。 2) REED, FASE, 左 副腎 お ょ び 後 腹膜 組織 へ の 療 着 。 3) 肝 
臓 多発 性 転移 (FBAET), 4) 両側 副腎 こと に 左 副腎 の 睡 瘍 に よる 圧 追 美 縮 な ら び に 転移 
形成 。 5) 胃 腫 瘍 潰瘍 部 (GREE) の 小指 頭 大 容 也 な た ら び に それ に よる 網膜 論 著 膜 症 (内 容 膜 汁 
約 150cc)。6) WEHERER, BA MARK (#5) 1500cc)。7) Tee. 
Wits LOPES. DIF ANS, 組織 学 的 所 見 : 胃 隆 瘍 は 極め て 多彩 で 部 位 に より 著 し ・ 
を 異 に する 。 す な まい 樺 状 の 核 を も っ た 線維 東 が 密 に 走り また 交錯 し て 清 平 筋腫 の 趣 を 
よく 保つ 部 。 そ れ が 粗 明 化 し 核 の 形 も 不 規 則 と な り , し ば し ば 性 臣 状 の 細胞 を 混 え , AUS 
也 現 する 粘液 肉腫 様 の 部 。 紡 鍵 形 の 膨れ た 胞体 と 椿 円 形 核 を も つい わ ゆ る Myocyten (ROA 
胞 が 列 を な し て 審 に 交 錆 する と ころ 。 ま た 形 も 大 いさ も 夏 規 則 な 濃 染 核 を も っ た 円 形 の 腫瘍 細 
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es 











員 が 鶴 に 配列 し ,。 し ば し ば 号 細胞 を 混 え 多 形 細 胞 肉 隆 の 像 を 呈す る 部 等 で ちる 。 これ ら の も の 
の 間 に は 移行 が みみ られ る 。 い ずれ の 部 に あっ て も V-G 染色 で 赤 染 する 腸 原 線維 に 乏しい が か, 


に 


好 銀 線維 は よく 発 達 し ,。 し ば し ば 腫瘍 細胞 を と り 囲 ス み , ある い は 基質 内 に 審 に からみ 含 5 。 AA 


Fat 


転移 巣 で は 粘液 肉 竹 ある い は 多 形 細胞 肉腫 の 像 を 示す も の が 多い 。 副腎 こ 浸 潤す る も の は 概 し 
CHRONIC, 清 平 筋 由来 の 特徴 に 逐 し い 
52 例 。21 才 男 。1953 年 5 ABA OMAR RAPES TU TEN, 6 月 急 に 呼吸 困難 
を 来 し 気管 切開 を うけ た 。 喉頭 の 浮腫 性 風 肛 が あり , EE RAR Le, 11 月 27 日 東 
北大 了 鼻 科 入 院 。 当 時 喉頭 こと に 左 声 革 の SEMEN & LAA, 1954 年 1 月 に は 左 
ド 腺腫 肝 を MIT. これ か ら は 一 進一 遂 の 後 葵 次 定 解 に 向い 8 月 に は ほとん と ど 消 宰 し た , A 
3 月 頃 か ら は 紅 張 熱 を 加え , 抗生 物質 に よる 治療 を 行っ た 。5 月 突然 吐血 が あり , TAX 


腹痛, 下痢 お よび 浮腫 を 来 し た 。10 月 に は 高度 の 腹水 。 尿 量 減少 を 来 し , 11 月 9 日 死亡 


主要 削 検 所 見 : 1) 胃 底 部 を 中 心 と する 巨大 な 腫瘍 EEA), 著しい 洪 場 性 財 壊 と 部 
壊 六 性 変化 と を 伴う 。 幽門 前 庭 部 に お ける 同様 な 腫瘍 。 多 数 の 貨幣 大 乃 玉 小 児 手掌 大 潰瘍 を 儲 


rer 


5 。 腫 場 の 墓 延 に よる 高度 胃 拡 張 。 2) 横隔膜 左側 お よび 左 防 下 葉 内 側 下 面 に お ける 腫 場 の 
GENE, 3) 左 員 頭 前 庭 部 性 弁 剛 。 TREE EB TE WAT, 4) 左 肪 全 
失 お よび 右 防 上 葉 に お ける 細 葉 性 結節 性 乃至 細 某 性 浸 肌 性 結 村 症 。 5) 腸 結核 症 。- 一 部 容 孔 を 
作る 帯状 潰瘍 お よび 多数 の 震 浪 性 潰瘍 。 6) 粘 核 性 腹膜 ※。 無 数 の 結核 結節 の 撤 布 な ら び に 
腹水 滞 溜 (1420cc)。7) HOARE SR (I, 腹膜 後部 , BETTER, 肺 門 部 等 )。8) L3G 


性 粟 粒 結 核 症 (FF, PR, milk, FA) 9) Fred 2S (PEL 1460cc). EM 


Ik ( 約 350cc)。 以下 省略 。 組織 学 的 所 見 : どこ も 同じ ょ うな 所 見 を 呈し , 第 1 例 の 如き 次 
の 


異 は な い 。 す な わ ち 極め て 濃 染 する 大 小 不同 の 核 を も っ た 円 形 の 細胞 が 蜜 に られ , 多 形 性 が 


Als, し か し 前 述 の いわ ゆる Myocyten OPO VMAS SLLAbn, 編 無 形 あ る い , 
性 葉状 の 原形 質 突 起 が 長く 伸び て ない に 相 連 る 。 長 目 の 核 が 蜜 に 走る ところ, ある い は 比較 的 
村 の 少 い と ころ で は 朋 原 線維 が 比較 的 多い 。 し か し 一 般 に 好 銀 線維 に 富み 。 し ば し ば 腫瘍 細胞 
を 囲 続 する 。 壊 靖 性 潰瘍 に 近い 部 で は 結核 性 病変 に よっ て 修 触 せら れ , ラ 氏 巨 細 胞 を みる 。 転 


移 巣 $ 同 様 な 組織 像 を 示し , 肺 表面 か ら 腫 揚 租 織 が 実質 内 に 保 人 する 。 
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32. 諾 並 に 原発 し た 滑 牌 筋肉 腫 の 1 剖検 例 
小林 。 BT MAAR FBS) 
An Autopsy Case of Leiomyosarcoma, Developed in the Left Kidney 
TAKASHI KOBAYASHI 
滑 平 筋肉 隆 は 比較 的 稀 で あり , Pre San Ae DBA AGA ES Mi TB fe 
も の に 属す る の で ここ に 報 音 する 
63 +, 女 , FEMS. (RRS 12) 忠 計 経過: 昭和 29 年 6 月 初旬 ょ り 胃 部 膨満 感 と 
下痢 を 訴え , TO, Wee Lo 7 BISCHEN a te, NEN FON 
の 腫瘍 と し て 触れ , レン トゲ ン 消 化 器 写 真 撮影 な ら び に 透 條 所 見 に より 胃 と 関係 な い 幅 瘍 
て , レン ト デ ゲン 下行 性 腎 款 撮影 に ょ り 左 側 腎 誠 欠 損 を 認め た が, BRITEN ARE し て 対症 
療法 を 実施 し た が , 河 次 全身 斉 弱 を 来たし , 腹水 貯溜 , 心 衰弱 加わ り , 8 月 18 日 死亡 。 臨月 
診断 : グラ ウィ ッ ツ 氏 腫 瘍 
腫瘍 の 肉眼 的 所 見 な ら び に 腹腔 概 鋭 : 遺族 の 希望 に より 腹腔 の み を 副 稔 し た 。 ANS Fic, 
BET 6cm 正中 線 を 超え て 右 方 10cm (CHO, 腹腔 内 を 占 居 する 巨大 な る 円 瘍 を 認め る 。 % 
腫瘍 は 後 腹膜 下 に 存在 し , HES 47508, KS, 25cm※16cm※8cm. 表面 は 被膜 に 包ま れ て , 
概ね 平 消 に し て 周 半 と の 療 着 は ほとん ど 認 め ら れず ,。 IDK RB, 一 部 赤褐色 に し て , 
きく 上 下 の 二 塊 に 分 けら れる か , その 境界 は 明瞭 で な い 。 表 面 に 数 個 の 小 隆起 を 認め る 。 ME 


は 弾力 性 茹 、 割 面 は 平坦 。 充実 性 に し て 灰 白 昔 褐色 の 部 と 赤褐色 の 部 と が 結節 状 に 交錯 す 


ON 


Fl LU MERA AIRC RRR LH on Bear, Anz 
に 拡大 し , その 周囲 に 頭 微 鏡 的 に わす か に 腎 組 織 か 残存 する の みみ で ある 。 File 
明らか で な い 。 右 幼 は や や 腫 大 する 他 特 別 な る 所 見 を 認め な い 。 後 腹膜 に 汐 選 節 の 風 大 を 認め 
ず , 両側 腸 腰 筋 に 著 変 を 認め な い 。 横 了 膜 は 著しく 挙 上 し 腸管 は 主として 右側 腹 “ARIES 
へ 押付 けら れ て いる 。 腸管 相互 の 疹 着 は な い 。 多 量 の 湊 黄 色 , 毅 液 性 の 腹水 を 認め る 。 FF Ht 
ai trim BB Dols, SOMA Fi FM, BIEL 

腫瘍 の 顕微 鏡 的 所 見 : ARR AMIS SEC RA, (DASEIN 
細胞 , 巨 細胞 が 混在 する 部 分 。 (2) 非常 に 長く 伸展 し た 細胞 か 東 状 を な し て 種々 の 方 向 こ 直 
る 部 分 , (3) 部 に お いて は 間 質 結合 組織 の 腸 原 化 か 著 明 で あり , また (4) 毛細 血管 形成 像 
を 示す 部 分 も 認め られ る 

(1) の 部 分 に お ける 貴 瘍 細胞 は , 主として 筋 芽 細 胞 を 思わ せる も の で , 異型 性 が 強く , En 
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た 小 不同 も 著 明 で あり , BOMB LOMB LM * CHS. POKES PME ITIL MOK 
を 有する も の も ある 、。 細胞 質 は ニオ ジン て で 淡 染 し , kn PAS 陽性 物質 を 含 


et 


ON 


も の も ある 。 (2) OBC IVC fe PORTIS MRL EG MNCL ad Dt 
DOMME. TEMAS, 前 者 に 比較 し て , や や 分 化し た 清 平 入線 維 と 見 條 され る も の で ある 


これ ら の 陸 瘍 細胞 は 比較 的 異型 性 も 少く , BE RIOR L, RINE el, 


. - m % Ad 17 > / F Di: =< er / ar TE te A % wy =a x 
ら に 毛細 血管 形成 の 見 られ る と ころ の (4) の 部 分 に お いて は ,。 PARE SRT ROCESS 
か 。 IKB EAN FT SERIEN RYS, ae, ヘマ トキ シリ ン * 


ュ オ ウシ 系 部 せ キ ネジ ジン 和 拉 2 a re as 染色 で 赤 染 し , 
Heidenhain 氏 鉄 へ マト キシ リン で は 中 に 綻 走 せる 筋 原 線 維 と 思わ れる も の を 認め る も の が あ 
る か が 。 明らか な 横 Ma 有する ゎぉ も の を 認め な い 

来 筋 芽 細 胞 性 は 比較 的 紫 合用 瘍 的 性 格 の 強い も の で ある と La Manna, Capell ら が 述べ 
UA, 本 例 に お いて も 毛細 管 の 形成 等 の 部 分 が あり , か な り 泥 合 腫 揚 的 性 格 が 強い が , 本 


NEO 主体 を 成す も の は 筋 古 細胞 お よび や や 清 平 筋 線維 へ 今 化し た 狂 瘍 細胞 で ある と ころ か 





0 Yeh, V7, a4 Aa fr ns < Ate => E eR: Z EST “1 Pe ı DSRS 7 pyar > 
D, UVRAM L424, RAP ich bh SIAR AUCH EINER EA I DO TCHD, 
Golden お よび Stout の 8 例 の 報告 が ある (1941)、 ま た 腎 被膜 下 に は し ば し ば 小さ な 清 平 


凛 風 を 見 ちこ と が で きる こと より 本 例 も か く の 如 きも の より の 発生 が 考え られ る が ,。 これ ら の 


3. Kl TERELD OS TEE ABER L 7 
EPENtabEo 1 RP 
門前 徹夫 , ABBA (広大 病理 ・ 県 立 広島 病院 研究 検査 科 ) 
An Autopsy Case of Generalized Malignant Melanoma with 
Femoral Fracture 
TETSUO MONZEN, FUMIO NAITO 
1. RAS: 73 才 の 男 。 昭 和 20 年 2 月 頃 , 右 第 IV-V HR TONER Me 
形成 し 。 一 部 は 自 潰し て 表面 黒色 の 清 瘍 を 形成 し た 。 壇 の 疑 に て 両 六 を 切断 さる 。 該 部 に は 色 
ま 母 判 の 既存 は 認め られ て いな い 。 昭和 28 年 9 月 , 右 股 光世 節 は 手掌 大 に 腫 大 し , 摘出 を 
受け 黒色 肉腫 と 診断 さる 。 約 1 月 後手 術中 痕 部 は 腫 眠 し 一 部 自 潰す 。 昭和 29 年 2 月 下旬 本 
院 入院 。 入 院 時 に は 体格 中 等 度 , 栄養 不良 , 皮膚 は 一般 に 乾燥 , 心 , WC BARD, K 
PFA ANTI LEA, RO EA ER el, 五 股 お よび 忌 際 部 光世 節 は 小指 


[GANN, Vol. 46, 1955] 251 











PA~RENKICS BMA L, PMA iS. Abk LORE RL AR RN 
DENA L, 左右 股関節 部 に 自 圧痛 が あり , 人 入 陸 2 HERRICK 
た め に 骨折 し , 貢 後 薄 次 全身 状態 は 悪化 し , 3 月 17 日 に 死亡 

ARCHE TEE SIME, 2. Gt SHRM (HR, fil 
li, FP, RESRE—, 肺 門 部 一 , ao, 鎖骨 高 一 
Ds 助 問 筋 : CREB S| ARE 
Ps 和 孔 : 脳 軟 脱 : 硝 髄 便 膜 ) 3. HICH S GAR 
錠 風 大 に 基 因 する 右 下 肢 の 浮腫 6. Mia 
8 (900g), Est (40g), ARH (1200g) 甲状腺 美 縮 ] 7. Ei 














第 II 一 X の 胸椎 : 








Er STE 4a 5 
4247 ZAM 5. 】 











を の 動脈 委 化 症 9. 第 TV, 第 V Berne 





RHOIRIAERAA ERT, 右 没 汐 世 節 部 位 に は 8.0x5.0x1.0cm の 皮膚 面 よ り 隆起 
し た 比較 的 軟 い 腫 癖 を 認め , 表面 は 黒色 , 不良 肉芽 組織 で 蔽 われ , 割 面 も 黒色 を 呈し 小豆 大 の 
LEED SLs LCRA FRO ALE RB 6 AI SLRS CBE 
NT. HRs LO SURE SSN OMA A~ RAIS LCR ere lL, 皮膚 と 
sell か つ 恥 骨 結 合 面 一 邊 骨 の 骨 質 を も 犯し 部 管 髄 に 達し て いる 。 絵 腸管 動脈 癌 , 

腹部 一 胸部 大 動脈 側 漂 巴 節 は 小指 頭 大 一 難 卵 大 に 果 * と 腫 大 し , ATHENA, 肺 門 部 , 腔 頭 部 お 
等 の 体腔 注 包 節 も 大 豆 大 一 抽 指 頭 大 に 腫 大 し , 割 頁 は 黒色 を 呈し て いる 。 ま た 助 財 


Cy DMPSSHE, CPR, BAER, FRG, FP, 肺 等 に は 大 豆 大 一 投 指 頭 大 の 黒色 











を に ん だ テレ し 寿 ケ プ ビル リー bt 7) pth i id 
ri) 2 TEEN Kd DV SERRE PEM if 34 


III. eR AAA EL: EB er 副 稚 時 の それ に お いて も は ほ は ば 











同様 で , 概ね 椿 円 形 一 紡 多 形 一 多角 形 の 大 型 の も の が 多い 。 胞 巣 状 構造 を 示す 部 位 も ある が , 
多く は : : に 種々 な る 方 向 に 配列 する 。 核 は 卵 円 形 の も の か 多く , 色 質 は 中 等 量 で , 核 小 体 
は 2 一 3 個 を 有 1 AEC. 細胞 質 内 お よび 顎 粒 状 乃至 小 滴 状 





BLAM IC LS S. WML D Fh ts KOR, 壊死 も 著 明 で ある 





PT EBHIC 3h TIERE RC ER man, BADEN Tb ER L ORE 
re 陣場 人 鍼 銀 系 色 こ より 完 ? に 腫瘍 組織 の 一 部 に お 





RL ie. Th 





NORD A DAS 





ae > 


EE 来 悪性 黒色 隆 の 発生 に つい て は Willis (1948) AZ -Kaidgt: pb BAER 





母 別 の 悪性 化 を 主張 し , Allen (1953) も Juctional nevus, Copound nevus より 亜 性 叶 色 
腹 の 偽 生 を 認め て いる 。 こ れ に 対し Masson (1951) 等 は 神経 説 す な わ ち 上 皮 に お ける 神経 末 
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il, (Merkel, Ranvier, Meisner の 角 小 体 ) か ら 発 皇 す る こと を 述べ Ewing (1940), 
Moore (1951) SARK TS. AAG ML BONS MHEHKAH IV, 第 V 中間 
LEO RROVWBOORRAITDN TROT, FMA Reine NDS, MERKT 
SBCs SBM INK, A OMBARE IDEE CHE DBs BRL 


ら あ る いよ は HERREN MAURIS 神経 要素 の 所 見 よ り 考え る と , Masson ら の 提唱 し た 


航 小 体 よ り の 発生 の 可能 性 が 想像 され る 。 な お 技 移 乾 形 成 は 初期 に は 主として 光 選 行 性 に 末期 


に 自 行 性 に 臣 移 し た も の と 思わ れる 。 また 大 豚 骨 々 折 は 該 部 の 骨 買 が 腫瘍 実質 で 置換 され て い 

る と ころ か ら 自 然 骨 折 を 惹起 し た も の と 思わ れる 。 た な お 本 例 は 原発 巣 の 摘出 後 所 属 光 巴 節 技 移 

県 発見 に は 約 7 年 の 期間 を 要 し て お り , 本 腫瘍 の 外科 的 信 弁 係 の 経過 観察 に は 特に 長期 間 の 
れん を 要 と する こと を 思わ し め る も の で ある 


94. BED 2 例 
田 中 昇 . 陳  # 


Two Cases of Synovial Sarcoma 
NOBORU TANAKA, WI-CHA CHEN 


(Department of Pathology, Japanese Red Cross Central Hospital, and 
Department of Pathology, Tokyo Medical and Dental College) 


In contrast to the large series reported abroad recorded cases of synovial 
sarcomas in the Japanese literature are remarkably scanty. According to Oota, 
Aokiand Tanaka (1954) who reported three, they found only 6 previously described. 
The following two surgical cases present a typical and characteristic feature of 
synovial sarcoma. Both occurred in the thigh without apparent relation with 
preformed synovial structures. 

Case I: S.K., a 34 year-old male, was admitted to the Japanese Red Cross 
Central Hospital, Tokyo, because of a tender subcutaneous tumor of the right 
thigh above the popliteal fossa. It had been present for 5 months and had pro- 
gressively increased in size until the dimension twice as large as a man’s fist 
was reached. There was an episode of contusion on the exact site about 10 
years prior to the admission. The tumor was excised uneventfully, but within 
about 4 months recurrent mass appeared along the operative scar (August 1954). 
This was irradiated and reacted fairly well. Chest X-ray was negative at that 
time, but recent examination revealed multiple lung metastases (March 1955). 

Findings on the surgical material: It consisted of one of two of over fist 
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sized tumors with attached surrounding fascia and muscle tissue. The other 
portion of the tumor was not available for examination. The elastic soft 
spherical tumor mass with partial encapsulation, measured 10x8.5x6.5cm. On 
cutting, the tumor consisted of lobulated gray-white mass, with yellowish-brown 
areas of hemorrhage and several small spherical cysts or slit-like structures 
with occasional papillary projections of the lining. 

Microscopic examination: Many sections of different parts of the tumor show 
similar features. Everywhere the tumor is made up of elements of two distinct 
histologic patterns, intimately mixing with each other: one is epithelium-like 
cuboid element showing adeno-tubular structures and the other highly spindle 
elements composing the stroma for the former. The entire impression is a 
carcinosarcoma, composed of an adenocarcinoma and fibrosarcoma. The cuboid 
cells lining the irregular lumina frequently form papillary tufts projecting into 
the spaces. A few solid cell nests are also observed. The spindle cells are 
slender and, when transversally cut, resemble lymphocytes. Interrelation between 
the two elements is very intimate on high power observation. Although in 
some areas a distinct argyrophilic structures simulating basement membrane are 
fairly well demonstrable beneath the epithelium-like arrangement transitions be- 
tween the spindle and epithelium-like elements are commonly observed. Mucicar- 
mine and PAS positive materials are distinctly demonstrable within the spaces 
and cytoplasmas of the lining cells. In some areas there are pseudoxanthomatous 
granulomas in association with degeneration of the tumor elements. 

Case if: E.K., a 22 year-old female, first noticed a tumor of the right inner 
thigh up near the inguinal region at the age of 17, which was excised. Local 
recurrences occurred successively at the age of 19 and 20, and readily removed. 
Histologic examination of these tumors was never done. She appeared at the 
Japanese Red Cross Central Hospital with a pigeon’s egg sized recurrent tumor 
of two months duration. It appeared beneath the operative scar and rapidly 
enlarged. The tumor mass was immediately removed and the patient left the 
hospital uneventfully after a postoperative radiation therapy. 

Findings on operative material: An about hen’s egg sized fragile tumor without 
apparent encapsulation was freshly examined. Cut surfaces revealed gray-white 
tumor parenchyma enclosing many irregular slit-like spaces with papillary pro- 
jection into the lumina. 

Microscopic examination: Fundamental structure of mixed pattern closely 
resembles that of the first case. Predominance of villo-papillary structures is 
conspicuous. Cuboid cells are arranged mainly in single layer covering the spindle 
celled fibrous stroma, which in combination build up delicate villous structures 
filling out the slit-like spaces. Tubulo-alveolar pattern is very scarce in contrast 
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to the first case. PAS and mucicarmine positive material was detectable in the 
cytoplasma of the pseudoepithelial cells and in the spaces. 

Comment : The particularly impressive feature of pseudoglandular or papillo- 
tubular pattern with positive mucicarminophilic substance in both of the present 
cases is essentially consistent with the classical type of synovial sarcoma. 5 
out of 8 synovial sarcomas reported in the Japanese literature, one of 2 cases by 
Yatsuyanagi and Tagami (1942), one by Nakagawa (1952), two cases by Tamura 
(1952 and 1954) and one of 3 by Oota, Aoki and Tanaka (1954), represented this 
typical histologic pattern. In the German literature over ten of this kind of 
tumors have been reported under miscellaneous designation of ‘‘ Synoviales Sarko- 
endotheliom ”’ by Prym, Wegelin, etc. or “Endotheliom der Synovia’’ by Bertini 
before 1937. Reports from the U.S. and Britain contain many large series. 

According to Haagensen and Stout, a synovial sarcoma is not commoniy derived 
from normal lining cells of joints, bursas or tendon sheaths. They emphasized 
origination of this kind of tumor at sites far removed from physiologicaily pre- 
existent synovial structures. In the clinical history of our first case, origination 
of the tumor exactly at the site of previous traumatization appears to deserve 
special consideration. Also localization of the second tumor appear to have no 
direct relation with preformed synovial structures. 

Key and Wolcott experimentally followed transition of mesenchymal component 
to a synovial-lined epithelium-like structure after synovectomy in animals. Vaubel, 
and Murray, Stout and Pogoggeff also observed this fact by tissue-culture of 
synovial elements. Thus the epithelium-like components of these tumors have 
been evidenced to be derivatives of mesenchyme. 

Summary: Two surgical materials of synovial sarcoma of the thigh with the 
typical mixed pattern are reported. One occurred in a male of 34, ind the 
other in female of 22. Both of them suggested extraarticular origin. 


85. Recklinghausen II 77 fiF LMF ic EB % AK 
LA AME DO — FAR PF 
小 宅 洋 , 青井 一 郎 SERIE AS) 
An Autopsy Case of Colon Sarcoma Associated with Lung-liver 
Metastases and Recklinghausen’s Nourofibromatosis. 
YO OYAKE, ICHIRO MOMOI 
われ われ は Recklinghausen 氏 病 (以下 レ 氏 病 ) に 結腸 肉 風 が 合併 し , し か も 漠 厚 な 遺伝 
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的 負荷 の 見 られ た 一 症例 を 経験 し た が , 本 症例 は レ 氏 病 の 種々 の 現象 型 に つい て も , は た また 
神経 過 の 悪性 化 の 問題 に つい て も 示唆 する と ころ が 多い の で , ここ に 報告 し て 少し く 検討 し て 
みた - い 

症例 ROVA, 56 HR. BARA: 家族 募 と し て は 9 人 の 子女 を 生み , その 中 5 
人 は 天 死 し , 生存 中 の 4 人 に し 氏 病 の 徴候 が ある 。 特 に 長男 に は 百 数 十 個 の 皮下 腫瘍 が あり , 


) “J NN. 


4 人 ある 男子 は 効 少 で ある が , 末子 に は 色素 性 母 牙 が 出 て いる 既往 拒 と し て は 30 + 





の 頃 か ら 度 下 腫 場 か 出現 し て きた と い ぅ 3 。 SURE CISA 26 年 6 月 頃 こ り 食 思 不振 , 腹痛 


お よび 血便 か あり , 8 ARIE 部 風 閣 を 発見 され , 開腹 に 際 1 AT BSH 


DENT 


の 腫瘍 が 認め られ , これ を 含め LOAN 





EE eee の つの 
と 診断 され た 。 加 者 は その 後 小康 を 得 て い た が 。 翌 年 初頭 より 腹水 ヵ さら に 上 腹部 に 
EL NN Tet ey Oe A RE fos 
SY XY ) WIRED» £ em WALD — 








Ake: IMA DOD 1) 下行 結腸 の 端々 maT (AMOS 


2) 肝臓 の 腫 妥 (39008) HLOBZHO ESKE CO HL Fa 3) AAO se 





数 の 尊大 まで の 肉腫 転移 5) ZG AABO IND HESIAD AREF AN た ま 
で の 皮下 神 経 線維 腫 6) 食道 下端 お よび 胃 噴 門 部 の 5 Dwi 7) 





HERO 4 AO RRA E TOMTE 5 RE 8) 小腸 粘 腕 の 多数 の 米粒 大 まで の ホリ ー フ 


9) 結腸 特に 上 行 結腸 の 十 数 個 の 爪 甲 大 まで の 粘膜 下層 枢 状 増殖 10) BORO BAER ARE HEA 


! 


厚 お よび 内 腔 困 塞 11) ink 1 個 の OTN (EEE ARERR Se) 





plz pet a> r 7\ 1 ビレ イト ュー Pel +7 2 pte € We 用 に o> テア Bera Hl と か っ Pc ie 
He i to OP ihe icra 23) 腹腔 お よび 胸腔 の 部 opt RAE Me: KR ar Ek O LE 


ーー 
bo 


SAS If 15) PRO Bie 16) 菅 





Kr 14) MITROEKHFEFEN 個 , 
17) 心臓 の 褐色 凌 縮 (170g) 18) 中 等 度 の 大 動脈 敵 汰 硬化 症 19) 子宮 : 
中 20) ONE 21) HE x OBO BEM 22) Ader ODE 


(身長 139cm, 体重 32.8kg). 








i) 脈 に よる 頭 BE の 異常 な 深化 93) 3-71: ii) JE 
-wectHttT + 


ASE T すっ 1. +. J へ エイ ロロ ーー フ G4-18 m kt Te > Name ribs, + ンー ae) 
FELT Ins: Ax も の を 附 加 する 1) 結 VAD Wess SB 面 で は 扇状 を な し て 内 腔 に 突 抽 し て 


ろ は 紡 鍵 形 細胞 肉 腫 の 像 で 。 いわ ゆる 神経 


a 
cy 
ヴ 
ず 
fr 

(4 


Zu 0). 5 7 ET a 回 有 有 筋 層 に ある Fe 
性 肉 幅 に 似 な いこ と も な い 。 胞体 は むし ろ 蒼 白 で ある か , Feyrter (以下 フ 氏 ) の チオ ニン 
酒石酸 封 和 人 標本 で 紅 染 は な い な り 審 に こ 入 っ て いる か 騰 原 線維 は 少 い 。 Bodian 








お よび Holmes 標本 で は 貴 瘍 し 全般 的 に 見 て 紡 銀 形 細胞 肉 
ELAM) RIC, 大 部 分 は 巨 細胞 を 混 え た 多 形 細胞 肉腫 の 像 を 呈し て いる 。 腫瘍 の 周囲 


Bel j&k#<, Meissner 叢 は 肥大 し て いる が , Auerbach x 





Clee ts LORE I 
ts L ABM LTV 4S. 2) 3) 4) (SHB OABAMGAIEO Re L TVS. 5) 一 11) は 大 体 レ 氏 病 
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の Stigmata と 見 仙 し うる で あろ ぅ 。 5) に 定型 的 な 像 で 。 —Micid iA A Le Ba 
器 性 構造 も み ら れ る 。 6) 脱 原 線維 は 少く 太陽 像 は 著 明 で な い が , 胞体 は テオ ジン に 強く 染 ま 
り , フ 氏 封入 標本 で 紅 染 を 呈し な いか ら , FROG (AMI) 神経 幅 で は な い 。 7) 8) 9) A 
限 的 に 種々 の 形態 を し て いる が , 組織 学 的 に は ほぼ 同様 の 像 を 呈し , 粘膜 下層 乃 玉 固 有 悦 に 好 
中 お よび 好 酸 白血球 が 浸 則 し て お り , MER, 結合 織 お よび 筋 組織 が 肥大 し て いる (FRO 
Polypose und plattenformige neurogene Gewächse). 10) 以上 の 変化 の 外 に 小 動 脈 の 
中 膜 に 肥厚 お よび 上 度 様 修飾 が 見 られ る ( フ 氏 の Vaskuläre Neurofibromatose). 11) #5 
粒 体 が 多く psammomatous type に 属す る 

Bie レ 氏 病 の 出現 が 家族 的 に 累積 する こと は G. Hoekstra (Virchow’s Archiv 237) の 
家 未 図 間 集 に も 用 え る 、 し か も し 氏 病 が 比較 的 稀 な 疾患 で あっ て みれ ば , FORME HEA MK 
程度 関 写 する こと は 難い な い 。 し か し 入ら し 氏 病 の 発症 は 普通 年 長 に な っ て 起 る こと 等 より みみ 
Tb, 外因 の 影響 を 無 促 する こと は で き な い 

本 例 で は 遺伝 的 素質 と 何 か の 慢性 刺 戦 と が 相 師 っ て フ 氏 の polypose und plattenförmige 
neurogene Gewächse を 多発 せしめ , 恐らく その 母 地 の 上 に 結腸 肉 性 か 発生 し た も の で あろ 
5 う 。 し か し 入ら フ 氏 の 新生 物 は 結合 , 筋 お よび 神経 組織 の 複合 体 で あり , その いずれ の 成分 が 
肉 風 化し た か と いう 問題 に は 答え を る こと が で き な い 。 (小さ な 結節 状 腫瘍 乃至 夢 状 神経 幡 に お 
いて は , それ ら の 組織 由来 を 神経 叢 乃 至 終末 網 に 求め る こと も ゃ 式 往 度 可 能 で あろ ? ) fEo TSO 
の 結腸 肉腫 を 神経 元 性 肉 幅 と 呼称 する こと に た め ら い を 感 ぜ ざる を 得 な い 。 蓄 し 一 般 的 な 同 題 
と し て も Ewing の 示 に よっ て 党 入 され た 神経 元 性 肉腫 な る 概念 が 余り に も 安易 に 使用 され 
て いる か ら で あ る 


ack: F. Feyrter, Uber Neurome usw. Wien (1948). 


86. rss “Giant Sarcoma "の 1 剖検 例 
木村 隆 吉 (東京 厚生 年 金 病院 臨床 病理 答 査 笠 ) 


An Autopsy Case of the So-called “Giant Sarcoma ” in the 
Right Pleural Cavity. 
RYUKICHI KIMURA 


eb: T は 腫瘍 ,C infu, TC (thei, Gf は Gitterfaser, GS は Giant Sarcoma. 

助 膜 部 原発 T は 少 い > BARS nn は (a) 広汎 性 の いわ ゆる 内 皮 上 腫 (ちる い は Mesothelioma) と 
(b) 限局 性 の 大 き な T いわ ゆる G.S. だ が (a) rt る 人 も 少く な い 。G.S. は 稀 だ が 最近 石 
NEED Ha (Ha 45 8 286). AICO SARMEYEE G.S. で あっ た , 本 例 は G.S. TIBART 
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化 状 の 多 形 細胞 肉腫 像 で ある 






KO, 9 月 X 線 像 で 胸腔 T. と 診 
SRAM (S. 14): 1. 右 肺 上 葉 後 側 に 小 


貧血 , 85 
生 密 落 し また 後面 1 





ッ テ ュ を IN TER ty a) 2 YY es De 2 habs er} 
と 化 外 方 に 強く 圧迫 し 左 方 は 縦 隔 膜 。 RE, 食道 , REA 
腔 内 リン パ 腺 に T 変化 な た し 3. 他 了 騰 器 


し ウッ 


zT 変化 な し 。 5. EEE il ai 
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大 配置 像 が ある , 
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る 内 度 あ る い は Mesothel 様 の 像 が ある が その C Hazet: C 


ae FAY SAS or. ‚Is ] 24, ] ae a> ーー まう ュー コー abs - 
位置 的 影響 で 少し 変形 し た も の と 思う , MIC EMD TO 





出血 は 殖 無 。 Gf 脂肪 糖 原 は な い 。 円形 細胞 浸 間 


nV ‘9 















WEED Fe BCS TC が 助 膜 内 こ に ある が 肺 胞 内 に は 極 く 浅 く 少 
肺 胞 部 か ら の T 発生 像 は な い 








258 


T 変化 な し 4 BRIE 





wi Hy i gp を la FE ee R 
に ニ 雇 する か TIUSHR, ZKEFLEBORÜEEREEIAT 











臨床 像 : T.O.49 49), 1954 年 3 月 腰痛 , 4 月 右腕 右 下 破 神経 痛 , a, 7 Ray, 8 月 在 泊 浮 腫 と 前 
こ j 加 わり 10 月 12 Ayer: 


(RADAR & BE EME = 7g, 表面 と 


WS ATED (2 RB Bg 34 を 充 た すす 大き な 不正 形 T Gextxeem) 周囲 と は 錠 界 状 て 右 肺 上 葉 , 


SEHR, Cai: < Thi, 





ep A hethize, Torre Hr 


RATEN, FR 
され た 右 肺 上 半 部 か あり 店 。 


11° F „re 4 た I} 門 }. - Lit 4 3 ) し - [は 
トト 系 は よく わか る , 石 側 方 か ら 肺 門 に か け て の 切 面 で も 上 甘 部 に - 





2cm jf PEE Vm N HABE 








fife SIZ >t 1~2mm 位 に すぎ ぬ , この 部 が 最強 の 
密着 部 で 恐らく を 後 右 方 に 圧 排 し て 前 内 方 に 増 大 し た と 思 
EY TALS IK td SAAD MF. 著 明 な = 
SE Hi UK Ze パ 腺 異常 な し , flies T 変化 な し 
組織 像 : EI OH TEE RL, KR FON Hit CPS CD 
tr TC (h-P-P MCA A LEE NE TEL 
CH HEI HSER ANTE HE CHEE TS Bordelle 
» HARRY PAP AME, IHRE ERA AAD GSR DIRT EA I HRG #2, 
案 質 中 量 の も の が 多い 。 し か し 一 部 に は 巨核 や や 多く また 漠 染 核 も 出 て 核 多 形 像 の 強い と ころ 
も ある 。 仁 は 大 形 校 に 1 ヵ 往 々 2 ああ る が 中 形 核 に は 少 い 。 所 々 に TC 粗 開 が 強く C od 





VARI IS ANE) ZE BR HA TIEFE CA 1 列 に な ら び いわ ゆ 


と ほぼ 同じ で 腔 面 串 ! H に 直る 
部 は 小 出 血 を 儲 5 が 一般に 


BLD KH 


PASE IBLE fol, HUNDERTE HRG Ck BERS 2 02 AMERICA < DD 


色 こ ある の み で 深部 に は な く 












正 (Corrigendum) 


iii ““GANN”’ Vol. 46, Nos, 2, 3 September 1955, Page 259, 87. を 次 の 如く 訂正 し ます . 


(キリ トリ ) 


87. 者 明 な 脳神経 症状 を 呈し た 非 白 血 性 骨 簡 性 
白血病 の 一 剖検 例 


) B BR (福島 医大 病理 ) 


An Autopsy Case of Aleucemic Myeloic Leucemia with 
Striking Cranial Nerve Symptoms. 
KUNIJI KOJIMA 








Pia... 7 2 


BR: (OT の 原発 部 は 他 臓 器 に T 像 が な いか ら 胸 腔 と し た , また 胸腔 内 リン パ 脱 , 
縦 隔 膜 , 胸腺 お よび 肺 に も T 像 は な いか ら 助 膜 部 と 考え る , し か し 助 膜 面 一 部 は T と 軽い 
ュ = 着 は ある か 広 激 な T 化 は な くま た いわ ゆる 内 度 睡 像 は な い , 右上 葉 上 部 の 限局 性 密 誠 部 に 
T〒 が 見 られ る の み 。 恐らく 〒 は この と ころ か ら 発 生 し て 胸腔 内 に 遊 難 状 に 増大 し た 者 で その 
MO We St T MACS ONE BI, この 像 か ら 助 膜 部 原発 の 限局 性 T wb 
ゆる GS. と し た , また , この T が 相当 大 きく 組織 像 も 未 分 化 状 な の に 転移 の な いこ と も 征 
来 の G.S. 記述 に 一 致す る , も ちろ ん G.S. は 通俗 名 で 非 上 度 性 を 意味 する の ス , TRIO 
G.S. は 線維 肉腫 が 最も 多い が その 他 の 像 も ある , 本 例 は 未 分 化 訣 で 形態 分 化 も 明らか で な く 
核 多 形 性 も 一 部 に 相当 強く まず 多 形 細胞 肉 幅 と し て 良い , 助 膜 部 の どの 組織 か ら か の 判定 は む 
つか し く 助 膜 下 織 説 (Boyd) も あれ ば 判定 不能 説 (Liebow) LHS, この 例 の 組織 像 は 胎児 皿 
開 質 の メモ セン ヒー ム に 似 て お り そ の C 形 が 叩 れ た 者 らし く EpNnN3D A CHAE 

m: 49 孝男 の 右 胸腔 の 約 34 を 充 た し 肺 上 葉 後 側 に 小 限局 性 密着 し その 他 の 大 部 分 は 
EN 一 部 続発 性 = 着 を 示す 〒 か あり , 容 着 部 以外 は 完全 な 線維 性 包囲 を 示し た 。 助 膜 部 原 
ET Allen 変化 は な い ,。 組織 像 は 未 分 化 状 で 多 形 細 移 肉 種 像 な る が 介 部 へ の 転移 は 
な い , 年 来 記載 の 助 膜 原 傘 性 限局 性 T V いわ ゆる G.S. と 認め た 


S7. 著 明 な 脳神経 症状 を 時 し た 光 思 性 細 網 肉腫 症 の -- 判 検 例 
小島 国 次 (福島 医大 病理 ) 


4 


・ Be = デー 4 
An Autopsy Case of Lymphatic Retieulosarcomatosis with Striking 
Cranial Nerve Symptoms. 
KUNIJI KOJIMA 


皇 凍 著 四 な 各種 脳神経 の 貴 痺 症状 を 示し 解 剤 の 結果 絵 て の 末 枯 脳神経 , HBR 7 OC AE 
質 内 血管 周囲 に 著しい 由 血 病 性 細 有 物 浸 財 を 認め た 非 白 血性 骨髄 性 販 血 病 の -- 例 を 報告 する . 軒 
者 は 10 才 の 男子 で 1953 年 1 A LADS eAHER LAMBA MOMMA dO, 2 月 下旬 か 
DE, HIRI Tae, 左 眼球 内 側 運動 遼 得 を 起 し 3 月 上 旬 和 人 院 。 入院 時 頭痛 , 悪心 , ih 
く 前 記 眼 穴 状 の 外 。 右 口角 の 下垂 を 認め た 。 その後 右 眼 球 運動 も 障 旭 され , 対 光 反射 は 
両 眼球 は 洒 次 突出 し て 角膜 潰瘍 を 生じ 聴力 も 低下 し た 。 5 月 中 旬 に は 両側 上 凡 の 運動 も 著しく 
ran, Ak, 排尿 困難 を 訴え た 。 こ の 頃 に は 左 恨 忠 な ら び に 左 頭骨 上 光 巴 節 を ふれ , 
諾 上 腹部 と 下腹 部 に 幅 癌 を 触 知 し , 5 月 末 皮 下 出血 が 現われ , SIS ヵ月 で 死亡 し た 。 な お 
RR FE 入院 時 赤血球 430 万 , 白血球 5200 で , FERRE FER 1022, 分 幕 核 白血球 43%, 
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酸 好 性 白血球 7%, 大 光世 球 9%, 小 光世 球 22%, 単 枝 細 胞 922 で , 4 月 末 の 所 見 は 赤血球 
127 万 , 白血球 6000 で , 分 葉 核 白血球 が 8322 を 占め 他 は 欄 装 枝 。 酸 好 性 白血球 , 光世 球 と 
1% の 単 核 細胞 で あっ た 

剖検 所 見 : 頭 募 呈 ならび に 便 脳 膜 に 異常 な たく , BERKER ARTE L, 特に 脳 底 部 , 
小脳 延髄 椿 に 顕著 で ある 。 こ の 変化 は 検索 し えた 頸 髄 上 方 部 まで 認め られ た 。 特異 な こと は 脳 
神経 の 所 見 で , 程度 の 革 は あれ 総 て 著しく 肥厚 し て 比較 的 硬く , 割 面 は 灰白色 髄 様 で こと に 左 
の 動眼 , 三 丸 ならび に 両側 の 顔面 。 聴神経 等 変化 の 強い も る の は 手 を 触れ る と 脳 実質 を 難 れ た と 
ころ で ば ろ っ と 折れ て し まう 5 。 脳 実質 は 軽度 に 腫 眠 する の み で 異常 な く , 小 有 示 で は 小脳 脚 部 が 
両側 と も 多少 軟 く 混濁 し て いる 。 ま た 脳 底 で は 右 槍 骨 動脈 足 が 著 明 に 肥厚 し て いる が , 内 腔 に 
変化 を 認め な か っ た 。 HERS > RHR, TER, ME, 肺 門 等 が 胡桃 大 まで に 駐 
BEL, HAIE (160 ZU) を 見 る 他 胸 腺 , 局 桃 腺 , 小腸 , Di, BR, 2, EHRE, 界 丸 等 に 一 連 の 次 
化 を 見 た 。 

組織 学 的 所 見 : 身体 の いずれ の 部 分 より ゃ 頭 盗 腔 内 の 末 栓 神経 の 部 が 最も 高度 に 変化 を 受 
け , ここ で は 腫瘍 性 細胞 が 神経 の 全 巾 を 侵し , 周囲 の 脳 軟 膜 も 完全 に 該 細胞 に より 置換 され て 
いる 。 これ に 反し 脳 実質 内 の 脳神経 走向 中 に は 訪 細 胞 の 浸潤 は な く , 従っ て 両者 の 移行 部 で 浸 
潤 は 割 然 と 停止 し て いる 。 末 柄 神 経 内 の 神経 線維 は 浸潤 細胞 の た め ほ と ん と ど 消 失 し , 一 部 残存 

る も の も る 軸 索 は 短く 切れ , 紡 鍵 形 に 膨 隆 し ある い は 波状 を 呈し , 和 髄 二 は 著 明 な 海綿 状 構造 や 
科 球 を 形成 し て いる 。 ま た 細胞 浸潤 の 比較 的 軽い と ころ で は 細胞 は 神経 線維 乃至 結合 織 線 維 の 
問 際 を 列 を な し て 浸潤 し て いる 。 こ れ ら 浸 潤 細胞 に は 核分裂 像 も 少数 刀 ら れ , これ に 混 じ て 脂 
坊 頼 粒 を と っ た シュ ニワ ン 氏 靖 細 胞 乃 至 は 結合 織 性 細胞 が 認め られ 出血 も 少量 存在 する 。 な お 右 
の 迷走 神経 中 に は 200 位 の 脊髄 神経 節 細 胞 の 集団 が 起 め ら れ た , 脳 軟 膜 で も 高度 の 細胞 浸潤 が 
あり , 概して 容 條 部 に 比 し 脳 虐 部 に 強く , 前 頭 部 に 比 し 後頭 部 に 強く , 脳 溝 は 一 般 に 強い 。 脳 
突 質 内 血管 周囲 の 脳 軟 膜 に も 束 し い 細 胞 浸 潤 が 見 られ 血管 藻 を 外 廊 伏 に 取 囲 み 脳 実質 と は 明瞭 
に 境 さ れ て いる 。 ま た この 変化 は 白質 の 相当 深部 まで 及 ん で いる が 。 肛 突 買 に は 変化 を 認め な 

た だ 小脳 脚 部 で は 一 部 実質 中 に 腫瘍 性 細胞 が 浸 し , CORMOMRCLhHSNSHY OF 

肪 頼 粒 細 胞 が 認め られ , - 部 は 頼 粒 層 に も 見 られ 脳 軟 化 を 暗示 する 像 を 示し て いる 。 ま た 右 椎 

管 動脈 を 初め 脳 実 質 外 血 管 周囲 に も 種々 な る 程度 に 細胞 浸潤 が 見 られ た 。 以 上 の 如き 神経 系 の 
所 見 か ら 最 初 Bailey 等 の perithelial sarcoma #42, ある い は 脳 軟 膜 な ら び に 血管 周囲 
の 網 内 系 組織 の 存在 か ら - - 応 細 網 肉腫 症 を 考慮 し た が , Em HLS Sen 
性 の 細胞 で , 核 形 も 異な り 。 ナ ヂ ー 反 応 を ここ ろ み た 所 , 中 等 度 陽 性 の 細胞 が 大 半 を 占め て い 
る こと を 知っ た 。 そ の 他 の 諸 臓 器 の 所 見 は 通例 の 白血病 と 異 ら な い が , Te eV CH 
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Gi OB O RAE 4 BREA し 白血病 性 細胞 が 列 を な し て 浸 潤 し , FHIRSTELSPAIAHML, 
懇 原 線維 か ほとん と ど 嗜 銀 性 線維 化し て いる 像 と , 鍛 索 内 血管 周囲 結 含 織 を 同様 貴 開 し て 層状 
排列 を と っ た 所 見 が 顕著 で あっ た 。 

ER: 白血病 に 際 し 種々 の 神経 症状 を 来 す こと は 知ら れ て お り , その 出現 頻度 を 日 比 野 ら 
は 5022 以上 と いい , 沖 中 は 白血病 章 栓 例 170 例 中 44 Pil (25.922) に 肉眼 的 に 神経 糸 病変 を 
上 呈 た と いう 。 そ の 中 大 部 分 は 脳出血 ある い は 頭 薔 骨 骨 膜 下 の 結 節 性 風 場 の 形態 を と り , 脳 軟 膜 
ADT 3 ANT FF BBLS 1 例 に すぎ な い 。 ま た 脳神経 へ の 浸 欄 を 来 し た 例 は 外国 で は 
Eisenlohr を 初め 少数 報告 ミ され て いる が , 沖 中 の 170 例 中 に は これ を 見 ず , その 点 本 例 は 絵 
て の 末 檜 脳神経 な ら び に 検索 し えた 第 二 頸 神経 まで 高度 の 白血病 性 細胞 浸 潤 を 認め た こと は 特 


すべ き で あり か つま た 臨床 症状 の 特異 な 1 例 と し て 興味 ちる る の で あ 


の 


88. 胸腺 腫瘍 の 3 Pi 
田代 浩二 (東大 医学 部 病理 ) 
Three Autopsy Cases of Thymoma 
KOUJI TASHIRO 


重症 筋 無力 症 を 伴っ た 胸腺 腫 場 1 例 に これ を 伴わ な い 胸 腺 貴 瘍 2 例 を 併せ て 報告 する 
第 1 例 は 56 才 の 男性 で 臨床 診断 は 進行 性 春 秋 性 筋 鞭 縮 定 で ある 。 経 過 は 約 1 年 3 ヵ月 で 

開口 難 潜 。 頭 首 の 不安 定 を も っ て 始 り , 約 1 年 の 繧 解 期 後 , 眼 際 下 垂 , 嘘 下 困難 。 発 語 障 得 等 
の 症状 が 急速 に 人 准 展 し , 末期 に 始 っ た 頻 回 の 呼吸 困難 の 発作 に より 死亡 し た 例 で ある 。 温 検 所 
見 で は 綻 隔 洞 に ほぼ ば 手 衝 大 の 不 規則 な 拡 り を 示す 腫瘍 を 認め る 。 すなわち 前 方 は 胸 肖 内 面 に , 
後方 で は 気管 前 方 に 達し , 甲状腺 の や や 下 か ら 始 っ て , CME EPC LA CWS. TRE 
自 に 連続 性 浸潤 を 示し , さら に 心 表面 に 数 多 の 共 状 の 播種 性 転移 を 起 し て いる 。 EHER 
TLV, FT PRHEPED GEN ERS} & BERRO RK B25 fF L, 割 耐 で は 大 体 に お いて 白色 乃至 
BAe AL, -- 部 に は 小さ な 出血 巣 も 存 し , 一 方 は っ きり し た 小葉 構造 を 示す 部 分 も ある 


表面 は 大 部 分 は 被 包 され て いる 。 
組織 所 見 で は 網状 に 配列 し た 上 皮 性 細胞 の 間 に 小 型 の 光 巴 球 様 細胞 が つま っ て お り , ERE 
の 中 に は 遊 見 し 変性 に 陥っ た 上 皮 性 細胞 も 所 々 に み ら れ る 。 こ の 構造 は 肺 。 心 の 腫 場 に お いて 
$ 同 様 で ある 。 肺 で は 気管 徹 の 中 に 浸潤 し た 像 も ふみ ら れる 。 嗜 銀 線維 は これ ら の 構造 の 中 に ほ 
と ん ど な い 。Hassall 氏 小 体 は どこ に も る 存 し な い 。 以上 の 所 見 か ら 本 腫瘍 は 典型 的 な 漆 思 上 皮 
放 と 考え られ る 。 助 開 筋 , 頸 筋 を 始め 所 その 筋肉 に 光 巴 球 浸 瞳 か が み られ る 。 腎 の 間 質 に も 所 々 
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こ ご く 軽度 の 汐 巴 球 浸 剛 が み ら れ る 。 副 功 は や や 甘 縮 性 で ある が , 他 の 内 分 泌 諸 臓器 に は 特記 
すべ き 変 化 は 認め られ な い 。 他 の 臓 般 で は 初期 の 輪状 肝 人 大 変 定 を みる ほか に は 特別 の 変化 は 認 
め ら れ な い 。 

次 に 他 の 2 GOL TREND. HSQL 17 才 の 男性 で 臨床 診 断 は 縮 隔 洞 竹 瘍 で ある 
経過 は 初発 症 装 か ら 約 3 HUT, ORT LER CH ED, X CHEAT BED 
その 後 呼吸 困 難 は 増悪 し 問 も な く 死 亡 し た 。 重症 筋 無力 症 は 伴っ て な い 。 判 検 所 見 で は 用 
る 。 甲状腺 の 直下 か ら 始 ま 


ン 


隔 縦 洞 に お いて 胸骨 の 直下 に あっ て ほぼ 小児 頭 大 で 球状 を な し て v い 
り 。 や や 左 方 に 還 を も ち 心 杜 の 上 部 か ら 左 方 に か け て 板 状 に 浸潤 し て いる 。 後 方 で は 気管 前 方 
に いた り , 心 を 逆 漏 寸 状 に 包ん で いる 。 素 面 は 被 包 さ れ て いる 。 割 面 は 灰白色 で 級 密 な 髄 様 の 
MT, 一 部 に は 壊死 に 陥っ た 部 分 お よび 要 幅 状 に な っ た 部 分 も み ら れ る 。 転移 は 心 外 膜 , 心 
i, Ahh RM, O98, 左 静脈 角 , 分 岐 部 光 巴 腺 等 に みみ られ る 

組織 学 的 に は 場所 に より 多彩 な 像 を 呈す る 。 す な わ ち 閑 世 球 様 細胞 か 多く , その 間 に 上 度 性 
細胞 が 所 々 に まばら に みみ られ る 部 今 , 網状 乃至 構 状 に 配列 し た 上 度 性 細 移 の 間 に 光 包 球 様 細 胸 
いる 部 分 が 混在 し て いる た ご く 一 部 で は 上 皮 性 細胞 が 優勢 で 光 巴 球 様 細胞 の 
あま りみ られ な いと ころ も ある 。 壊死 に 陥っ た 部 分 も ある 。 Hassall 氏 小 体 の 形成 を 思わ せる 
像 も 少数 生 ら みみ られ る 

第 3 例 は 48 才 の 男性 で 経過 は 約 3 DA, BH, KOERTHEN, 和 肺 痛 の 診断 を 受け , XH 
脱 射 を 受け た が か が ほとんど 効 果 な く 死 亡 し た 。 や は り 重 症 筋 無力 症 は 伴っ て いな い 。 着 検 所 兄 で 

腫瘍 は 縦 隔 洞 に あっ て ,。 過小 児 頭 大 で , 広汎 な 拡 り を 示し ,。 OR, 心 , 食道 , 気管 等 を 包 埋 
し た よう に な っ て いる 。 腫瘍 は 灰白色 を 呈し , 便 く 一 部 で は 中 心 部 が 壊死 性 に 軟化 し て いる 
時, 膝 を は じ め 広 汎 な 恒 隔 転移 が みみ られ る 

組織 所 見 は 風 場 の 大 部 分 か 多 形 性 の か な り 強 い 光 巴 球 様 細胞 か ら な っ て » 細胞 分 裂 の 像 
も か な りみ られ る 。 その間 に ご くま ば ら に 上 度 性 細胞 索 が み ら れ る 。 し か し 一 部 で は 上 度 性 細 
胸 に 和 富み, Hassall 氏 小 体 の 形成 も る み ら れ , また 有 有 灰 沈着 の 像 も み ら れ る 。 

重症 筋 無力 症 に お いて 胸腺 独 場 を ん かなり し ば し ば みる こと は 多く の 研究 者 に よっ て 報 難 され 
C こ きた と ころ で あり , 本 症 の 約 15~50% に 胸腺 隆 場 が み ら れ る と いっ て いる 。 従っ て この 事 
実は 準 な る 偶然 と みな すこ と は で き な い 。 し か し 征 ら 本 症 に お いて , 腫瘍 に せよ , 過 形 成 に せ 

胸腺 の 異常 の 全く な い 場 合 も 少く な く , また 胸腺 四 場 を 外科 的 に 切除 し て も 必ず し も 絵 て 
の 場合 に 本 症 の 好 反 を も た らし 得 な い 点 か ら 考 える と , 両者 の 間 に 「 簡 単 な 」 因 果 関 係 が ある 
と は 考え られ な い 。 重症 筋 無力 症 を 伴 3 胸腺 腫 場 と , 伴わ な い 腫 瘍 と の 間 に は 組織 学 的 に 特 下 
の 差異 は な い 。 た だ 伴う 腫瘍 の 場合 に は 光世 球 浸 欄 が 共通 し た 所 見 で ちあ る らし いと 述べ て いる 
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者 も ある 。 ま た 筋肉 に み ら れ る 光 巴 球 浸 相 が 筋肉 の 易 疲 労作 に どの よぅ な 役割 を 演ずる か も 不 


以上 重症 筋 無 力 症 を 伴っ た 胸腺 幅 瘍 1 例 を 中 心 に 。 これ を 伴わ な い 2 例 を 偽 党 に 報告 し た 
Mt 8 | 


CHM: AAEM mt SLD SIRES MRAM. Zoch otk 


- 5 UF. 
例 は いずれ も 汐 巴 球 様 細胞 が 単に 肉腫 性 ch て いる の で は な く T, 正常 胸腺 組織 な いし 光 巴 網状 織 に 
燃 仏 を 求め あう る と ころ の 類 臓 紗 性 発育 で あり , ARES AR Pe ast : 類似 作 の 濃厚 な 疾患 で * 
る と 思う 


太田 邦夫 : いわ ゆる リン バ 球 様 細胞 の 起 原 に つい て 演者 の 意見 を うか が いた 自身 は リン バ 球 系 統 の 


る 
細胞 と 考え て ぃ いる 。 私 共 の 10 例 中 に は 1 例 の Myasthenia gravis を ぉ ふくみ 。 ABMS it _ ERE MEN 


22 
4 


つ 


ARG: いわ ゆる リン バ 球 様 細胞 に つい て は , 学者 の 間 に 種々 の 説 が な ある が , 私 は これ を リン へ ハ 球 と ほ 


や 


ぼ 同 じ も の と 考え た い 。 な Oberling の 本 細胞 に 対し て の 二 元 説 は 私 の 第 1 例 の 組織 所 見 を みた 場合 , 
BIKE PRU = 


89. SEPT BEN D RD 
肥 川 清 , 吉村 昇 . 河 合 mai 


An Antopsy Case of Multiple Myeloma 
KIYOSHI OIKAWA, NOBORU YOSHIMURA, KIYOSHI KAWAI 


55 才 男子 , FEC SC CA ARE, ER LU REM, ETM, OB AIC TZ 
れ ぞ それ 死亡 す 。 KLARA 27 年 頃 か ら 疲 労 し 易く , 翌年 5 月 頃 か ら 38°C 位 の 発熱 と 胸 背 


部 に 疹 痛 を 息 え , 9 月 頃 か ら 全 身 浮腫 蛋白 尿 あ り 腎 症 と 診断 さる 。 症状 は - - 時 軽快 し た が 昭和 
29 年 6 月 胸痛 再発 し 体 動 時 こと に 激 し き た め 起 立 歩 行 等 不可 能 と な り 入 院 す 。 こ の 間 ワ 氏 友 
CREME, 髄 硫 検 査 変化 な く 四 肢 可 動 , 触覚 温 覚 正 常 , 失禁 な し 。 人 芝 時 血圧 120~70, v # I- 
RHE, ORE, Wei, 肩 悼 衣 お よび 管 盤 等 に 多数 の 円 形 陰影 を 認め 試験 切除 助 骨 は 号 髄 湯 像 を 
RL, 血 中 Ca TE, P #4, アル カリ 人 解 焼 酵素 正常 , CI Him, アミ ノ N BinL, RR Ca 
正常 。P 正常 , Cl 著 減 , アミ ノ N 増加 を 知る 。 除 後 状 次 貧血 強まり , ARTE DIE 
増悪 し 死亡 し た 。 血 液 像 は 貧血 に し て 類 形 質 細 胞 0.52 
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解剖 的 所 見 : 主要 な る 者 は 全身 主要 骨 に 認め られ る 多発 性 腫瘍 と その 発育 に よる 和 骨 の 変化 


CHA. すなわち 頭骨 は 極め て 容易 に 鎧 暫し 得 , 内面 は 便 簡 多 と 所 * 強 く 療 着 し 広 自 色 柔 軟 な 


る 腫瘍 塊 は 小豆 大 , 大 豆 大 , 指 頭 大 , MIR TED RE I OL CHEE ts 
と せる も の は 前 中 頭 薔 征 の 左 半 部 を 主 と し - 一 部 右 半 部 に り 下方 は 便 日 蓋 の 大 半 を 破壊 す 、 助 
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LHS お よび 第 6 助 号 の 号 軟 骨 連 合 部 に 近く 幅 瘍 組織 増殖 に よる 骨折 を 見 , その 他 の 助 由 
に お いて も 種々 の 程度 の 陣 揚 増殖 と それ に よる 骨 質 腔 細 を 認め る , WHER IRL A LAHM 
弱 と た なり 腫瘍 発育 を 思わ し めこ と に 第 6, 9 胸椎, 第 2, 3, 腰椎 の 断面 に て は 広 自 色 和 柔軟 な 
陣 揚 組織 の 存在 と 骨 質 破壊 と を 認め る 。 諾 大 骨 大 転 子 下 約 7 cm の 骨 体 部 に 腫瘍 増殖 と 骨折 
を 認め 余 の 骨 に お いて も 骨 質 の 脆弱 は 腫瘍 増殖 を 思わ し め る 。 概括 する と 腫瘍 組織 は 


災 白 色 和 柔軟 同質 性 で 壊死 , 出血 等 は 認め られ な い 。 肖 組織 以外 に は 肉眼 的 に は 腫瘍 技 移 は 認 ぁ 








ae Ben 


onris, INDEFRHUICH SZ Bie & LICMIRBA, MIE BH, 消化 管 仮 性 メラ ノー ぞ 


よび 高度 の 貧血 等 を 記 め た 。 組 織 学 的 所 見 および 第 5 助 骨 , ARLE 





骨髄 等 に 認め られ る 幅 瘍 組織 は ほとん と ど 同 様 な る すなわち 弁 瘍 細胞 は や 








や 大 小 不同 で - 部 に お いて は 形態 も 多少 不同 を 示し て お る . 比較 的 染色 質 に 乏しい 網状 を な 
円 形 核 が テオ ジン に 比較 的 好 染 する 原形 質 内 に や や 偏在 する も の 最も 多く 発現 し , BTS) 
7 細胞 を 所 々 不平 等 に 混在 す 、 ミ た 便 秋 膜 に 認め られ た 陳 坦 組 
織 の -- 部 は 著 明 な 大 小 不 同 像 を 示し て い - 定 の 配列 税 造 を 未 さ ず 滞 墓 性 
EL TREE, 壊死 は 極め て 少く 科 こ 認 め る 。 こ れ ら 腫瘍 細 物 は す 








T eh ee 72 if A FRY fala E で オキ 7 x ー ゼ 反応 は Berk で あり ’ 構造 形態 等 か ら } 





re fmt こ ニキ プア 3,07 NL i> Z te smiAr Ari マエ 7 1 HE [251 7 ie ye PEL FR Er ee 
il) IDEE と 45 や As tel a Ai "AD ik tee » ’ 月 RE Ets x ve] |= ay = IR 
度 発 現 を 認め る 。 か か る 腫瘍 組織 の 増殖 に ょ り 骨 質 は いずれ も 騰 螺 , 非 薄 と な り 究 所 あ る い は 





骨折 を 来 し か か る 助 骨 の - 都 に お いて は 骨 再 生 を 認め し む 。 骨 蘭 は 線維 性 組織 に 置換 せら れ た 


ren Z> Ble ルッ ー ミリ ダナ - of. * + NA 用 1, ‚ta, tf 2 +> or 44, Leer 1 > HE 
部 分 を 所 々 に 認め た , こと に 第 3 お よび 第 5 MERK IE ACI CHER APIS Bee 





Bde DBP A AS O ed Pe Se < 消失 し 


dH [ET ICE Lat 2 PREIC BR BRAT RSD, か つ そ の 一 小 部 分 に お い 
er と の 時 HV pei ey た あ ZU OPE PERN O PAO HRA AA RI Die Id, 連 HA aa 
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a) gh HER GR He en 2, tem TE EY phy TI x Pie REP HE Be + 
に お ける 化 骨 線 3 層 の 大 部 分 消失 と 不 完全 な 骨 形 成 に つい て は さら に 検索 を 進め る 考え で ある 


Ar 


次 に 本 例 に お ける 興味 ある 所 5 LIZA RAC BT Hit 石灰 沈着 像 で ちあ わる 。 す な わ ち その 分 
fT) FASTEST ae Te FAIR 


b> SZ He ea ag Bey ae rare 
は 消 た を 見 る iti OR RY Ee 部 に 軽 








市 お よび 程度 に 種々 の 相違 ある も , 主として 肺 胞 避 に お いて 細 頼 


塩 沈着 し Kossa 氏 法 に 黒 変 し 弾力 線維 の 





HE Yb se Ae A ス ASt See PFEIL F AsHAT Rae E42 日. と Ir 2 “AJ 
PTA BX D PULSE as Ze S Wile RIE 常 で 前 提 と な る x 


め な い 。 有 有 灰 沈着 : ふ 





副腎 周囲 お な よび 隊 組 織 内 小 血管 一 部 お よび 腎 細 尿 管 の - - 小 部 分 に 認め られ る が 大 動脈 便 変 部 て 
PUBIC IS Ze} EL RR BEER, PURE 部 


に 脂肪 沈着 等 を 見 る が 類 混 粉 変性 は 陰性 で ある 





を 現し な い 。 その他 の 組織 








BY AGILE 2 ヵ年 の 臨床 経過 を も っ て ほとん ど 全 身 骨 系 統 に 芯 り 発育 し た 類 形質 細胞 性 の 








esl Cc, 局所 骨 質 の 脆弱 。 非 薄 , 裕也 お よび 骨折 を 伴い , 第 3 お よび 第 5 助 骨 の 骨 
放 骨 連合 部 化 骨 線 大 部 分 の 消失 。 各 肺 葉 に 肺 胞 璧 石灰 沈着 等 の 所 見 を 示し た 興味 深い 症例 で も 
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90. 7p et ⑦-plasmocytoma の 一 市 検 例 
SRA, 油 川 健吾 (新沼 大 学 医学 部 病理 ) 


An Autopsy Case of 7-Myeloma (/-Plasmocytoma) 
TEIJI ONO, KENGO ABURAKAWA 


多発 性 骨髄 幅 が 本 邦 で 初め て 報告 され た の は 1915 年 で , 睦 ・ 立 花 お よび 顔色 氏 の 各 1 例 で 


- Tr 
HS, その後 今日 まで 50 数 例 が 記載 され て いる が , 外国 で は 最初 の 記載 以来 すでに 一 世紀 を 


u 


経過 し , その 数 も 数 青 に 達し て いる KR, 診断 法 の 進歩 と と も に 近年 増加 の 傾向 に ある と い 


最近 われ われ は 右上 脚 骨 こ 初発 し , BI 6 年 の 長き に お よん だ 極め て 稀有 な 多発 性 骨髄 幅 


) 1 例 を 経験 し た の で 報告 す る 。 


症例 : 32458, 昭和 23 年 7 月 重い 物 を 持っ た 際 右 情 部 に 商 痛 が あり , この 運動 季 は その 


PCH Lite, 翌年 3 月 右手 を 火傷 し 急 に 引込 め た 時 時 部 に 「 ギ タン 」」 音 と と も に 導 痛 が 


Io = 


), DOG © HURICIEME HK Lite, SRP CIC BIR BACH AA RO APE Le, Xt 


& CH LMP TECH 10 cm の 陰影 欠損 を 認め ここ を 切除 し た (組織 学 的 に すでに 形質 細胞 腫 


と 診断 され て いる )。 人 術 後 経過 は 順調 で あっ た が , 27 年 9 BEIKER, FREI, EN 
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Lao Lie UR, 28 年 2 AGRE, 4Re + WiC. MO TEARS he, TOK 
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FRO Aves, « sR ARS £ ORM 7s OC CBA Sh, 洋次 悪 次 質 に 陥り 29 年 8 月 9 日 死亡 
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KR 中 Bence-Jones ZH 体 は 陰性 。 血 沈 49-75. MRTITZRUÜLEK 400-210 万 
0-222, 凛 細 白血球 な し , 骨髄 像 で は 細 網 細 肥 0.422,。 各種 発育 段階 に ある 形質 細胞 32。 血 
特 の 才気 流動 像 で 7-Globulin の 増加 (2.44 g/dl, 32.06%) を 認め る (KAA 7.6 g/dl) 

剤 検 的 事項 , 肉眼 所 見 : ZULELLTEER De» 


秋 に 見 られ る 。 助 骨 は 膨 隆 し 抽 指 頭 大 胡桃 大 に こい た る 睡 窟 が 数 個 あ る 。 割 面 は 灰白色 で 佑 く , 
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ERDE HG FD SSS IK EIS 


i Pate) 5 mii 2. a. 22,4 Bı + eee Fr) ta, 
兄 ら れ な い fF HE CIR HE Ak mS 2~3 J) He かみ られ る か 境界 ( よ F 相 明らか で = 


HC LK 7 CHI, 人 硬い の も あれ ば また 脱 様 で 容易 に えぐ り 取 れる も の も あ 
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A え - 線 像 で 明らか に 数 個 の 打 抜 き 像 (punched out) を 





窟 め た 。 管 折 の 所 見 は どこ に も な い 。 且 部 ・ 傍 気管 ・ 膝 臓 周明 の リン パ 節 か 多数 奏 豆 大 まで に 


ns 


TAL TORCH <<, また 後 腹膜 リン ぷ 節 は 中 指 頭 大 まで の Paket を 形成 し 





- 肖 に 近 血 性 で 心 外 愛 下 ・ 腎 吉 粘 膜 下 ・ 助 膜 下 に は 点 汰 乃 玉 政 状 出血 を 丸 る 。 そ 


DEED ANE (180 g), 肺 水腫 等 を 認め る 


2 ~ 3 個所 で 周囲 の 
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9, い は 主として 毛細 血管 

を ト 小 結節 伏 に 集積 し て いる 。 こ れ ら 幅 

電 細 胸 集 団 の 間隙 に は 多く の 静脈 洞 綱 か 形成 され て いる 。 以上 の 所 見 は 特に 鍼 銀 標本 で 明 ら カ 
加 も 著 明 で ある _。 所 ^ 多 少 結 合 織 線維 の 混入 像 か みみ られ る 。 以 上 が 共通 の 所 見 





助信 に お ける 骨髄 に は 恐らく XBR 
く , それ ら の 聞 に 大 体毛 細 碧 管 を 囲 
g 集 団 間 の 骨髄 組織 は 有 飛 様 乃 至 水星 状 を 呈し て い 
る 所 が ある が , 特に 槍 体 骨 腫 瘍 で は 大 部 分 が 同質 性 物質 で 置換 され て いる も の が 認め られ , I 


な っ て いる 。 各 りり ン パ 節 は いずれ も 大 きく な っ て いる が , 腫瘍 細胞 
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: 疹 め て 多数 の 腫瘍 細胞 の 集団 が か 婦 ら れる 。 そ の 他 腸 臓 肺 臓 に 知 
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HID 4 OD» DE < の 移行 弄 を 
Unna-Pappenheim 氏 染色 お よび 小鳥 氏 変 法 で 美衣 な 鮮 紅色 を 呈し , Oxydase 反応 陰性 . 
MERE Cl ae AS SLOWS», また Russell 氏 小 体 。Weigert Ye bye whey FIC HLA 
こと が で きる 。 細胞 の 大 いさ は 20~25 2 で 2-3 核 性 の も の も あり , Elena 
る 

総括 : ① 本 例 は わか が 教室 に お ける 最初 の 形質 細胞 性 例 で ある 。 る 若年 者 で ある 点 お よび 経 
過 年 数 が 極め て 長い (6 年 , 通常 3 年 以内 ) 点 か ら 非 常に 珍し い 。 ③ 大 者 分 の 遺 瘍 細 物 は 形質 
細胞 また は これ と 系 統 を 同じ くす る 細 移 で ,. これ が - 種 の 悪性 腫瘍 様 増 殖 を 来 し た も の と 考え 


られ る 。 な お 本 例 は 7-Globulin の 著 明 な 増殖 を 示し た 7- 骨 髄 種 で ある 。 GORY ET HEA 





骨 腫 瘍 に 数 個所 認め られ た 以外 沈着 は な い 
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91. 再 粘膜 癌 に つい て GE RAR 
鳥海 ©. 朝倉 F BHR ue) 


On the Superfieial Cancer of the Stomach. A Case Report. 
JUN TORIUMI, TOHRU ASAKURA, KAZUOKI TSUTSUI 


月 ホリ ー プ 先端 。 潰瘍 縁 の 初期 冶 乃至 小 ミ な 粘膜 癌 に つい て は 多数 の : 
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ささ: 交 組 織 は 立体 的 に は 全部 連続 し て お り 小 徐 上 切除 月 の ほぼ 中 央 に 中 心 を 有 
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主 細胞 の 減少 著しく 腺 は 主として 修 細 物 よ りな る 
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92. 原発 性 肝 名 を 思わ せ た 衣 閣 肝 転移 の 1 市 検 例 
宗 RS. 久保 BM KR 動 (RER 





FA) 
An Autopsy Case of Hepatoma-like Secondary Hepatic Cancer 
from the Stomach. 
CENJI SO, TORU KUBO, ISAO AMANO 
- 般 に こ 続 発 性 風 瘍 が 原発 性 峠 場 こ よこ り 速 か に また より 汎 く 墓 延 増殖 し , いろ いろ の 意味 に お いて 


涯 性 腫瘍 を 凌 入 し て その 腫瘍 の 主役 を 演ずる と いう こと は われ われ の 往々 に て 経験 する と 





さして 珍し いこ と で は な い 。 La LOG MANS L A REN 





jj こし て し か も 広 激 な 
Zz thE Ar TERMS A ENS CZ SERCSS 

われ われ は 臨床 的 に 肝臓 癌 と 診断 され , TRAC A OMe Labi, Be 
が 単純 で 極め て 小さ く , 肝 転 移 美 が 広 泊 に し て 巨大 な る 特異 な 胃癌 の 肝 転 移 例 を 報 ず る 
正 例 62 才 の 男性 。 臨床 的 事項 : 患者 ほ 死 亡 前 約 6 ヵ月 腹部 の 皿 強 感 を 自覚 。 死亡 前 約 


1 ヵ月 急 に 嘱 気 ・ 溜 飲 が 始ま り 且 部 の 膨満 感 お よび 圧迫 痛 ・ 下 痢 便 を 招来 。 死亡 前 約 12 Be 


欲 不振 著 明 と な り , 便 は 黒神 色 ター ル 様 と な る の で 死亡 曽 7 日 本 学 山岡 内 科 に 入院 , 当時 皮膚 
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は 亜 黄 六 色 を 呈し , 腹囲 72cm に し て 腹水 が あり , FS PRA し 表面 凹凸 不平 
て 圧痛 が ある 。 肝 機能 槍 査 は 全て 陽性 に し て 肝臓 癌 と 診断 し 対症 療法 を 施行 . 昭和 29 年 2 月 
17 日 死亡 する 。 
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CALUICBR Heffe FiCMME PRED ZIEBUNCBSU TR D FORE MAD FIC 
移し た 場合 。② 原発 性 肝 更 か 胃 に 転 場合 。③ 両者 が と も に 原発 性 で ある 場合 の -: つ 
能 性 が ある 。 本 例 に お いて 胃 培 は 極め て 小さ い 厳 いい 潰瘍 の 庶 部 に 痛 細 胞 が ポリ ー プ 状 に 増 
殖 せ る 腺 細 移 玉 に し て , SD RE 性 化 と 相まって 明らか に 原発 性 胃 場 
で ある 。 他方 時 騰 疹 は 大 小 種 * 球 状 の 結節 が 広汎 こ 多 発し , 実質 細 移 が 単純 冶 性 の 未熟 な 上 度 
性 の 腫瘍 に し て , 原発 性 か 続発 性 か 容易 に 速 町 する こと が 許さ れ な い 。 し か し 上 骨 と 肝 と の 閣 は 
組織 学 上 その 趣 を 異 に し て 部 位 こ こり て は は な は だ 類似 せる ば か り で な く , ARTO 








KRETA RS EBENE EDS て いる の で ,。 両者 が 各々 引 * に 重複 し て 発生 し た も の と 
え る より は 血行 を 介し て 移行 し た も の と 考え る 方 が 妥当 で ある 。 す な わ ち 極め て #* Ei 
し て いた 比較 的 分 化 度 の 原発 性 胃 場 が 発芽 に より 血行 中 に 入り 門 脈 を 経由 し て 肝 転 移 2 

し , 発育 の 場 を 換え た こと を 契 期 と し て 退 形成 約 と な り 悪 性 度 を 増し て 急激 な る 発育 を と げた 


\- Fah 


な る 極め て 特異 な 胃癌 の 例 で ある 


+ 
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93. 


この よう に 本 例 は 原発 巣 が ほとん ど 


十 才 男児 に 


中 川 定 明 . 大 森 武 士 


Pr itil) 
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痕跡 的 に し て 肝 転 移 巣 が 広汎 に し て 巨大 


発生 し た 肺 臓 冶 ら 1 FAR BI 


H 天 病院 研究 室 


An Autopsy Case of Carcinoma of the Lung in a 10-Year-old Male 
SADAAKI NAKAGAWA, TEKESHI OMORI 
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11 Bl, 本 邦 区 献 で は 大 森 等 の 他 に 知ら な い 。 ここ に 報告 する 天 検 例 は 大 森 等 の それ に 次 て 1 


DT, 手 に 年 合 的 に 稀 な だ け で な く , 着 検 時 の 所 見 で 肺 坊 と 思わ れ た に か か わら ず 当 


学 的 検査 で は 極め て 肉腫 の 疑い が 濃厚 で あっ た こと が いさ さか 珍 ら し い 例 で ある 
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えら れ だ た 。 ま た その 頃 か 


よ な は だ し い 症 痛 の 神 
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EE ET AH 8 ey ERT メ ate ott. 5: Be hee ンー EA Ast aie 
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呈 臓 笑 に は 全く 転移 を 認め な い 。 前 頭骨 内 面 眼 


ちり , AOD a TPR, COLE ERE LTS. 





と 繋 っ て いる 。 そ の 他 : 
旋 到 米粒 大 の 不 整 形 の 黄色 斑 が 無数 に 散在 し て お り , 爾 他 の 肺 野 は 圧迫 無 % 


り 固有 の 形態 を 議 引 し 得 


高 上 に 鳩 卵 大 正 円 形 の 幅 聞 
右 膝 関 節 の 上 で 表 


に 睡 岩 し た 部 分 を 切開 する と , 灰 褐 色 泥 状 の 膜 様 物 を 出し , PERF SARA 


し wy 


BUPA & MIBK & 1 OMA HD Struts, HEL SWE 7 


HAS & PALIT BRAS ER C fi EL. AER CD 2 , 


oT to, En: 


こ 肺 
ht 


"| \ 
„u 


TEL + a3 
7 / 

皮 面 

BEZ 


titi Ade 








以上 の 副 稔 所 見 か ら 本 隆 場 は 右 肺 上 葉 に 発生 し た こと は 明らか で あっ て , 恐らく 埋 渡さ れ た 
右 気 管 枝 に 原発 し た も の と 思わ れる 。 編 開 洞 に 全く 所 見 を 欠く 故に 綻 編 洞 原 葉 の 肪 進入 腫 場 は 
BERND WVBR LAA ERD MGS MEA ERIC DN LO LRH, 内 
AACA DS Ac IEP EE HO HCHS 

〔 組 織 学 前 所 見 j」: と ころ が 組織 学 的 に 検 す る と , HEBEN A LI な 像 が 余り に 
も 多い の で , 剖 検 所 見 と の 矛盾 を 何 ぅ 理解 すべ きか に 困難 し , さら に 大 標本 を 作っ て 精 槍 し た 
組織 は 部 位 こよ り 様 相 を 異 に し , 大 絢 す る と 1) 小 円 形 万 至 卵 円 形 細胞 が 充実 性 に 配列 し , 
索 状 の 間 質 に ょ っ て 


に 配列 し 巣 を 形成 する こと な < 








PICK At one RAO, 2) 主として 紡 鍵 形 の 細胞 が や や 密 
(> 肉腫 と の 鑑 引 に 困難 な 部 , 3) 胞体 か ら 和 突起 を 出し た 性 状 力 


MA ICAL, 一 見 し て まさ し く 次 腫 を 想像 させ る 部 分 , 4) いわ ゆる 





32 i GE 1% NE 
Alvelar-cell Cancer に 類 し た 構造 を 示す 部 分 に 分 ける こと が で きる 。 各 部 は 相互 に いり 混 


っ て 存在 し 明 須 な 境界 は な い AG C boi il MI 血管 内 乃至: KES =a II Nie NEE do De ee 


BRAS ML NEE NZ .=g rT) Sy __.3% oe ABs テ 。 Ar Ai: は — 
HE EY? Rie A i) A 上 記 4) は 新 の 部 に 3 し て で いる て と が 明 HDDs To Ar aL $ 得 ! or, Ar 


ACHERN TTON TI & ARSC HEN an. KK, Wa BE LBIC ES 


L Ch 


腺 癌 形成 像 は どこ に も 見 当ら な か っ た 。 3) BV TBE 





瘍 細胞 に 絡 っ て いる 如く で あっ た が , 鐵 銀 法 に よっ て 検 す る と 好 銀 線維 
j ら か に desmoplastic な 性 格 を 有する こと は 否定 で き な い 。 腫瘍 細胞 の 核 
は 大 所 円 形 乃至 桶 円 形 で クロ マチ ン 量 は 不定 , 核 小 体 不明 瞭 。 胞体 の 境 見 も 概して 不 分 明 で あ 


主として 骨膜 外 に 増殖 し て いて , その 組織 像 は 原発 利 と ほぼ 








以上 を 9 - 本 例 は 若年 者 に 発生 し た 称 な 肺 協 例 で あり , (EEA EAN ERIC E21 


Fe stapes. ae Be ee ee TEE かつ HERE) Ga >. MELA 
移 か 行わ れ た に も か か わら ず , Alis PORN EB OFT, A er BMI 


の み 末 隔 転 移 を 形成 する と いう や や 稀 な 夢 延 形式 を と り , 組織 学 的 に は 非常 に 未 分 化 な 様相 ? 


A 稀 な る 部 位 へ の 転移 を 伴っ た 朋 臓 始 の 一 間 検 例 
横路 謙次郎, 佐々木 究 (広島 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
An Autopsy Case of Pulmonary Carcinoma with Metastatic 
Growths at Unusual Sites. 
KENJIRO YOKORO, KIWAMU SASAKI 
8 FO'HS, 1954445 FAP AK Re. 7 AGL OIRO me eS 
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に 路 導 も 多量 と な りか つ 右 前 胸部 に 腫 癌 の 突出 を 来たし た 。9 月 に Azaguanin 使用 に より 導 
痛 は 軽減 し た が 全身 状態 悪化 し 約 4 ヵ月 の 経過 で 同年 9 月 17 日 死亡 し た 

al: 1. 右 肺 上 葉 に 原発 し た 肺 瘍 。2. 右 肺 中 葉 。 左 肺 下 葉 。 心臓 , 両側 腎臓 。 両側 
aN, Bil, Aula, 結腸 , 右 胸 部 皮膚 , 腹部 友 下 へ の 広汎 な る 転移 巣 形成 。 3. 光世 結節 CE 
防 門 部 , 後 縦 隔 洞 , 腸 間 膜 . BURRS) へ の 転移 。 4. 悪態 症 、5. 心 拡張 6. 高度 乃至 中 等 度 
の 肺 水星 。7. 両側 療 着 性 助 膜 迷 。8. 軽度 の 臓器 凌 縮 (FF, 770 gm : HE, 95 gm : &, A 100 


に 


gm: & 117 gm). 9. 中 等 度 の 大 動脈 硬 変 症 





肉眼 的 所 見 概要 : 右 肺 上 葉 は 巨大 な る (19X16X11 cm) fi 
を 基調 と し て 黒色 の 部 を 混 じ た 紋 理 状 を な し , ML GRRAMEOVRE ALTRI ED 
聞 に は 肺 実質 の 存在 は ほとん ど 認 め ら れ な い 。 上 上 葉 に 入る 気管 支 槻 は 分 枝 後 約 2 て 3cm の 部 
位 に お いて すでに 腫瘍 に て 充満 せら れ , その 構造 の 追求 か で き な か っ た 。 右 胸 忠 
12x13x7cm ORMCBWRESAKRAMHASS. 割 面 は 灰白色 , 赤色 , 黒色 等 の 部 か 地図 


r 


RA LRA ED PETG BR A EA HL HERD HS 





右 入 上 上柴 腫 揚 組 織 と 連絡 する 。 心筋 は 色調 強く , 有心 室 心 内 膜 直下 に 小豆 大 の 灰白色 蛋 癒 2 個 
を 記 む 。 有 肺 中 葉 内 緑 下端 部 に 示 指 頭 大 の 同様 腫瘍 1 個 を 認め る が 周囲 と は 比較 的 明 腰 . こ 境 さ 


れる . 膜 腔 内 に お いて は 両側 腎臓 表面 に 示 指 頭 大 乃至 米粒 大 の 灰白色 , HRT SASS ETE 
FS. 隊 臓 に お いて は 頭 , 体 , 是 部 に 抽 指 頭 大 の 同様 腫 宿 利 々 1 個 を 認め さら に 両側 副腎 は ほ 


と ん ど 腫 揚 組 織 に こよ ょ っ て 置き 換え られ て い 腸管 に お いて も 往 陽 , RE NED 


0 


散在 を 見 る 。 腹 忠 に お いて は 肝 上 部 お よび 左下 腹部 に 約 5X3cm O HOPE: SMM H © 1 
個 を 触れ る 
組織 学 的 所 見 : 腫瘍 の 組織 像 は 部 位 こ に よっ て 異 る が 肺 騰 に お いて は 比較 的 基質 に 愛し く 多 


nut vo の 


銀 標本 に より 瀬 く 胞 巣 構造 を 知る 程度 の 部 位 も 存在 する 。 腫瘍 細胞 の 大 さ は 大 小 種 く に し て そ 


の 形態 も 円 柱状 。 類 椿 円 形 乃 玉 多 角形 に し て 異型 像 強く , 多数 の 桜 分 興 像 が 認め られ る 。 原形 
質 は 概して 明る く 核 は 大 型 乃 到 中型 で 色 質 量 中 等 度 に し て 核 小 体 は 不明 の も の が 多い 。 か か る 


ail + ナ NE 
In 


Da 





EN ALISA ER OD HUE te AST EBA. Don 
示し て お り , Alla ko CHRO ARAMA ACF LL, BEN bE RA LO NOD a 
DSIRE AAR LV DN SME HAE ES SBLDS. BOMB ACB TLONK 


TONER > CAM SIERO FF iin sit SL AERO ATS 


DFR SL StS. WN, | ZFS PE RB, PREVA ATC IST RA SS 


a At SAM 
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(WOW MO Caras: & LCR (Be ATL TL BIC LIEFERN TS DD 
次 構造 を と る 部 位 が 多い が その 組織 像 は 極め て 多様 性 に 富ん で いる 
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eee : 一般 に 閣 細 胞 は 血 流 中 に お いて は 破壊 され 易い と され て いる が 本 例 の 経過 を 見 る に 
IE 5 以来 約 4 ヵ月 で Pats os し か も 所 お に 発 果 に お い RM は 巨 で な 腫 癒 を 形 KL, その 組織 像 は - 多様 
性 に 富み 。 また 全身 遠隔 臓器 に 多数 の 転移 巣 を , こと に その 或 る も の は 対称 的 に 形成 し て お り , 


か つ 洪 思 結 節 転 移 が 要 し て 少 い 。 か か る 諸点 より 考察 すれ ば 右 肺 原発 巣 よ り 腫瘍 細胞 が 肺 静 上 


を 経て 全身 血 流 に 入り いわ ゆる 失 種 性 転移 を な し た も の と 見 人 さ れる 。 特に 心臓 に お いて は 転 
移 巣 か 右 心 室 心 内 膜 直下 の 筋 層 に あり , し か も 心 外 膜 ae ae BR 
PAM SNEVOT IAMS EDIRC lt SEEN ORAL ID EU DO. BAK 


プ 


心臓 に お ける か く の 如 き 転 移 形成 は Foot 等 , お よび Morris が 睦 臓 韻 お よび 胃 訪 に お いて 
各 1 例 を 記載 し て お り , また 心臓 に な いて は 左側 より は 右側 に 多い と い 5 従来 の 記載 と も 一 致 
し て お る 。 Willis に よれ ば 500 例 の 悪性 風 場 中 腸管 に 転移 形成 を 見 た も の は 10 例 で その ぅ ち 


1 例 か 原発 性 肺癌 に よる も の と の 記載 が あり 非常 に 稀 な も の と 考え られ る 。 徒 来 原 発 性 肺癌 は 


他 の 問 幅 の 転移 形成 が 光 思 行 性 に よる こと が か 多い に 反し 血行 性 こよ る こと が 比較 的 多い と され 
こい る か が 本 例 も これ に 該当 する 例 と 考え られ る 。 


95. 脳 底 上 皮 園 硬 を 伴っ た 原発 性 瀬 間 性 背 髄 髄 由 部 腫 症 
山中 2, 日 野原 重明 , 橋本 敏雄 


Primary Diffuse Carcinomatosis of the Spinal Meninges Accompanied 
with a Cancerous Epidermal Cyst of the Base of the 
Brain. Report of a Case of Autopsy. 
AKIRA YAMANAKA, SHIGEAKI HINOHARA, TOSHIO HASHIMOTO 
(St. Luke’s Hospital, Tokyo) 


The case presented here is very unusual in that a cancer of epithelial nature 
occurred in the spinal meninges. 

Report of case: A 57 year old man was admitted to the St. Luke’s Hospital 
in Tokyo on Sept. 11, 1954, complaining of severe headache of the occipital area 
and palsy of the lower limb. The illness began in March, 1954, with the appea- 
rance of the herpes zoster on the right chest. In July, the patient developed 
motor disturbance of the left leg, and he became unable to walk. In August, 
lumbar tap and myelography showed no abnormality. The patient gradually 
developed difficulty in mictrition and defecation. On admission the patient 
revealed peripheral facial palsy of the right and hypaesthesis of the lower 
half of the body and motor paralysis of the left lower limb. Sensory distur- 
bance gradually developed up to D-5 segment of the spinal cord and the right 
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lower limb became paralyzed later. The liquor revealed an increase in protein 
(0.14%), and in pressure (260 mm H,O). No block of the subarachnoid space was 
noted. On Sept. 20, the patient developed severe headache, stiffness of the 
neck and Kernig’s sign. In October, he again developed herpes in the left 
side of the chest with marked pain and also paralysis of the oculomotor nerve. 
The patient expired on Nov. 4, 1954. 

Autopsy (thirteen hours after death): No tumor of either primary or metas- 
tatic nature was found in viseral organs except for the base of the brain and 
spinal meniges. There was a cyst of irregular shape as large as a small hen’s 
egg upon the arachnoidea in the base of the brain. Its content was light yel- 
lowish mass like sauer cheese. A pearl of half a rice grain size was attached 
on the cyst. There was no direct connection between the cyst and brain sub- 
stance itself. The subdural or subarachnoid space of the spinal meninges was 
occupied by a diffuse infiltration of tumor like mass. The most marked change 
was found in the thoracic segments and the least in the upper part of the cer- 
vical segments and the lower part of the lumbar segments. In the fifth to 
eighth segments of the thoracic cord, there was marked damage of parenchyma 
of spinal cord, due to the invasion of infiltration and also by myelomalacia of 
the cord. 

Histologic examination: The tumor which developed intrathecally was diag- 
nosed squamous cell carcinoma, because of existence of apparent formation of 
pearls and presence of intercellular bridges between the cancer cells. The 
stroma was also diffusely infiltrated by spindle shaped cancer cells. There was 
an infiltration of cancer cells around and inside of the roots of the spinal. 
necves. The wall of the cyst of the base of the brain consisted of layer of 
heterogenous epithelial cells for the most part and normal squamous epithelium 
accompanied by horny layer partially. he heterogenous cells were rich in 
protoplasma, had large nucleus and showed marked polymorphia. Numerous. 
mitosis in the cells were noted. 

Summary: A case of squamous cell carcinoma which was considered to have 
developed primarily at the base of the brain and spinal maninges from the 
following reasons: There was no primary or secondary tumor in any other 
organs, no evidence of invasion by extradural tumor, no abnormal finding in 
the cranium and the hypophysis, while there was found a carcinomatous epider- 
mal cyst at the base of the brain. It is not clear whether the spinal diffuse 
tumor is the metastasis of the cancerous epidermal cyst of the base of the 
brain or of primary nature in its origin, because it is not unusual to see mul- 
tiple teratoid cysts in the spinal cord. Histological appearance of the cancer 
at the base of the brain is apparently different from that of the tumor of the 
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spinal meninges and there is no apparent connection between the cancer at the 
base of the brain and the tumor of the spinal meninges. 





96. 乳癌 の 再発 と し て 広汎 に 骨 転 移 を が し た 一 症例 
山元 清 一 , 石原 実 , 川島 吉良 (Krk 


A Case of Wide-spread Bone Metastases Occurring as Recurrence 
of Mammary Carcinoma. 
SEIICHI YAMAMOTO, MINORU ISHIHARA, YOSHIRO KAWASHIMA 


4 MARAE EET OLE EL LT 8-Azaguanine の 大 量 投与 を 行い 。-- 時 的 に 症状 の 
ま か が あり , か つ 生 命 が 延 長 し た る が 如く 思わ れる の で ここ に 区 床 な ら び に 市 検 所 見 を 中 心 と 
ンー ミ +2 





CHE 36+, 18 +4 月 結婚 。 GAAS I, た だ し 第 5 回 妊娠 は 31 才 6 月 に 4 ヵ月 で 人 
ei. Bee : ESL. 既往症 : 乳 痛 以外 閉 患 無 。 初 経 15 FEAR, HE: 34 才 の 昭和 27 
年 5 月 右 乳 坊 の 根治 手術 を 受け 全治 の 状態 に あっ た が 28 年 5 月 頃 よ り 右 上 肢 の シビ レ 感 , Gt 


痛 を 訴え , 12 FRM ROR, さら に 29 年 1 月 再発 巣 に レン トゲ ン 照 射 療 法 を 





Siti, 29 年 6 月 右上 野洲 風 商 痛 ・ 運 動 不能 お よび 腰痛 , 歩行 不能 を 主訴 に 名 大 婦人 科 に 入 
Se, 入院 時 , 頭 部 に 便 い 小指 頭 大 乃至 持 指 頭 大 幅 癒 を 7 個 , ARV LIC RAIS 1. 右 
胸壁 助 骨 沿 い に 投 指 頭 大 骨 翌 便 固 な 腫瘍 数 個 を 認め た 。 皮 上 暦 に は 転移 巣 と 思わ れる 結節 状 腫 閣 
BEREIT AT EZ 2 個 存 在 し た 。 肝 は 助 管 弓 下 に 3 横 指 触 れ , 腹水 を 認め た 。 内診 
附属 器 鶏卵 大 幅 大 し 左 や や や 増大 し て いた 。 赤血球 217 77, EIER 3,800, ゲー リー 
3905, テオ ジン 好 性 白血球 1%, 中 性 78.59, リン バ 球 16.5%, 単 核 球 490, 骨 の レン トゲ 
所 見 と し て は 頭骨 , Die, 胸椎 11 12, 腰椎 全域 。 骨盤 。 ALTE LON, He, A 
BP im A EB RB Ae PAD Te 

RZ: SLO ARATE PRE. 

pr SOIC RARE: 6 B12 8 & 6-Mercaptopurine 7ki#A 1 |p] 100 mg Bias 
13 ja, 引続き 6 月 30 日 より 8-Azaguanine 内 服 1 回 300mg 連日 投与 開始 し , 9 IMIR 
DT 月 8 日 に 至り 右上 役 形 痛 お よび 腰痛 軽減 し 浮腫 減退 せり 。 7 月 15 日 腰痛 治療 。300 mg 20 
回 内 服 後 の 7 月 21 日 に な っ て 始め て 歩行 可能 と な る 。 7 月 223 日 赤血球 314 万 , 白血球 4,700, 
ザー リー 46%, エ オ ジン 好人 性 白血球 6%, 中 性 5422, リン パ 球 3622, 単 核 球 4%, さら に 転 
Fan Het 18 al, 輸血 9 Il, 8-Azaguanine 内 肥 300 mg 57 1 (9 月 4 日 迄 ) 投与 を 行 
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っ た 。 9 月 5 日 か ら は 8-Azaganine 内 服 1 回 500mg に 増量 し 29 回 (10 月 2 日 迄 ) 投与 , 
9 月 9 日 か ら 8-Azaguanine 1 回 80mg 15 回 連 注 , 13 日 か ら レ 線 照射 24 回 (10 月 19 日 迄 ) 
実施 し た 。 か く て 10 月 上 旬 ま で は 首 痛 軽減 , 歩行 可能 の 状態 が 続き 再発 悪化 の 徴候 は 認め ら 
れ な か っ た 。 10 月 12 日 赤血球 256 万 , 白血球 4,400, ザー リー 46%, エ オ ジン 好人 性 白血球 
1%, 中 性 46%, リン ボ 球 2522, BER 10% に し て 人 入院 時 と 変化 は な か っ た 。 10 月 2 日 で 
8-Azaguanine 投与 を 一 旦 中 止 し 経過 を 観察 する こと に し た 。 し か る に 10 月 ALOK 
出現 し 歩行 困難 と な っ た の で 8-Azagunine 1 回 80mg 連 注 開始 し 死亡 前 の 11 月 14 日 まで 
24 向 と さら に 内 服 500 mg 5 回 併用 し た 。10 月 29 日 に は 上 肢 商 痛 緩解 する を 見 た が この 頃 よ 
DM < RR, 悪心 忠 吐 か あら われ た 。 そ の 後 悪化 の 一 途 を 錠 り 11 月 15 日 死亡 し た 。 入院 
期間 は 5 ヵ月 余 に し て 使用 し た 8-Azaguanine の 総量 は 内 服 34,100 mg, 注射 3.200mg で 
6-Mercaptopurine は 1,300 mg で あっ た 。 

剖検 所 見 : BE Wi, 心 以外 の 全身 諸 臓器 組織 に 転移 を 認め た -。 

租 織 所 見 : 一 般 に 小型 の 細胞 より な る 単純 韻 乃 至 腺 意 像 を 呈し 癌 細胞 核 は 所 LA 
胞 巣 は 小型 に し て 間 質 に は 結 締 織 増殖 が 著 明 で あっ た 。 骨髄 お よび 肩 甲 部 筋肉 転移 巣 の 一 部 煽 
巣 は 変性 壊死 に 陥り 結 締 織 増生 で 置換 され た 感 を 与え る 部 分 を 認め た 。 勝 上 方 部 の 皮膚 転移 結 
節 の 中 央 部 は 壊死 に 陥っ て いた が これ は 肉眼 的 に も 着 肝 状 に 聞 度 を 彼 り 壊 移 巣 で ある こと が 明 
膝 で あっ た 。 こ れ は 入院 時 に は 見 られ な か っ た も の で ある 

GE): 36 手 の 妨 閣 手 術 後 の 広汎 性 転移 症例 に 対し 8-Azaguanine 内 服 34,100 mg, 注 
4} 3,200 mg, 6-Mercaptopurine 1,300 mg 注射 と レン トゲ ン 照 射 療法 を 併用 し 5 ヵ月 余 に 
BH) GR LA, PIERRE, 歩行 可能 に まで 症状 軽快 せしめ , AR TINO DD 
全身 技 移 と , これ が 組織 検索 に より 閣 巣 聞 質 結 締 織 の 赦 明 な 増殖 お よび 冶 巣 の 変性 壇 死 な か ん 

すく 腹 克 皮 膚 転移 結節 の 明 腰 な る 壊死 を 確認 し な お 肝 , Mi, oo BE, BED HUT 
実質 内 出血 ある い は 組織 壊死 等 の 変化 を 肉眼 的 組織 的 に 全く 認め な か っ た 


97. 再び 両側 原発 卵 管 冶 の 1 例 
増 潤一 正 , 御園 生 義 良 , 田中 良 ( 韻 研 婦人 香 病理 ) 


A Case of Bilateral Primary Cancer of Fallopian Tubes. 
KAZUMASA MASUBUCHI, YOSHINAGA MISONOU, MAKOTO TANAKA 


原発 性 卵 管 妨 は 比較 的 稀 な 疾患 で わっ て , 日 本 に お ける 報告 は 今日 まで に , わずか に 21 Al 
報告 せら れ て いる に 過ぎ な い 。 当 科 に お いて は , さき に 一 側 性 (産婦 の 世界 , 4 : 476 一 753, 
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1952。 冶 , 43 : 393 一 394, 1952) お よび 両側 性 Gi, 45 : 301 一 302, 1954) の 原発 卵 管 坊 の 症 
例 を 報告 し た が , 今回 さら に 両側 原発 卵 管 六 の 症例 を 経験 し た の で 追加 報 香 する 。 欧 米 で は 右 

左側 お よび 両側 の 症例 の 比 は 1:1:1 で ある が , 本 邦 で は 両側 性 の 症例 は 極め て 少な く , 
最近 の 岡田 の 報告 (産婦 の 実際 , 3 : 408 一 413。 1954) な ら び に 本 症例 を 含め て , 22 例 中 に わ ね 
ず か 5 例 に すぎ な い 。 

症例 : S243 DAA. RO SEBROANME CIEL. SURE, 初 経 17 +, 以後 正 順 , 持続 
5 日 , 中 等 量 , 月 経時 腰痛 あり 。 結婚 18 +, 6 回 妊 妊 。5 回 正常 産 , 1 回 自然 流産 。 初産 19 
才 6 ヵ月 , 終 産 27 才 3 ヵ 月 。 閉経 1953 年 12 月 、 既往 症 は 1952 年 メト ロペ チー と 言わ れ て 採 
MEAS A 5 (Pte. 

現 症 経 過 : 1954 年 4 AGL DARE FL, 同年 7 月 初旬 より 不正 性 器 出 血 あ り , 
下腹 痛 が 時 々 あら われ た 。 初診 7 月 15 日 。 当時 栄養 中 等 変 。 や や 貧血 す 。 子宮 障 部 平滑 , 子 - 
iti, 大 き さ お よび 便 度 や や 増加 。 右 附 属 器 は 触れ ず 。 左 遇 属 器 は 超 鶏 卵 大 で 凹 凸 不 正 俳 
固 に 触れ , TONER LU Douglas RMic Ee CRS, BA ARR AIC CHS 
を 認め ず 。 子宮 内 膜 診査 拉 民 により, 上皮 成分 は 壮 縮 し て 悪性 所 見 は 全く 認め られ な い 

診断 : 左 附属 器 悪 性 腫瘍 (卵巣 訪 ま た は 卵 管 六 の 疑 )。 7 月 19 日 入院 : 体重 44.5 kg, R. 
413 75, Hb 80% (Sahli), 血 沈 1 時 間 42mm, W. 7,400 で 中 性 嗜好 杏 状 核 82, MSN 
HY 6% で ある 。 血圧 120~80, 


ラー 


58%, リン パ 球 24%, エ オ ジン 細胞 4%, 大 党 核 な ら び に 移 : 

硫 ワ 氏 反応 陰性 。 尿 異常 な た し 。 子宮 卵 管 造影 術 で は 右 卵 管 は 閉塞 し て 影像 を 欠く 。 左 卵 管 は 
抽 指 大 の 腸詰 様 の 影像 を 足し , 腹腔 端 は 閉鎖 し て いる 。 そ こ て で 左側 卵 管 坊 を 妊 い , 7 月 23 日 
手術 施行 。 開腹 する に Douglas 氏 容 に 血性 毅 疲 性 の 腹水 約 100cc を 認 む 。 著 明 な 所 見 は 左 
右 の 附属 器 は 両側 と も 超 測 卵 大 の 便 央 な 腫 窟 を 形成 し , 子宮 後面 お よび 骨盤 克 と 疹 着 し て いた 
左右 の 骨盤 内 光世 腺 は 困 * と 人 硬く 隆 眠 し 包 出 困難 で あり , さら に 上 方 を 触診 する に 後 腹膜 お よ 
び 胃 部 こも 硬 き 腫瘍 を ふれ た 。 子宮 な ら び に 附属 器 の 全 呈 除 術 を 行なっ た 

NEAR > 両側 原発 卵 管 六 (卵巣 転移 お よび 境 隔 転移 ) 

別 出 材料 肉眼 所 見 : 左側 附属 喘 ほ は 卵 管 の 正中 側 2.0cm が ほぼ 正 常 で ある 他 は 波動 著 明 な 
卵 管 の 膨 隆 (6.0x1.8x1.0) を 包含 する 半 卵 大 (6.7X4.2X3.5) の 灰白色 の 腫瘍 を 形成 , 卵 管 部 
を 除い た 大 部 分 は 去 実 性 弾性 硬 で 卵 沙 に 相当 する と 思わ れ , 線維 性 療 着 を 伴い か つ 粗 大 分 柴 状 
乃至 粟 桜 大 突出 を 認め る 。 卵 管 膨大 部 割 両 は 白色 乳 只 状 弁 瘍 増殖 に よっ て 充満 , SREB ZI 
峠 瘍 中 に 包含 せら れ 不 明 で ある 。 卵巣 は ほとん ど と 腫瘍 に より 置換 せら れ 卵 巣 組織 を 議 引 で き な 
い 。 割 面 で は 去 実 性 で 小豆 大 程度 の 分 割 構造 を 呈し , 数 個 の 米粒 大 小 本 胞 形成 を 散見 する 。 右 
側 附属 器 は - 一 見 卵 管 水 有 種 を 思わ し め る 卵 管 の 膨 際 (6.3x3.3X3.1) と 卵巣 (2.5X1.7X1.5) と か 
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で 疹 着 を 示し , 1.7xX1.4x1.3 の 表面 出血 性 の 示 指 頭 大 の 結節 隆起 を 呈し 舟 弥 午 造 は 不明 


Lid; 
CHS, WEAR ACAM AIS 6 o CHESS, 卵巣 は 小指 頭 大 の 器質 化 せる 血性 本 
ja 1 個 を 見 る 他 は 壮 縮 性 で 著 姿 を 欠く 。 子 宮 の 大 き さ は 正常 で 内 向 は 壮 縮 性 の 他 著 変 を 認め な 


組織 学 的 所 見 : 卵 管 粘膜 は 両側 と も 子宮 側 肉 眼 的 に 正常 と 思わ れ た 部 分 は 中 等 度 の 慢性 


揚 組 織 を 認め な いかが, 外側 膨 隆 部 で は 著 明 な 防 哨 状 。 BEP EHRE 4 





て いる 。 こ と に 右側 失 敵 部 で は 示 指 頭 大 の 有 茎 性 乳 叶 増 殖 が 目立つ 。 右 卵巣 は 瘍 浸 
補 め な い 。 左 卵巣 は 先 線 部 に 相当 する 部 分 近く で は 卵 管 部 と 同様 の 像 を 示す が , fl RAM 


リン バ 管 災 の 散在 の 目立つ 発育 で 線維 形成 性 の 部 分 が あり , その 聞 に 少量 の 卵巣 実質 が 残存 し 


age 1 > Kran L < 大 _ wp 
て いる に すぎ な い 。 す た なわ ち 外 管 療 着 部 附近 は 連続 性 浸潤 で ある が , 他 の 大 部 分 は 転移 性 の 成 
長 に 基く も の で , 卵巣 原発 癌 と は 明らか に 区 引 さ れる 。 岳 栄 は 大 部 分 が 乳 叶 腺 腔 形成 性 で ある 
が か 一 部 で は 軽度 の 充実 傾向 を 示す 。 ま た 子宮 角 膜 下 の 彰 性 リン ぷ 管 央 も 数 個 認 あられ か な り 早 


期 に 広汎 な 拡 り を 呈し た も の と 考え られ る 


98. 一 側 卵巣 の Granulosa cell tumor と 胃 冶 より 他 側 卵巣 
Krukenberg FRM % LZ 1 HARP 
吉村 義之 , 松岡 規 男 , 木村 健三 , 船越 正美 (HRERRFREFZE 


An Autopsy Case of Stomach Cancer with Krukenberg’s Tumor (Left) 
Following the Right Ovariectomy (Granulosa Cell Tumor) 
YOSHIYUKI YOSHIMURA, NORIO MATSUOKA, 

KENZO KIMURA, MASAMI FUNAKOSHI 





の 家 婦 の 時 朋 経 す 。 昭 和 28 年 
E 状 たき ため 放置 せる も , 7 月 10 SPRACHE 





か 4 J 
の 診断 の 下 に 開腹 術 時 腹腔 に 約 1,200cc DER, 右 卵 巣 の 破裂 , これ を 捕 出 す 
B 栄 異常 な た し 。 岳 出 卵 栄 は 組織 学 的 に granulosa cell tumor で あっ た (CORE 





て は 29 年 4 月 本 学会 に 報告 し た )。 以 後 経過 良好 。8 一 9 月 の 間 に 3 回 月 経 様 出 押 あ 


ZICH 


1,7 LI 


8 月 頃 よ り Ua, Beim, 便秘 を 訴え , 貧血 性 。 胸部 に は 異常 な た く , 9 月 胃 透 捉 に 


Nische, 陰影 欠損 等 は 認め られ ず , た だ し 便 に 潜血 反応 陽性 。29 年 1 月 頃 ま で 同様 症状 持続 。 
RIT SX I 





RC, 胃痛 が 現れ た が , 仕事 に 従事 し て いた 。 1Acks TER Ei 
に な り , 2 月 中 旬 の 叉 線 透 視 に て 初め て 胃 に 異常 な 陰影 を 認め た 。 4 月 に は 腹水 出現 。 5 月 中 


AZ 
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剤 検診 断 の 重なる も の は : ① 右側 卵巣 摘出 の 状態 (granulosa cell tumor), © Hi 
MEM LA CRS AICI L BER EOMEY LEO LEMME ¢C Rem 
(時 , BE, BER) AOMPERIM, #9 1,600 cc DHS MLE BK, D 左 卵巣 に お ける Krukenberg 
RS, © BARSLORRACS, 左側 副腎 へ 転移 。 で あっ て その 他 は 痛 に 見 られ る 亜 
次 質 お よび 循環 障 旭 の 一 般 的 変化 に すぎ な 

組織 学 的 所 見 : 約 1 年 前 に 柄 出し た 右 MO 
主として “microfolliculoid pattern, cylindromatous pattern” 等 が 認め られ る - 一 部 室 
型 条 な granulosa cell tumor で ある が , Krukenberg 氏 隙 瘍 と みみ られ る 左側 卵巣 は 定型 的 
SBR CH oC, REECMMIALAS. Ait Heh C-BARMORLEL, 従っ て 左側 

TB... ran. ARE ST SB AIR EMA sO ET 
あり , HEMI AOTHIC HS SABBERL IE 

AID ABEL OBER DD 2 HH MADRID 
Bir4e< WMOLOC, 右側 の 卵巣 が た また まき 破裂 を きた し , 早期 に 婦人 科 的 処置 の 対称 と な 
っ た 。 そ の 当時 すでに 胃痛 が あっ た と も 考え られ る が 少く と ふ 左 側 卵巣 こ に は 臨床 的 に 異常 の な 
か っ た 事実 は 胃 冶 の 転移 は 術 後に 起 っ た こと を 思わ せる 。 granulosa cell tumor の 存在 に 
て 女性 ホル モン に 異常 の ある こと は 推定 で き , 従っ て この 岳 出 が や や 急激 な ホル モン の 変 
員 を も た ら す こと も 推測 され る けれ ども , この こと が 骨 冶 の 発育 に 如何 に 意義 が ある か は 明 ら 
か で な い 。 さ ら に また 一 元 的 に 胃痛 が し ば し ば 記載 され て いる 如く 両側 卵巣 に 転移 を 起 し た 可 
能 性 も 考え た が , 左右 の 卵巣 の 組織 像 か ら そ れ ぞ れ 列 個 の も の と 見 仙 す 方 が 朋 当 で あり , 従っ 
て 記述 の 如く BBE UCRETS 


99. 上 吾 洞 お よび 子宮 に お ける 重複 韻 の 1 RT 
( 附 重複 腫瘍 の 統計 的 考察 ) 
小野 忠彦 , 山田 耕司 (東大 病理 ) 

Coexistence of Adenocarinoma of the Uterus and Squamous-cell Carcinoma 
of the Maxillary Cavity : Report of a Case. (Statistical Observation 
upon the Primary Multiple Tumors) 

TADAHIKO ONO, KOZI YAMADA 
i] Arc tsi} ZRH OHR ERI << feds, FAZ EAL LK BE LUT 
fet SHEP, 私 の 調べ た 範囲 内 で の 本 邦 例 は 次 の 2 例 の み で ある 。 す な わ ち 小 株 氏 の 上 
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引 の 扇 平 上 皮 交 な ら び に 直腸 の 腺 問 , BARD Behl baa (REY be 

し 以上 の 2 例 も 臨 果 診断 で あっ て , 麟 和 検 上 決定 せら れ た も の に 

Vs, PFA LAA ce DOF BIC SIO 1 ARD D 

報告 し , 併せ 東大 病理 最近 10 FRC KS EHE TEE RE bo THEL 
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症例 : 川 び ひさ 〇 , 534 2, BA, MARBH: 右上 
25 年 9 Ait bAPASE, それ と 前 後 し て 性 器 出 箇 に 気が付い て いる 。 同 25 年 11 月 , 日 赤 中 
笠 な ら び に 病理 部 に お い BREA (FEEL ERR) の 診断 を 受け , 子宮 全 列 除 術 


CHE 
を 行い , 同 27 年 7 月 鼻 出 血 で 東大 耳鼻 咽喉 科 を 訪れ , 9 











を 受け て いる 。 その 後 深部 治療 等 を 行っ て いた が 全身 万 弱 
月 利 籍 に 入 り 東 大 病理 学 教室 へ 送ら れ て き 


Dr ー ズ &. 
a hk ふも の で ある 


右側 | こ は Tumor が 充満 1 
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ALD ERIE, Abby 
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め ら れず , PRAM RR SOI EOUO MBIT Liz * の も の は 認め ら 






組織 学 的 所 見 ・ Fate a TSANG の 局 平 上 皮 頑 で 有明 腰 な L 
は 大 小 不同 , 核 は 空 胞 状 , 聞 接 分 裂 像 も 多 部 角 化 の 傾向 も bons, CORBY LEAD 


組織 像 は 肺 , 肝 , 鍵 部 リン パ 腺 に お いて も 認め られ た 






細胞 は 多層 性 で 索 状 に 伸び て いる 。 し か し 未だ 深部 増 






他 の 異型 の 程度 も 強く な い 。 ビ ル ロ ー ト は 多 
々 異 っ た 構造 ほ * を 有する こと , 


て いる こと , 3) 各 腫 瘍 は 各々 それ ぞ れ の 転移 を 有する こと , 以上 3 つの 条件 を た 





々 腫 場 は それ ぞ れ 異 っ た 占 5 





す 坦 合 : こ お いて 始め て 各 腫 瘍 は 原発 性 で ある と い うこ と が で きる 。 私 の 症例 で は 2 OMA 
織 学 的 に 異 っ た 組織 像 (ELE OME HEELIZOWA) を 示し て いる こ 』 


Le gO, 円 柱 上 皮 冶 は 子宮 体 部 より 発生 し 両者 が か それぞれ の 績 官 に 特有 の 上 皮 か ら 発 生 し 





た 痛 で ある こと か ら ビ ル ロ ー ト の 第 1 な ら び に 第 2 の 条件 は 充 た し 人 得る も の と 思う 。 た だ 第 3 


の 点 で 上 顕 靖 は 技 移 を 有 し て いる が 子宮 痛 に お いて は 証明 し 得 な か っ た 。 推定 する に 子宮 体 部 





電 に 未だ 深部 増 殊 の 像 が な いと いう こと な ら び に 悪性 度 が 非常 
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こい た ら な か っ た 期間 に 早期 手術 に より 別 除 を 受け た た め に 転移 形成 を な し 得 な か っ 

また 第 2 OF SI LB tk 
f せ る と 理解 で き 易 いよ 5 で ある 。 
藩 性 原発 性 悪性 幅 瘍 と 認 む る に は 
教室 例 に お いて 見 る と きま 


2% 660 例 に つい て 17 例 の 重複 を 見 て いる 。2.522 の 割合 , 男性 5 Pl, 女性 12 Bi 
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に 子宮 (FIRE に EHE) に お ( ER 
HAO RP & LU CAFC BIT DRA 


と 阿部 氏 は 述べ て いる が わが 救 


109. 子宮 初期 冶 2 例 と Gastner の Gang の 残り と 関係 づけ 
られ る 細胞 群 1 例 の 連続 切 訪 に よる 検索 に つい て 
大 貫 勇 二郎 


Two Cases of Early Carcinoma and a Cellular Group as the Remnants of 
Gastner’s Duct: Histological Study by means of Consecutive Sections. 
YUJIRO OHNUKI 


(Department of Pathology, Tokyo University School of Medicine) 


Two cases of early carcinoma of the uterus and a case of a cellular group 
ascribed as the residuals of Gartner’s duct were described. These were en- 
countered in my 144 uterus of autopsy cases. The specimens were prepared by 
routine formalin fixed paraffin method. They were stained with hematoxylin 
eosin, azan, silver stain, PAS and mucicarmine. 

Case I. Age 57. Amenorrhorea since at the age of 45 years. Clinical diag- 


nosis: Banti’s syndrome. Grossly, length of the uterus 70 mm. 
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A small endometrial polyp. Portio erosion and myoma not perceptible. This 
specimen Separated from corpus and cervix and the cervix was divided into 4 
sagittal sections. Serial sections were mainly examined at the central two blocks 
about the epithelium of the cervical canal. Microscopic findings: This carcinoma 
was about 15mm in length, 2 一 3 mm in breadth, chiefly multilaminar spindle 
type, extending along the cervical canal and cystic cervical glands. At some 
places of this tumor, parakeratinized foci were distinctly found and on the other 
hand, there was adenomatous appearance observed. Mucicarmine granules were 
found positively in the cytoplasma of the tumor cells and in the adenomatous 
lumens. Most interesting figures found were considerable number of foci of 
the endocervical and subcylindrical basal cells, so-called ‘‘ reserve cell.’’ Especial- 
ly islet-like or emanating form of reserve cells were found under or near the 
endocervical epithelium and cervical glands. The tumor cells which were rais- 
ing the cylinder epithelium were invading into the lumen of the cystic glands. 
Moreover, tumor cells were intruding into these reserve cells and there were 
some sites where the boundary of them obscured and the cell contour certainly 
distinguished. There was supposedly transitional form between them. Sum- 
mary: This carcinoma was referred as of the origin of cylinder epithelium of 
the cervix with some cornifying cells, adenomatous lining, mucicarmine granules, 
and making transitional form with reserve cells, and these tumor cells were 
supposed to have kinship with reserve cells. 

Case II. Age 57. Clinical diagnosis: liver cirrhosis. Grossly, length of uterus 
60mm. Slight erosio portionis. A walnut-sized myoma at the fundus of the 
uterus. The specimen examined was portio vaginalis (measured about 20 mm in 
length) separating in six sagittal blocks and each of them completely examined 
by serial sections. Block 1 is right lateral portion and block 5 is left lateral 
side. Microscopically: This carcinoma was squamous cell type deprived of muci- 
carmine granules. About seven small subepithelial invading foci (max. diameter 
about 2mm) and at places about twelve minute invading foci were noted through- 
out the portio vaginalis except in block 5. Nine foci in block 1; 3 in block 2 ; 
2 in block 3 ; 4 inblock 3’ ; 3 in block 4. Especially, in the block 1, there were 
conspicuous findings that some subepithelial small invading foci were not vigorous 
and mitosis were very rare, some of the center were necrotic and several capil- 
laries and many reticular fibers were contained. In block 4, squamous epithe- 
lium was excessively hyperplastic with profuse mitosis and many capillary 
Sprouting in vertical derection was found. 

The nucleus was seemingly not so malignant and its arrangement was compa- 
ratively normal and the basement membrane was almost intact. 


Case III. Age 25. Clinical diagnosis: pericarditis. Grossly, length of the 
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uterus 60mm. Slightly hypoplastic. The size of portio vaginalis rather small. 
Microscopically: The cells were mainly of epithelial type with rather small 
spindle shaped, pyknotic nucleus and cell membrane was relatively distinct. This 
group of cells was in the myometrium, and disappeared at the depth of 15mm 
from the tip of the portio vaginalis. The cellular aggregations appeared as two 
ovoid cell clumps measuring about 0.6 mm at the depth of 10mm. There was 
occasionally encountered swarm of cystic cells which yielded PAS positive sub- 
stance and some of them revealed minute adenomatous structure. At places, they 
assumed well differentiated squamous cells, which finally connected with squam- 


ous epithelium of the portio vaginalis. 


VIL # 織 学 Histology 


101. ir PEACE itachi io 
て の 価値 考察 FIX 
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Histopathologic Studies on Metaplasia of Mucous Epithelium from 


Viewpoint of Carcinogenesis 
MASASUMI MIYAKAWA, ISAO SHIBATA 
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像 を 革 定 的 に 化 生 お よび 化 生 類似 の 変化 の 中 に 

ょ よわ ち 重 層 円 柱 上 友 型 。 
有 橋 局 平 上 度 型 と し た 。 
部 位 お よび 疾患 と の 関係 : 以上 6 つの 型 を 気管 枝 各 部 分 お よび 疾患 と の 関係 に お いて 観察 
すれ ば , 第 1 表 の 如く 重層 円 柱 上 皮 型 に は 各部 に 
い 気 管 枝 乃 至 は 上 葉 に ょ より 多い 傾向 を 示す 。 
向 は 特に 著しい 


こ 包含 し 。 さら に これ を 6 つの 型 に 分 類 し た 。 す 
重層 立方 上 皮 型 , 表層 局 平 上 皮 型 , 下層 局 平 上 皮 型 , 無 橋 局 平 


ナ する 差異 は ほとん ど み られ な い が 。 より 太 
重層 立方 上 皮 型 お よび それ 以下 の 型 で は ほか か る 傾 
疾患 と の 関係 は 第 2 表 の 如く 重層 円 柱 上 皮 型 で は 疾患 に よる 差異 は 認め られ 
な いかが, 局 平 上 反 型 に お いて は 気管 枝 痛 は 結核 例 よ り 閉 し く 低 い 


第 1 表 化 生 及 び 化 生類 似 秦 化 の 気管 ・ 気 管 支 各部 仁 と の 関係 
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#2# 化 生 及 び 化 生類 似 変 化 の 疾患 と の 関係 
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が 人 体 下 鼻 


甲 介 に つい て 指摘 され た , 


底 膜 下 硝子 物質 の 出現 : 前 


(標本 スラ イド 11 枚 供覧 ) 


SE BEBEEEME 


ARE HEL 


Rina 


ヨイ mE し EIKE 
POMS, ある い ! 
され る 好 銀 # RAE 


染色 に よ 


ワン ギー 


MED 
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の 硝子 物質 の 出現 に つい て 湊 の 如く 


シリ ン エ オジ ン 人 染色 に ょ り 物 


iE 
+ 多 量 に 沈着 し て 塊状 に 膨 出 し , し ば し ば 細 血 管 は その 中 
り SERRE Fic BRE 


認め られ な い 。 


ッ ン に より 赤 楽 する 。 
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の 化 生 と 認め 。 さら に 無 








中 全 化 生 と し , 他 の 二 者 を 不 完全 化 生 と し た 。 な お 前 述 の 痛 





て 完全 化 生 の 発生 が 多い こと は 注目 に 値する 。 私 共 : 
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生後 の が ン 化 傾向 が 大 きい の で は な い 


こと は 生理 的 の 局 平 上 度 と 多 列 円 形 上 度 
SORIA A LHR), 化 生 か 生理 的 か の 


化 生 変化 と ガン 化 人 
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定 は まず これ を 確か め あて か ら と 思う ド 甲 介 部 4 ヵ 、 ら の が ガン 発生 は 少 い こと ょ は 宮川 天 の いわ れる 通り で あ 
る 
富川 正澄 : 木村 哲二 教授 : PAS FRR PER ol 
記 へ の 化 生 の 強い と ころ が 多い に か か ふわ ら ず , OMCs 
ます 。 種々 な る 御 教示 を 感謝 し ます 


102. FPR HE lc IF 0 


林 ER, 松山 圭吾 HE eH 
On the So-called “Non-typical Proliferation ” of the Bronchial Epithelium 
KATSUJI HAYASHI, KEIGO MATSUYAMA 
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» 化 生 的 お よび 正 型 的 増殖 像 に や や 弱い 。 こ れ に 反し て 第 


ある 硝子 様 肥厚 を 議 い 上 反 下 組 
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103. 原発 性 肺癌 : 自家 判 検 例 60 例 に お ける 病理 組織 学 的 研究 
竹本 和夫 


Primary Carcinoma of the Lung; A Histo-pathological 
Studies on 60 Autopsy Cases. 
KAZUO TAKEMOTO 
(1st Department of Pathology, Tokyo Medical & Dental College.) 


Systematic macroscopic and histological studies on 60 autopsy materials of 
primary carcinoma of the lung were performed. All lesions were traced, on serial 
0.5 cm thick frontal sections and 30-50 paraffine blocks, to the point of their most 
probable origination. For staining, H-E., elastica, Mallory, P.A.S., mucicarmine, 
silver impregnation, etc., were used. 

According to the original sites and types of extension, following three major 
groups were divided: 1, hilar type (31 %); 2, midzonal type (52 %); and 3, 
peripheral type (17 %). The midzonal type is concerned with origination from 
the segmental bronchi and their branches. From the above percentage incidence, 
particular weight was laid on the midzonal primary. Predominance of the hilar 
type in the previous literature might have been due to inclusions of the hilar 
extension of primarily midzonal lesions. Origination from the stem bronchi was 
apparently much less frequent. 

In histological type classification, current formula was followed. Type incidence 
was as follows: A, differentiated 46 (76 °2), epidermoid carcinoma, including 
transional types 11 (18 24), adenocarcinoma, including transitional types 35 (58 22) ; 
B, undifferentiated 14 (23 24), oat-cell carcinoma, spindle-cell carcinoma, polymor- 
phous cell carcinoma. 

For the adenocarcinoma, 1, the presence of at least one definite luminal struc- 
ture lined by a single layer of columnar cancer epithelium, and 2, the existence 
of mucinpositive secretion, were used as criteria. In this study with systematic 
examination, observation of a clear-cut transition between adenocarcinoma and 
solid ‘‘ epidermoid ” carcinoma was of particular interest. This is interpreted as 
simple solidification with or without metaplastic transformation of originally 
adenocarcinomatous malignancy. Similar examples of metaplasia in neoplasms 
have been frequently seen also in other areas with physiological columnar lining, 
as has been demonstrated by Tanaka & Oota with uterine cervix and by Ringertz 
with nasal and paranasal mucosa. 

Table 1 shows the actual relationship of tumors of certain histological type and 
their localization. It reveals a surprising difference from similar data in the 
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American and European literature. 

Among the type incidence above, the importance of adenocarcinomas is emphasiz- 
ed. Adenocarcinomas and their transitional types comprised 58 % of all malignan- 
cies and 74 22 of the midzona! lesions. The röle of malignant transformation of 
benign metaplastic squamous epithelium appears to be rather of minor significance 

Table 1 
Localization and Histoiogic Patterns of Pulmonary Carcinoma 
Hilar Midzonal Peripheral 
Epidermoid Ca. (EP) ae eae ® 6 4 
EP>AD ® eco @ 5 18% 
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5 EP<AD 8®®® 83030 @ 9 
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= Spindle Cell Ca. (SP.) ® ee 0 3 || 14 
= Polym. Cell Ca. (POL.) @ 1 2375 
19 31 10 60 60 
Table 2 So-called Scar-Carcinoma 
FRE Histolo. r 8 8 Pulmonary Elastofibrosis 
Localization _ pattern Tuberculosis a. u ah. Geber 
SN 550 Midzonal Ad’ Completely + == 
heald tbc. 
SN 595 Midzonal Ad — _ 一 
SN 659 Midzonal Ad ー + + 
SN 77 Midzonal Ad’ ー + = 
SN 822 Midzonal Ad + (unrelat.) tir + 
MR 036 Midzonal Ad „hronic it = 
produxt tbe. 
MR 050 Midzonal Spindl. + (unrelat.) = = 
anaplas. 
ME 10029 Midzonal Ad ー = = 
Table 3 Coexistence. Carcinoma and Tuberculosis 

1. Association of active eavernoustbe. chungen 5 
2. Association of active: productive fDC.. 2 8 
3. Association of completely heald tbc. .......2.....c.s.sceceseeesss 10 
1.- Association of thG.SCar IN CERIED. 6... cscscscesceosnesessuncenren 2 

WMA Sera 25 
SS UNSER ee een 35 

290 














in the entire problem of the lung cancer at least in this series. 

In the solution of the problem of histogenesis, which still remains open to 
question, origination of malignancy from pre-existent columnar epithelial element 
should be traced. In this concern a thorough search for elastofibrotic scarring 
centers was done, especially in the cases of midzonal and peripheral types. Such 
scars were observed in 17 %, but, it was emphasized that often in the centers of 
secondary deposits similar elastofibrosis appeared. The over-simplification of the 
situation in designating all such lesions as scar-carcinoma is warned agaist by 
the author (Table 2). 

Coexistence of tuberculosis was seen in remarkably high percentage (41 %) in 
this series, but most of the tuberculous lesions appeared to be not in direct 
relation with carcinogenesis (Table 3). 

HM: 
佐藤 光永 : FEROREOMRCLBMARICBALBS IL ER, CN SIMIC E URAL STL 


る 

今井 MR: 肺 門 部 附近 に 原発 する も の が 少 い と いう 御成 績 は , わた われ の 観察 成績 と - 一 致す る 。 ト ラン ネ 
フォ ー メ ーション と いう 語 を いか に 解す べき か 御 教 示 を こう 

竹本 和夫 : 私 は 蘭 表 細胞 型 と いわ れ て いる ある 種 の も の は 明らか : こ , 腺 韻 原型 の ちの で あり ,。 それ か ら の 
Transformation に よる と 思わ れ ま す (標本 供 観 に 示し た er り で あり ます )。 し か し , 分 化 潜 能 を 有する , 
未 分 化 に 止 っ た 未 款 型 の ゃ の も 確か に 存在 する こと ee } 

太田 邦夫 : LM seh 37. BEE IR A: 


+ » >: 1 2 + ? In era 2 も レン > ーー 一 
ぁ か ら 分 化 度 は ひく いも の で ある と 考え て お 


ot 


= fit ERICH Tt, 


»5, Schub また は 狂 出 ど 





ゃ 。 ¥ Pha sts Set ZA ey) — i Se ie es > oe a 基き ァ 4 
発育 の 先端 で は , BITTER EEE これ ら が 。 敵 の 全体 像 を 
た る こと は 極め て まれ で あろ 5。 HH 


104. 原発 性 気管 核 癌 の 組織 学 的 分 類 に つい て (416 例 

北村 8, 小田 富雄 , 宮地 秀樹 和田 昭 , 林 孝之 RR 

Study of Histological Classification of Bronchogenic Carcinoma. 
(416 Cases) 


HAJIME KITAMURA, TOMIO ODA, HIDEKI MIYAJI, 
AKIRA WADA, TAKAYUKI HAYASHI 





原発 性 気管 枝 癌 の 組織 像 は 多彩 で あっ て , 従来 各種 の 分 類 方 法 が 行わ れ て いる 。 わ れ わ れ は 
416 例 の 気管 枝 痛 を 観 窪 し て 組織 学 的 分 類 を 試み 。 分析 し た 結果 次 の 三 大 引 に し, それぞれ の 


中 に 亜 型 を ふく ませ た 。 組織 





は 気管 枝 の 皮 細胞 中 基 席 に ある 小さ い グ ロマ チン の 濃い い 
わ ゆ る Reserve Cell が 各 型 の 冶 に 発展 する 多分 化 能 を も つこ と が た し か め ら れ た 。 Huch 
He & EAS ER, また は 未 分 化 細胞 彰 が 混在 し て 発生 し て も 何ら 不思議 で '。 ま た 発生 は 

個所 の 場合 は 少く , 多発 性 に 発生 し , 互 に 融合 し て 塊状 と な る も の が 多い 。 主 気管 枝 よ り 発 生 
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する も の は きわ め て 少く 
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4 Y> 時 日 月 
多く CANT J 


これ 次 の ご 


HA SV 分 枝 に 多 


近く の 主 気 管 校 より 5 
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eras 





有する も の も ゃ も あ 
や 不 規則 と な 


犬 と な る も の が よく みみ られ , 


は や 





a, OEOR 
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ER 


EN 





3,» Si 9 
ZIELT An 


er Gh Ee 


IH J te 


MHD 


RACH 


ぉ の が みみ られ る こと に より 決定 


1 ce , 1 > Ear [FE 弁 日 ・ BEI 
ALTAR SU, IR RAD - ir 

> ァ た Eat 4 4 be 
ie A mj が な ら び , 進展 し て いる も の を みる 。 これら 








3 : np キー ~ AR de De 
多い が 。 明らか に 細 気 管 校 よ 坊 化 が は じ ま り nthe 内 に むか っ て っ 

rT ee =. A, # の NHR EF yr xy ot eS ee Le 

CL DbOMASKNK, COBReEYBELKELDOLIE IO SAIC EN 





(B) # A: 分 化 型 
7/) Fey ‘ 5 = FE Er N; A Al Br 
色々 ある が か が, 分 化 の 基礎 に 
を みる も の , ケラ ト ヒ アリ 
れず 多分 に 角 化 の 傾向 を 
IL NOWRA ZINO7 2B 





4 





さん っ デー リキ! リリ Fi 
tJ) RA 


に 分 類 に 


に に: の の 


(C) 未 分 : Re 


(AAI 


=f Hr} I 
Ai el wd 中 と いわ れる 


5 合 す る 如き 形 も と 


も の の -- つ の に な る こと が わか る 
: これ は 表 度 の ご と き 基 底 細 胞 よ ょ り 一 状 細胞 一 角 化 の 過程 を みる $ 
と ら ず と も この 傾向 の ある も の も いう 。 角 化 は ある も の , な いも の 
ょ な ら ぬ 。 多 形 型 : この も の は 細 移 に 大 小 の 差 か つよ く , Hie 
ン 頼 粒 を も つも の , (LBW LOTARIBB KAS CIC EAD 
Aol と の 区 引 は 困難 で ある 。 低 分 化 型 : これ は 





a SHI > EPR AS 


て 存する が , 癌 賢 が 多く , 
分 化 細 移 痛 と 区 引 で きる 


FY OR ENG 


混在 し て 発生 する こと が 多い の で , これ ら の 多 形 型 を 強い て : 分 類 区 


, 次 状 細胞 の 存在 は 区 引 し うる 一 つの 指標 と な る の で は な か ろ 


と し ゝ 7 ZH Hel 


74、 NV 


4 De ART {ie 


HY: BBD x 5 tee 


EA 
Hal 
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乏しい ゃ の が か 多く , 時 に は クロ マチ ン の 淡い も の も ある 。 ま た 細 移 の や や 大 きい も の も ある 
紹 抱 は 雑然 と 密集 し , 問 


質 は ほとん ど な い 。 ま た 太い 結 
ト 円 形 細胞 型 : リン パ 球 大 の も の で クロ マチ ン 濃 く 原形 質 は ほとん ど な い 。 閲 


合 織 か 舎 枝 状 に み ら れ 


a 


RecALASn NV. 大 円 形 細胞 型 : これ は 非常 に 少く , HRAKORMLLO, Er 27er F 
無精 人造 に 密集 し て いる 。 多 形 細胞 型 : 大 小 の 異型 性 が か きわめて つ 


RRC TEL, EIR ZL< AMRICAZS 





王様 の 構造 を も つか ら 肉 購 と み ら れ る 例 も ある が , その 細胞 中 に 突 


, 


BP (Lobe ZZ I Tea Hz fs rie ke ) ST oe 
INFRA ICHE WM AD OO, PRISHZ Re LOTS の な ど が あっ て 上 BZ FE ESF F 拠 こ な る また 未 分 


Nace I EZEL- JE An. % NER ERERTS — 
(KH EAIL COBRENEHEEL CHT SBAMSY, TDORERL EDEDTHS TH 
bA DIVA 
し > レノ on nl ンマ > ı +2 = “er rh ミ な ーー ゴン トキ ZY 
か く の ご と く 三 型 に 大 引 し て その 内 容 を 分 析 し て みた 。 し か し , この 三 型 の 中 前 二 者 は それ 





それ 列 個 の 例 に ある の みな ら ず 。 共存 する 例 も か な り 多 い の で , この 点 よ 


U 
PER 





105. #58 Alveolar Cell Carcinoma に つい て 






HE) 


今井 環 , BRR ON KFEREN 
On the So-called Alveolar Cell Carcinoma 
TAMAKI IMAI, MUNETOMO ENJOJI 


最近 当 教 室 の 剤 検 例 お よび 徳島 大 学 , 広島 赤十字 病院 , 飯塚 病院 の 御 好 意 で 頂い た いわ ゆる 
alveolar cell carcinoma 7 例 に つい て 報告 する 。 嘱 の 肉眼 的 な ら び に 組織 学 的 所 見 お よび 転 
移 状 況 の 概略 は 表 に 示す 通り で ある 。 
ょ 従来 より 肉眼 的 に 多発 結節 型 と びまん 型 と に 分 けら れ て いる が , 私 ども の 例 で は 多 


fl, びまん 型 2 例 , 混合 型 3 例 で あっ た 。 び まん 型 と 称 さ れる も の を 大 き な 組 織 切 





『 と し て 詳 検 する と , すでに 一 部 の 人 が 示唆 せる よう に , すべ て 小結 節 の 多数 が 密 に 相 有 隣接 し 
た が た め に びまん 性 に 見 える に 他 な ら な いこ と が わか る 
組織 学 的 に は 貴 瘍 実質 は 肺 胞 壁 に 沿っ て な らぶ 円 柱状 な いし 立方 形 の 細胞 か ら 成 り 。 これ か が 
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ト 皮 起源 を 直ちに 認容 - 


ほ の 書 委 を 有する こと が わか る 
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"HEHE Schub の 組織 像 と し 


Schub の 典型 的 組織 
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gk る “D> Fl, だ も 





Watanabe, Dietrich, Herbut, 








れ を Herbut nt, IE 
li Ma デリ / +. 
と も ゃ も 全身 に は ic 
いう こと に は 間違い な いと る 








tica UF と 思わ れる 組織 学 的 所 見 と これ と を 絵 合 すれ ば , Ind 


聞 内 に 也 内 に 散布 され た 
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ke 


IYvY-SEp 





だ た い の で ある 


i) 


以上 の 如き 所 見 か ら 。 いわ ゆる alveolar cell carcinoma と いわ れる 








y Me 
+ 7 s 

いい いよ i] we ‘ 

FTI BIC tL }) 


田内 A: いわ ゆる Alveolar cell tumor を 厳格 な 意味 に と れ ば Alveolar cell tumor £.:+5 3% (2 


Si pe ~ +. rn) al > N < 
で は な いこ と は すでに 報 次 I 3 





5 WAL RAE AS RRA Le HB 





ぃ いわ ゆる Alveolar cell carcinoma に 特異 な 位置 を 与え て 。 これ を 

















Looe Sas ET=tOR 
に 確実 な 定義 の FB 発する 必要 が ある と 考え られ る Pl] team Lict: o ea RI RE x 
IL TERSHENZLDBSTKr PIEELVBZMELEDEUMEITIER TV BE HZ Z 

zw WM: 太田 教授 が 指摘 され た よう に 。 肺 胞 上 皮 上 腫 は その 定義 を あさ ら み ふか 、 に し て ぉ # L 
C て くる と 存 ( ま す が 。 BPE GISIPERSRBE ERY CMASTCMALAKRL A, OMMBiTRHR 5 Bic 
: れ られ る ご べき も の で ある が ,。 や は り 特 異な 形態 を 示す 睡 瘍 と 考え る べき で ある と し , RHOIAAOPR 
"3<4% (Bronchiolar Carcinoma) と し て 分 類 い た し まし た 1) 削 答 に か られ る も の は 多 ヽ 
tj Pits | っ 性 に ある い 3 2 まさ まさ り ) >) Abk 

FE “Cit Tr v 1) } さき わ め て 

ある AL, BA rt, その 上 に 円 柱状 。 立方 














.. 円 往 上 細胞 に モン 毛 が み られ る も の が ある , と いう よう な 諸点 で あ 
RHE) の 定義 6 も いう べき も ゃ の は , Swan ある ぃ い は Storey に 従っ た 





ゅ の で あり ます 。 こう いう 考え 方 か ら み ます と 。 本 日 今 教授 示さ れ た 標本 は 。 ナベ て その まま うけ ミ 
- 7 r 
i~ に a U 





に じ が いた し ます 。 HEBo5sh Ch, COPABREALLULBKRASD), 議論 も 多 
ar 












oe え に は 全く erg で す 。 た だ 転移 方 式 に つい て で あり ます 
SMG い + 否定 する 根拠 に は な ら な いと 考え ます 
ne 来 よ りゃ むしろ 毛細 管内 由来 で あ り , 
ARE LT DBEELADENTEEF 2 
み に し か 見 られ な ぃ 場合 が し ば し ば ある こと を 知っ て 
( 聴 を お し な も の で な い 。 Cot, む 
い の で は な いか と いう 点 を 指摘 し た い 
OHR ÄAER ZI EL TU 
その 店 心 を な すべ き 場 所 (HERNE >A 


5 少 な い の で は な いか , と いう こと も 


れ が ,。 いわ ゆる alveolar cell carcinoma 


や {aT + Ly eye ーー fist. ) 一 . 
ma, 何 の 目 的 を も っ て , 特に その ょ よう 


の 今回 の 報告 例 は , 従来 閑 家 が この 名 に 





~ >> > En Msi / 
と の ほか に な お 多く の の 近接 所 見 の DD, 





106. oa HIT > TON 
SILO ser 「 的 研究 

松本 昭三 , 太田 邦夫 (int 

Gastric Neoplasms Other than Carcinoma: a Histologic and 


Statistical Study on 1235 Resected Stomachs. 
SHOZO MATSUMOTO, KUNIO OOTA 





会 附属 病院 外科 に お いて , 上 臨床 的 に Re LU CORRS 
し た 約 1,000 例 の 胃 材 料 か ら , 主 病変 と し て , 12 例 の 非 閣 腫 性 悪性 星 瘍 (Reticulum cell 


1947 年 1954 年 の 8 3 





sarcoma 6 fäl, small celled lymphosarcoma 1 例 , Leiomyosarcoma 4 例 。 malignant 


所 見 と し て の 良性 腫瘍 (Leiomyoma 6 例 , 





melanoma 1 例 ) を みとめ た 。 その 他 , 偶発 性 
adenoma お よび Hamartoma) が 得 ら れ た の で , 材料 を 供覧 し , 組織 発生 に つい て の 考察 
胃痛 例 と 対比 し た 胃 粘 膜 の 病変 に つい て 述べ た 
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107. 肖 潰 瘍 敵 の 初期 像 に 関す る 研究 
梅原 裕 , SER HE UKE EAA EEE) 
Histological Studies on the Early Stadium 
of the Cancer from a Stomach Ulcer. 
YUTAKA UMEHARA, TADASHI OGASAWARA 


IRRRED—DELT-R! 
mMOBMWIL HS, bhdnis HAH 


研究 を 進め た 。 研 究 材料 は 痛 の 有無 に か か わら ず , BoA cee Bt 156 MOF BIH S 









AT, これ は 約 前 を 中 心 と し て , 青森 ・ 称 田 両 県 の 各 # 





j-—f-- 3 1. Fee fen LL wz, Ze ミニ 
た 方 諸費 の 御 批判 を と 5 


156 例 を 肉眼 的 な ら び に 純 組 織 学 的 所 見 を 基 と L 





A) Wid), その 組織 の 壊死 脱落 に よっ て 深 瘍 が 


26 MIT, その 中 3 例 は 次 記 の B の 状態 も 併存 する これら の 例 で は 漬 瘍 の 縁 ・ 壁 ・ 席 と も 


INTER A oh, 筋 層 の 由 は 広く な り , DOMADE IAL RAGA TR 


Ne Os 





HALTRTL SBAMSBL 
B) 昧 存 の 潰瘍 壁 に 後発 の 博 が 浸 租 し た と 思わ れる 例 、 こ れ に 属す る も の は 4 例 。 その 中 3 


大 態 を 併存 する 。 こ れ ら に は 潰瘍 の 一 部 に 痛 の 浸 朋 を 受け な い 場 所 が ある こと , 





Ra 


ie per An fs Jas 
CD PSEA 乃 玉 








FD EOF nC BHR HTS CL, KEN 


RAR, ST AHRENS DILDO be AMI AST CL RRA L TUS LOWARIALE 





RO DS FM CR ee SLT, これ に 属す る も の は 


た だ 一 - 例 で ある 列 で 異型 増殖 を 示す の は 再生 





H, To CMD HD CHEE, 細 移 の 大 小 不同 著 明 で 配列 が 乱れ て いる 。 ま た 周 : 
4 肥大 状態 を 示し て いる 。 人 に よっ て は 肥大 増生 の 域 を 脱し な いと 見 る か も 知れ ぬ が , われ わ 
れ は 初期 頑 を 苦 っ て いる 。 た だ し 断言 し 得る 根拠 は 捉え 得 な い 

D) : 山 場 の み の 例 。 こ れ に 才 す る も の は 128 AC, その 中 114 lL Vdd SPR SS 


ー 
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あり , AD 14 例 は 潰瘍 が 粘膜 下 組織 に 止 る る の で ある 1 FLD SKA PHO EHER I 


っ て 見 た が , 増 化 は 見 られ な い 。 La LOSE の 粘膜 の 肥大 増生 は 104 例 に 見 られ た 。 こ 


Se 






配列 も また 正常 に 近い 。 他 の 5 例 は 





RIES, また 粘膜 筋 層 に 相当 すべ き 株 維 





異状 に 延び て いる も の で ある が , 


生 に 乏しく 交 と は 言い 難い 





も LA Bee FRx, 
も の と 思わ れる 。 も し か か 





. INA > HES 2° "Zr ent 7 In A). 
e AA の 状態 CUA R77) ML I/LZ > っ だ か * Fr Ds 








こ な っ て いる Tec 
: 躍 場 か ら の 痛 化 が 娠 われ る 例 を 強い て 求め 








KF 


大 方 』 


en これ は B・C・D の 総数 133 





FD 5 2 で ある 。 こ の 中 BB の 4 例 。 D の 第 1 例 は 前 玉 の よう に 潰瘍 縁 か ら 果 し て 原発 し た か と 
2 DBD LI LOCHS 潰瘍 の 存在 の た め に , Zorn; 





CMBICANTIV4OL ES 
と 解す る な ら ば , わ ず か に C お ょ び 
る 煽 は 極め て 稀 で ある と 言い 得る 





7 Sts) > YY ff a 
HED» DAIL 3642 LV 


FI HICH L 3 ENTER 








係 に ある と 考え られ て いた の は a 
の 好 発 部 位 が た また : 


Mt = Bt 
SH 環 : PMs esses ai 疾 度 に つい て , 1%25 100% で の 報告 が ある が , ~- 一 般 に 顔 度 が 高い 





と いわ れ て お る cen どう お 考え か 承り た v 
WR HW: 多く < の 研究 発表 の 結果 を 見 ます と WRK OR Sm Kis O~100 22 Er SEN TEE ia! 
TVEDTRIIDRIHEHLELTUUD- ME CHV EL て か か る 広汎 な 範囲 の 疾 度 率 の 出 た の は 





人 研究 当事者 の 】) この た » ron oma. ら 申 し て 極め て 低 率 を 示 ! 
まし た の で こ ォ as FH る 粘膜 より 』 RL -MLANT5 SCI Ic — 

a も の と する な ら ば 1.59 内 外 と いう 結果 に な る の 
で あり ます = Feinde な ee て 低 率 の 確実 な る と ころ の デー ター を も る っ て 発表 し 得 ら る る 機会 を 
得 れ ば 論 と 存 ( ま す 











108. 粘膜 部 より 見 た 胃 冶 の 組織 発生 に つい て (第 5 報 ) 
村上 忠重 , 中 村 暁 史 , BRR (ip 
On the Histogenesis of Gastric Cancer Based on 
Observations on Cancer in Situ (5th Report). 
TADASHIGE MURAKAMI, 
SATOSHI NAKAMURA, TAKEMATSU SUZUKI. 





is pe At oot ye 
EE RAS F 
PIANTF?M BE 2) 





われ われ は 昨年 度 の 本 総会 席 ト ( 1 


x nel - =). rl, 1 
ABA) に お いて , 1 例 の 胃 ホ 


L た 所 , その 多 く DIETER 腔 24} か が われ われ の い 9 








- パャ HH に っ - 四 .r 
EIIÄHANTKEATL: 


に お ける 喝 上 皮 の 発生 形式 すなわち い # 


ここ に 発癌 は 化 生 と その 組織 発生 な は な いか と いう 一 - つ の 


x 





生れ た 。 こ の こと る 4 - め に , 1 a 
FF LT eID it CET LMAO LD 1 例 に , IR 
ED GGDOBERATH, CNSD 3 be )OM も 

また は 増殖 せん と する 新しい 弟 最深 部 , すなわち 最 矢 端 に の み 見 出さ れる 





ı {23 He 32 er List NAHE VK Ae エク ー に x = ip ff ea No Ef < HY > レ 
LFI TED AR リ 7 45D (AER 店 ニ に オク エ い 4, ET, HD DR BOS 5 か OH ES oH Ha Re Eee 








Hi > Dr 4 ER SC SER RR SE に ュー Seon 日 プ 
DIERBDIIITZATEREN TFNIZ, その 成り 立ち を 極め て 滑ら か に 説明 し 得る 


ここ に これ ら 4 例 の 発生 像 を 供 覧 する 。 以 上 か ら 新 し く 公 生 





7 最 2 > wala 
DH た だ? Ay 


IX 








定 を も た ら す と いう 考え は 4D NAD 3H: hicd 








漠然 と 抱か れ て いた 考え に 一 致す る も の で ある の で , われ われ は その 
考え て よい と 思わ れる 





Ar ヒー ノレ > BE 1> Yo mal ote pg 
ルン すべ き 有 要点 と て は 次 の 語 点 が か 基 えら れる 


1) 以上 の 発生 形式 は 胃痛 の 発生 形式 と し て 唯一 の も か 4 例 の 中 3 例 に お 





Ar i ge irk Hess + al Hard +) ly TEI I, Reize 
いて 発生 し た ば か り の 拘 細 胞 は 骨 小 高 上 皮 と 隣接 し , 他 列 (SGA) TABMPIRD ER 


NN 





一 と 隣接 し て い 


N 
= 
ae 

peal 
BE 
ーm 
= 
es 
Ar 


Er 1 日 昌 杏 ) て sb s Er ae Heir ey - 
PRLS LORRILBSD, INT AIE 
br ey es , te の た 7 ge > 
rear, - BAT Eos TEE EAN CHS, ES TLERORM DOREEN: 
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し る 際 の 増殖 中 枢 に 限定 し て 考え て お いた 方 が 


J 





thbbdBLECbOSUKenNICHF 


Si > OD IR 
る 上 ) DARA LT 満 定 すべ き 記 載 が な い 一 第 3 報 参照 ) 






バ 考 えら れる 。 か か る 発癌 の 形式 に つい て は 目下 検討 中 で 。, 








双 の 発生 形式 と の 比較 。 上述 の 胃 の 固有 の 上 皮 細 胞 に 認め られ る 発 間 の 形式 は これ 


I 


ZT (ALR) CHELAFRHOREHTELLI- KFZ. CHOW» TH UNORZICB 


3) FRAO VRE UCHR LR) Rae 





際 に は ほとん と 不可 能 で ある と 思わ れる 。 し か し それ ら は いずれ も 多少 の 核分裂 像 


は > Bi ーー ー N] 
Va x. TU る 。 そ し て 周 呈 に ある も 、 





れる 一 と 全く 同じ 柴 色 性 を 示し て よう や く 頑 細胞 と 推定 され 35 





る が か が, し か し も し その 同一 視 が 不適 当 で ある と し て も , その 近く に ある 明らか な 誘 細胞 
と は 許さ れる で あろ 5 
( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


t+ 


1 N 1 ni レト ヨゴ 1° vere ays x eae es I. >» = 
と も ゃ も これら と 同じ 発生 形式 を 踏ん で 発生 し た と 考え る こ 


109. 73 HD HF 臓 fir: 移 ! FEIND (2 At ) 
On the Liver-metastasis of Gastric Carcinoma (II). 
ATSUSHI FUKUYOSHI 


福吉 BHAT 


FAW 25 ORF E Est 





Ns A Ra] Ye) “Hei: Gl. Le£E nr 2 ネッ ー ] En EP IE 

DER AK Us CHEIRD -FHED FIC EBOFEBIL OV THM RAR & iL 
Bis OF Izilrk IT)» #2 122, 2: 2 : に I> Hr AN)» マガ < „is 1 
AHA 25 filth, 月 区 移 を 見 ,。 し か も それ が 明らか に 脈 管 性 に 発生 し た 転移 と 認め られ た 例 


は 10 Bl, 癒着 に よる 連続 性 転移 は 2 例 で あっ た 。 こ の 2 例 は いずれ も 粘液 化 の 強い 単純 六 で 





うう LAL TEN ぼ ま か が 他 の も の に 比 し て や や 高い 。 
BETEN BV IE HoT Oi XE LDP CIL ARPA ILE 





bie Hd, BRAILEORBA Tis 
と 転移 頻度 と の 関係 は 原発 巣 

別 は ほど 転移 頻度 が 大 きく , 定型 的 C 型 の 例 に お いて は 

分 類 に よっ て その 肝 転 移 の 発現 を 幾 分 な り と も 
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表 1 8 も 。 ERERERER DRK 





C.P.L. 人類 ( 原 Er) 内 限 的 且 転 BE C.P.L. 分 類 肉眼 的 肝 転 移 度 


CPHL; = PL tt 
CuPyLi ー PiLı (29) tt 
CrPi = Poly (2%) Ht 
じゃ まで も ー PiLi ir 
CıPı (3 fil) = PrLm 所 
CiPm (2) er 

Na (—f!, +) PrLi ー 
EıiPılı 
計 25 
PıLı = 

Pili be 2s 


seep 
4+3 
170 


欠 ぎ に 間 質 と の 関係 は 敵性 細胞 反応 , 結合 織 





NEE, 畑 場 の 変性 壊死 等 の 項目 に つい て それ ぞ れ 検索 し た が , 


を n 止 デブ オ ゴロ ッッ スス > Tu, Ind Di 
い 知 見 を 加え る こと か で き / よ かつ 7 こ 


ー ィ イケ 


EE 細管 に つい て 転移 形成 例 お よび 非 





Yao) = 子 /) キ は As Se ate fr nn £4 Ape 
ir 私 は Hr “PSR ER すなわち 葉 | AJ} FR, HUDHENR, 





FEIT SC IE EO A ER LO TOHERDULM EHE, ANEENDZIER 


we 


b 多数 の 組織 片 を 】 払っ て 検索 し た 。 か く し て 得 た 5 






め られ な か っ た 


デラ 


と ん どの 例 が clump 型 あ る い は cluster 型 を 示し , Sinusoid 内 の も の は Sinus OHA 








wiry) Br HB ZI Hr} Nat ry 2, レン 
綻 し て 肝 索 内 ある い は 周明 に 浸潤 性 に 増殖 する 傾向 を 有 す 3 < 
ER 2 た . : Base 2,uL 2,3 eu - 1 
する も の が 多い が , 痛 性 閉塞 性 内 膜 炎 の 像 を 認め た 例 は な い 
表 2 TAR RA RUBE に の w で 34 
u me (ve ih Ir PER 育た 7] F > 
症 原発 巣 AWARE J 内 SE 


例 組織 像 C.P. 上 





RM Pola tt + = + + — + ー ー 一 # + + 


2 ヶ PL 和 mW it + = =: = ー + = = — 








3 r PR eEE ti = ー + re 4 + = デリ ee ee a は と 1 
A ’ PLri itt + — ー ー ー ーー = _ un 
3 ク PrLm tt Tr = Ar ーー ae = a u る 
6 ヶ Pılsı + tt + ti ー ー 世 = ー  —\|Htlit 一 
/ oy Pılı tt + + + Em - > _ _ #i#+ 一 
8: PıLı + + ai = Bun + ae 時 ーー We, eo 
9 Fi + + + tt + 世 ニー rd こう 
10 PıLı tt = - ー + op = = ー 一 + + 一 




















J に 転 後 の な か っ た 12 例 で は 肝 内 脈 管 系 内 に 腫瘍 細 抱 


el) 区 に こ は わ ず か に 2 例 , FF: EMEA 内 j( こ 
) を 示せ 


be = itt 
ジミ ュー ログ HH リ 


(\ 
nn 
> 
N 
= 

ie 
IL 
at 
ン 


, Clump 型 あ る い は cluster # 





JH OVI Single 型 で あり , いずれ も 核 が 漠 縮 ある い は 空 泡 


fink Da ler + fhe ーー tke Se +. っ 2 In BEN t Whe を al > 
LE AUREARDIARL TABL IN DIDI FREUDE SS, IRENA BV CHA 





に レ 2 =; + 
BA, = 
= Eb PPH し , 変性 像 を 有 し た 





10 ヶ iCyPy ー ae er En ae | oe Pa 








LIED EHE 小 な る 肝 内 
EN BH 増殖 の 傾向 を 示す 所 


目 上 か Eu ) — ve fy: HH エナ KEN: SHEET A tf K y 3 x それ に 引き つ っ づい て 多 4 TAZA 





構成 され る こと 招来 し な い 例 で は , 腫瘍 細胞 が た 
> a ERP REF は Pair 型 と な っ て 肝 に 到来 する 


か ある い は た と ええ clump 型 ま た は cluster 型 の 形 で 肝 に 到達 し て も , 直ちに 変性 破壊 し , 


か その 成 合 を 左右 する と 考え 
移 巣 の 構成 に 対し 肝 内 網 内 系 


5 BREE A DPR ES 


& kas 














i LOAVES g を 有する も の に 非 ざ る か を 思考 せしめ る 。 か か 
か ら 生 体 染 色色 素 ド 注射 に より 網 内 系 細胞 に 結合 し また 長期 
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ト り ラッ テ 肝 に 細 網 細胞 の 異常 増殖 を 招来 
過程 に 対し て は , ト 青 が 抑制 的 に 働く こ 
ト 青 で 前 処置 を 施し た ラッ テ に 実験 的 に 瘍 細胞 を 門 脈 内 に 移入 せしめ , FF 
と 肝 組 織 こ と に ト 再 お よび それ に よっ て 増生 し た 肝 P 
察 せ ん と し て 次 の 実験 を 行っ た 。100 瓦 以上 の ラッ テ を 用 い 次 の 三 辞 に 分 ち , 前 





AUC BIAS EB AS 


IRL OBE, 2k OREM 








純 培 養 汰 態 と 思わ れる 移植 後 8 A~12 日 の 腹水 肝癌 を 0.9 22 生理 的 食塩 水 で 10 
, その 0.25cc VIFARBOU< CORT SI AOMRAICEALZ 

1% b RABY AB 100 HICK L 1.0cc の 割 で 7 3-14 
REN, 第 二 群 。 MR bh et 


LZ 


第 一 群 は 最終 注射 後 21 HB, 第 二 群 は 1~2 HH BERHRIS-, 














の ゃ もの を 同様 内 豚 内 に 注入 し て 対照 と な し た 


こ 術 後 





Z sm と と セテ デレ oO HırX 
Mane 5S AAI 租 織 学 : 





試験 開腹 し , 7 日 目 に す ィ 
B: 結節 形成 を : BOS PPD ote, 生存 せる ゎ も の に つい て は 注入 後 10 日 一 15 日 に て 


r た 日 日 ロビ 日 2482 En 圧 TEJIEYZ Nee 
AlRMLYRALk, FNEBHFER 





#2, Fl fn? 
IN に ラナ mn 
KZEDINS 





Lil.) > 
EIA Cid, 





BPBC ERLE 


Au» 
INNIS. 


見 在 実験 を 重ね つつ ある の で 。,。 今回 は 10 BLE L EEMICOV ES, 第 






Ads 12 日 以上 生存 し , 肉眼 的 に 有 時 は \ 








\ Fal AY pe : fe fp, $23 f a RR 
5, TIARA, ト 青 色素 を と り , MALTS 











dA ED HERBIE (a a] DH 1.5721: 


2 Cina 


FID HD SAV ADS < , WEALD WF RHERY Bb LOK 
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110. 骨 癌 の 組織 化学 的 研究 
河原 修三 ( 元 州 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Histochemical Study of Gastric Cancer 
SHUZO KAWAHARA 
TAMA 51 例 を , 列 出 虐 後 純 ア シル ュー ル 固 定 を 行い 。Feulgen 
Ris, ヒロ ニン メチ ル 緑 染色 (Brachet). ムチ カル ミン 染色 (P. Mayer), PAS %# (Mc 


Manus), コロ イド 鉄 染色 (Rinhart), アル カリ フ オ ス フ ア タ ー ゼ 染色 (RN) を 行い , 








の 本 心 と し た 組織 像 と , 組織 化学 的 所 見 と を 比較 検討 し , 次 の 如き 所 見 を 得 た 
FARAH AR EAA Mr OHREN, HSER EL 






ma に より その 組織 化学 的 所 見 が 異な ちる の は も ちろ 
\ 同 の 場合 が ある の を 認め る 。 腺 六 型 に お いて は , PAS 





リ 』 上 層 部 に 極め て 強く 出現 する が , Sri 


E 腺 頭 型 の 順に 陽性 度 が 弱く な っ て お り , TAH 











TIER PORT, EHEN, I 
HO\ SRBC Ix, PAS 染色 , Try 





Ar gar ME faerie bitty oy Ste tp, 
Pee MEIC ELA DREH A, 





発育 急進 ) で は , MHA MIGICHE 





der 2 Hi, を た 
[=7°) ENT KE RH H RG 


わら ず 強 く , Feulgen 反応 。 








は 協 い 細胞 か 多い 。 PAS 染色 で は 無 反応 性 急進 , 反応 性 急進 の 場合 を 問わ ず 所 
um PAS 染色 。 アル カリ フ 
で その 周明 に 新生 肉芽 間 質 を 認 
オス フ ア タ ー で 染色 の 陽性 度 の 強い の を 認め 。 ま た 凝固 壊 


アル カリ フ オ ス フ ア ター ゼ 人 染色 の 陽性 度 が 極め て 


BEL- HL Z il 
クレ ダフ ン で で DRAN 


『 生 肉芽 間 質 の 増殖 を 認め る 反応 性 発育 


アナ - chr DK Ar 84 % 
> In, FRI EUR 
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AEOMO MMIC, 根幹 部 癌 細胞 に 比べ , Feulgen 反応 , ピロ ニ ン メ チル 緑 染 色 ,。 ア ルカ 
リフ オス フ ア タ ー ゼ 人 染色 の 陽性 度 が 強い 。 び まん 冶 型 は 一 般 に , PAS Aa, アル カリ フ オ ス 
フ ア タ ー ぞ 人 染色 の 陽性 度 か が や や 強く , 交 細 胞 相 互 聞 に も 著しい 強弱 の 差 が ある が , BUCHE 
引 の 退行 変性 像 を 認め る も の に その 陽性 度 が 強度 で も る 。 さ ら に , 間 質 結合 織 の 新生 を 伴わ な 
い 無 反応 性 発育 急進 の 部 に お ける 冶 細 胞 は , 間 質 を 伴 の > 部 の 冶 細 胞 に 比べ , Feulgen 反応 , 
ヒロ ニン メチ ル 緑 染色 陽性 度 の 強い も の が 多く , アル カリ フ オ ス フ ア ター ゼ 染 色 で は 一 様 に 陽 
性 災 が 弱い 。 し か し 入ら この 無 反応 性 発育 急進 の 部 の 閣 細 胞 に 粘液 化 を 認 む る 場合 , アル ヵ リ 
フ オ ス フ ア ター ゼ 染 色 陽 性 度 は 必ず し も 弱く な い 。 脱 様 六 型 で は , ムチ カル ミン 染色 ,。 PAS 
Ye, コロ イド 下 鉄 染色 の 陽性 度 が 極め て 強度 で ある 他 ,. アル カリ フ オ ス フ ア ター で 染色 陽性 度 

* も の が ある 。 以 上 は , 交 細 胞 が 骨 壁 の 組織 隙 を 増 疾 する 場合 で ある が , これ が リン ボ 管 


内 を 増殖 する 場合 に は , PARR AO ARaIC EXT, Feulgen 反 )/ 





染色 の 陽性 度 が や や 強い も の が 多い 。 し か し , リン ポ 管 内 発育 を な す 冶 # 
い は 粘 化 等 を 見 る 部 で は , アル カリ フ オ ス フ ター セ 染 色 陽 性 度 が 強い の が 普通 で ある 


以上 の 如く , 冶 腹 の 組織 化学 的 所 見 は 腫瘍 実質 の 型 の みな ら ず , 癌 質 の 状況 に よっ て も ま 


た 異 る の を 認め る が , アデ ルカ リフ オ ス フ ア ター ゼ 染 色 。 Feulgen 反応 ,。 ビビ ニン メチ ル 緑 染 


nur 






2 テレ > GH > プア 
を 示す の は 興味 ある 
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111. FE: 75 PID Vs ORE RO PRICE O 
届 生 上 皮 化 生 に 関す る 組織 学 的 研究 
田中 良 , 太田 邦夫 (HERE) 
Adenocarcinoma of Uterine Cervix. A Study on the Histogenesis 
MAKOTO TANAKA, KUNIO OOTA 
PSUS It A PRD FEA AES FE! 
Bo WADA ET (PRT RR EE FL) 


Ks LUTHER RAMI TT FAHY 660 例 中 より 75 HOT ARBRME AKO 








で 報告 AWTS DAO HO GSH 1509 例 中 の 4.94, PANTO RAW 31 例 は 全 


m se 
Hr 2) EHE ZIP 


N: 
au 


Sun 323 例 中 の 9.5% CHS 


; BRD FE iT きた も DADA で あ る 





これ ら は すべ て 一 層 の 円 柱 上 度 か ら 構 成 され る 完全 応 
例え 腺 靖 で ある こと が 明らか で あっ て も 偽 昌 様 型 程度 の も ゃ の は 除外 し た の で 氷 統 的 検索 の も と 
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て 少く な い 。 
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クル 05 8 

田中 良 ER BS ES RT の よ ょ よう に 定型 的 角 化 を 伴っ た も の は 認め 
5> れ ませ た 

太田 邦夫 ee jit Adenocancroid は よい 例 と 考 へ ます 。 そ れ よ りゃ も も っ と 異型 的 な 癌 上 
t+ >, Ty 3 目 日 ー +, - +> —- 
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112. 子宮 ( 体 部 ) AMD BSS (特に 内 膜 凌 常 増殖 
と Estrogen と の 関係 ) 
品川 信良 , 斎藤 義勝 , 川崎 安行 , 須藤 一 成 


Studies on the So-called Precancerous Changes of Endometrium 
(With Special Reference to the Postmenopausal Hyperplasia of 
Endometrium and its Relation to Estrogen Metabolism) 
SHINRYO SHINAGAWA, YOSHIKATSU SAITO, YASUYUKI KAWASAKI, 
ISSEI SUDO 


(From the Department of Obstetrics and Gynecology, Hirosaki Medical School) 


The greatest interest in the etiology of endometrial carcinoma has been focused 
on the relationship between endometrial hyperplasia and carcinoma, and on the 
possible roles of estrogen in the development of endometrial hyperplasia and 
carcinoma. The writers studied these problems mainly based on the histological 
and clinical findings of endometria and ovaries of 165 postmenopausal women. 
At the same time, the glycogen content in the vaginal smears of these patients 
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were studied with the technique of Best's carmine stain as an indicator: of the 
estrogen stimulation, and the possible sites ‚of production of estrogen in post- 
menopausal period were discussed. The chemical estimations of estrogens and 
17-ketosteroids excreted into urine were carried out in a few cases. All patients 
for study were beyond two years after the menopause, who had never been 
administered estrogenic substance after the menopause. In this paper the cases 
of true carcinoma of both uterine cervix and body were not involved. 

The chief results obtained up to the present are as follows: 

1. Twenty-eight of the 165 postmenopausal endometria were hyperplastic or 


Table 1. Incidence of Postmenopausal Endometrial Hyperplasia 











Active | Inactive Atrophy Total 
Hyperplasia | Hyperplasia | 5 
No. of Cases (%) No. of Cases (2), No. of Cases (%) 
Hysterectomi 2 EEE = aye = ie 
vg ca. | tebe | 22 (6,7%) | 33 (100%) 
© ttaged | 0 の ー | Eier te | ‘ ” 
; ad 2 (1,596) 15 (11,472) | US (87.1%) | 132 (10094) 
Total | 6 (3,6%) | 22 (13,3%) | 137 (83,1%) | 165 (100%) 


Table 2. Years After Menopause of Patients with Postmenopausal 
Endometria! Hyperplasia 








No. of Years after Menopause No. of Cases 
2~ 3 11 
4~ 5 i 
6~10 8 
11~15 3 
16~ 20 2 
Total 28 


Table 3. Chief Clinical Findings of Patients with Postmenopausal 
Endometrial Hyperplasia 


Clinical Findings No. of Cases 


Endometrial hyperplasia 
Various ovarian tumors* 6 


〇 1 


Uterine fibroid 


+ 


Pyometra 


Uterine fibroid and adenocarcinoma of colon 1 
Mammary adenocarcinoma 1 
Cervical erosion 1 
Cystitis 1 


Total 28 


* The estrogen-producing or feminizing tumor is not contained. 
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proliferative phase-like, and especially in 6 cases of active type it was very difficult 
to differentiate from genuine adenocarcinoma (Table 1). Number of years after 
the last menstruation and the chief clinical findings of these 28 patients with 
postmenopausal endometrial hyperplasia were presented in Tables 2 and 3. 

2. The ovaries of both sides of 14 patients with postmenopausal endometrial 
hyperplasia were removed surgically and examined histologically. The histological 
findings were classified in Table 4. It was noticeable that the histological pictures 
of so-called estrogen-producing tumors such as granulosa cell tumor was not 
found in any case of our material. The ovaries of the non-operated remaining 14 
cases were not palpable in pelvic examinations as an ovarian tumor. The result 
of the research on morphologic evidence of cortical stromal hyperplasia, which is 
not dealt with in this paper, will be published elsewhere. 


Table 4. Histological Findings of Ovaries of Patients with 


Postmenopausal Endometrial Hyperplasia 


Histological Finding No. of Cases 


Co 


Senile atrophy 


ry 


Pseudomucinous cyst 


Serous cyst 5 
Pseudomyxomatous cyst 1 
Fibroma 1 
Fibromyoma 1 
Adenocarcinoma # 

Total 14 


Table 5. Estrogen Activity or Glycogen Content in Vaginal 
Smears of Postmenopausal Women 


Endometrium 
Vaginal smear 


Hyperplastic Adenocarciroma Atrophic 
Estrogenic 9 3 20 
Non-estrogenic 3 1 56 
Total 12 4 56 


3. As a rule, the glycogen content in vaginal smears of women with post- 
menopausal atrophic endometrium was very little, but the vaginal smears of 
patients with postmenopausal endometrial hyperplasia contained an unusually 
great amount of glycogen resembling the so-called hyperestrinism (Table 5). 
Whether the chemically estimated values of estrogens and 17-ketosteroids excreted 
into urine of women with postmenopausa! endometrial hyperplasia were increased 
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or not was not well known because our data on those values were unsatisfactorily 
little. 

4. After the removal of both ovaries and uterus the glycogen content in vaginal 
smears decreased rapidly (in a few months) in many cases of postmenopausal 
endometrial hyperplasia. On the other hand, however, there were a few cases 
which did not show the discernible decrement of glycogen content in vaginal 
smears. Therefore, it may be concluded that the estrogen or estrogenic substance 
responsible for the increase of glycogen in vaginal epithelium may be produced 
both in ovaries without a feminizing tumor and in an extraovarian organ, pro- 
bably in the adrenal cortex. 

5. Among six patients of inactive hyperplasia who had been neither hysterec- 
tomized nor irradiated because of absence of any trace indicating the transition 
to or beginning of genuine adenocarcinoma, there has been no case that has 
changed cancerous secondarily in their post-hospitalized course of 1 2-6 years. 

From these observations we are of the opinion that the postmenopausal 
endometrial hyperplasia cannot necessarily always be considered as precancerous. 
At least the presence of an inactive or benign type of postmenopausal endometrial 
hyperplasia, which does not develop to the genuine adenocarcinoma, is certain. 





113. 乳腺 ・ 子 宮 ・ 前 立 腺 閣 腫 の 酵素 組織 化学 的 研究 
(第 一 報告 ) 
河瀬 MM EA, 下田 健二 , CAME 


Enzymo-histochemical Studies on Cancers of the Mammary 
Gland, Uterus and Prostate. (Report 1) 


OSAMU KAWASE, MASANDO HAYASHI, KENZI SIMODA, 
KAZUHIRO OGATA 


(Department of Pathology, Research Institute ior Diathetic Medicine, 
Kumamoto University) 


Some reports have been already published in regard to enzymo-histochemical 
studies on human cancers, but none of them approached the problem systemati- 
cally. In connection with studies on the metabolism of sexual hormones, the 
authors have examined cancers and ‘‘ precancerous’’ lesions of mammary glands 
(61 cases), uterus (33 cases) and prostate (7 cases), and undertook enzymo- 
histochemical observations thereof. In ‘‘ precancerous’’ lesions were included 


lobular hyperplasia of mammary glands, glandular hyperplasia and ‘‘ pseudo- 
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erosion’’ of uterus, and hypertrophy of prostate. Hydrolytic enzymes studied 
were as follows: #-Glucuronidase (2-G) (Burton et al. ’52), Sulfatase (S) (Ruten- 
berg et al. ’52), Esterase (E) (Nachlas et al. "49), Phosphamidase (PA) (Gomori 
’48), Acid Phosphatase (AcP), and Alkaline Phosphatase (AIP) (Takeuchi et al. 
751). As some of the results were reported last year*, we describe here the 
problem from a slightly different point of view. 

1. Lobular Hyperplasia of Mammary Gland. In cases of rather acute hyper- 
plasia, glandular epithelia uniformly maintained high levels of the enzymic activi- 
ties (e.g. 6G, S.) But in chronic ones, in accordance with the various histological 
appearances, the activities were full of varieties, being generally high in epithelia 
of small, compact ducts, low in those of resting cysts. And as far as 8G and S 
were concerned, the enzymic activities were considered to be low in chronic 
lobular hyperplasia. In lesions of fibroadenomas the activities were low at fibro- 
matous sites and high in adenomatous epithelia. In male cases, essential difference 
could not be noticed but for some peculiar histochemical features owing to Cha- こ - 
cteristics of histological patterns. 

2. Cancer of Mammary Glands. The enzymic activities of cancer cells in 
newly developed carcinoma were markedly pronounced. In other forms, includ- 
ing carcinoma simplex, they exhibited usually more or less lowered levels with 
abundant fluctuations. As to the fluctuations of enzymic activities in carcinoma 
simplex, some observations were already described in the last report. 

3. Cancers of Uterus. In cases of squamous cell carcinoma distinctive features 
were observed. Some of the enzymes (SG) showed little or no activity in nests 
but high in stroma, the others (S.E.PA) higher 'in nests. 

It seemed to be interesting to compare these findings with the enzymic activi- 
ties of the innocent stratified squamous epithelia at portio vaginalis, where the 
activity of 8G was very low but that of S, E and PA were moderate. Moreover 
it should be pointed out that there was carcinoma simplex. Histochemical ap- 
pearance of carcinoma simplex at portio vaginalis resembled that of squamous 
cell carcinoma there, though seasoned with irregularities more or less, and it 
was quite different from that of mammary glands in this respect. Considering 
the histochemical appearances in cancers from the histogenetical angle, these 
phenomena seemed to be understandable. 

4. Hyperplasia and Cancer of Prostate. As far as examined, in hyperplasia 
the enzymic activities generally maintained high levels in the epithelia in small, 
compact glands but low in those of large cysts, as we have seen in lobular 
hyperplasis of mammary glands. But in cases of cancer fluctuation of activities 
became clear and the enzymic activities was enhanced in stroma. 

5. The Stroma in ‘‘ Precancerous”’ Lesions and Cancers. The enzymic activi- 
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ties of the stroma were influenced by many factors and showed considerable 
fluctuations. As a rule, it indicated higher levels in cases of cancers than in 
‘* precancerous ’”’ lesions. In cancers the enzymic activities of the stroma tended 
to parallel the quantity of newly formed collagens. Sometimes located in the 
vicinity of invading nests of cancers, the stroma of uninvolved tissues would 
often show high enzymic activities, especially with 3G. Pris infiltration also ele- 
vated AG activity. 娘 部 省 科 学研 究 費 に よる) 


114. ZUR OPEN PENIS © LAREN EO Ix 
内 分 泌 学 的 関係 
徳山 英太郎 , 沢田 % #3 成 , 塚田 恵一 (kai re) 


Histological and Endocrinological Relationship 
between Malignant and Benign Tumors of the Breast 


HIDETARO TOKUYAMA, AKIRA SAWADA, 
SHIGERU MIZOTA, KEIICHI TUKADA 


(I) ES. FAR 20 年 8 月 より 9 年 7 BE TI ZINN ZEARRENL 625 Alt, & 
性 乳 腺 炎 は 最も 多く 243 例 に 達する 。 そ の 内 組織 学 的 に 検索 し 得 た 249 例 の 内 , Ki 107 FA, FL 
Wu 56 fl, Fibrosis 37 fil, 線維 腺腫 26 例 で ある . これ ら の 材料 を , LICL TAMILS 
TRIE, RAEI SLAM, FLIES PARES OBR EON, さら に 季 妥 組織 より Eosrogen 
系 ホル モン , Androgen 系 ホル モン を 抽出 定量 し て ホル モン 的 に 凶 冶 。 乳腺 症 , 線維 腺腫 の 関 
係 を 追求 し て , CHORD RAC RUPE CHI, 好 記 症 に 対す る ホル モン 療法 を 述べ た 

痛 に つい て 。 PARDO SPRL HELE の 今 類 に よっ た 。 Ad. papill が 一 番 多く , Ad. 
scirrh. か これ に 次 ぐ 。 年 含 分 布 は 40 才 , 50 地代 に 最も 多く 全体 の 70 2 を 占め て いる 。 両 
az 107 例 中 6 Bl, 同 -- 乳 腺 組 織 中 に 2 種類 の 異 っ た 組織 像 を 有する 乳 冶 は 21 例 で あ 
る 。 串 者 自身 が 腫 癒 こ 気 付い て か ら 手 術 を 受け る まで の 期 聞か 10 年 以上 の も の は 6 例 あ る . 
最長 38 年 間 で ある 

(D 乳腺 症 に つい て 。 Stewart の 分 類 に 徒 っ た . AlkıE 52 例 こ つき 各 要 素 の 出現 率 は 


Bl. duct., Scl. ad.。 apo. cyst か 多く , 年 令 的 に は 30 #, 40 才 代 に 多い 。 乳腺 症 の 病 


の 程度 と 年 信 と の 関係 は , 更年期 まで は 年 令 と と も に 病 的 愛 素 の 数 も 各 要 素 の 叶 す る 病変 の 程 
も 高度 に な る 傾向 が ある FLEE の 病変 が ey 度 に な ・ ER VVC ALAS HR 化 変 性 E す る 4D と 考 


えれ ば , 年 令 と と も に 悪性 化 の 傾向 が 増す す と を 示す も の で ある 。 FIDE < FIRED Dé 
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っ た と 考え られ る 3 例 が ある . 乳 双 症 中 に 線維 腺腫 様 変 化 の 存在 する も る の が 4 例 あ る 、 こ れ は 
線維 腺 星 と 乳 章 症 と の 灯 和 性 を 示す も の で な いか と 考え て いる 。 ARBRMHO AN tv 含有 是 


REN, N ee a = 
測定 する と 両者 は よく 似 た 傾向 を 示す こと か ら も , その 親和 性 が 想像 され る 


(IV) Ak, Abe, Bor, Aa 94 例 中 , 同 -- 乳 明 内 に 乳腺 症 も 存在 する ぉ の 


は 25 例 の 多き に 達する が , これ の 共存 事実 は 乳 坊 と 乳 明 症 と が 密接 な 関係 に ある こと を 示す , 


- つ の 開 接 的 証明 と 考え を ら れる 。 乳 韻 を 乳 明 症 を 伴っ た も の と 伴わ な いも の と に 2 大 別して 考 
ATLL, 年 人 的 分 有 有 に 差 を 認め る こと が で きず と も に 40 F, 50 FRCS. AHO IBA: 
in cs ご = 全日 け ガ WA A GO OD -—- CN: See: と や ぃ (一 ’ Yo + Av 2 


ヾ 
LN 
fr 

J 

『 

Er 


ず , 年 合 と い 5 妥 素 が 重き を な すこ と を 示す も の で 





で 申し 述べ た いこ と は 乳 弁 症 は 乳癌 と 共存 する の みな ら ず , ARMEE 26 例 中 


衝 様 変化 の 共存 する も の 4 例 (7 %) 





(2322) に 共存 する 事実 で , 商 述 の 乳腺 症 56 例 中 に 


合せ 考え て , 両 疾患 の 近似 性 を 考え る に 玉 っ た 。 さ ら に 興 素 ある こと は 線維 最 星 様 変化 が 乳 


と 生 せ 念 密 て ぅ F 


みみ 今 さす > 


Cro 


fr 


LED 2 例 に 認め られ る こと , MHETEIE 26 例 中 3 例 の cystosarcoma phyllodes 


と 


必要 が ある の で は : 


ナッ 





吉 性 化す る 危険 を 示す も 
か ろう か 。 AIRE fo ALM 25 例 の 平均 年 令 は 46 FT, ARE 93 例 は 39 THO 
a 96 例 は 34 才 で ある 。 前 者 


NETRING A» 5D FEE {EIA 7 一 10 ED x 









= TP RME DRIER UL Pho AND Vet 

で 7 年 , 後者 で 10 FOROHSCOLI2, WREB 
期間 に 起 る も の で , 40 才 以 上 に な っ て 表 わ れ る こと が 多い こと を 示す も の で RAN 
LAREDO REV COE L te 93 例 中 37 Fil (39%) は 単なる Fibrosis で あっ た 。 AREA 


+ 


lis L 5K お と ナ 。 BE u ー 5 ae HZ, u Er tp EZ Fh 
eK HSS D, CHHBENAZODDE 0 RYE A 





れる 可能 性 が ある 
(Y) 蓄 腺 腫瘍 組織 中 の 性 ホル モン 。 Kier DACA, ee 
紫外 部 波長 光 に ょ る 吸収 曲線 測度 より 含有 ホル モン を 測定 する に , ARE HERE U z 
示し , と も に Estrogen の 相対 的 増加 を 示す が , 乳 六 は 増加 を 示さ ず 異 っ た 像 を 示す 。 今 ま ~ 
< 乳腺 症 23 例 , 乳腺 線維 勿 幅 6 Fl, 乳癌 7 例 に つき 検査 し た が , 詳細 は 本 年 内 分 泌 学会 で 笠 


Rit &X tic estrogenic の も の で ある か , 





年 キ る 。 ホル モン 関係 か らい えば 乳腺 症 
羽 坊 に な る と すでに 女性 ホル モン の 影響 を 受け て いな いこ と を 物語 っ て いる 。 

(Vi) 乳 洛 , 乳腺 症 の Testosteron 療法 。 AH, 乳 明 症 の ホル モン 療法 は 古く か ら 行 われ 
て いる が , 乳腺 症 に Testosteron propionate 1 回 150mg DAH“ 5-6 回 使用 する 時 , 
腫 場 が 和 柔 款 と な り 著 効 を 認め る も の が 多い が , 乳 拘 の 場合 は 苦痛 は 去る が , VERNTZUELTEN 
も の が 多い こと は , 前 述 の ホル モン 学 的 所 見 と 致す る も の で ある 。 

tat 
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モン イ 腺 腫 の 悪性 化 と いう 問題 は 
DL 発生 する 対照 と くら 
ve と な る か と 存 ま す 


san: 


RER wo に ょ っ て Estrogen を 
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る か と いう こ 


は 少く と も per ml 50 7 





SLBA SHAD hormone content は それ 各 多 量 に 含ま れる も の で せ う か 。 卵巣 内 含有 
区 を 計算 し て も ゃ も Schering 社 の 出し た 値 に よれ ば 豚 の 両側 (1M) に つい て 7/20 位 と い ょ ふ 事 に な っ て 
us 
徳山 英太郎 : DERART. 4 ら 提 が 出 た と 丈 ふ た し か な 症 AS い 。 WAL AAI e 2 
ー を 役 立 し た GC follow up に 大 変 都合 が よい の で は な いか と 思っ て いま す 
(DEE : に 。 Estrogen Beckman の Spectrophotometer <NETFTZABIIK 507 以上 
A » Metrew ts + 件 説 の 通り で す ヵ 体 組 穫 学 的 に 見 乳 腺 症 及 は 用 維 腺腫 の 時 に は 増加 し て 

る も の が 多い の で 。 肖 定 朋 る の で な v EBATWEF 
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Histologic Studies of Breast Tumors. 


HIROSHI YOGO, RYUYA SUZUKI 
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Fi ad 2 4。 ; de sa lan pia a 
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Mastopathie 44 36.6 
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Mastopathie (24a RTO eM LE UTI AD 
と の 関係 を 論ずる に あたり , COMMITS ze HD BANC LY ID 6 型 に 分 類 し 
1) Fibromatose ; 著 明 た な 結 締 織 増生 , 小 全 内 腺 成 分 の 凌 縮 ? する も の , @ Adeno- 


Ned 
bk 


UN 


matose ; [RR bk4;> OFRISIPEALR EAL TAN, 3 


GANN, Vol. 46, 1955] 13 


oO 





Fibroadenomatosis microcystica 








(simplex) : 足 微 鏡 的 畑 胞 形成 を 多数 見 , し か も 上 友 増生 は 著 明 で な いも の , ③TFibroadeno- 
matosiS macrocystica (simplex) ; 肉眼 的 燈 抱 を 有 し 上 皮 増 生 著 明 で な いも の , & Fibro- 


鏡 的 壮 得 を 多数 形成 し 。 し か も 糧 星 内 上 上皮 





adenomatosis papillosum microcystica ; if 


MASA AENH CT AI t Blunt duct sclerosing adenosis の 像 を 示す ⑥ Fibro- 


ん な 肉眼 的 論 腫 形成 を 特徴 と す 





adenomatosis papillosum macrocystica; |- 





#2 2: m 型 と 周 組 織 と の 関 MR 
u vi Carcinoma Carci- Carci- Carci- ral- Cystocar- 
solidum noma noma noma lert cinoma 計 = 
TERN SE 12, Se ” 内 = ® i 10 
sim- skirr- me- diffu- tubu- cribro- karci- Papil- 
居 辺 組織 plex hos dullarsum lare sum nom. are 
atrophische Mamma 5 0 0 0 2 1 1 0 9; 17.4 
Adenom 0 0 ) 0 0 0 0 0 0 0 
Fibroadenom 3 0 0 0 0 0 0 1 4 Cah 
Adenomatose 6 () 2 1 0 1 0 11/21. 2 
Fibromatose 3 0 0 0 0 0 0 1 a1 7 
Fibroadenomatosis S 
・ < i ) 0 2 en 
microcystica 2 ' 7 0 0 1 6 11.5 
Fibroadenomatosis 75.0 
に ( 0 ( 0 ) * 
macrocystica 0 0 0 9, 9 
Fibroadenomatosis u ee 
2 2 9 ( 5 5 28. 
papillosum(micro) * - z 1 1 0 7 1528.8 
2 に i ‘ 
Fibroa enomatosis n ( 1 0 0 0 0 2 3 5.8 
papillosum(macro) 
Gynekomastie 0 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 
Mastitis ( 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
r j 1 2 0 1 0 0 0 10 
at 30) 3 7 1 ( 3 1 11 62 
34 N HR id We 1 + 
SAL 4b る 2 . 
ws ‘fp BACH る ie レ 4: 
y を * 3 の う I U tT 
Fibroadenom 25 1 16.025 
Adenomatose 14 11 71.425 
Fibromatose ‘4 4 57.12 
x "ib 4 atosis ne 
© Fi roadenomatosis 35 6 17.1% 
a microcystica 
に 1 Fibroadenomatosis 4 47.02 
に の 5 0 0 % 
= macrocystica 
>> Fibroadenomatosis e a 
= ao 18 15 3.3% 
papillosum (micro) 
Fibroadenomatosis 3 フェ no 
RE / 4 に 75.09 
papillosum (macro) 
Gynekomastie 6 0 0 % 
Mastitis T 0 0 22 














DOD, 研究 成績 の 数 値 的 結果 は 第 2 表 ・ 第 3 表 に 示す 。 凌 縮 孔 得 の 像 は か な り 多 数 炉 同 辺 部 
に こ 史 られ た か が 1 例 も 明確 に 交 組 織 へ の 移行 像 を 追求 し 得 た も の は な く ほ と ん ど 協 腫 六 が 乳 蝶 組 
織 の 大 部 分 を 占め る も の に 上 史 ら れ た の で これ は 頑 の 発生 母 地 と し て の 音 味 は 少 い も の と 考 へ る 。 
Fibroadenom は 塩化 例 も 少く 頑 化 率 も 低く 示さ れ て いる が , いずれ の 例 る 閥 組織 と 明瞭 な 関 
係 を 有 し て お り 靖 発生 母 地 と し て 軽視 で き な い 。 Mastopathie の 6 型 に つい て 見 る と , 


Adenomatose は 痴 賠 辺 部 に 多数 見 られ , 協 組 織 と 密接 な 関連 性 を 有する 例 も 少く な い 。 ま 


- 壇 化 率 も 高く 有力 な 輸 発生 母 地 と 考え る Fibromatose は 1 例 を 除き 他 は 描 発 生母 地 と ! 


ti ー 
r site トキ デー ツ と ロナ ょ 2 か ン セ = と 和み Zest ows て BI. u te ib ee a. Fan? x 7) アテ っ < 
て より 交 腫 に よる 二 次 的 な 変化 と 考え る 方 が 妥当 と 思わ れ 壇 化 率 は か な り 高 く 示 され て いる が か が 


& こ は 炉 化 傾向 は 少 い と 考え る Fibroadenomatosis simplex は 良性 腫 癒 中 出現 率 は 最 


プ 


DATEN I AN D < AES 、 こ れこ 反し Fibroadenomatosis papillosum 
最多 数 の 冶 化 例 を 有 し 冶 組 織 へ の 移行 像 を 追求 し 得 た も の が 少く な い 。 MUL SRC 
Papillares Karzinom の 発生 を 来 し や すい 。 頑 周 辺 部 に は 大 な り 小 な り 円 形 細 胞 浸 潤 を 伴 > 


$ ふ の で ある が , Mastitis が 問 化 を 促し た と 思わ れる 例 は 見 られ な い 。 また Gynekomastie 


. A 2. papier sr $i 2° AL? < ロビ ブ N メ 2 zul + とこ Var Bir 
RAL 例 も な い 。 な お お 】 I ER ARD め 周辺 組織 か 全く 小明 の OD 10 例 あ っ た IR Bin 


た 統計 の 概要 を 述べ る 。 香 腫 窒 の 平均 年 令 は Krebs 46.0, Sarkom 21.5, Fibroadenom 


27.7, Mastopathie 37.8, Mastitis 1.1, Gynekomastie 45.8, と な り 年 合 的 分 布 は Krebs 


11-45, Fibroadenom 21-25, Mastopathie 31-35 を 頂点 と する 。 それぞれ 特 有 な 山 を 描 


Gynekomastie は 若年 より 高 年 信 に か け て 分 散 し 山 を 形成 し な い 。 血 緑 


る も ふ の 壇 腫 40 22。 Fibroadenom 30 22。 Mastopathie 26%, 対照 20 22 と 





> 


> Maits kO Mastopathie は 圧倒 的 に 外 . 上 中 分 円 に 多い が Fibroadenom お よび Mastitis 
は か な り 各 部 に 分 散 し て いる 。 Gynekomastie は 全 例 中 央 に 位置 し て いる 。 月 経 異 常 は 
Krebs 28.8 7, Fibroadenom 27.8 22。 Mastopathie 25.0 2。 対照 10.0 2%, 2H Rey 
Krebs 28.124, Fibroadenom 40.0%, Mastopathie 37.0%, “HR 5.3 2 に 見 られ た 。 出 
INK EteS4O Krebs 42.3%, Fibroadenom 61.122。 Mastopathie 12.572, 対照 5.022 
で ある が Fibroadenom の 率 が 高い の は 若年 者 が 多い た めで Krebs は 高 令 に 傾く に か か ね わ 


ら ず この 率 が 高い こと は 注意 ? 流産 経験 者 Krebs 36.5%, Fibroadenom 33.3 %, 


Cat 
pe 
yE 
oS 
り 


Mastopathie 40.024, 対照 30.022. 性 器 疾 患 と の 合併 は Krebs26.7°, Fibroadenom9.522, 
Mastopathie 11.9 22。 Gynekomastie 0 22, “18 5.0%, と な っ た 


( 婦 部 省 対 学研 究 費 に よる ) 
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116. (HEE Ck SHELIA LTE DBASE 
篠原 EARS ESD) 
Observation of Blood Vessel Distribution in Carcinoma 
Masses by Reconstruction Method. 


OSAMU SHINOHARA 


s け る 血管 新生 の 有無 に つい て は ,。 種々 の 説 





けろ る MHZ DU ヽ て な され て お り 。 HAR 人 





ie デ ニー に クノ : >> we mt Sin o's fm) で > alee, » aici ) 7 ー 
休 に つい て の 充分 な ミド は 。 あ まり 行わ れ て いな い 。 私 は , Heels, BEE NZ 
=k) 3. 7 AT be yrs A yest ba セ デア で ドーア, 4 A >. PLIVı» RER 
WEA AAT 7A WAS, Al, Al) お よび 子宮 坊 の 胸膜 転移 1 例 。 な ら び に マウ ス 


- し, 病 塊 の 小さ な も の は 全 坦 塊 , 閣 塊 の 大 きい も の は その 中 心 点 を 合 


(周囲 組織 と と も に 取り 出し , それ ぞ れ 10 4 パラ フイ ン 連 綻 切 片 と し 。 





7 Ye fa, ワン ギー ソン Ye fa , ym アト マン リツ «eS ン 染 色 , ゲ メ リ ー 氏 法 に よ % PFE As 


Ar 。 描画 式 復 構 術 に より 血管 走行 の 立体 的 観察 を 行っ た 


I: >» ow Te eyes Ty Wane di EZ SE グー ) ーー 1 デール ュー ーー TT hy AES ナー トク イー テン 2 mL 
Bis FER LU TEEN ER, MERAN ONT, PKA CHALE O ET A BET 


レル 4 


る と , 通常 韻 塊 内 へ は 多数 の 個所 より 動静 脈 が 進 人 し , 癒 塊 内 に は 豊富 な 血管 が 認め られ る 


っ ら の 血管 は 。 か な り 和 複雑 な 分 岐 を 示す が か が , その 多く の 分 枝 は 概ね 正規 の 動静 脈 と し て の 構 


9? fd 


Cs THEN TET SOT, これ ら が 閣 塊 内 に こ 取 り 込 まれ た 局所 既存 血管 で ちあ る こと が 





Tn ASS = EM, 41 ™~) = me Reg 
MME CASTS LON LICHT oNDA 





推定 され , 従っ て , AWK LEAD HK 


さら に 強 拡 大 で 交 塊 内 な ら び に 頑 塊 周 囲 の 細 血 管 配 置 を 詳細 に 観 窪 する と , BANK LOO 








周囲 に 間 質 結合 織 の 著 明 な 増殖 の 認め られ な い 例 で は , 交 塊 内 お よび その 周囲 の 細 血 管 の 走行 


し た 脳 固有 血管 こ 比 し 閉 明 な 基 異 を 認め ず , また 交 塊 内 細 血 管 が 瘍 塊 周囲 に 





状態 ! LIGA 


分 布 す る AW tit’ re = 移行 す BIEBIE,T; ALD MEMES 傾向 の た め 周囲 血 ie に 圧 迫 ] を 受け た 


像 は 認め られ て も , その 走行 態度 こ 本 質 的 な 差 異 は な く , 既存 血管 が 偶然 癌 塊 の 内 と 外 と に 


9. これら の 所 見 か ら , 靖 塊 内 細 血 管 が 韻 実 質 の 増殖 に 附 随 的 





に 新生 され た と 見 る の は 困難 で あり , また 頑 塊 内 に 向っ て 周囲 か ら 新生 但 人 し た と も 考え られ 
す , 痴 実質 の 増 燃 に 際 し て 局所 中 存 の も の が 滞 次 その 内 部 に と りこ まれ た も の と 考え る の が 婦 
当 と 思わ れる 。 こ れ に 対し , 間 質 結合 織 増殖 の 普 明 な 骨 糖 脳 枝 移 お よび 子宮 夫 胸 肛 転 f 


wr 


こ 分 岐 物 合 し て 。 





fil VETER 台 織 内 に 一 致し て , 部 oP A) 
その NAHE | > [i] 





er POUND FETT LSE SH 


有 脳 組織 お よび 固有 胸膜 組織 の それ に 比 し 明らか に 異な た り 密 と な っ て いる .。 これ ら の 所 見 は 疾 











- 血 管 新 生 が 相当 ある こと を 示す も の と 考え ん られ る 。 な お , HHL) GK Sam 
WERT. 瀬 次 微細 彼 に 新生 分 徹し た か の 如き 像 は 認め られ ず , 癒 塊 中 心 部 で 韻 塊 内 に 取 
DIAZ NREL EO RK a EL, ある い は 疾 塊 発育 欧 端 部 で 腫瘍 内 に 取り 込ま れ た 局 

[ 存 血 管 に 由来 し て 血管 新生 が 起 っ て いる よう に 独 察 され る 。 ま た 疾 塊 周囲 で 増 多 し た 結合 


織 中 こも 血管 新生 の 像 を 認め , これ ら が 病 塊 発育 先端 部 を 越え て 本 塊 内 新生 血管 と 連絡 し て 


N 





Ik 





る の で , ERBE CHE L FED AMICON TC, >E> EHRE REN BE 
ZZ られ る この よう に 人 転移 坊 で | ATH RAG He FE If 管 に 相当 する も の は 


5 に 考 えら れる か , VA AROMAS SUH AICO A, 冶 塊 内 お よび その 周囲 の 時 


存 軸 党 の 森 栓 核 を 基幹 と する 血管 新生 の 起 る べき こと が 推定 され る 。 閣 塊 の 発育 速度 , HE 
の 成 暑 度 冶 塊 の 大 小 等 と 血管 新生 の 有無 と の 聞 に は 密接 不可 分 の 関係 を 求め 租 な い 。 脳 転移 冶 


は 一 般 に 血管 新生 の 認め られ な いも の が 多く , また 交 塊 内 外 の 血管 に は 租 度 の 基 は ある が 毎 党 


拡大 が 認め られ る 





つぎ に マウ ス 可 移植 性 聞 揃 に つい て , 弱 拡 大 で その 主 a) 


ご TA 


fi. ETT Ae BLAST Sic, MED 
す 


Tb 


脈 が 癌 塊 内 に 進入 し て , 不 規 則 複 雑 に 分 岐 す る が , OA ULE LISLE る 
こと な く , 概ね 疾 塊 内 の み に 限 局 し て 広く 分 布 し 豊富 な 血管 網 を 形成 し た の ち , 潤 次 集合 し 


曽 塊 周 囲 を 走る -- 本 の 静脈 に 連結 する 。 さ ら に 交 塊 内 細 血 管 配置 を 強 拡大 で 観察 する と , Mi 


に 
1 


A 


= 


x: 


に 


内 細 血 管 は 部 分 的 拡張 衝 容 を 示し , 複雑 に 分 岐 物 合 し て 宿主 局所 血管 の 走行 と は 異な る 網 エ を 


形成 し て いる 。 ま た 血管 分 布 密度 は 頑 塊 内 で 特に 交 と な っ て いる 。 し か し て これ ら 細 血管 は 上 


at S MRO SPR ee SEL, 概ね 閉 明 に 増殖 し た 賠 質 結合 織 に - - 致 し て 認め られ る 。 こ れ ら 





の 所 見 か ら マ ウス 可 移 植 性 乳 壇 に は 頑 塊 固有 の 栄養 血管 に 相当 する も の が ある よう に 考え られ 。 
頑 実 質 の 増殖 に 平行 附 随 的 に 血管 新生 が 起 る こと を 示す も の と 考え られ る 。 配 塊 内 外 の 血 入 


LIE 2 as > ュ < デ エ ン ビ リエ te el Di = u 
HER, 2) ze IN tz f EAN x Dee 同 様 で ある (本 研 TUE CER FH の ge ak ar 


117. JEL JEPEALER © SHRED HEE > ZO By ety HELE 
大 野 太 郎 , 府川 常 之 輔 , 村田 孝之 CREP RSP) 


Histologic Structure of Hyperplasia and Tumor of Mesenchymal 
Origin with Special Reference to Biological Behaviour. 


TARO OHNO, TSUNENOSUKE FUGAWA, TAKAYUKI MURATA. 
JEL EARRRO HATES. TOME L TOA FAVED DAT, 上 皮 和 性 組織 の 増殖 症 と は 
いさ さか 趣 を 異 に する 。 身体 各部 に 生ずる 線維 症 乃 玉 線 維 是 の 多様 な 女 と 意味 を 尋ね , ri 
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管 因 型 と 血管 腫 の 複雑 な 組成 と その 運命 を さぐる だ け で も , 自 つ と その 間 の 経緯 は 判明 する 。 

際 床 病理 学 的 に 極め て 重 妥 な 意味 を も つ | 前 拘 性 また は 前 肉腫 性 」 OMS, も ちろ ん その 概 
償 の 理論 的 な 吟 味 の 商 提 は 必要 で ある が それ は 別 と し て , 現実 こ は , ほとん ど 傘 来 の 系 統 的 研 
究 対象 を , 上 皮 組 織 に 求め て いる に すぎ な か っ た 。 今 , 全身 場所 を 選ば ず , お よそ あら ゆる 型 
の 非 上 皮 性 組織 の 増殖 症 を , HELL TEDOL HI THE » て それぞれ 独自 の 発育 態度 を 示 


{ 


し , 形態 と 生物 学 的 性 状 と の 関連 に 焦点 を 合せ た だ け で も ,。 「 前 肉 隆 性 | の 考察 と いう 必要 か 





1 
* べ か ら ざ る 領 野 が 。 自 づ と 開け て くる の に 気付 く . 商 回 所 お よび 東大 病理 教室 で は 。 結合 織 


ーー SS 2 Seo ] Rd rm クト も 
意図 と を 拡大 し 5 AT tit LFA 





MSO ARV ON CHILE, PSS SIC HZ 
RUIKO ふも ふ の か ら な る 
て る も の 3) パラ ガン グリ オー マ 
再発 性 の 間 柴 性 腫瘍 6) AAT ALI 
8) ホ ヂ キン 腫瘍 乃至 ホネ チキ ン 肉 


1) Wd SFO es 
1) BE Pr FS ABE RENAE +> Hh 
REPENS OT) 特殊 な 若干 の 肉芽 ! 


FEN) 身体 各部 の 血管 増殖 症 





i) 2\X Foix-Alajouanine, Sturge-Weber, 





Dieulafoy’s ulcer, Kaposi 等 10) BE case 庶 論 等 の 線維 症 乃 玉 線維 種 , 11) FE RENE 
12) いろ いろ な 型 の 脂肪 増殖 症 13) 血管 周 皮 細胞 隆 と いわ れる も の 14) 悪性 光 思 組織 増 将 


た エエ クビ ェ ド HI 2, StS ah) BEI» フ レ IN - m rd 。 
POI ae Rim Mast DEN TFDL5IIKDR 





1ED HH 


(D Vd SMMC BM AT Er, 組織 学 的 な 悪性 の 標準 の 中 心 内 容 と は 





r 


限ら な い 。 予想 され る 母 地 本 来 の も の と 比較 し て , 増殖 に 当っ て 構築 が 乱れ る か また は 個々 の 


~ BE 2 => > 23 ee big 1 Fn た Ale 
TOWAHE WANT D>, TNOMULAH FAMED ig 17S SHEE 7 Ao ME 220 


Ve 


ME ・ の 手 掛 り で は な い 。 た と え ぇ 単調 な 組成 で ちあ っ て も , 増殖 細胞 が 強く 変異 し て お れ ば , + 
ょ か ら ず 破壊 的 で あり か つ 転 移 を 惹起 する 。(l) 組織 学 的 こ 像 が すなお で 旨 底 悪性 化 を 
ry 想 し えな いも の で も , 人 くり か え 
て いく に つれ , 像 の 一 部 に 傘 か に 増 銘 細胞 の 異型 性 を 見 出す 、( 岬 ) ihc HO THE 
と 形 胡 する 型 と 。 ほ と ん と 全く 転移 を 形成 し な い 型 と が , 組織 学 的 に は ほとん ど 異 な ら な い 場 


* か 証明 され る 。 そ の よう な も の で は 。 通常 の 検査 に よっ て 到底, 予測 が で き な い 。 加 性 度 あ 
る い は 転移 春 起 能 は 普通 の 規準 で は 測れ な い 。 バ パラ ガン グリ オー ム は その 代表 と も な ろう ぅ 。 し 


か し その 頻度 は いた っ て 小さ いか ら 臨 打 的 に は 左 程 驚 異 と ほな る まい 。(MW) 或 る 組織 か , そ 


COMO BIC, 破壊 や 吸収 や 増殖 能力 の 茎 補 細胞 変態 を 発揮 する と すれ ば 。 こ の よ ょ 





> な 組織 を 母 地 と し て 発生 し た 幅 瘍 の 生物 学 的 性 格 の 判定 こ は , 予め , 上 記 の 現象 へ の 顧 虐 が 
CUAL, (AAMC RMD BAe) (V) 転移 病巣 が 宛 か も 良性 腫 
また は 組織 因 型 を 思わ す よ うに 組織 学 的 に お と な し い 場 合 , 原発 巣 を ご どく て いね い に み みる と , 
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必ず 少く と も その 一 部 に 異型 的 な 悪 性 を 将 げ る 細胞 増殖 が 見 出さ れる 。 転移 巣 に お いて 分 化 が 
HET TS OVSIE LES sULt LAA BRC, RHRAMO ox LX BEV 
Nee, (VI) ホ チ キ ン 病 の 内 容 は 識者 に よっ て まち まち で あろ う 。 MOD AZ FEIERN ML T 
An {Al Pd DD» BUTT LIN SC, THEY 4 HRC EEE LL TODE EL EB eit 


な ら ぬ 。 ARIAETHI WAM CU, (MD PARED ARSLOIZ, 像 が いか に 


i 譲 で あり 良性 の 如く で あっ て も , これ を 良性 な り と し て 安 . 心 で き な い 長く 静止 し 5 る in 


Situ Cancer と は 比較 し えな い 。 VD いろ いろ な 部 位 の , ZT DAHER An 





ES, cu - > = ノーー ビ アン = > £2 FHi Gok chs, I 2 FE ーー エク Hho 
x EEL TAI RU TI, 反復 再 発する こと や 多 型 的 構成 を も っ て , HOLT DESK 

LT) - LETN AZ Lite by FEN TI Flay 2 1 Z ees 1 figs ty 
忠明 の 大 さと 結び つけ る こと は 許さ れ な い 。 それに し て も , WAMIC BI AEE LA bs BZ iin] 


は , 訪 め ね ば な る まい 再生 能力 か ある い は この 際 坦 へ られ る か も し れ な い - (MK) 生物 学 的 








と と ー キ ナ 。 ユ ET M ‘ be = Ltt 
ちえ られ よう 。 すなわち 1) 局所 的 悪性 2) HER 


4) 偶発 的 悪性 。1) 局所 的 悪性 は , 局所 に お ける 執 益 な 再発 反復 。 局所 こ お け る 破壊 。 貴 揚 
) 


ON 


St 


細 移 の 血 中 生存 能力 の 欠如 また は 臓器 へ の 好み 等 を 包括 し それ ぞ れ , BEA, Fond 





隊 場 。 神 経 性 貴 場 の ある 型 に より 其 象 せら れる 。2) Matti om) At 


ne, 


BAD BME LOSEO, MPAEOAAFI TATEN CHR, 3) ARAL 


ys let htt ZA Wes 
56 Asap | AX ZILK 





と する 一 切 の 悪性 規準 を 満た す も の , 4) 


amc k Oe PRAY TS I や の 脳 I Dt の 他 ie Ni Hifi a HK: wo HZRE 





デフ ; en EIER, ト る ) 


118. Ependymoma の 病理 組織 学 的 研究 GBI EU 

若林 辰夫 (HARTEN 

Pathohistogical Study on Ependymoma (Report II) 
TATSUO WAKABAYASHI 


4 HE) 


“PASE 





1890 年 Weigert や Studnieka (XIE 7 RHE LAKAI PED BEL Ir“ blepha- 
roplasts ある い は Basalkörperchen と 名 付け た が , 1902 年 Mallory HERE I-KAnliarh 
来 の 腫瘍 に も 炉 似 の 吾 粒 が 出現 する こと を 報告 し た 。 以来 この 頼 粒 の 存在 は ependymoma 
の 大 き な 特 性 と され て きた が , その 本 態 や 診断 的 価値 に 関し て は 種々 の 異論 か ある 。 Fi] 
報 に お いて 11 例 の ependymoma 了 臨床 的 な ら び に 組織 学 的 所 見 を 述べ 併せ て これ ら 団 粒 
に つい て 少し く 触れ た が , 今回 は 新た に 得 た 4 例 を 加え た 15 例 と 約 50 AD bE ARS MS 


GANN, Vol. 46, 1955. 319 











し た の で その 概要 を 報告 する 


>» + 7\ Moiay Ves ie 2 Su FR,» Xe 4 
35 2G Kia Fy A Boe 1: で 7) Fie まこ つき 検索 し 


def ı& Mallory の phosphotungstic-acid-hematoxylin 染色 Heidenhain, の Eisen- 


TENS Ce SMD Zenker の 液 で 固定 し , これ か 不可 能 





な 場合 は 染色 に 種々 の 変 ependymoma か 示す 種々 の 特性 的 組織 構造 と 該 頓 粒 の 





ビッ ト に お いて は , と き に cilia を 示す も の で は そ 





ー 日 HIER» Im た ‚= xl, プ > <1 テレ に ル 。 | the ae 
沿っ て 規則 的 に な らん で 証明 され る が cilia を 失っ た も の で は そ 6 





E 管 腔 の 形成 な く 中 心 は 線維 性 の 細胞 突 超 か ら な る 月 


I. 
( 
( 
( 
\ 
at, 
の 
\ 
\ 


57) 4 


いわ ゆる バラ ロゼ ッ ト で は その 排列 は 不 規則 で ある が すべ て 環 の 内 側 に 証明 され る . ick 








瘍 の つの 特性 と され る 血管 周 胃 放 散 状 の 細胞 排 別 すなわち プ ソ イド ロゼ ッ ト で は その 化 置 は 
不定 で 血管 側 に も 反対 側 に も 認め られ る が 概して 反対 側 に これ か が 上記 構造 以外 の 細胞 性 
DEBT CIR TERED UE 系 形質 内 と いう だけ で その 位置 は 全く 乱れ て いる 

これ ら 天 粒 は 真性 ロゼ ッ ト お よび パラ ロゼ ッ ト に は これ を 矢 く こと が な く ,。 プ ソ イド ロゼ ッ 
ト に は ほとん と に 証明 され る が , 他 の 細胞 性 の 部 分 で は と き に これ を 欠く こと が ある 。 ま た 変 
性 高度 な も の に は 証明 され な い 。 こ れ は 全体 の 傾向 が 非常 に 細胞 性 で 特有 の プ ソ イド ロゼ ッ ト 


形成 る 少な い 中 に 数 個 の 真性 ロゼ ッ ト あ る い は パラ ロゼ ッ ト が 孤立 的 に 存在 し , 細胞 性 の 部 分 


で は 訪 頓 粒 を 和 欠く 場合 で も これ ら ロ ゼット に は 必ず 証明 され た 。 従っ て これ ら の 特性 的 組織 遼 
造 の 魚 閉 な も の 程 そ の 全体 の 出現 率 は 高く 。 これ が 起 れる に 従っ て 低く な っ て 来る 。 数 は 1 か 
ら 5。 6 HET. 一 対 に な らん だ も の が 比較 的 多く , 形 は 円 形 , 卵 円 形 ち ある い は 杏 状 を 呈し と 
に cilia を 示す も の } - 取 囲ま れ て お り , 核 色 質 と 同色 に 染め だ され る .。 真 
Er, bic tit STF 腔 上 衣 細 胞 の cilia の 基底 に な らぶ 小 体 の 





良く 再現 し て いる 方 これ ら 小 体 と は 別に cilia を 失っ た 上 衣 細 胞 の 内 限界 膜 と 核 と の 聞 に 





Hae (<BR = 3 か 存在 し て お りこ れ ら は Centrosomes で ある と も いわ れ て いる 
か パテ ロビ ロゼット, ブフ ソ イド ロゼ ッ ト あ る い は 他 の 細胞 性 の 部 分 に し ば し ば 認め られ る 一 - 対 の 頼 
RUE OF と 類似 し て いる 


dh blepharoplasts #y(Mo PARA HERTS 





Bailey iX ependymoma L/-n sa AAI 
こと を 報告 し て いる が か が , FO RK Le: LA AAS Cid pinealoma の parenchym cell 


‘4 ependymoma の blepharoplasts ZH IE P CHA MRA Arzfiı 


に astroblastoma plump cell の 或 も の に また glioblastoma multiforme の 転移 と 考 


えら れる 大 脳 反 質 の ependymoma 様 の 組織 像 を 示し た 部 の 牙 細 胞 に blepharoplasts fi) 


rn 


OPE DD btm, これ ら は いずれ も ependymoma に お ける 如く 定型 的 で な く , その 
出現 も 不定 で あっ た 。 な お blepharoplasts Lic HAKKAR WED SRO CIES 
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細胞 内 に 証明 され る こと が か ある が , これ ら は 他 の 頭蓋 内 種 瘍 に も し ば し ば 出現 し 典型 的 に 沙 ま 


小 heh 


> 


る こと は 少な く blepharoplasts か ら は 明らか に 区 引 し 得る も の で あっ た 


( 交 部 省 科 学研 究 費 こよ ょ よる) 


119. 副 鼻 膝 風 瘍 の 組織 刑 に つい て 
高士 宗 明 (Hr 
On Histological Types of Tumors Arising in the Paranasal Cavities 


MUNEAKI TAKASHI 





AICO BAYS till NEE D AREA & BIZS LO HHO LIC Mo ROMA I CE THO 


, 腫瘍 2 


て , 主として 上 皮 性 腫瘍 こと に 痴 を 対象 と し た 。 組 織 発生 的 観点 は Willis OU 5 inc NES 


Ho fundamental basis で ある が か が, 副 鼻 腔 癌 の 肺 胆 二 に お ける 
pH A Tet 1 無 意 味 で あっ て 。 その 


ム 。 純 形 態 学 的 分 抑 を な すこ と は 。 し る 無 Cia Cs Te 


fa 78 PM 








知る こと が か, LORANCHS. 材料 は , LA 


を 用 いた が か, CORAM, 最も 優位 な 組織 型 を 一 応 そ の 名 称 と し て 用 いる と , KK 





の 如く で ある 
I. Re ME WE BS we 数 
Adenoma - 8 こっ oe : ee 
3 1 (中 1 例 は 後に papillary carcinoma 再発 ) 
Papilloma 3 
squamous-cell carcinoma 43 
| basal-cell carcinoma り 
F = Sm: und-cell carci a 2 
Eareinoma 7] . Small round cel ‚arcinom 2 
Columnar-cell carcinoma 3 
Adenocarcinoma 7 
unclassitied carcinoma i 
Malignant melanoma 1 
Ik 1. Re PE BE By 
Reticulosarcoma 2 
Fibrosarcoma 1 


副 上 鼻腔 粘膜 痛 の 発生 母 地 ( ほ 。 その 上 皮 性 成分 た る 表 悦 上皮 よび 腺 の 者 に 求め ら 


れる の が 当然 で ある が , 排 浴 管 は 表層 上 度 と 同様 の 呼吸 皮 を 


a 





っ HES 
17 


反 を 有する 移行 部 に 分 れ , 後者 は 構造 上 , CLARE 
排 浴 管 大 部 と 排 浴 管 移行 部 お よび 腺 の 二 つ に 大 別して 交 発 生母 地 を 考え る こと は 合理 的 で あろ 


5 。 著 者 が 排 浴 管 移行 部 と 呼ん た だ の は 大 貴 溢 朋 の それ に 見 られ る 如き 線 条 部 , 介在 部 の 明瞭 な 


と を 理由 と する 。 腫 場 の 多様 像 の 中 で 主役 を 演ずる も の は basal cell 





件 的 特徴 を 示さ ぬこ と 


-GANN, Vol. 46, 1955 321 











ぉ よび mucous goblet cell と 排 浴 管 移行 部 乃至 混合 粘 座 腺 の 構成 細胞 で あっ て , 粘液 染色 


を 主 と す る 組織 化学 的 検査 は , NERA RO RAC BEL oT, HE RER ED In x 


3 


i h> 
NEN oo 
り 機能 OP; 





本 質 的 に は 同種 の も の と 考え られ る 。 また, M 





の 多 型 像 を その 組織 発生 的 法則 で も っ て 統 -- す る た め に , 胎生 学 的 な 正常 組織 発生 と 再生 機 区 
7 552.739, ここ で 興味 ある の は 再生 に 伴う ,,Squamous metaplasia‘ 
ba. 普 者 は 100 余 例 の 正常 お よび 上 吾 洞 著 肛 ぜ 定 の 材料 を 検索 し た が , いわ ゆる 上 直接 化 守 は 
Hors, ほとん と 正常 の 多 列 円 村上 皮 へ の 復元 で あっ て Squamous metaplasia は 意外 に 
少く 3 例 に お いて 見 られ た に 過ぎ な い 。 上皮 剃 脱 部 の 基底 膜 上 に まず 周囲 の basal cell 2:44 
殖 し て -- 訂 に な ら び , さら に 上 方 に 増殖 する と と も に 多角 形 の 細胞 間 橋 を 有する 細胞 へ 分 化 の 


baw, つい に 選 平 上 皮 化 を 完成 する 。 こ の Squamous metaplasia (tHE ERMC 


J 


て も る 同様 に 見 られ る 。 こ の こと は basal cell の つの 潜在 的 可 型 性 を 示す も の で ある が , 
腫 場 に お いて し ば し ば 見 られ る 円 柱 上 度 よ り の 化 生 は 確認 し えな か っ た 。 以 上 を 中 心 と する 外 
EZ Fr 見 を 維 括 すれ ば 次 の 如く で ある 


(A) 表 選 上 皮 お よび 排 江 管 大 部 を 起源 と する 煽 。 (1) Popilloma は 英 症 性 polyp £914 


来 す る こと が か あり , Popilloma (2S Sic BHE{E LT Popillary carcinoma に 移行 する 


5 i> Reuys, Kiesselbach-Hellman, Poli, Holmgren, Ringertz 等 と 同様 例 を 


it 


=k 
m< 


に か 。 いずれ に し て も ふる , papilloma (LAER (Ee MES WERE ODE EL TEA 


{ 


UOT AED SIEOHDL TAL OI HROM< basal cell で あっ 
こ に 。 HMO 4 OLS PSH DSR, 濃 染 核 を 有する 好 塩 基 性 の small Spindle cell 
に 変形 する 。 純 克 に これ の みよ りな る 構造 は basal cell Carcinoma, Scirrhus, また は oat- 


cell Carcinoma 等 の 組織 型 を 呈す 。 さらに basal cell は large spindle cell より な る 皮 


ic tL on SMx basalioma type を 示す こと も あり , ELIMI anaplastic な 捧 態 で 
er, 無 構造 こ 瑞 殖 し て small round cell carcinoma の 型 を と る こと も ある 。 この 型 の 非 


常 な 増殖 力 と 転移 性 を 示す に 反し , basalioma type は , 発育 は 比較 的 緩徐 で , JPRS 
BEREIT, 遅く 転移 を 来たす が , 転移 の 見 られ な い 悪 性 度 の 弱い も の も ちる 。 W 
basal cell は 腫 場 に お いて も 正常 の 組織 発生 お よび 再生 機 誌 を 追跡 する 如く columnar-cell 
へ ある いい は Squamous cell へ の 分 化 的 移行 を 示し , calumnar-cell Carcinoma, squamous- 
cell carcinoma の 組織 型 を と る 。 また transitional epithelium FF 3431 TI 
な 如く , calumnar cell の squamous metaplasia は し ろ し ば し ば で ある 。 (4 興 来 ある 
の は 特徴 的 な clear cell が 種々 の 病 組 織 像 中 に 見 られ る こと で , この clear cell を Ren- 
gerty 等 は Squamous-cell carcinoma 中 で し ば し ば 見 る こと か ら , Squamous cell の 
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を 性 細胞 化 と 解釈 


ili J) 


S#HLIZL AL clear cell OAKEY 


% NG 2c RL, SCAM 


REO VIER HANS EEE L (mucous clear cell), 中 心 部 に 行く に 従い 空 乃 化 し て 


foamy clear cell へ の 変性 的 移行 を 見 た 。 
cell の 集 終 部 を 見 る こと で , HEOBTRMINIETCHD, 


basal cell より goblet cell AD FH HT IST 


題 に 関係 し て , BER (Hückel ; Franssen ; Skorpil : 


Bryant ; Bauer 等 ), 皮膚 (Lin), 4 


論 計 は 興味 が ある が 省略 する 。 以上 basal cell の 多彩 な 潜在 的 本 型 性 を 中 心 と し ~ 


- ユ + 


„Reserve cells‘‘ (Halpert and Pearson) に 求め る 


注目 すべ き は 開 質 と 
粘液 産生 も この 


a 


= HUI. TED SERED FBO MIS Cho T, FTO Milk 


5)Squamous cell carcinoma (x 42f9)D Wh RH 5857 


の 境界 部 に small spindle- 


ER ic FFA ChB 


KUT SZLDLGASHSA, この 問 
Rawson; Thompson and 


WEB (Stout and Cooley) に お ける Clear cell の 


145° 7 aes, SIs S$ 
WA aM Ae Reise 


と いう 見解 と は いさ さか ー 再 


予め 存する Squamous 


metaplasia より 出発 する も の は , tr LAT, basal cell また は columnar cell 等 より 出 
発し た 峠 場 の . その 増殖 中 に 化 生 的 分 化 を 来 す も の が ほとん ど で あ ろう と 考え る 。 WEE ON 


ER) の An bt A Be FAs | 5 


Lin 


(Basal cell) 


Small spindle-cell —— Small round-cell 


a 
. : large spindle-cell 
mucous clear-cell columnar- SS 
cell- > Squamous-cell 


ィ 
(foamy clear-cell) 


B) 排 浴 管 移行 部 お よび 過 よ り 発 生 す る 閣 。、 大 星座 腺 に お いて 


. 


liferation’’ (Schaper and Cohen) と 考え られ る 如く , ここ 


hE Brel, ae LT adenoid cystic carcinama (cylindroma), 
trabecular adenocarcinoma, mucous (clear) cell adenocarcinoma, 


adenocarcinoma 等 の 種々 像 を 生ずる が , DAS PARAM TAR, 


PMA © EF SP KO MO RKO HAC ELON, 


dromas,, related to mixed salivary gland tumor 等 か 挙げ ら 


原発 の „mixed” tumor AKO Mt LO FAREED 


weg 


も 移 ィ 了 部 を A NE 発生 の PE RG 


oo Hels NL) > J テー ァ ie た た - 
その 特殊 性 は も ちろ ん 認め られ な い 。 大 


介在 部 が „Zones of pro- 


Solid or 
myxo-fibrous 
FS ea. DER, 


Arvo th ics en UL LC tumors of salivary gland type, ある い は „cylin- 


し て お り , また Fre 


ner 


JELT ER AD 


aberrant salivary gland tissue’, また は ,,displaced cellular tissue,, E22 74 


方 が 根強い 。 著 者 は これ ら が 主 と 


る と 考え る が , 発生 学 的 に も 組織 学 的 に も 本 質 的 に 類似 


征 似 し た 形態 学 的 構造 を と る の は むし ろ 当 然 で 。 か か る 混 基 は さけ 
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て 営 在 の 排 癒 管 移行 部 お よび 


[43 


晶 上 上 皮 そ の も の より yes 


DR 


i 


ら 母 地 よ り 出 発し た 腫 場 か, 


られ ね ば な ら ぬ と 思う 5。(②⑫) 











入 上 の 中 cylindroma, mucous clear cell adenocarcinoma は 上 興 味 が ある 。 前 者 の 例 で 2 


プー + 


り 注 目 す べき 所 見 を 得 た - つ は cylindroma か 腺 由 来 で も や る こと を 証明 し うる 導 発 生 の 


DRAHT TE, 他 は 上 皮下 の ほとん どす べ て の 腺 に 韻 が 同時 に 多発 し た 像 を と ら え 得 た こ 
と で , この 所 見 は 超 源 と し て 。 迷 入 組織 を 考え る こと は 極め て 困難 で , 常 在 の 腺 由 来 と な す の 


47 4 & した.。 mucous clear cell adenocarcinoma は 前 述 の mucous clear cell carci- 
noma と 同性 質 の 細胞 より な る が , 管 腔 を 囲む 腺 構造 を と る 点 で 異 る 。 後 者 が unicellular 


a 4. “DJ / プ バタ Hl 


黄 條 する に 対し て , CAinPee BH zieren 





gland と し て の goblet cell を 』 


た 配列 を と る も の と 考え られ る 。 ま た 部 に お いて oxyphilic granular cell より な る 腫 


Tr: Cc AF A 24 し < の = I 
last. rn 7 re Alt TE / +n EZ の 
GED Dal, 両者 像 の 完全 な 移行 か 存在 し 


(C) SHLZA HE E& LT carcinoma simplex の 像 を 呈す る も の で , 材料 中 より 


OMe MYO ZIEL GO, すべ て を 含め た 。 こ の 中 に は , 他 の 部 分 の 検索 に より , 前 述 
F れ か に 属 せ し め う れる も の も ある と 考え られ , この こと は 広範 か つ 綿 蜜 な 組織 検査 の 必 
Rf 学研 
ME A? 7 ST (SCRE SOPH XD) 


120. FURNES DR ic NL 7 — ARR 
像 この 合併 に つい て 
木村 哲二 , 河野 林 , 木村 隆 吉 , 上 田 た ね EATS 日 医大 病理 ) 


Histological Features of the Sweat Gland Tumor, 
Especialiy the Combination with Cavernomatous Pictures. 


TETSUJI KIMURA, RIN KONO, RYUKICHI KIMURA, 
TANE UYEDA 








BF: Hl > Kavernom (lt) 汗腺 腫 。C は 細胞 
Gf は Git 銀 法 人 

『 は = Ky & fikte OS 72, ELA SHAH 皮 上 腫 と 考 ・ 、 た 。 根 的 
x Kv 配列 が H AER - 事 と Borst 氏 書 の 画 が 殆 同 像 の 事 で あっ た BL C 
索 内 に Bee: トド 明 で 血 切 を みな し 多く の H 腫 に : ら , ICD HNKIEICHEU DSH 





: Sr Br ENTE 然し A 


Er 


-> 7 &mnrı>seien-> 
-DABIUCHTTERC CH, 





REN 
< 
い 
bx 
> 
GS 
a. 
ip 
\ 
( 
Ark 
NL 
N 


見 は 区 々 だ が 次 の 如く Lt, (1) Syringoma (2) Hydra- 


© Zr 。 sy. と = 7 B 
.-TIINTI ・ DAY BN ALA で 7 こ か ふ 伏 





denoma papilliferum (3) Hydradenoma a. Hyd. Solidum b. Hyd. cavernomatodes S. 
teleangiectaticum (4) Hydradenoid carcinoma (5) Mixed tumor of the skin 
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る 。 人 然し 其 画 の 中 に は TLOY 


Sr 


Nabel. 諸 書 の 記述 と 画 で は 汗 管 の 面影 を 存する 管状 隊 腫 像 で ある 
DEP MIORMAICT YL BINSSLOLS 


t's 4 


(2) Hyd. papilliferum |x--#%D Pap. cystadenoma と 
HERD RACKETS. LEI —IO BERLE (Lever) 
(3) a. solid hyd. teh AN 92 ORCK)OAEDHO 
BRD Of. 0 PRET LS RMAHSD, - MICE 
明らか で な い (一 部 に は Cylindroma と 言わ れる )。 C 形 は : 
(GE EEE) 小さ な 在 正 紡 鍵 形 濃 染 核 の 者 (HR) が ある (LZ 
|] ら ぬ )。HE 染色 で は 単に Tc 集団 の 胞 巣 部 も Gi 像 で は < 








ち ARADO CRB BRA AF ょ 一 般 に や や 太く 1 ょ な 
は だ 太い 。 所 に より その 包囲 が 細 索 状 で な く 小 移 ト は な は Bp AR 





RDC PRAM F BLESS 細線 維 [ Xie TANT TC ATE 所 が あ り 。 それ ら の 太 \ 索 内 の 小 


こ 少 数 の 血球 も 見 られ は な は だ 多 了 T 性 が 判る (COHRRKD: Kv 像 の 始 り と な る ) 、 し 








て 


か し 大 部 分 は 銀 線維 の 細 索 状 区 画 が 著 明 。 硝子 化し た 間 質 索 に よる 胞 巣 区 南 や 硝子 様 物 出現 は 





fg 


SIENA IAHED NT HIT IEE *% HAE 





STREIT, COMB Bicita で 見 た 2 種 の 





な い 。 つ まり a の C 充 実 部 の 細 索 間 部 が 郊 開 し て 細 索 が ほぐれ た 者 





秦 大 し た 像 で ある 破 は 古内 度 の 長い 紡 鍵 形 核 で 囲ま れ て お る 





有 で 良く 判る 。 切片 で は Kv RAAB HOSP OHME SROKA INTT MS EACH 


た 者 と し て Hydradenoma cavernomatodes s. teleangiectaticum と 


率 状 係 の 意味 を も 入れ れ ば H. trabeculare (S. fasciculare) teleangiec- 





taticum と も 言え る この 像 の aC HK | は 諾 書 に ほ と ん ど en j ら た ない DF Hifi & eb 
Bvt. (2) 竹内 正幸 士 の 好意 に より 基 と 思 


BBA (3) a に 似 て お る が C 形 の 地 れ や で 強く 分 割 像 





1. 汗腺 腫 様 韻 
は れる も の を LAMAR 
多い 。Gf ur 
5) RMS 
見 る 人 も ある が 回 わし い 。 3 Pld Sas cates 






an & 2 ABN > BE 1d em 2. 
2X [DS ¢ RAR NIT» ore 
KUH F 


TROAICSEM. FERIEN TR BUN < FATA ED 











検索 材料 と 説明 : HAO 6 MTTOYHLIAZERTDADIE LS Ze 
No2, ZH AKFRHRD iz Kv 像 が あり ,。 また Nod, 4 で は SUCH Mag f 





* あ る 


No 4。 5,6 で は Kv が 著 明 で 一 見 理 腫 と 見 られ る 。 と に 角 充 実 型 汗 種 で は その -- 都 ある い は 
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if の a f Re FE’ E 像 Ae 4 


No. 4. 50 女 
No. 5. 308 
No. 6. 39% 











BR: 汗 腫 と 見 た 根拠 : 話 書 


TS wa. RGEC Kv HET SMe AL HEE 


ALLEO Ti Hic BEL ED TAD TEAL T (LO BE * 








Lik, 組織 像 の Rac PED D WEZ 





種 類 名 


Hydradenoma 
papilliferum 


H. solidum 


ク 


H. cavernomatodes 


だ か が それ の みみ で は 安 : 


この は No.2 の 像 で , この 例 は 指 頭 


DE る 所 に 見 られ 


C 形 組織 像 は 大 下 塊 の それ と 同 像 で ある , その 像 は 迷 芽 状 よ り も 既成 汗 晶 の 下 化 を 


る 像 で ある V 形 細 索 部 C 形 も 充実 形 の C と 


ご る 1 > Bh > また K 
LHe 


a 


ZN DOHANKHALT Kv 像 に な り C 部 が 細 索 像 に 
細管 性 H 風 像 の 出現 は 全く 見 な いか ら 間 質 部 HH の 
昌 維 性 包囲 完全 の 者 は な いこ 


と は 往々 見 られ 両者 の 関係 深 





an f - EEE a Seine ZY Fm} 
PLC ENA BEIM FS AI Tv» 


. ba 


at 





po Py 
DFE! 


TT {LF TR ARE (EZ 


Ian, Sn 
Veep, mi 





NBDOTAKFLII IL IHK FR oO TIL LP HER 
-TIOTOERAIFETHB. ZEcZHEI RA 
KT/LzZHrZU, Kv SRAM SHIA Kv 像 は 附 随 的 の 者 と 


Dott TR a TEN 


cavernomatodes s. teleangiectaticum と いい た 


附 議 
RBM: ニク リン 朋 ト デポ クリ ン 腺 か ら で き る 腫 
木村 基 二 : 私 は 汗 腫 の 組織 像 か っ 汗腺 の どこ の 上 度 か 


と は 思え な い 
wT と は 思え ぬ 。 他方 種々 の 
えら れる が か が , AEH ME 
HEME SE 42 AD PT Chor 

に 混在 する を 見 た 
- っ た 下 の 組 織 像 の みか ら 〒 化 細胞 部 の 判 


論 : 稚 索 し た 5 例 の 充実 性 汗 腫 は 指 頭 大 以下 の 線 
RE ER, SUN Wit た 部: お A ト び Kv ER 


: ほ 相当 強い か ら 出 来 」 


人 Ss 
ま El’ BA) 


っ 或 は apocrine gland 2: 


同 像 を 示す 。 Kv 像 の 成立 : Mira 
と の 審 在 は 言う まで も な く T 化 後 も 古 富 有 像 を 示す 。HE で は 不明 状 
た る 過程 は No. 2 3.4 Bese ¢ 4 


> EH シ + +- 


所 中 性 な る こと が 判る 


て Hydradenoma 


ら 出 た も の か の 決定 は 








C 配 列 











っ か し いと 思い ます , 今 御 見 せ し た 様 に Solid 形 の 1 部 に papillary (Syringadenoma pap) の 像 が 出 た 


リ , 或 は cavernom 形 が 混在 する 事 か ら ど の 細胞 か ら 山 た 者 が どの 組織 像 か と 到 ふ 事 を きめ に くい , RR 
示し た 初発 像 を 見 て も coil の 部 も duct の 部 も 一 様 に 腫瘍 化す る 様 に 思わ れる の で , Willis 氏 の よう に 
た だ 汗腺 々 腫 と 坪 ふ だ け で 良い と まで は 球 え を ない が , 腫瘍 組織 像 か ら 母 細胞 種 を きめ る 事 は むつ か し い 事 


: 田 - て ぃ いま きす 


121. 避 性 放 聞 の 形態 学 的 変異 性 に 関す る 研究 (第 1 報 ) 
腹水 肝 閣 の 各 臓器 内 発育 像 の 組織 学 的 研究 
田村 9, BAHR ARE, 国立 名 古屋 病院 ) 

Studies on the Morphological Variability of Malignant 


Tumors (Ist. Report). A Histological Study on the Growth of Ascites 
Hepatoma in Various Organs. 


ZYUN TAMURA, ITUO SAKAI. 


3 ク SI. pe dc や I, kG Di) ee om a を Zub Si. u ) っ 
: か が 。 その 発育 途上 , ある い は 転移 巣 に お いて , 種々 形態 釣 変異 性 を 示す こと は , FW 





仁 腫 場 の 特性 の 一 つと さ へ 下 舌 さ れ て いる -. し か し これ は , 悪性 腫 





し , CHILLY, その 分 類 , DI, 発生 様式 の 考察 等 を 行 な うに あたり 





- つ と な っ て いる 。 徒 っ て この 論 異 性 を 究明 する こと は 。 悪性 腫瘍 の 形態 学 。 
ぉ よび その 他 条 件 と の 関連 性 を 知る 上 に , 欠く 本 か ら ざ る も の で ある 。 し か し な が から , ID 
異性 の 基礎 と な る 条件 は 種々 あり , 大 別して 。 

自体 の 生物 学 的 仁 質 。( 祭 主 母 地 。 BEE, nf). 2) 宿主 の 全身 的 状態 
(年 合 。 WORE: RAINE, TO). 3) 発育 局所 の 環境 条件 (臓器 種別 。 英 症 の 共存 





en 局所 血行 状態 , その 他 ) が 考え られ , これ ら 個 


nam m me 。 々 条件 間 に も . また , 種々 関連 性 が 考え られ 。 Mi 
12 心筋 て 複雑 錯 統 し た も の で ある こと は 明らか で あり , 


BC yy all IM 騰 
10) “a in 
tts 1 

Om 

hit 14 | mer 
ff 14 | 大 B 


特に 人 体 材料 の 観察 で は , これ ら 条 件 を 分 離 考 察 


me キリ マナ = リエ ナミ HET HX 
する こと は は ほな は だ 困難 で ある 


DD ww m @ om 


われ われ は , この 種々 の 条件 を 幾 分 で も 整理 除 
NUCRMABT Zw, 次 の 実験 を 行っ た 。 す な 


En | 1/11 わ ち 1) & “ZLL, 特に 3) に 注目 する 目的 で 。 


bo 


mi 
_ 
= 
= 
= 
© = 


SH 
+ー 
en 


ir12 1 卵巣 4/5 腹水 時 培 の 左 心 節 注 入 実 験 (神崎 氏 の 方 法 。 Ha, 
ts ft 16 ; 
KOT ag 9 44 &, 4 3). IC BIND BRAVE TT (Be Lee 


=] 


8 対し た 。 転移 形成 率 に お いて は 。 神崎 氏 の も の と , 








学 的 な 腫瘍 像 は , 大 引 し て , (1) 腹水 時 次 その まま を 表わし た 小鳥 の 離散 する 状態 (DI 





(以下 P 型 。) (3) ほとん ど 





) (2) 原 DAB FPA Bde ZRH, Ai 





Heke abe i ii ets Ze Ue ー ナ こと は エク 合 ヒ m 2 
TERMS ST, 充実 性 形態 を と る も の (以下 S 型 .) の 三 型 が 見 られ る 。 これ を 主 な 
Sy <i + r Ben ee Sr 1 tr en - * と view 2° 
に こつ いて 見 る と , MB, --OKSICMLELOTAI, 圧倒 的 に P 型 が 多く , 次 いで A 型 が か ちり, 


S 型 は 少 い 。 し か し 表面 脳 膜 の も の は ほとん ど S 型 で ある 。 眼球 。 前 房 内 は 各 型 が 見 られ る が , 


多い 。 副腎 。S 型 が 多い が , や や 大 形 と な り , PRPC RLATS & 





で は 。 PHD Ate MRSS. また S 型 の 中 に や や 由 坊 様 を 呈す る 部 を 見 る こと が ある jE 
PR. 最初 光世 洞 内 発育 の 時 は A 型 が 多く 増大 する と , S 型 が 多い 。 し か し 
同 囲 に P 型 が 出現 する 。 特に P 型 が 多い と いう 印象 は な い 。 BBR. SLA UR AMI Oh, 
草 記 を 定め 難い か S 型 に 近い 。 肺 , FR, DW, BR, Erz S 


19 139 3 BAA» a 


BR, 大体 S 型 で ある が , RACHIER ME CHAT PHA At 

上 の 所 見 より , 腹水 用 病 の 各 騰 器 内 発育 に お ける 形態 的 変異 の 組織 学 的 表現 は , その 局所 
発育 場 の 機械 的 強度 に 。 か なり 左右 され て いる こと が わか る 。 す なわ ち , 発育 腫瘍 量 に 対し て , 
充分 な 広 さ を 有 する 腔 (例え ば , 腹水 時 六 と し て の 腹腔 内 増殖 , AAS HORS, 初 則 


HOR LC 


N 


DHREANEAFE) 内 の 発育 で は , A 型 を と り , ZDLcnaena 
育 する 時 は S 型 が 多い 。 し か る に , Manu, 周囲 組織 が 比較 的 軟 か く , また , 腫瘍 周囲 が 
WC HBO hd, 変性 壊死 に 陥る 組織 内 で は , 極め て P 型 を と りや すい 。 腫瘍 の 発育 が 進 
ん で も , 脳 で は , 線維 形成 に 逐 し いた め , 引続き P 型 を と る に 対し , Fr Ik, 副腎 , jREURS, 
L 腫 場 性 の 表現 と も 見 られ る 線維 形成 状 明 な 騰 器 に あっ て は , S 型 の まま 発育 する 。 しかるに, 


っ S 型 に お いて も , その 中 央 部 が 壊死 崩壊 に 陥る と , その 周囲 に P 型 が 現 出 する 。 腺 増 様 


Walz 定 度 線維 形成 が 必要 条件 で ある た め に , P 型 と 條 うこ と は な く , S 型 の 中 に 発現 す 


His 


以上 われ われ の 実験 に よれ ば , 同 - 起源 の 悪性 腫瘍 に こち っ て も , その 転移 臓器 の 種類 に ょ より, 





て の 織 学 的 構造 aid, か な り 相 異 し て 来る も の と 見 られ る の で ま > TG, ZOE RA LEE, も 


> ai プ üb 
> 必要 は ある が , その 大 た な 





DAA, 局所 免疫 的 ,。 ある い は 局所 の 化学 的 状態 等 , 
る 要因 の 一 つと 腫瘍 発育 局所 の 機械 的 環境 条件 が 多分 に 影響 を 与え て いる こと が 明らか 


で ある (RAN FM TRIC LS 
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122. Aa ALF KO I, Hy ic AY する 研究 CH |] sit) 
腹水 癌 の 実験 的 粘液 化 に つい て (その 2) 
BE 寿 , SHUR HCE) 


Studies on Metabolism of Cancer Tissues. (II) 
Experimental Mucous Degeneration of Ascites Cancer. ‘2) 


KOTOBUKI HANO, FUMIO MIMURA 


7 


摘 細 胞 の 粘液 化 は , ADHBRIC LIZ LIZAL HO SHEAMRTC, TOILE LIS AICB 
HHROURER ESS CLIAMO CL CHS, COI EMSdHNHIUE, HAMID RAR 5 
ら に は 粘液 を 生成 する 過程 が 存在 乃 玉 は 潜在 し , WERE ELD 7s OLS RAC MAM Ze 
まず 最初 に Chondroitin- 硫 酸 -Ca Hi (Ch-Ca) と ATP-Na を , in vitro で ラッ テ 腹 水 


商 鹿 に 粘液 化 さ 





昨 病 お よび マウ ス Ehrlich 腹水 冶 に 作用 させ て 培 細 胸 の 高度 な 粘液 化 を ス と め た の で 。 第 6 





回 日 本 病理 学会 


部 地方 会 に 発表 し た 。 そ の 際 Ch-Ca の ス を 加え た 対照 に も 。 はじめ は 軽度 
に 同様 の 変化 か お こり , Bre ATP-Na を 加え た 場合 に 変化 の 程度 が 近 ず く の を みた 。 こ れ に 
x し て ATP-Na 投写 ,。 な ら び に 生理 的 食塩 水 投写 の み の 対 照 で は 同様 の 変化 を 全く みとめ な 


か っ た 。 こ の 結果 か ら , 当然 Mucoitin- 硫 酸 の 構成 分 子 と され て いる D-Glucosamine, D- 


Glucuron- 際 等 を 用 いて 同様 の 変化 が 生ずる か 合 か が 問題 と な っ た の で , これ ら を ATP-Na 


ew 


と も に 用 いた 実験 を 行っ た 





験 方 法 は 前 回 同様 すべ て in vitro に 行い , ラッ テ 腹 水 時 燃 の 幅 揚 腹水 0.5c.c. に 対し て 下 





ROMO Me 0.1c.c の 生理 的 食塩 水 に 溶解 し て 加え , 対照 に は 食塩 水 の み を 加え , と も に 
37°C に 保っ て 30 分 , 1 時 間 , 3 時 間 , 24 時 間 と 継 時 的 こそ の - 部 ずつ を 採取 し , an 


Hy, te WAZ STAR 2 ge ッ ム 上 [< Apisine les と アマ ロロ ak IE Di 2. っ ァ ー 
條 鏡 に よる 形態 学 的 観 塞 と , ZH Methanol 固定 標本 こよ る 組織 化学 的 検索 と を 行っ た 。 就 


ン 
— 
6 
+ 
回 
a 
= 
ロ 
7 


"tal Lison (1953) の 主張 を 容れ て Thionin (pH=2.5, 4.1) MIC LS 
masie を 検索 の 基準 と し , Hotchkiss-MacManus の PAS 染色 を 補助 的 に 用 いた が , 特異 

“Mt AREA» 5 Rinehart の Colloid- 鉄 法 は 省略 し た 

D-Glucosamine, D-Glucuron-###% 1~5~10 mg, ATP-Nal-5mg HH AH Are, MH 
策 あ る い は 者 また は -: 者 の 併用 投写 を 試み た 例 で は , 全部 を 用 いた 例 に , PAS(+) CHEK 
反応 に よっ て 消失 し な い 多 糖類 が 島内 に 蓄積 か つ 浸 出す る の が みる み ら れ た が , Metachromasie 
は 島 か ら 剣 難し て ゆく 細胞 の み に わ ず か に 見 出さ れ た . 

次 に D-Glucosamine を N-Acetyl 化す る 目的 で , FORT CH;COONa 1 mg, 
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bare Img を 用 い , また Na.SO, Img と も 種々 に 組合 せ て 用 いた と ころ , 


HEARS Ze HY TES IC Ak ERD & BO Ankos &L <<, PAS-Hämatoxylin 染色 所 見 





CLF ATE | AVY PAS(+) の 印 環 細 胞 の 形態 を と る も の も し ば し ば 見 出さ れ た 。 し か 
し Metachromasie (+) の 細 受 は 少な か っ た 。 現在 これ ら に 無機 ion, FRYE HAI Se 
る 実験 を 綻 行 中 で ある が , ote COSA bit, Hexose の 誘 党 体 か ら 腹水 肝 遍 細 移 が 大 言 
の 本 性 粘 六 多 糖類 を 産直 する 所 見 を 得る に は いた ら ず , 一 般 多 糖類 の 蓄積 と 。 ご く 少 量 の 粘液 
示 成 と か みみ られ た の みみ で ある 。 前 回 行っ た Ch-Ca の 実験 を 別 の 方 向 へ 進め た 実験 と し て , 中 
M4 BRIO Glycogen (C;H,.0,)5, RE Hin Heparin, Hyaluron- 酸 を , in vitro 


で 1-2.5mg SO MR 5A kt ATP-Na 1~2.5mg と 併用 し た と ころ , その 程度 は 





Ch-Ca ほど で は な い が 類 似 の 成績 を 得 た 。 すなわち 後者 で は 鳥 を 構成 する 細胞 の 崩壊 脱 落 


の 過程 に , REIN Metachromasie (+) 物質 が 胞体 破片 と と も に 認め られ , PAS(+) Che 
液 に よっ て 消失 し な い 多 糖類 の 蓄積 も み ら れ た 。Hyaluron- 酸 の 場合 に この 変化 が 比較 的 強く 
Hyaluronidase で 消失 し た 。 Hyaluron- 酸 は 水溶 性 で あっ て 染色 過程 に 水洗 を 多く 行 
5 こと , お よび 形態 学 的 に 細胞 の 変性 過程 に あっ て 構造 に 即 し て 出 玉 し て いる こと か ら , 上 の 
所 見 は 腹水 中 に 加え た Hyaluron- 酸 その も の の 反応 で は な く , -- 是 的 細胞 の 代謝 過程 に と り 
人 れ ら れ , 粘 座 性 物質 化し た も の の 反応 で ある と 考え られ る 
こと に 興味 深い の は Glycogen の 例 に も わずか な が ら 上 の 所 見 が 認め られ , また PAS(+) 
で 貴 座 に よっ て 消失 し な い 多 病 類 の 著 研 が ふみ られ た こと で ある 。 な お Glycogen と Hyaluron 
- 除 の 場合 。 Na。SO, 1 mg を 加え る と , Metachromasie (+) の 所 見 が 増加 し た 
以上 今回 の 成績 は に, すべ て 商 回 の Ch-Ca の 場合 の 変化 の 程 訂 に お よ ば な か っ た が , 他 の 腫 


SAR Te ら び に 正常 組織 を 用 いた 実験 と と も に , さら に 分 析 的 な 考察 に よっ て , HAR O HK 


代謝 研究 を すす め て ゆき た いと 考え て いる 


123. 可 性 放 間 組織 に お ける べ プ チ ダ ー ゼ の 組織 化学 
花房 厚 , 望 月 昇 ( 雇 応 義 封 大 学 医 学部 病理 学 教室 ) 
Histochemistry of Peptidase in Malignant Tumor Tissues. 


ATSUSHI HANABUSA, NOBORU MOCHIZUKI 


中 性 腫瘍 の 物質 代謝 過程 に お いて 示 ず る ホリ ペ プ チ ー ド が その 生体 に 対し て 重要 な 意味 を 持 


sr 


つこ と は 今日 で は よく 知ら れ て お り , COSHABE CHOENT FF -COERRRA RAL 
し て いる こと が か が 共 そ られ る 。 本条 夫 の 生化 学 的 定性 定量 法 は 近 来 ボリ ベ プ チー ド 含 成 の 研究 の 
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稚 歩 こよ り 急 速 に 発 戻し て き て いる が , その 組織 化学 的 証明 法 は RET, 私 達 は 或 る 種 の べ 
フチ ダー ゼ が コバ ルト に より 強く 騒 活 され それ は コバ ルト が 本 才 と 基質 と の 間 の 橋 を な す た め 
で あろ うと いう 5 Johnson 等 の 考察 に 基き , ベ プ トン お よび コバ ルト を 基質 と し て ベベ プチ ダー 
ぞ の 組織 化学 的 証明 法 に 成功 し 昨年 麻 本 学会 に 発 長 し た か が ( 壇 組 織 の 組織 化学 的 研究 第 : 報 ), 
さら に 次 の 如き 改良 法 を 得 た 
1) 新鮮 小 組織 片 を 速やか に 水冷 アセ トン 問 定 約 24 時 間 。 純 ア セト ン 脱 水 (12 一 24 時 間 ) 
2) Avy 7 fe ( 約 20 分 ) 3) パラ フィ ン 包 埋 (53 C. 30 分 ) 1) 切片 5-64) 
ャ キシ ロー ル 。 アル コー ル で 腕 パ ラ , ARK CRP HIG KE 5) 基質 液 こ 入れ る (37°C.4~6 時 
ID 6) 落 溜 水 水洗 (よく 洗 5) 7) 0.12 酷 酸 で ちょ っ と 分 別 。 AR OKUE 8) 硫化 水 
ALAND (1 分 ) 9) 水洗 (充分 に , 10 分 位 ) 10) ヘマ トキ シリ ン 核 染色 。 通常 
) 如 く 腕 水 , se, ol AA, 結果 陽 部 部 位 は 里 色 
EEMR M 10 塩化 アン モン 水溶 座 を 溶媒 と し M 10 塩化 コバ ルト 溶 六 を 作り , COW 500 cc 
- ペ プ ト ン 2g を 溶かし 同 溶液 150 cc Hh Ciai ( ベ フ トン は 全量 に 対し 1 22 と な る ) HTS 
れ た 破 を アン モニ ア で pH7.5 に 補正 濾過 し 使用 する 。 秋 和 硫化 水素 液 。 硫化 第 - 鉄 に 倍 量 稀 
URES 2c TN HEAL Le EEK VE SER CHEN ART KI fa FS EZ (HR MULT 7er 
を 用 いて も よい が 前 者 の 方 が 標本 が 奇想 で ある ) 
全 法 の 特異 性 を 証明 する た め に 次 の 如き 実験 を 行っ た 。 1) 基 買 要 よ り ベ プ ト ン を 
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(vr 


2 
N 
ITA 


ぶ は 表れ な い 。2) RRO pH を 7.0 LD MPELSSLEEL ES, 3) フォ ル マ リ ン , 


湊 化 水素 。 青酸 , 昇 来 。 泊 族 等 の 抑制 物質 の 前 処置 に より 抑制 され , また 基質 液 こ 0.12 に こ 


ォ + ォ ル マ リ ン を 添加 する こと に より 陰性 化す る 。 4 ベ プ トン の 代り に アル プ ミ ン を 用 いる と は ほ 
会 性 。 また 市 販 


ihe 


と ん ど 陰 性 を 示し , グル タ ミ ン 酸 ウ ツー ダ , アル ギ ニ ン , ゲラ チン 等 を 用 いて も 
の ベベ プ トン 中 に は 懲 量 の 精 重 白 の 混在 も 考え られ る の で , Kr) HA, ERR, 乳糖 。 Bah 
等 を 用 いた が 陰性 , レン チン , トウ イー ン 80, KKK, 安息 香 酸 フ ウー ダ 等 を 用 いて も 反応 は 表 
われ な い 。5) 塩化 コバ ルト の 代り に 塩化 カル シェ ュー ム を 用 いそ の 後 切片 を アル カリ フォ ス フ 
・ タ ー ぞ の 証明 法 (Dempsey) の 操作 に 従っ て 処置 し た が 陰性 で あっ た 。6) フォ ル マ リ ン お 
よび 重 ク ロム 酸 カ リ を 含ん だ 固定 液 で 固定 し た 組織 切片 で は 陰性 。 アル ュー ル 固 定 の も の で は 
反応 は 弱い が 陽性 で ある 。 本 法 に お いて は 細胞 核 に コバ ルト の 沈着 を 来 す 場合 が 多く , Siebent 
等 は 数 種 の ベ ペプチダーゼ は 原形 質 内 に も 細胞 核 に も 大 体 同様 の 活性 度 を 示す こと を 生化 学 的 に 


認め て いる が , また 一 方 フ テ ォ ス ファ ター ゼ の 組織 化学 的 証明 法 (高松 -Gomori) に お いて 


Martiu-Jacoby, L. Lison 等 が 指摘 し て いる よう ぅ に 拡 英 に よる 結果 と も 考え られ る 。 
私 達 は 今回 白 最 ,。 ZIEHE, ABM, FREI Bi, AST 種 の 動物 お よび - - 例 の 人 体 の 正常 
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誰 組 織 を 用 い 本 法 こ に よる ペプチダーゼ の 分 布 を 検索 , さら に 自 展 腹水 時 癌 , Falk Anh 
正常 臓器 組織 に お いて は 香 動物 と 





BRA tS LOSE iI 





He im fale i} で お 、 AZ? BOX Hr Zr Ext Ar + Roh 1 と 
般 に 同様 の 所 見 で ある が , 前 曲 細 尿 管 は 本 法 陰 性 , 双 の それ も わずか に 陽性 の 成績 で あっ 
+ Sal PO ie = $s) デリ キ Me Ghat = EL a - ロア 、、 Ei > 4 ーE ゴ ) > 
oe E TH, AD Hit BEB ITH» CIS UM MicIELS & (CR DH 性 度 を 示し 5 その 所 見 は 
FE 
表 Js 9 © 
征 1 表 i 常 te 2 fl Rk に 於 ける 分 Mi 
A 二 十 日 最 海 KR 家 R Ni aes ily 
a San is > f 1 
小腸 FR 肛 上 成 tt ttt it itt tt + itt 
小 勝 5 E. oe tt itt itt itt 
Ly fTAK IR ER - 
FHEKEARBHBRLR = 
大 1% Fi NK 及 腺 【 BE vH + ~t + へ t+ ©. 4r a ie; + 4 
AY 1 if 4r " 
t iv} Ist ~~ T ity Sar EE ea To ar TT TT 
ラ K = Ai] NA] = 
肝 細 胞 及 胆管 上 皮 4 4 + ar 本 
Zr ve 4 x 4 Ei 
12) 曲 6h i tH tH tt 
PY oh BR AE We i AO ー = B = . 
fal iy RE Ei a. + tm He 4 4 
fal Br af Fi - ー ー 
xX. B Be Ki DES i Re 7. "% a; a | 
PEER 7 = A NH tN AH ta 45H FAH GAH 
nan Be i} #E BR Ht ー ー ー ー ー 
iff F- ith + H + + = + + 
kit 紋 ith 4 4 { 1 + 4 
£5: o> 
wi H = ga 
it = N Ré = 
A it ROR 赤 the BH - 
AW 細 OPA 及 組 Ki EK ~— a ーー へ ヘン 一 un +~— 
Pett, BlEnii- + +L wD + ~— 3 両者 の 見 られ る 場合 
第 2 Aa に Hw る r 見 
Hi > 変 性 KE 部 IR] Ei 
A Bt HY itt it tr 





. LE Ar fit. (nl 2 LE re ーー 
2 > E x 別 が 存在 する 場合 


如 性 腫瘍 組織 こ に お いて は 搬 内 移 丁 を 行っ た 白 最 腹水 時 痛 細 胞 は その 母 組織 た る 肝 細 胞 に 比 














強い 陽性 度 を 示し Greenstein の 生化 学 的 所 見 と 一 致す る 。 ER BED Hie ART A 
は 比較 的 強い 喝 性 度 を 示す こと が ある が その 意味 は 不明 で ある 。 吉田 肉腫 細 物 も 陽性 を 示す 。 
AD ADRAC BAS LO AL OAC, 子宮 局 平 上 皮 頑 で は 陽性 を 示す も の と 陰性 


TE 
) う も の と ある 


これ ら の 所 見 は 動物 腹水 頑 で は 血清 お よび 腹水 中 の ペプチダーゼ の 活性 度 は 上 昇 し , APIA 
の 場合 は 対 照 に 比 し 上 時 を 示す 場合 と 変化 な き 場合 と ある と いう? K. Hinsberg 等 の 生化 学 的 


所 見 と 対比 する と 興味 ある こと で ある 


124. 貴 間 組 織 に お ける フォ ス フ ォ アミ ダー ゼ 反 応 に つい て 
富田 耕二 , 武内 忠男 
On the Phosphamidase Reaction of Tumor Tissues. 


KOJI TOMITA, TADAO TAKEUCHI 


(Department of Pathology, Kumamoto University School of Medicine, Kumamoto) 


Phosphamidase in tumor tissues had been demonstrated histochemically by 
Gomori, and he mentioned that the specificity was found in acid range. Pearce 
considered that the specifcity reported by Gomori was questionable. In this 
study, phosphamidase in malignant tumor tissues was examined histochemically. 
The histochemical techniques which had been adapted in our department were 
utilized in alkaline range (pH 9.0) and in acid one (pH 5.6). Phosphocreatine was 
used as substrate. The phosphamidase reaction was intensely found in cancer 
cells of some adenocarcinomas in stomach, liver, pancreas, breast and uterus 
examined, of some undifferentiated carcinomas in stomach, breast, urinary blad- 
der and lung, and of some squamous cell carcinomas in uterus. Adenocarci- 
nomas of thyroid gland and prostate examined also showed a phosphamidase 
reaction. On the contrary, it was found that there were many cancer cells, in 
which the enzyme was not entirely demonstrated, such as in other adenocarci- 
nomas of stomach and rectum in some undifferentiated carcinomas of ovary, 
kidney and lung, in other squamous cell carcinomas of uterus, esophagus, urinary 
bladder and skin and in hepatomas. Phosphamidase of tumor cells seemed to 
be very closely related to that of the tissue cells of origin. On the other hand, 
the enzyme was demonstrated in some stromas, blood vessels and some infiltrated 
cells of tumor tissues. The results above mentioned were almost the same as 
the results of the demonstration of glycerophosphase which had been previously 
reported by us, and the specificity of this enzyme in tumor tissues was not found 


GANN, Vol. 46, 1955) 333 











in our study. The phosphoamidase reaction appeared mainly in cytoplasms of 
tumor cells. It was found also in nuclei, without relation to the intranuclear 
presence of the enzyme. 


125. AR AKA REAM D JFK Ic An AV 2 ABE D SBA en 
中 馬 英 二 . BR » Fit B (AMHR, Bey) 
Electron Microscopic Study on the Fibrils 
Surrounding Ascites Hepatoma Cells. 
EIJI CHUMA, TADASHI FUJIWARA, HITOSHI HIRAIKE 

FPS BIKA PHA ESO Kir DONAU, 原発 性 へ パト ー ム の 組織 内 に 見 られ る も の と 本 
質 的 に 同一 と 考え 得る 銀 繊維 か 上 染 出 され る こと を 報告 し た 。 間 葉 性 細胞 が 全く 含ま れ て いな い 
と 見 な され る 肝 閣 島 に 銀 繊維 が 証明 され た こと は , 繊維 形成 の 本 質 を 作 く 重要 な 所 見 と 考え ら 


れる 。 お われわれ は この 繊維 の 性 状 を さら に 電子 顕微 鏡 学 的 に 明らか に し ょ うと 思い 次 の 実験 を 
行っ た 

材料 は 大 阪 大 学 第 - - 病 理学 教室 より 分 譲 さ れ た 130 4, 7974 KH, お よび 佐々 木 研究 所 か ら 
“yh Strut: 601 #, 602 He MK, HHI 10 日 乃 玉 12 日 の 腹水 を 可 及 的 多量 に 採取 し , 
これ を 2500 rpm DROHT 15 分 間 境 上 心 し そ の 沈 浴 を 用 いた 。 第 一 の 実験 で は , Ar 
細胞 か ら 分 離す る 目的 を も っ て , a) 沈 次 を と アル ロニ ダー ゼ ぞ 消 化 あ る い は トリ フシ ン 消 化 を 
行い , また b) 超 音 波 で 細胞 を 破壊 し た 材料 を それ ぞ れ 1.000-35.000rpm C4 Hid OL, 
各 分 割 を 電子 顕微 鏡 で 観察 し た が , いずれ の 分 割 に も 繊維 を 認め る こと が で き な か っ た 。 第 
の 実験 で は , MGA BMW IOV CMB LR, Ki 1 22 オ スミ ウム 酸 (pH 7.3 Hie 
Any — RR) C 30 分 乃 玉 1 時 間 固 定 し , アク リル 樹脂 に 包 埋 し て , As 
クロ トー ム (日 本 電子 光学 研究 所 JUM-2 型 ) で 硝子 チ ティ イフ を 用 いて 0.05-0.2/ ic OIL, 
これ を 電子 顕微 鏡 (JEM-3) CHL, Ber 602 ま か ら 得 た 材料 で 最も よく 認め 得 た 
これ は 銀 染 色 を 行っ て 光学 顕微 鏡 で 観察 し た 所 見 と 平行 する 

細 繊 維 は 細胞 の 表面 お よび 細胞 聞 際 に みとめ られ , 細胞 表面 の も の は , 表面 を 艇 3 う よう に あ 
る い は 細胞 か ら 生 えて いる よう に 見 え , 細胞 膜 と の 間 に は 空 際 が な く 細胞 膜 と の 区 別 が 明らか 
で な い 所 も ある 。 長 さ は 0.5~1.0 4, 巾 は 約 0.1,。 で , 笠 め に 切断 され て , HAORHO L 
5 に 細く 失っ て いる も の が 多い 。 ま た 中 が 中 空 で 管 杖 の よう に みえ る も の も ある 。 MITA 
は 認め 得 な た い が , 時 に それ と 思わ れる 像 が あり , その 周期 は 約 650A で ある 。 wHED AMC 
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は , 無 億 造 の 物質 が 項 っ て いる 。 細胞 聞 に 人 遊 共 し て いる も の は ,。 短 か く < く 切 斬 さ れ て いて , その 
u FUSE UL RSD EL TU DS, 時 に 隣接 する 細 移 聞 を 繊維 が 連絡 し て いる 像 も 兄 ら 
れる 

以上 の 所 見 か ら こ の 繊維 が は た 雪原 繊 HEC HAA ED: だ 断定 し 得る 域 に は 達 し て いな 
いか 。 正常 肝 細 胞 の 超 薄 切 訂 で 見 られ る 細 織 維 の 像 と よく 似 て お り , また Wyckoff が 発表 し 
て いる 繊維 芽 細 胞 の 表面 に 膨 原 織 維 か 密生 し て 発生 し つつ ある 像 に 極め て 近似 し て ある 等 の 点 
か ら 取 原 繊維 で ある 公算 が 大 で ある と 思わ れる , か つ 切 諸 で 見 られ る 用 原 繊維 ! は 中 空 で 管 決 に 
? え る と Wyckoff が いっ て いる が ,。 その よぅ な 所 見 も 見 られ る し か し 年 ら , 銀 繊維 と 飛 原 
紙 維 か 電子 顕微 鏡 学 的 に は た し て 同 - の も の か どう ふか 未だ 異論 も 多い の で , その 点 た お 将来 開 
有明 を 要する. これ を 要する に , われ われ は 腹水 時 夫 細 胞 の 超 薄 切片 に お いて , 細胞 の 天 面 お よ 


びそ の 間際 に 有 原 繊維 と 思わ れる 細 繊 維 を 認め た 。 上 皮 性 細 移 の みか ら な る と され て いる 肝 類 


EC, この よう な 細 和 繊維 が みとめ られ た こと は , 繊維 形成 の 問題 に 新しい 光 を 投げ た も の と 孝 
える 


126. 結 入 性 甲状腺 腫 の 研究 ( 続 ) 炉 理 組織 学 的 研究 
矢川 寛一 , 田島 洋 , 丸山 雄 造 , HERR (信州 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Study on the Nodular Goiter (Continued). Pathohistological Study 


KANICHI YAGAWA, YO TAJIMA, YUZO MARUYAMA, 
TAMEMATSU FUSE 


われ われ か ここ で 結節 性 甲状腺 了 と し て 述べ る も の は 甲状腺 が 持続 的 の 結節 状 腫瘍 を 形成 し , 
臨床 的 に 稀 こ 見 る 機械 的 障 得 の 他 に は 特に 症状 を 示さ な いい わ ゆ る RE, これ と 
関連 し て 悪性 腫 場 像 を 伴っ た いわ ゆる 時 性 甲状腺 幅 に つい て で ある 
症例 は 」 表 1 | の 如く で , その うち 病理 組織 学 的 検索 の 対象 と な っ た 単純 性 甲状腺 星 123 例 
- つ いて みる と , [HQ] の 如く 臨床 的 に は 全く 良性 と 思わ れ な が ら 手 術 時 すでに 14 例 に 悪 
性 像 の ある こと が か 分り, さら に 組織 学 的 に 21 例 (17.1%) と いう か な り 高 率 に 悪性 幅 場 像 を 
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* る こと が 明らか に な っ た 。 今 その 組織 像 に つい て みる と , 臨床 的 に も 組織 的 に も 良 
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に も の で は 「 表 4 」 の よう に その 大 部 分 は 大 小 濾胞 性 コロ イド 型 結節 か ら な り , そ 
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も 見 條 され て いる が , われ われ の 例 で は -- 部 


(に こ 渡 胞 形 成 像 を 示し , VIG LE Re BX SAS 
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BE Wz; HPT] fr: ir 71, 「 表 5 | Or 4 ( こ や は り 大 部 分 か PLGA Ds © DI な た る 


AA 


(臨床 的 に は ほとんど - 様 に 見 える 甲状腺 結節 も これ を 組織 学 的 に 検討 する と いろ \ 
就 中 組織 学 的 に 明らか に 悪性 風 瘍 像 を 示し な が ら , 臨床 的 
及 わ れ て いる も の が 決し て 少く な く , 他方 甲状腺 腫瘍 自体 に は 修 
て いな が から , 転移 を 形成 する いわ ゆる 転移 性 甲状腺 隆 の 存在 


と か が 分 る 。 すなわち 結節 性 甲状腺 幅 の 臨床 的 悪性 度 の 判定 に お いて は 一 般 腫瘍 学 的 常識 





約 性 属 か が 他 臓 器 腫 場 程 に は あて に な ら な い 。 例 えば 前 記 転移 性 甲状腺 幅 に し て 


\n 


『 を 強い て 結び つけ よう と する と 転移 性 良性 癌 ] 2 TRPEISBSPEHTRREE | 25 2° 





か に 予 盾 し た 用 語 が 出 て くる こと に な る 。 結節 性 甲状腺 嘩 は ほとん ど 常 に 厚い 結合 織 
の 形成 を 太る が か , ARE 性 風 瘍 こも LER LIEZ4HS eee で 腫瘍 組織 は 厚 Fr er ni HE fi 


FAY 
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は し ば この 結合 織 喉 の - 部 か ら 閣 組織 が 直接 発育 し て いる よう に 見 える 。 今 この 間 
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結合 織 に つい て 2,3 の 組織 化学 的 検索 を 試み , あわ せ て 普通 前 質 結 rd Nr 4 
PHO & Thee LCA. Pred SILO R CRS MD TR El 
り , その 中 に Hematoxylin-Eosin (7k )f3k(4), Kraus (青色 ) van Gieson (Kfz), 
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A. うこ 


は 線維 形成 の 本 態 一 般 に 触れ る こと で 簡単 に 諭す ずる こと は で 
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DO u 
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上 に お いて と り 残 され た 腫瘍 組織 と の 区 中 は し ば し ! 





際 問 題 と し て 被膜 生成 


すれ に し て も 間 質 成分 に 乏しい 甲状腺 に 発生 し た いわ ゆる 乳 叶 扶 坊 の 大 繁 像 巧 玉 拡 か り 方 





~ SIF 
は , 上 記 間 質 結 合 織 の 特徴 を も 含め て か な り 特 異 的 な も の で あり 。 例え ば 今井 の BAR 
Has AED TERECKHFZLDLIKFHIHEAHLLTD 
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127. 7 VII # © fh) BA KB 

中 馬 英 二 . 長谷 川 隆 興 , 平池 適 Nz Ae) 
Stromal Reaction of the Experimental Liver Carcinoma 

Induced by p-Dimethylaminoazobenzene. 


EIJI CHIUMA, TAKAOKI HASEGAWA, HITOSHI HIRAIKE. 
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く ク ロマ チン が か 増加 する 
ぉ よび 内 皮 細 有 移 の 増殖 が 極め て 
束 な 血管 問 柴 性 細胞 の 増 


胆管 の 増殖 が 切 ま っ 





殖 を 示し いわ ゆる cholangiofibrosis 
i 記 の 組織 変化 と の 聞こ この 時 期 の 肝 細 胞 

比較 的 好 塩 基 性 が 少く な い 
cholangiofibrosis が 強度 に こ に お こ り い わ ゆ る cholangioplas- 


RUND 


の 像 を 呈す る が , 


た め に 肝 細 胞 の - - 部 が 圧迫 


10 週 の 相当 








に な る . 100 日 乃 到 130 AEA Oe 





5 開 華 性 成分 の 態度 を 


盛る 程度 増殖 し た 閣 細 胞 集 団 と その 附近 の 組織 





みる と 。 前 者 で は PAS で 染 : の に 比較 し て 。 後者 で は 正 


* 7: cholangio- 


常 肝 実 質 で み ら れ る より も むしろ 著 明 に PAS rn gHEA: 


fibrosis 77: FH 
DNbNIFX, 


Hic BEC PERE WS) 


皮 が 異型 性 # ar IR LHE 


methylcholanthrene 


月 られ る 像 を 示す の を 見 た 
の 組織 発生 を 検索 し た が , 
皮 お よび 血管 則 葉 性 成分 の 


) 聞 に ある 基底 膜 が な 


と 


ほぼ 同様 の 変化 が , 
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128. 環 & FE He GH FE 
大 島 福 造 , 岩瀬 正 次 、 印 牧 富士 乃 武 , SRE 


Relationship between Carcinogenesis and Environment 
FUKUZO OSHIMA, SHOJI IWASE, FUJINOBU KANEMAKI KEIITI KOMADA 


(Mi? 








MOSER EOS Me oC EI FH CL, FTECIHNHNIKTEIH THEL, 
その 都度 報告 し 来 た 所 で あり , HAHN DAR SHB 7 HIS, お よそ 完成 の 域 
に 近づき つつ ある 。 し か し な お 杯 踏査 の 地方 が か あり, また その 発生 の 濃淡 や 戦前 戦後 の 推移 等 
々 (こつ いて は 。 信 後記 の 正確 な る 調査 を 要する REICH TIER EICH IF ZA 


その 土地 に お いて 動物 を 6 の 


fii] Fy 


> ン つ i 


OSM E AS & FAD BORK Chr‘ 


VL pests Ein 2 , pe . 
本 実験 を 行っ て , 


Tr 


人 体 に お い 


すでに 数 年 来 招 


せん と し た 





物 移 植 腫瘍 を も っ て , 高地 と 低地 に 動物 を 飼育 する こと に よっ て , 高地 に お いて は 移 Ait 
発育 の 不良 を る 。 低地 に お いて は 反対 に は な は だ し く 増 強 す る こと を , 各種 の 実験 に よっ て 証 
明 し 得 て い る が , 腫瘍 の 発生 に 関す る 方 面 の 検索 は 長 時 日 を 愛し , よう や く て 。 
その 成績 の - - 部 を 把 提 す と が で きた .。 われ われ は 本 実験 こ 当 っ て は 動物 を 長 日 月 聞 高 地 
地 の 環 境 に お いて 飼育 し て , これ に 発 央 物質 を C, CHREESTR her X 











に これ に 附 随 し た 種々 の 組織 変化 を 研究 せん と し て , 次 の 実験 を 行っ 

Big tr tis 2800 KD RR, 実験 開始 は 8 お よび 9 A, Vak) 10 C, SH: 537 
mme. の 土地 に , PAA A TA CA HITE 60-808. DAN“ 店 60 頭 の 割 に 
bx, 一 方 濃 尾 平野 の 低地 に 同様 の 円 選 を 全く 同 和解 科 を ケ え て 同様 管理 の も と に 飼育 し , そ 
の 動物 こ 0.06 24 DAB (p-dimethylaminozobezene) を 5 ヵ月 こっ て G; 
その 間 各 時 期 に 随時 副 検 し 手 臓 の 態度 を 検 し た 試食 反 物 は 高地 低地 と も に 早期 に は 符 干 
の 沿 死 動物 を 出す が , 後に は 順調 な 経 則 を た どる し か し 高地 に お いて 試食 せしめ た 自 時 の 上 
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その 成績 は 次 





PE ep EG; の = Er ダダ 4 ay > SE &» る カ ry ず る Di 


ak 


ICD 
ー フ 油 を 体重 1g に 対し 0.05c.c. 胃 内 注 人 を し て , 14 
> ける 肝臓 の 徐 化 を 比較 し , また 昨 臓 の 部 分 的 切除 を 高 


RED IKK fig 2 検討 し た 
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か つ 軽 微 で , BER HZ HRS a 








有川 を 比較 する 時 に は , SA 





時 境 の 相違 に よっ て 変化 の 程度 の き 


Um - “ ss ix} DE lern 7 
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LIZ H > TIL BAO SEE EI BIB 


る に か か わら ず (44.422)。 低地 環境 に お 





Cit, 肝臓 六 の 形成 が 比較 的 し ば 
90 日 を 経過 し た 例 に あっ て は 高地 飼育 
例 か 多く 腫瘍 性 結節 を 認め る 例 が な い 

形成 し た 例 が か ある ほか , 聞 質 増殖 の 著 明 
こ お い て は 小 業 周辺 部 に 肝 細 胞 の 変性 , 3% 
きき の 増殖 開始 は みな い 低地 環境 に あっ て 


胆管 の 増殖 開始 , 問 質 結 締 織 の 増加 を 
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が は や く か つ 強 
こと が , FERIEN 


こよ る 肝臓 靖 の 


1 
ahs 


き 生 が 地理 的 に 低地 


対し て 何等 か の 示唆 を 与え し め る 点 で あろ う 婦 部 省 科 学研 究 費 に よ 
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129. 温泉 に よる 発癌 防止 の 研究 
岡田 俊郎 (Hr) 
Studies on the Prevention of Cancer by Thermal Springs 


TOSHIO OKADA 


温泉 地 韻 死亡 率 の 統計 的 観察 を 行っ た 所 , 第 1 表 の 如く , 放射 能 泉 た る 三朝 村 に お いて 隣 村 
』 到 日 本 全体 に 比 し 明らか に 閣 死 亡 率 が 少 い こと を 証明 する こと が で きま し た .。 そこ で ハツ カ 
ネズ ミ に つき , バタ ー 昔 を 発癌 物質 と し , 肝臓 カタ ラー ゼ 値 の 測定 お よび 肝臓 の 坦 鐵 修 を 判 室 


突 験 的 に 追究 役 し まし 


I 


HELLT, RAR ERAOIHIC HK LIST HE 
実験 材料 な ら び に 実験 方 流 生後 約 50 日 目 の 正常 に 発育 せる ハツ カネ ズミ に , THE 
LT, 800 g の 固形 食 に 最初 1 22 の D.A.B. オリ ー プ 油 を , 投了 15 日 後 は 322 D. A. B. 


tw 


ォ リ ー プ 油 を 20cc 加え て , 6 ヵ月 聞 投与 し , 後 断 頭 , (肝臓 の ) BRETT NEE: 
ie: 30 日 間 , 飲用 期間 は 3 月間 と し た 入浴 方 法 は 1 日 1 回 38°C 10 HN 全身 浴 と し 
同 湯 を 1 ヵ月 以上 窒 栓 放置 し て 放射 能 を ほとん ど 壊 変 せ し め た も の で ある 。 


と 同一 の 温泉 水 お よび 水道 水 を 用 いた 。 肝臓 カタ ラー ぞ 値 の 測 守 は KMnO, 





時 カタ ラー ぞ 値 は 入浴 群 に お いて は , REMIT TIS, 淡水 3.64, 山田 古 4.32, 
at 7.07, 山田 新 7.68 に て 温泉 人 浴 が 推計 学 的 に も 高く , 投写 後に お いて は 湊 水 4.64, 
5 4.94, 温 研 4.18, 山田 新 3.48 で 少 い 。 飲用 群 に お いて は , m TIS. 山田 古 3.49, 
iat 7.46, 山田 新 7.17 で 温 研 , 山田 新 の 放射 能 泉 飲 用 が 推計 学 的 に も 高く , RICHT 
it, 山田 古 5.16, 温 研 5.13, 山田 新 4453 で 低い の で あり ます 。 組織 学 的 に は 各々 の 肝臓 の 
部 分 に つき , 切 庁 を つく り 。 へ ヘ へ マト キシ リン エ オジ ン 染 色 を 行い , 次 の 如き 所 見 を 認め まし 
た 。 人 浴 群 に お いて は バタ ー 昔 投写 6 ヵ月 に て は , 核 肥大 ( 士 ), 巨大 核 ( 十 ), 細胞 不 整 列 ( 十 )。 
潤 濁 変性 ( 士 ), 空 胞 変性 (一 ), に て , 投与 前 に て は , 湊 水 は 核 肥 大 ( 圭 ), 巨大 枝 ( 填 ), 細胞 不 
#5 (4-), 潤 濁 変性 ( 十 ), 空 肥 変 性 ( 十 ), Rosette( 十 ), 山田 古 は , 核 肥 大 ( 士 ), 巨大 核 ( 十 ), 
細胞 不 整 列 ( 十 ), 潤 濁 座 性 ( 土 ), 空 胞 変 性 (一 ), 温 研 は 核 肥 大 , 巨大 核 ( 一 ), 細胞 不 整 列 (一 ), 
潤 濁 変性 (一 ), 空 乃 変性 (一 )。 山田 新 は 核 肥 大 ( 土 ), 巨大 核 (一 ), 細胞 不 整 列 (一 ), ARE 
(—), 空 胞 変性 (一 ), で あり ます 。 投与 後に て は , 淡水 は , 核 肥大 ( 士 ), 巨大 核 ( 士 ), 細胞 不 
Heyl (+), 潤 濁 変性 ( 土 ), 空 胞 変性 (一 ), HBR), 山田 古 は 核 肥 大 ( 士 ), 巨大 核 ( 一 ), 
胞 不 整列 ( 土 ), 潤 濁 変性 (一 ), 空 胞 変性 ( 土 ), RBH), 温 研 は 核 肥 大 ( 十 ), 巨大 核 ( 土 ), 
細胞 不 整 列 《 土 ), 潤 濁 秦 性 (一 ), 空 胞 変性 ( 十 ), 山田 新 は 核 肥大 ( 十 ), 巨大 核 ( 十 ), 細胞 不 整 
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(+), 潤 滴 変性 ( 士 ), 空 胞 良性 ( 士 ) で あり ます 。 飲 用 群 に お いて は 投了 全 前 に て は , 山田 吉 は 


(—), 細胞 不 整 列 ( 一 ), 潤 渦 変性 (一 ), Fi rl—), 山田 新 は 核 肥大 ( 土 ), ARC), 細 
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胞 不 整列 (一 ),。 AIR) ChoOED, 投与 後に て は , 山田 古 は 核 肥大 ( 土 ), 巨大 核 (一 ). 


AES (+), 潤 潤 変性 ( 土 ), » 温 研 は 核 肥大 ( 填 ), 巨大 核 ( 十 ), 細胞 不 整 列 


). 潤 江 変 性 ( 二 ), 空 胞 変性 (一 ), 細胞 壊死 ( 十 ), 山田 新 は 核 肥 大 ( 填 ), FLARE CH), li 





整列 ( 十 ), 潤 溢 変性 (一 ), 細胞 壊死 ( 士 ) で あり ます 


kim: 1. 吉 死 亡 の 全 死 亡 に 対す る 比 は 放射 能 泉 の 所 在 地 で ある - 朝 村 が 隣 村 廊 到 は 日 本 


タラ ー ぞ 値 は D. A.B. 投 飼 前 入浴 


よび 飲用 群 に お いて 対照 に 比 し 低下 が 防止 され て お り , また D. A.B. 投与 章 温泉 使用 群 で 


し ん ない 。 これ に 対し D. AB HBO 


用 群 こ は 対照 水道 水 群 と 同様 の 変化 を みとめ た 


130. 新 発 un aim 
島 鉄 雄 
A New Hypothesis Concerning Carcinogenesis 
TETSUO FUKUSHIMA 
PAHO WS ChS, > [HHL 45 A, 557 Fick, MET AMO SABE 
(1954.3.31) inthe S | SBS に よれ ば , 生体 内 の 特殊 捧 態 (活性 ) に ある 破竹 


スム ュ 多 柄 類 (アミ ノ 糖 含有 は 細胞 の 解 槽 酵素 Phosphorylase と 結合 する こと に より , 細胞 


ASA AREER EE ee 


fi) FS. MC COMES MARAT SME (複数 。 細胞 の 内 お ょ び 外 に 存する と 考え られ 


は 細胞 解 杭 阻止 すなわち 生長 取 止 禁 款 と 称し 得 べ く , J. A. Miller and E. C. Miller 


計 研 究 の 細胞 分 大 の 上 消 中 の h 成 分 ( 妨 原 性 アゾ 色素 や 炭化 水素 と 結合 する 算 昨 ) は 細胞 内 に 


EE する 陣 目 酵素 に 相当 する も の と 想像 され , また 例え ば リゾ チー は 細胞 外 に 存する 叫 目 衣 


fa 3 


ソル ・ と 思わ れる 
- の 酵 寺 の 不 活性 化 乃 至 破壊 に より , 細胞 の 発生 エネ ルギー か 増大 し , これ が 第 次 的 
KR ( 原 動 力 ) と な っ て 細胞 の 増殖 が 始ま る が , HI 殖 は も ちろ ん エネ ルギー の 廊 で は 行わ れず す 


の エネ ルギー を 用 いて の 香 円 合成 機能 の TOME ei) その 他 が 侍 わ ね は な ら 
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み 肥 大 ( 土 ), HRECH), AMIGA (+), AVEC +), 空 胞 変性 ( 十 ), 温 研 は 核 肥大 (一), 


KR), 細胞 不 整 列 (一 ), 渦潮 変性 (一 ), 空 胞 変性 (一 ), 山田 新 は 核 肥大 ( 土 ), HAB 


- 
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4. ) 
プリー ノッ 
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ちっ ノ 
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EEE (乃至 因子 ) IHORHTLI DO HAGA SF IEEE A ET SAD LE 
> L CRAM OV ADREO RIL, COMEOMRRL RET, BEOHRARYL Tb 
2 
<5 その 再 合成 は 不可 能 と な り , 酵素 の 欠損 状態 は 不可 送 的 と な る 。 し か し て この 酵 


m Ki? ht or ee N os ー キ ー 上 も: po sity 1 nAr LIP > 
DEREK Ch SD b, COBO RD MIKE Lichit, 細胞 の 解 本 の レベ 
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RAE = RIL AE - ORAKO LAT SIC T, RI 





ED fe 少 す 
REIN DD RES の 減少 が 起 る 。 ま た これ と 同 | 時 (に HE [合成 機能 DRK TUE FACE 


うる 。 STÄRKE ZA ERBUIEEED REID HT RL FE ( こ 


Ux Miller and Miller 等 の 酵素 抹殺 に あたる ), これ に 照 応 し て 細胞 質 遺 伝 子 お よび 核 遺 


に は この 酵素 (複数 ) が 全部 抹殺 され る 必要 は な く , 


可 近 的 と な れ ば 充分 で あり , また 比較 的 悪性 度 低 き 幅 瘍 細胞 の 内 外 に 残存 する 生長 皿 


- 友 可 聞 的 変化 を 受け る も の と 考え る 。 (蛋白 合成 機構 の 不可 逆 的 変化 も これ と と 
これ か すなわち 細胞 の 幅 坦 化 で あり , 生長 阻 正 酵素 の 破壊 の 比較 的 軽度 の 時 そう 
か 具 性 隆 瘍 。 破壊 の 比較 的 高度 の 時 そう な っ た の が 悪性 腫瘍 で ちる 。 す な わ ち 腫瘍 化 


民度 は 以 - - の 破壊 を 受け 二 ‚BE DA c+E 





と 


KRERDN 何等 か の 原因 で さら に 破壊 され る 時 は , その 央 瘍 細胞 の 悪性 度 は 一 層 高 まる も の と 


DR 
9- CH 
つめ ) } 
る 


(7) こ 』 
不可 ir 


や ば * 
Az 
halt - 


DEERE AEE Ae ORE TZ ee & ERS 


ー ル ス に 
ウー 
rt. 


BA Zt AH 』 = 
な 化 を 起す 場合 が あり , 発癌 は すなわち 


マッ ェ >ー 日 月 コープ bester, AL EB yy | Yet 
EMAC BES SPRITE RAN RETO | 突然 変異 説 | では, 遺伝 子 の 第 - 次 的 


CMOMINTIE FSD, 本 廊 の 仮説 で は 細胞 生長 尻目 芋 寺 の - 定 限度 以上 の 破壊 と いう 
原因 に 基く 細 物 全体 に 葉 る 諾 変化 の 第 極 に , 最後 に 両 遺伝 子 も いわ ば ギリ ギリ に 追い 
て つい に 不可 遂 的 変化 を 起 し , not 


ょ な わ ち 細胞 の 変化 形 買 が 固定 する に は , ( イ ) 遺 据 子 の 突然 変異 が 先行 する 場合 の 他 に ,: 





の 性 質 を 固定 する も の と 考え る の で あ 


の 


丁度 逆 に 細胞 質 の 或 変 化 が 基 に な り , 秦 化 が 全 細 胸 に お よび , 最後 に 両 造 伝 子 も 


fi 


er で ある el 6 5 の が 本 仮 , MC z 





T- Vl Wy es SA ry fet, A, rs, プ Pete 7,077: , EA are np 
DENIED ET TH BD. 従来 の | RIBAS: 突 映 的 確証 な く , また 発 斑 に 到 


ENIÜMERTT, どこ で API HAE L た か を 組織 学 的 に 決定 する こと は で き な い の で 


I, て の 他 に も 種々 の 矢 陥 が あっ て 河 次 その 支持 者 を 減じ つつ ある や に も 思わ れる が , 


よれ は 過 得 は 瀬 准 的 な は ず で 。 都合 が 良い 。 ま た 発 韻 の 「 刺 戦 説 ! は その 刺 戦 を 細胞 


ご 本 すれ ば その ま : 





Yanız LY) Wer 
EAN “WD FEN を レア イ 


WPA LPH at! CBI CIs, 「 発 交 性 プロ ウィ ー ル ス の 仮説 ERMITTELN 
ra) (日 本 病理 学会 々 誌 42 YE, 昭和 28 年 地方 会 号 ) に お いて 批判 を 試み て お い 


END | MRL! (OUTIL, 「 ウ ィ ー ル ス あ る い は ほ は プロ ウィ ー ル ス を 保有 する 閣 苗 
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仮説 。 動物 癌 と 植物 竣 の 本 質 は 同 - か 」 (昭和 29 年 日 本 病理 学会 東部 地方 会 ) に これ また 


L 判 し て お いた 。 こ れ ら の 諸 仮説 を 合 す れ ば 種々 雑多 の 原因 に よる -・ 切 の 発 痛 を 徹 一 的 に ( 


Te さか ら 
CA) に 説明 し 得る と 思わ れる 


て は この 他 に ゃ も 論 ず べ きこ と が あま り に 多く ここ に 述べ 尽 せ 羽 の で , これ ら の 


‘ 





he > 


SEAN OU TE | 統 - 的 新 発 競 論 」( 印 箇 中 ) に 譲る 


131. 発癌 と 解 積 と の 関係 に 関す る 過当 


ーー 腫瘍 と 炎症 と の 問題 等 — 
福島 鉄雄 


Some Speculations on the Relationship between 
Carcinogenesis and Glycolysis. 
Neoplasm and Inflammation 


TETSUO FUKUSHIMA 


yi PPR | (仮説 ) に よれ ば , MANO REEL IESE (成長 費目 酵素 ) © ASAE LD 
BIC LO, 細胞 の 解 積 が 元 進 し , エネ ルギー 発生 の 増大 する こと が 細胞 の 増殖 乃至 発電 の 第 
次 的 原因 で ある 。 故に 細胞 の 解 酔 が 生理 的 に , また は 何等 か の 原因 で すでに 元 進 せる 状態 に あ 
ARE, その 細胞 の 増殖 乃至 発 交 の 機会 は 瑞 天 する は ず で ある 。 例え ば 

1. ( イ ) 植物 は 外傷 , 非常 に 広範 囲 の 化学 的 刺 戦 , MC OND AIK LO Hk TH BIC 
界 常 増殖 を 起 し , また は 植物 六 と いわ る る Crown gall (以下 Cg と 略す ) を 発生 する が , こ 


以上 の 諸 刺 戦 が 細胞 生長 阻 正 酵 素 の 不 活性 化 乃 至 破壊 因子 と し て , し か も 生理 的 に すでに 


無 気 性 解 媒 の 可能 な 植物 に 作用 する も の と 考え る と 当然 の こと と 思わ れる 。 次 に Cg は 近 時 の 
研究 に よれ ば 動物 溢 に 相当 する 真正 の 植物 問 と い 5 見 解 が 有力 で ある が , り de Ropp は 慎重 
考慮 し て , Cg 中 に は 真 の 培 の 定義 に あて は まる も の の 存する こと は 疑 な い が , また そこ ま 
で は 行か ず , 自律 性 の 増加 (それ も 可逆 的 の こと も る 不可逆 的 の こと ふも ある) 位 に 止 る 変化 も 

'` こ と か ら , Cg を - 杉 に 動物 彰 の 如き 真正 の 痛 と 同 -- 視 する こと は 危険 で ある と いっ て お る 。 
し か し 散 述 の 理由 に より 植物 は 極め て 容易 に 異常 増殖 を 起す の で , 試験 植物 の 種類 や 幣 戦 の 強 


さ に よっ て 種々 の 程度 の 自律 性 の 増加 も , その 箇 極 と し て の 真 の 壇 も と も に 発生 し 得る こと は 


4 


な し ろ 当 然 と 考え られ る 。(g) 下 等 動物 に お いて も この 間 の 事情 は 植物 に 似 て いる 。 すなわち 
分 化 度 低 き 細胞 で 解 積 の レベ ル ふ 高等 動物 より 高い か ら , 諸 種 の 齋 戦 で 異常 増殖 や 発 六 を 超 し 
By, ZOEINDORIRTRIELENIE, 敵 症 と 腫瘍 と の 共有 , ある い は それ の いずれ と も 
区 別 で き 兼 ね る 状態 が 出現 する 可能 性 が 考え られ る が , 事実 も その 通り で ある 。( ム ) 高 等 動物 
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Ue AEP AIC BED LOO, ( イ ) に 述べ た 諸 刺 埋 で 婦 症 は 速 か に 起 る と し 





同じ 刺 戦 で 細胞 生長 阻止 主 素 が 極度 に 不 活性 化 乃 玉 破 壊さ れ て 解 縛 が 元 進 し , つい に は 


(に 至る まで に は 長 時 日 を 圧する の で , AMARC 2 5 IEE ORIEL IC 


TEMAIC BD ECT 


FEF, また 組織 像 も 全く 別個 の も の と な る は ず で あり , 事実 も $ る また その 通り で ある 。 


v2 1 
6A ち 


な お (g) の 下 等 動物 と (へ ^) DEM EDEL Sid SB EGA 


> .2.2 >» プ 
m 


9 に め る 


‘Rous 等 に よる と , REOYD x— reir kS Berenblum の いわ ゆる 潜伏 性 


(latent or dormant) 病 細 胞 は , その 局所 に 孔 を あけ る (punch) こと に より 容易 に 促進 

(promote) され て 交 (ツモ ー ル ) を 発生 する が , " Visite incision は この 作用 弱く , また 
“Linell に よる と superficial traumatisation に は 促進 作用 は な いと い \ 

注 傷 に よる 解 糖 の 高度 の 元 進 の み に 促 進 作用 が あ る も の と 解 さ れる 、 植物 における Phyto- 

monas tumefaciens Smith 接種 に よる Cg 発生 こも る 接種 の スス で は 不 去 


を テ え る こと か 不可欠 の 条件 で あり , これ も 以上 と 同様 に 解 さ ん れる 。 た だ し 植物 の 場合 は 動物 


n+H AL 1 : 2 ye kr nern N Mr. ye joey i IN [te nN - っ Fe, n° マテ っ 
gE FETED, RUMORED MGCL Cg は 発生 する (外傷 の 大 き な 程 大 き な Cg が 発生 
する ) 2, これ は 植物 に お ける 解 策 の レベ ル ん が 動物 より も 生理 的 に 高い た め と 思わ れる 





ヴ 
= 


2Gjinos 等 に よる と , WARPET Vv fake ト の 量 を 了 え た 動物 で , 肝 を 部 分 
CORT SL, 残っ た 肝 の 部 分 に お ける 肝 壇 の 発生 率 は 手術 を 施さ ぬ 対 照 動物 より も 高い と 
いう が , これ も 以上 の 外傷 と 同様 に 解 し 得る 

3。 次 に 発 煽 性 ウィ ー ル ス ( Y) こ よる 発 六 で も 。 Vv の 接種 の つみ で は 成功 せ ず 。 さ ら に 第 Al 
ROC BER 


負 置 に より 


了 を 要する も の と され て いる 。 例 えば 大 島 教 返 に よれ ば , 


ミ ら に 骨折 異物 挿入 等 の 処置 を 施し て 初め て 内 狂 が 人 





保有 細胞 (Berenblum の 潜伏 性 肉腫 細 移 か ) DER: 





た め に , その 細胞 が 増殖 し 肉 凡 (ツモ ー ル ) 
り 乳 因子 に よる 発音 も , この 因子 の 他 に , 遺伝 因子 や ニ ィ 


する が か が, これ ら の 因子 の 作用 機 褒 の 少く と ふも - 部 は , や は 





ぬか と 想像 さ れる 。Berenblum の 促進 作用 の 機 序 、 こ つ 


= 


細胞 の 内 お 





tion Hypothesis な る 仮説 を 発表 し て いる 。 これ を 批判 する に は 生長 隠 


= RER a, A - wm ih. ラ ムタ へ スバ Fa) ーー vor ı 
する 必要 が か ある が ims OAD OTC, ZELTE 





よび 外 に 存する と いう 仮説 を 詳 


生 に 関す る ここ に 述べ な か っ た 思索 と と も に , ET (HOBIE) に 譲る 


(1) R.S. de Ropp, Botan. Rev., 17 (19) : 629-70°1951 
(2) J. Berenblum, Canc. Res., 14 (7) : 471-7, 1954 
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(3) (2) に 引用 


132. アソ 化合 物 の 電 了 状態 お よび 化学 反応 性 と SEHEN 
氷 田 箱 義 . 福井 謙一 . 米沢 貞 次 郎 , TREND: BAER, SHR, 田頭 勇作 


(5 | 3 IP 33 4) 


Electronic Structure and Chemical Reactivity of Azo Compounds 


and Carcinogenic Activity of These Compounds. 


CHIKAYOSHI NAGATA, KENICHI FUKUI, TEIJIRO YONEZAWA, HISAO 
KITANO, YOSHIAKI INAMOTO, KATSUSHI KANAI, YUSAKU TAGASHIRA. 


DADE S Ki IF ABE EIKO FETA & FEE & OPAC MER TITEROTF ET Z 
こと を 見 い だ し すでに 発表 し た 。( 壇 45 403, 1954. Cancer Research 15, 1955, in press) 


同様 の 定量 的 な 関係 が アゾ 化合 物 に つい て も 見 い だ さ れる 。 ミラ ー 等 に よる 最近 の 実験 に より 





En 
Ss 
\ ン 


DA HEN Ar PURE) > vi r Fr > sl ft. / > プイ qe oP yp BAY - > ae oe . 
EN DD AS “EPFL aw TIER D> ド 体 内 の ある FE Hf I と 結合 と と で ある と Br られ し て いる 


アゾ 化合 物 に つい て は ほ は と くに 多く の 研究 が な され て いる が , この 際 の 反応 中 心 お よび 反応 型 玉 


に つい て は いま だ 明らか で な い われ われ は DAB: お よび その 置換 体 に つい て 電子 状 能 と を し 
ら べ つぎ の ご と き 話 納 則 を みい だ し , 反応 中 心 お よび 反応 型式 に つい て の 一 つの 新しい 知見 を 


fic, 1. 息 白 質 と の 結合 に あず か る アゾ 化合 物 を 反応 中 心 は アミ ノ 基 の KN 原子 で ,。 In“: 


発 換 団 と 呼び この 位置 の frontier =f: (F- 電 子 ) 密度 か 適当 の 範囲 に ある 物質 は 結合 量 が 大 





 0.30—-0.41 の 聞 に あり , これ より 大 に 過 き 


Ö * 


$i- Ant r.+ zZ Meee 7 erh レ る の 、]1 +. z - dt : I cr ーー 3 wT Shs La Be) > eB I>} 
ta tlt CH OFFIAD WA Sin rt LIL 9 BICMMO LOL NISL CH zo CH RIA L 


ア is ful. だ ーー er 2 ‘ ー テ 2 ois Any Erler, mi ー -E} ee AH = < ty rn.t_ 7 
GRAPHITE FTA. 2. T SRECHLEA EG LE DAL ID TH OF, 分 解 し て 非 発 癌 性 で ある 
アミ ン に 転化 する 際 の 反応 位置 と 二 え られ る 。 (し た が っ て この 場所 の F-ETREIHEDEH 


He BZA ZA ナ - Fe\ + Lv) > Bea HE Ae 2 + 2 Van) > x ny N 
AH を u 7/ こ / よ し * か あ る NIBTRENDRZUKE PEMD JN SV : Ah 1 表 は DAB + お よし 


その 各種 置 均 体 。 p-Aminoazobenzene な ら び に p-Dimethylaminobenzalaniline 等 の 


F- 電 子 密度 と 発 竣 性 と を 比較 し た も の で ある . これ を みる と 皇 発 妨 団 の F- 電 子 密度 と 発 導 

wir m HE) Uns SV/ZRHUIZ 2 BR: 0 ー - jeg 7 A» thy VI > Eder AU FL 
の 大 小 と OD Him Whi TE F 行 関係 か み られ る (A) | Ry 9 る 化 ロイ 2 LEAH O F-#7 thy | 
(FAmino) が 上 述 の 適当 範囲 に ある も の で , CHbHILFR TIMERS TIS, LOAA*! 


絡 に こわ た っ て F- 電 子 客 度 の 大 小 で 発 坊 性 の 大 小 を 説明 する こと は 困難 で ある が , これ は 
Famino, FAzo の ほか に さら に 当然 人 っ て くる 拡散 全数 の よ 5 な 物理 的 な 因子 を も 考慮 し な : 
れ ぼ な ら な いこ と を し めし て いる .。 (B に 属す る 化合 物 の FAmino の 値 は 適当 箇 囲 の 半値 附 
に あり 発 壇 性 は 非常 に 細い か ,。 ある い は 全く な い 。 2’-NO.-, 4’-NO.-DAB は 上 の 関 値 
2’-CH;-, 4-CH。-, 2-CH。-DAB は 下 の 関 値 の 附 返 に ある 3-CH。-DAB は 結合 位置 が 立体 
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COMPOUNDS 


DIMETHYLAMINOAZOBENZENE (DAB) 


2-F-DAB 
3-F-DAB 
'-F-DAB 
-CH.-DAB 
-CLDAB 
'-NO,-DAB 
2-Cl-DAB 
1-CI-DAB 
3-OH-DAB 


(A) 


wow ww 中 


2/-NO,-DAB 
4-NO.-DAB 
3-CH,-DAB 


Q/- 


4’-CH,-DAB 
2-CH,-DAB 


4/-CH,CONH-DAB 
2-OH-DAB 
2-OH-DAB 
4-OH-DAB 


(©) | Y_NH,-DAB 


AMINOAZOBENZENE (AB) 
P-DIMETHYLAMINOBENZAL-ANILINE 
N, N-DIMETHYL N’-BENZOL-P- 


PHENYLENEDIAM 


INE 


2 EE HH 
F- iS 


0.3527 
.3651 
. 3523 
. 3645 
.3529 
. 3926 
.3541 
. 3520 
.3517 
.3933 
.4131 
.4108 
.4103 


. 3099 
.3139 
.3178 
.2785 
.1544 
.1139 
.1163 
.0901 
).1942 
.1893 
. 0934 


ア 


F- 


癌 に 妨害 を うけ , し た が っ て 発癌 性 が 極め て 微弱 に な る も の と 思わ れる 
DAB が 発 彰 性 を 示す の は 2 位置 の 置換 に より アゾ 位置 の 反応 性 ヵ 
与え られ る .(B) に 属す る 物質 は 算 舞 質 と の 結合 量 は か な り の 程 麻 に 達 
を 延長 する こと に よっ て 発 冶 性 を 生 ぜ し め 。 あるいは 増大 せしめ 得る 
47-CH。-DAB は 長期 聞 の 実験 を 行う こと に より DAB と ほとん ど 同 


ー > 412 っ \S - 
DM SAV TV} 


うわ すか も しれ た ない. 


DD, 実験 的 に も 全く 発問 性 を し め さ な い 


と か 実験 的 に 明らか 


て 得 ら れる こ 


Liz 
In Wu’ 


L だ た か が っ て 2-CH。-DAB も 。 
(C) に 属す る 物 


mec 


> て 蛋白 質 と の 結合 能力 は ほとん ど な く な 


HR) > 


Mix Famino の 値 カ 
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Pre fie J 


Sa ら の Famino | 


ジ 結合 の ir 
ihe WE Fe; 


io 
iy 
0.8070 
0. 7833 
0. 8069 
0.7813 
0.8084 
0.8070 
0.8083 
0.7965 
0.7958 + 
0.8142 


0.6429 
0.8221 
0.7168 
0. 8363 
0.8501 
0.8434 


0.8630 
0.8168 
0.6424 
0.6824 
0.6152 
0.9806 
0. 9262 
0.9384 


2’-CH;-, 2’-NO.- 


BEC ee 
PS dsb HEE 
NT HEHED 3 9 
HE J) NA Fa FB x” 





極め て 小さ 





aa 
fi i Fs 
Ei 


4’-OH, 2-OH-DAB は DAB の 代謝 産物 と し 











Ag? FEN EIN 77 の BR RE ES ? lit: „tn - レ 
か DAB PE EN By: OD DCH る と 学生 る AB か 発癌 性 を も ZEITEN, WU と か の 。 CH。 HE 
Er, ast Aap Bonar + 2 て の ハコ ニラ ーー ラド と Br ie EL と に > - > 7 > oe 
Acc Dial Ar ti] で ある と の FRI か あ An ADALA > れ の 結果 に よ る Ro F Amino Di 少 に よ 


っ て 説明 され る 。 [AERC p-Dimethylaminobenzal-aniline 等 が 発癌 性 を し め さ な い の は テア 


7 
UV 
N 
{ 

¢ 
( 


ゾ ど 基 が 発癌 過程 に 不可 欠 で ある た めで は な く Famine の 低下 と -C=N- ある い は -N=C- 結 
き の 切 れ 易 さ に 基づく も の と 
ミラ ー 等 の 実験 に よる と 結合 色素 量 曲線 
は それ ぞ れ の 物質 に より 異な っ て いる が ほ 
ほぼ 第 1 図 の よう な 三 つ の 型 に 分 けら れる 
すなわち (1) は 結合 量 が 急激 に 極大 に 達 す 
る と と も に , また 急 に 減少 する も の , (2) 
は 極大 に 達する まで に 長期 間 を 要 し 。 La 


4, 極大 値 陸 近 の 値 を と る 期間 が 永い も の, 








—H% ‘ spa (ec x = と 7 と [に 
ーー 日 数 (3) は ほぼ 2) と 同じ 傾向 で ある が , HEA 
紅 対 量 が 極め て 小さ いも の で ある 上述 の 
(A)B)(C) の 各 群 は それ ぞ れ この (1) (②) (3) の 各 型 に 対応 し て いる も の と 考え られ る 


ヨ H 質 と 結合 する 反応 の 中 心 ほ は デミ ノ 基 の N 原 子 で あり ,。 この 場所 の F-# 








CE a 上 Eb ee WEY EL in AE 
Be BE 7) 36 HAPE の 大 小 : が EI ob. すす で ある こと が 散ら か に な っ た FEI | 物質 
テディ 万 ュ a pte oN fr 1.7 eat N TH Sy ee トー AE oe - 5 Karl 
と 企 曰 質 と の 反応 の 際 ? いて 人 徒 来 の 理論 で は すべ て 振 白 質 FUSED RATAN 
> 2. ) 4 + = opto ofr し まっ oe 3 a 
に は た らく も の と 考え られ て いる が 。 われ わ # ょ この 反応 が 求 核 的 で ある と し て (は 





じ め て 党 か れる 。 和 蛋白 質 内 の 求 桜 的 作用 基 と し て 考え られ る も の に は R-COO-,>P-O-, R-S-. 
R-O-, R-NH 等 か が あり, この いずれ と 反応 する か は 今後 の 実験 に また ね ば な ら な い が , これ 


be ・ テ レプ テー ラプ ee ee eee oe ne し を に トク の 、 こ ニラ ー 8 e LDS SNL 2, rt [peo 
DOR RAS ZERO EN Ba EMEA CH ATFBLZEIIEST, 化学 的 性 質 が 変化 する こ 


た る を に SN fm の Pe SP FT AN Y Sr を Ap tarp ノル Kr 
と か 発 換 の 原因 に な る も の と 考え られ る ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 


133. ウィ ルス HST Hamazaki Or RUB FEA RY 
る 実験 的 腫瘍 形成 
浜崎 幸雄 . 近藤 正 次 , 池上 市 郎 


Experimental Tumor Formation Induced by Intestinal Infection 
of the HST (Hamazaki) Virus. 
YUKIO HAMAZAKI, SHOJI KONDO, ICHIRO IKEGAMI 


(Department of Pathology, Okayama University Medical School) 





We have already verified that the agent (HST Virus) of Yoshida tumor will 
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easily cause infection in the intestinal ducts. This result as the motive we 
performed this experiment, according to tumor producing plan. 

There is no literature available showing any previous example in which malig- 
nant tumor was formed successfully by feeding transplantable tumor. With the 
interval of 4-5 days, 2-3g of Yoshida tumor was repeatedly fed to hybrid rats 
and we found that there occurred malignant mesenchymomesotheliomatosis in 
about 187, of the experimental animals (17 tumor occurrences in 94 cases) and 
female has three times the rate of production as that of male. The transplanta- 
tion rate of the tumor produced was found to be 95 %. 

On performing histological research, at early stage only the granulative inflam- 
mation in viscera can be observed as in the case of HST Virus inoculation but 
later on, growth of mesenchymal cells gradually become active and finally become 
neoplastic. 

In lungs the capillary endothelial cells of alveolar septum carry on diffusely 
neoplastic growth. In liver the stellate cells, in spleen the reticulum cells as 
well as endothelial cells of sinusoid, and in lymph nodes reticulum cells carry 
on neoplastic growth. In peritoneal cavity tumor is formed by the growth of 
serous cells on perivascular milk-spots. In brain there occurs neoplastic growth 
of endothelial (or mesothelial) cells of subarachnoidea, and occasionally ependy- 
mal cells, too, independent of arachnoidea, carry on a tumorous proliferation. 
In addition, in the petrous portion of temporal bone there sometimes grows a 
small tumor in the area surrounding middle and internal ear at its center. The 
fact that tumor grows synchronously in an organism from each different mother 
cell according to the different organs of body indicated, as has already been 
pointed out above, that in view of the orthodox oncogenesis this tumor belongs 
to an entirely exceptional kind, and moreover, such a tumor is admissible only 
in viral tumor. Thus our introduction here of HST Virus which we have been 
studying ever since 1950 will not be unreasonable at all, we believe. Further- 
more, we obtained successively inoculable agent from the filtrate of new tumor 
produced by feeding Yoshida tumor, and we proved the mutual neutralization 
ability between the agent and HST virus. The rats that acquired Yoshida tumor 
immunity also have complete immunity to the new tumor, and in addition we 
proved definitely that its opposite immune phenomena can be established. 

The new tumor development took place in the period of about 40 to 90 days 
of the feedings and no more tumor were found after about 110 days of the ex- 
periment. In the later period the experimental animals show antibodies against 
HST Virus in their sera. 

As regards the course of virus infection, even considering the previous experi- 
ments, infection from the intestinal ducts is most suspicious. A part of the 
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rats, comparatively soon after start of feeding, commences diarrhea and dies. 
These rats show all the phases from granulative inflammation to neoplastic 
changes in the above mentioned organs. We can think of virus entering oral 
cavity and passing salivary glands and tonsilla and attacking the neck Iymphnodes, 
but submaxillaay lymphnodes are rarely invaded. And occurrence of an in- 
dependent tumor in middle and internal ear accompanying labyrinthal disturbance 
can perhaps be considered as a certain peculiar modus of infection. 

Control Experiment. The point that requires the greatest precaution is trans- 
planting of living tumor cells from digestive canal. (1) Right after feeding and 
a few hours after feeding, the abdomen is opened and with injection needle (12 
mm) four places on the stomach wall and six places on the small intestine wall 
are pricked, and an observation was made, after closing the abdominal wall. All 
the cases showed no changes. (2) The stomach wall and then jejunum wall 
were punctured with injection needle (1/1 mm) and scraped; 2 out of 25 cases 
produced ascites tumor. Save primary development in injured areas of digestive 
canal the tumor possessed characteristics exactly same as those of Yoshida 
tumor, but different from those of the new tumor, (3) When a few of Yoshida 
ascites tumor cells were intravenously injected to rats, a part of them produced 
tumor and other part of animals did not produce tumor. In either case mesenchy- 
momesotheliomatosis as above mentioned could not be observed and the charac- 
teristics of tumor thus produced were exactly like those of Yoshida tumor. 
(4) The new tumor cells produced by feeding differ greatly from the Yoshida 
tumor cell, and especially as they make nucleal inclusion bodies. From these 
data they could not be considered as cell-transplanting. 

Hirosaki strain sarcoma, Takeda sarcoma, Ehrlich’s cancer and ascites liver 
cancer were fed as control experiments, the first two cases produced new tumor 
in rats and we managed to isolate similar filterable agents from both the ori- 
ginal and newly induced tumors. And in case of the last two we could observe 


no such thing. (SCRBEY SITE IK EH) 
附 > 

ABBE: 経 気道 的 (吉田 和夫 ), 経 日 的 (NREFR) に 吉田 内 腫 を Ratte に 与 へ て , BCL PAR 
こ ,。 後者 で は 組織 に 障害 を 与 を て お いた 時 に は その 部 に 吉田 内 腫 を 形成 し て いま す 。 いずれ くわ し く 報告 

BELT 

浜崎 幸雄 : PIE A OFARL HIS ATES LEM ICIS Cae V ESDP RCH C LEA II TC 

る 。 大島 さん の と ころ で は 腹水 の 少量 を 投与 さる そう で す が 私 の 方 で は 大 量 の 睡 揚 組 織 を 与え て お おり ま す 

両者 間 の 成績 ら 相 違 は 消化 管内 に 入る ビー ルス の 量 に 因 る で あろ う 。 
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134. 実験 的 肝 冶 の 形成 過程 に お ける 青 織 化学 
及び 生化 学 的 研究 
新保 幸太 郎 (LEER SEHR) 


Histochemical and Biochemical Studies on the Development 
of the Butter Yellow-induced Rat Hepatoma. 


KOTARO SHINPO. 


FCI ERK S PAAR RES, 生化 学 的 研究 は , 実験 炉 の みな ら ず 人 体 の 妨 に つ 
多数 行わ れ た が か が, 燃 の 形成 昌 程 すなわち いわ ゆる 前 炉 期 の . 雇 能 に 関す る も の は 比 芝 的 少 い 


“It DAB に よる 実験 的 時 培 に つい て の 総合 的 研究 の 成績 を 述べ る 


実験 材料 お よび 方 法 に つい て は 動物 は ウィ スタ ー 系 ラッ テ (ME) を 使用 .。 これ を DAB を 


EAI ン リ イ 

0.062 に 含む 一 定 の 配合 飼料 で 飼育 し 一 定 の 開 員 を お いて 六 し 実験 に 供し た 。 実験 方 法 ほ は , Bi 

的 に は 血 消 の ポー ラロ 頑 反 応 , 血清 蛋白 分 局 の 変動 の 追求 。 生化 学 的 に は , WER MAR 
Bor, ESCHER, 現 弄 酸化 酵素 , チト クロ ー ム 酸化 酵素 , KK, REREN 
sit, HSE, 組織 学 的 に は ホイ ルデン 反応 ,。 AF- rege Ve aves, PAS. アル カリ ・ フ 
+ ょ ス フ ァ ター ぞ 。 脂肪 染色 を 行う 他 。 形態 学 的 に は 超 注 切 訂 に つい て 電子 顕微 鏡 的 鈴 察 を 行っ 
こ 。 肝 壇 の 発生 は 従来 の 報告 に 上 比 し て か な りお くれ , 組織 学 的 に は 190 日 , 肉眼 的 に は 235 日 
Chott, ます 組織 学 的 変化 に つい て は 肝 小 紫 周 辺 に 小型 細胞 の 増殖 か すでに 10 日 頃 よ り 起 


り 。 次 第 に 増強 する が 。 こ れ は 一 般 に いわ ゆる Cholangiofibrosis の 像 を 呈し 冶 性 発育 と は な 
ら な いよ 5 CHS, Mic 90~120 日 前 後 よ り 小 某 内 に 不 規則 に,。 膨大 化し た 肝 細 乃 と 小型 の 嗜 


殖 か 地図 状 に あら われ , HR LS, Lab I ONE PER 


x 





と な る も の と 考え られ る 。 KKRINIÄHHETERTEN. did dS Hepatom の 形 を 
と る も の と ,。 腺 隆 を 形成 する も の が あっ た 。 ま た 核 仁 は すでに 電 発 生前 期 の 肝 細 胸 に お いて 大 


性 , 策 原 染色 陰性 で ある 。 次 に 電子 


昌 仙 鏡 像 で は 完成 し た 拘 細 胞 の 特徴 は , 巨大 な 核 。 お よび 核 仁 , 核 , 核 仁 の 形態 の 不 規則 , 原 


Su 


と な る 。 TEKS 


し た 吉 は アル カリ * フ ォ ス ファ ター で ゼ 強 隊 


形質 内 reticulum OAKES LORMDS, 氷 粒 体 の 減少 と その 桜 了 店 凹部 に お ける 集合 傾向 か が み 


ー キ 7. 


in J に 


LH ONS, Kir HEC BT SRMORMCOU- TCH SA, MR 7 AIS 
iD FSEHE TEV. LD Pata RTL OMHSAs, 250 BIRECHYC HRI LTS, EME 
反応 は , 30-250 Aictsy THMANCA LH oni, BERLINER, Teka HICSS 

SEHR L PIO NEBR CREWE, PA 3 SUPE LIER IT Bic Hs, DEAE 


2c VA AoA & SME FD JEN HRC ELF LORS A, 先 人 の 成績 こ に 反する も の が あ 
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dt 


= 
1 1 


どん ど 変 化 な く 。 ュ ハ ク 酸 ABK SEI A 通じ じ て 対 照 よ り 低く , 


場 部 で ) A K\ い Fr ト ク グ ロ ー ム 酸化 酵素 は これ と は 逆 に 会 経過 27 3 » TEL > DSH PED Ct 


‘ 
1 
= 


低い た 枝 酸 で は RNA は 初期 に 一 時 減少 する が 後に 増加 し 冶 発 生 を し た も の の 肝 で は 間 部 
IE LELL て や や 高い 。 これ に 反し て DNA は 痛 部 は 非 痛 部 に 比 し て 著 明 に 高 その 


Kr vr een 4 っ レー 42) > Wr dl» 1 } ) Lar {p> er っ ty Ay ot =) 
BE kK EE IRIN BU TIRE LA ERIEL eas, MBA ORM Tis SAK 








It in Ip: iF 性 脂肪 が 多かっ た 
J 総括 す 6 も の に よっ て は か な り 交 組 織 と 似 た 変動 を が す 代謝 が 


。 需 発 生 の 本 質 的 半 題 に ふれ る こと に な る の で さら に 実験 を 重ね て 結論 し た い 


135. ラッ テ の DAB 発 瘍 過程 に 及ぼ す ト リバ ン 青 
及び ト リ ANY BIRO 3 
岩瀬 正 次 , BEAT (名 大 医学 部 : 


Effect of Trypan Blue and Trypan Red on the Carcinogenesis 
of Rats Fed DAB 


SHOJI IWASE, KEISUKE FUJITA 


FAR, HILFE) 





われ われ し は さ き : に に Trypan blue の 皮下 注射 に よっ て , ラッ テ の DAB KLAR RTH 


の 発生 が 抑制 され る こと を 報告 し た 。 Trypan blue の 抑制 機 講 を 明らか に する こと な ら び に 


var} ; ur a ar cr 
と が われ われ の 目標 で ある が , 本 報告 に お いて は 


TEC u SALAARE ns ai ER ANT > Yat デズ a HET ある こと 





こ 注 目 し て 行っ た 一 障 の 生物 実験 の 結果 に つい て 述べ る 
第 1 DFR L L CREE CPHBES 2 < RIC DS 塩基 性 生体 染色 色素 で ある Neutral 
red, Methylene blue お よび Thionine の DAB ic £ 4 IH FRE HI ts LIST WR HR 

(HEUER ERE) 第 2 DEGERL LCT DAB と 化学 構造 の 類似 する Methyl orange 
(mono-azo dye) お よび Trypan blue fi) +3 Trypan red (dis-azo dye) を 撰 ん だ 
(ALF FUT SEED). これ ら の 族 物 質 は すべ て 1 2% 水深 液 と し 0.06% の DAB wiz? 
し た ラッ テ に 実験 始め より lee HHI 1 回 皮下 注射 し 絵 計 6 向 60mg に お よん だ .。 実験 
に 使用 し た 動物 は 体重 70-80 g. の 内 部 交配 系 ラッ テ で 実験 例 数 (実験 始 時 ) は Trypan red 
7 


a ae 
lO 


E15, 4O(LoO Feet 10, DAB 投 ケ の みみ で 他 に 処置 し な い 対 照 群 は 26 Ch 2 
の 動物 > 実験 A~D ヵ月 で 展 殺 し , 処置 菩 と 対 息 君 と の 聞 で 時 妨 発生 率 お よび 肝臓 の 組織 学 的 


ュー / 


a 
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A. 肝癌 発生 率 (1) MEARE. 実験 4 ヵ月 (120 日 ) に お ける 肝 炉 の 発生 は 8 例 中 5 BIT 
62.5%, 5 ヵ月 (150 日 ) で は 14 例 中 13 MIT 92.922 に 達し た 。 (2) 塩基 性 色素 群 Neu- 
tral red 和 群 で は は 6 例 中 | で 33.3 2, Methylene blue 群 で は 5 例 中 全 例 に 発問 し て お り 


J 


100%, Thionine 群 で は 6 例 中 3 例 で 50 BOMBA RL, CNSR FrL SRILA 


data で 同期 間 の 対照 (62.522) に 比 し 有意 義 な 抑制 効果 な く Methylene blue の 如き は 


促進 的 効果 を 認め た 。 (3) ALA + YIE7 VSR. Methyl orange 群 で は 9 例 中 4 Hic 


痛 を 認め 44.4%, Trypan red 群 で は 8 例 中 1 PIS 12.5 22 の 発 六 率 を 示し た 。 実験 期間 は 


4 





者 で は 4 ヵ月 で 対 妥 と の 開 に 有意 の 差異 を 認め 難く , 後者 で は 140 日 で , 
記 め ず 組 織 学 的 に 始め て 1 PC Se ILE LOT, ほぼ 同期 間 の 対照 (92.922) に 
比 し 著しい 抑制 効果 を 示し た 

B. 肝臓 の 組織 学 的 変化 上 述 の 諸 色 素 が DAB に よる 発 坊 過 程 に お よ ぼ すす 効果 を 知る た め 


に 肝 培 発生 率 の ほか に 実験 終 時 に お ける 肝 冶 の 組織 形 OLD DAB に よる 特殊 な 変 





化 を 多角 的 に 分 析 す る 必要 が ある 。 すなわち DAB ı- k SFX Hepatoma, Cholangioma, 


Mixed (Hepatoma 士 Cholangioma) お よび Anaplastic の 4 型 に 分 ちまた 冶 以 殺 の 特 珠 


ォ キュー 7J pe in x 


変 化 を われ われ は Benign Change ELLTKOZHUIHFHLT. tre dP aichHittt oF 


MA, APE (EC I DHEAIPEM AY kU Cholangiofibrosis で ち も ちる. Benign Change (+ 
ALI kD APE Cis slight, moderate, nodular ある い は islet-like, = 7: #9S5*:5E 
た お よび Cholangiofibrosis で は slight お よび extensive に 小分け し た 
(1) SHARE Friäts&U Benign Change の すべ て の 型 を 種 * の 太 刻 で 含む 、 (2) 塩基 性 
色素 群 。 腫瘍 組織 像 ある い は Benign Change と し て 各色 素 に より 若干 の 差 異 あ る が 対 蛋 に 


比 し 特記 すべ き 差 異 は な か っ た .。 (3) スル フォ ン 化 アゾ 色素 群 。 Methyl orange nr + 対 昭 





と ほぼ 同様 。Trypan red 群 で は Benign Change に お いて 肝硬変 。 結節 


だ だ で あり Cholangiofibrasis の 偽 を 認め な か っ た こと は 本 色素 の 抑制 効果 を 明らか に 示す 
の と 思う 

Trypan red は Trypan blue & MEM SEE b ORRMED ERE EE TH OMS 
ヵ月 に お よ . ぶ 長期 の 実験 に お いて も Trypan blue に よっ て 得 ら れ た 如き 特異 な 繝 内 系 細胞 の 
Mite Ki. Stel». われ われ は さき に Trypan blue の 抑制 機 書 に 関し . MIA RR RR TS 
ら 作用 を 重要 視 し た の で ある が 本 実験 より か か る 可能 性 は むし ろ 償 定 的 と な っ た 

以上 の 実験 成績 か ら , 塩基 性 生体 染色 色素 は Trypan blue と 同一 条 件 で 使用 し た 場合 
DAB に ょ よる 肝癌 発生 を 抑 較 し な いと 見 位 し 得る で ちあ ろう 。 ス ルフ ェ ォ ン 化 ア ゾ ヅ 色 素 に 関し て は 


信 ま で に 3 種類 の 色素 を 用 いた だ け で 決 論 を 下す に は 時 期 何 早 で ある が 。 Trypan blue, Try- 











pan red の 抑制 効果 か ら わ れ わ れ は スル フォ ン 化 dis アゾ 色素 に 最大 の 期待 を か け , LOK 
章 な 生物 実験 を 計画 し て いる 

Trypan blue の 抑制 機構 に 関し 市 販 の 色素 が 2~3 種類 の 色素 を 含む こと に 注目 し な けれ 
は なら な い 。 わ れ わ れ は Merck の Trypan blue を プロ ッ ク マ ン (Merck) の アル ミナ で 青 
色 部 分 , 赤 一 赤 和 色 の 部 分 に 分 上 区 する こと に 成功 し , 濾紙 電気 泳動 上 お よび ペー パー クロ マト 
グ ゲラ フィ 上 に も 同様 の 結果 を 信 た 。 Trypan blue を H。O。 で 80'C 3 時 間 圭 す る と 青色 色素 
は すべ て 赤色 色素 と な る 。 ま た Trypan blue 中 の 赤色 色素 は スペ クト ル 上 Trypan red と 
は 明らか に 異 っ た 物質 で ちあ る 。Trypan blue の 抑制 機構 に 対し , 上 吉 色 部 と 赤色 部 と いずれ が 

人 役 を 演ずる か は 興味 ある 課題 で ある が , われ われ は これ ら を 分 難し , それ ぞ れ の DAB KF 


順に お よ ぼ す 幼 果 を 実験 中 で ある . (本 研究 の 詳細 は 引 こ 発表 の 予定 )。 


136. マウ ス の メチ ルコ ラン トレ ン 蛋 瘍 形成 に 
及ぼ す ナ イト ロミ ン の 影響 (第 1 報 ) 
小田 嶋 成 和 , 中 村 久 也 
Nitromin Effect on the Methylcholanthrene Tumor in Mice. (I) 


SHIGEYOSHI ODASHIMA, KYUYA NAKAMURA 
(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


Previously, we reported preliminarily on the inhibiting effect of HN,-N-oxide 
《Nitromin) upon the epidermal carcinogenesis with methylcholanthrene. But the 
experiment was done with rather small number of animals, and so we continued 
the same kind of experiment on a larger scale and obtained the following 
results: 

EXPERIMENT I: Experiment was started with 123 female mice of so-called 
d.d. lines. They were painted twice a week with 0.3 % solution of methylchol- 
anthrene in acetone on the skin of the back. The treatment was continued 
until carcinomatous changes were found at the site of the painting. The dura- 
tion of the painting varied from 92 to 198 days, that is, in 14 animals 92 days 
(A), in 19 115 days (B), in 10 141 days (C), in 12 165 days (D), and in 26 198 days 
(E) out of the total of 81 animals. In all of the animals a small part of the 
changed tissue were histologically examined. The result is indicated in Table 
I. And then the animals were divided into two groups (Nitromin and control 
groups). Animals of the Nitromin-group received subcutaneous injection of the 
compound twice a week, each dose being 10-25 mg/kg, while those of the control 
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Table I. The Histological Findings of the Produced Tumors. 


Group A B C D F 
Squamous cell carcinoma 8 4 3 2 10 
Spindle cell sarcoma 0 1 0 0 1 
Papillomatous hyperplasia 5 14 8 7 10 
Ulceration, Inflammation 1 0 0 2 5 

Total 14 19 10 12 26 


group were observed without the treatment. Details of experimental procedures: 


are Summarized in Table II. 


Table II. Method of Experiment I. 


Number of Number of Nitromin Days of 
Group M.C. animals ei ‘ 
Painting (Valid) No. of Inj. Total Dose (mg) ie 
プ 1-—24 0. 25-—10. 87 95-201 
A 11 
7 - 139 —201 
9 9 2 一 25 0:5 12.12 134—222 
I 16 
10 ーー 190 一 222 
ド に 5 2—29 0.5 —18.00 143—282 
x 5 168-282 
9 6 1 一 20 0.5 一 12.00 169 — 260 
2: 6 171-260 
aa 13 1—10 1.0 —10.00 201 282 
. 13 215_ 282 


In both groups, the tumor increased gradually, and the majority of the tumor 
animals died within 222 days, except 14 animais which were killed on the 282nd 
day of the experiment. Comparing the Nitromin with the control group, there 
was no evident tumor retarding effect demonstrated in the Nitromin-group. 

20 well developed tumors of the control group and 22 of the Nitromin-group 
were examined histologically and the results are tabulated in Table III. 


Table III. The histo'ogical findings of the produced tumors (Experiment I) 


Control group Nitromin group 
Squamous cell carcinoma 12 6025 10 5025 
Spindle cell sarcoma 3 1525 2 10% 
Papillomatous hyperplasia 3 1522 4 2022 
Ulceration, Intammation 2 10% 4 2025 


EXPERIMENT II. The second experiment was started with 147 female mice 
of so-called d.d. lines, of which 41 served as control. All animals of experimental 


399 











and control groups received the methylcholanthrene painting in the same way as 
in Experiment I. In the Nitromin-group, every painting was followed by sub- 
cutaneous injection of the drug on the following day, single dose of the compound 
being 10-50 mg kg. The painting and the injection were continued until the 
epidermal tumors were recognized at the site of the painting. The details of 


the experiment are shown in Table IV. 


Table IV. The Method of Experiment II. 
Starting Number of Nitromin Days when Davs of 
Frei =e Total Dose tumor z Valid 
i er Painting No. of Ini. Ole ” developed Exp. 
(mg) 3 
11 21 33 — - 114—191 154— 214 11 


146 22 33 6—41 4 一 20.25 121 一 191 142— 214 46 








The epidermal tumors began to appear from the 16th experimental week in 
Nitromin-group and from the 17th in control group, and within 31 experimental 
weeks the tumor developed in the majority of animals of both groups. All 
animals of the control group and 104 animals of the Nitromin-group died by the 
3lst week bearing a big tumor on their back, and the remaining 16 mice of 
Nitromin-group were killed at 214th day. The result is summarized in Table V. 


Table V. The Result of the Experiment. 


Nitromin-group Control-group 

Weeks — — aa 

No. of mice Tumors* Accident No. of mice Tumors* Accident 
16 55 2 0 11 0 0 
17 52 3 0 9 2 0 
18 48 4 0 8 1 0 
19 46 2 0 8 0 0 
20 39 6 1 8 0 0 
21 32 3 4 8 0 0 
22 28 i 3 8 0 0 
23 24 1 3 6 2 0 
24 20 3 ii 6 0 0 
25 13 7 0 3 3 0 
26 9 2 0 2 1 0 
27 7 2 0 2 0 0 
3 6 1 0 1 1 0 
29 4 2 0 0 1 0 
30 4 0 0 0 0 0 
31 4 0 0 0 0 0 





Number of tumor animals which were found in each week. 
The histological examinations of the produced tumors were made with 11 
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tumors of control and 46 of Nitromin-animals, and the result is tabulated in 
Table VI. 


Table VI. The bietlegien) ai of the produced tumors Ma AS II) 








Control group Nitromin group 
Squamous cell carcinoma fi 64% 25 58% 
Spindle cell sarcoma 1 9% 7 1625 
Papillomatous hyperplasia 3 27% 8 19% 
0 0 3 625 


Ulceration, Inflammation 


To summarise the results of Experiments I and II, no inhibiting efiect on the 
epidermal carcinogenesis with methylcholanthrene in mice was demostrated by 


Nitromin treatment. 

During the experiment, the interesting changes, such as leukemia-like infiltra- 
tion of the liver and the kidneys were found in some of the animals of both 
groups. Detailed description of the findings will follow in another wee 


ERA FSA rein xd) 


137. *AFrNrAAPYALYHRAREICESZA AIRY 


変化 に つい ぃ て 
森 和雄 , 平福 一 郎 , 村上 忠重 , 一 井 昭 五 ( 昭 笑 科大 学 ) 
Hyperplastic Lesions of Glandular Stomach of Rats Induced by 
Oral Administration of 20-Methylcholanthrene. 


KAZUO MORI, ICHIRO HIRAFUKU, TADASHIGE MURAKAMI, 
SHOGO ICHII 


AFM AFYAVY HRA ARIEL C COR ICE * OSA ILE HET S LEN 
で きた 。 そ の 変化 の 主 な る も の は , 1) ARDBEM, 2) ADR LRO SPE, 3) 粘膜 内 に 
EUZZH, 4) 異型 細胞 の 出現 な ら び に 増殖 等 で ある 

灰 酸 ウー ダ な ら び に 人 急 粉 を 添加 し た 白米 食 で 動物 を 飼育 し , ポリ エチ レン グラ イコ ー ル に こと 


か し た メチ ルコ ラン スレ ン 水 溶 疲 を 写 え る と 動物 の 胃 粘 膜 に 種々 の 得度 の 廉 炉 を 人 生じ , HAE 


の - 部 が こわ され , その 部 分 か 裂 有 と な る 。 こ の 像 目 を 孝 っ た 上 皮 の ある 部 分 が 異型 上 皮 細 胞 
こ 和 変り 晶 幅 様 増 殖 を する 。 こ れ ら の 異型 上 皮 は 正常 の 胃 粘 肛 と こと な り , また 人 体 例 . こ み られ 
S ら いわゆる 化 生 的 腸 上 度 と も 異な っ て いる 。 時 の 経 遇 と と も に この 異型 細胞 は 胃 上 皮 と 置き か 
わり , し ば し ば 粘膜 筋 層 を 仁 通 し 粘膜 下 組織 に 侵 人 する 。 時 に は 毅 膜 面 近 くに 達し て いる こと 
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HO. これ ら の 細胞 群 は 大 き さ が か 不 規則 で 細胞 分 像 像 が 非常 に 多い 。 腺 腔 は 大 小 刻 化 に と ス . 
に は 充実 性 と な る 。 細胞 は し ば し は 好 塩 基 性 で 比較 的 大 きい 。 形 は 肖 子 雇 あ る い は 円 柱 か で 


細胞 質 空 朋 も み ら れ る 。 こ れ ら の 削 腫 様 増殖 は Stewart ら が スチ ル ュ ラン スレ ン Fe ELL FY 
MEI TEAT L TARDE L ZL dtd SH “ adenomatous diverticulum” に その 像 が に て いる テ 
し て Stewart ら は それ を 前 井 変 化 と 呼ん で いる 

突 験 は 目下 継 綻 中 で ある が 今 まで 得 ら れ た 変化 は 2 ヵ月 か ら 7 ヵ 月 に 上 廿 る も る の で ある 。 さ ら 


実験 日 数 が 経過 し て みな けれ ば 。 上 述 の 如き 異型 増殖 細胞 群 が 。 その 


ine 


Hr 
Hr 
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Ke 
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ジッ ur a ae Yr 1 > IE - ニク ニー トラ Sa ee eae ae oa 
の や る いい いく 本 し に し まう Dir AiR CFE 3) る の か か 今 の と ころ わか らら ない 


た 数 年 に MO, 多 4 D7 i. AED AR も 





“er 最も 自然 な 方 法 CH) JAD Piz 2 


成功 に 終っ て いる 。 飲 用 水 に メチ ル ュ ラ 


a 


変化 を 起す 努力 を 傾け た に も か か わら ず 。 いずれ も 


ンス レン を 山 じ て 動物 に 学 え る と , し ば し ば 間 胃 ある い は 小 喝 に 腫瘍 の 発生 が み られ る 。 し か 
] TRIE) = BRASIL “gh ee ee - TRS Zu wer) ” - ce ET. E 
し 腺 骨 に は 会 然 変化 か お こら な い 。 こ の 際 全 える 乳剤 に いろ いろ と 工夫 が 加え られ た が (Bir 


は 浴 の 陵 麻 を か える と か , HALTKFSEHETIEFLMT SHU PID) MEINER, 


われ われ は 両 述 の 如く 白米 に 大 酸 ウー ダ を 添加 し メチ ル ュ ラン スレ ン を ボリ エチ レン グラ イ 


コー ル に と か し て 水溶 座 と し て 白 頁 に 経口 的 に 写 え る こと に よっ て 従来 難攻不落 と さえ 考え ら 


れ て いた 動物 の 腺 朋 に 変化 を 起す こと か で きた . Mi 46 %H1 4-1 EL (1955) 参照 ) 


(KREFELD) 


三村 文男 : * チ ル ュ ラン トレ ン の その よう な 抽 与 法 に よっ て 。 肝 陸 害 は どの 程 謀 で し た で し ょ うぅ が 
こめ に 実験 が や り に くい よう な こと は あり ませ た よう ヵ 、 

Re AM: 御 質 問 の 如く 肝 の みな ら ず 他 の 臓器 に も atrophy が 起り まし た , その た め 動物 は 実験 開始 令 
2 ヶ月 で 1/4 程 諾 に 減少 し た 


> 


138. メチ ルコ ラン トレ ン 気 管内 注入 に よる 
家 喝 気管 校 上 皮 の 変化 に つい て 
東台 二郎 , FEW, 宮地 秀樹 , Rein 杉 琴 孝 CK ns 


Changes of Bronchial Epithelium in Rabbit Produced by Intratracheal 


SESION Ee Wy ers 
MEILE) 


u 


Administration of Methylcholanthrene. 
SHIUNZIRO AZUMA, HIROSHI TERASHIMA, HIDEKI MIYAJI, 
TETUYA NAGAO, TAKASHI SUGIKOTO, 


1. 実験 目的 : 昨年 われ われ の 教室 に お いて 人 体 気管 枝 病 の 400 例 に つき 各 方 面 よ りこ 】 
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を 檎 索 し た の で ある が , 組織 発生 の 部 に こ お い て は 動物 に よる 発 韻 実 験 を あわ せ 行 いそ の 解 豚 


< 役 立て ん と し た 。 そ の 一 部 と し て 私 達 は 家 各 の メチ ルコ ュ ラ ント レン (M.C.) 気管 内 注入 に ょ 


\) ili Ae SBA A LD, ZORA GBA L COSA HDT: 


2. 実験 方 法 : 体重 1500-1600 HORR 10 匹 を 用 い , M. C. 3-4 吐 の ボリ エチ レン 


"リュ コール 溶液 を 気管 フィ ステ ル 人 造成 に より 気管 内 に 注 人 人 した. ERIK 5-7 日 に 1 回 と | 


at 30 回 。M. C. の 終 量 は 1 匹 当 9 93.5 KE. 実験 第 249 日 目 こ その 4 匹 を 殺し 肺 に つい 


連続 切片 に より 組織 学 的 に 検索 し た 


3. 病理 組織 所 見 : 肉眼 的 に は 閉 明 な 変化 を 見 出し 得 な か っ た か, 組織 標本 に つい て みる 


と , ほとん ど 全 例 の 全 肺 葉 に わた り 著 明 な 気管 枝 上 度 の 増殖 が 認め られ , こと に 終末 気管 枝 と 


BZ られ る 部 分 で は 内 腔 を も た ず に 腫瘍 状 に , ある い は 蜂 窒 状 に , ある い は 分 枝 状 に 増殖 伸展 
て お り ,。 所 々 に , ミト ー ゼ も 散見 し 得 た の で ある 。 こ の よう な 部 分 に つい て 弾力 線維 を 染め 


こみ る と , 増殖 伸展 する 上 皮 和 群 の 周囲 で ほし ば し ば これ が 断裂 し て いる の が 認め られ た 。 こ の 


ょ うな こと は 終末 気管 徹 上 上 度 の 無軌道 た 異型 的 増殖 を 物語 る も の と 考え られ る 。 さ ら に また 以 


の 。 かつ 線 毛 を 有する 一 層 の 円 柱 上 度 が その 内 面 を 被っ て いる 


>) 
7 て 


う な 所 見 に 混 っ て , 腺腫 様 構造 の 形成 か 多発 性 に 和み られ , 割合 に 背 の 高い 明る い 原 形質 


が 認め られ る 。 こ れ ら の 上 上皮 


の ヵ 
は 大 部 分 が 一 層 で ある が 所 ^ に 多層 の 部 分 も み ら れ この よう な 所 で は , リザ ー ブ モ ル の 活動 も 


汰 め ら れる 。 以 上 の 外 に 終末 気管 枝 上 度 の 増殖 が 肺 胞 内 に まで 連続 し て 延び て いる 部 分 が 数 ヵ 


所 こみ られ 。 こと に その 近く に は 腺腫 様 構造 の 形成 が 附 随 し て みみ られ る の で ある 


\ 


4. 結論 : 以上 の 所 見 より 先 に 述べ た 須 風 様 構造 の 形成 ょ , RRR LEO AR RED 


的 。 か つ 異 弄 的 な 増殖 に 始ま り , これ が 肺 胞 管 お せよ ょ び 肺 胞 内 こ 延 びさ ら に これ ら の 璧 を 破壊 L 


て 樹 枝 状 あ れる い は 蜂 客 状 に 伸展 し 内 腔 を 形成 し て この よぅ な 蝶 風 状 構 造 を 形 和 時 っ た も の で は な 
か と 考え る の で ある 。 な お , 明らか に 悪性 と 指摘 し うる ょ よう 5 な 所 見 は 見 出せ な か っ た の で あ 


る か 。 以上 述べ た 上 度 細胞 の 異型 的 な 増殖 傾向 を みて いる と , これ より さら に 長期 に わた る 


C. RC ho TC, 次 第 に 悪化 の 傾向 を 辿る も の で は な いか と 考え な お 実験 続行 中 で ある 。 


139. Para-Benzoquinone の 実験 的 吸 人 に よる 肺 臓 始 の 
発生 に つい て (24 
ERAS (FR 能 大 学 Pe Ay ALS) 


Carcinogenic Action of Benzoquinone on the Lung of Mice by the 
Experimental Inhalation (Report 2) 
FUMIO KISHIZAWA 


第 1 報 に お いて は Para-Benzoquinone の 吸入 に よっ て , 25 例 中 2 HM tt Ftc HAO 
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46 生 7 ad Er Bart pe の Ss ES, 1 ie x | Fi ] 様 な 実験 HE fe で 追試 を 行っ た 
実験 方 法 : 体重 11g ROMA ARH, RRMA + 25 匹 を 使用 し , 


fit para-Benzoquinone 1 回 5mg MAXI zer: 1307 の 密閉 し た 椿 内 に お いて , 1 


ーー コブ 
KR 


BIETE 7 ye PARRA SSE, 対照 群 は 無 処置 と し て 飼育 し , 主として 両 群 こ 
お ける 順 臓 の 変化 を 病理 組織 学 的 に 栓 索 し た 

実験 成績 : SHE AN 25 例 の 肺 臓 に , 呼吸 気管 枝 上 皮 組 織 の 異型 増殖 を 呈す る も の 6 
例 を 見 。 2 BT ISVS CHITA ARM fe ら び に 腺 痛 の 像 を 認め た 。 前 者 は 実験 日 数 320 日 に 死亡 し 
た も の で , 右側 中 葉 助 膜 下 に 粟 粒 大 の 閥 結節 が 存在 し た 。 組 織 学 的 に 肺 臓 組織 に 対し 破壊 的 増 
殖 を 示し , 腫瘍 細胞 は 乳頭 状 , 部 分 的 に 充実 性 に 増殖 し , 軽度 の 核 の 多 形 性 が 認め られ , Ill 
壁 の 弾力 線維 を - 部 破壊 し て 浸潤 性 に 周辺 に 増殖 し て いる 。 叶 銀 線維 染色 で は 著 明 な 閣 巣 の 形 
成 が 認め られ る 。 また 本 例 で は 他 の 也 葉 の 気管 村上 皮 組 織 に も 異型 増殖 が 存在 し , Ftd S 
い ぃ は 紡 鍵 形 の 不 規則 な 粘膜 上 皮 細 胞 が 乳頭 状 に 増殖 し , 肺 胞 内 に 充実 し て いる 像 が 認め られ る 

後者 の 1 例 は , 血便 を 排出 し 亡 弱 閉 し いた め 実 験 日 数 448 日 に 殺し た も の で , 左側 也 上 葉 助 膜 
ド に 半 米 粒 大 の 腫瘍 結節 を 認め た 。 組織 学 的 に は , 多 形 性 の つよ い 上 上皮 組織 の 異型 増殖 が 瀬 慕 
性 に 存在 し , 肺 胞 を 崩壊 し て 増 殊 し て いる 。 開 質 に も 軽度 の 増生 が あり , 冶 の 初期 像 と し て 
認め られ る 。 ビ ロニ ン *・ メ チー ル グ リ ン 染 色 に お いて は , 対照 群 の 1 例 に 見 られ た 腺 星 と 比較 
し て 原形 質 の と ロニ ン 陽 性 度 か 強い 

に 対照 群 引 日 思 で は 球菌 お よび 杏 菌 等 に よる 広汎 な 化 膜 性 気管 枝 肺 災 が 多数 例 に 存在 【 

膜 瘍 化す る 像 も し ば し ば 認め られ る が , キノ ン 吸 入 例 で は , これ ら の 細菌 性 疾 症 像 を 欠く の か 
HET, キノ ン ガ ス の 吸入 90 回 前 後 よ り 肺 内 気道 中 こと に 呼吸 気管 凛 に , 閉 明 な 管 腔 内 増殖 
か が 起 る 。 粘膜 上 皮 細 胞 は 染色 質 に 富み , 般 子 状 わ る い は 局 平 な 不 規則 な 形 を と り , 集団 を な し 
て 管 喧 内 に 車軸 状 に 突 了 す る 。 か く の 如 き 乳 叶 状 の 粘 脱 上 皮 増 殖 に は , 呼吸 気管 枝 忠 より わ ず 
か の 嗜 銀 線 維 な ら び に 腰 原 線維 が 基質 と し て 伴う の が 認め られ , 呼吸 気管 枝 臣 は 多数 くびれ た 
形 を 呈す る 。 また, 呼吸 気管 枝肉 腔 は 著しい 粘膜 上 皮 組 織 の 増 欧 に よっ て 狼 小 と な り し ば し ば 
PIE LI(RAIBMD DID, RRC RS DS MAL SNS BEAST He EL HE 
の 線維 性 肥厚 を 認め る 。 キ ノン ガス 吸入 230 RL ER RRO RAMS S Dic HEF L 


M 


AiR Lb AMD EPEC ME 7s SONNE > TREU, WR BER ae“ 
する も の が か 認め られ る 。 こ の 変化 は し ば し ば 多発 性 に 来 か つ 増 殖 の 程度 を 異 に し て いる こ 
と が か 多く, これ ら の 異型 増殖 より 稚 行 し , HOPED Md OMS UC OER tic S 

他 臓 器 の 変化 と し て , キノ クン 吸入 例 に は 肝臓 に 潤 濁 隆 帳 , 小 壊死 巣 等 が 対照 群 に 比べ て 多 
見 ちら れる か , 一 方 肝 細 胞 の 直接 分 裂 像 な ら び に 2 核 性 肝 細 胞 等 の 再生 像 を 多数 に 認め また 
360 











忠 臓 に お いて は 細 尿 管 上 皮 の 潤 濁 腫 須 。 軽度 の 有 有 灰 変性 の 見 られ る 例 が ある 。 
対照 群 に お いて は 25 例 中 1 例 に 腺 星 が 認め られ た 。 こ の 例 は 広汎 な 化 膜 性 気管 枝 肺 炎 の た 
め 428 日 に 死亡 し た も の で , 半 米 粒 大 の 結節 が 助 膜 下 に 見 られ た 。 BREI Mic APR 
Wi OUD 3 0, 気管 枝 上 皮 組 織 が 燃 症 に 反応 し て 幅 岩 増殖 し て いる が , その 殺 に 上 度 組織 の 
腺 様 増殖 が 認め られ る 。 上 度 組織 は いずれ も 結合 組織 と 相 伴 っ て 増 交 し て お り い わ ゆ る Fibro- 
epitnelioma の 像 を 呈す る 。-- 部 に 肺 胞 克 に 沿 5 て 増殖 し て いる 部 分 が か ある が , 他 の 部 分 は 


膨 帳 性 増殖 で 孔 胞 壁 を 周囲 に 圧迫 し て 増殖 し て お り , その 幅 揚 細胞 に は 異型 性 が 乏しい 。 そ の 





外 対 照 群 に は 2 PID HARI, 気管 枝 上 枝 の 腺 様 増 生 な ら び に 乳頭 状 増生 が 認め られ た 。 前 者 

7 _ 。 } Sr ee ee Hi: IF» Z ip 

ER 群 xt ORE (ACP RMR LAL, 後者 は その 周 

lil PR ORE So a 9 | 5 PAC RD FEL, 両者 は いずれ も 

腺 様 増 殖 1 | 2 症 性 気管 枝 上 皮 の 増殖 と 考え 々 られ る 

i BR 0 | 1 (428) ee a 

a PP RD Sn NR, Hi 
LS TR DRM 320 LE DMR HIT ETH 

I 5 hr ン 72448) | 0 Hie 2 組織 ? HY yj v fe 度 に ER Gr EH 


—n = es ea 


する と 左 表 の 如く な る (BMH, な ら び 
に 腺 風 欄 に お ける 括弧 内 の 数 字 は 実験 日 数 を 示す ) 
以上 両 群 に お ける 所 見 を 比較 する と , RRP CE RL RRO AU REF AGD 
多数 例 に あり , 2 BS CHANG D FSA HWM 7D, WHR Cit AIP PAS L<, 1 例 に 
fibroepithelial の 像 を 呈す る 腺腫 形成 が 見 られ た 。 これ ら の 事実 より 前 回 の 実験 と 同様 に , 


* ラ *・ ベ ン ゾ キノ ン の 吸入 に よっ て 陣 臓 に 悪性 風 場 の 発生 が 認め られ る こと を 確か め た 


140. ハッ カネ ズミ の 自然 発生 及び 人 工 発生 肺 冶 の 


紅 織 学 的 考察 
縮 方 正 世 , 赤松 保 之 , IE, MRBE WIRKEN NR) 


Histological Studies of Spontaneous and Induced 
Lung Tumor in Mice 


MASAYO OGATA, YASUYUKI AKAMATSU, 
HIROSHI KAWASAKI, YOSHIHIKO TSUBURA 
VI AWA BH AY Nis O HABE ANC L TA GRO FERN DANN ONE, ある い 
RE LIC SED SH LEE SR AT BAD RER SIEND - 致 を みて いな い 
そこ で われ われ は A 系 , C3H A, C57 系 , NAZROVY 2D APPA s LOA TIM 
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腫瘍 32 例 に つい て 





人 工 発生 肺 腫瘍 は ウレ タン , 

ウス に 発生 し た も の で 処置 開始 後 
5-6 ヵ月 で 調べ た マウ ス に 見 
V7 ADAMS A 
ar Hin: 


柱状 の 細胞 が columus を な 





人 6: テッ プ ェ ーー ラフ / BE 
RAE を 有 する の 娘 で ある 


irr) > 


る 。 Wa AMNG OD IA HUT 


br. 


ie 


組織 発生 を し 


vesicular の 


も の か ら 濃 い 


ら べ る た め に は 腫瘍 


kr Are an 1) 2 Fn PS + 
AERCHERANET DIN. % 
以内 で 認め られ な く な る よう 
2, +4 I. or. - >.» 2 一 A he 
を 検 し た 所 これ ら は すべ て 気管 枝 


MX 


BETZ DS 


トド の みみ に こみ られ る 


(2) 助 
(3) 
(4) 


» や 


X\ =| 
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BITTE 
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Pfr, を 1 Er 8% 2 Wize AN YA し 


OM キー 


TC P. A. S. 陽性 物質 


も の まで ある 


で われ われ は 極め て 小 
Ts IE au 


と は 会 く 無関係 


% 管 枝 末 栓 附近 まで お よぶ カ 


枝 末 椅 に まで お よ 


a /- hes 上 
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切片 a Au Fifi * : Re? Re RAL - 


ディ ベン ツア ント ラモン を 投与 し た て 


- 方 自然 発生 肺 腫瘍 は 


Paes 


Ni 


ーー ネル 「 
CE Leh 


3~4 ヵ月 生後 


の で ある 


+ 


も の で あ の 。 
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いる か , 人 工 発生 の 


a 
TDD CHP ME BAAD NE MGA Bad Sr 
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%T- 


6A PABA E OIC RS A 


( a 


湊 あ る 円 


= 


RR 


tDHOVITAMR UCL, 聞 質 は 極め て 少な く nA 
腫 場 は 浸潤 性 の 増殖 を 示さ ず 周 表 の 肺 組織 を 圧迫 し て 増 欧 し て い 


を 有 3 > 
核分裂 像 は ほとん ど み られ な い 
され 始め た 部 位 と 気管 枝 と の 位置 的 層 係 を 


ao MX 


TRIED 
切片 
思わ れる 細胞 の 集まり 

次 に か な 


aj DH 2 
SET 7p db ERE TIER 
LICENSE 


‚> Ei: 増殖 を 7 7 


位置 に 存在 し て いる の を 知っ た 


替 し た 円 瘍 と 気管 校 と の 関係 を 太る と 大 体 次 の 四 型 に わか ち ? る 


の ) 7 た 1 の ) 


SEBASTIAN teh 0 


J) 


LZ F2 + Fe 
Ue iy our as 


び 気 管 枝 未 檜 を 人 こ な っ た も の 


Aa 


N 
© 
Br 
as 
= 
YS 
Ph 
¢ 


DIR. (1) (2) AHA に 比 し 多い よぅ に 思わ れる 
腫瘍 細胞 は 気管 枝 の 細胞 と 極め て 類似 し て いる こと が ある の で 上 記 (3) の 場合 で 果して と ど ち 
ら か ら 発 生 し た か 迷わ され る 例 が あっ fo. し か し 記 管 枝 上 度 は 核分裂 像 を 示さ ず ま た 細胞 の 異 


FUME 4 G8 Pd F DIT 


FL 発生 お よび 自 


っ て この esses 細 胸 


Bi 


し われ は Mostofi, Larsen 


(彼ら ほこ れ を alveolar cells と し 


- クン ee st Fo 
の で 今後 研究 を TITEL! 


- hyperplasia か 人 存在 し た の みみ <] 


が 記載 【 


そこ で われ +』 


m+ > 
MAIL 


然 発生 肺 腫瘍 が 少く と も 気管 枝 上 度 に は 由来 し な た ない の で は な いか と 考え る 。 ょ 
いわ ゆる alveolar lining cells に 由来 し た も の と 考え ざる を 得 な た い が わ 


て いる が 如き 肺 胞 の corner に 存する septal cel! 


し て いる ) か ら 発 生 し た と いう 5 確か な 証拠 を 認め 得 た か っ た 


( 女 部 省 科 学研 究 費 に よ 
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141. DENE BRAC ORE - 1d DUE i OO FL 
I LOWARIC17 SANE IER (第 1 報 ) 
荒川 四郎 (FEE) 
Experimental Production of Sarcoma of Mice with the Subcutaneous 


High Concentrated Sugar Solutions, Especially Lactose, 
and Mixture of Laevulose and Glucose 


SIRO ARAKAWA. 


Pill, MR, Bei, HE, 柳下 氏 ら の , Maja, Ma, ガラ クト ー ぞ , Re 


続 自 射 に よる , 硫 の 皮相 肉腫 発生 実験 に 次 いで , 乳糖 次 湊 (ペー パー クロ マト グラフ に より 
ASAT 0.2522 以 下 と 検 せ られ た も の ), BEE ARIK Co TH HR FAR 
組織 に 肉腫 発生 実験 を 工 み 比較 検討 し た 


すなわち , 15 7 AURORA“, FACS 60 DE (20 PES 3 MICS RR) > 





衛 茜 丁 果 精 混 合 液 に は , 20 匹 を 用 い , 25 % ML, ERIL 100cc DARK 


Rum, それ ぞ れ 12.5 グラ ム づ つ 溶 解 (2522) Mis 


ol 





C, 0.5cc づつ 。 背 者 皮下 組 織 の 可 及 前 同一 部 位 に 連日 注射 


100 Aik OKSRORIC, 肉眼 的 に 局所 友 下 結 含 織 の 線維 性 肥厚 を 生じ , 注射 日 数 の 増加 





x > 
7 > の i wes WY た pet fy Alte , fh a zu, ド 
ERK, その 得度 を 増し 。 あるいは , 米粒 大 の 結節 を 触 知 し , HS ys 
ん ne A, Dep eer Bis - Ait ke キッ アン こ ペ ズ A ie 42 eo) ts 
) 200 日 前 後 よ り 板 汰 に 肥 厚 し 。 RR OV CAMRY FI BS. FLARE OLGA. 


LR ARO, CORTE THRE, 混合 座 の 場合 に 上 比 し , 著 明 な BRAS 


EE 合 溶 座 の 場合 , 250 日 以上 生存 せる も の 11 例 中 4 例 (344 日 , 392 日 , 432 日 , 432 日 : 


et 
発生 率 36%), ARD 60 例 中 250 日 以上 生存 せる も の 23 例 で 。 中 5 例 (307 A, 
327 日 , 415 日 , 415 HB, 476 日 : 発生 率 2%), に 肉腫 の 発生 を 見 た 。 他 に 混合 液 で は , 
487 日 目 に 死亡 し た 1 例 に , AMOR Mee LCS 


CH 59 PIO AMIS, BEBE. MEIC RL RT, 転移 は な く , 腹水 の 貯 深 も な い 。 組 織 


PANIC, いずれ も 線維 形成 性 肉 腫 で , 異型 性 の 強い 線維 細胞 が , 東 状 ま た は 不 規 則 に 配列 し 。 


細 肪 の 多 形 性 の 認め られ る も の あり , 原形 質 は , ウン ナパ ツ ッ ベ ン ハ イム 染色 で ,。 ビ ロ ニ ン に 著 





ー J re id ° po ee “Fy 7s Ne —f- Ay es こう っ Z 2 = 
明 に 染 まり ’ LUST SR Ss Ar 大小 不同 a 大 し s i NEL N た と と な れ や も Da, ハ { の 
ヽ a 7 ie > | Fer ちら > a x 4 Fre be | - 3 a 
ン ハ イン 染色 で 見 られ る 。 ご く 一 部 に , PORT TRY 40 SR が あり 。 Che, Wi 


畠 形 細胞 と に は 移行 が 認め られ る 。 太 い 索 状 の 賠 原 線維 と , — TRIBE 





細胞 周囲 に 新生 され た 格子 株 維 は 線 細 な 網 を 形成 する 。 これ: 
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Bibi, 天体 注射 回 数 の 順に 検査 する に , 30 日 前 後 の 初 期 に お いて は , 17 


結合 織 の 組織 学 的 


WAAZU, 腫 財 し た , 椿 円 形 , AUP. 多面 体形 の 原形 質 の 中 心 部 また は 偏心 性 に RRR, Pe 


x 1 


1 


獲 曲 等, 種々 の 形状 の 核 と 。 線 細 な 嗜 銀 線維 を 有する 細胞 か , Bile DER HENS HIER 


1 ‚ FIMEKN; 2% pte 4 WE ANG Ne CI tpt 形質 ne 胞 変性 カ me 1, } し る 70- 





% 


HIKE SLD, ERST ers AL, 


80 日 前 後に お いて , ある い は この 状 
Bez, 線維 細胞 お よび 線維 芽 細胞 か , 渦 状 , 蛇行 装 の 異型 的 集 終 巣 を 形成 し 


り 


化 を 認め る 。 こ の 期 に な お 初期 の 如き 腫 央 し た 幼 若 な 線維 暮 細胞 の 増 争 も 散 








在 す る 150 日 200 日 以後 の も の で は , 脱 様 化 の 強い 線維 細 移 の 増殖 は 著しく , 新生 血管 の 
HALL SEM ete, 肥厚 せる 線維 東 は 蛇行 し し ウン ナ * バ ツ ベ ン ハイ ム uth, CY 35 & OU 


4L, PRCA AMIEL OD, SHURE, クビ マチ ン 質 に 生む 。 MALTE 





! の 異型 的 増殖 巣 を 形成 し , AMADEO] L Cia AS. WAH 





1,2 A) SAB Se eh Ie 
BAR 3: N ENT TARA 


AP ve Biya OD i >| Shy 3 
ら か が 。 乳糖 座 の 場合 は , 9% 変化 は 軽 


<, 増殖 著 明 と な る も , 弾力 線維 は 消失 する 傾向 を 持つ 。 多 中 心性 の 





MLL, その 傾向 の 強い 細胞 巣 個々 か 融合 する か , 1 {AD RAT OA MEARS 





て 。 ょ より 大 な る 集団 巣 を 形成 し -- 都 に 結合 織 と の 境界 明瞭 に , BEA Fo た 肉 陣 組織 像 
DRL, 自律 的 増殖 を 営む に 玉 る も の と 思わ れる . 一 部 の 例 に は 硝子 化 が 起り, 茨 定 性 un) 


} 


SEMI az za L. 肉腫 発生 の 可能 性 ある 如き 細胞 の 増殖 を 見 られ ぬ も の も あっ た 。 な 


お 。 同 濾 度 族 策 溶液 に よっ て 40 匹 に 同様 注射 を 試み た か (Mc, 現在 40 匹 に 実施 中 ), 








os PEE HERD A CHUT SL. MEN ) 該 細胞 に 変 
性 が 見 られ , 硝子 化 が 起り . 一 部 に は 肉腫 発生 の 可能 性 ある 如き , wets 
ER られ る も , Zain u‘, 250 日 以上 生存 せる 11 例 中 肉腫 の 発生 は 





Pol. 対照 と し て 。0.9 生理 的 食塩 水 注射 例 20 匹 中 に は 組織 学 的 に , 線維 細胞 か 軽度 に 増 


tr. 前 記 9 AID Ale CA 





Harz, 配列 が 規則 的 で , PAA AA te ELS AND FG? 
れ , 8 グラム 前 後 の 上 日 恨 に 同様 移植 し , SLANE CHUNAR DIE 327 日 で これ を 羅 代 移植 て 
きた 1 系 を 得 た 。 組織 学 的 に 線維 形成 性 向 隙 の 像 ? BELA 10%, 240 18%, 

3k 35%, 4 代 18%, 5 代 35% TE (現代 ) に 至っ て いる 。 訪 移植 肉腫 は 。 RR 
- 天 けた まで の 増殖 を 見 る も , 速やか に 壊死 に お ち 入 り 。 消 WL, 5 build, 


ァ 7-7 


10 H ~13~15 H ic MRS F(A る に 至る 
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142. アル デ ヒ ー ド の 発 痛 性 に 関す る 研究 (その 2 ) 
ウロ トロ ビン de ラミ ン ) 反復 
度 下 注射 部 位 に 発 に ラッ テ の 実験 的 肉 三 の 7 
例 に つい て 

渡辺 文 友 , 杉本 幸子 (57 

Study on the Carcinogenicity of Aldehyde. 2nd Report. 





Seven Cases of Transplantable Sarcomas of Rats Appearing in the 
Areas of Repeated Subcutaneous Injections of Urotropin. 


FUMITOMO WATANABE, SACHIKO SUGIMOTO 


て 水 炭素 代謝 過程 に お いて , 発生 する と いわ れる アル デ ヒ ー ド (R-CHO) DHE HT 
る 目的 で 。 突然 変異 誘起 物質 で ある ホル ム ア ル デ ヒ ー ド 水溶 液 反 復 度 下 注 射 に よって, 数 例 に 
BUT, 可 移 植 性 肉 牌 を 作っ た こと を , 昨年 第 - - 報 で 報 査 し た . 今回 は か か る ホル ム ア デル デ ヒ 
ー ド と その 化合 物 で ある ウロ トロ ピン (ヘキサ メチ レン テト ラテ ラミン) (CH。)a。N。 に つい て ,。 そ 
の 人 共 痛 性 に 関し て 実験 を 行い 9~40 2 KR, ラッ テ 皮 下 に 連続 注射 する こと に よっ て 。, 
注射 部 位 に 7 例 の 肉腫 と , 1 例 の 腺腫 ? を 作っ た の で ここ に 報告 する 


1) 実験 材料 : ウロ トロ セン 注射 薬 と し て 藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 発 沈 の へ キサ ミン を 用 い 





実験 動物 は , 100 g 内 外 の 内 部 交配 約 20 代 を 重ね た ラッ テ (KAR 

小 i FAY fe 

2) 実験 方 法 : ラッ テ 20 匹 を 用 い , 始め は 濃度 9 こ 2322 の ウロ トロ ビン を 用 い ., 実験 な 
か ぼ 頃 より , 35~40% Oki 1~2cc を , HIG 1-2 IF, FO Fe 
Hots, 対照 の 意味 と 体液 を 酸性 に する 目的 で , 0.17%, 0.5cc OMY, ウロ トロ ヒン 注射 赴 

- 邊 回 右側 背部 皮下 に 注射 ! 

3) 実験 成績 : 注射 実験 中 , PRET OO SORA CHEL EL OAEIC, 実験 
継 締 し 得 た 14 匹 中 8 匹 に , ウロ トロ ヒン 注射 部 位 に 幅 場 を 仁 生 し た 14 pers, MRE PTE 
HildbpPdbot, RRLCILERE CH), BREIT, LIZ LIZA 23, 


セー ロー | z と sc > 24] Rn に In = 37)” fo } + wees 7 に = yr スト Aes ビ 
記 下 肥 厚 あ る い は 結節 は 認め られ な い 。 こ れ に 反し ウロ トロ ピン 注射 部 位 に は 。 WIR ES 


め た に も か か わら ず , 潰 瘍 は ほとん ど 現 われ ず に 実験 開始 後 6 ヵ月 頃 よ り 。 TIE Fae 
現われ , 次 第 に 便 い 結節 を 触れ る よう に な り 。11 ヵ月 目 に は 3 SAME, 最初 の 
HERR) 470 日 まで に , 計 8 例 の 注射 部 位 に 腫瘍 を 作っ た 

4) 肉腫 7 例 と 腺腫 : (0 5, 412 日 生存 。 ヘ へ キサ ミン 量 ・27.135 g。 背 部 注射 部 位 皮 
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ド 腫 瘍 大 き さ ・5.0x3.9x2.9cm、 腫瘍 の 組織 像 ・ 編 銀 型 細胞 肉腫 , TRB A ZA Re 
wet, (2) 
8x6.1 cm, 腫瘍 の 組織 像 ・ 多 型 細胞 肉腫 , 転移 な し 。 (3) :。 473 日 生存 . へ キサ ミン 千 ・ 
30.1358, 背 剖 注射 部 皮下 腫瘍 大 みさ ・6.1x4.5x3.2cm 円 瘍 の 組織 像 ・ 短 紡 鍵 型 細胞 肉 隆 , 
FS %e A FRE RIS A) 2, 489 日 生存 , へ キサ ミン 量 ・29.535g, 背部 注射 部 皮 
ド 腫 瘍 大 き さ ・4.7x3.7x3.4cm OER + HRB MIAIE, Waste lL. 6) 6, 476 日 


生存 。 ヘ キサ ミン 和 量 ・28.275g. 背部 注 対 部 皮下 腫瘍 大 き さ ・ 20X1.7xX1.2 cm, 腫 場 の 組織 


ご 


9, 448 日 生存 .、 ヘキサ ミン 量 ・26.155g, 毎 部 注 里 部 位 皮下 腫瘍 大 .4.6x3. 


(ge 4 BSA GIAHE IE, itt i kB な L (6) ゅ 476 日 a0 存 。 ギュ チミ ジ a e 28. 275 g, Fee 
に き さ ・1.3 ぶ 0.9x0.5cm, HEHE SARE + Sea, 転移 な し 。 (7) ‚499 日 生 


=I. 


が 皮下 腫瘍 大 き さ ・2.2x1.2x1.1cm, 腫瘍 の 組織 





ff, へ キサ ミン 量 ・29.535 g, FH 
(FINE? , 転移 な し 。(8) °, 553 日 生存 , ヘキサ ミン 量 ・25.93 g, 背部 注射 部 位 皮 下 幅 
長大 き さ ・1.6 ぶ 1.3X0.3 cm, 怪 場 の 租 織 像 ・ 短 編 殺 型 細胞 肉腫 。 転移 な し 

5) 組織 学 的 概況 : PREMIO + 4 Bl, 多 型 細胞 内 漠 ・ 2 例 , RE 1 Bl, TER 
種 了 ・1 例 で ある が , 紡 鍵 型 細 向 肉腫 。 多 型 細胞 肉腫 お よび 和 織 維 肉腫 と 診断 され る 所 見 ほ , て 
の 各 例 の 検査 標本 に 主として 見 ら れ た 所 見 に より , それ ぞ れ 上 上記 の 診断 を 付け た に 過ぎ な く ., 


Are, 多 型 性 の 細胞 ある い は 。 長 砂 鍵 型 細胞 が か, 各 例 と も に 混在 し て いて 判定 が 困難 で 


ある 。 す な わ ち 本 質 的 に いえ ば , THOAMIZ, その 組織 的 の 性 質 が 類似 し て いる も の と 考察 
さ Lo 


6) 移植 実験 : 8 例 中 第 1 例 , 第 2 例 . 第 3 例 , 第 5 例 か 移植 喝 性 , 第 4 例 , 第 6 例 , 第 
7 例 が 移植 陰性 。 第 8 例 は 移植 行わ ず 

7) 考 接 な ら び に 結論 : ウロ トロ ヒン 皮下 注射 を 20 匹 の ラッ テ に 行い , KREME 
る 目的 で , 毎回 反対 部 背部 皮下 に こ 少 量 の 蝶 酸 を 注射 し た 。 実験 を 継続 し 得 た 14 匹 の 中 , it 
部 位 に 7 AID AWS 1 POTN? を 発生 し , その 発生 率 は 57.1422 で ある 。 蝶 酸 注射 部 位 こ 
ょ 。 潰瘍 を し ば し ば 作っ た が , 結節 は 現われ な い の に 反し 。 ウロ トロ ピン 注射 部 位 に は , GE 
後 約 6 ヵ月 に し て , 皮下 肥厚 か 著しく , 次 第 に 結節 を 作り 肉腫 に 発 達 し た 。 ウ ロト ロビ ピン は , 
トル ム ア ル デ ヒ ー ド と アン モニ ア と の 化合 物 で あり , 両者 と も 突然 変異 誘起 物質 と し て 知ら れ 
て いる が か が, ウロ トロ ビン に は その 人 性 質 か 陽性 と な っ て いな い 。 ウ ロト ロビ ピン は , BROT, 
ホル ム ア デア ル デ ヒ ー ド と アン モニ ア に 分 解す る 。 対照 の 意味 を も つ 蝶 股 HCOOH 注射 部 位 , 
MBA Ca TIC, FR heey EBC AMAA LA CL, ウロ トロ ピン が 注射 部 位 の 
体液 内 で 分 解 し て で て きた, ホルム アル デ ヒ ー ド ある い は 。 に = ア の 作用 が 考慮 され , 従っ 
C, ホル ム ア ル デ ヒ ー ド 中 の アル デ ヒ ー ド 基 CHO( i ) の 作用 に も , CORO 














求め た ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
143. Eosine yellowish ‘Eosin G に ょ る ラッ テ 了 肉 
= < ゴン * 凶 I 4 . 
腫 の 実験 的 成 生 
梅田 真 男 une) 
Rat Sarcoma Produced by the Injection of Eosine yellowish. 
MASAO UMEDA 
: ‘ Xanthene HEN -fhC*%% Rhodamine pA 03% HALE A 
Br ar 
© する こと は すでに 述べ た と ころ で ある が ・(Gann,。 Vol. 43 
NaO O xe Han (Ge 
Er EN 1952.)、 今 回 は や は り Xanthene f43:O—-fFi CHAZ Eosine 
e? : ! Bet at re = : 
yellowish の 発 娘 実験 に より , テッ テ に 皮下 肉腫 を 発生 させ し 
-COONa 
め だ た の で 報告 す 9 2 
BERN: z (]) 実験 材料 : 本 実験 の た め の 色 楽 は Merck の Eo- 
[C。.H,O。Br,Naz] 
sine yellowish (Eosin gelblich) を 使用 し た 。 こ の 人 色 打 は 四 
+ 化 フ TURET に 相当 eae oF i mu pS C.,H,O;Br, Na, "Cs HA KR C に 水溶 液 は A 赤色 fate 
RADREAETS, COPS DISET LHERME LTH, 羊毛 , 絹 。 媒 楽 木綿 の 染色 , v 
ー キ 顔料 , に 赤 イン キ の 原料 と し て 用 いら れ て いる 。 実験 動物 は 2008 前 後 の ラ ッ テ (埼玉 
ER) AECL He AL, BUR. BEREITS 
MD 実験 方 法 : FoF 20 匹 を 用 い , 最初 の 14 週間 は 5gdl の EosinG Am Kis 
We 2cc 宛 ラ ッ テ の 背部 皮下 に 1 週間 1 回 宛 注 射 し 。 LURID 1cc W, 1 週間 1 回 
mE TAS | (実験 中 な る べく ラッ テ の 背部 を 傷つけ な いよ IILTAL EMI O GHAR I 
つ で ある ) 


(D 実験 成績 : 
を 重ね 得 た 3 匹 の 中 の 2 匹 
543 HR, 体重 ・412g, 色 
cell fibrosarcoma. 
fibrosarcoma. 

E 18 
TD) CHE 
—40%, 6 代 一 30 % 


GANN, Vol, 46, 1955 


使用 ラ 
に 皮下 肉 性 を 認め た 。 
素 量 ・3.0 g, HER +6.8x6.1 
(2)E20, 


は 470 日 頃 よ り 注 射 部 位 こ 
し て 第 2 世代 10 匹 に 移植 し た 


‚FH 20 pers 503 日 以上 生存 し , 注射 回 数 44 回 (色素 重 2.8g) 


な わ ち , (1) 動 物 番 号 選 18, 5, 実験 日 数 ・ 


je 
3 


x2.0 cm, VE HOFER + Spindle 


8, KIX23 


‚671 日 死 。 170g, 3.658 <1.2 cm, Spindle cell 


REEL ED, 約 2 ヵ月 後 動物 は 極度 の 長 細 に っ た 
3 代 - 一 


I» 
25% f 


4 代 一 2022。 5 代 


移 植 に より 原発 腫瘍 と 同位 の 


移植 率 : 2 代 一 5022 
ASHES SEF LIE ICAL T, 
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Spindle cell fibrosarcoma の 像 を 継承 し て いる 

E 20 は 638 日 頃 よ り 皮 下 注 射 部 位 に 小指 頭 大 の 便 結 と し て 租 知 され , 約 1 ヵ月 後に は 3.3 
x3.2x1.7cm 大 と な り 動 物 を 死に 到 ら し めん た 

以上 の 幅 瘍 は 不 規 則 な 凸凹 し た 析 円 球形 の 塊 で , 側 度 は 弾性 硬 。 割 面 は 一 様 に 真珠 白色 で 時 


{fy Z-HE7/NT Z Ir と 伴う Pe: Ey) + h 
Bee BOS TA 中 心 部 は 壊死 を 伴 5 2 匹 と も 転移 は な か っ た 


EIER 


BIC ROFL CHA ZEN (340 H-648 日 ) の 皮下 所 見 の 主 な る 変化 を 和信 単に 述べ 

る 皮下 組織 の 線維 症 の 肥厚 , BRE. Out 

皮下 以外 の 所 見 : 340 日 以上 647 日 まで 生存 し た 7 匹 の 肪 臓 。 肝臓, Bild, 腎臓 等 に つい 
て 組織 学 的 に 検索 し た か が , 肝臓 の クッ ペー 量 細胞 が 騨 農 す る 程度 の 外 は 著 多 は 認め られ な か っ 
た その他 の 所 見 と し て は , E13, - , 340 HR, 五 股 部 第 四 乳 腺 部 に Fibroadenoma (3.7 
x2.7x1.9em) (所 に より 腺 性 増殖 の 著しい adenomatosis 様 の 変化 を 示す ) を 認め た 。 E. 
14, ©, 366 日 死 , Milli: (2.4x1.3X1.2cm) (epithelioid cells お よび epithelial cells 
か が 多い) E15, >, 376 日 殺 , 時 臓 に Cysticercus Sarcoma. E 17, :, 473 日 死 , EM 
SUS RBC Fibroadenoma (3.9x3.2Xx2.1cm). E 20, Rigas -FLERABIC REA 
-:fAKL +4 Fibroadenoma (3.5X2.5X1.3cm)。 以 上 の 腫瘍 は 恐らく 偶発 と 思わ れる 

(N BE: () ラ ッ テ の 皮下 に 長期 間 ( 約 470 日 以上 ), 1 週間 1 回 宛 Eosine yello- 
wish (MLD 1.5-1.8g/kg) VAWKERZF EN TFA ZEILE, 有効 総数 3 匹 の 中 の 2 区 
の 皮下 注射 部 位 に 肉腫 を 発生 せしめ た 。 (2) 色素 総量 1.9g, 注射 回 数 26 回 以上 を 注射 し 得 

Mn, Hk, DENK, rk, 光 巴 腺 等 に は 著 変 は 認め られ な か っ た 

(V) 考 接 : Xanthene 色 款 属 は 長期 間 こ れ を 注射 すれ ば , TORTE IE 


ア 1 >» Lae 7.17 em >| 
) ト テ まま TC | 


PETIT CUCMAKE CATHS. EKCH OITA TKHEBKCHS. RER 


Kink BMH SVILE RIEYB, ホル ム ア テル デ ヒ ド 水 溶液 等 に よる 発癌 が 報告 され て お り , 
これ ら も すべ て IKiFEUK ちり , 古く は Light. Green SF, 7 F- Bi, KB Ace 水溶 液 で あ る 
な どか ら , その 溶 尋 で ある 水 が 発 換 を 起す よう な 畠 点 ,。 また 注射 針 に よる 反復 刺 戦 な ど が 今 
冶 の 要因 と な る 恐れ を 抱か し め る の は 当然 で ちる 。 し か し な が ら 和 幾ら 長期 間 注射 し て も で き な 
' も の は で き な い の で ある 故 , や は り 薬物 に よる 発 彰 と 考え て も よ か ろ 5 うと 思う 。 (Fluores- 
cein Sodium に よる 300 日 足ら す の 発 頑 も ある 故 ) - 見 非 特異 性 な 現象 と 見 える 節 も ある 


か 。data が 完全 に 出 揃 えば そこ に 或 る 法則 が 見 出さ れる も の と 考え る 
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144. Rhodamine B 


に よる ラッ テ 了 肉腫 の 実験 的 成 生 
(第 2 報 ) 


梅田 真 男 ( 癌 研究 所 ) 


Experimental Production of Sarcoma in Rats by 
Injections of Rhodamine B. (IInd Report) 
MASAO UMEDA 


O 
(C。H。)。N- 。  \ グ ヽ =N(C。H。)CI 


-COOH 


[Rhodamine Bl 


(|) Rhodamine B の 発 瘍 実験 
1) 実験 材料 : 色素 は 前 回 と 同様 4 


今回 は 1952 年 の 病 学 会 に お いて 発表 し た 


Rhodemine B. ZUKARA FF, FOR Pics 
PET SO LICE +o CHP AM IK LO 
突 験 の 追試 に つい て 報告 し , 併せ て Rhodamine 
B+Lightgreen FS.+Glucose の 混合 溶液 (ff 


ME? 蒸溜 水 ) の 注射 実験 も 報告 する 


特殊 化学 の Rhodamine B を 使用 し た 。 Loth 


紅 生 墓 ,。 アイ スキ ャ ン デ ー な どの 涯 色 に 用 いら れ , 口紅 な どの 混入 色素 と も 使用 され て い 


Sj. 実験 動物 は 1508 hiROF>,F (Wistar 系 ) を 用 い , 飼料 に は 小麦 を 用 い , 時 折 削 節 。 


> +- 


時 RKEECHFIT 


2) 実験 方 法 : FoF 30 匹 を 用 い , 最初 の 2 ヵ月 は 0.5gdl の Rhodamine B Kirk 


air Lee WF » FOB Fic 1 週間 2-3 回 宛 , 次 の 5 ヵ月 は 0.75 gdl 溶液 を , 以後 


ょ 1gdl mest 


x 


3) 実験 成績 : 使用 テッ テ 数 30 匹 中 436 日 以上 生存 し , 色素 量 860 mg 以上 注射 し 得 


に 11 臣 中 の 2 臣 の 注射 部 位 に 皮下 肉腫 を 認め た 。 すなわち , (1) U-697, 3, 実験 日 数 ・476 


TE, 体重 ・ 始 151g 終 249g, 色素 量 ・850mg, 腫 場 大 ・7.0xX6.0X4.0 cm, 腫瘍 の 組織 像 ・ 


Spindle cell fibrosarcoma (2) U 546, 


x2.3cm, Spindle cell fibrosarcoma. 


大 の 腫瘍 と し て 発見 され , 40 日 後に は 


5。 576 日 死 , 始 168g 終 177g, 860mg, 4.24.0 
(1) は 436 日 目 に 皮下 注射 部 位 に 2.0x1.9x0.8 cm 
7.0X6.0X4.0 cm yap ay a), 動物 ( LEGO FEHR “CT 


に 達し た の で 殺し , 第 2 世代 10 匹 に 移植 し た 。 こ の 腫瘍 は 中 心 部 は 非常 に ひど い 壊 死 を 起 し 

移植 率 : 2 代 一 2022。 3 代 は 陰性 で あっ た 。(2) は 259 日 に 皮下 硬 結 部 を 切片 と し て 
検索 し た と ころ , 上 皮 が 肥厚 し 増殖 性 に 傾い て いた 。503 日 に は 小指 頭 大 の 便 結 と な り 。 519 
日 に は 1.6X1.9X0.9cm 大 と な り 約 2 ヵ月 後に は 4.2x4.0xX2.3cm 大 と な り 動 物 を 死に 
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到 ら し め た 。 こ れ は 移植 を 中 止 し た 。 (2) と る 転移 は な か っ た 。 以 上 の 腫瘍 の 性 状 は 第 1 報 
と ほぼ ば 同様 で あっ た 

腫瘍 に 到 ら ず し て 死ん だ 動物 の 皮下 所 見 : 174 HR REY CES 肉芽 組織 。Fibrose 241 
H~293 日 で は 著 明 な 賑 浪 化 肥厚 , お よび 注 瘍 形成 。319 日 765 BIER WERT LE LS, 
帝 瘍 変性 。 壊死 な ど が 見 られ た 

皮下 以外 の 所 見 : 5 日 以上 765 日 まで 生存 し た 22 Verne, 肝臓, Me. 腎臓 , AE 


に つい て 組織 学 的 に 検索 し た が , 腫 臓 に 葵 縮 , 便 化 , 肝臓 に クッ パー 量 細 胞 腫 有 が 見 られ 
度 で 著 朗 は 認め られ な か っ た 。 し か し 293 日 , 545 日 , 563 日 で 死亡 し た 3 例 お よび 638 


In Ye 
ic 


ACR U7 1 PICARD < BG & Bion a NER 9B BURAK DO RI OR TER & BD fe 

(1) Rhodamine B, Lightgreen FS, Glucose の 混合 浴 液 の 発 壇 実 験 

1) 実験 材料 ・ Rhodamine B は 特殊 化学 , LightgreenFS は Merck, Glucose は 第 
製薬 の も の を 用 いた 。 動物 は 2008 前 後 の ラ ッ テ ( 埼 玉 産 雑 系 ) を 用 い , 飼料 は Rhodamine 
BFH ALLA LH DA HR 

2) 実験 方 法 : FoF 10 匹 を 用 い , 1 回 の 注射 用 量 は 2cc (Kirk) で RhodamineB 
5mg, Lightgreen FS 10mg, Glucose 400 mg を 含ん だ も の を 1 週間 2-3 回 宛 ラ ッ テ の 背 
部 記 下 に 注射 する 。 1 ヵ月 後 Glucose の 量 を 500mg と し , 以後 3 ヵ月 を 経て , Rhoda- 
mine B 10 mg, Lightgreen FS 20 mg, Glucose 600mg tL, 

3) 実験 成績 : 使用 テッ テ 数 10 Por 289 日 生存 し , 注射 回 数 81 Ae BAK F » FI, 
と の 中 の 4 匹 に 皮下 肉 隆 を 認め た 。 す な わ ち , (1) ’, 実験 日 数 ・239 日 死 , 色素 時 ・Rhoda- 
mine B (R.B.) 600 mg, Lightgreen FS (L.g.) 1200 mg, Glucose (G.) 42 g, 腫瘍 大 ・6.6 
x5.3x3.6cm, 腫 場 の 組織 像 ・ 貸 紋 筋肉 腫 。(2) ©, 523 AR, R.B. 720mg, L.g. 1440mg, 
G. 49.2 g, 5.3X3.7 X2.6 cm, Fibrosarcoma. (3) : , 548 日 死 , R.B. 800mg, L.g. 1600 
mg, G. 54g, 1.9x1.8x1.2cm, Fibrosarcoma, (4) -, 565 %E, R. B. 800 mg, L. g. 
1600 mg, G. 54g, 3.5x1.7x1.5cm, Spindle cell sarcoma, 以上 の 腫瘍 一 一 (1) は 262 
日 目 に 2.8X2.5X1.4 cm の 結節 と し て 触 知 され , 274 日 目 に は 4.7X4.3X2.8cm 大 と な 
り 。289 日 目 に は 6.6x5.3x3.6 cm 大 と な り 動 物 を 死に 玉 ら し め た 。(2) は 416 日 目 に 小指 
頭 大 の 側 結 と し て 発見 され , 483 日 目 に は 中 指 頭 大 , 492 日 目 に は 親指 頭 大 , 523 日 目 に は 
5.3x3.7X2.6 cm 大 と な り 動 物 は 妄 弱 の 度 を 極め た の で 殺し た 。 (3) は 502 日 目 に 親指 頭 大 
の 硬 結 と な り , 548 日 目 に は 背部 四 場 か し られ 動物 は 衰弱 し 1.9X1.8x1.2 cm 大 の 腫瘍 を 認 
ORE Lic, (4) は 548 BEI 3.0x1.7X1.5cm 大 の 腫 揚 性 幅 大 を 認め , 565 日 目 に は 3.5 
x1.7x1.5 cm 大 と な り 動 物 は 死亡 し た 。 以上 の 腫瘍 の 性 捧 は ほぼ Rhodamine B 肉腫 と 同 
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様 で ある 。 Bib: -, 568 日 死 . R.B. 800mg, L.g. 1600 mg, G. 54g, Fedor mi. 肉芽 
壊死 . ()ー(④ 例 に は 転移 に な か っ た 。 4 例 と も 移植 は 中 止 し た 

ド 以外 の 所 見 : 285 日 以上 868 日 まで 生存 し た 9 匹 の 肺 臓 , 肝臓 。 Melk, Melk, het 
腺 等 に つい て 組織 学 的 に 検索 し た が 著 変 は 認め られ な か っ た 。 し か し 565 日 で 死亡 し た 1 例 こ 
玉野 に 0.9X0.8X0.7 cm 大 の parganglioma, 868 日 で 殺し た 1 例 に 肝臓 に Cysticercus. 
Sarcoma, 左 腹部 第 四 聞 弁 部 (に Fibroadenoma (親指 頭 大 ) を 認め た 


(C48) (1) A» FORM PIC] Rhodamine B の 閑 溜 水浴 座 を 注射 する こと に より , 有 


J 


SHEIK 11 匹 の 中 2 匹 の 皮下 注射 部 位 に 肉 幅 を 発生 せしめ た 。 (2) 諸 臓器 に つい て (Rhoda- 
mine B 注射 群 ) 組織 学 的 に 検索 し た が 著 変 は 認め られ な か っ た 。 (3) Rhodamine B, Light- 
green FS, Glucose iif AMNAMIEHEECIL, 有効 総数 9 匹 の 中 の 4 匹 の 度 下 注射 部 位 に 
内 性 を 玩 生 せしめ た . (4) 諸 臓 器 に は 著 変 は 認め られ な か っ た 

(##%) Rhodamine B EHRE 1 報 の 発癌 率 よ り は 今回 の 場合 は や や 低い が , 色素 量 は 
ほぼ 同等 の 850-860 mg で ちあ っ た . 以上 の 実験 か ら Rhodamine B の 発 冶 性 は 確実 に 証明 さ 
れる か つて 発癌 物質 と し て 知ら れ て いる Lightgreen FS, Glucose な ど と Rhodamine B 
を 同時 に 注射 し た 場合 発 凛 日 数 が 短縮 され る か , 発 交 率 が 高まる か の 構想 の も と に 実験 を 行っ 
た が か, Lightgreen ある い は Glucase 党 独 の 発問 性 と 比較 し て 発 井 日 数 の 短縮 ふも, 発 痛 率 の 


ト 昇 も 見 られ な か っ た -。 今後 さら に これ ら の 発 痛 機構 に つい て 研究 し よう と 思う 


Bit) Mouse に お いて 1 区 当り Rhodamine B 0.5mg, Glucose 50 mg, water 0.2cc を 皮下 注射 
し 139 HE CORR CML CEA oe. (RR) 


145. Yi pAMze/EIc e+ Triphenyltetrazolium 
chloride の 影響 に つい て (524) 
補 章 富 二 郎 (PREP ASHES) 
Influence of Triphenyl-tetrazolium Chloride on the 


Production of Levulose Sarcoma in Mice 
(Report 2) 


TOMIJIRO UEKUSA 


RR AT RATA er A ABEL PICT A & HAND AS AL} = 
SIERHERLIIRHANTCKN, --4% Triphenyl-tetrazolium chloride “#t 7 Viki 
PEPE FS HK I SE HAND EE RL, ER ICO TS 
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Tetrazolium 塩 の 影響 と し て は , 25% Bis Ream 0.5cc の 中 に Tetrazolium # 0.15 


mg eee CRE RMERY 1 匹 の マウ ス 硝 部 皮下 に 連続 注射 し た 結果 。 細胞 増 舌 の 抑制 が 


見 られ た こと 等 は すでに 本 学会 で 報告 し て 

今回 は 40 VCO LN Ate 2 群 に 分 ち , 1 群 は 1 匹 に 対し て 25 % 濃厚 果糖 浴 座 0.5cc を 
連続 可 及 的 同 - 部位 の 硝 部 皮下 に 注射 し , (WORMS 1 匹 に 対し て 25 2 濃厚 果糖 座 0.5cc の 中 
こ Triphenyl-tetrazolium chloride 0.01mg を 含ん だ 液 を 注射 し た 。 VRR: 
射 群 は 注射 開始 後 , 約 50 日 死亡 2 匹 , 70 日 死亡 3 匹 , 110 日 死亡 9 匹 , 230 Hikes, 
280 日 前 後 3 匹 で も ちり, Tetrazolium 塩 を 含ん だ 濃厚 果糖 液 注 射 群 で は 注射 開始 後 約 50 日 


死亡 QVC, 70 日 死亡 3 匹 , 140 日 死亡 10 PC, 230 日 前 後 2 匹 ,280 日 前 後 3 匹 で , 250 日 


4» 


以上 の 生存 マウ ス は 単独 濃厚 果糖 液 注 稚 群 に 3 PT, Tetrazolium HAAREN 


ERICA 3 匹 で , Tetrazolium 塩 を 含む 濃厚 果 精 液 注 射 群 が , 党 独 濃厚 果 精 液 注 射 群 より 特に 
死に 易い と いう こと は な く ,。 Tetrazolium 塩 を 加え て も 死亡 する 割合 に は , 特に 有意 の 差 は 


Br. 肉眼 的 所 見 と し て 党 独 濃厚 果 橋 座 注 射 姓 で は 注射 開始 後 60 日 位 で 注射 部 位 著 明 こ 
PPM ete, 150 日 位 で 次 第 に 便 度 の 増加 が 見 られ , 20 Ahr AD PAB PIS es 
a Hilo), 350 日 位 で - 郡 の マウ ス に は 肉腫 状 結節 が 見 られ て く る 。 250 日 以上 生存 し 

の り マ ウス の 中 で 。 2 匹 に は 270 日 位 か ら 抽 指 頭 大 に 達する 時 精 肉腫 結節 の 発生 が あり , 1PCic 


あか 見 られ た 。- 方 Tetrazolium Heer RIA RARE Cis Hilal 





Tetrazolium # 0.15mg 使用 の 時 は 注 討 部 位 が , 注射 開始 後 1 週間 位 で Formazan 形 
ki こよ り 著 明 に 溢 紅 色 と 人 硬度 の 増加 を 見 た が , 今回 の Tetrazolium 塩 0.01mg の 使用 で は 


) 軽 度 の 浮 幅 と 肥厚 が 見 られ た の み で , Formazan に よる 友 下 組織 の 淡紅 色 議 は な 








, 便 度 の 増 カ 250 日 以上 生存 し た 3 匹 の マウ ス は いずれ も 外 瘍 性 増 
殖 は 認め られ な か っ た 。 注射 回 数 の 増加 に 携え 得る マウ ス は , 両 群 と も に 生 人 存 日 数 の 増加 に 比 


例 し て , 体重 の 増加 を 見 , - - 般 状態 も 良好 で 両者 の 問 に 特別 な 差 は 見 られ な い 


ー トコ タ 


学 的 所 見 に つい て は 党 独 高 張 果糖 液 注 射 群 は 皮下 組織 に 著 明 な Fibroblasten お よび 結 





線維 の 増殖 像 か 見 られ , これ ら の 傾向 は 注射 回 数 の 多い も の 程 著 明 で ある 。 細 胞 の 増殖 に は 


筋 組 等 に 見 られ る いわ ゆる Parade Stellung の 増殖 像 も 多 中 心性 に 認め る 個々 の 





+ 多 形 性 か つ 水 泡 性 で 肥大 し , (kIE-SELEKE SOME BYANIC 
め る Pyronine-Methylgreen 染色 で , Methylgreen に 対し て は 桜 の 染色 性 よく , Pyro- 
nine に 対す る 陽性 顎 粒 が 原形 質 に 多数 見 られ , Heidenhein 鉄 染色 で は 核 内 に 染色 性 叫 粒 か 
多い . CAMO PALS HET, 格子 線維 お よび 脱 原 線維 も 著 明 に 増加 し , 部 軽度 の 硝子 化 か 
ある 。 扶 指 頭 大 に 下る 肉腫 結節 の 発生 を 見 た 2 匹 の マウ ス の 睡 揚 組 織 像 は , 散在 性 に 中 細胞 を 
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EU, 部 に 強い 壊死 諸 を 有する 詩 に 紡 鍵 細 胞 よ りな る 線維 肉 隆 で , 周囲 の 皮下 結 締 織 に 強く 
潤 性 増殖 を 来 し て いる 。 AMICI RB ROR AGA GA Lon, 原形 質 に は Pyronine 


LE tr 


DR T ZEIT TEL, 核 内 に は Heidenhein KH ı SY MARA RD CT 


で 格 (AEE 4 著 明 に 増加 LBB3. FR NIA Ie ME 2 ANE 性 ) # 結 茹 の 存する 1ER, IHR 


TRE 


HAAVC HAA L Ab 2 = 匹 の 肉 腫 発 E の 場合 り は 多 形 性 の 強い Weide 組織 像 か 見 Abn, COANE 


ヽ 『 


結節 は 周囲 の 結 締 織 こ より か な り 明 瞭 に 取り 囲ま れ て お る . その 細胞 に は 著 明 な 多 形 性 が あり 


すなわち 党 独 濃厚 果 糖 液 注射 群 で は 200 日 以上 生存 マウ ス 6 忠 の 内 , ZUCC AH 


mir “erty 
a TEN a 


肉 風 の 発生 が 見 られ た 


CN 


方 Tetrazolium 塩 を 含ん だ 江 厚 果糖 液 注射 格 の 組織 信 は 誠 回 の Tetrazolium #2 0.15 
mg 使用 と 同様 今回 の Tetrazolium 0.01 mg 塩 使用 の 場合 で も , 細胞 の 増殖 は 非常 に し 
+ 核 軸 縮 を 有する 線維 細胞 が 見 られ , 偶々 増殖 し た 細 肪 は 原形 質 少 く , PRIN BEE ZL, 
Pyronine 陽性 回 粒 の 原形 質 内 今 布 も る 貴 で 。 核 内 に お ける Heidenhein 鉄 染 色 に よる 深 色 性 


ほとん ど な く , - 坊 脱 原 線維 お よび 格子 線維 は 軽度 年 ら 増加 【 


) 


物質 も 少 い 。 毛細 血管 の 新生 も 


る 


て お る か が 変性 し て お る 場合 か 多く 見 られ た 。 Tetrazolium 塩 0.15mg の 使用 で は 強い 硝 ゴ 


化 が 見 られ だ が か が 。 Tetrazolium 塩 0. 01 mg 使 用 で & は 軽度 sts FT 化 で あ も り 3 L ps も NEBEN 


痕 像 は 見 られ な か っ た 。 他 臓器 に 対す る 変化 と し て Tetrazolium # 0.15mg 使用 の 際 は 


部 少数 の マウ ス に 肝 細 胞 の 次 性 壊死 を 見 た が , 今回 の 0.01mg 使用 で は 肝 に 対す る 論 化 は 見 


Ap > 

られ ず , MOREREL TORE EEE, Tetrazolium HR aHA REPRE 
PAREL DENCH ROAR Popes te, Mich on AGREED BILL I, 共通 で あっ た 
LIBRIS SIL TEE Ck, 注射 回 数 の 増加 と と も に , 細胞 増殖 著 明 と な り 


線維 お よび 格子 線維 も 増し て くる 。 し か も 200 日 以上 生存 マウ ス 6 匹 中 3 匹 に 果糖 肉腫 の 





ンー 


落 生 が 見 られ た の に 対し て , Tetrazolium eFC RE RARE Cis, 細胞 増殖 極め て 


BL, 200 日 以上 生存 マウ ス 5 匹 の いずれ に も 貴 揚 性 増殖 は 認め られ な か っ た 


Ba © 
> i 


か ら Triphenyl-tetrazolium chloride (HA ANGE IE X , 抑制 的 に 作用 する こと が 


な え っ 4 る ( 交 部 省 科学 研究 Wi 4B) 


ちえ られ 
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た 。 以 上 の 所 見 








145. Nitrogen Mustard N-Oxide 投与 半日 足 に 発現 せる , 
白血病 性 変化 に つい て 
徳岡 昭治 (広島 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Leukemia-like Changes in Mice Administered with Nitrozen 
Mustard N-Oxide (Nitromin) 


SYOJI TOKUOKA 


Nitrogen Mustard DYEHEPENHERN ELF Cc Boyland ら が 実験 的 に 成功 し て いる 。 その 
3#>5ifk Nitrogen Mustard N-Oxide の 発 冶 性 に つい て は 藤岡 (1953) の 了 予報 的 実験 報告 か 
- す ぎ な い 。 本 実験 は せ 日 選 に N. M. N-Oxide の 微量 を 長期 間 反 碧 投 写す る こと に ょ 
ー そ の 発病 性 乃至 は 発 韻 誘 発 性 を 追求 し た も の で ある が , その 中 の 7 例 に 由 血 病 性 変化 を , 
8 例 に 弁 瘍 を 認め た の で 報告 す る 
実 験 動物 は 生後 4-5 ii, 体重 約 20g 前 後 の dt 均一 系 上 日 最 の 離 座 総 炒 51 匹 を 用 い 侵 
料 は 固形 飼料 を 1 日 3 こ 5g に 毎週 此 率 を 添加 し 給水 は 必要 量 を 充分 に え た 
実験 動物 は 3 群 に 分 ち , 第 T 群 は 腹腔 内 。21 VC, SIEBERT, 15 匹 , 第 目 群 は 静脈 内 
15 匹 に それ ぞ れ 体重 1kg 当り 5mg 相当 量 の N. M. N-Oxide 生理 食塩 水 盗 流 (1 mg cc.〉 
ae, 15 適 痢 連続 投 し , 投与 開始 後 2 週間 毎 に 体重 測定 お よび 末 栓 血液 像 の 検査 を 
or. また も 3.13,19,25 ERICH FEED 2 匹 宛 必殺 し て 諾 臓器 を 病理 組織 学 的 に 検索 1 
銘 死 例 数 は 実験 開始 後 20 造 ま で は 第 1 群 に 最も 多く , その ほとん どか 3 財前 後 お よび 15 
BEE TS. 第 2 群 , FSR CLP BIS Se * LHC Tht 12 MRCHA 
末 栓 血 六 像 で は 赤血球 数 は 注射 開始 後 3 こ 5 HMDA AL, 減少 を 示さ な いも の で も その 
MEAL FDS. 白血球 数 は 最初 の 3 週 ま で は 軽度 の 増加 を 示す も の が 多い が , CORT 
GE CIMT S&L LICE OUR LEER OMIT BE BMT SUE 
PU OIL DAA fet DOM. Er 8 RE ER LENIN A ld BL D2 多 
給 休 的 に 帳 血 球 数 は 注射 開始 貢 よ り 低く , 15 選 に いた りや や 増加 の 傾向 を 見 。 その 後 は 
AD TURBINE HALT SELTEN 
組織 学 的 に は 3-7 a, De, Rast 2 OEL al 
BMI 7 0 ls OSAP RETA. 時 で は 開 質 血管 周囲 組織 に 頼 粒 球 性 の 幼 苦 細胞 巣 
すなわち いわ ゆる 税 針 造血 巣 を 認め る 例 も ある . 26 LE, RC IE 
へ の 痛 夢 性 太 滑 像 を また 孔 胞 上 皮 の 著 明 な 増殖 を 認め た 例 も ある 。 骨髄 で は 胸椎 骨 々 髄 に 軽度 
の 小形 a bby RER TR RT RUE ee i> % MER 2 & 
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ん と 認め 得 な か っ た 。 ま た 難 死 例 の 多く は 注射 開始 後 の 早 い 時 期 か ら 主 と し て 陸 , ARE, 光世 
, MEN RC ee Bd, 肺 六 を 併発 し て 帳 死 する も の が 多い 

由 血 病 例 に お ける 末 栓 血液 像 も 上 上述 の 経 山 に ほぼ - 一 致す る が , 26 財前 後に 階段 扶 乃 玉 は 急 

な 邊 血 球 減少 症 を 示す 時 期 お よび 末期 に 近く 単 球 増 多 症 が 各 例 こ 共 通し て 認め られ , 内 3 

例 で は その 後 急 激 に 一 方 的 な 白血球 増 多 症 を 来 し 他 の 4 例 で は その 後 増 滅 を 反 履 し た 後 骨 死 【 

た が 単 球 増 多 症 か 白血球 数 増 多 の 時 期 に - 致す る 例 も ある が また 全く その 時 期 を 異 こ し ょ 

ちあ る: 前 者 の 内 2 例 は 肉眼 的 に は 腹水 滞 溜 , 時 , BE 光世 節 の 


(LAR * BER CLIP RICZ LV KH, 多角 形 の 幼 若 骨 請 性 細胞 に より その ほとん ど を 占め 





られ, RHR, 巨核 球 に 乏しく , 骨 端 部 お よび 


所 び 線維 症 を 説 Joy # a ハー - 部 に ! IHE% m rc If. (BA タダ AR J 。 1 





(等 室 の 減 形 成 乃 至 部 分 的 無形 成 お 


4 
FE 


(RE SS — BRIS SMI ED 
Bt Dh ClO BIST . 肝 , 腎 , 肺 に 骨髄 性 幼 若 細胞 浸潤 像 を 認め た 。 内 1 例 で は 移 
糖 突 験 を 行い 移植 7 ER PEE 4 DiCHO SWAB ACHENSEE, 肝 , BAM 
HED ASPENS Ta > CS. 残り 3 例 中 の 第 』 荘 こ 属す る 1 例 で 


iur 








aA FEC 


_» 


了 


SPACES 1 例 で は E 


(HO 2 Pix Lewis ら か が 報告 せる 如く 腫瘍 に 併発 する 類 白 


H 血 肉腫 症 に 極め て よく 類似 し た 組織 所 見 を 認め た 。 肺 明 風 





さら に 詳細 に 検索 する と 両 例 と も に 骨髄 に お ける 効 若 思 粒 球 像 と 出血 像 。 諸 臓器 に お ける 枝 分 
員 像 を 示す 骨 籠 性 幼 若 細胞 浸潤 像 筆 の 諸 所 見 か ら 骨 入 性 円 血 病 と ほぼ 同定 し 得 た 
Boyland (1948) は Nitrogen Mustard # #4, pro kilo Img. 50 半 聞 加 基 度 下 注 射 に 


950 日 以上 生存 せる 廿 日 屋 14 匹 中 10 ED TO AD (発現 率 715), KR 


Nitromin (pro kilo as Br a a BUS z Z Cpa eS HE o REPL ol 
577 ae 7 : , 
た 験 群 | I (腹腔 内 ) I (#8 ド ) a (i AK OS) 
転 帰 | 計 


a IRRE @ 死 | 屋 & | 死 RR, Be R 


0 一 10 0 
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30 —40 | ra tit yg 


+ー 


AL が Fy 3 2 

a 1 we Bl 
40-50 5 oh 
50-60 肺 腺腫 1 


60-70 ry iis 1 





70-80 | ride 1 BA HE IS TE 1 


at 腫 境 1 remy? Aye 

















26 JAY kA tf 2 Nitromin 投与 (pro kilo 5mg) = FARIHNM 2 





自 血 病 及 び 腫 境 の 発現 例 救 と 発現 率 


tr iA FRE toa kee 
だ SR tt r Mr 2 ” eagle a IR 
Mech T (i ORE 内 ) T(z ド ) (静脈 内 ) | A 
MER & 9 
r tf fr #4 % 5 9% {mil ナ % m EX 9% 


M u 1,9 11 3/6 50 4,6 6 





3/9 | 33 56 83 76 | 117 | 15/21] 71 


の 百 血 病 例 お よび 腫瘍 例 の 発現 は いずれ も 26 週 以後 で も っ て , その 発現 数 お よび 発現 率 は 別 


> LN ビィ rt ye Jake > tr mark Fn ヤセ と > ve 
EXE ME OD Fy ps J) Se NS 5S AE AEE ILO TOTER EU いよ う で ある が , 





Qu 
+ 
tt 
Kr 
JA 
ID 
{ 


これ と 同系 統 の ddN 4--Kt AHO, 





小田 島 成 和 : < マウス の 白 珠 岳 様 変化 に 就 て は , Azo 色素 お ょ よび Methylcholanthrene 投与 動物 に 就 て 


佐々 木 研 。 PHASER Y BIC BREA, 私 は MC に 依る 腫 間 発 生 に 対す る ナイ トロ ミン の 影響 に 就 


Fr 


+ 


ames cds) MC: mt ee nat, alee ee 


10 A U 


147. 種々 な る 方 法 に ょ より Methy] Bis (8-chloroethyl) 
Amine N-oxide Hydrochloride (Nitromin) を 
テ え た 自 遇 の 病理 学 的 研究 
山本 務 , 山田 明 (広島 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Pathological Studies in Rats Injected with Methyl Bis (な chloroethy1) 
Amine N-Oxide Hydrochloride (Nitromin) in Various Ways. 


TSUTOMU YAMAMOTO, AKIRA YAMADA. 





Nitrogen mustard の 発電 性 乃 玉 は 腫瘍 誘発 性 に ~ cit Boyland (1949), Heston 
(1949-53), Griffin (1950) 等 が 相次い で F - 成功 rH, TOO PASH 





Nitrogen mustard N-oxide IL OU TIL N] (1953) が 碧 血 病 お よび 肺 腫 瘍 の 発生 を 予 湖 し 


本 剤 を 各種 の 実験 動物 に 頻 回 に 投 学 し 長期 に 坪 り て 観察 し て いる が , 現在 


TAA 5 DIADTUEA 





FABRA. の の 5a se uo.) 4B P32 po F tr py に ビ ゴ Wipe barb Z ピー ケム A ee 内 he és 3 the, 
(実験 開始 後 37 a) まで に 得 ら れ た 成績 中 自選 の 凡 に お ける 若干 の 興味 ある 変化 に つい て 翌 音 
こ ホ プア 
9 や 
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実験 方 法 : AR 30-45 日 の Wistar 系 白 選 に Nitromin 水溶 液 を 





A, 腹腔 内 お よ 
経 日 的 に 投写 し た 。 投与 量 は 体重 1 HEY 10mg を 週 2 回, 計 30 回 で ある 。 実験 開始 後 
も 準備 し た 。 Fi 








2-3 適 毎 に 数 匹 宛 層 殺 する も の の 外 に 可 及 的 長く 生存 せしめ て 1 


料 は Oriental, MC5 を 用 い 充 分 の 水 と 半 1 回 適さ 





に 血液 学 的 検査 を 行う と と も る に , BRB LUBE 





: 実験 動物 中 現在 まき で に 展 殺 ちあ るい: 





: し た 例 数 は 30 PEC, その 中 肺 に 興味 


2 mn 7 Yet | 5 7 
る 所 見 を 得 た の は 次 の 6 例 で ある 





ITE. 


71 日 に 必殺 し た 1 例 の 雄 


1 
r 
ct 





生生 中 葉 に 明 と 





師 胞 上 度 の 増殖 が 認め られ た , 肺 胞 上 皮 の 蔽 殖 は 助 膜 に 近 き 部 に 限局 性 に 存在 し , BEL 





ke エー meth 
ED — vers k DA 





Kita FR 





に は 多 型 性 。 腺 腔 を 囲む 傾向 等 は 認 


She 





N: 


ZI 














Witmer 増殖 上 皮 細 





</ 生 リキ + > rk +e. 

RE RAR く て > IE 
Pim ap = Ar sl, >> rı> tits Ae es i 14 ner > HE 

で な か っ た 。 第 2 例 に お な いて は ro hi CB BG A AR © ERE DE OL 

Boa ky; 

E 


第 3 例 に お いて は 右 申 下 葉 の 気管 村 栓 粘膜 が 一 般 に や や 肥 画 し 


は その 粘膜 の 一 部 より の 乳 叶 状 の 肥厚 増殖 が 明らか に 認め られ # 


し 


see 4 
= JOU LIAT 





bE IF 4 EY 





チ 群 に 最も 早く 発現 


Et) 
FED 


ar 
ご に 


Fi: 


BEI 


me 





Hr > - 3 ーー Fea TT) F > th 2 xem ft = Hitler gt: 
fea /se な あっ た i か し Cis 恋 の 見 られ の SARS A た 部 1 ya で あり WW 
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(1955) が Mustards に よる 肺 腫瘍 は 肺 胞 上 皮 よ り 発 生 す る も の で あろ 5 と 述べ て いる 点 な と 
を 考慮 すれ ば , 本 剤 か 肺 胞 上 皮 乃 至 は 細 気 管 枝 粘膜 に 対し て 発癌 誘発 作用 を も つか も 知れ な い 
可能 性 は 容易 に は 人 否定 し 難い よう で ある 。 Wistar 系 自 屋 は 肺 腫瘍 発現 率 の 極め て 低い 系 統 で 
ある の で , われ われ か な お 年 余 に 互 り て 鈴 察 中 の 多数 の 動物 の 検索 は この 点 に つい て 多く の 鎧 


+ し 甘 昌 を モテ 。 & > 
味 と 期待 を 池 え < 


る も の で ある ( 交 部 省 村 学研 究 費 に よる ) 


148. 百 環 性 光世 肉腫 に 関す る 実験 的 研究 
AREH HER Pll 清 . 木村 恭一 , 尾島 昭次 , 佐伯 慎也 . 森 茂樹 
Experimental Studies on Leucolymphosarcomas 
YASUAKI NISHIZUKA, YASUSHIGE TSUJII, 
KIYOSHI NAKAGAWA, KYOICHI KIMURA, AKITSUGU OJIMA, 
SHINYA SAHEKI, SHIGEKI MORI 


(Department of Pathology, School of Medicine, Kyoto University) 


Many investigators have described lymphatic leucemias of mice treated with 
various estrogens. Lymphatic leucemias and lymphosarcomas produced in NA 2 
uniform strain mice and hybrid mice receiving prolonged administration of a new 
synthetic estrogen, a-(p-methoxypheny]) 5, §-diphenylacrylonitrile, will be reported 
here. This estrogen, as described in our laboratory, has some different morpho- 
logical actions from other estrogens: 1) more intensive effects on the prolifera- 
tion of the endometrium of uterus of mice and rats, 2) slight anabolic actions 
like androgens, considering from the hyperplasia of salivary glands exposed to 
this estrogen, and 3) some different influences upon the endocrine organs such 
as adrenal glands and anterior pituitary. 

35 NA2 uniform strain mice and 12 hybrid mice were treated with continuous 
subcutaneous administration in solution in oil or as pellets of acrylonitrile over 
6 months. Lymphatic leucemias and lymphosarcomas occurred in 5 mice among 
the former group and 2 in the latter. Each case of tumors was different in 
hematological and histological features; Remarkable systemic swelling of lymph 
nodes was seen in cases which showed typical leucemic hemogram such as cases 
A, B and E, and in the last splenomegary and hepatomegary were impressive; 
while in aleucemic cases, G and K, such findings were not so dominant. Histolo- 
gically, the infiltration of tumor cells in viscera was, in general, more intensive 
in leucemic cases than in aleucemic cases. In the former, however, there exist- 
ed some differences of the degree and attitude of infiltration. The diffuse inn!t- 


ration into the sinus of liver and in spleen, kidney, lung and the myometrium 
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of uterus were well demonstrated in case E, in which about 800,000 of leucocytes 
(98.8¢2 were leucemic cells) appeared in the peripheral blood; i.e., E was typically 
Iymphatic leucemic. Cases B and A showed somewhat circumscribed but 
sarcomatous infiltration around the tumor-bearing lymph nodes and in liver, kid- 
ney, etc., although the appearance of leucemic cells in the peripheral blood was 
5022 of 80 thousand in case B, and 60% of 100 thousand of leucocytes in case A. 
In aleucemic cases, metastases were localized around the lymph nodes and thymus 
involved in primary tumor; e.g., lymphosarcoma which developed from thymus 
invaded continuously the fatty tissues and lung in case K. 

Excepting these neoplastic mice, several showed the moderate proliferative 
changes in lymphatic tissues. Observing these cases histologically, the initial 
proliferation which seemed to develope into the lymphoid tumor was assumed 
to occur from the mediastinal, cervical lymph nodes or thymus. Among the 35 
NA2 mice mentioned above, 24 mice are surviving at present time. The incidence 
of tumor in NA2 mice was, therefore, higher than in hybrid mice. The produc- 
tion of tumor in NA2 mice was, probably, strongly inhibited by the simultane- 
ous administration of other sex hormones, testosterone propionate, MAD or pro- 
gesterone. 

Cytologically, tumor cells of all cases in peripheral blood and lymphatic tissues 
were round, and their basophilic protoplasmas were relatively scanty in routine 
Giemsa-staining. No peroxydase and oxydase reaction and no phagocytosis was 
seen in any of these tumor cells. Observing by phase-contrast microscope in 
detail, tumor cells of each case showed some characteristic features according 
to the sorts of the tumors. Cells of case E had smalier round nuclei and one 
or two round nucleoli, and their mitochondria were scattered around the nuclear 
membrane. Cells of case B were larger, and their nuclei were strongly frag- 
mented and two or four nucleoli were seen, and their mitochondria were gather- 
ed in groups at the convex side of nuclei around the nuclear membrane. Cells 
of case K had the largest amount of protoplasma, and several nucleoli were 
scattered in their larger nuclei. The findings of supravital staining using 
neutral red and Janus-green were different from each other, e. g., in cells of B, 
several larger neutral red vacuoles were found at the convex side of nuclei, 
while only one or two vacuoles in cells of E. 

These findings described here indicate that the each lymphatic tumor produced 
by the treatment of acrylonitrile shows characteristic features, from the hema- 
tological and histological standpoints. 

The hyperplastic changes in lymph nodes, thymus and lymphatic follicles of 
spleen were also seen in rats treated continuously with 100 rat units of acrylo- 
nitrile for 30 days. The changes in these animals were the most intensive 
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comparing with that which was induced by the other synthetic and natural estro- 
gens, hexestrol and estradiol, even though the same biological doses were used. 
Some acrylonitrile derivatives having triphenylethylene formula seemed to stimu- 
late producing of the lymphatic hyperplasia in rats when injected intramuscularly 
The proliferative actions on the lymphatic tissues of these substances did not run 
arallel to their estrogenic activities. 

Data of the transplantation of these lymphatic tumors will be reported in Acta 
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"athologica Japanica, Vol. V (in press). (3CHB AEDST EIT ES) 
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(Spontaneous Cases and Transmissible Erythroleukosis). 
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生 が 相当 に ある の に 注意 し , すでに 多数 の 特発 例 を 雅 集 し 得 て い る 。 これ 





いずれ 幾 会 を 見 て 述べ る こと と し て , 今回 は 昨 昭 和 29 年 度 に 集団 的 に 


WELT 2-3 の 例 に つい て , また これ ら の 検索 中 に 得 た 赤 芽 性 白血病 の 可 移 植 性 系 統 に 





i) 昨年 度 集団 的 に 発生 し た 家 肌 白血病 の 例証 は , 6 月 中 名 , 名 古屋 市 外 の M 差 呈 場 で 共 
し た 例 で 碧 色 レ グフ オン 種 。 通化 後 約 6 ヵ月 と 約 9 A ADS ICH SHED MIC TERRA HL, 


仏 の 観 祭 し た の は すでに 発病 後 約 20 日 を 経 遇 し て いた 。 こ の 時 の 症状 と し て 鶏冠 が 淡 黄 白 沿 
NEL, 貧血 か が あり, 緑色 便 を 排 負 する 。 こ の 一 辞 は 120 羽 で その } ぅ ち 20 WAL, 9 月 に 
Bot Lies RIL, COR, 35 羽 を 残し , すべ て が 本 症 で 貞 死 また は 層 殺 し た 。(71 
%) この 某 養 葵 場 で は ほな お 昨 29 年 4 月 , 名 特 一 代 雑 種 22 羽 の うち 明らか に 白血病 と 診断 し 
得る 10 例 を 認め て いる 。(45.4522) この 例 で 私 は 5 例 に つい て 血液 学 的 。 病理 解剖 学 的 に , 
組織 学 的 に 検索 し た が , 赤血球 数 は いずれ も 正常 時 より や や 減少 し , 碧 血球 数 は 特別 に 変化 は 
な い 。 た だ 好 酸 球 は 増加 し た . 第 1, 第 2 例 は 少数 で ある が 骨髄 細胞 を 認め , 第 2 , 第 5 例 で 
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さ 紀 し た 結節 が ある . Mk, Bl, 第 2 の 例 で は 著 明 に 腫 大 CHARA, ERTCHZ 





#3, 第 4 の 例 は 大 さき 尋常 。 腎臓 は , 2 
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52, 第 3 例 と も に 淡 赤 色 軟 く , 
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腫 大 し て いな い が , 鶴 内 に は 百 血 病 細 胞 を いれ て いる の よう な 所 見 の も と に 皇 日 2~3 FY 
つの L r2 月 中 =] Bone 

第 3 DNA ET CHARI 29 月 -- ] の 5 ち に 帳 血 病 例 と 脚 麻 痺 ( マ 
レッ ク の 麻痺 ) を 有する 神経 型 白血病 と 現在 私 が 移植 し 得 て い る 赤 芽 性 由 j : 

ii) 赤 芽 性 白血病 例 に つい て 本 例 ほ は 昭和 29 年 9 月 20 日 , Heel ce. RL RR 
847A OW Cc 200 羽 育 雛 , 1 13 L : あ る - 外観 , 特に 貸 血 は 認め な い が , 





{する 。 血 六 学 的 所 見 と し て 赤血球 数 326 万 白血球 21000, 塗 抹 禁 本 で 幼 若 な 赤 芽 
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細胞 を 多数 に 認め る 。 (14.32%) Te 
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陽性 で ある 。 こ れ を 


7 日 乃至 9 日 に し て 病 的 細胞 が 現われ た が , 第 2 代 は 移植 し た 2 羽 と も に 陽 ] 


し た 家 鳩 は 未 栓 血 





第 3 代 に 移植 し た の で ある が , 私 は 廷 来 の 研究 者 の 方 法 を か えて 破 殻 直後 の 雛 33 Pin AKL 
て 表 に 示す 如き 成績 を 得 た 。 (移植 率 83.322) ( 表 略 )。 移 丁 方 法 に つい て は 目 接 心 箇 を 10% ¢ 


SION IA 


AR 0.5cc に 対し 6cc DASE LTCHRRSH BEN FET, 血管 内 。 腹腔 内 へ 接種 し fy 
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は 肝 , 牌 を 孔 剤 と し て 接種 し た 。 病 的 赤 芽 細胞 は 7 日 乃至 9 日 で 発現 し , 20 日 乃至 22 日 が 


HER] CO, 平均 生存 日 数 は 28 日 , 32 日 で 長く 生存 し た 例 は 2 ヵ月 に も 至る 。 人 移植 は 20 
日 乃至 40 日 の 聞 に 行う の が 適当 で 現在 10 世代 を 累 ね て いる 。 病 的 赤 芽 細胞 は Oxydase. 
Peroxydase と も に 陰性 で リ チ オ ンカ ルミ ン に よる 生体 染色 は 陰性 で ある 。 こ の 赤 芽 性 白血病 
に は 末 栓 血 に 病 的 細胞 を 出し , 肝 有 牌 等 に 病変 を 呈す る 例 と , 末 栓 血 に の み 病 的 細胞 を 見 る 例 と 
か ある 。 前 者 の 肉眼 的 朗 化 と し て は , FOWMKREE, HOMKR\ Vy) SA, 淡 赤 色 を 呈す 

心 。 肺 。 夏 は 一 般 に 湊 で ある 。 REIT ZU A Son. (Bi) 組織 学 的 に は 肝臓 は 
比較 的 早期 に 死亡 し た 例 で は 変化 が 競い か, 20 HHRDI DIS TAKE HER BM 


牌 臓 は 血 量 ORF RCATS. PM PMO IM, HARA 
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に こ 多 量 の 赤 芽 球 と 赤血球 を 有 す 。 な お シヤ ン ベ ラ テン 着 過 試験 に よっ て 240 例 中 4 例 の 陽性 を 


En 


% の 研究 に 好適 な 資料 と な る を 信ずる 。 そ の 他 の 性 状 は 次 
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150. Annan FREE ic LS DAMEN © 
成長 促進 物質 の 研究 (| 

勝田 F. 遠藤 浩 良 , 高岡 聴 子 , 大 石 雄二 (東大 伝 研 病理 ) 

Studies on the Growth-promoting Substances for 


Animal Tissue Cells in the Simplified 
Replicate Tissue Culture. 


HAJIM KATSUTA, HIROYOSHI ENDO, TOSHIKO TAKAOKA, 
YUJI OISHI 


l. BRABRDUR : BARA SS CK LI FRE EIA TORS ODIURRHELK 
hep HOARE £, 培地 量 は や は り 管 当り 1.5cc が よい が 。 HwaeHiITiIt 1.5cc の 内 の 
lee だ け を 次 新 す る の で な く , 遠 沈 せ ず に その まま 培養 管 を 静か に 傾斜 し て 全 培 養 六 を 棄て 
て 交 新 する 方 が 細胞 の 成長 が よい し , 手間 も 病 か に 省け る 。 細 胞 は ほとん ど 管 虐 に 固着 し て 
る の で 。 例 えば 管 当 10 カ 校 の 細胞 の いる 培養 管 32 A (Ft 320 GH) の 培養 液 を 全部 この 方 


bebe) > 


= + 


法 で 集め て も 。 疲 の な か の 細胞 は 全部 で 0.4 AICTE Poh, IOAMEMRESLBE 
至 適 培地 混合 率 も 変り , 馬 血 清 (HS) 1 容 : REMY LHR (CEE) (1:0) 1 容 : HERR (Saline) 
7 容 と な る 。 培地 交換 の 間隔 は や は り 1 日 お き が 最も よく , HERE O CMA LUCHA 
する 方 が よい 。 細胞 浮 流 液 を 作る と き ト リフ シン を 作用 させ る と , 渡 洪 液 中 の 核 数 は むし ろ 減 
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する 傾向 が ある (MGHO CDS HEMBOKS Hz on Tı EI LIZED) が 。 nfs HELL 
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+} v1 Ch 2 
は ほとんど 同 じ で ある 


ふ セ ン イ 症 細 物 の 成長 促進 物質 の 本 態 は ベン トー 





2. セン イ 芽 細胞 の 成長 促進 物質 : 
AR EET (PNP) (われ われ の 抽出 法 に よる 第 年 分 害 ) で あり , 核酸 か ら 蛋 折 を 解離 させ る と 促 
た われ る こと を 凍 回 に 報 杏 し た が , この 抽出 の 過程 を さら に 繰返し て 精製 する と 2 回 
以後 は 含有 する PNA-P 量 が ほとん ど と 安定 する の で , この 分 訓 を I, CLO, 以後 の 比較 研 
に 用 いた 。 HS 2 容 : Saline 8 容 の 培地 に III。 を 加え て 培 若 すると, 難 膝 心 セ ン イ 芽 細 物 


DE: PETIT PNA-P BAR ra (1) (CAG ACH た っ CEE ch; 0) i を Er El し た 場合 が 最良 の ii 


を 入ら れ た 。Kutsky (1953) は スト マイ で PNA &/tRS2, PNP を 斑 休 と する 核酸 分 害 
人 待て 。 これ を 成長 促進 物質 の 本 能 と Bier いる が か が 。 アデ アルコール iz 性 3 7) 2 396. 』7/ce (III。 


34. 3) ’ アル コー ルレ * ゃ エー テル 可 浴 性 5p HI 16. 8 ‘6 4) 3 jae ay j 容 性 へ 、 El 296. 9 (25. 0) ' PNA 
12.7 (27.2), Bea 0 (1.7), DNA は いずれ も ほとん ど 0, と な っ て おり 。 培養 で 比較 する 


と , Kutsky の 分 割 で は 4 日 まで は 細胞 が 増 麺 する が , 以後 は 減少 し , III。 で は 引 続 い て 増殖 


が 人 得 られ た キキ た II, ! Ir LOBE HS BE 2:3 : 


NL2> Ln 2 
ce is. N 


are 
— AD CUTE 
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HOES I, 10 月 難 の 肝臓 流山 液 と IIH1。 
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性 は 認め られ な か っ た 肝臓 を 除い た 


f 芽 細胞 を 培養 する と , 前 者 で は 当 出 液 も III。 も と も に 細胞 を 継続 的 こ 





MSAD, 後者 は いずれ も 4 日 以後 は 細胞 核 数 が 若干 減少 し た 。 し か し 純 枠 に 臓 器 細胞 引 こ 
PNP を 取出 すこ と は きわ め て 困難 で あり , この 場合 も 肝臓 の な か に セン イ 芽 細胞 が 当然 混 っ 
て いる の で , PNP の 騰 器 特異 性 に つい て は 早 断 で き な い 


De, 従来 は 移住 (Mi 





3. 肝 細 胞 の 塔 差 : 時 細 胞 の 組織 培 差 は 比較 前 


gration) と HABE RX) 引 で x る も の は 少く 3 わずか に Earle 28% DREH FE HRT 1 re 
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Bra 3 た し か に 増殖 し て \ る に 相違 7 よい と は 認め られ て いた が 。 数 値 的 に こ ! tox IF 
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AO AH hike #0) L, Rinaldini の Saline (Ca-, Mg-free の 等 





中 で 2 2 トリプシン 溶液 を 作用 させ 。 ZT £5 CHIE LAE MMI +2 ze 
HL, これ を Saline に 浮 流さ せ て 均等 に し, 型 の 通り に ヘッ ト で 培 伏 管 に 分 注 し , その 増殖 
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% を 管 当 り の 細胞 数 で 算定 し , 成長 度 は モン イ 芽 細胞 より 劣る が , in vitr 
する も の で ある こと を 明か に し た 。 1 例 を あげ ば る と 管 当 り 9X10 個 の 肝 細 胞 は 1 週間 後に 


36x10° 個 に な っ た 。 雛 有 へ 用 細胞 の 培養 至 適 条 伯 は ほ , 培地 混合 比率 は HS 20%, CEE (1:0) 
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8%, Saline 72% で 。 pH IX 7. 


4。 AEP AMINO nee eo: AC IC INA 67S HS お ょ よび CEE を Saline に 


‘te 7] 


ML CENT L. その 内 液 お よび 外 液 を 各種 組合 せ て 培地 に 用 いる と , CEE の 内 液 さえ 和信 っ て 


yy | 


いれ ば 。, HS (HRES CLARE TI ST 92%, CEE の 外 液 だ け で は , HS 


の 外 液 は も ちろ ん , 内 液 を 用 いて も 細胞 数 は 減少 し て し まう 。 つ まり CEE 中 の 高 分 子 量 物質 


か 5 Ele Bulk 物質 EB TUNG LOYD TL を CEE DR り に 用 いる と 。 肝 細 胸 


受 出 液 お よび I 10 Atos LU II: 





の 増殖 が 得 られ た 。 ま た 肝臓 を 隊 
の いずれ も 肝 細 胞 の 増殖 を 継続 的 に 行わ せる こと が で きた . 現在 の 段階 で は 未だ , er 1 m 
腕 の 成長 促進 物質 と 肝 細 胞 の 成長 促進 物質 の 本 態 の 相 培 を 見 出 ] 
( 交 部 省 紋 学研 究 費 に ょ よる) 


Mmee—: (1) 組織 培養 下 の 細胞 の 増殖 に 関し , 理論 前 . こ , 一 定率 で 増え る 理 息 装 能 で は logarithmic 


er を 呈す る と 思わ れる 。 特定 な 細胞 株 に つい て で は ある が その 事実 を 説 め 得 た の で 。 追加 する と 同時 
>, 成長 促進 物質 の 検討 に も これ の 点 を 考 上 應 きれ る こと を 期待 する 。(2) 成長 促 准 物 費 の 騰 器 特異 性 に 関 ! 


AN 見 が あ ALIS 4eF xX Blu teu 
勝田 ee l. 御 教示 の 点 は 今後 の 研究 こ 大 ぃ に 利用 きせ て いた だ きた いと 存 ( ま す 。 2. WHR HO 
問題 は な か な か 実験 が 困難 で ある が , 例え ば 肝臓 を 除い た 難 妥 の 浸出 液 む よび III【。 で も セン イィ イ 芽 細胞 は 増 


i> AS, 肝臓 (10 ARE) の み の 浸 出 流 和 お よび I, - で は 4 日 以後 は 細胞 は 減少 し , また 肝 細 胞 の 培養 で 
次 特 異性 の 有無 の 問題 は な か な か 重大 な 問題 








ょ 上 記 の いずれ の 浸出 液 む な よび III。 で も ゃ 増殖 する 。 し か し 脱 


ちろ の で /> po な な 慎重 な 研究 を Atti? ト で 件 報 呑 ! た い 
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151. Roller-tube 法 に よる 組織 培養 (第 2 HD) 
WBS eb S LFD DEZE 
高野 宏一 , WHER 
Tissue Culture in Roller-tube. II. Cultivation of Tumor Cells Principally 
KOUICHI TAKANO, MASA-ATSU YAMADA 
(Department of Pathology, National Institute of Health, Tokyo) 
We reported previously (Gann, 45, 453-455, 1954) the results of in vitro cultiva- 
tion dealing with embryonic tissue cells of human, chick and mouse origin, all 


taken from hearts and thought to be fibroblasts. Efforts were concentrated in 


establishing our own standard procedures and techniques, considering from 
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several directions the conditions to affect the growth of cells in vitro. In this 
paper, we selected kinds of cells other than fibroblasts, especially some tumor 
cells. 

Cultivating Method : General cultivating conditions were almost the same as 
reported previousiy with some details altered. In composition of medium, the 
basic substances were 50% chick embryo extract (CEE), animal sera and Hanks’ 
balanced salt solution (BSS). As sera, human adult serum (A) was used as well 
as horse serum (H) and human placental chord serum (P). And a formula ex- 
pressing composition was employed as follows, for example: a medium, composed 
of 2 parts CEE, 4 parts H and 4 parts BSS, was referred to as ‘‘ Med. H-2, 4,”’ 
and so forth. As cultivating vessels, square tubes, Carrel’s flasks and larger 
square bottles were used for stationary cultures beside usual tubes for rotating 
method, and volume of nutrient fluid varied from 0.6cc to 8cc according to 
the contents of each vessel. Fibrin-clot as substrate was occasionally omitted 
chiefly for stationary cultures. 

Requirement for CEE of Normal Chick Embryonic Liver Cells: Three media 
with various rates of CEE to H, namely Med. H-1, 5, H-2, 4 and H-3, 3, were 
compared with one another as to their effect on cultures of normal chick em- 
bryonic liver cells. 

As result, liver cells showed best growth in Med. H-1, 5, while fibroblasts 
from heart of the same origin grew well, indifferently to the variety of CEE 
within this range. It suggested that liver cells required less CEE than heart 
cells. 

Conditioning of Mouse Tumor “dbrT-1” with Normal Cells: Mammary 
adenocarcinoma ‘‘dbrT-1’’, originated in a mouse of uniform strain dbr (Trans. 
Soc. Path. Jap., 43 Edit. Regio.), was cultivated together with normal mouse 
tissue cells, the effect of so-called living conditioning being expected. But better 
result was obtained in the case of sole cultures without normal cells, indicating 
much need of quantitative consideration for juxtaposed normal cells. Further- 
more, cells of this tumor showed better growth in a medium including a small 
amount of CEE than in another medium without it. 

Cultivation of Human Tumors Obtained by Biopsy: For the purpose of 
establishing a tumor cell strain in tissue culture, it was undertaken and is 
still going on to cultivate human tumor materials obtained by surgical opera- 
tions. One part of the same material was routinely subjected to histological 
examination. Successive passages of surely determined tumor cells were not yet 
performed, though there were several cases which showed interesting growth 


characters. 
Cytological Properties and Growth Mode of an Established Human Cancer 
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‘Cell Strain “ HeLa ”: ‘ HeLa,’ a cell strain established by Gey under tissue 
culture from a patient with uterus cervix carcinoma, has been continuing to be 
easily cultivated in our laboratory up to 15th generation of in vitro passage. 
We used medium with the composition of A-0.2,5 and stationary method in a 
rather large bottle as routine cultivating procedures. 

From the view point of its vigorous growth, polymorphism, high frequency of 
normal and abnormal mitotic figures and appearance of abnormally shaped or 
polynucleated cells, this strain seemed to keep its malignancy, the crucial evidence 
still depending on further studies. 

This strain grew forming cell colonies in monolayer, and each cell could be 
separated from others to make a cell suspension by proper trypsin treatment, so 
that its growth character could be observed following both methods of growth 
measuring, the areal outgrowth and cell counting techniques. The outgrowth 
measuring technique, that we have used as proper one in other experiments dealing 
with many tissue cells (cf. the previous report in detail), which was thought to 
represent the cell growth mode to some extent, but cell counting technique was 
superior to the other, showing exactly the increasing number of cells. 


” 


We examined the growth character of ‘‘ HeLa,’’ using these two methods, and 
found that the growth curve of this strain, within the first 5 to 7 days of cultiva- 
tion, showed the logarithmic phase just as in bacteriology, in one case, and 
the ‘‘ cubic root phase’’, as it might be called according to the similar expression 
to above, in another, and that these different phases occurred seemingly due to 
the varieties in initial quantity of implanted cells. 

Concerning the difference between the results shown by these measuring methods 


うす 


and, furthermore, the significance of the growth curve of ‘‘HeLa’”’ strain from 


the biological standpoint, we are proceeding with further studies. 


152. RIMEMOAMLRBERE GRAD 
油 川 =, 岩城 剛一 (Er 大 学 医 2 < 字 Fi 3} FH HE ) 
Tissue Culture of Brain Tumors (II Report) 


KENGO ABURAKAWA, GOITI IWAKI 


A NES OD AAG ANZ ON TA DG CICK LED, この度 さら に Spongioblastoma polare 
3 fi, Glioblastoma Multiforme, Oligodendroglioma, IRlklE, AM FERNE ts EO PAR IR 
EO SH Pilz in, PANG 26 PICOV CLOWBIC HU SH LH * ORB KA I OFS 
的 な 関連 に つい て 検討 を 加え た 。 培養 方 法 は 前 に 発 方 法 と 同様 で ある 
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Pj 12 例 の 組織 培養 こつ いて 観察 する と , 発育 の 最も 著 明 な の は Spongioblastoma 
polare (以下 Sp. p. と 略す ) で Glioblastoma multiforme (Gl. m. と 略す ) ARE, 
Astroblastoma も 良好 で ある が , Oligodendroglioma の 一 例 は Astroblastoma を 凌ぐ 発 
有 を 示し , Ependymoma も 良好 な 発育 を 呈し た 。 こ れ ら を 了 邊 床 的 お よび 組織 学 的 に 検討 する 
と Sp. p. は 発病 より 手術 まで の 経過 は 比較 的 長い が , COMB LEHNER EMAIL OWN 


en 


GEBEN 2°: L, 組織 学 的 に は 専ら 平行 に 走る Spongioblasten 9 7A EHE Til =D 


{ 


へ 


細胞 に 多 形 性 は 少 い が 核 は 色 質 に 富み 分 沖 像 も 多い 。 この 組織 培養 を 観察 す る と 24 時 間 で す 


(=| 
で に 細長 い 舌 起 を も っ た 明る い 細 胞 す な わ ち Spongioblasten に よく 似 た 細胞 が 発育 し , 時 
2,1 as 


D Ei OCR ITI Pe LU do) radial sheet form を 呈し 著 明 に 発育 し , この 発育 


を 認め る こと が か できない 。 Gl m. の 2 Aid BIGL FINE CORA 45 日 お 


= <¢ 





ト び 3 ヵ月 で 手術 後 い ずれ も 死亡 し て いる が 手術 の 際 の 腫 場 は お よそ 凌 卵 大 で 浸 剛 性 の 
発育 を し , 組織 学 的 に は 細胞 に 富み 個々 の 細胞 は 多 形 性 が 強く Fb 多数 認め Oh DOD 
BN GA BWChS. この 培養 に お いて は 円 形 の 細 物 , 1 一 数 個 の 突起 を 有する 細 物 お よび 多 
桜 性 の 巨 細 胞 が 3 HAL) discrete form を 呈し て 比較 的 著 明 に 発育 する この 了 睡 瘍 で は 26 
例 中 組織 学 的 に も また その 発育 細胞 に も 最も 著 明 な 多 形 性 を 記 め る こと か で きた 。 Astroblas- 
toma ) -fali<, REI 8 ヵ月 で 鶏卵 大 浸潤 性 軟 で や や 泥 状 を し て お り , これ を 組織 学 的 に み 
る と 細胞 は 密 に 配列 し , 比較 的 多 形 性 が 強く 核 は 色 質 に 富ん で いる が 枯 分 宮 像 は 少 い 。 こ の 語 
fett 72 時 間 後 円 形 の 細胞 の 遊走 と と も に 比較 的 多 形 性 の 弱い 編 銀 状 細胞 が 発育 する か -- 部 
に は 母 組織 の 液化 が 起り その 間際 を 編 鍵 状 細 胞 が 層状 を な し て 回 3 う の が みみ られ た 。Glioma 例 
FARROW ERA られ た の は こ : 例 の みみ で あっ た 。 Astrocytoma の 2 例 は 臨床 的 お よ 
び 組 織 学 的 に 恨 性 で , その 組織 培養 に お いて も 発育 かがみ られ な い 。Oligodendroglioma の 
例 は 手術 まで - - 年 の 経過 が あり , 腫 場 は 脳 腫 難 に ある 嶋 卵 大 実質 性 の 結節 と し て みみ られ , 組織 
学 的 に は 著 明 な る 石 灰 化 が み られ , 腫瘍 細胞 は 集団 化し て 存在 し 胞体 は 円 く 比較 的 多 形 性 に 富 
み 核 の 異型 像 が 軽度 に み ら れ た が , RRB CLG 2 日 目 より 円 い 細胞 の 良好 な 発育 と と も に 
少数 の 脱 細 胞 に 似 た 明る い 和 突起 を も っ た 細胞 が み ら れ た .。 Ependymoma の - 例 は 浸潤 性 の 発 
育 を な し 他 の 一例 は 結節 性 で と も に 鶏卵 大 軟 で ある 。 こ れ ら の 組織 学 的 所 見 で は 悪性 像 は み ら 
れ な いか , 培養 で は 比較 的 良好 な 発育 を 示し た 。 し か し な が ら 仔 細 に 検 す る と 多 形 性 お よび 桜 
の 分 沖 像 は 認め られ ず 発 育 細 胞 は 円 く 原 形質 は 明る く 小 さい 核 は 偏在 し て いる Ependymo- 
blastoma の -- 例 は , TOMBS LITE KA CITED EN AA L, 組織 学 的 に も 悪性 像 か 


I 


みみ られ , 手術 後 死亡 し た 例 で ある の に も か か わら ず , HRICKFRAFÄNTNETCkmoTrRIE 


は 壊死 の 高度 の た めか また は 操作 上 の 失敗 の た め と 考え られ る . MT AL CBBTS 
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手 稚 まで の 経過 が 平均 1 年 7 ヵ月 で 比較 的 長く か つ a 
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を ガオ 学 的 所 見 より 内 被 細 胞 性 と 
6 に 大 引 す る と, 前 者 は その 組織 学 的 いし て や や 大型 の 円 形 の 細胞 

多 バハ 少な く 。 発育 も discrete form を 叶 す る の に 反し , 後者 は 線維 芽 細 胞 が 
多く 円 形 の 細胞 は 少な く , その 発育 は radial sheet form を 呈し , 一 例 は 円 形 の 細胞 の 遊走 


か が 少なく 。 spiky form の 発育 を 示し た 。 


Acousticus neurinoma 





BA EPRI ts LO HA PRE ER RT EL L TER EIER EEE II 925, TR 
細胞 ある い は 明る い 多 形 性 細胞 の 発育 か み ら れ た 
お よび 組織 Fr 7 1, amis 2 BEN += 73 1 お よび NA 車 の 
発育 成績 は 細胞 の 疎 密 に より 左右 され , また その 際 の 発育 の 
組織 学 的 所 見 と 審 拉 な 関連 性 を 有する こと は 明らか で ある 
臨 末 的 経過 と の 関連 性 に つい て は , 許 坦 の 発生 部 位 に 左 石 さ れる こと か 多い の で 明確 に 知る こ 
と は で きた な い (PA FITC LD) 
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CHIT BMA KR ic X DR 
UBER, SF 


Effect of Pretreatment with Tumor Materials on Tumor Transplantation 


MASA-ATSU YAMADA, KOUICHI TAKANO 


National Institute of Health, Toky 


Rasy eA 


(Department of Pathology, 


With many interesting reports in past which demonstrated the enhancing effect 
of prior injection of tumor materials on tumor transplantation, there are still 
remaining some problems about its mechanism, especially about the relation to 
its inhibiting effect or, more profoundly, to the antigen-antibody system. This 
enhancing effect of tumor materials can be observed by use of several indices 
such as increasing growth rate of transplanted tumors, a successful transplanta- 
tion of a tumor in a genetically unrelated host, an increase of ‘‘take’’ in a host, 
or a decrease of survival time of tumor bearing animals. It is questionable 


whether or not this term of enhancing effect always means just the same, 


therefore no wonder that some discrepancies exist among the results obtained by 





different authors, depending on their observation methods. 
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Furthermore, 


there 
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are many preparing methods for the pretreatment materials. In this investiga- 
tion an attempt was made to reproduce the enhancing phenomenon and inhibiting 
one as well, and to search for an appropriate method to analyse their mechanism, 
using several strains of tumors and of mich. 

Materials and methods: Four uniform strains of mice, dbr, C57BL 6, dd and 
NIH reg. were used as test animals. As pretreatment materials and inoculum, 
two tumor strains were used; one, dbr T-1 mammary carcinoma originated in a 
dbr mouse and has been transplanted up to 19 successive subcutaneous passages 
in this strain, (Trans. Soc. Path. Jap., 43 Edit. Regio.) and the other, Ehrlich 
ascites tumor maintained intraperitoneally through 55 generations in dd strain. 
The materials for pretreatment were lyophilizate and fresh extract of these tumor 
tissues, and preparing and pretreating procedures were approximately the same 
as the original methods of Kaliss and Shear. The standard doses of materials 
were 50 mg dry weight per mouse in the former and 0.2 cc in the latter. 

Changes in rate of “take” due to pretreatment with tumor materials: At 
first, in the case of dbrT-1 carcinoma, tumor lyophilizate was observed to affect 
the rate of ‘‘take,’’ though in experiments on a small scale. It has previously 
been noticed that dbrT-1 tumor is not transplantable to any strain of mice other 
than dbr, the original one except NIH reg. with a low percentage. In this strain 
of NIH reg., the transplantability of this tumor seemed to be altered by pretreat- 
ment, i.e., no take was seen in 17 untreated mice, while 6 of 18 showed take in 
the treated group. The data suggest the enhancing effect of the pretreatment, 
but larger number of mice will be required for final conclusion. 

Secondly, to Ehrlich ascites tumor, all the strains of mice employed were 
susceptible so that 5022 mortality dose could be detected in each strain. So, we 
tried to elicit a variation in LD;, by pretreatment. The inoculum sizes for LD; 
were about 3.5, 3.0 and below 3.0 in logarithmic index of cell numbers, in 
C57 BL 6, dd and dbr strains, respectively. After treatment, LD;, increased to 
4.0-5.0 and 3.8-4.0 in C57 BL 6 and dd, respectively, suggesting a rather inhibiting 
tendency of pretreatment effect. However, further studies are needed to decide 
how much difference in LD;, will be significant. In dbr strain, end-points in 
both treated and non-treated groups were below 3.0. 

Changes in longevity of tumor bearing mice: Survival time of tumor bearing 
animals could be a measure to determine the effect of pretreatment. For 
example, in an experiment dealing with dbrT-1 tumor in dbr mouse, 10 mice 
per group, mean survival times in groups treated with fresh extract were 41.4 
and 40.6 days, while 47.7 in the control. Standard deviations of these mean 
values were 2.0, 2.0 and 0.9 days, respectively. When the homogeneity test of 
mean values.was applied to these data, the difference obtained between treated 
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and non-treated groups was significant (P ご 0.01). 

When Ehrlich tumor cells were inoculated intraperitoneally, the variances in 
survival days of mice were so much smaller, compared with other cases of usual 
subcutaneous route, that this type of ascites tumor was thought useful to detect 
the effect of pretreatment in this way. Namely, the standard deviations of mean 
survival times did not range beyond 1 day, when at least 10° cells were inoculated 
in dbr and 10% in C57 BL 6, using ten mice each, and therefore it might be 
postulated that difference of about 2 days in mean survival times between two 
groups was statistically significant. Actually, we observed shortening of survival 
times, in dbr mice, by pretreatment with both lyophilized and fresh materials 
followed by inoculation of 10° to 10° cells. On the contrary, in C57 BL 6 mice, 
the longevity of animals with inoculum of 10% to 10% cells was prolonged by 
pretreatment. 

As described above, we could show the several enhancing and inhibiting 
phenomena in tumor transplantation due to pretreatment with tumor materials. 
Through these results, it might be said that these effects could be grasped most 
easily and precisely by using as a measure the longevity of mice with Ehrlich 
ascites tumor. Along this direction, we will report more detailed data elswhere 
(to be published in Jap. J. Med. Sci. & Biol.). 


Ma 
BE OH: 1. EFARETOLERMEL Cho TI 2 BMDERERZ2 Amann ir 
促進 効果 が あっ た と 認め られ る か 
UBER: 勝田 君 に 対す る 返答 1) 生存 日 数 の 疾 度 分 布 を と っ て 見 る と ほぼ 正 規 分 布 と な る こと を 確 め 符 
> で 使用 し た 。2) それ ぞ れ の 平均 生存 日 牙 の 標準 偏差 か ら 9522 限界 を と っ て , 一 応 の 見 当 と し た ゃ ら 2 
す 個々 の 場合 に は 平均 値 の - 一 様 作 の 検定 を 行っ て 結論 を 出し まし た 


154. 皮膚 埋 湾 の 腫 聞 移 西 に 及ぼ す 影 響 に 関す る 研究 
久保 信子 ( 赤 心 堂 病院 ) 
Studies on the Effects of the Inoculation of the Skin 


upon the Transplantation of the Tumour. 
NOBUKO KUBO 


EZ + 2 HANDHELD Cita (北大 ) 佐藤 (群馬 ) 等 の 示す と こ 
ろ で ある が 余 は 腫瘍 形成 動物 の 皮 上 ⑥ が 吉田 肉 星 に 対し て どの よう な 効果 を 示す か に つい て 実験 
を 試み た と ころ 次 に 示す よ ぅ な 実験 成績 を 得 た の で ここ に 報告 する 。 

実験 方 

(A) D 使用 動物 系 の 規定 : 背部 皮下 腫瘍 形成 に 用 いた 動物 : 市 販 雑 系 大 黒 四 ネズミ 
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Fr 


を 一 年 聞 内 部 交配 に より 飼育 


せる 
略称 する 。 こ の ラッ テ は 皮下 性 瘍 形成 の まま 11 日 日 生存 可能 で ある 


る も の で 吉田 肉腫 腹水 の 移植 率 は 90 2 に し て 便宜 上 これ を N 
せる 度 膚 の 埋没 効果 を 判定 する た め に 使用 し た 動物 : 群馬 佐藤 より 入手 せる ラッ テ に し て 吉 
田 肉 腫 に 対し て 極め て 高い 腫瘍 死 率 を 示し 現在 まで の 隆 瘍 死 率 は 10022 (vol 45, No, 2,3,1954) 


佐藤 は これ を S 系 と 略称 し て いる 





MD 方 法 : 雑 系 ラッ テ (NA) 背 部 皮 下 に 吉田 肉腫 組織 を 移 丁 し 15 日 20 HRB YD 






Rig lcm? 大 の も の を 採取 し ベニ シリ ン 浴 液 に て 洗い S 系 背部 皮下 に 埋 波 し その 後 


を 経て 埋 肖 友 膚 が 完全 に 吸収 され て か ら 





い も = ZF Ye > 2.+-H 
過 を 検 せ る と ころ 次 の よう な 結果 





ERDE 2 ren 
| Sk MURMUR MU BY Be ド Ras F 
> VI a Fe a 皮下 語形 
NHK Fi RAM AS hee 度 下 陳 聞 玩 gar ne = 30/201 


ar 


1IH~208 Hh omebRe 48 39 Rau _ | 上 生存 
SAHNE 5 1 3 








ei 


腹腔 内 へ 吉田 肉腫 腹水 注入 (3 系 ) 9 (2396) 30 (772) 





xy Fg Fi] 


正常 腫瘍 死 KY TE a ia BE 


1) 埋没 N 系 皮膚 完全 吸収 Bine . 
内 へ 青田 腹水 注入 RER . dei ud 





(B) (I) 使用 動物 系 の 規定 : rion FIT RIC FA TE 5 前 述 S 系 を 使用 . 
瘍 を 形成 せる 皮膚 の 埋 肖 効 果 を 判定 する た め に 使用 し た 動物 : SR 
(I) Bits S 系 背部 度 下 に 吉田 肉腫 組織 を 移 知 し その 後 11 FIC Ce ORME lem’ 


の も の を 1) 同様 S 系 の 背部 記 下 に 埋 注 し その 後 4 I CHE MORI HOE AA 





KIM REM MEHR DAR tl 


4% vet rhe ee + ne 322 | Ez ERur BR Eu rk 
ED BZ BIC RAS ARS | R rm BT 記 下 看 場 消失 の まま 30 日 以 
fe f211 Ho Bik 18 17 nn La 
SYS 1 0 0 





EEE | 治 m 





Bite fy tz dy tg 6 っ ノ 
コ iis HA BROKER 7 (14 日 ~189 で 死亡 ) 4 (2422) 





391 





(健常 S 系 の 皮膚 を 健常 S ROH) 














nie Hr IE HE 異 a 経 過 | 治 Re 
rh S2 会 吸収 後 ! 1237: — _— RR 
ee 20 例 中 19 0 1 (5%) 


3 へ 移植 し た 、 そ の 後 の 経 遇 は 次 の よ う 5 で あっ た . 
(A)(B) より お よそ 皮 虜 埋没 は 隆 場 の 移植 性 に 抑制 的 影響 を 有する こと が 伺 


募 を 有する 動物 か ら の 皮膚 を 埋没 する と その 抑制 力 が 特に 大 きい 。 異 系 ラッ テ の 皮 





は 同系 ラッ テ の 皮膚 埋 流 に 比 し て 抑制 力 が 大 きい と 思わ れる 





155. 菩 杖 組織 の 皮下 移 西 に よる 腫瘍 形成 に つい て (予報 ) 

田内 A, 野口 BB, EHRR SPRF SSPE SLAPS 

On the Tumor Formation by Subcutaneous Transplantation 
of Cultured Tissue (Preliminary Report) 


HISASHI TAUCHI, IWAO NOGUCHI, HIDEO MIYAIKE, 
KEIKO TOYONAKA. 





竹 場 形成 能 を 得る た め の 1 つの 要約 と し て その 





て いる 。 わ れ わ れ の 行っ た 今回 の 舌 答 


{i FI yr >>\ 
Brei Du 


* て は 若干 の 技術 上 の 不備 を 全く BETS © LICH DHA PRUE 
ZEIILTFRETD 


体重 18g iR, 実験 前 1 ヵ月 の 間 は 過剰 栄養 飼育 を 施 





お よび 妊娠 10 日 の 8-11 mm の 無菌 私 に 取り 出さ れ た マウ ス 胎 児 





2) sik, 今回 は 胎児 の 胃 組 織 片 ( 骨 部 を 約 0.5 mm 開 隔 で 横断 ) を 次 の 平板 法 に よっ て 


培養 し た FR AF ALITY ARG ド 搾 液 と AED oe FREI LO を 培養 EL LC 
RD BT @ AUS AR RTM Lo TH FD, ke LTO mais Am» 
SAY YINÄRE UCHR L, WAVE EE PERE RER AMAA LC 3000 RON 5 HC 


Ris LOFRD EMEC II KDD ARZT. すなわち NaCl 


5, 4 mg,。 CaCl,------ 6.0 mg, MgCl。……・ 6,0 mg, MgSO,…… 0.6 mg, 
ーー 6.0mg, Aq.dest 30.c.c. 3) 移植 。 上 記 培 巻 法 に よっ 





RICO APR TICLE. (この 時 期 に は 線維 細胞 ある い 


生か 原 組織 の 2 倍 を 越え る 。) また 対照 と し て 上 直接 同様 の 胃 組 織 を マウ ス 背 部 皮 
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N 





こ か か わら ず 陰 性 で あっ た 。 HR 





すなわち 1 fil (No. 2) は 移植 後 2 is 


閣 と し て 移植 部 の 背部 皮下 に 触れ 4 週 後に は 小指 頭 大 に 達し て 音 





至 単 純 頑 の 像 で あっ た 。 第 2 例 (No. 6) は 移植 後 2 HACE 





硬 結 を ふれ 4 過 後 に は 春 椎 衣 を 破壊 し て 浸 澤 し 不 規則 指 頭 大 の 浸潤 を 形成 し 
腫 乃至 腺 意 の 像 。 第 3 例 (No. 22) | 
は 2 包 後 で 小豆 大 , 4 週 後に 小指 頭 大 の 


It 





RA 適 で 小豆 大 , 第 4 例 (No. 34) 


7 ゴ レ ピエ 7 ris Fiz J >, チェ 組織 fir? 


HB BES Rice 





TATED (6 7 BCH pes た 








ALS OD NEES PEF 


アァ 


5 に 50 例 中 4 Zac hs 





シル 成せ し め 得 た が 上 接 移植 例 は 全 a> < 陰性 に 終っ て 








# 相 当 の 意味 を 有する と 考え られ る 





と 考え る 





NEA O £46 te 4x < BE LIBS Bd bc OMB WHT EIC Lk 
すなわち 胎児 組織 の 移植 に よる 


ん な い か 組織 培養 の ART お いて a H PET ABE N% Fl 





EeHFTZFILDEET SI 2 MAD FEES 





れ に こし て も われ われ の 実験 


的 に 何等 か の 相似 点 を 有 し て いる こと も 人 耕 定 は で き な 





: に 関し て 種々 の 示 変 を 与え る 点 多く 今後 の 実 
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156. 吉田 肉腫 の 経 気 道 前 移植 
田 和夫 (SKF 


Transplantation of the Yoshida Sarcoma by Aspiration. 














!) 


KAZUO YOSHIDA 





(19 


>] | ーー イル » IT + 3 
は われ われ 教室 に お いて 曽 て 大 島 , 細 





よく 還 臓 組織 内 に 移植 し 得 。. ま た その 





HE し, 最近 で は Von Ferdinant Schmidt 





f, Walker #4 





Jensen [Ajj 











i 数 年 前 か ら 行 っ て いる 。 私 は 本 日 その 中 
の を 経 気道 的 に 移植 する の 実験 に つい て 
そ EIDSTENN 


方法 と し て 私 は Von Ferdinant Schmidt の 行っ て いる 方 法 に な らい , 吉田 肉腫 の 





IEHNTALIERS, 自 最 を 予め 頸 部 を 左手 で 4# 






RES AL, 特選 は 大 吸気 を する 。 こ の 時 に 吉田 肉 ! 
人 な に 吸 9 り | さ れる よう な 方法 を と っ た 。 か か る 方 法 に よっ て 腹水 の 吸引 実験 を お よそ 5 
数 21 頭 で 。 そ の 体 二 は 30 

数 の 白 尿 に 頸 部 こと に 0 








の 大 いさ の 腫 場 の 形成 を 認め , 動物 は 腫瘍 に よる 自然 死 を 


を 形成 し ,。 この 中 2 例 は 第 1 回 実 








H よ り そ れ ぞ れ 14 日 , 17 日 に て 撲殺 し た 。 BELA CREATE & AMC iy 





た 。 自 然 死な ら び に 撲殺 し た 白 選 と も に 胸水 お よび 腹水 の 漠 帝 は 認め な か っ た 。 ま た 自然 死 例 


FE 





重 場 を 形 ) STUFE か この 例 に お い TI vH 





HB BU CUT ARRAN AE 






詞 め な か っ た 他 の - - 例 に お いて は 肺 臓 内 に も 肉眼 的 に 腫瘍 の 形成 
RR LEAR OPEC RS ¥ 生存 日 数 
EDS で 平均 4.7 回 で ある 


腫 細胞 の みか ら な り , COR 


a 
N 





RAAT, SLOT RBS X 
x 


癌 を 遺 残し た 、 中 心 部 は 多く は 壊 


Hea HA LUT tes し か し て こ 
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é - 5 
51 PSFER KU a TJ T we 1 
a 15 生存 日 数 備 考 
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ee 
er 
bo 


27/10 308 65S 36 tt ーー ー _ 
17/11 558 2 1/12 605 21 tt — ー ー _ 
17/11 558 3 13/12 803 35 世 ー ー _ 


lor) 
| 
1 
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17/11 508 | 1 29/12 98 
14/10 908 : 9 14/1 1003 91 _ = ー 

23/12 1008 25 2/3 1208 70 u = ー ーー = 
31/1 508 ; 3 5/3 605 33 tit ー ー = = 
22/11 608 8 8/3 150 g 107 tt 一 — ーー a 


31/1 508 4 24/3 658 54 tit — 
218 90g 19, 生 F iF 

218 908 19 年 存 

22/11 65g 8 mF om 

10,8 808 5 | 2 EE 


まん 一 > ae 


1, Ze Fh ld, LL dts Gh Et アア 21 Aes Ym tA as AB) mene: 1 4g a =] 
れ 等 の 勤 物 で 比較 的 長期 間 生 存 し た 例 に お いて は 肝臓 細胞 索 聞 に 吉田 肉腫 細胞 を 多数 に 認め た 


は 注意 すべ き で ある 。 


157. 吉田 肉 星 の 増殖 形態 に つい て 
DEM UFER (Karen 
On the Form of Growth of the Yoshida Sarcoma. 


IWAO HIRONO, CHISATO YOKOYAMA 





I +... gif イィ リキ eit I ) ビ H 告 っ レ ェ ロッ ー DZ プ INSEL. 
れ た 吉田 肉 隆 細胞 は 液状 隆 瘍 と し 提 水 中 に 学 聞 せる 状態 で 協 殖 し 


に 





脂肪 組織 中 に 広く 浸潤 性 に 増殖 し , 移植 後 9 日 前 後 で 宿主 動物 は 幅 


場 死 を と げ る 。 わ れ わ れ の , 移植 な ら び に 種々 の 実験 こ 用 いて いる 正 尽 は 体重 100g 前 後 の 岐 





E 赤 で ある が , これ まで の 用 いた 限り に お いて は 移 視 は ほとん ど 1002 2 陽性 で ある 。 53% 
軍 胞 が 腹水 中 に 浮 渡し た 状態 で 分 裂 増 殖 す る すでに 報 斉 し た 生体 観 察 か ら も 明らか で あ 
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る か を 確 か め る 目 4 で 通常 移 ar CH J NG Hk 
4 日 目 , 5 日 目 に それ ぞ それ 5 匹 の 白 最 を 撲殺 し た 
と ん ど 腫 瘍 細胞 の 浸潤 性 発育 は 認め られ ず た だ 腫瘍 # 


Tels, 4 っ 5 . 日 目 に は 大 網 に 粟 粒 大 結節 決 の 浸 





iC GD bdo LUC dae 7s LE RR FÜR RER BIC U PH 





ー デ ) キ 


斑点 と し て は じ め て 滑 油 性 発育 が 認め られ る に 到 る 。 組 織 学 的 に も 明らか に 腫瘍 細 移 が 話 騰 あ 





る い は 脂肪 組織 中 に 浸潤 し て いる 像 が 認め られ る 。 す な わ ち 腹腔 内 に 移 直せ Drei 
ZINK TUE LOO LHR SATA). 純 培 養 状 態 に 達し て 後 , 液状 発育 を 継 


5 する 一 方 上 記 の 浸潤 性 増殖 を 積極 的 に 行う こと が 明らか で ある 。 (浸潤 性 発育 相 ) 








re 


移植 に お いて 宿主 の 免疫 遺伝 学 的 抵抗 性 に より 種々 の 程度 の 腫瘍 の 退 縮 が 認め られ る 





種々 の 制 癌 剤 の 投写 に よっ て 腹水 中 の 






き 衣 は 全く 認め られ な く な っ て も 硬い 


eter units 24 38 
Va 7377 | YZ > 急激 に 減少 & ’ 


CURES A FA) や が て この 腫 場 も 消失 し て 





する か ある い は 極め て 徐々 に 増大 し 長い 生存 日 数 (22 日 92 日 ) の 後 , つい に 死亡 する 場合 


Ary 


か が ある 。 われわれ は か か る 経過 を と っ た 17 PICOV CREAT OK, COL} te IHR 


で am 性 | 


液状 発育 有 か が も は や 認め られ な く な り 便 結節 性 幅 瘍 の み の 残 存する 自選 9 例 の 騰 





Werte Vt) Mhz Ir Las BYEZ EASE a We i= ye 
7 | JIC AT eS 吉 HAA gi 2 1 回 た fed BK を 行 ED We ty WARE 





- > Lv と er ayy Um +E3)> We ft 
の よう 部 列 出 し て 別 の 新しい 邊 選 に 
ww 
nm 


く 宿主 ig 
MEW LT 残存 し て いる 





場 有 水 を 次 代 に 移植 せる 場合 





» 「 

+ IE と INT NN TT Jt 
ee a | > > > 

(に も し は し は ば @ の の られ し る 





肉眼 的 に 浸潤 性 幅 
る が , FRECHE 
包ま れ 表 面 割 刷 と も に 灰 白 
SLBA CLAS ERO SESE 
が 露出 性 に 附 着 し た 状態 で あり , 腫瘍 組織 の 壊死 は 
る 。 腫瘍 細胞 の 大 き さ も ゃ 大体 そろ 
och), BEL. なまら られ る とんと な 


締 織 性 の 被膜 に よっ て 完全 に 包ま れ て お り , 














= oe 2 
全く 認め られ な いか , DA 








い 。 容 状 発育 相 と 共存 し な \ 
scarica ee ee a 
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巨大 な 細胞 も み ら れ 全般 に 核 崩 壊 像 が 多く , 有 泉 分裂 像 は 少数 認め られ る に 山 ぎ な い 。 BRR 
維 の 状態 は 視野 に よっ て 異 り , 両者 の 比較 は 困難 で ある 。 以 上 の 如く 両者 の 肉眼 的 な ら び に 組 
織 学 的 所 見 は 極め て 判然 と し た 差異 を 有する の で あっ て , この よう な 形態 学 的 所 見 か ら 宿 


ゴー 
NOP, 生存 日 数 等 が 充分 に 推定 され る 程 で ある 。 





SRC AS TIL bMO gn < BEOM TH & SAMI RAE 
育 , 21H Sd O\ MLR LU 5 形態 学 的 に 異 っ た 相 を 示す の で ある 








『 の 増殖 能 が 和 宿主 の 抵抗 性 に うち か っ て いる 聞 は , 液状 腫瘍 と し て の 本 来 の 液状 発育 を 行い , 


逆 に 本 来 宿主 の 的 挑 性 が 強い か ある い は 制 冶 剤 その 他 に よっ て 了 睡 瘍 の 増殖 が 抑制 せら れ 宿主 の 





撤 力 が 優位 を し め る に いた っ た 場合 に は 液状 発育 は し 得 ず 限局 性 の 結節 性 双岩 性 # 
成す る に いた る の で ある 


吉田 肉 暑 の 一 個 細 胞 移 丁 が 可能 で ある こと は 右 橋 ら に よっ て 圭吾 せら れ て いる が , (ARIE 


mL 


(2 £ BRAD HY RE BEA DE REIT BV CAC Ob HD AES Is, 必ず 再発 





る も の と は 考え られ な い 。 TIODHEH HAT GEOMAMAAD (HLA HHS ETI 
細胞 の 数 を 減少 せしめ る こと こそ 必要 で あり , と 同時 に それ 以上 に 宿主 の 抵 拓 性 を 減 


数 の 減 
弱 せ し め る が 如き は 化学 療法 と し て の 目的 に は むし ろ 程 境 い も ゃ の で あろ 3 


人 細胞 と 腫 更 





158. 腹水 肝 冶 , 武田 肉 肝 に お ける 肥 


細胞 と の 関係 
和田 義夫 , 田村 潤 , 富田 保 和 , 山田 源 信 ( 宇 立 名 古屋 病院 ) 
Relation between Mast Cells and Tumor Cells in Ascites 


Hepatoma and Takeda Sarcoma 


YOSHIO WADA, JUN TAMURA YASUKAZU TOMITA, 
MOTONOBU YAMADA 


PRINTER MG OBERELL OV CHARS HDT), 昨年 の 本 会 に お いて 正常 ラ ッ テ 


腹腔 内 に 吉田 肉腫 接種 を 施し 肥 用 細胞 の 消長 を 追究 し , 狂 瘍 発育 に 従い 肥 用 細胞 が 滞 減 し て 遂 
を 作 第 ILZE ら く 





に は 殆 ん ど 消 失 す る こと を 認め , また 大 網 特 に 乳 斑 を 中 心 と せる 組織 伸展 


腹腔 内 肥 用 細 移 の 供給 源 と 思わ れる 場 と し て の 乳 班 の 態度 を 触 察 


at 
IS 
= 


E 
出し た の で 詳細 に 報 舎 し た 。 同 時 に 肥 用 細胞 題 粒 の 主要 成分 で ある 酸性 粘 f RET (コン ドロ 


た が 特に 有意 


チン 硫酸 , へ パリン 等 ) VAM CHIR UCHR SEL, その 冊 響 を 観察 し た が 特に 有意 
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PAUSE KIT Has LOGE 


ee 
司 様 に 正確 4 
Ki AT. TE 





で は 4.42 % mb 2.32% と いう 





< we, RAM 1.794 & fe ERATED 
tim rölv 用 細胞 0. 0522 以 下 の 率 に な る の に , 


bo 
で 
ェ ロ 


腹水 時 間 で は 0.4322 で あり , RAAEDS 圭 間 後 で も 0.5322 も 残存 し て お り 


dy 2 we % > lie 
7 っ て 初め て 約 30-40 時 間 遅 れ て いる こと は 幅 
] C4 2 





9~12 日 に 比 


を 行い , その 中 で も 肥 | 


ies . Se ran 日 月 ) キ Herzen Oto LE 
HAN 1A] IOS LEE L り の 減少 時 la: RO c\A 


TERN 





3 1, ı= ZH 


を 認め , それ に 組織 









と 思わ れる 流れ 





£} ュー デー er 
# ha Sh EUER 2: 


の eS us 
aA. LoL CHEE 7 時 間 で は 大 網 に : 隆 揚 細 抱 の 浸潤 高度 と な り , 乳 班 より 





の 時 期 に は 血管 周囲 に 多数 存在 し た 取 


休 に 加え られ た 侵 租 に 対し , 主として 大 網 乳 斑 ょ り 組織 球 


こ 何 等 か の 役割 を 演ずる も の と 思う 





技 の 解明 に 努力 し た い 。 
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159. IMAM © BEF RoHS 
荒川 Kr RteRA GI KEES RS 


Studies on the Subcutaneous Tranplantation 
of the Usubuchi Sarcoma. 


IWAO ARAKAWA, SHICHIRO KOSUGI 
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138 の thet 形 細胞 A Hz 
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1 年 半 に お よん だ の で ある , 最後 の 例 が 自然 治 


ER a wake Li fe ¥ I 7 Nepver sms 
MESH BV TREND ON EB 





=, Ley OO) Ay 時 ft. 2 レ が < ele 
DOAEDMAENERIELTIELNR 

Lyd. > oh empress 1>- Port AS) LE RE T に コ 
DIL am EET A) 多肉 腫 は SEN] xi ta ERTL DIR KN 7 AP = 








EDT BP eh HERG) 2) )> ala 
+ DZ CHES Ht て いる に 反 LE Ls 腹腔 内 に お いて は 正常 





rt Arm 
) は 大 食 細胞 


位置 へ と 変化 し 妙 ! 





ET = < に be 2 Be - 当っ IE u 2 
また は 当 球 ) で ある た め に , これ に 相当 する 種 瘍 細胞 で ある : 








AA NF-F ver ah 
AMM) の 腹水 
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+ ュ ユー FEN Rape Ty Set: 
IC GRO FERKOFH 


~ EE デラ ティ) He 7, 724 += Ber 3 
移 を 認め た の みみ で あっ た 。 HELE 





で の 日 数 は 21-56 日 で あっ た 


と 紡 鍵 形 細胞 肉腫 の 中 間 型 で あっ 





se tia. + 7X ae Hep 221.7 & 
RBs Os | jj に お いて O PY Z 
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な わ ち 120-2008 の も ふ の を 故意 に 使用 し た 場合 で あっ て , WE の も の を 使用 し 





LEK HAZ © Bhi 





1 = 
な 影響 を 示さ な か っ た の で ある が , 


暖 水系 の も の を 皮下 組織 に 移植 する と き に は 体重 の 大 きい も の は その 移植 に 対し て か な り 著 明 





に テッ ーー ンー に >» > > 時 no ES, + Ter “Ar A> ヒー エク 
と を 示す よう に みえ る 合 は 比較 的 大 量 の 腫瘍 細胞 が 一 局所 に 移 





Ki ey er A ク - T) 4% WAR AZ E u 2 4 aa CE E.r- 3° 1. 
西 さ れる の で , その 後 の 増殖 は 比較 的 容易 で あり , DLIEB AERO ARE, 移植 の 手技 が 大 き 





, 腹水 円 瘍 の 移植 の 際 は 生理 的 食塩 水 に 稀 和 駅 し て か な り 広 範 に 拡散 され , 


四 さ れる た め に 個体 の 抵抗 力 が 大 きく 現われ て くる た だ ため に , 体重 の 






会 性 と な る の で は な か ら う か と 考え て いる 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


160. 面 聞 の 肺 臓 転移 に 関す る 実験 的 研究 補選 


( エー フレ リッ ヒ 腹水 : 冶 に よる 実験 ) 
坪井 香 容子 , 鈴木 定 雄 (名 古屋 市 立 大 学 医 学部 病理 学 教室 ) 


Experimental Study on the Formation of Lung Metastasis 


Zz 





in Ascites Cancer of Mice 


KAYOKO TSUBOI, SADAO SUZUKI 


x Ip» ZN PPT Ek 

4 > A i ! 
= ー riet =ı 2.8 
ES LT hifi fi AS (#297 LIE 


ー ル リッ ヒ 腹 水夫 





u ヒュ クマ と he JERRY, 47 Ia 日 日 上 

Ik PERS Lama) 0.2cc lk 5 30 Hi 
rated 4-2. AN 5s 2; 5 
至る 威 を 検索 し た 。 : は 必ず し ゃ 一 致し 






認め 得 と tr 


> 得 られ よ 
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rn 


に Hp etz = A Fa iF し 遂に ! IRRE な 





ご きき 内 TH 


a られ る = の 実験 FE IE 腔 内 ! こ は 】 栓 寮 性 , 
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内 に 腹水 交 を 形成 せ し め た 廿 日 民 に 同様 な 実験 を 行っ た が , や は り 毛 細管 内 に し ば 
し ば 腫瘍 細胞 の 栓 寒 介在 を 見 る が 肺 胞 内 保 入 増殖 像 は 前 者 に 比 し て 少く , 腫瘍 結節 形成 に まで 
は さら に 少 い 傾向 に あっ た 。 す な わ ち 一 面 的 に は 何ら か の 腫瘍 免疫 現象 が 関係 する も 








考え られ よう 
また 腹水 の 尾 静脈 内 注入 を LEE 3 回 行っ た が , この 場合 に は 1 回 注入 例 に 比 し て 極め 
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= RR = ム 1* vr IE = な ni) ナー- kama Att ee AS yr SES Z 
HI, THD DRE SIO Hiheic Se eK LB, AMOR AD MEME ICRT 2 








多 か ら し め る の は 当然 で あら 5 が , BET 


BRA S ISAM DO HAC ADS WA IRF Sh, ある い は また 毛細 
S VES AMD BEANS ED RV ERR TS Eh FI on A 5, 何ら か 


REAR & BEL CS 















pase 7:72) Emulsion DREH 


組織 を 細 砕 し 約 5 倍 量 の 生理 的 食塩 水 で Emulsion を 作り その 0.5cc を 世 日 5 


WT 








MLSE L LT HPRPIK ERITH LO RPERR, D3 
7c L BASE Mes め 得 た 。 し か し て 腹水 注入 例 で は 動脈 周囲 に 





層 と 内 弾力 板 と の 


ER ny ae 
) め な か っ た 。 す た なわ ち 





路 害 部 に は 壁 立 性 の 風間 


Bpimein 





BER ER a [ES 3 st aor.) > GLA _ を 
ま た だ われ われ の 少数 の ZZ CHL EDMAN られ な か っ 








fe いずれ に て も 腹水 の Bi ale Es 人 例 の 所 a aoe r る 存在 の 
iS Th SREB 













腹水 fa, 腔 Eo 
3. KO FEAL RG 


ML, 目 後 か ら 50 日 に 至る ま 






(に 達し た も 
(Pe 乃至 中 17 ee Fd EH に 向っ て し ば し ば で 市 her ANT i 
LYE OAR BAK KH 2 Ar» Ohh 











# は 極め て し ば し ば 退行 崩壊 






原発 性 也 問 等 で 問題 と な る 経 





し か し て 経 気道 性 に 侵入 


は 肺 胞 内 より も むし ろ し ば し ば 気 





161. Brown-Pearce 系 家 兎 痛 に な ける 青 粘 膜 の 変化 
に つい て 。 殊 に 転移 形成 に つい て 
菅原 保 二 (過大 津田 外科 ) 
Studies on the Pathological Findings in Gastric Mucous 


Membrane of the Brown Pearce Carcinoma 
Rabbit. Especially on its Metastasis. 


YASUJI SUGAHARA 





EERE > AAR GAY AL HERZ SAS 
A a NV TAT と じい マブ 7 





Gary 


ABR KURT, 






TBIATIA, AKALDITIEERE LE 
READ / PSV RAB AROS OZ, BEL 


T PREG ML 
ae eS 





REIT OFEN, 粘膜 聞 質 に 
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ELLE DSDS, 





MEER: 





Zei EIS 















ie) 
i? 2 
RRS 7. 
shies CEH L, MIE EN 
問 層 , あ ASO a, LOSE TIER 
られ る 





目的 に て, 





分 枝 聞 に お ける 胸 合 は 極め て 多い 


= 
>> 
ut 


Ai 底部 に 長く tt 物 カ MER} 2 し 機械 的 東 RR 





「 性 転移 に 好都合 と な る も の と 考え る 、 





(15g 前 後 の マ ウス に 毎日 1 回 4 日 乃 玉 





HAHN 0. 1 一 0.2 2C・C・ ( 5 MR) を 体 





20 EH LT 頻 回 注射 の 10 日 以上 の も る の に お いて は 粘膜 上 皮 





g 体 崩壊 浴 と な り , 





配列 不 規則 に し て 核 染色 不良 , 


筋 居 に は 円 形 細胞 の 浸潤 が 見 られ る 。 








崩 粘 嘆 上 度 が 障害 され て 生じ た も の と 考え る 。 
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162. 犬 の 臨床 上 所 主 伝 染 性 の 外陰 部 肉腫 に つい て ( 其 三 ) 


放 瘍 の 液状 伝染 と 分泌 液 内 肉腫 細胞 の 染色 体 に つい て 
EUCH, BEER. HE KY 


\ 
4 





Study of the Clinically So-called Infectious Venereal Sarcoma of 
Dogs. (83rd Report). Chromosomes of Free Sarcoma 
Cell in the Secretion of Venereal Sarcoma 
of Dogs and Fluid Infection Among 
Dogs by Free Tumor Cells. 


FUMITOMO WATANABE, TOYOJI HOSAKA, MIDORI AZUMA 





RD MEERA IE OD HIGH 


wa 






NIV IB ALI FB ry 7 ZEHN OF 
AA HRC BED HH 


RAED ILD BIBS ISD. HEAR AIO 1 例 


COS DMDARWAAD MUD, 特に 細胞 分 像 の 状態 と 染色 体 に つい て 錦 察 を 行っ た 


er ee ee er 
DON, TIEDOWENNEFI LS 


RATED 47MIN AM OFFRE > AORTIC RUN TER TO FE 





に ある が か, 時 に 偏在 する こと が ある 。 急 質 に 乏しく , 小さ い 円 形 の 核 小 体 1 個 を 有 し , まれ に 


2 fi し , 塩基 性 に 染まり , Fark erh 
Zi 全く Al CHERTCHS DIA DEP JIB EC AES 
a き 相 当 数 の 多 形 核 白血球 , BLOGRO | WRERY EZ, 
ae, DAV II Ab bons, BRN AD OFIDAAICR GREY Pho THRO ASS 





落す る が 如き 所 見 が 認め られ た 

ダー リア 押し つぶ し 染色 法 : ガラ ス 管 の 細い ヒ ベ ペッ ト で 騨 瘍 細 物 を 含む 液 を 吸引 し , その 
- 洒 を スラ イド グラ ス の 上 に の せ , それ に 大 体 同 量 の アセ ティ クダ ー リ ア の 液 を 落し カバ ー グ 
ラス を か - け 2-3 分 放置 し , その 後 強く 上 か ら 押 し つぶ し て 余分 の ダー リア 液 を 排 只 し , バル 
の eS ラン ア 4S CH CS 
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ダー リア 押し つ . ぉ し 標本 に お ける 一 般 的 所 見 : 少数 の 白血球 を ま 





トラ ーー) Aa RS PS tee 
2 LAD, HUES FE 


U 
に 近く FR THRO AMMA DS, AMMIGOAS SILKAK-TECHILEOITDHSYO, 


介在 する も の 等 が あり その 大 き さ は 大 体 一 様 で 大 部 分 が 円 形 , 類 円 形 。 や や 偏在 する も の は 椿 


出 


Als は 両側 また ! 


が 小さ く 湊 染 し , 細胞 質 が 5 一 10 倍 以上 に 達する も 


に か な り の 大 








a “ 
Pe 7 
7 デュ 





トー 
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ou 





a N 00 © 


! (いや の es 


HED, 中 心 に 大 き な 仁 1 個 を 有する も の が 多い 。 細胞質 は 比 校 的 豊富 で あっ て 円 形 。 あ 





は 一 方 に 三角 形 , 知 状 , 突起 状 に 出 て いる も の が 認め られ , 変性 
の も し ば し ば ある 。 小型 と 大 型 の 細 抱 と の 
き さ の 相 異 が あっ て 核 も 172-183 位 の 大 き も の も まれ に 存在 する 。 小型 


BEL, 圧 師 の た め に 全く 紡 経 形 と な っ た 核 も 2-3 HS. また 非常 に 小さ く 濾 


Fu, +. [DI ber cy ズル の Ir Lm ゞ モ | ® = 1 +P 22 ‚Is 3 2 LmHira° ı re 
SLAY, Sat, 腎 形 , 三角 形 の 細胞 が 見 られ る が , これ は 鞭 だ 少く , か か る 細胞 が 単 球 , 


い は 内 細 胞 か 赴 引 が 困難 で ある 。 SBE 


H 拘 の 半分 以下 の 大 き さ で , これ が 対 を な し て 存在 す 








pe Bee : - 
VW mitt i CHE MAILE ad られ な く っ る 
1. 細胞 分 裂 顔 変 (分 裂 総数 1012 HF) 
の 7 — IE 
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2 た RERROES = 
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ン 省略 ) 核 の ブ 










—7.0x6.4, 


ヽ 大 体 共通 


Ne a 


7.0X7.0。 ; 11.6X10.4~16.2x 
分 像 所 期 に ある 細胞 の 大 き さ ;10.4xX9.9-13.3x12.2, 核 , 8.1X5.8-9.3x8.1 分 
牌 が 正常 休止 核 復 帰 に 玉 ら ず 核 膜 


a ran TEN FA a 
UTES D) DMEDORE SE (51775 て ur 0x10.4。 校 (1 く オ ュー -(5 


〇 1 
oo た N 


oT 
LmArZA. Bu A 。 へ アダ! AH っ 4x7 4419 て の tet >ー DL ュー 
細胞 分 像 所 見 : 分 像 各 期 (前 期 , 中 期 , 後期 , 終期 ) に ある 分 裂 像 が 見 られ 特に 中 


a. テニ ーー また バダ 
か 多い 。 ま た 一 核 分 像 


ハー 


く て 一 般 に 太い 。 核 板 の 中 心 に ある 染色 体 が 粘着 し た 如き 分 裂 像 が し ば し ば 見 られ る 


の 広がり は 一 般 に 不 充分 で 核 板 は 小さ い 。 分 決 液 内 自由 肉腫 細胞 の 染色 体 数 : 総計 


の 計測 : 正常 休止 核 細胞 を 大 , 中 , 小 の 
>; 大 体 11.6X11.6-19.7x17.4( ミ クロ ン ) (L 
3 9.3X8.7~11.0X9.9, 
X4.6~5.8x5.8, 仁 の 大 き さ ! 


ES 


iR, 中 


ar 


’ 


い 洋 巴 球 様 の 細胞 の 大 き さ は 4.6x4.1- 


15.1 次 に 


xs +i 
DET = 


+ 期 1D も 


BRA, SPRL, 染色 体 の 粘着 等 も 見 られ た 。 柴 色 休 の 形 は 


61 (AD # 


の 


は 


染色 休 


ID AERC OV THAT, 柴 色 休 数 の 変異 は 43-62 を 示し た 。 そ の うち 54 と 56 の 


At 


数 の も の が 最も 多い の で 54 また は 56 ある い は この 数 に 近い 数 を も つ 細 胞 が この 


の 外陰 陰 都 | K 


OPERA CHA LEN EMANDZ, ( 婦 部 省 科 学研 究 頃 に よる ) 


163. 可 移 植 性 家 鶏 肉腫 に つい て 
増山 忠俊 , RRA. 太田 秀夫 (愛知 県 鶴 生 研究 所 
Observation of a Transplantable Fowl Sarcoma 


TADATOSHI MASUYAMA, JUSAKU GOTO, HIDEO OTA 


全 ま る 家 建 肉 貴 の 研究 は 大 島 教 室 の 広 汎 な 研究 に 








RE; (ABUT RY) に 個 然 新種 


われ われ も 昭和 29 年 3 月 15 日 所 内 飼育 中 


AS 11 世代 に 達し た の で 今日 まで に 得 た 所 見 を 供覧 し た 
。 解体 に 際 し 左肩 有 池 骨 部 ほとん ど 全 経過 に 
YOM FL Ut, 硬度 比較 的 軟 , 割 面 灰 百 半 透 明 。 多少 粘 入 性 に て 胸 豆 筋 組織 | 
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し 胸腔 内 面 に 達 す 。 EB, Ali 2 僅 大 全容 灰 白 半 透明 白 豆 大 以下 の 結節 に より 占 居 せ ら 











れ 割 面 粘 策 性 強し , か つ 一 部 後面 は 壊死 高度 し か も 胸壁 助 膜 と 固く 疹 着 の た め 捕 出 に 際 し 容易 
に 月 壊し 壁 内 面 は 腫瘍 残骸 組織 の た め 不 潔 と な る 。 右 肺 。 療 着 な く 大 さ 1 倍 半 大 , 所 見 左 と 同 
th 00m, lie ne wea EGRKIGA RD 0 HEED — Mic 
een. 1A, 心 失 部 に 


近く 2 個 さ ら に 前 記 諾 房 膨 隆 部 は 白 豆 大 結節 を 形成 する 外 内 膜 の 一 部 に 出血 班 あ り 。 肝臓 。 大 
さき 僅か に 小 に て 貧血 性 中 葉 の 上 下 に 米粒 大 お よび 白 豆 大 の 表面 に 提 際 せる 黒褐色 結節 (血腫 後 
述 ) あり また 辺 縁 部 に 小豆 大 灰白色 半 透 明 の 結節 あり その 切 耐 は 実質 性 。 腫 , 腎 , 隊 , 胃腸 そ 
の 他 に 肉眼 的 に 結節 その 他 の 変化 は 認め られ な い 

2 発 部 の 比較 的 新鮮 な 所 は 細胞 成分 に 富 ろ 繊維 芽 細 和 胞 が 東 状 に ある い は 


か し 他 の 部 分 に は 腫瘍 細胞 の 配列 粗 に な る と と も に 粘液 産生 著 明 
と な り そ の 高度 な 部 分 は 胞 功 状 。 同時 に 粘液 を 充満 し た 円 形 細胞 が 出現 する が これ ら は 
ほとん ど 壊 死に 傾く また 或 部 で は この 細胞 が 著しく 巨大 と な り 印 鑑 状 を 呈し 多 

移 征 の 組織 所 見 も 各部 と も 原発 千 と ほぼ 同様 に て 意外 に 敏 小結 節 も 粘液 化 は 著 明 で あり か か る 





も の は 胞 窟 状 で ある 。 た だ 肺 は 概して 実質 性 に , 肝 は 胞 癌 状 結節 多く 心 は 浸潤 性 で ある 。 

3. 移植 実験 , 移植 は スチ ッ ク お よび 誠 剤 と し て 両側 胸壁 度 下 に 行っ た 外 , ABEMICES 
し た 粘液 を 吸引 接種 し た も の も ある 。 HARTER 1 年 前 後 の 百 レグ お よび コー チン の 雑種 
に て 以下 の 如き 結果 を 得 た 。 イ ) 10 世代 まで の 移植 総数 計 23, 全部 腫瘍 死 故 移植 率 100 
2 で ある 。 7) 生存 日 数 最短 13 日 最長 103 日 平均 40 日 弱 で ある が 13 日 死亡 は 他 の 疾病 
FFE LEOCAMHACHS. 2>) 乳剤 ある い は 粘液 の 度 下 移植 は 主として 筋 膜 等 を 伝っ て 増殖 
し し か ゃ も 粘 疲 産 生 が 著しい た め 下 方 へ 墓 延 の 傾向 が あり 胸 届 か ら 脚 の 内 外面 に 拡がり 内 面 は 股 
関節 に 波及 する 。 こ の 際 所 々 に 小結 節 を 形成 する が それ の な い 例 も ある 。 ま た 筋肉 内 等 に 移植 
され た 時 は 主 に 結節 状 胎 須 性 に 増 欧 し 中 心 部 は 壊死 遊 難 す る た め 壊 死 組織 片 お よび 粘液 を 充満 
た 一 大 空洞 化す る 。=) 移植 総数 31 全 例 甲 転移 が か あっ た 外 腎 3 例 お よび 頸 部 か ら 食 道 周囲 
を 伝い 腺 胃 の 周囲 また は 縦 隔 徒 か ら 心 外 膜 に まで 拡がっ た 例 が 4 あっ た 。 組織 学 的 に は 時 お よ 
OFF (少数) に も 転移 を 見 た 。 ホ ) 腹腔 内 移 丁 2 回 4 例 中 3 例 は 主として 指 種 性 に 増殖 し 1 伊 
の み 筋 胃 の 周囲 に 手 省 大 結節 を 形成 し た が 恐らく は 棚 膜 下 に 接種 され た た めで あろ ぅ 5 。 へ ) 第 
2 世代 移植 と 同一 材料 を 乳剤 と し て , ガー ゼ に 浸し デシ ケー ター 内 で 乾燥 1 ヵ月 後 2 羽 4 ヵ所 
度 下 に 挿 信 し た が いずれ も 陰性 に 終っ た 。 ト ) 2 回 に 長 り 7 代 23 号 か ら の 採取 材料 を 減 菌 蒸 
溜 水 に て 4~5 倍 に 稀釈 し , ザイ ツ 東 洋 渡 紙 No. 85 を 用 い 濾過 後 渡 液 2cc を 100 HHO 
- 側 度 下 に 接種 。 対照 と し て 非 濾過 材料 4 一 5 倍 稀釈 を 他 側 に 接種 し た 結果 対照 は 2 回 と も る 陽 
性 で あっ た が 試験 側 は 陰性 で あっ た 。 な お 凍結 乾燥 その 他 に つい て は 実験 継続 中 
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+) SFA 33 例 中 7 例 時 に 高度 の 壊死 と 大 小 の 血 風 形成 が 認め られ た 。 こ の 変化 が 何 に よっ て 
こる か 追究 中 で ある か が 小 は 米粒 大 内 外 か ら 大 は クル ミ 大 の 血腫 が 形成 され 時 に これ が 破壊 し 
TRENNEN CHEE LR AA Bor. 組織 的 に は 肝 の 壊死 付 に 血行 境 旭 も 手伝っ て 血 幅 が 結 


成 さ れる も の の 如く な る も 腫瘍 と の 因果 遇 係 も 無視 され ぬ で あろ うぅ 5 


164. 8] FGA PEER BEST ME ic OUT 
馬場 恒男 
A Transplantable Fibrosarcoma in Hybrid Parrakeet. 


TSUNEO BABA 


(Cancer Institute) 


Since the successful acellular transplantation of the chicken sarcoma by P. 
Rous (1911) and A. Fujinami (1911), the transplantable avian tumors have offered 
many interesting data in the field of cancer pathology. In spite of great popu- 
larity of macaws (Melopsittacus undulatus) as cage birds, a malignant neoplasma 
occurring in them appears to be rather infrequent. Six carcinomas and three 
sarcomas have been reported in the literature (Fox, 1923). Only pathohistological 
classification of them is available. No attempt of transplantation has been stated. 

The present report is concerned with a strain of spindle-cell fibrosarcoma 
incidentally found by Prof. Koji Muto in one of his pet macaws. Serial trans- 
plantation was successful and acellular transplantation was attempted by the 
author during 1954. 

The original tumor: A thumb-tip sized soft rounded mass was incidentally 
found in a yellow hybrid macaw. This was excised and small portions of the 
tissue were implanted in two hybrid, yellow & green, macaws. The initial host 
died 2 weeks later with locally recurrent tumor. 

Serial transplantation: Serial transplantation was successful in high percen- 
tage (6/7) to the fouth generation. Average survival of the birds was 40-50 days 
after implantation to the subcutaneous tissue of the thigh, as seen in the diagram. 

Histology: The grey-white, soft elastic tumor consisted of homogeneously 
proliferated spindle cells with scanty interstitium. Necrosis occurred infrequently. 
Mitotic figures were abundant. Metastasis occurred only once in the 3rd genera- 
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tion with infiltration of the peripancreatic — seeraion も ‘ 
tissues. - 念 

Acellular transplantation : 

1) Freezing & drying: Tumor tissue (2 g) 
from the 2nd generation transplant was 
homogenized in 5ml saline, divided into 5 
amples, frozen-dried at 0°C, and kept in an 
ice-box. 

Distilled water suspension of one ample war 
after 15 days in dried state was injected to me 
a hybrid macaw. Tumor failed to appear 
till the 40th day. Result of second inocula- 
tion of the same material was also negative. と 
The bird died 40 days thereafter and showed Me 
no sign Of tumor at autopsy. 





Two other macaws were inoculated with 
the same material after a preservation period 
of 55 days. One died of pneumonia on the 2nd day, and the other survived 
120 days without tumor. 

2) Preservation in 50° glycerol: After 15 days preservation of 1.5g of the 
2nd generation tumor tissue in 10 ml of 50° glycerol at 0 C, a macaw received 
subcutaneous inoculation of the material. The tumor again failed to appear 
within 40 days. The same bird was then inoculated with the frozen-dried 
material. it survived over one year without sign of neoplasm. 

3) Filtration: 3.0g of fresh tumor tissue of the fouth generation was emulsi- 
fied in 5 ml Hartley’s bouillon and filtered through asbestos sterilising film (No. 
85, Toyo). Two macaws received inoculation of 2 ml of the filtrate each. Tumor 
has been negative for 10 months. 

4) Traumatization: In view of metastatic appearance of chicken sarcoma at 
the site of traumatic lesion, the skin of a 2nd generation macaw was injured 
with transplanting needles. No tumor appeared at the traumatized sites. 

Preservation of the material: The frozen-dried material has been conserved 
at the low temperature in ice-box. 

The tumor material was rendered available for study by courtesy of Dr. Koji 
Muto, Prof. of Pathology, Tokyo Medical & Dental College. 

REFERENCES 

1) Rous, P.: J. Exper. Med. 12 : 696, (1911). 2) Fujinami, A.: Trans. Soc. Path. Jap. 
1 : 336, (1911). 3) Fox, H. ‘‘ Disease in captive wild mammals and birds’’. Philadelphia, (1923) 
4) Oshima, F.: Trans. Soc. Path. Jap. 40 : 13, (1951). 
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165. 北海 道 ( お け DR 集団 検診 (第 1 ER) 
小林 治 人 , 岩永 俊一 郎 , 小阪 F 
Mass Screening of Cancer in Hokkaido (First Report) 


HARUTO KOBAYASHI, SHUNICHIRO IWANAKA, TOORU KOSAKA 








方 法 : スク リー ニン グ の 方 法 と し て は , MCR. Pyramidon HC £ SRLS, 6x6 
ig’, Papanicolaou BRAD), 栓 診 対象 は 胃 瘍 ・ 子 een 3 つ 


ts た の ちあ る 老 Fil EX 564 名 に 実施 し た 















に の Iirzosehtae ] - ane テレマ = 2: 
KF Per Da BAER LAOH 435 名 中 82 名 , FARA HRIC LES 
各 中 18 名 , AED 17 名 中 6 名 . その 他 の 部 倍 の 受診 者 4 名 中 1 LORS 

検診 Ff Ww IEO 出 LTE @ れ ら 107 名 に つ LG Fi BER a Dae hi LER た 結 . Rit, BA 10 1» (2.377), 


BENE 4, TEL (0.9%), BET A240 Wil BLO [REM] 患者 を 発見 する こと 


Wi の 検出 FIT 1.9% twee 5% な お SAS 検診 湖 の 副産物 と し て 胃潰瘍 30 








名 , EN 18 名 , HERA KH STEEL 名 を 発見 し て いる 
栓 出さ ELF $ 手術 可能 の MT, FH ASHE C4 >< 手遅れ の 症例 が 








0 あの の 7 や (こと) と 2 や パー - 本 検診 が - 応 の 目的 を 果 し た ET, Tr 意 un ’ 
HE) 予防 対策 上 , BHRBORMILE Hl 患者 の 検出 に 有効 な 方 法 で ある と 信ずる 。 し 


ı eee EHRE | > ンー キィ ーー 
LFOHN PHAN | IKT し て 


う ス クリ ー ニ ング の 方 法 が どこ まで 偉 力 を 発揮 し 得る か 





は 理 求 の 検討 に 供 た ね ば な ら な い . な お , 今 加 わ れ わ れ が 採っ た 検診 方 法 の 中 , 胃 冶 の 検出 に 





きる 方 法 で あり , ( 適 中 率 は 85.79) MCR も 適 中 率 は 余り 高く 


者 の 中 。 3 例 は 他 の 検診 方 法 で は 全く 所 見 が な か っ た と ころ か ら , 





Be 2 (wir テ ES HZ 
> て は 用 うる 1 ] 値 か ある と 考え られ る 。 
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166. 奈良 県 の 始 に つい て (第 5 報 ) 
奈良 県 在住 者 の 最近 5 ヵ年 間 の Biopsy DAHER 
ERAS, 青木 秀夫 , BEER, 市 場 邦 通 , 伊東 信行 


zn ur PE EY Re f "7 r eS) 
On Human Cancer in Nara Prefecture (5th Report). 
Statistic Observation on Biopsy Cases in Nara Prefecture, 
from 1950 to 1954. 


HISAMASA SATO, HIDEO AOKI, TATSUMITSU ITANO 
KUNIMICHI ICHIBA, NOBUYUKI ITO. 


+ > em ı 1 } L,ı1> IE eee Se ー イ < た 
ほほ づけ が な い 。 われわれ は 問 死 亡者 数 を より 正確 


As ey tf oe ee r = 
奈良 県 の 培 死 亡者 数 に つい て ! 





拒 所 する た め 昭 和 25 年 より 29 年 まで の 最近 5 ヵ年 聞 に 当 教 室 が 行っ た Biopsy の 内 , 本 


プー ムー ゴン NE 7 SSL EES we 2 
PEELER OA ENC ON CATA 2 TT ore 


ルリ セ ラニ 2 


= 





ay ae se pa er oe ho IS REE Beaty 1 pe - ie 
N SITE LIE CASAS ER % te DIR A ATED AS 


T Lc 


第 1 表 27 例 の Hm 学 的 分 類 
> & 症 X % 


は | 3 良 E 103 8.1 
S = 151 35.3 

ss 1 = 良 ies $7 3.6 
= Me 36 2.8 


5 \ ß 13 1.4 

Hl 681 53. 4 

4 se Me 91 ean 

R fr i 特 3 価 251 19.7 
N # 341 26.8 

a iff 92 7.2 

= oA そ > 他 161 12,2 


Rn 計 235 | 19.8 


計 1276 100.0 








(#) BIER; LRM BATS 
$B; she aa り BAS SMS 
FIR; week BETEN 
SNK; HERR UV BATS 
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Bix 681 Bi, 53.4% CLOW 


例 数 は 1276 AHTTONRIELRIITRT, Chic inisi 


は 451 例 で 全 隆 瘍 の 66.222, AERO 35.322 に 相当 する 。 表 の 中 で その 他 と い 5 の は 正常 





Fy 133 42 | 175 


ty 

i 

C1 

〇 ゝ 

ol 1 

〇 ゝ 1 

me Ww 
= bo CO 


FE 0 33 33 


22 | 5 27 
3 Fa 1 10 21 


+ー 
am 
ol 

bo 

oO 


巴 

x 5 5 10 
腸 (LAG % ) 6 3 
AG 大 F 5 3 


an 
Oo 
fer 
に こう 
Nero DS の ee» om の 
Co の どら oo どい は は ょ won w ef 00 


ト ら 0 ew 
— 





第 33 (hoe & th MR 
k + yee | 最低 年 人 | Mer Arme 
~ u | ae oe, ow) eT 4 
女 42 52.1 28 67 
rer = 31 70 47.5 








Kr 
wg 











婦 13 51.5 24 74 
- a 男 22 er 54.6 40 74 ne 

婦 5 63.4 50 71 
A e «FF 11 gk 51.7 35 66 53.5 

婦 10 55.7 29 69 
ト " 15 ae 59.4 31 74 49.1 


E 
女 5 42.2 28 61 








4. # 5 10 54.8 37 72 53.1 
x 5 51.4 38 72 











組織 , Se, 壊死 , 脂肪 組織 な ど 生 検 に 不適 標本 で ある 。 第 2 表 は 451 MOMMA GBS, El 
項 し た 。 こ の 表 に よる と 胃 冶 は 175 例 38.89% CTHH KEIIELEED REIT 3 倍 で あ 
2. HERO 14 例 3.122 は 転移 を 来 せ る も の で 原発 部 位 の 切除 不能 の も の で ある 。 こ の 内 
に は 骨 冶 の 光 巴 角 技 移 が あり 胃 冶 の 症例 は さら に 増加 する 。 喉頭 毅 な ら び に 上 顕彰 は それ ぞ 
27 fi, 6.0%, 20 例 相 422 で 両者 と も 男性 は 女性 の 3-4 倍 で あり , EEE, Ait Skis 
ほぼ 同数 で ある 。 第 3 表 は 病 症 例 中 比較 的 多い も の を 選び 年 信 的 観 察 を 行っ た 。 こ れ に よれ ば 骨 
HED VBE RIS 52 才 で あり 最低 年 信 は 男女 と も 20 才 台 に 認め られ る 


ai 
RS 


へ に 
oO 





Hi, 乳 痛 は 平均 年 令 47 才 で 一 般 に 若い 。 RIES 24 才 か ら 最 高 年 令 93 才 ま で あ 
り 比較 的 に 青年 か ら 高 年 に わた り 認 め ら れる 。 第 4 表 は 症例 数 の 多い 騰 器 の 組織 学 的 分 類 で あ 
> RID PEE BAR, 円 柱 上 皮 韻 , 単純 編 そ の 他 の 癌 の 4 つ に 別け た 。 胃 な ら 

円 柱 上 皮 培 が 最も 多く 各々 62.9 22, 80.9 2 を 占め , FR, 皮膚 , 喉頭 で は 扇 平 上 皮 瘍 が 


各々 716.9%, 67.9%, 88.8%, で あり 上 句 痛 も また 選 平 上 皮 痛 が 過半 数 を 占め て いる 。 愛 房 


ON 


CMDS. LAO REEL ERED S 5 oT HODZOMDKEDANLIKE 
第 4 表 +: ERE Ho 組織 学 的 分 類 
SAE GS 
組織 診断 HFEREBERBELRE Mae zoho Ri home | その 他 の 
. AR いい i Bu LG RE 52 968 Er Zoho 1 om ot 
& 0 110 の | 
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ww 
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第 5 表 問 ( 組 織 診 断 ) に 対す る 臨床 診断 の 補正 








4%: ” 子宮 藤 部 AB EM wR 直 腸 +38 

RER 例 数 
Bi RY IR 175 52 33 28 27 21 20 
en 164 | 46 30 | 20 24 19 20 





非 a 11 6 3 8 3 2 0 
(2°) (6. 3) (11.5) (9.1) (28.6) (11.1) (9.5) (0.0) 
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性 相 燈 が 多く 含ま れ て いる 。 第 5 表 は 臨 宋 診 断 に 対す る 
は 組織 学 的 こ 癌 と する も の 174 BIO 5 SER DH 





も の は 11 例 63% CHok, ECR CHRP MING CH OIL 17 Ach 
っ た < 子宮 RD RIEMD OTHER 10% で あっ た 。 Ei 





で は 386% の 非 喜 が か あっ た が 上 吾 彰 に は 存在 し な か っ た 。 主要 臓器 の 組織 診断 癌 の SCH 
PRBUTIERAD 4 OAH 10 22 含ま れ て いる こと は 注目 すべ きこ と で あろ 2 う 。 


167. 奈良 県 の 冶 に つい て (第 6 報 ) 冶 死 亡 数 の 適正 な る 推 守 
に 関す る 研究 佐藤 寿 昌 , 武内 重 五郎, Wa, PHS 


(奈良 医科 大 学 , 奈良 県 衛生 部 ) 


On Human Cancer in Nara Prefecture (6 th Report) 
Investigations on Proper Estimation of Cancer Death Figures 


SAMASA SATO, ZYUGORO TAKEUCHI, SUMIYASU YAMAMOTO, 
TOSHIYUKI NAKAI 


ZAROHFELIEN RAS EL dH SA, CHIT, 生 検 等 の 裏づけ が な い 。 ま 
な 理 づけ を すべ て に 求め る こと は 現状 で は 不可 能 で ある 。 冶 の 診断 は 一 般 に 困難 な 場合 





か 多い か ら , 死亡 届 に よる 交 死 亡 数 を も っ て 直ちに 実数 と みな すこ と は 不適 当 と 思わ れる 。 わ 


Jr BET 


NANIFELCHONERAHERAZRBSALEL, 普遍 性 の ある 調査 方 法 に よっ て 将来 の 広 





江 な 調査 の た め の 基 礎 資 料 を 獲得 する こと を 目的 と し て 以下 述べ る 調査 を 行っ た 。 


+ 


META: MPELTOAVAAHFIERD 8 ヵ 町 村 ( 旧 様 原町 , 大 宇陀 町 を 除く ) の 昭和 
28 EHDBFEL 324 (うち 瘍 死亡 数 50, 万 対 16.6) 





D(-?) 非 癌 と 推定 し て ほぼ 誤り な いも ゃ の CHR LAN IRS 全く 存在 し な か っ た 


E(-) 確実 に 非 癌 と 推定 し 得る も の 。 
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Bl] 表 RRR S RM POR RCH RA HSE 
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HEFT: 判定 方 法 , 調査 能力 を 勘案 し , 将来 の 調査 法 の 基礎 を 確立 する た め に 標本 調査 
法 を 採用 し , 層 別 無 作為 抽出 法 を 用 いた 。 層 別 は 死亡 県 に より まず 瘍 , JRC bt, JEM 
死亡 の 稀 な 30 才 未 満 の 死亡 者 お よび 外因 死 を 対象 條 と し て 調査 か ら 除 外 , 次 で 残 会 を T, I, 
の 3 つの 層 に わけ た 。 す な わ ち 

| 交 と 近 緑 関係 に あ っ て 冶 を 妊 い 得る 可能 性 の ある 死因 , (胃潰瘍 , 老 妄 等 ) 

問 を 圧 う に は 縁 棚 いと 考え られ る 死因 (結核 , 脳 浴 入 の 急死 等 ) 

I | と も 是 と も 判定 し 得 な た いも の 


RIDA BR び I ’ I ’ I の 各層 か ら 無 f E 為 に 標本 を 抽出 [Se リス ト を 作製 本 遺 FRA RE ま 訪 L3 is 


FE OE : 宜 し 得 た 94 例 に 対す る 判定 結果 は 別表 参照 , この 結果 より 推計 され る A お 
よび B の 推計 数 は 52.3 2.34), その 標準 誤差 は 4.5, 死亡 率 は 万 対 17.4 (0.8 増 ) で あ 
る 。 参考 まで に C を 加え た 推計 数 を 求め る と 81.1 (31.1 増 ), その 標準 誤差 8.3, 死亡 率 は 
SX 27.0 (10.4 増 ) と な る 。 ま た A の 平均 年 令 は 58 +, B の それ は 70.2 才 , ABRERE 


すれ ば 66.5 才 で ある 。 


+, 


Hein: LICCROMO 5 SIT HSAOIENN SS (12% (E,D) 一 2422(E,D,C)) @ 死 亡 届 

の 非 癌 の う DIC EMADHS., QHATSL A+B で は 概ね 死亡 届 の 数 と 一 致す る が , BE 

る の で は な いか と も 思わ れる 。C を 考慮 すれ ば ん ど 確 実に 上 畑 る で あろ うぅ 。③⑬A 群 の 平 
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「 盾 し な い ⑤ 有 B 群 の 平均 年 令 は 著しく 高い (70.2 
社会 的 に 医療 の 対象 と な る 年 令 層 で あり , B 群 に 属す る 





も の は 比較 的 その 圏外 に ある が 故に この 平均 年 信 の 12 才 と いう 差 が 生ずる も の と 考え られ る 。 
と 征 来 の 年 令 別 癌 死亡 率 曲 線 の 示す 如き 70 才 を 超え る と 死 亡 率 の 低下 する 現象 は 存在 し た 
い ゃ の と 推定 され る 。⑧ 今 回 の 調査 方 法 で さら に 広汎 囲 , 大 規模 な 調査 を 遂行 すれ ば , 比較 的 


4 Yl, Ar 2er ar に > に に お ose っ ーー er し 
ECE BTA) で 現状 に お いて 最も 偏り の な い 精 密か つ 適 正 な 馬 死 亡 数 あ 





少数 の 調査 (45 


る い は 死亡 率 が 推定 され , 死亡 統計 に 対す る 補正 を 行う こと が 可能 と な ろう? 





168. HE RT = CSHB ic lt De he の 地理 病理 学 を 的 研究 
中 西 (ar 


f 





学部 病理 ーー HE) 





Distribution of Cancer in Amakusa District, 
Kumamoto Prefecture 


ARATA NAKANISHI 


気候 Lih ES 
MK, ER, 





の 存在 有無 。 環境 の 変化 等 に より , 幅 瘍 の 発生 頻度 に 差異 生じ また 発生 腫瘍 の 種類 に 差異 


Sirk, 
ある こと は 多数 の 諸家 に よっ て 報 吾 され て いる 。 天草 郡 は 全長 380 PH OMERLAL. U 
方 海 に 囲 続 せ られ た 上 離 島 で ちあ っ て 上 鳥 。 TE, 大 矢野 鳥 , 御所 浦島 等 を 主 島 と し その 他 多 数 の 
DIRT DEIN SH 


昭和 24 年 以降 昭和 28 年 に 至 
た と ころ , MARKS SABE. 





1) 本 郡 に お ける 5 ヵ年 聞 の 韻 腫 死亡 者 数 は 650 HT, その 死亡 率 は 人 口 に 対し て 0.61%, 


RU L 5.31 22 CH), 各 村 落 引 に 見 る と 最も 高度 な る 村 は 下津 浦村 で 人 口 に 対し 


1.43%, 最も 低い 村 は 本 村 の 0.11% で ある 。 ま た 沿海 部 の 村落 の 冶 腫 死亡 率 が 比較 的 高 変 で , 


報告 ye Er 






呈し て いる 。 
2) 調査 期 問 各 年 度 の 瘍 腫 死亡 率 の 推移 は , 人 口 比 で 昭和 24 年 0.6 多 , 昭和 25 42 0.5524, 
昭和 26 年 0.62%, 昭和 27 42 0.62%, 昭和 28 ZE 0.65%, 死亡 者 数 に 対す る 百分率 に て , 
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bo 








昭和 24 ZE 4.98%, 昭和 25 年 4.7522, 昭和 26 年 , 5.27%, 昭和 27 2E 5.82%, 昭和 28 

25.76% で と も に 僅か 年 ら 増 加 の 傾向 を 有 し , Finkelnburg, Krasting, Mc Connell, 
Buday, 矢田 ら の 報告 と 一 致す る 。 

3) Deelman, Heinricius は 人 口 密度 大 な る 所 に 病 息 多 し と 論じ , Hirsh, Haviland, 
Behla, 3%, 野村 ら は 人 口 客 度 と 閣 腫 頻度 と は 無関係 な る を 述べ て いる 。 本 郡 に お いて も 諸 
家 の 報 侍 同 様 に 人 口 密度 と 閣 狂 死 亡 率 の 間 に 有 意 の 券 を 認め られ な い 。 

4) 気温 と 閣 腫 頻度 に 関 し て は Behla, Erichsen. Fissinger DOHMH), 概して 寒冷 
地 , 熱帯 に は 痛 腫 少く , 温暖 の 地 に 多い ょ 5 で ある 。 本 和 郡 の 平均 気温 は 大 体 ECHT, AR 
度 の 気温 を 有する 他 県 の 韻 腫 頻度 と 比較 し て みた が 有意 の 差 は 認め られ な か っ た 。 

5) Kolb は 降 多き 土地 は 冶 腫 発生 に 至便 な り と 述べ , 野村 , 片田 は 降水 量 と 冶 腫 死亡 

と は 反比例 する と 述べ て いる 。 本 郡 の 降水 量 は 年 間 2100 RC, 同 程度 の 降水 量 を 有 す 
る 他 県 他 郡 と 比較 する に , 本 郡 の 冶 腫 死亡 率 は 高度 で ある 。、 ま た 本 和 郡 と 同 程度 の 癌 星 死 亡 率 を 
有する 他 県 他 郡 の 降水 量 と 本 郡 の 降水 量 と を 比較 する に 本 郡 の 降水 量 は 憶 か に 多い 。 す な わ ち 

本 郡 の 降水 量 と 癌 腫 死亡 率 に 関し て は 野村 , 片田 の 所 見 と や や 異 る 。 

6) 沖積 層 の 地域 に 瘍 腫 多 きこ と は , Kolb, Prinzing, Hoeder, Frankrau. 野村 , KH» 


ーー 


に より 認め られ て いる 。 本 郡 は 沖積 層 少 く , 砂岩 買 岩 等 より な る 村落 が 多い が , MAIC LSA 
腫 死亡 率 の 有意 の 差 は 特に 認め られ な い 。 す な わ ち 本 郡 は 沖積 層 が 少 い に も か か わら ず 。 沖積 
層 の 多い 愛知 県 等 の 韻 星 死亡 率 と 大 差 を 認め な い 。 

7) 本 郡 に お ける 閣 腫 発生 の 臓器 絢 で は , 胃癌 が 最も 多く 全 問 数 の 41.2322 を 占め , TH 
が これ に 次 ぎ 全 韻 数 の 16.15%, 次 いで 肝臓 韻 の 15.07%, BD 7.5322, SHAD 5.07% 
D\l§ CaS 


8) 生業 , Ase AME RIRILHO Onis, 飲酒 


a 


EO LERAIS\ HR, 
ROTH KX OFFEROR LXLZO-HNeETL OCHA. 

9) AMBOMMFECHILSWE, 山梨 県, SUR, 三重 県 等 と 比較 し て 地質 と の 関係 に お い 
て 異 る 所 見 が 得 ら れ た 。 か か る 地理 病理 学 的 観察 は より 広範 囲 の 地域 に 盛っ て 観察 され ね ば な 


ら な い 。 














169. 肺癌 の 疫学 に お ける 喫煙 要因 の 意義 に つい て 
平山 雄 , 浜野 芳子 ( 還 立 公衆 衛生 院 疫学 部 ) 


The Significance of the Smoking Factor in the Epidemiology 
of the Cancer of the Lung 


TAKESHI HIRAYAMA, YOSHIKO HAMANO 


MIRROAKSFHIEC KU TORU 6 DET 2.4 倍 も 死亡 者 が 増加 し て お り , 2 


I 


断 技術 の 進歩 だ け で は 説明 で き な い 滋 増 ぶり を 示し て いる 。 昭和 25 年 か ら 27 年 まで に 東京 
導 近 郊 に 発生 し た 和 四 痛 ( 男 ) 145 例 , 対照 群 1782 例 に つい て , 年 令 構 成 ル を そろ えた 。 い わ ゆ 


ss 


SRE (LR Re HHTSL, (第 1 表 ) ! 
2 に くら べべ 明らか に 低く , また , 1 日 2 本 以上 巻 煙草 多量 喫煙 者 は , それ ぞ れ 37.4%, 13.9 


向 増 辞 の 非 別 煙 率 は 僅か に 5.922 で , 対照 群 の 16.8 


22 と , ELSE ART, 以上 の 差異 は 1 2 以下 の 危険 率 で 有意 と 認め られ る 。 き ざ み 煙 
草 喫煙 率 お よび 飲酒 率 は 両 群 で 差異 を 認め な い 。Cornfield 法 に よっ て 推定 肺癌 死亡 率 を 計 出 
する と , 巻 煙草 の 場合 は , 了 喫 煙 量 の 増加 に 伴っ て 滞 意 死亡 率 は 著しく 大 と な る が , XAG 


PAAR EDIE It, ID BS GAD ABBE Cre, 





第 1 表 BHR OMM ER eH 
&  & きざみ 煙草 
% 数 | # WERE Wh 
74 と ク Me 7 > =. 
多 量 au Br} 少 x 


1 日 20 本 


以上 110-20 本 10 本 以下 





wi | 1782 | 100.0 | 13.9 34.8 9.0 2.9 14.6 2.3 | 5.7 

fi 群 145 | 100.0 | 37.4 29.4 2.6 3.9 16.4 1.2 3.2 5 
標準 年 # 構成 ( は 東京 都 癌 死亡 年 令 

第 2 表 m ECT 第 3 表 RG BE ae EA FET ss 

| a a oR ei ARATE RT 
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第 4 表 SMART Kee ECE (50 才 以 上 の 者 に つい 
30 +f 多量 喫煙 多量 喫煙 Fi, 7, Vea 普通 少 量 吸わ v2 
50 才 代 GAREN, di pr | 多量 喫煙 + | + OR Ron 
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肪 回 は 常に 男 に 2 倍 以上 高 率 に 発生 する が , 遇 煙 状態 引 に 分 け て 検討 する と, (BQH) BE 





の 寺 が な く な っ て くる 。 すなわち, 全数 で 見 られ る 男女 の 差 は , SER の 立場 か ら 説 明 
THO. EK, 肺癌 死亡 率 は , 日 本 に 低 率 で , 欧米 に 高 率 で ある が , これ また 申 煙 状態 引 に 検 


討 す る と, 民族 聞 の 差異 が 消失 する 。 

巻 煙 章 喫煙 の 影響 を 観察 する と , 50 Fri 
死亡 率 の 差異 が 著しく 顕著 と な る 。 (第 3 表 ) この こと は , 
表 ) すなわち , 30 FRE 50 才 代 も いずれ も 人 巻 煙草 多量 喫煙 と ! 
死亡 率 を 呈し て いる こと か ら 説 明 で きる 。 


以上 , 也 痛 の 疫学 現象 。 すなわち , Mil, RE, 年 令 別 等 の 














明 で きる こと を 示し た が , その 他 , 近年 の 増加 趣 共 は 昭和 10 年 項 か ら 急 増 


の 立場 か ら , Ek, 都 郎 ある い は 職業 別 の 発生 率 






wry & ab デ ) PS Fe 
郡 会 人 ある い は 労働 者 に 高い 事実 か ら あ る 程 





ADIE EHE 5 受 因 と LE is 大 都市 の 空気 : f HU, 








RAIL Bt ANNE TR LO DN IN OHREN bE 
草 喫 灯 で あろ うと 考え る 。 巻 煙草 中 の 何 が 発 】 
と も に , 巻 煙草 喫煙 状態 を 予め 調査 し た 大 








切 言 され る 。 こ の 方 法 に よる 観察 は 英 米 で は 数 





LR UCR RRS 5 割 乃 至 6 割増 の 申 坊 死 亡 率 を すでに 示し て いる と 報じ て 


い る 予防 医学 の 学徒 と Les 最近 の ! 肺 韻 : BR: ig 促 し 得 な \ ‘DD C3 eh ER DR Ay) 『 乗 を 理性 的 : こ 3 





al LIU No 





XI. 外科 療法 Surgical Therapy 


170. RENTE 
駿河 者 次 郎 , 内 木 豊 (RES 


Reexamination of Radical Operation of Carcinoma 
of the Esophagus 


KEIJIRO SURUGA, YUTAKA NAIKI 
1. wa 食道 瘍 根治 手術 は 近 信 に ELBE BEL - 率 滋 減 し , 比較 的 安 ey な 手術 「 と な っ て い aD, 術 
後 の 生存 率 と いう 点 で は , 2 年 以上 の 生存 率 が , 優秀 な も の で も 22.39 前 後 で , 未だ 良好 な 
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Io 丘 行 ロニ 和 を 日 ee ナチ a プア ER EA 2 た エン ウ 
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キー =. 


Dt DED CRESS OLYMWRTSLOCH 










WX APTS OR 2 HDs 
た 遂 流 防止 の 意味 で , 一 部 の 
ba 
ED yeh 
REA ZS 


Berk, 各 術 式 と も 食 




















き 部 消化 性 REG 
な いて 10022 に み られ , 一 方 


EEE 早期 例 
HPS 早期 例 で は 





Pe 


RIRENAHMA 





いる も の も あっ た 方 。 





ト 指 腸 物 合 群 に 6 
Shit, われ われ の 検査 凍 





NED 
ry は な か っ た が , 会 例 腸 粘膜 に か な り D Fill 
* 呈 に より 種々 の 「 レ 線 像 」 が みみ られ る 


a ah: 





SHAE EAE > Hs DIL EOME DUI EMR AOR, 食物 の 停 








ERADN, 潰瘍 発生 の な い 食 道 胃 客 修 部 姜 合 の 「 レ 線 像 」 で , 本 手術 の 際 の 迷走 神経 切 新 こ 

よる も の と 思わ れる 。 P3IL PHA SERVst+ Moe 
で , 残 胃 の 膨満 も な く , 

状態 。 術 後 の 食餌 摂取 量 , 


食道 胃 容 修 部 物 合 - a 入 が 優 】 、 貧 道 と 十 二 指 













TA» A) . mr Fel n EE a 2. 
HZ Clit bh AE TI LH BT AN the 


理央 と つい 


ZEN I 





THOR, 先 来 言わ れ て い 





活 部 が 血行 障 如 を 起 し や すい こと 





か が な けれ ば , 濱 瘍 発生 率 の 極め て 高い 胃 体 AER LORRI, £ 停 





SAILOR, 貫 門 筋 切断 を 行っ た 方 が よい よう に 思わ れる な お , 病状 の 都合 で 胃 全 列 出 


も 同時 に 施行 し た 際 は , 章 述 の 如く 術 後 消化 吸収 DET, 胃 を 残存 し た 場合 に 








F a rie wth rst ve owt Ty 2 o Le 
2, この 際 も 潰瘍 発生 率 の 高い 十 二 】 





PAE BZ Ines vate ate 2 fFts 
途 態 に 充分 な 年 意 を し , AH 





以上 は われ われ の 研究 で ある が , まだ 不備 の 点 多 ・ 








tb, 東京 医科 歯科 大 学 病理 学 数 室 太田 教授 , な ら び に , F = 
La? 
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表 冶 の 予後 に 関す る 研究 は 内 外 と も 数 多 


を 開い て 見 た 肉眼 的 所 見 より, その 予後 が 予想 で きる や 否や に つき 検討 を 試み た 。 昭和 24 


に 分 類 し た 。1 群 : TEER (AUN) の 型 。2 群 : Mr 
玉 物質 附 沙 著 明 な る 型 。4 群 : 辺 緑 除 起 と の 関係 不鮮明 
比較 的 北 い が 鮮 か な る 洪 瘍 を 形成 し 辺 緑 負 具 状 を 呈 し 周辺 徐 起 不 


CG ECBRENERS 茶碗 底 状 を 呈し 辺 縁 除 起 著しい 型 Re > 潰瘍 比較 的 小さ い が 深 


RE LG, ABIL, 各 群 と も 幽門 部 に 大 半 あ り , 噴 門 部 は 6 HOA, NER: 7 


冬 を 除く 絵 て に 存在 し て いた 








冶 の 予後 に 関す る 病理 学 的 観察 (第 一 報 ) HET OPT 
鵜飼 忠 , oe HA (SURES) 
Pathological Studies on the Prognosis of Cancer Patient 
(Report 1) On the Stomach Cancer. 


TADASHI UGAI, SHOEN CHO 


4 テー ノン 


[られ る が か が , 私 は 今回 胃 韻 手術 目 後 





DAB 29 年 4 月 まで に 施行 され た 手付 


ml 206 例 中 100 PD DIMAS HRC し て 





AY, CSRELO 7HE COS HLS ORE EL し た 分 類 で ああ る 

2H 18 Bi, 3# 12 Pl, 4 群 15 Hl, 6 群 17 Al, 7 群 10 BIT, 男子 69 Gi, 
ある 。 年 令 は 男子 69 F-24 才 , 女子 65 F-25 +, で 40-49 才 が 32 例 で 
平均 年 令 59 才 で ある 。 BAHEPIER 77 Bl, NER 14 Bl, 前 壁 3 例 , HF 


ur 


第 1 # (A s+ 2 LARS KLE ODO B KR) 


鳩 卵 大 QA BK) FBSA FRA 小児 頭 大 Ft 1 年 以内 死 吾 分 率 














1 34 32 23 6 | 4 100 42 | 42.0 


は 第 1 表 の 如く 鳩 卵 大 より 小児 頭 大 の 6 に 大 引 し て 見 る と , 鶏卵 大 が 一 番 多 く HH 
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St 7 群 に 1 例 の み で 各 群 と 特別 な 関係 は な い 。 図表 太 線 よ ょ り 右 方 

HECILFBAD 1 例 を 除き 他 は 1 年 3 ヵ月 以内 に 死亡 し て いる の で 
を 判定 する こと は 困難 で ある 。 一 年 以内 死亡 率 は 1 群 最小 , 3 群 最大 で 
成 群 と 非 潰 瘍 形成 群 と の 間 で は 2:1 と な り 注 瘍 形成 群 の 方 が 悪い 。 術 前 症状 





院 ま で の 術 前 経過 と 肉眼 的 分 類 と の 関係 は 2 表 の 如く で ある 





> 1-3H 4-6 月 7-9 月 10-12 月 13-184 19-24 月 24 月 以上 Hr Ser; A 


i 0 1 1 13 5.4 
0 2 ) 


a t 
2 
| > No cn Rh の 
do 心 fF HY CO PD 中 
j= = Oe ピロ 


Gray, Anderson “$i 2420 LI HOKE OILPRIRLRELTOS が 本 検索 例 で 





4, 86 例 中 14 例 が 2 年 ある い は それ 以上 が あり , 中 9 例 長 年 月 生存 し 5 例 死亡 し 比較 的 良 結 
果 を 示し て いる 。 平均 月 数 の 1 年 以内 は 1.3.5.6 HCH SA, 18929 ARE 2 例 か 小 
Mic dS RSA bnkeS2zbn, 3 群 は 死亡 率 同様 予後 蛋 く , 6 BEL LH 
小 3.9 月 で 人 MM な NSK 

価 の 死亡 率 と の 関係 は 3 表 の 如く で 1 群 死亡 者 平均 生存 月 数 29.3 A, 死亡 率 最低 , 5 年 以上 
生存 者 2 で 最も 予後 良い 。 2 群 は 死亡 者 平均 宇 存 月 数 14.8 A, 死亡 率 55.5 %, 5 年 以上 生 
存 者 2 で 第 2 に 予後 可 良 。 2 群 は 死亡 者 平均 生存 月 数 7.0 月 , 死亡 率 91.7 2 THES EL. 4 
群 は 死亡 者 生存 月 数 3 群 より 少く 死亡 率 73.3% T3 群 に 次 ぐ 。 5,7 群 は 死亡 率 同数 な る も 
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3 1 
2 FA 5 3 1 1 0 10 18 55.5 14.8 
3 = 10 1 0 0 0 11 12 91.7 7.0 
1 群 9 2 0 0 0 11 15 73.3 5.7 
5 # 3 2 3 1 0 9 15 60.0 21.8 
6 # 10 0 0 0 0 10 17 58.8 5.4 
TR 4 2 0 0 0 6 10 60. 11.5 
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均 生 存 月 数 5 群 は 7 群 より 大 , 現存 者 は 7 群 の 方 が 生存 月 数 多い 。 6 群 は 平均 皇 存 月 数 最も 短 
。 死亡 率 は 5,7 群 よ り 良い が 組織 学 的 所 見 は これ に 伴わ ず , むし ろ 悪 性 と 思う 。 以上 を 組織 


学 的 に ? E 来 の 方 法 HR & PA 32, A 41, BRENZ 6, DH 様 】 AT, 混合 合 型 14 oe ある ま 
抱 の 粘膜 に ある も の 1 度 。 HEFTE BE THE HI HEZAUL DIE. Ret 
MES LOWS. AIC ts LOM LTS GOV 度 。 と し 特に 筋 層 に て その 得 


EET h VE 度 に 属す も の (は FRES, 
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度 が 5 ある こと は 死亡 率 の 低い こと が うか が われ , IHN 度 が 5 ある こと で 
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53 Js 円 i 2 is と BEB Ww 分 i 
i = a = 6 = 1 = 5 f 6 H a: 11 
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(FEI TERUG 1 部 に 及ぶ 6 例 を 除く ) 

4 辞 は Wet V 度 大 多数 を 占め 子 後 不良 の 微 で , 5,6 群 は 同 傾向 で , 7H [+7 03h 
る こと は 比較 的 予後 衣 い よう に 思わ れる 。 よ っ て 組織 学 的 所 見 か ら で も 肉眼 的 観察 に ほぼ ー- 致 
tA. な お 開 質 の 小 円 形 細胞 反応 は 1 ED + 14547 03 ED 464442 で 反応 の 強い 方 が 予 
後 が 良い と いう た Saltzmann ら の 報告 に ほぼ 一 致す る 。 世 は 計 29 例 で 中 17 例 は 現存 し 良 


百 今 率 を 示し て いる 。 よっ て 内 眼 的 分類 より 7 群 を 検討 し て 見 た 結果 は 1 群 最良 。 2 群 これ 


に 次 ぎ , 3 群 最悪 , 4 群 3 群 に 次 ぎ 悪 く , 5,6,7 群 は 大 体 同 傾向 で ある が 以上 の 結果 より 7,5,6 
1+) と な る 。 以上 を 総合 する tA! ANSP 1 こより その - 予後 が 人 ] 定 os ET&A と 田 う 


HM 講 : 
梶谷 8, Be: 胃癌 の 予後 に 関す る 研究 :1946 年 9 月 ょ り 1949 年 12 月 まで に 六 研 外科 に おい 
EN BEER (261 Fl) t= 1954 年 末 ま で に 加療 後 5 年 以上 経過 し た 根治 手術 例 は 145 例 あ り , 5 
5 it Em 49 5) (33.7 22) で ある 。 INSsENKLOSFRIIEFTOCHKETKO SM RENT KH, 
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表 1 性 別 と 5 年 治癒 率 _ 表 2 #9 





eo 女 計 年 治癒 銘 ( 率 ) 


93 2 185 20 代 DER 1 0 (03) 
TERN 34 15 49 30 代 17 6 (35.22) 
( 率 ) (36.5%) (28.8%) (33.72) 40% 54 17 (31.126) 
50% 50 21 (42.03) 
60 代 23 5 (21.722) 
THe BLE 0 0 





er 145 49 (33.722) 











Ps rn 
LH 2 60 才 代 に 
She イィ と 
~ He IZ 
eer ie te 
ris i あ る ぃ は 
46.2% と は な は た 悪 
(—) ! 
= BR. f L BER, f キー Jy pd » ER: il sau x / 6 
2 9 “Fie 5 “FRR > > が り Fy 12 7K AE (20) 


(<=) 26 17 23 12 15 2 64 31 48.495 


MR 3 1 12 1 23 3 38 8 21.022 
(+)) 中 2 2 14 6 11 1 27 9 33.322 


計 (%)| 32 20(62.5%)| 52 22(42.3%) 11 7(11.4%) 145 49 33.720 


= F f FR L > L Se 

ze 4 月 7 の WA Ek I が 3 = AR 
iat = FEI! Ir 日 日 ty i TH ピ ェ し 
限 局 = ae IR) 4 fx +H) 4 Ei 


1 
BR 列 55.122 22.2% 23.026 33.7% 
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OR B 
(=) 3 & at 
Ani 54 al SAAR A 5 年 治癒 例 | SH 54 () 
(-) 20 15 17 10 8 1 15 | 26(57.7%) 


< 0 9 1 2 0 1 1(25. 020) 





計 (2) 20 15(75.0%) 19 11(57.8%) 10 1(10.022) 49 27 (55. 16) 
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ie 3 1 10 3 21 3 34 7(20.522) | 
um | (+) Hr 9 9 14 6 11 1 27 9 (33.322) 
és a 1 0 3 0 12 1 16 1 (6.325) 





at (7°) 12 5(41.722)| 33 11(33.3%) 51 6(11.8%) 96 22 (22.925) 






ID -AMHMRIKT7OM ER で TRELML, DE -Clt 17.896 と 成績 
FREE n > > に + . = he ー ク ニナ ヒ | 
As RR 予期 に 反 5022 以 上 の : fit TP us 92 CHF HD WEFT EE HG TU 
Broders の 分 類 は 表 8 の 如く われ われ の 旋 用 し 得る よう な 成績 を 示さ な か っ た | 
#7 MH EEE AR MM と の BA FR | 
限局 型 中 韻 型 | 浸潤 型 計 22 


Adenoca. papillare 24 13 | 8 | 4 © | 36 15(41.1%) 
15 5 | 41 15(36.622) 
| 11 4 (36.420) 
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N 8 
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ed Adenoca. tubulare 8 | Oe 


89 35(39.355) | Adenoca. acinosum 6 8 3 
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11 6 (54.5%) | ru 0 9 0 0 aa ee ee 
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Adenoca. scirrhosum 1 0 41 7(17.1%) 


Ca. Scirrhosum | : も 
en | Ca. simplex scirr- 
15 8 (17.825) 
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ri TR. oF Z 
太子 に は 5 年 治療 Nem 


#2 8 Broders の 分 類 と 遠隔 成績 と の 関係 
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172. DBRT SF AHP ML OP Kic OVC 
(特に 今井 の C.P.L 分 類 ょ 予後 と の 関係 ) 
愛甲 豊 ( 態 大 率 亡 人 和 ) 
On the Prognosis in Cervical Cancer Patients Operated 


on in Our Clinic. 
(Relationship between C.P.L. Classification by Imai Method and Prognosis) 


YUTAKA AIKO 





i SURF EA OP RIC UCIRH OEL OR EN 532, PRORGRREDIAN 
SAFI LCLEC LED, ACE HERA LSS AAC OM 
«&)< A, Broders. Martzloff, Hueper, | * あ る か 就 中 Broders OMIT O> 
化 。 未 分化 の 比 を も っ て 思 性 度 を きめ た も の が 多く と りあ げ ら れ て きた が , これ と て も 決 室 的 
な も の と は 言い 難い , 最近 今井 は 閣 の 発育 光 端 部 の 所 見 を と bz, 


STK 








た チ 。 b> ァ 。 
) 7 よ 40 最近 術 後 6 カ月 に て 再 I 

Po T \ ser ! プ ET tol ur bot a 

2 AD Hats 部 と 思考 され る 部 Wikio CH, TH 

1 6 5 PET 2 Ba 2 EI. Bert 4 x 
we), V2 Bf vy ae, 07T IF) I, 27273 & RE MERNIHMDOREE 





(BV CRA LEAR IoT, 232 例 の 内 訳 は C 19 Al, P3A. L 10 例 で あっ た . I 





FODADBETT (P は 少数 に つき 略 ) Lo H 19 AT 






3 例 で 6022 で で あっ た 


出 型 で ある こと は 注目 に 値する 。 


C.P.L ic ERR E OR 


66.724, L10 例 中 5 例 502 で あっ た 





供 行 期 と C.P.L Hits LOWER 
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多い が 意義 は な い 。 こ れ を みる と P.L 分 類 
思わ れる 
ame L LY PE RIE 4 Ze 
FE 4 7c ほ 別 の 関係 は な い 
oe eet Mae 2 : UTIs he SE i ン en 
173. JAUUPE LER NR OBERE REIT OT 
大 谷 善彦 (RR 
Parametritis post Panhysterectomy (Okabayashi Method) 
of Carcinoma of the Cervix Uteri 
YOSHIHIKO OTANI 
j 林 式 広汎 性 
LSP LILES SA, 昭和 28 年 まで の 当 数 室 に お ける 死 
(主として ペニシリン ) の みみ の 使 用 例 と 尾骨 側 ド レー ン 併 施 例 と の 聞 に 著 差 が な か っ た の で , そ 


ai 


われ われ は 徒 来 教室 で 使用 し て いた ドレ ー ン 法 に 種々 の 検討 を 加え る と と も に , ペ ニ シ リ 


II 








(YTRER) の 投写 法 や 量 を も 改め た の で その 成績 を 者 
宇 太 精 を 述べ る 。 な お 死 暑 炎 の 定義 は 岡 師 の それ に 徒 っ た 
) ー が t ク 3 31 表 6 ’ cae ig Go a Ae fi FA FE TODE 
a ‚ B = RE SF) (BREE) Fr oh j 法 
昭和 24 て 26 年 前 64 16 (2522) Hesse yr Vs 
ヶ 26 年 後半 ~ て 28 年 86 19 (222°) ベニ シリ ン と ドレ ー ン 


ヶ 29 年 (10 月 まで ) 30 1 (1322) ベニ シリ ン と 改良 ドレ ー ン 





100cc 200cc 300cc 400cc 500cc 600cc 700cc 平均 平均 





: 1 1 if 309cc 
11 12 6 6 2 1 295 300 


eo 
ーー 
に 





2 | 2 268 | 。 
1 1 1 1 356 | 290 
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生 率 は 25%, ドレ ー ン を 併 施し た 26 年 後半 28 年 の それ は 2222 で ある が , 後述 の 如き 必 
良 を 加え た 29 年 度 (10 月 まで ) に は 1322 に 減少 し た 。2) BSMIKFU-y (i) 28 年 ま 
で 使用 し た ドレ ー ン は 小さ く (AE 0.9cm), 排 液 が 不 到 分 な た め み る べき 効果 が な か っ た の 


で は な いか と 考え , 本 年 は 大 型 (1.3cm) に 改め た が , 術 後 3 AMORA CK Bair 


い の で , 本 年 度 の 死 腔 迷 の 減少 は これ に よる も の と は 考え られ な い 。 (ii) 28 年 まで は 術 後 

10 日 目 こ に ドレー ン を 抜去 し て いた が , ドレ ー ン か ら の 排 液 は 3~4 日 で ほとん ど 消 失 す る の 

で , これ 以上 の 留置 は 有害 無 容 と 考え , 本 年 は 4 一 5 日 で 抜去 し た 。 本 法 は 効果 が あっ た も の 

PIE ベニ シリ ン 使 用 量 と 死 腔 災 と 思う 。3) ベニ シリ ン 投 与 法 お よび 量 #3 

年 BE ~ Re WERE (96) 表 の 如く べ 使 用 量 は 年 々 増加 し て いる が か が , AR 

昭和 24 年 30% 22 度 は 昨 
25 30% 29 4 

26 305075 20 所 作 肌 を 

27 50 ~ 10077 21 ~20 WM ee LT TED, 

28 100~ 20077 30 

29 300 ~ 50077 13 








お よび 持続 延長 を 図る た め , 同 量 の べ に ヒア ル 


Max =e ($F Tee.) お よび RW 





ン (1) を 添加 し て 用 いる と と も に , BRO 


u Al eK | RER) ドレ ー ン か ら の 流出 を 防 





* > E fale に 
FU-YAXPRA LK. 
FEE 法 の 政 良 が 本 年 度 の 死 』 で BR; MTHS 383} 


E23 


H2\% +- N で リキ Fe A に | 
果 が あっ た の ClL7E VDE FI 








第 4 表 の 如く , ZEA 





強度 の 増殖 乃至 潰瘍 41 14(34.122) 22% IX LEMON (18%) より 
3 4 7 50 9 (18.022) 


ais WE ” ク | 22 の (9.0%) 









“33 5 is チー ノン 
Ss 0D BRK 


が は な は だ 高く (34.19), BREDL OCI 
た 溶連菌 保有 者 (34.15) (OMB RAH (18-97) 


以上 愛す る に , 導 進 行 例 と くに 局所 の 増殖 乃 到 潰瘍 が 著しい も の は 浴 連 菌 を も 有する も の が 


多 , カ Ay Z と ビル た * ヾ を) や キリ) キナ 。) Saya A ee ie te Ay eon o-oo >, 
NE が 12 か る 症 Pr 列 か ら bi Fatal CD, PTR ® AR NIT ta OND 





投写 する と と も に , ドレ ー ン は 早期 抜去 が (4~5 日 ) AEELL 





RMB: 役 近 に ける 200 FoF SMART MN て は , 一 次 38% 
4%Chok. な お 手術 後 尾骨 便 ド レナ ー ヂ (両側 ) BRB See rn 7 乏 後 ベニ シリ > 
30 万 1 日 1 回 筋 注 。3 て 4 日 を 行っ て いる 
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Hh sin 2 KK リー 4 

PT で 下腹 部 に 抵抗 を ふれ , IKT of 





174. HR ORE APLC EI DB THEME O 34S LU 
4 SE ASE IL OT BZ 
WiH—E, 天神 美 夫 , 久保 久光 CHAN Behe AP) 
Three and Four Year Cure Rate of Treatment of Cancer 
of the Cervix uteri in our Clinic (II nd Report) 






KAZUMASA MASUBUCHLYOSHIO TENJIN, 
HISAMITSU KUBO 





ED ARTEL, 1951 EURO 3 年 治 





1949 年 8 月 か ら 190 










aa Bl Ir サテ ッ ye 
THAD SE 


AX 184 例 で その 内 , 断 





ic, 1 例 か 4 年 以内 に 死亡 , 4 年 


Jims 


15 例 。 放射 112 例 で 受療 率 は 71. 





以上 4 年 以内 に 死亡 5 例 あ り , 4 年 生存 者 は 62 例 , 
515 例 中 3 年 生存 者 は 9 例 で あっ た が , その 後 死亡 


reihe 5 A 
RE : 112 Pid 3 


JJ 2 





者 は 53 例 47.722 と な る 


H ian 





a. 1 
1 


で あっ た 。 Radium ii 





ble fs tte ブッ 晶 日 7 ンマ の AE ree と eRe み 、 と 、 カ カナ に 
Ara ー マ プ PS MIST ita & fete 7c fiir] か 認め られ た 


1011 名 で , その 内 , 
Br 123 名 (12.17 %) JER 689 名 (68.15 9%), AALS 





#2 199 名 (19.6822), 


N 


; Givi 





しま 大体 1:3 ChE. KAVMBHOVIRILTMG 181 例 (91.02%) Wr 3 Bl (1.52) 
Hh 1A (0.57) SBEEHR 1) (0.596) PRMEA 2 Fl 





(1.0%) Spe 





er 137 ュ ュ アナ ST あこ と に と ピッ リー ) ee vie pn? Toy? SS ee » TK AG 

UA: BLOG 44D 3 FTE KEU- DL Tin SD, TRH Wats £ Oa 
2 ラド => prt チル fl Atzil Imi プ en etl En Kate の 
手術 27 例 。 eH 102 例 , 計 129 例 で ある 。 Cm): 外来 3 





を けた 。 2 例 と も 3 年 後 健在 で ある 。 CHASM: 外来 数 181 lode 
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ンー 
1379) 
2 で 


「 期 列 分 布 お よび 受療 状態 は 第 1 表 の 如く で ある 。 手術 27 Pi, WH 100 例 で 受療 率 は 70.17 

















in at 6 23 38 83 26 181 


ク 3.31 12.71 20.99 48.62 14.36 





FAZ の の Im AT A Ze > Ar 2 Ntn? 7 mM 4 の Ap +h fi 22} 
THY 27 {Il} D yee fT 345 31) mira 1 KOZ て DI", の プー ビニ に Tr Ain Fe 





は 100%, Sf] 期 は 7 例 (85.712), 第 次 4 例 (66.67 2), HSE A) (60.0 2), 計 


(74.07%) で ある 。 死亡 7 例 中 1 年 以内 死亡 者 5 例 , (71.4322) 1 年 以上 2 年 以内 2 例 





7 Tr に だい と ビーズ In le Fit > ロ セ と 手 < yee bop eh ae (Gil Pr aa 
う / 2 ) & 2 4EJ J ト 3 年 ま で は な い Wer IXTH ・ SSAC te 100 i N: 13432 


>09 = Tony bier > Ady ie OS eee 
Jin Az 2, (TITLE UXT a AS 3 表 の 妃 く で ある 








1 6 18 57 18 100 
25 1.0 6.0 18.0 94.0 18.0 
も 3 He x J っ 3 
E 7 1 区 2 fz 3 fe 





1 
0 1 100.025 100.035 





7 . 6 6 6 
I 6 100.025 100. 026 


I 18 18 16 Er 
A 100.02 88. 8925 83. 3320 


se 41 
1 ンク 71.9325 50. 


6 1 


N 18 33. 3326 5.56% 5.56% 
72 53 48 
100 72.0 2% 53.0 % 18.0 % 


3 年 生存 率 は 38.022 で ある が , TONBO~ [Hix 105, HP Hit 83.33%, BPs 
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RLS WHI 3.56% DAL BD, 死亡 52 例 中 1 年 以内 28 Al (53.8422), 1 年 
以上 , 2 年 以内 例 (36.5422), 2 年 以上 5 例 (9.62%), で 2 年 以内 が 9022 を 占め る 。 


Radium (i--#ziz Colpostat (10mgX5) 使用 の 子宮 障 部 放射 と , Tandem (10mgX2 = 





佑 放 射 と を 併用 , 1 日 1600-1800mgh. 数 日 間隔 で 3-4 回 
- 3500mgh. Si Sic 2500mgh. 計 6000mgh. 前 後 を 目標 と し て 照射 し た 。 





Röntgen は 表 本 量 4007~5007 づつ , 6 門 照 射 で 1 巡 乃 至 3 巡 照射 し た 場合 が 
Radium 会 量 と 生存 率 の 関係 を みる と 維 量 500mgh. HE LTH, 以下 の 開 に 差 を 認 
め 400mgh. 台 以 下 の 17.242 に 比 し 500mgh. 以上 は 60.50% & HY ANCA ERO RM A 


{or 


HSNS. 400mgh. 以下 の 例 は 局所 お よび 全身 状態 より 治療 を 中 止 し た 場合 が 多い か , 





STO 1f) ( レ No. 569) は Radium, Colpostat で 子宮 有 礎 部 に 1150mgh. 1 回 照射 , 
Rö. 36007 の み に て 完治 し て いる 例 も ある 。 年 令 お よび 経 産 回 数 と 放射 3 年 生存 率 の 問 に は 意 


前 箇 令 像 と 生存 率 と の 聞 に お いて は Hb (Sahli) 6922 以 下 , aie 300 


数 万 台 以 下 , Binz 8000 以上 , yeh 1 SRA 60mm 以下 の 場合 に 生存 率 低 下 の 傾向 が 見 ら 


\ ESS bez ba) Z 1 vy cae FTN ag 人生 人 A LF gi a 
D SAIL VEF AGC BI SOY THREE ARD ER 


ALAS EL 1948 年 8 月 より 1951 年 まで の 42 例 中 , URI, AWAIT 
2%, お よび 一 次 死亡 2 例 を 除く 29 Bila T 
BE ri, FRE 











ン 284 3 1 2 
Fi Rai Tt TE 3 | ae 2 + 11 
ne eee 2 q | (45.59 (54.522 
u ts : TRE (=e り 3 7 2 ) 


ait 17 (94.492) 1 (5.622) 18 


生存 字 は 転移 例 11 例 中 ADSI Tr RIES: 18% 


> 2/ / ハ トブ テラ アレ ニー ロロ アナ 。 と チッ ヨ 7 nF 
【 94.422 の 生存 ギ > の Zn = FTF Ae Fe Hy 


aw? ョ 「 ツ ゴナ / は 、 プ デイ て ie Io 


7. 


結語 : NENNEN ZA 1949 年 8 月 か ら 1950 4EARE COMMU 4 AEG HE RK AE ts LO 

1951 年 度 の 3 年 成績 に つい て 述べ た 。 4 年 成績 は 127 例 中 62 例 (48.822) で 手術 例 の 死亡 
放射 傍 に 5 例 の 死亡 増加 多 を みた 

1951 ERESEHR 181 例 中 受療 率 は 127 Bl (70.17 22) で ある 。 BUF 27 例 中 20 Pi 

(74.07%) 獲 瘍 放射 100 例 中 48 Mi (48.0%) の 3 年 生存 率 を 認め 両者 合計 52.822 で あっ た 
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断 端 韻 は と も 健在 。 ま た 広汎 性 手術 例 中 で リン パ 節 お よび 肥 結 合 織 に 組織 学 的 に 閣 転 移 を 


認め た 場合 は 生存 率 の 低下 を 示す 。 





XII. 放射 線 療法 Radioiogical Therapy 


175. X 線 お ょ び “alkylating agents” の 作用 機 計 に 関す 


る 細胞 学 的 研究 





広野 B 4K 
Cytological Studies on the Mode of Action of X Ray 
and Alkylating Agents. 


IWAO HIRONO 


Dustin (1947) 等 は Nitrogen mustard の 生物 ZA ERAD XPOVER SIEHT 





ちあ る こと を 発見 し , “radiomimetic poison” と し て 分 類 し た 。 そ の 後 両 と 
し て 分 裂 細 胞 に 対す る 影響 を 中 心 に 研究 せら れ , それぞれ 作用 機 諸 を 異 に する も の で あろ うぅ と 
en fo petits thy ょ 達し て いな い 





7 \ リョ 233 キラ J ni 和 多 選 
され て いる が , ュ 近似 性 を 報 : 9 9 る も の も る ダグ へ $ N/A AGH 


の 報告 も な 
ょ うに 思わ れる 。 His AA ER Ai GIRic Methyl-bis-(j ぉ -chlorethyl)-amine N-oxide 


PT 3 で 


bot, MBAO に 請 性 の 吉田 内 


ー こと パー ムー 


en 


ES LOO MRE 





(MBAO) (Nitromin) を 連 # 





tits ke BD Zt th: AZ J) Ae DS - Ih こ ー 1 - ヒー テア int) > tects rt at 
十 株 を 1 キッ 昨年 の 本 学 ee TK 口 Ra この MBAO N) © TN ee sy EIT ANA] pH 1 J2>" is A 
な も の で あり , また この 耐性 株 は 単に MBAO に 対し て 耐性 で ちあ る ば か り で な く 。 ITER 


Mars zn alkylating agents 例え ば Methyl-bis-3-Chlorethylamine, TriS-g-ChlO- 


-uLı デコ 円 
は 


rethylamine, Triethylenemelamine (TEM) IS L TI [MRC RQ 


Apne EA Bic ZL © AD 8-Azaguanine お こび Colchicine II L TIERE 





か っ た 。 か か る 事実 か らし て も し 区 線 が alkylating agents Hi —-DfERRRFFZ 有する な 
ば , MBAO- 耐 性 株 は 同時 に 叉 線 に 対し て も 次 久 届 性 を 有する で あろ うぅ と 考え られ る 。 COS 
5 ぅ な 見 地 に た っ て MBAO- 耐 性 株 の 叉 線 に 対す る 感 芝 性 を 通常 吉田 肉 幅 株 の それ と 比較 検 
Lite 自 最 は 体重 100g 前 後 の 岐 和 産 維 系 (性 を 問わ ず ) を 用 いた 。 FEN 





個 風 瘍 細 移 含有 ) を て れ で ぞ れ 


MBAO-S.C. 耐性 の 腫瘍 虹 水 0.02c.c. ( 約 2X10 


に 移植 し , 移 殖 後 5 日 目 に 同 条件 の も と に 叉 線 の 全身 一 回 要 身 を 行っ た 。 照射 量 は 10007 お 


LU 2007 で あっ た 。 照射 条件 は 次 の 如 し , 次 電圧 160kVp, 管 電流 3mA, Krk 1.0 


AYU 
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mmAl-0.5mmCu, 22! le} 1.02mmCu, 


50 分 (1000r),10 分 (200r), X# 





委 々 株 に つい て の 10007 
F 均 値 は 図 に 示す 通り で ある 。 
場合 に は 耐性 株 お よび : 
10007 照 対 に お いて も 両者 の 聞 に 
9 時 間 (2007 ASTA 9 時 間 後 











) イデ - ん へ で ー art tk) 
Wh, 1 2 以下 の 危険 率 を も っ て 両 株 は 





Lies. Kati RAL 
と され る 。10007 照射 で は 両 株 感受 





Mitotic Index に は あら われ な か っ た も の と 和解 され る 。 交 多 





関係 の ある こと は , MBAO に 対す る 耐性 に 限ら ず , 





病 の 耐性 に お いて も 認め られ て いる 処 で あり , 交 父 耐性 の 有無 に より 逆 に 作用 機 庄 の 推 室 も 可 


HELENS SHORBC Lo Choi, MBAO- 調 性 株 が 叉 線 に 対し て 耐性 を が さ な 





と いう , 成績 か ら alkylating agents と 双 線 と は その 生物 学 的 作用 機 褒 を 異 に する も の で 
ちろ うと r られ る 
の 
er | 
> し er ©: en u. ee 
り | N 
x 
N 
0 
x 





— Ol いい 
Strain 

---- MBAO-resista 
Subline Mt 


N 


2000 TUMOR 


S 





4 
4 





& 


HOURS AFTER END OF IRRADIATION 


MITOTIC INDEX (MITOSI 








授 並び に 教室 員 各位 





(本 研究 の 遂行 に 当り 種々 御 便宜 を 計っ て \ 
に 厚く 御礼 申し 上 げ る ) 


(区 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


176. 放射 性 同位 元素 特に Co” 投与 下 に お ける 子宮 冶 組 織 
並び に 周囲 和 織 の 桜 酸 量 に 変化 に つい て 
後藤 田 克 己 (大 区 市 大 婦人 科 ) 
Studies on the Changes of Nucleic Acid-Volume on the Tissues of 
Uterine Cancer and the Surrounding Tissues by the 


Radioisotopes Especially Radioactive Cobalt 
Irradiation 


KATUMI GOTODA 


Yu Er 


さき に 第 6 回 日 本 産婦 人 科学 会 絵 会 に お いて 放射 性 同位 元素 PR, TY, Co? 投与 下 に お け 


トー 
5 et Pa fo Abır Z En Ag: al ye As Co) hl Cet Zu)” be) 
AR: の 核酸 の 動態 に つい て , その 一 部 を 発表 し , 第 10 回 近畿 産科 婦人 科 医 会 に お い 
T tir 1” 3.7 Ze eee N +; グミ イレ デレ まこ ド 
C ILA I つき その 投 FH N: aT AA ERED OD fF て 変化 を ar 13 





た 。 今回 は Co? £25 FC tlt BT: Ba RD PYAR LT REDO EN HE < ER 
の 変化 に つき 併 述 する 。 

Bie het Ae 18 例 に つき Co 400mch より 4700mch Z#5L, 投与 前 , HEE 
お よび 山林 氏 式 系 徹 的 腹 式 広汎 性 子宮 多 除 術 後 に 子宮 培 組 織 お よび 坊 周 囲 組 織 を - 定量 採取 し , 
これ を Schmidt-Thanhauser の methode に より 湿 記 灰 化 を な し , Fiske-Subbarow の 
変 法 に より 焼 モ リプ デン 酸 ア ン モ ン と し て 沈 汰 せ し め , BERASFÄNLOSHMEHL, 比較 

po 


vy t3 Sc rr t 


検 対 し た 。 症例 は Co % aS b HOHE TATA ts OAPI LORELEI 


FAG (EB, 基底 細胞 培 ) 投写 例 に お いて は 結論 的 に いっ て , 





イド 和 焼 は 概ね 減量 , DNA- 焼 , RNA 焼 に お いて は 全て に 減量 を 来 し , HK 


ar 


SS At bk ‚EL 31 RR rsa 段 „ya E. KRELNMHE. に SS $- tity EL 
IT REIZE AL Dt at を 示し , TX- ケ 経 過 IZ TIEN sf by Y 込 に 減量 , 少量 の 増量 , 減量 と 核酸 量 


FE) 


消長 を 示し , 投与 全 経 則 に お いて その 核酸 量 は 減量 の 方 向 に 大 きく 傾い て いく 。 FEAR 
ET AT LR, 子宮 平滑 筋 , SO, RIC BARE RIC OU TIS 
Mniaee, YR FRE DNA 6, RNA ther DNA RAIL LO BRAC he Lim fae 
示し て いる 。DNA の Turnover の 盛ん な こと は , リン パ 。 血球 を 作る organ で は 細胞 増 殖 
が 活発 で も ちる こと に も と づく が , RRBKEORSLOBSBRERCEAS DNA Beit 
制 さ れ て いる 、 す な わ ち DNA は 染色 体 儲 白質 の 合成 に 関し , RNA は 細 移 の 増 殖 や 新 漂 代 
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席 こ 関係 する 看 白 質 の 合成 に 関し て 重要 な 意義 を る も つが これ ら の 中 特に 前 者 の DNA (ROK 


MIT DEREN Co69 の Radioactivity の 大 いな る 反応 性 を 示し て いる と いえ る 


iE 時 ー し 


177. 人 工 放射性 同位 元素 (P* T°, Co”) 投与 に よる 子宮 
外 間 腔 内 容 の 細胞 学 的 研究 
川内 義人 (天安 市 大 産婦 人 科 ) 
The Cytologic Studies of the Vaginal Smear of the Uterine 
Cervix Cancer by the Use of Artificial Radioactive 
Isotopes. (P°*, T’”, Co?) 


YOSHITO KAWAUCHI 


= 


TRADBNARHERIEN 21% 








elie pei, see, lls HREDRILTOEH 

し た 。 FRAME 手術 不能 冶 8 Fl, 術 後 再発 二 2 例 で 
る 

実験 方 法 は , 燥 し た 金属 性 の 第 を 用 い , BULL TBRRH Aro 
も の を 扱 雅 する - 方 , 部 塗 株 の た め 表 居 擦 過 法 を も 併用 し た 。 障 内 容 の 固定 普 





びに 染色 法 は , 952 アル ュー ル と エー テル の 等 量 混合 液 で 5 乃至 30 分 間 固 定 後 , Papani- 
colaou EA 36 法 , Harris ヘ へ マト キシ リン 営 染色 法 , ヘ へ マト キシ リン エ オ ジン 重 染 色 法 , ギ 
スム ザ 笑 各 法 等 を 行っ た グリ ュー ゲン の 大 要 を 知る た め に は , Bauer-Feulgen 氏 法 を 施行 し 


に EAT PRS FRANCE EE OPEC ALD, その 出現 率 を 測定 し た 


攻 岳 は P*paste "54; ( 約 150rep g) と Ca,(P*O,). Rs 300rep g 局所 注射 の 5 








列 中 例 に お いて , 細胞 学 的 に 培 細 胞 の 核 お よび 細胞 質 の 染色 性 は 不良 で , 核 の 形態 は 不定 と な 
), AMIGO Boe. APR RAO, 深層 細 物 , 表層 下部 細 移 は 1 例 を 除き 減 
D, 表層 上 部 組 移 は 増加 の 傾向 を 認め た 。 細 物質 は 季 和 共 性 染色 傾向 を と る も の が 増加 し , Ki 


部 細胞 の 辺 緑 破砕 の 軽度 に み ら れ る 例 が ある 。 グリ ュー ゲン 係数 , 赤血球 , 白血球 , 組織 球 , 


AE EB tA ont, TI" 使用 の 1 例 は Dijodfluorescin & UT 200uc を 静 注 し た が , 
em, 赤血球 , FER, 組織 球 , SOA, 粘液 等 に 著 変 を 認め ず , RRA BAM 


14] り の 減少 と Nd fe 2" } ゲ ン 係数 は 減 2 ジ L “te Co9 針 hay rdifi 人 Av (LTE 
は, AAMAS, 約 800mch HAR, AKI OPE ET 4 OD HIM 
MAAR D te BATA CHGPECALEREL, EDER, 細胞 質 の 膨 化 と 空 狗 形成 を みる も 
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on 








の 2 種 の 7 線 を 放出 し て Ni と な り , は 半減 期 1.7MeV の ぉ MO 





の か ある 。 約 1300mch で は 核 優勢 と 同時 こ 染 色 質 増 多核 筐 過 色 ある い は 核 濃 術 , 約 2000 
mch 以上 で は 核 破壊 , PARRA ABH, 多く は 標本 中 に 閣 細 移 を 発見 し 得 な た く な る 。 し か し 
な か ら 次 細胞 が 何等 変化 を 示さ ず に 準 抹 中 か ら 消 失 し て 行く 例 も ある こと は 見 逃 せ な い 。 こ の 

RKIRTARHITRETCHA, BERKER BRNO, 深層 細 移 は 減少 , 表層 上 部 細 移 は 増加 

i 同 が 認め られ る 。 深層 細胞 は 約 600mch 照射 後 。 細胞 質 染 色 性 の 座 化 , 微細 空 絶 化 , 異 
LEAL, 約 1300mch に 達する と 細胞 の 大 き さ が 増大 する 傾向 が 認め られ る - 表層 上 部 細胞 
Ti, #7 600mch RHR, MICH, Hi 多核 細 抱 の 増加 , AAO B(LSAASH, 
7 800mch に 達する と 細胞 の 庁 型 が 出現 する 。 約 1300mch CRM 


AP ZF Poa ee Sg ES A FEF る mm 2 21> し や Se コー メ 
現す る 。 グ リュ コー ゲン 係数 は 大 多数 に お いて 不 論 で ある 。 子宮 器 管 内 瑛 細 抱 で は 大 さ の 増大 を 


id, 血球 が 著 減 し て 行く こと に 反し て 白血球 は 増加 の 傾 


を 見 出し 得 な い 。 肉眼 的 に も Co 照射 例 で は 最も 著しい 効果 を 認め , EOFS 








と ラコ) キラ に / レ ラド キ ゴゴ 』 TI of APA Rhee Fh SEE ZL SEALS 
SOVILAAR(EAO, 出 箇 は 殆ど 見 られ ず , Inden, 





これ ら の 人 工 放映 性 同位 元素 に ょ 2: 


2D fds Bo TEE eats im が ll a4 ラプ ー > ek Ye Z Br, fo = を >2 ピ ın, He 
CY) 1! FS Be LTENFD Btw RAT 2 ー と は 事 人 彼 TERI OAD OR FERRY HD AA 


178. 人 工 放 時 性 同位 元素 Co PY ic LS FBI 
組織 の 組織 学 的 研究 
新 田 一 郎 (大 阪 市 大 婦人 科 ) 
Histopathologic Study on the Changes Induced in Cervical 


Cancers of the Uterus by Artificial Radioactive 
Isotopes Co” and P”. 


ICHIRO NITTA 
DD FBT AGE LET ASO HC, 人 工 放射 性 同位 元素 Coe9 お よび P" を 使用 L 
た 定例 こつ いて , 照射 前 。 照射 後に 組織 標本 を 作製 し て , その 病理 組織 学 的 座 化 を 追求 し た 、 
Co" パ は 半減 期 5.3 年 , 最大 エネ ルギー 0.308 MeV の RB HE 1.169 お よび 1.331 MeV 


Eid. COM は コバ ルト 針 を 使用 し て 志 病 徐 部 に 近接 照射 し 。 P™ RRR 


I 
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射 後に は , 照射 部 位 お よび それ より 1-2cm 離れ た 個所 を 摘出 し た 。 手術 別 出 後 の 


も の は 。 岡林 式 系 統 的 腹 式 広汎 性 子宮 全 史 出 術 に より 移出 し た 標本 に つき , 子宮 峡 部 , 


\ 


Rey = m Eb » 7X 
ar FTD AU 


リン パ 節 を 切片 に 作製 し た 


租 織 回 宅 に は , 1022 Formalin, Carnoy 氏 液 。 純 アル ュー ル ,。 昇 来 水 酷 液 等 を 用 いて , 


Paraffin 切片 と な し , Hematoxylin-Eosin 染色 , ARE Schiff 染色 , Feulgen 反応 , 


fhe Bn fee 


Methylgreen-Pyronine 染色 , Toluidineblue の Metachromasy 反応 , $##8%44., 


™ 
ai 


E 例 は 表 の 如く Co™, 20 例 PP" 4 例 で ある 
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20 59 4 720 3600 34 


0.32 10 


Co® の 1000mch 以下 の 量 に て 照射 後 5-7 日 頃 ま で は , HAMID, Bec Au HEA, 胞体 
の 好 者 基 性 低下 , ZEEE, GTAP REE, 核 小 体 の 巨大 化 を 見 た 。 間 質 に は 白血球 浸潤 が 認め 


<4 


u 


brn, また 症例 に よっ て は 好 酸 球 の 著しい 出現 を 見 た 。Co5? 1000mch 41 - OR + HH 
EI ARENT SL, Marie, 巨大 核 形 成 , 核 融解 等 の 核 破壊 像 が 多数 に 認め られ る 
聞 買 に は 、 細 胸痛 出 と し て , 形質 細胞 の 出現 を みる 他 , 毅 液 湊 出 性 変化 が 著 明 で ある 。 こ れ は 


Failla の い うぅ 放射 線 照 射 に よる 痛 細 胞 の 胞体 の 次 透 圧 の 変化 に 基く 物理 化学 的 条件 に よる も 
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の で て あり, さら に その 前 提 と し て の 体液 交 環 境 の 変化 に よる も の と 思わ れる 。 BARBIES 
* 第 に 器質 化 が 完成 し て , 煽 細胞 は 全然 認め 得 た く な る 。 さ ら に 血管 に も 強い 夜 化 が 見 られ る 
の で あっ て , EBEN ES, 類 繊維 素 様 変 性 。 管 腔 拡張 等 の 一 連 の 血管 変化 に よる 血行 の 障害 
に ょ っ て . 交 細 胞 の 座 作 壊死 が 助長 され る も の と 解 さ れる . 
坊 病 克 局 所 以外 の 個所 に は 著 明 な 作用 は お よん で いな い 様 で あり , また その 他 健 常 組 織 に も 
強い 変化 は 見 られ な か っ た 。 
以上 は Co® に つい て 述べ た が , PR (LUCE CANIM RE MI IL, RB 
Chor, 要する に Co は 局所 の 炉 細 胞 に 選択 的 に 強い 座 性 壊死 を 惹起 し , さら に 間 質 に も 


血管 変化 を 伴う 細胞 浴 出 並び に 棚 六 痛 出 を 主 と す る 強い 変化 を 配 え , 閣 細 胞 の 変性 壊死 を 間接 
的 に 増強 し , か つ 器 質 化 を 促進 する も の と 思わ れる 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 
ht 講 
梅 垣 洋一 郎 : 冶 に 対す る 放射 線 照射 ら 効果 を 記述 する に は 照射 量 。 照 遇 期間 。 称 強 慶 等 を 明らか に し た け 


KEBE CK, mech で な 〈 r wkUÜ rep を 記載 すべ き で ある 。 


179. LTR BBE (宮本 * 稲垣 現象 ) の 臨床 的 研究 (第 10 報 ) 
a つい て 


井 楽 成夫 (東大 放射 線 笠 ) i 


Clinical Study of the Miyamoto-Inagaki’s Phenomenon of Blood 
Serum (Part X); Effect of Radiation Therapy 
on Malignant Tumors. 


SHIGEO ISOME 


人 血清 を 毛細 管 ビ ペッ ト で 1 滴 載 物 硝子 上 に 滴下 し , 丸 デッキ 」 BIT REE 110~ 
120 の 乾燥 器 内 で 30 分 間 圭 する と , 種々 な 鐵 模 様 が 血 済 の 薄 層 中 に 現われ る (HA + Fgh 
現象 ) この 鐵 模 様 ( 血 乾 型 ) は 健康 者 と 病 者 と で は 異 っ た 像 を 呈し て , 疾患 特殊 性 は な い ヵ 
病 者 で は その 病勢 の 軽重 に よっ て 一 定 の 順序 を も っ て 血 乾 型 が 変化 する こと を 各種 の 疾病 に つ 
いて 経過 を 追っ て 証明 し , 疾病 の 軽重 ある い は 予後 判定 の 有力 な る 補助 診断 法 と し て 本 現象 の 
臨床 前 応用 は 価値 ある も の と 認め る と と も に , 本 現象 の 発現 機 訂 に つい て も 実験 的 考察 を 加え 


TER; 
STEEL [| 線 治療 を 加え た 場合 その 病勢 に 相当 し て 複雑 (BE) 血 乾 型 か 発 
現し た こと を 手術 不能 の 乳 意 , 食道 区 お よび 肉腫 等 の 患者 10 例 に つい て 経験 し た 、 す な わ ち 


血 乾 型 が 病勢 平行 し て 変化 する こと は 今 まで 取扱 っ た 諸 種 疾患 に お ける と 同様 で ある 。 本 症例 
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に お ける 血 乾 型 の 悪化 (複雑 型 化 ) を みた 場合 の 血清 蛋白 量 , 粘 租 度 は それ ら が 正常 値 域内 を 
示す 時 と 正常 以下 に 減少 する 場合 と を 認め た 。 META ARS CHM INS 血清 の 表面 活 
の 増大 に 原因 ナ る も の と 考え られ , 後者 は 栄養 失調 症 等 で 認め られ た 如き 低 重 白 の 作用 が 加わ 
っ た こと に に 原因 する と 考え る 。 血 沈 値 は 全 例 に 促進 を み ふた が 血 乾 型 と の 間 に 平 行 関係 を 認め : 
Ly 


Ei 


KREIEREN U 2c BRE HS LE FDA MAT, 乳癌 手術 後 治 
KE (1 日 1 回 2007, 概ね 連続 90 日 前 後 ) 患者 38 例 , その 内 23 例 に つい て は 治療 初期 か 
ら 終 了 ま て 経過 を 追っ て 観察 し た 。 また 白血球 数 , 赤 沈 値 , 血清 重 白 量 , 同 粘 舟 度 等 の 変化 と 
血 乾 型 の それ と を 比較 し た 。 す な わ ち 1) 全 例 に お いて 発現 し た 血 乾 型 は 健康 者 で み られ る 
AB 型 ま た は AB 型 と 簡単 C 型 (大 淵 の 分 類 に よる ) と の 混合 型 と が 絶 体 多数 で , 簡単 C 
型 の み の 発現 は 2 例 中 14 例 C み られ た が , いずれ も - 過 性 で 多く は 照射 2030 日 前 後に 
現われ 再び 旧 に 戻っ た 。 全 例 を その 経過 を お っ て 観 穴 す る と 照射 初期 に は AB 型 ま た は 僅か 
こ 簡 単 C 型 を 混 じ た 型 を 主 と し , 40-60 日 に な る と AB 型 が 減少 し , 簡 閉 C 型 を 混 じ た AB 
型 が 増加 し 70-80 日 前 後に は 再び AB 型 を 主 と す る よう に な っ た 。 ま た 複雑 (重症 ) 血 乾 弄 

ちる 也 型 , E 型 お よび その 混合 型 は 発現 し な か っ た 。 す な わ ち 概ね 健康 血 乾 型 で 終始 し た 経 

と と 


vi okOtChS,. 2) 照射 日 数 を 重ね る に 徒 っ て 患者 の 白血球 数 は 洒 減 し た が 血 乾 型 の 秦 


過 を 2 
化 と は 関係 な か っ た 。3) 赤 沈 値 を 経過 を 追っ て 観察 し た 23 例 中 終始 正常 値 5 例 。 滞 次 減少 

て 正常 値 と な っ た も の 4 例 。 経 過 中 一 時 10~60 の 増加 を 示し た も の 14 例 が あり この 増加 
は 照射 40 一 60 日 前 後に み られ た 。 ま た 全 例 に つい て みる と , MH 20-30 日 に 10 前 後に 集 
中 し た 血 沈 値 か 40-60 日 前 後 で 多く の も の が 分 散 し て 増加 値 を ボ し , その 後 は 減少 し て 70 
~90 日 で は 15 以下 を 保持 し た 。40 一 60 日 前 後に 血 沈 値 が 増加 し た こと と 血 乾 型 が その 時 期 
に C 型 側 へ ずれ た こと と が 一 致し た の で は ある が , 個々 の 例 に つい て 検討 し て みる と この 両者 
の 聞 に は 何 の 平行 関係 も ね み られ な か っ た 。3) 白血球 数 の 減少 ある い は レ 線 宿 酔 と 思わ れる 症 
状 の 発現 の た め - - 時 治療 の 中 止 を 余儀 な くさ れ た 状態 下 で の 血 乾 型 は 特に それ を 想像 させ る ヵ 


ee 


如き 複 礁 化 を 呈し な か っ た 。5) 血清 重 白 量 お よび 同 粘 舟 度 の 経過 を 全 例 に つい て 観察 
照射 を 重ね る に 従っ て 両者 と も に 減少 し 40-60 日 を 最低 と し て その 後 は 滞 次 増加 CIN 
す 傾 向 を 示し た が この 減少 は 正常 値 域 仙 で の こと で あっ た 。 血 乾 型 が 健康 型 で 終始 し た こと と 
同様 で ある 。 要 之 長期 に る 乳 冶 手 術 後 レ 線 治療 は 何等 血 乾 型 に 影響 を 与え な か っ た の で ある > 
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180. Co” 遠 距離 照 英 に よる 閣 治 療 経 験 
山下 久雄 , SKM. 赤松 A. 藤田 順一 . SLR. 田村 宏 平 


(RSL PERAK AF PE 学部 , | ET. 東京 


第 - 病院 ) 


Some Experiences in Cancer 
Treatment with Co” Teletherapy Units 


HISAO YAMASHITA, SHINJI SUZUKI, 


JUNICHI FUJITA, YOSHINOBU KISHIG/ 


ve 


KH RIT-I BEE Co” を 60 curie tA LT, 


12.5r/min 7, ポリ エチ レン 製 の 袋 を 以 っ 


と 2 ~ Nels Ae 
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HISASHI AKAMATSU, 
AMI, KOHEI TAMURA, 
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er 


こと も 特 笠 すべ き 長 所 で ある 
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と 密接 な 関係 が あっ て 放射 線 の 照射 し 難 き 症 例 , 深 在 性 の 病 徐 を 有する 症例 , 


eg 


米 の 放射 線 療 法 の 行い 得 な か っ た よぅ な 症例 な ど を 選ん # 


ょ い 筐 で ある に 拘ら ず , 認 む べき 効果 を 挙げ る こと が で きた 。 
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の 副作用 は 非常 に 少く , 5000r 以上 の 大 量 を 照射 し た 症例 で も 皮 


と 比較 LE TH : 著 な HH: 
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Won Bb 46:32=-69531:5-80%16:13=81% 4:4=100% 13-42 104: . 79- 
WOT ET 22 Rae By OD A, PROF a Rakhi aR Lec EIER. 
{ili TAN H 
次 に 注目 すべ きこ と は 央 な ど と の 関係 で , 骨 の 原発 性 腫瘍 の 成績 は 余り 芳しく な いよ うに 思 
われ る 他方 , 骨 と 密接 な 関係 の ある , EF ONE, MRE LE OME CHAN BAS, 芝 
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転移 で も 良成 績 で あっ た こと は ほ は コバ ルト 療 法 が 均等 放射 線 で ある 特長 を 生か 
方 面 か ら の 放射 線 療法 の 進歩 も 詞 め る も の と 考え る 
meee UT 1.5~2.0 月 に 5000r を 目標 と が か, 以上 の 治療 経験 と 散 語 


MEO BL, 7000r 租 度 と し て も 副作用 
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XIII. 化学 療法 Chemotherapy 


181. 吉 性 腫 瘍 に 対す る 化学 療法 剤 と 放射 線 と 
の 比較 実験 的 研究 
山下 久雄 , AF SCRE RUSE. SNH AA CE) 


Experimental Studies on the Effects of Chemotherapy 
and Radiation Therapy of Malignant Tumours. 


HISAO YAMASHITA, FUMIO KINOSHITA. 


比較 研究 し , その 作用 の 相違 を 究明 


呈 性 幅 揚 組織 に こ お よ ぼ す 化 学 療法 剤 と 放射 線 と の 邊 用 4 
研究 方 法 と し て は 。 先 づ 実 験 対象 え は すべ て 時 日 展 の 滞 沢 ヒノ ン 培 を 用 いた 


投 子 法 投 全量 は 諸 種 化学 療法 剤 は 筋 注 また は 静 注 に より , LD。。 の 12-13 すなわち 体重 


se, ethan 


1 肝 こ 対し , Nitrogen-Mustard 0.5~1.0mg, Nitromin 50mg, TEM 1.5mg, Amino- 


pterin 0.lmg, A-Metopterin 0.5mg, Sarkomycin 0.5g, Azaguanine 300mg を 3~5 


nie Ter y 


Hee LHR E LURFFR AG Img を 24 EN EHRT 7, 


レン 塩 を 移 値 後 23 MACHA MBA BAR LABS % DIC HOB CHMME L. 


H- ia = 
肉眼 的 に 腫瘍 の 大 いさ を 計測 し , また 人 存 分 日 数 こ お よ ぼ す 延長 効果 を 対照 と 比較 し , 注射 後 1 
3,5, 7 A, 2, 3, 4 適 と 痛 日 的 に 層 殺 し 病理 組織 学 的 に 検索 し た 


EEE hs. Lei ar os ee Lak <b 
SILLS THOM 5 BR 2 WOMBORKW Zei Bi, 





RIEL ALONE : 

» の 三 乗 積 で 表 は し 100 と し て 。 以後 の 大 いさ と 比較 し た 。 すなわち TEM, NMO, NM 

E: 元 れ も 良 く 腫瘍 の 大 いさ を 縮小 せしめ 得 。 そ の 効果 は 比較 的 特 貫 す る 。 し か し その 作用 も 注 
な ち ね け 7 ガ 


射 後 2 和 で は 再び その 発育 力 を 瑞 加 し , NM の 如き また その 他 の 薬物 こ に おい て も 住 < 対 照 の 


少く な か っ た 。Aminopterin。A-Methopterin。 Sarkomycin 、 こ お い 


これ を を 竣 例 する 症例 も 


て は 著 効 は 認め 得 な か っ た 。 以 上 の 化学 療法 剤 を Radium 組織 内 照射 に 比較 する と 上 記 の 投 
プ 条 件 で は Radium が 最も 優 っ て いた 。 


2) 存命 日 数 に お よ ぼ す 影 響 : 移植 後 2 週 に お ける 移植 成功 動物 数 を 100 と し その 後生 存 


こい る 動物 数 と の 比率 を 見 た 。 すなわち 3-4 過 後 こ お い て , TEM, NMO, , AZAN, 
THRO 20 22 に 対し 明か な 人 存命 日 数 の 延長 か 見 られ た が , Radium の 60 2 に ほお よ ぼ な ふか 
っ こ 。 Aminopterin, A-Methopterin, Sarkomycin は 著 効 を 見 出し 得 な か っ た 。 
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3) 病理 組織 学 的 所 見 : 以上 の 観察 を し な がら, GR 1, 3, 7。 10 A, 2. 4 dic? 


引 し て 日 恨 を 必殺 し , その 薬物 及 Radium の 独 瘍 に 対す る 効果 を 追究 観 窪 し これ を 総括 | 
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— テテ — プア Ve borg 7 2. この 
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i に % Hi tit 
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NMO 4 = に 4 4 ex a 

NM 7 : H 1 N 
AZAN 1 H ! u 1 4 4 
SARKO + x 
AP 1 に 


Radium - tt 


ek 
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LRT SE NM は 他 の 薬物 に 比 し 血管 の 変化 強く , Hill, Sram Hr 


U 


TEM と Radium と は 巨 細 胞 の 出現 , Fir Bikini TTeEne, En Hye 

腫瘍 細胞 の 秦 化 に お いて 多く の 類似 点 が あり , 多 形 細胞 の 浸潤 も 少 か っ た AZAN, NMO i, 
それぞれ TEM, Radium に 次 いで 上 記 の 徐 化 が 見 られ た 、 ま た 組織 化学 的 に DNA, RNA 
を Feulgen 反応 , Unna-Pappenheim の Pyronin-Methylgrun で 調べ た か . Feulgen., 
P-M に それ ぞ それ 染色 され る 物質 が 対照 で は 網状 構造 


= BB“ 告 の 整っ た CH, られ る か 、 NER N 4, U) 





trip pe + と 、 
Cle Rico), 


NM の 順に 見 られ , 


し て 観察 され , これ は や は り Radium, TEM,NMO, 


向 変性 の 状態 も 上 上記 の 順に 見 られ た が 。 AAN 





ーー 
化 に つい 


C て は な お 症例 を 重ね て 見 た い ( 交 部 省 科 学研 究 費 に 


132. 相性 腫 務 の 肝 カ タラ ー ゼ に 関す る 研究 (第 一 報 ) 
抗 冶 物 質 の 吉田 肉腫 動物 肝 カタ ラー ゼ に お ょ ほす GE 
山元 清 一 , 石原 実 . 川島 吉良 (HRmAED 
Study on the Liver Catalase of Malignant Tumors 


SEIICHI YAMAMOTO, MINORU ISHIHARA, YOSHIRO KAWASHIMA 


1910 年 Blumenthal が 人 の 肝 問 組織 の カタ ラー ゼ か が 著 明 に 低下 する こと を 載 告 し て 以来 , 


Brahn, Rosenthal, Greenstein, 中原 。 中 川 。 Appleman 等 に 


{ 


ko CHE ID a x 5 
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ょ この よう な 肝 カ タラ ー ゼ の 低下 か 腫瘍 の 


ー ゼ に つい て 広範 な 研究 が な され て で きた. われ われ ! 
移 西 に より 認め られ 腫瘍 を 別 除 す れ は 正常 に 居 復 する と い ぅ Greenstein の 報告 に 注目 し, 
吉田 肉 隆 お よび 腹水 肝 娘 動物 を 用 いて 腫瘍 の 化学 療法 に よる 肝 カ タラ ー ゼ グ の 影響 を 通じ て 制 壇 


ED Ba REY し た (fH Leayweas Nitromin, 8-Azaguanine 6-Mercapto- 


purine の 三種 で ある 
— By Bh 
尺 ン 


Cl) 反 物質 の 吉田 肉 種 カタ ラー ゼ こ お よ ぼ ゴ 


実験 方 法 : 1) Bin. 80-1108 の 雌性 テッ テ を 使用 し - - 定 飼料 に て 飼育 し 吉田 肉腫 は 純 


4-8 AA ib Z HEL アン 
EAL Ac GAARA RE Et 





2) TOA NGOs, 移植 後 早期 に 注射 を 開始 せる 群 と 科 
ro, 前 者 は 18 匹 を 1 群 と し 3 群 使用 し 移植 後 4 日 目 よ り 各 1 回 量 休 重 100g 当り Nitro- 
可 腹 腔 内 連 : EL こと 後者 の 


場合 は 9 匹 を 1 群 と し 3 群 使用 し 移植 後 6 日 目 よ り 同 様 5 回 連 注 し た 


or) 


min Img, 8-Azaguanine 30 mg, 6-Mercaptopurine 5 mg 


ew ft 


3) 肝 カ タラ ー ゼ 活性 度 測 定 。 正常 ラッ テ , 移植 ラッ テ お よ C ッ テ の 1% water 





homogenate を 任 り Euler-Josephson 法 に より 新鮮 時 組織 le 当 お ょ よび 乾燥 重量 1g 当 の 


RA 


寺 カ タラ テーゼ 活性 度 を 測定 叶 期 注射 開始 ラッ テ に お いて 第 LAE BA LO. また 後期 


開始 ラッ テ で は 第 3 回 注射 後 よ り 連 日 測定 し た 


第 12 図 参照 (数 値 え すべ て 3 匹 の 平均 値 を 以 っ て 図示 し た 





CID 撤 癌 物質 の 腹水 肝 韻 動物 才 カ タラ ー ゼ に お 





生 に 吉田 内 用 動物 時 カタ テー ゼ に お さぼ す 影 響 4 


りゃ 腹水 肝 交 に - 層 抑制 的 に 働く こと か が 教 宣 の 研究 に よっ うれ 知 られ て いる の で われ われ は 更に 
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第 3 図 TH OBES OBOE Kat.f. CRE te 
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7% : 8-Azaguanine や 6-Mercaptopurine の 作用 は Nitromin の よう に 一 般 細胞 を 





da > と うー や Ho 
キル 化す る こと に より 破 蘭 


ニン 代謝 の 酵素 系 に 変化 を 与え る と いう 緩和 な 作用 で ある 。 





» 8-Azaguanine の 場合 に は 注射 後 も 無 処置 担 癌 ラッ テ と 同様 に 低下 し 2-3 日 お くれ て 平 
衝 あ る い は 上 昇 し , Nitromin の 場合 に は 肝 Kat.f. の 低下 は 翌日 より 見 られ な か っ た 。 Ai 
に こよ され ば トキ ソ ホ ル モ ン は 閣 細 胞 が 生産 し 体液 中 に 放出 され 肝 に 到 っ て 肝 カ タラ テー ゼ 作 用 つ 
低下 を 惹起 せ し めそ の 脱落 に よっ て 拓 復 する と 述べ て いる 。 抗 癌 物質 の 悪性 腫瘍 細胞 発育 折 市 
作用 に より トキ ソ ホ ル モ ン の 生産 も また 抑制 陸 目 され, fko CH Kat.f. の 低下 は 停止 し も る 
Viz EB] て 行く か と Er EHZ 


IALD 
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持論 ・: CI) 正常 雌性 ラッ テ 肝 カタ ラー 活性 度 は Euler-Josephson 法 で 8-10 月 こ 
新鮮 組 織 1g 当 23.7 乾燥 量 1g 当 129.4,12~2 月 に お いて は それ ぞ れ 23.2 114.7 
ちっ た .【2] 吉田 肉 午 ラ ッ テ 肝 Kat.f. は 移植 後 か ら 死 亡 す る まで 低下 し 1/18~1/20 ic 

ESO, BOOK» THF Kat.f. は 移 植 俊 純 培養 期 まで 滞 次 低下 し 大 体 1/3=1/4 に 達し 


RRKETAE CHEM Lev. C389 HAI TESTO | AWE ts KO WKF FA o 7 


x 


Ys 1 + BA 


HE Kat.f. に お よ は す 影 響 と し て 。 Nitromin で は 注射 後 計 Kat.f. Of FitbHik Sr EAN 


es 


始 日 つ 値 を 維持 し , 8-Azaguanine TIEHRIMTFTL 72 時 間 後 より 上 昇 の 傾向 を 周り 。 


6-Mercaptopurine の 場合 よ 8-Azaguanine の や や 下 個 る 値 を 以 っ て 同様 の 傾向 を 示す. 別 


8-Azaguanine #482 + hi KA PIC U NT Ei ChO. C4) RHEIN EN OF EL L 

CHE Kat.f. の 低下 阻止 , 上 昇 傾向 は 期待 で き な い ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
附 議 

OR: 非常 に 面白 く 拝聴 し まし た が 。 BROT DRMIN-HRZERTY 


ー モ を だ よ ぼ ・- す 影 郷 を ・ ー 応 調べ て 置い た か が よい の で は な いみ ヵ る 、 と Bue FE 


テ に 注射 し て その 肝 カ タ 


183. WEHRDNRERNGE EOI GA 
OT KIEFER 
BAAS. SA 3, 花房 厚 . 橋本 良文 . 五十嵐 完治 . PR 弘 
( 塵 大 病理 ) 

Histochemical Studies on Cancer Tissues. (4 th Report) 

Effects of Antineoplastics on Cancer Tissues. 
TEISHO AOKI, NOBORU MOCHIZUKI, ATSUSHI HANABUSA, 
YOSHIBUMI HASHIMOTO, KANJI IGARASHI, HIROSHI NAKAGAWA 


ANZ LED RE IB RSS AAI. われ われ は 腹水 時 交 , 吉田 肉 隆 等 に カル チノ 
フ ン (Carzinophilin : 北里 研究 所 ・ 委 藤樹 博士 創製 ) を 洲 射 し て 頑 組 織 に 起 る 変化 を 組 
織 化 学 的 に 検討 し た 腹水 肝 冶 に , その 発生 母 組織 と 対比 する た め に 第 三 報 と 同様 肝 に 移植 し 
た る の を 用 い , 一 部 は 卒 抹 標 本 と し て 用 いた 。 吉田 肉 種 は 主 と し て 塗 抹 標 本 を 用 い , 一 部 た 大 
MEER. これ ら の 各 例 に つき , H-E 染色 , リー 染色 等 を 基 に し て , 脂 


J 


は 


> 


肪 , Al, リボ 核酸 。 アル カリ ー フ ォ ス ファ ター で ぞ 。 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ , TrATr id 


t, gw- エ ステ ラー で ゼ 。 AS- エ ステ ラー ゼ , た ニス ビ 。 カタ ラー ゼ , リパーゼ,。 脱水 素 


BY, ベ フ チ デ ダー ぞ 等 を 組織 化学 的 に 追求 し た 。 
ゎ ゃ ンチ ノ フォ リン 治療 実験 は 第 1 一 第 3 群 に 分 け 二 行い , 次 の 如き 結果 を 得 た 
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LE > 腹水 肝 閣 肝 内 移植 例 13 例 及 び 吉 田 肉 幅 腹 腔 内 移植 例 4 例 に つい て カル チノ フィ 
9500~3000u. /kg. を 1 回 度 下 乃至 腹 腔 内 に 注射 し , 24 時 間 後 に 非 注射 対照 例 そ れ ぞ れ 
11, 1 例 と と も に 撲殺 し て 検索 し た 、 対 照 例 に つい て の 各所 見 は 第 三 報 に お いて 報 杏 し た も の 


同 -- の 所 見 で あり . MMIC CELL LMM LCR ONL OIL, リポ 核酸 , フォ 


スフレ ミダ ー ゼ 。 脱 水素 酵素 。 ベ へ プ チ ダ ー ゼ 等 で ちあ ちり, Hill, 本 フォ ス フ ァ ター ゼ 。 各 エ ステ 


ラー モ 。 カタ ラー ぞ 等 ほ は 減少 し て 認め られ た 。 注射 例 に お いて も 全く これ と 同 -- の 所 見 が 見 


, 対照 例 に 比 し て 特に 著 変 は 認め られ な か っ た 


Beh: Kokain, 吉田 肉 幅 を 白 恨 腹腔 内 に 各 2 匹 宛 移植 , 5 日 後に カル チノ フィ リン 


よび 注射 後 経時 的 に 腹水 塗 抹 標 本 を 作製 。 ギ ム ザ 系 色 





2300u. kg を 腹腔 内 に 注射 し . 


と 対比 し つつ 検索 し た 。 ギ ム ザ 標本 を 見 る こ + で に 腫瘍 細胞 に 原形 質 の 膨 


ee ays fy. dfs 1 pH 
Ar ym Ys" > 変性 代 か な と と も \LRE HAER 


化 、 有 崩壊 見 bh, fv; 濃縮 像 も 認め られ る 








Rh eS 多く tbs = - 刻 性 せる 細胞 に は に 。 フォ ス フ ァ ミダ ー ゼ , ペプチダーゼ 
減少 か 見 られ , PAS Hrn ZH mL TR Sti 

第 3 群 : 腹水 肝癌 肝 内 移植 後 7 BA OBR 18 匹 に つい て , カル チノ フィ リン 2500u. kg. 

1 日 1 回 9 日 間 連 続 皮 下 注射 し , 最終 注射 後 時 間 に て 非 注 射 対 照 例 8 匹 と 共に 撲殺 , FR 

対 妥 例 に お いて は 第 1 群 に 比 し て 特に 変化 は 認め られ な か っ た か , 治療 例 に お いて は 

床 眠 前 に 対 妥 例 の 如き 巨大 結節 形成 ほ 見 られ すず , 小結 節 が 点 在 オ る の ム で あり 。 TORE 


斑 性 こ 収 縮 し て いる の が 見 られ た 、 H-E 染色 に お いて , 治療 例 の 腫瘍 細胞 は 一般 に 強く 宅 有 
- 膨 化し , 核 は 濃縮 状 乃 玉 月 壊 状 を 豆 し , その 周辺 に 強く 結合 織 が 増生 し て いる 、 こ の よう 
SLAP ROM WIC, 結 合 織 増生 の 少 \ 新 し い 小 病巣 ヵ 点 在 し て み ら れ る が ,。 こ の 部 の ! VE 
に ゃ 中 等 度 の 変性 像 が 認め られ る これ ら に つい て 各 染 色 法 を 行っ て みる と , 脂肪 は 前 述 の 


ler - an 2 Fa eer tril - ET HEN THe Het Z ンー WY Ne Sp - 
WAL 4 OIC GR < 陽性 て ef Haim TE し THM TIRE TCHS. BZ Mies AM iS 


ーー q FH: 


Vas EE 用 至極 く 僅 ヵ IT ET HAD, efi ee リ fee ast の 健常 肝 細胞 RE 対照 hi 


1 > be (を 
(haze OK 





性 化 が 著 明 で ある が , BECOME te. IMIDE LCL SU REAR, SSPE CLAN 


2 。 “iss 


と は 減少 し て いる も の が 多く 。 H-E 標本 で は 一 見 





移 の 方 が 正常 肝 よ り 強 い の に 対 1 
が 性 像 の な い 交 細 胞 に も か な り の 減少 が 認め られ る 。 テル カリ ー フ ォ ス ファ ター ぞ は 対照 


テーー/ > N ru Ze be EIR: rt Pew) >+ 1 PZ. 7 0: NER ae 
it} 1a EVER BUCHE > れ る の みみ で ある か Tiel は PER, rm DD» 見 変性 像 の 強 \ TEN 





に も 陽性 で あり , Ze or Fade 


られ る 。 空 胞 状 に 変性 し た も の で は - 一 般 に 陰性 で ある 。 酸 フ ょ ォ ス ファ ター ゼ も アル カリ の 場合 
同様 朗 性 せる も の に か な り 麗 加 二 る フォ ス フ ァ ミダ ー ゼ は これ に 反し 変性 部 に 減少 し , i 
立 に お いて は 減少 が や や 高度 で ある 各 エ ステ ラー ゼ は 腫瘍 細胞 に 陰性 で ある が , 変性 部 に 
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壊死 の 過程 で 部 酵素 の 活 1 MEAS f- と を 生 











陽性 と な る の 傾向 は 治療 群 に お いて 著しい 。 カタ ラー ゼ , リ ペ ー ゼ も これ と 同様 変性 部 こ 
や や 増加 し て く この 傾向 は 治療 群 に 著しい 。 脱 水素 藤 素 は 正 常用 に 比 し て 貴 瘍 細 有 物 で ! ェ 
や や 増加 し て いる が 。 変性 部 は 減少 し , 徐々 に 消失 に 傾き これ に 比例 し - が 増加 し て くる 。 
ベ フ チ ダ ー ゼ は 腫瘍 細胞 に 多く , 論 性 部 は さら に 多く な る が , 治療 群 で は 見 変性 像 の な い + 
の に も 強 陽 性 と に っ 
X Fa RE Ta HF HH 
HN, HS AR 
Ai iii BE M Kr ー て #+xH i 
線 ii ha 生 ト ヽ 者 
At 肪 BS ies t+~tH H 
Ba 原 ー < ン 
アル カリ ー フ オス ファッ ター モ —~- Lo 4 
B-7 + ス ファ ター ギ +~ +H + 
a he ス = a H+~ +x 
Cr 一 > = 42 = ー へ 
カ R 7 _ x 
j kKOHE ECK H ペー 
7 F- pd ale 42 +~ + 4 
LILO RAREST 6 EROS IR, COE S CMMI BPE iA | 
U カタ ラー ゼ 。 各 エ テラ テーゼ ぞ ゼ 。 酸 フォ ス フ ァ ター ゼ 。 アル カリ ー フ ォ タ 
HAFTBAR, これ か すべ て 真 の 酵素 活性 度 の 上 昇 に 由来 する も の か 。 ある い は 拡散 。 HY, ZO 
他 の 因子 に よる も の か は な お 検討 を 要する も の で ある しかし, 最近 Berenbom 等 ほ 肝 細胞 
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以上 の 各所 見 か ら 。 カル II Ko TEL 
と , md PERS CPC EES 線維 増生 が 著 明 に ム られ る が , これ を 組織 化学 的 に 検討 
する と , BMC SEBICA られ る 秦 化 と 大 差 な く , 量 抱 に これ が 強く 起 っ て お り , 治 
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184. ー フ フレ リッ ソ ッ ヒ 腹水 癌 に JE の お よ ( ぼ TEE (第 一 
多田 一 夫 . 三宮 敏彦 , 飯田 正彦 (京都 計 立 医大 病理 ) 
On the Influence of NaF on Ehrlich’s Ascitic Cancer 


KAZUO TADA, TOSIHIKO SANNOMIYA, MASAHIKO IIDA 


FRESCO CB kA Faden, 特に 歯科 医学 上 重要 な る 役割 を 演じ て い 


る こと は 周知 の こと で ある 。 私 等 は 那 素 を 大 量 に 含有 する 水質 地帯 に お いて は 訪 お よび 結核 の 


か 他 地 区 こ に 較べ て 非常 少な いと いう 河合 氏 の 報告 に 興味 を 持ち , 腹水 腫瘍 に 那 素 が 如 


何 な る 影響 を 釣ら すか に よっ て 今回 は 特に 体重, KIA DIL, SS VRR MER 


en 


EEE BLD BEC BR Lt 
材料 : ニー ルリ ッ ヒ 腹水 頑 移 植 後 10 日 目 の マ ウス 。 BBO IED bY nite 


Bik: 上 上記 マ ウス の 腹腔 内 に NaF 溶液 0.2cc を 注射 し , の 後 経時 的 に 上 記 の 事項 に 


Wars] 
HL: Shin Wr RL 3S WCOML 10 日 目 ょ ACHES I, 14 日 


り 滞 次 減少 する 1H. 10 日 目 よ り 減 少し 始め 急激 な る 変動 な く 除 * に 下降 する 1 We 
“2. NaF REAL 9, 『 型 に は 著 明 な 変化 を 見 る が , 旧型 。 目 型 に は 大 し た 変化 を 


区 状 に 増加 する 型 と 。 11 日 目 





JAMEL OL. Cit, 移植 後 通常 
頂点 に 達し 13 日 目 こ 急減 し , それ より 瀬 次 減少 する 型 と か ある か が , NaF 溶液 を 注射 する 


> すべ て 洋次 減少 し , の 後 4 時 肖 目 より 12 時 間 目 まで は 滴 次 増加 す こよ 製 


fj 周 目 まで は ゆる や か こ 減少 する 。 この 後 再び 増加 し は じ め 。 3 日 目 を 頂点 と し て 減少 し 始 
», 6 日 目 に 最低 値 を sy 再び 障 段 状 に 増加 する 。 し か し 比較 的 早期 に 死亡 する た め 長 期 の 


『 察 は 不能 で あっ た 。 形態 学 的 に は NaF 注射 後 1 時 間 目 に すでに 分 像 核 細 胞 に お いて は 染色 


PRD AERO TAB ee FA, 2 時間 目 で まこ れ ら か さら に こ 融 合 す る の が 見 られ た が 静止 核 細 胸 


で は 大 し た 変化 は 認め られ は か っ た 


ME: 以上 の 所 見 より 見 て , PRLS y cHOKMODMLM ATS LOL MbNnS, 


HAL 72 時 間 前 後 て 体外 に 排 演 さ れ て し まう と いわ れる が 。 細胞 数 は NaF 溶液 注 科 後 
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185. 吉田 肉腫 に 対す る 水銀 化物 の 抑制 効果 EZ) 
MAHAR. Bat SE 昭 , 令 根 原価 夫 , 宮 治 清 一 
(日 本 専売 公社 東京 病院 外科 ) 
The Inhibitory Effect of Mercury Compounds on the 
Growth of Yoshida Sarcoma (II nd Report) 


TOSHIO HOSODA, MASAE SHINOMIYA, AKIRA NITTA, 
SHIZUO SONEHARA, SEIICHI MIYAJI 


前 回 吉田 肉腫 に 対す る 水銀 化物 経口 投写 に よる 抑制 効果 に つい て 報告 し た が , Pe 
内 処理 お よび 腹腔 内 注射 に よる 抑制 効果 と リボ 遷 酸 代 謝 と の 関連 に つい て 報告 する 

実験 方 な : 体重 100g 間 後 の 雑 系 ラッ テ を 使用 し 移植 後 5-7 日 目 の 用 水 0.1cc-0.2cc 
に オキ シシ アン 水銀 液 。, 激化 第 - 水 銀 液 。 ナ イト ロミ ン , HE (Tr, ner) を 各種 濃度 に 
ERTL, 5 一 10 分 間 室 温 放 置 後 ラ テッ テ 腹 腔 内 に 接種 し た 。 ま た オキ シシ テン 水銀 液 を 混和 し た 
も の に と 線 50r-100r を 照射 し これ を 腹腔 内 に 接種 し た 。 な お 対照 と し て 昨 年 4 月 より 本 年 
2 月 まで に 吉田 肉腫 の 種 接 ぎ に 使用 し た ラッ テ 140 匹 の 生存 百分率 を 用 いた 

実験 成績 : 1) 0.22% オ キシ シン テン 水銀 液 0.005cc (テキ シシ テン 水銀 0.01mg Fi, 10 
Pt), 0.025cc (0.05mg 8 匹 ), 9.05cc (0.1mg. 15 PT), 0.1cc (0.2mg. 3 PC) を 使用 せる 
も の は 腫瘍 細胞 に 細胞 質 の 空 胞 形 成 崩 壊 , 染色 性 の 低下 , YE RORBRHCAL. 分 裂 細 胞 の 減少 
潤 乃 の 崩壊, 腹水 粘 船 性 の 減少 等 か 見 られ 生存 日 数 ほ 著 し く 延 長 す る _ 特に 0.1mg 投 ケ せる 
も の は 約 2 僅 の 延長 が か ある 。 122 オ キシ シア ン 水 銀 六 0.2mg (6 匹 ) Tir, 細胞 質 


REN BED ON AD 対照 群 より も 却って 早く 死亡 する も の か 多かっ た 、0.2 2 FAL 


I ォ オキ シシ アン 水銀 と 汰 化 第 -- 水 銀 使用 群生 存 百 分 率 曲 線 
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—x tere Te RROQ2Qmg 2332 0.2%* *777 » KR0.01mg 
—o 02% 4X2 YT 7 KRO.2mg! HE AO.2ce.) —4O.2% KIC as -1KHO.Wmgi HE KO. 2c) 
ーー 0.2% オ キシ シア テン 水銀 0.1mg ーー- 0.2% 潜 化 第 一 水銀 0.2mg 


—e 02% オ キシ シア ンー 水銀 0.05mg ーー HR 


テー 
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アン ポポ 銀 。 ナ イト ロミ ン 。 硫 素 使 用 群 の 生存 百分率 曲線 
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5H 10H 15H 20H 


ーー オキ シシ アン 水銀 ー ナ イト ロミ >0.1mg 
0.01~0.2mg 
2 _ 


水銀 液 0.2mg (BIC) で は 核 の 凝集 , 細胞 質 の 溢 浴 。 ACE OZ KAO Bikey 
Ate < 死亡 し た 。( 表 1) 0.122 ナ チイ トロ ミン 0.1mg (11 匹 ) で は 生存 
科 と 大 差 な く 死 亡 し た 





尼 じ た も の に それ ぞ れ し レ 線 50r, 


$2) 2) 0.22 オ キシ シア ン 水 銀座 0.1 mg. 0.2mg を 混 じ た も 


LY) Tibi 


"DET DEN, DR EL 


縮 し た 。 (#9) 0.1mg 投 飼 レ 線 併用 群 で は 対照 群 に 比 








し 著しい 延長 を 見 た CL AMIE Oe, BORER, AMA. 細 
fi fa PEO) UF Sa SEG CEC BLO Be Ea RL, chi RPP SS 4 OITIEL PP 

E 命 は 延長 する 。( 表 WV) 3) WEAN AM BAIR 3 AAC 1 Il (5 匹 ), 3 日 目 4 日 目 

- 連 続 2 回 (10 YC) 0.22 オ キシ シア ン 水 銀 液 0.2mg WHEL, 注射 後 30 分 で 核 の 凝集 , 


< ソノ 


と ス る 。24 時 間 後 で も ほぼ 同様 な 状態 で ある 





es と x. Be re の +. H - 1 > Gut MET | 
: は 低下 し た 促 で ある が 肉腫 細胞 は 増大 し て くる 。 72 時 間 後 に は 染色 性 も 回 


it 
Mid} ih SARA ANAM e iS 5 OAPHAHE & ARE < PEE Le 
EV) 要する に 水銀 剤 の 影響 に よる 和 肉 風 細 胞 変化 は : つ の 特徴 が あっ て 延命 効果 が ある 。 そ 


Bo オキ シシ アン 水銀 と と 線 併 用 群 の 生存 百分率 曲線 
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WV オォ オキシ シア テン 水銀 単 衝 の も の と し 線 併用 群 の 生存 百分率 曲線 
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ーー オキ シシ アン 水銀 0.1 i 
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2. 中 
--- オ キシ シア ン 水 銀 0.1 HR 
と 株 併 四 

















W 腹腔 内 注射 生存 百分率 th R 
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50} SoS 一 
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3 ! オタ ルレ £ ‘ 
PIE “ 38.0.2 K5KO.2mg 
ーw 一 3.4 [ お 
細 須 質 の 空 胞 形 成 で も っ て SH EP VE と の 関連 が 考え られ る 。 その 2 は 細 
ts LOO WET, Site BURO RG CHS. PCD RO SO MIA Kho 
BS ry ee eee Pe KERR + BIER と 2 れる 


ZY SPS 


186. PF PSM Ic 2> LET Ey Op eS 


( ュ ン ゴー 赤 及 び ト リバ パン 青 に よる 核 染色 に つい て ) 


Er 悟 . BBB nme eR Rm eS) 
Effects of Various Compounds on the Yoshida Sarcoma Cells. 
On the Nuclear-staining with Congo Red and Trypan Blue. 


SATORU KANAKI, HARUKI FUJIKAWA 


に 腫 揚 に 対し て 抑制 効果 が ある と いわ れる 薬物 に つい て , 試験 管内 で 種々 の 測度 の 薬物 を 


ぼ 田 肉腫 細胞 に 作用 させ た 後 , Fenster | と いわ れる Seyderhelm 氏 の 核 染色 法 を 応 
AE OWE LON, 一 般 に 薬物 濃度 の 上 昇 に 伴い 核 染色 率 は 増加 し , 遂に 100% 


HI 7. Ree で 
用 し て 。 BRD 
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の 桜 染 色 を 示す こと を 知っ た 。 今回 は さ 
: 腹 水 内 細胞 の 核 染色 率 に お 
ERD FER AT CHT IE L 


実験 方 法 : 


デ っ 持 3 に os bE pL # 
- 実 験 を は じ め た 。 薬物 は 


Na 塩 の 水溶 液 を 使用 L 


拘 水 クビ ラール レ 


guanine は 


thane 1.000 mg, 300 


Nitrogen Mustard (MBA) 1 mg, 


Hore 
NE 


LO 吉田 肉腫 腹 
24 h に 


水 内 細胞 に つ 


と の 後 は 4-5 HET, 


fy: | 


日 1 回 


™~ 


ir és 1 BEY, 1 . 
* て は 全 仔 日 数 を も し! 


MN ERT HES HHL, 


HH 


ie lod % fir C fH AMA 


CFF A ARMED 2% 2 Ro, 


個 こ 


こさ 白血球 用 メラ ン ヂ ュ ユール の 区 剃 ま 


び ュ ン デ ゴー 赤 を 各 0.2% 


、 振 第 混和 し 
372, 染色 細胞 100 分 率 を 求 め る 


ン 青 お よ の 割合 


て , 約 15 分 後 Thoma 


7 


っ ぃ よ ぼ す 影 響 を 栓 し 。 
それ ぞ れ の 生存 日 数 に 
動物 は 約 100g DAN 


8-Azaguanine 


Nitromin 20 mg 


IE 
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細胞 数 は 腹腔 液 お よび 


? 
4 し 


CHES. 


(eee L PU Re RL 





FH AMET AR © ESA BEE & TT > TC 
IA Hse A Ali O 
て 観察 し 
腫瘍 動物 は 吉田 肉 幅 腹 腔 内 移植 後 4 日 目 に 
て 生理 的 食塩 水溶 液 を , 
薬物 は 体重 1kg に つき . 生理 的 食塩 水 Sec, Ure- 
HAN Img, 8-Azaguanine-Na 200 mg, 
を 腹腔 内 に 注射 し 
で は 1 bp。 3h. 
- 校 染色 率 を を 


腹水 に < 


Rn 
ul] 


の 他 ほ すべ 8-Aza- 


mg, 
FES EN 
を 24h 6h. 


r 
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9h, 


腫瘍 


12h, 


As j 


155’ PS} 


aN 9 


細胞 数 並び 


a3 | 
ay 
Bo 


動物 に ~ 


ョ アァ AB 


れ も ぞ れ 1mm? 


ry 中 の Fy fe: 


腹水 の 塗 抹 Giemsa PEAS bY BrEANG 309 


ML, 


9 Imm’ 中 の 細胞 数 を 計算 し た 。 核 染色 


と +e 


こ は 腹 水 を , これ に 生理 的 食 


7K に トリ スペ 


て メラ ン ヂ ュー ル を 満 し 


テー 


ZEN 


Da WBC lL. 細胞 


この 場合 赤血球 は 除外 する 


300 こ 500 O1 THE HAY 


以上 の 核 染色 の 方 法 


は 黒岩 氏 に 準じ た 

実験 成績 : 1. 生理 的 食塩 水 Scc/kg. 細胞 数 は 腹腔 裕 内 細胞 TC) 吉田 肉腫 細胞 
(以下 YSC) で と も に 著 変 な く , 腹水 内 細胞 (以下 AC) に お いて 核 染色 率 の 軽微 な 増加 の 
傾向 を 示し た も の も ある 。 

2. Urethane 1.000mg kg, C, YSC と も に 細胞 数 は 減少 し て lh で て 最小. 以後 徐 * に 


哨 加 の 傾向 を 示し た 。 染色 率 は C, AC 


て 


ンズ EL 


de と ゃ る に 増加 し て 1-6h で 最大 の も の 多く , 以後 徐 * 
- 減 少 の 傾向 を 示す 。 EIER LIE 
3. 抱 水 クロ ラー シル 300mg kg, 細 敗 数 ほ C, YSC と も に 減少 し て Lh で 最小 , 以後 徐 
に 瑠 加 の 傾向 を 示し , 染色 率 は C, AC で と も に 増加 し て , Lh で 最大 と な る も の 多 <^, 6-9 
h で ほほ 胡 値 に 復 す る 傾向 を 示し た 。 生存 日 雪 は 延長 し な い 
1. 串 硫 酸 加 里 1mg/kg, 細胞 炒 は と も に 中 等 度 に 減少 し て C で は 3h, YSC で は で 最 
小 と な り 。 以後 増加 の 傾向 を ボ す 。 Kur C, AC と も に 著 明 に 増加 L h 最大 と な 
6h で 急 洪 に 減少 し , LEE + CT FF I AAR EL te. 生存 日 数 は 延長 し な い 


Os 


8-Azaguanine 200 mg kg. 細胞 数 ( 


# ょ と る も に 減少 の 傾向 を 示し , C で は Lh, YSC で 
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1~6h 一 最小 と な り , 9-12h で と も に 前 値 に 復 す る 傾向 を 示し た 。 染色 率 ほ は C TER 
26, AC で は 軽度 に 増 加 し, 3-6h で 最大 と な る 傾向 を 示し た 。 生 存 日 数 は 延長 し な い 
6. Nitrogen Mustard Img kg, 細胞 数 は C で は 軽度 に 減少 し て Lh で 最小 と な り , 
BIR A LAC SD lind as Le. YSC で は 著 明 に 減少 し , 24h で 最小 値 と な り 以 後 徐 
ID 傾向 を 示し た 。 染色 率 は C で は 著 変 た なく , AC で は 軽度 に 増加 し , 9-12h で 
や 商人 値 を し た が 24h で は ほぼ 前 値 に 復 す る 傾向 を し た . 生存 日 数 は 延長 する 傾向 か 認 


7. Nitromin 20mg kg 細胞 数 は C は 軽度 に 減少 し , Lh で 最小 と な り , Wie Mm ti 
“avast. YSC は MBA と 似 た 曲線 で 著 明 に 減少 , 2 日 で 最小 , 以後 極め て 徐々 に 増加 2 
傾向 を が す 。 染色 率 は C, AC と も に 軽度 に 増加 し, C で は 6~9h, AC で は 9-12h て 
最大 と な り , 以後 減少 の 傾向 を 示し た 。 生存 日 数 は 明か に 延長 する 傾向 を 示す 

絵 括 : 移 滅 細胞 染色 法 「 と いわ れる Seyderhelm 氏 法 を 腹腔 液 内 細胞 お よび 腹水 細胞 
に 応用 し て 條 染色 率 を , さら に 細胞 数 お よび 抑制 効果 ( 王 存 日 数 ) を 換 し た 。 Urethane, fy 
水 ク ビラ ー ル 。 晶 硫 酸 加 里 で は C, YSC と も に 細胞 数 は 減少 し , 染色 率 も C, AC と も に 増 
INF SE. これ ら の 薬物 が 腫瘍 細胞 並び に 正常 細胞 に 対し て 同様 に 障害 を 写 え る も の と 思 


し る 。 Nitrogen Mustard : ‘ Nitromin Cit, YSC は 著 明 に 減少 し , AC に 比 し , 


C の 染色 主 の 喝 度 が 軽度 で , 幅 瘍 動物 の 存 日 数 の 延長 を 見 る こと は , これ ら の 薬物 が 正常 細 


対す る こり も 強く 腫瘍 細 移 に 作用 する た め と 巻 え られ る 。 ま た る 8-Azaguanine DC ts 
C AC の 国 係 こつ いて も 同様 な こと が 考え られ る 。 稿 染色 率 は 細胞 数 が 最も 減少 する と き 増 
INL, White RTLOMS<, その 程度 と 抑制 効果 と の 間 に 何 等 関係 は 認め られ な か っ た 


187. 悪性 腫瘍 の 化学 療法 に 関す る 研究 GEAR) 
種々 な る 色素 の 腫瘍 細胞 に 対す る 作用 
織田 卿 一 , 佐藤 富貴 子 (福島 叶 立 話 科 大学 大 里 内 和 ) 


Study on the Chemotherapy of Malignant Tumors. (VIII) 
Effects of Various Dyes on Tumor Cells 


KEIICHI ODA, FUKIKO SATO 


Weidenreich, 杉山 氏 等 の 超 生 態 法 を 改変 し て 種々 な る 色素 の 腫瘍 細 選 に 対す る 直接 的 影響 
観察 し た . 実験 方 法 は 前 報 靖 45 巻 に 記述 し た 。 PRS Ehrlich マウ ス 腹 水 癌 を 使用 し た 
f44( Dr. K. Hollborn &. Schone Leibzig 製 で , 水 お よび アル ュー ル 沙 性 の も の 160 Ak 
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Ch), 色素 系 引 に は Nitro 系 
Oxazin #6; Thiazin 系 9j Akridin %& 2; Chinon お 


系 13; Indigo #3; 混合 色素 13; 天然 色素 13; 


ご び Keton 系 14; 


Beh äh 





2; Azo 系 33; Triphenylmethan 系 34; Azin # 12; 


Xanthen 


3; その 他 3 で ある 


寒天 溶液 1c.c. 当り の 色 素 含有 量 が 127 以下 で 細胞 の 変性 を が す も の IH, 有効 濃度 6) 


/c.c. 以下 の も の 29 種 。 1207/c.c. 以上 の も の が 97 種 あ っ た 


607/cc 以下 の 濃度 で 変性 を 
1 -2- 存 i= 起す ft en 


127,cc 以下 の 濃度 で 変性 を 
起す 色素 


(Nitro 系 ) (Nitro 系 ) 


Aurantia Naphtylamingelb 
(Azo 系 ) (Azo 系 ) 
Naphtazurin Metanilgelb 


Metachromgelb 
(Diphenylmethan 系 ) 


Auramin 


(Triphenylmethan 系 ) 
Aethylviolett | 
Brillantreinblau 8G extra | 
Dahlia | (Triphenylmethan 系 ) 
Gentianaviolett | Brillantblau grunlich 
Malachitgrun | Korallin alkohollös. 
Viktoriablau B | 

(Azin 系 ) 


JanuSgrun 


Malachitgrun La 
(Xanthen #)* 
(Oxazin 系 ) Bengalrosa 
Brillantkresylblau Cyanosin wasserlös. 
Nilblau sulfat 
(Thiazin #)* 


Giemsa original Azur I 


Eosin. H alkohollös. 


Fluorescein 


(Azin 系 ) 


Methylenblau Azokarmin 
Toluidinblau Methylenviolett 
(Chinon 及 Keton 系 ) Phenosafranin 
Alizarindunkelgrün (Oxazin 系 ) 
Indophenol Capriblau 
( 天 fs, SR)” (Akridin 系 ) 
Haematein H Akridinorange 


Phosphin n. Schmacher 
(Chinon 及 Keton 系 ) i 
Antracenblau 
( 天 然 色 素 )* 


Orcein pur n. Unna 


Haematoxylin hell 


の の み を 掲げ けた) すなわち 


Oxazin お よび Thiazin 系 は 微量 で 変性 を 示す も の が 多く , 


than 系 お よび Xanthen, Chinon 系 の 色素 は 一般に その 作用 微細 と \ 
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- 4% に 塩基 性 Phenylmethan -#, 


( 表 中 * 印 の 約 は 代表 的 た 5 


1207/cc 以上 の 濃度 で 変性 を 
ET 


(Nitroso 系 ) 
Naphtolgrun 
(Azo #)* 
Azorubin 
Bismarckbraun 
Congorot 
Orange G 
Trypanrot 
Vitalneugelb 
(Triphenylmerhan 系 ) 
Anilinblau 
Fuchsin 
Isaminblau puris 
Lichtgrün 
Wasserblau 
(Xanthen 系 ) 
Eosinorange 
Pyronin 
Rhodamin B 
(Azin $)* 
Azokamin 
Neutralrot 
(Chinon 及 Keton #)” 
Alizarincyanin 
Alizarinrot S 
Alizarinsaphilor 
(Indigo A)“ 
Indigokarmin 
( 天 然 色 Ry 
Karmin Sico n. Best 
Azin, 


See PE rts 


YAY: Azo 系 , Phenylme- 


NND 

















1 の 様式 と 色素 の 種 絢 と の 関連 こつ いて は ミ . MP: Tyiphenylmethan 系 お よび 酸性 


N 
7 
— 
ER 
ma 
S 


Azo BRIHNAREE CHIE, 桜 に 軽度 の 壮 縮 を 見 る の み で ちり , さら に 高 濃度 に お い 
ょ 融解 し , 原形 質 は 核 周辺 こ 少 数 の 先 肥 を 生じ て 他 は 無 構 造 平板 な 凝固 状 を 呈 す る に 到 る 
Azo AN Trypanrot ; Phenylmethan AD Lichtgrün, Wasserblau 等 は 著 明 で ある 、 
到 ン 塩基 性 Phenylmethan 系 色 款 の 部 (Aethylviolett, Auramin), Thiazin 系 (Giemsa 
Azur I, Methylenblau, Toluidinblau 等 ) お こび Osazin 系 (Brillant-kresylblau, Nil- 
blau 等 ) の 大 部 今さら に Haematein, Haematoxylin Off (127/c.c. 以下 の 測度 で 変性 を 
ATF BROKE) は 低 濃度 で すでに 桜 網 の 濃 裕 と 村 周 辺 部 原形 質 の 好 塩 基 性 退行 を 示し , 次 で 
qd PR, 核 賠 辺 部 原形 質 の 細 空 胸 化 が 起り , この 空 胸 は 相 連 っ て 美 豚 た レー ス 模 様 と な り , 
ミ さら に は 有 崩壊 する. これ 等 の 色 未 の 大 部 は 著 明 な Metachromasie を 呈し た 、 第 三 に 比較 的 
低 沿 度 で 芸 縮 像 が 現われ 次 で 核 網 の 濃縮 融解 に 伴い 原形 質 は 粗 千 と な り 。 不定 の 空 胞 を 形成 し , 
ミ ら に 進行 すれ ば 原形 質 は 破壊 され 入 と と も に 絢 < 甘 紅 する 。X え anthen 率 の 大 部 分 , Akridin 
Triphenylmethan 系 の 塩基 性 色素 の 大 部 分 か この 変性 様式 を 示す 


以上 に より , 超 生 態 の 状態 に お ける Ehrlich Jazz, 塩基 性 Triphenylmethan, Oxa- 


zin, Thiazin お よび Azin 系 色素 の 多く の も の に こ 極め て 容易 こ 侵 され , また 酸性 色素 に は 一 


統 こ 高 沿 度 に お いて 変性 を 呈し ,。 か つ そ れ ぞ れ は ほか た り 特 徴 あ る 変性 様式 を こと る こと を 認め た 。 


188. MTK- 肉 太 IT の 面 聞 細 胞 に 対す ら GT-41 Myleran 
の 影響 (予報 ) 
加納 恭子 , 田中 達也 iE VE PAS) 


Effect of GT-41 (Myleran) on Tumor Cells of the 
MTK-sarcoma III. 


KYOKO KANO, TATSUYA TANAKA 


1.”4-Dimethanesulfonyloxybutane (GT-41 る る い は Myleran) こつ いて は 最近 白 血 


eb my 4) mo 


ヒー TE Big. * 2 Es ラー ッッ と 
- 対 する 著しい 抑制 作用 が か 幸 昔 さ れ て 肖 目 


IX 


れつ つつ ちる (Haddow and Timmis 1953). 


7 


ちら れ わ れ は 林 甘 品 の 円 揚 細 胸 に 対す る 人 邊 用 機構 を 細胞 学 的 こ 研 究 し , ふつ 制 瘍 効果 を 検 べ る た 
Sit MTK- 肉 腫 邊 を 用 いて 実験 を 行っ た 。 GT-41 テ 水 , アル コー ル 。 生理 食塩 水 , Az 


Te GIT 


も 
m 
ay 

‘ 
A 
ao 
VW 
vail 
HY 
AG 

~4 
1 1 
は 
Pal 
( 


MIET BRCH SCH FF 
TEE HELD IH 1, 体重 100g H229 Kit Img を 3~4 回 連続 注入 す 


る 方 法 を と っ た 。 
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GT-41 の 任用 ほ ホ ド フ ィ リ ン 系 の 薬品 (牧野 *・ 田 中 1953, 田中 その 他 1955) OL 


生 後 急速 に か つ 著 明 こ に 記 め られ る も の で は ほ は ない 。 多 く の 場 合 , 分 裂 細 胞 に 対す る 傷害 作用 ヵ 


AL rj +17 3 いい 
ty ew, bts et opr = な ライ の 2 1° ETS ee es N - TEE DAL 
Tut, ne Tb FT 色 は 正 民 な 分 像 過程 を 示す こと は この 薬品 の 特異 


本 作用 と みな され る LOL, 作用 が 現れ た 例 で は 。 分 裂 後期 に お ける 染色 体 の 遅滞 , 放出 。 
た 。- 方 , 生体 観察 を 行う と , 細胞 内 顎 粒 , 


a Pe ee 9 oe ee 1 テー リキ Sri? rite " 1 
AVIS &7E 9, つい に は 細胞 の 破壊 へ と : 


We tty Arte eg ifo tt 
Yu AAN IK En DT) Fx Jy 52 Ry 





A- 


si FAY FY7TOHBHLUN 


RS 


- 低 下 し て 行く 。GT41 OF:ANZPABILMETTT SRD, 移植 後 





が 増加 し 組織 反応 も 強く あら われ て くる 。 そ の 後 細胞 数 は 洪 減 
る が , 騨 揚 細 胞 の 完全 な 消失 は 認め られ ず , 残存 する 種族 細胞 の 再 増殖 が 宿主 の 幅 瘍 死 を も た 
> うし た 。 し か し な が から 宿主 の 生存 期間 は か な り 延 長 さ れ た 

以上 の 結 虹 より 。 GT-41 HN Bla Cia 7c <. 細 避 の 代謝 機能 を 阻害 する 作用 を 有する 
も の と 考え られ る し か し な が か がら MTK- 肉 種 邊 に 関す る 限り 完全 な 制 妨 効 果 を 得る こと は で 


き な か っ た (SCBA FIT BIA & S) 


189. eo FueLALFnrnvVY bb IVS VY LOWRAAMEI 
な かよ ぼ す 影響 に つい て 
山口 寿 . Fa. 柴田 一 信 , 倉 堀 知弘 加藤 貞 武 , 吉村 嘉男 
(CPRAGHARL AAA) 
Effect of «-Bromethylbenzotriazol on Yoshida Sarcoma 
HISASHI YAMAGUCHI, NARAZI TERASHITA, KAZUNOBU SHIBATA, 


TOMOHIRO KURAHORI, SADATAKE KATO, 
YOSHIO YOSHIMURA 


“ITI ry Mt: ho 7 fT » 7 » Po In FAG BS) - ーー リ クリ ーー > + niit 1 = ァ 2» - 
吉田 肉腫 に 対す る 年 々 の 化合 物 の 影響 に つい て は 徒 求 か ら 多数 幸信 され て いる か 今回 私 共 .: 


—_ > 


OH TFTUHEF-NNRYYVIYTYNZRaN CHR 


+ 


zo Tr. DM LO LBC HF % iit 

Ht V.B» HORMEL Cit 2-3 報告 され て お り , また 吉田 肉腫 動物 の 腹水 中 V.B. 量 ヵ 
- イ トロ ミン 投合 に より 減少 する こと が 知ら れ て いる 。 な お V.Be AAD RZ 

は ミトコンドリア に 多い と いわ れ V. B」。 が 細腕 内 に お いて 物質 代謝 に 何等 * か の 役割 を な すす 


の と 清 えら れ て いる 。 われわれ は VB. 加水 分 解 産物 中 こ 1-a-D-ribofuranosido-5-6-dime- 


thylbenzimidazole (c-ribazole) を 示す る も の が ある と いわ れ て いる こと より 。 の - デ ロム スニ 
チル ベンゾ トリ アゾ ル が 吉田 肉腫 細胞 に お ける Ve BB。 の 活動 に 何等 か の 二 次 的 抑制 効果 を 
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: い か と 考え て オ 4 SRE IT OCHS 


K に て ホモ ゲ ナ イズ し て 用 いた . EIEHUGER, 


CH,-CH,-Br CH = 
N CHy\ 772 if 
に : SS 
>N し 0 CH。OH 
い 

Paws HO OH (a-Ribazole) 
VB.。 原水 分 解 員 物 下 
(D.E. Wolf et. al. 1. A. C.S 
\N. G. Brink et. al. LACS. 


Bie HH され る ゃ の 
72. 2820 1950 、 
72.1866 1950 


- ル ペ ベンゾ トリ アゾ ル (以下 トリ アゾ ル と 略す ) は 融点 116'C DT 


ー Ti22BL+. 2 了 ムー SYLT. + 
F MIT NEES DAL Nii aE FE TEE 





ン 





腫 動物 腹水 中 の 細 約 ここ 対す る トリ アゾ ル の 影響 を 形態 学 導 


er 


> ZNbZIV7’ Sn DH: 





1 eo, > pa BZ SEY x ー< と ア 
YUOBAAIMC SB LIETHECHAL LEDCHS 





公式 を 用 い ,。 LDs=275mg kg を 得 た 。 LIE OUT AICMTS VT VAIO EB 





内 性 マウ ス を 用 い ト リア ゾル を 腹 





BOC UNE RE UTAH 20g iR HH 


24 時 間 以 内 の 死亡 判定 に よる 50% 致死 量 を 測定 し た 。 BWihici2 Behrens- 





Ex 8-77 =y Ox (RCHSILDbMok, MICH 80~100g の ラッ テ を 用 い 。 


hl 3 11, Mae kr ) eo Asthma 2 Ze: »2.10 F こ 
NERZINR 53 日 に 腹水 採取 L ri ALIAS SE 2 HE At S 4 Ow AL T 





ey 





ーー We レ 
> = ね に と 


BUT, 生理 的 食塩 水 注 入 対 照 群 に 比 し , 約 4 日 一 6 HOHER DD られ 








注入 群 お よび 40mg kg 注入 群 に お いて は 約 4 日 の 生命 延長 が 見 られ た 、 わ れ 


Avo 0 2 


4Omg/kg bY TY N EAD RH Wir ChSE し て 以下 の 実験 を 進め た 


' AMR 5 日 の 実 
だし [ 


計 昭 に は 生理 的 食 
て 最も 著しい 変化 の みみ ら れ た の は , 本 剤 注入 後 。 12 BAF 48 Be 





ne ・ yr “OTT Ja Nae MH ole SPMD 5) eB 
W704 tz TREE LiF ATER ORK OFFIC OL CBE 





f r 


Kir vy ur 40mg kg と 同 量 に 注入 し た 、 40mg/kg 








BEL TED ER NEN ROR, Yeo eR, 等 が 見 られ た が こ 
Ch MB Ohic, な お 96 時 間 以 後 の も の に お いて 


所 見 を 呈す る も の が 見 られ 7 


80mg kg ERFASST» 





お いて 原形 賢 の _ 部 流出 する も の 。 An, BORN Rieke tS 
72 RENE 96 時 間 後 こない て は 肉 幅 細胞 以外 の せ 2 2% 
iW BLOND ZEHN TFT DENOoNn%D, これ は 40mg kg 
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LIT ATR, 
L CAFRA BR Ke] 


KEM. b VT Be ic Ha7k 0.5cc 
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EL FZ LS I TIY 





ARE. 72 時 間 後 。 96 時 間 後 , 120 HI TH 
DNA; it 

10° #/cc 188.4r/cc 0.917, HL Be x 10° 備 5 

243 214.2 0.87 

270 178. 4 0.66 

230 201.8 0.88 

396 239.3 0.61 

278 218.5 0.80 

898 309.3 0.34 Wk YA yk 
860 334.2 0.39 WERL! 


FREE HN D.N.A. 量 と 腹水 lee hie 
われ こう 吉田 肉腫 移植 実 論 動 物 の 生存 日 数 に 対す る トリ テッ 





te PAS LAD ki & rks 





Tred DxuplddiPays 6 A~ 9 日 間 に 90 2 


- Ih 


PFC. 3 や に 300 し 。 


トリ アゾ ル 40mg kg.. 


人 例 : こ お いて は 10 日 14 日 の 聞こ 


ゾル に こよ る 生命 延長 の IRR 4 A~SH 





TAGE? 4 


と リト ュー) アア グー ビ 

な けれ ば 人 確 突 

BEE da 
度 の 効果 2 


pounds こつ しい 


の 加藤 博士 。 


6 8 10 12 14 
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うる GERT x rays (ApH FED EB 4) 
| CD DALI FT I FRI DREGE, 

18: 20 22 24 
RZ て 少 Ar で ある リ 外 は ト ey Het di); 

うな カ > op fee 

トリ アソ > D.N.A. 量 の 月 長 に 関 し で ん まり の 
われ われ の 期待 せる 媒 に 延命 効果 が な か っ た と は いえ 或 る 
対し て は 相当 の 破 若 的 効果 を 示し た 。 今後 これ ら の Com- 
な て いる 。 な お 当 型 の 合成 は 大 日 本 製薬 株 式 会 社 研究 部 
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Normal line 
X xs TERROR 
少く , 形態 的 変化 も ほ 
処理 を 繰 返 す こと に よっ て 

a5 


し た 所 の 1.25 


SL-6 : 


ティ イト ロミ ン 抵 撤 性 系 統 の 細胞 が 他 の 薬品 に 対し て も 拭 玩 性 を が すか ど 5 か を エト オキ ジ シ エチ 
ー シ ,。 デブ プク リフ ラビ ン , VERY, HO, お よび コル ヒ チ ン の 5 種 の 薬品 を 用 いて 槍 計 し た 。 

結果 ナイ トロ ミン 以 物 質 で ある エト オキ シン エチ ー ル に は 抵抗 性 が 示さ れ た 。 こ れ に に 
反し て アク リフ ラビ ン 。 コル モチ ン 。 BO, に は 全く 抵 拓 性 は みとめ られ な が っ た 。 ア デア ク リフ 


結果 を 総 拓 す る と ナイ トロ ミ 
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連 は 兄 られ な か っ た 


トロ ミン の 処理 回 数 を 多く す 2 


- を ロッ メー テモ ーー Poe 2 
Curl SH する RZ 性 | 


Sart hms 











・ ン 抵 拓 性 系 統 :*※ ナ イト ロミ ン こ ご 近似 物質 こ 対 し て は Cross-resistance を 示し 、 他 薬品 こ 
ふさ 抵抗 性 を が さ な い 。 ナ チイ トロ ミン の 抵 挑 性 は ナチ ナイ トロ ミン お よび その 近似 物質 の み 抵 
抗 す る よう な ある 特別 な 機構 か 存在 し , 他 の 薬品 に は 独立 な も る の と 考え られ る 。 
( 交 部 省 科 学研 究 轄 こよ る ) 


Mt = 
BAHR: 話し の Resistant Line を 正常 ラッ テ に 返 ! て 数 代 社 っ た ら ま た ゃ と の Normal Line 
同じ よう な 拭 拓 力 を 示す よう に な る か どう か 
右 原 隆 昭 : 移植 世代 と も に 抵 拓 性 を 失う よう な こと は な くく 安定 し た 状態 で 保持 され て いる 


191. 率 腹 水腫 意 に 対す る Nitromin お よび Sarkomycin 
ke 
大 星 章 一 , 青木 一 夫 , BE 司 . 石倉 豊 生 , 吉田 8, 佐藤 政雄 
( 直 森 県 立 応 央 病院 。 ERASED) 
Effect of Nitromin and Sarkomycin on Some Ascitic Tumors 
SHOICHI OBOSHI, KAZUO AOKI, TSUKASA SAKURABA, 
TOYOO ISHIKURA, TADASHI YOSHIDA, MASAO SATO 
i ANE CHE ANE), A GAA) D> AO rn S He KM ALC Nitromin 
よび Sarkomycin Dirt sai Le, (以下 Nitromin を N., Sarkomycin を S. 
Lal -) 


Cli N. お よび S. DHL cco Ricds LETHE (第 1 図 ): ELTA 






と を 用い , ASN RD HM Hates pea RRC N. 2mg (2 例 ), S. 50mg (4 fil) 
ER IKE RK 0.5cc を - 回 腹腔 内 こ 注 人 し, 以後 経時 的 (1, 3,6, 9, 12, 24, 48,72 BEES) ic He 
KAS, ER Giemsa 染色 こ ょ よっ て 静 政 核 細胞 を , Acetic gentian violet 塗 色 、 こ ょ っ 
て に 染色体 の 変化 を 追求 し た 。N. | 変化 は 小林 (1952), i 1953) の 吉田 肉 隆 : こ お ける 
Rice IL 注射 12 HARE TOFTAUMUDER 4 時 間 以 後 の 細 胞 形 成 。 異常 
か 像 の 増加 KO Zi, BE. HER) が 特徴 的 で あっ た 。S. 注射 5 分 後 か ら 12 
時 間 ま で ほとん どす べ て の 分 像 校 に 主として 染色 体 の 融 着 。 膨 化 短縮 , 球状 化 ぶ 見 られ , 静止 
KA EEE, BEE, 儲 質 の 原形 質 内 流出 等 の 変性 を 来 し て 月 壊す る 。 6 時 間 後 に 少 
MOIRA BaD HER LMM LC 24 時 間 後 に は 変性 細胞 を 混在 し て は いる が ほぼ 注射 醒 
雇 態 に 復帰 する 。 以 上 の 成績 か ら N. の 抗 了 腫瘍 性 は 分 裂 機転 に 特異 的 に 作用 る こと に 求め 
れ し か る 持 綻 的 で ある 。 こ れ に 反し て S. は 分 像 。 静止 を 問わ ず 上 接 凡 瘍 細 胎 に 作用 し て 変 
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#10 有 睡 場 細 2,000 Ro iy me Ry ep by 
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性 朋 壊せ し め る も の と 考え られ ,。 その 作用 は - 時 的 で ある 。 CN 以前 肉 幅 に 対す る N. si 


さ 。 





幼 果 対照 例 66 店 自 然 治療 1 例 。 最長 生存 20 日 , 平均 生存 日 数 11.2 日 。 こっ ぅ 
20 日 必 上 生存 菩 る もら の を 治療 こよ る 延 館 と 見 人 し た 。 腹腔 移植 4 日 後 お よび 直後 用 玉 24 
fe Me Lic. 治療 方 法 は 連日 使用 こ 太 える 最大 量 , N.0.5mg100 
g., S.30mg 100g. の 日 回 連日 腹腔 内 注射 を 行い , FE ARK PR LCS AND 


he LIC 事 日 治療 16 例 で は 4 AR, FRE GIS of NS BK > Hype LT 100 


延命 し た が (0. 1mg./100g. YS He). その 中 14 例 に お いて 20~30 日 後 か ら 冶 


療 中 こも か か わら ず 腫 揚 細 移 が 腹水 中 に 再び 増殖 し て 幅 瘍 死 を 免れ 得 な か っ た 。 N. の 2-4 
tfc NET dn ks 2 5 Ae 2. £ Milrit fe 2 “ih >> ln > = さ Ind: - 
Hirn] Ri SZ) - 6 flrs, 3SHERIEITL た 3 例 Fa re ee UE ». TRE 1 」・ つ 7 こ 


7 日 後 3 例 , 4 日後 16 Bl, 1 日 後 13 Bl, 店 後 8 例 計 40 Piet, PARED GI, 延命 6 例 を 5, 


> „x ) Ws REE TG SYM た > TET Se? (oh ZA チェ c SO bs ヒア 
VIREN SG KAAS Ee fun fc mark, (#2 お ょ よび 3 


OM 羽前 肉腫 腹水 腫 者 細 胸 の 増減 
1 er し L 
~ TN Ntromin 4H hig | Sarkomycin 417 eis) 
TK | 1 
= | 5 ba ET RT 
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第 3 図 紀 前 肉腫 生存 者 百分率 曲線 移植 4 日 後 治療 
N ARE % FE RR 
100 — ーー 一 対照 100 
\ Nitromin | 
\ ーー Sarkomycin 











30 405 

25 BR tl 20 日 , 平均 
es AL, RRA SL AR 
RA» Die Bake Lh KA 
HEAT. 4 HR 12 例 中 2 例 , 直後 





ze ie ] 
9 例 中 3 ax Otic Xie, S. は これ に 反し て 4 日 後 , 直後 と も に 腹水 腫瘍 細胞 
ほとん ど 消 失せ し め , 延命 効果 は 4 日 後 治療 9 例 中 5 例 に , KR 11 例 中 10 例 に 認め らち れ 。 
6 : 期 間 治 療 を 継 綻 し た 4 例 は 完全 に 治療 し た 。( 第 4 お よび 5 図 ) (WI mal N. 
第 4 図 8 AS MB ok Een He oe 
| rt. . - , ーー ーー 一 
Pr へ 、Nitromin 4 日 后 洛 疹 # 
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WHE OL TREND N. RN CHANG 2 RK A SIRT OOS, 治療 継 綻 
中 に も か か わら ず M-30 日 後に 再び 腹水 中 に 増殖 し , この 際 N. を 2 倍 に 増量 し て も 無 効 で 


Dok. この よう な 再発 例 6 例 に つい て 腫 場 細胞 を 他 の 選 に 移 逢 し . 直後 お よび 4 日 後 か ら 
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N. の 腹腔 内 連日 注射 を 行っ た が , PORE L 7s 1 例 を 除く 5 例 に お いて N. の 治療 効果 


it, 腹水 腫瘍 細胞 は 消失 せ ず 延命 効果 も な く 腫 瘍 死 を と ば , N. に 対す 2 DE = 


いう べき 現象 を 認め た - (第 6 図 ) 0.1mg100g. 5-2 Mi 1Lmg/l00g. に 対し て 耐性 を 示 
第 6 図 弘前 内 腫 の Nitoromin iif FE 
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MI 


性 を 示し た 5 例 の 中 か ら 高 度 面 性 を 示し た 系統 を 分 離 , SUCHET, 今日 ま 約 5 ヵ月 





25 代 に お よん で いる か が N. に 対す る 耐性 は 減弱 する こと 保持 され て に の 
357189 Nitromin の 家 兎 白血球 数 . こ 及ぼ す 影 響 
8.000 | Nitromin Img kg 5mg kg 
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Actinomycin に 対し て は 原 株 と 同様 の 感受 性 を 示し た 。 奏 性 株 は 細胞 学 的 , 生物 学 的 性 導 

ぉ いて 感性 株 と の 問 こ 革 異 を 記 め 難い LV〕 N の 家 兎 白血球 数 に お よ ぼ す 影 響 (第 7 図 ) : 
健常 家 束 4 匹 を 用 い , N. 1mg kg (2 例 ) お よび 2mgkg (2 例 ) OME AEE FER MEL 
ぼ 日 自 血 球 数 を 検査 し た 、 全 例 10-20 日 後に 最低 値 3.000 A) を し 以後 注射 継 綻 中 に も 
Db oT my LC 3-30 日 後に は 旧 値 に 和朗 し た 。 次 いで 5mgkg BIC HL OBO CME 


対す る いわ ゆる 慣れ の 現象 で ある が, un N. 耐性 と 





ロキ ゴロ テッ コン I zIHIB-=Z » eso ee Sea FL .NEBHG I ES HZ 
時 期 を 同 Us し て 店 現す る こと は 両 者 が 本 能 的 に 同 NVHRELEFZA HONDA 2 


WEG AIT SPZLOPE REE IL TS. (2) 





結論 : (1) N お よび S. は と も に お B 


4 


N. は 必 前 肉 隆 に 対し て は 有効 で も る が EL1 淵 肉腫 に 対し て ほ は ほとんど 和 無効 、S. は これ に 反し て 
PS tae halten +} に > Aug ポロ ーー N fj BEE ーー ー 17 x 19 Sd 一 a u 
NEE AZERITCHAITFIMATR IL THNTHD. COX LIHAT BC 


・ ラ ム を 相 定 せ ね ば な ら ぬ こと を 示し て いる 。(3) kim 





WROD N 治療 こない て 結局 風 瘍 死 を 免れ 第 な い の は 隆 揚 細胞 の N. に 許す る 両性 獲 入 に よる も 


日 投与 法 よ り も る 開 歌 投 人 ケ 法 の 方 が 好成績 を お さめ た 。 (4) EIER DAE 2 
同様 N. に 対し て 抵 撤 性 を 獲得 する も の で , N. に よる 息 血 奈 減少 は - - 時 的 で ある 


Mt 講 
石 館 守 三 : Weis Nitromin に 対し 机 性 を 常 び る 問題 に つい て は われ われ も 少し く (実験 し て ぃ る 
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私 ど も る は Nitromin の 作用 機 作 み . ら REN 
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192. Nitrogen Mustard, Nitromin お よび TEM 各種 
Fu Th DNA IP IK TEE 
BEE WA 弘 , 中 里 博 昭 
The Influence of Nitrogen Mustard, Nitromin, and TEM on the DNA 
(Desoxyribonucleic Acid) of Various Kinds of Tumors. 


TATSUHEI KONDO, HIROSHI YAMAUCHI, HIROAKI NAKAZATO 


(II nd Department of Surgery, Nagoya University School of Medicine) 


When we use carcinostatic compounds such as nitrogen mustard, nitromin, or 
TEM clinically, some of them prove effective while others prove ineffective, 
depending on the kinds of tumors. The same thing goes for rat tumors. From 
this standpoint, the difference in effect of nitromin on these tumors was studied 
with a view to finding out what is responsible for effectiveness or otherwise of 
these carcinostatic compounds. When we gave nitromin to the Yoshida-sarcoma, 
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the ascites hepatoma, and the Takeda-sarcoma and examined the change of cell 
counts and mitotic rate, we found a most distinct diminution of them in the 
Yoshida-sarcoma, but the Takeda-sarcoma showed least change. So we investi- 
gated, first of all, the DNA properties of these tumors. 

When we studied the depolymerization effect against DNA by the serum of 
patients with tumors, we found the effect was reduced to about half that of 
normal human being, but on the contrary in case of tumor transplanted animals 
it was increased. For example, it was weakest in the normal rat followed by 
the Yoshida sarcoma, and it became stronger in order of the ascites hepatoma 
and the Takeda sarcoma. Then we injected nitromin 10 mg kg into these animals 
with tumors and examined the depolymerization 48 hours thereafter. It was 
found reduced in each case. That is to say, the more effective nitromin was, the 
weaker serum depolymerization was against DNA, and loading of nitromin reduced 
this action. 

And dephosphorylation of DNA was compared by serums, livers, and ascites 
tumors of these rats. The dephosphorylation from DNA by ascites tumor was 
weakest in the Yoshida sarcoma, and strongest in the Takeda sarcoma. But 
when we injected nitromin to these animals, the dephosphorylation became stronger 
in the Yoshida sarcoma, slightly weakened in the ascites hepatoma and most 
distinctly weakened in the Takeda sarcoma. 

In this case we measured ammonia and found the same relation to exist there. 
Namely, the more effective nitromin was, the weaker dephosphorylation and 
deamination activity by tumor tissue against DNA were, and when we used 
nitromin on these rats, the more effective nitromin was, the more strengthened 
dephosphorylation and deamination were. 

Next we extracted DNA from these ascites tumors and compared the proper- 
ties. 

Before this experiment with extracted DNA we made TEM, nitrogen mustard 
and nitromin act on DNA and compared their activities of producing acid soluble 
substances from DNA and found that the change to acid soluble substances was 
most marked with nitrom!n, followed by nitrogen mustard, and TEM did not 
exert influence. 

And then we examined the activities of TEM, nitromin, and nitrogen mustard 
producing acid soluble substances from these samples of extracted DNA and 
found that nitromin and nitrogen mustard influenced the Yoshida sarcoma DNA 
distinctly but that the Takeda sarcoma DNA showed strong resistence to it, and 
especially in case of nitrogen mustard the difference of actions on these tumor 
DNA was remarkable. In this case the diphenylamine reaction of acid soluble 


part of DNA showed a marked difference between the two kinds of tumors. Such 
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Dephosphorylation and Deamination from DNA by various kinds of 


tumors. {The Influence of Nitromin 10mg kg) 
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The influence of TEM, Nitromin, and Nito- The influence of TEM, Nitromin, and Nito- 
rogen mustard on DNA, extracted from Yo- rogen Mustard on DNA, extracted from Ta- 
shida Sarcoma. keda Sarcoma. | 


468 | 








relationship was confirmed also by a spectrophotometrical examination. 

Conclusions: 1. The more effective nitromin is for rat tumors, i.e. the Yoshi- 
da sarcoma, the ascites hepatoma, and the Takeda sarcoma, the weaker depoly- 
merization, dephosphorylation, and deamination against DNA by serums or ascites 
tumors of these rats are. But when we make nitromin act on these tumors, the 
more effective nitromin is to them, the stronger dephosphorylation and deamina- 
tion are. 

2. When we extract DNA from these tumors and make nitromin, nitrogen 
mustard, or TEM act on them, a change of DNA to acid soluble substances 
becomes more active and the increase of diphenylamine reaction in the acid 
soluble part of DNA is remarkable, in a nitromin susceptible tumor. 
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ナイ トロ ゼ ジ *・ マ スタ ー ド 誘導 体 の 腹腔 内 有効 残留 時 間 の 潮 定 
石 館 守 三 . 櫻井 鉄夫 , 吉田 富 三 , 佐藤 SoH 博 
( 楽 理研 究 会 研究 所 ) 
Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Growth 
Employing Yoshida Sarcoma Animals (VIII) 


Estimation of Time During Which Nitrogen Mustard Derivatives 
Remain Effective in the Peritoneal Cavity. 


MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI, TOMIZO YOSHIDA 
HIROSCHI SATOH, HIROSHI IMAMURA 
ナイ トロ ゼン マス ター ド 系 の 物質 に 関し て は , 今 ま で の 所 , いわ ゆる 血 中 濃度 を 簡単 に 測定 


する 方 法 が な い o Ste 学 療法 剤 と し て 臨床 的 に 使用 する 場合 に は な は だ 不便 な 点 と な っ て 


いる 。 し か し 動物 実験 に お いて は , 投写 され た 薬剤 が , その 動物 体内 に 何 位 の 時 間 , FM 
留 す る か を 一 応 測定 する こと が か が でき, か つ 各 物質 に つい て その 約 留 時 間 を 比較 する こと が で き 


る 。 そ れ は これ ら 物 質 の MED 以上 の 量 が 存在 する 時 に は , それ が 吉田 肉腫 細胞 に 対し 特有 


N Ir 


な 細胞 学 的 効果 を 現 わ す の で その 細胞 学 的 効果 を 見 る こと に より 残留 の 有無 を 知る こと が で 
る 。 | 薬物 の 一 定量 (普通 は MDT) を -- 群 の 健康 な ラッ テ の 腹腔 内 に 注射 する - 定時 則 
(5, 10, 15, 30,45 分 , 1, 1.5, 2, 2.5, 3, 6, 9, 12, 24 時 間 …… 5, 7, 10 日 ) 後に それ ぞ れ の 動物 に 約 
lec の 吉田 肉腫 腹水 を 移植 する 。 そ の 移植 後 24,48,72 時 間 に そ の 腹水 を 取り 検査 する 。 移 植 
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iH 科 に 玩 に 注入 され た 物質 が 有効 に 残存 し て お れ ば , 腹水 塗 抹 標 本 : こ ナイ トロ ゼン マス ター ド 
間 巣 が 検出 され る は ず で ある 。( 第 1 表 参 照 ) 全体 で 373 頭 の 動物 を 用 い 24 種 の 物質 に つき 
ART Ch be HR Lie, (第 2 表 参 照 ) (No. 24) ナイ トロ ゼン マス ター ド は 。 腹腔 


er TEE LEI ZZ = と バラ ュ ヵ ぁ 、 と = yes 
に お いて 事実 上 消失 する こ と が わか る 。 SAUER L 





分 で 腹 麻 内 か ら こ の 実験 の 





TOR ae eee CE ee a agen eee ae et) MEQ E21: 12 se) ge 
No. 27) f「 ト ロミ ン は 90 分 まで 存在 する の で ナイ トロ ゼン マス ター ド よ り 倍 の 時 間 だ け HE 


ft, (No. 243) アラ ニン NM は 10 5, (No. 232) グリ チン 





- (No. 294) の 如き も の は 7 日間 も 有効 に 残存 する と いう 注 


比較 に こ 出 し た (No 191.) TEM, (No 305) Thio TEPA ほ は いずれ も ナイ トロ ミン の 92 傍 の 3 


i fH L te He 4 


yc !& 2 9] ~— 


) に は 同じ ナイ トロ ゼン マス ター ド 系 統 と いう CoH 









TIER ARTEN A & Zei | と を 知っ た 。 (ここ で 注意 すべ きこ と は 残留 時 間 


と に は な ら な い ) 


a Ef: 1h, we) > a Fr} = 
Ff: Din Se Tt. a Oe es ンコ ‘ 
— HELE Sta] 行 し な \ IE: > ? つ / よ リリ / 


= て この こと は 各種 物質 の 治療 的 効果 に 重大 な 意味 を 1 な えら れる . 例え ば (No. 243) ア 
ラテ ニン NM (i, Zoll 


ast HA. と rT 2° HI 24> Se 2, gy >) > と ば マー ェ テ 、 
的 効果 か ら 見 C= 期待 され る ! F DRIN IN 





WESTER ASE S Lb AZ I TI N FE 
中 天光 を 行う と , いか に し て も 動物 の 圭 付 を 延 


> 





時 間 が 短い (10 分 )。 この こと が 治 》 oo eee 
て いる と 考え る 。 し か ら ば 7 日 間 と い 5 長い 残留 時 間 を も つ (No. 294) に 対し て は , 非常 に 
詐 場 に 対し て 効果 が ある と 期待 され る 。 BH AMIS UTS AGT 
HCO), I. 薬物 の - - 定 量 を in vitro に お いて 一 - 室 量 の 屋 血 流 (へ ペリ ン を 加え て 省 
- fh- 


に 作用 させ (37°C), 定時 間 (1,2,3,5,7,10,15.30,45 4, 1,2,3,6,9, 12 


侯 に それ を 吉田 肉 風 純 税 状 状態 の ラッ テ 腹 腔 に 注射 し 商 と 同様 に し て 細胞 学 的 に 





・ in vitro に お ける 有効 残留 時 間 を 測定 し た (第 3 表 参 照 )。 成 績 は 大 体 平行 こ 出 て 





- れ ら の 思 体 内 ある い は 服 血 流 中 に お いて 薬物 は 単純 な る 分 解 の 他 Alkylation その 


そこ で 累 血 流 の 代り に 重曹 水 を 用 いて 純 な る 分 解 だ け の 因子 と 








| 行っ た 結果 , 通 減 の 時 間 は 延長 され , し か も 平行 に 出 て く a 
Un 容 解 し 37°C に 保温 後 。 Thio-sulfate titre ZN: hija 





| 1. DRG PPE MATICM LA. すなわち (No. 2) ナイ ト 
27) ナイ トロ ミン より 速 か に 消失 する (第 1 図 (A))。 アミ ノ 酸 型 の も の (No. 232 No. 243. 


5 の より 速い (第 1 図 (D))。 馬 血 済 の 代り に 重曹 水 を 用 いた 





も の で は 時 間 は 延長 され る が 成績 は 平行 に 出 た (第 2 図 )。 血清 蛋白 と 結合 する 速度 は (No- 
232) グリ チン NM が 速く (No. 27) ナイ トロ ミン が 遅い (第 3 図 )。 


^ に 馬 す る 物質 に も 。 体内 残留 時 間 の 少 いふ 

















の と 長く 残留 する も る の お よび その 中 間 の 物質 と 区 引 さ れる 。 この 成績 と Screening test ts 


ょ び 少 数 細胞 抑制 能力 試験 の 結果 を 参考 に し て , 治療 効果 の 向上 を は か り ま た 成長 速度 の 異 る 
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( を 行う に あたり 多量 の 馬上 血清 を お わけ 下さ いま し た 北里 研究 所 戸田 博士 に 感謝 
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sh 194. 4) Bergmann: J.org. chem. 11, 518, 1946. 


Table 1 (Method) 

At various time intervals as indicated after preceeding injection of Nitrogen 
Mustard, Yoshida sarcoma is inoculated. After 24,48 and 72 hours the tumor 
ascites are cytologically examined. When positive ‘‘ HN.-effect’’ is found, it is 
judged that the compound has remained effective until the time of tumor-inoculation. 

NG ー 
Time Remain Time 
/CH.CH.C1 Dose 5’ 10’ 15’ 30’ 45’ 60’ 90’ 120’ 


No. 24 CH,-N ー — (45 min) 


\CH,CH,CI 1.0mg/kg + + Spey) fh er 
Table 2 
Determination of time during which compounds remain effective after the injec- 


tion into peritoneal cavity of normal rats. 





し CH。CH。CI 
R-N< 
^CH。CH。C1 
Remain Time 
No. Re Dose mg/kg Min 
24 : CH;- 1 45 
188 > Gi 0.1 45 
198 : HO,S-< CH 100 10 
ーー 一 
[N-Oxide] 
re : 40 90 
27 : CH, Pes a 
208 : C,H,- (nor.) 10 15 
279 : C,H,,- (iso.) 50 10 
« of me S ; 
9 2 
206 oh H 2 30 15 
183 << y Hr 10 5 
CH。CH。C1 
X-NC j 
CH。CH。C1 
1) Glycine Type 
No. X: Dose mg/kg Min. 
232 : -CH,COOH 10 15 
246 : -CH。COOC。H。 1 15 
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237 : -CH。CONH。 0.5 15 


[N-Oxide] 
240 : -CH,COOH 50 5 
2) Alanine Type 
243 : -CH-COOH 8 10 
CH, 
[N-Oxide] 
CH, 
304 : -CH-COOH 50 10 
3) Taurine Type 
229 : -CH;CH;-SO,H 10 10 
H.C, /CH, 
SN—(CH;)n-N{ 
CIH,CH;C CH.CH;C1 
No. > Dose mg/kg Min. 
310 2 0.5 5 
311 3 0:5 10 
pile 1 1 60 
313 6 お 180 
Miscellaneous 
No. Dose mg/kg Min. 
CH.CH.Cl 
204 C,H,-O-C,H,-N 10 15 
| \CH.CH.CI 
O 
| ei .CH。CH。C1 TE 
294 / -N,-7 ‘-~CO,C,H,N< 10 7 days 
ö \CH,CH.Cl 
OH 
SO.H 
a ~ \-so。H 50 6 hrs. 
u eh CH,CH,;Cl 
6 > 一 N。 一 く ー-CO。C。H.N 
Mt N CH;CH;C1 
OH 
191 TE: UM 1 3 brs. 
305 Thio-Tepa 5 3 hrs. 
Table 3 


Determination of time during which Nitromin and Alanine NM remain effective 
in vitro dissolved in rat blood or bicarbonate buffer. 


No. 72 Nitromin No. 243 Alanine NM 





0.15 mg/cc 1.0mg/cc | 0.01 mg/cc 0.8 mg/cc 
Rat blood 45 min | 180 min 3 min 30 min 
| 360 min 10 min 90 min 


Bicarbonate buffer | 120 min 
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Rate of decrese in thiosulfate of the compounds in horse serum. 
B) C,Hens1N (CH;CH;CI), 


A) HN 2 and HN2-N-Oxide (Nitromin) 
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30 60 90 120 
min 


D) X-N (CH。CH。C1 。 (Amino Acid Type) 






— X (HLCOOH 232 


EB CH COOH 243 
50 Ve oo 








Pig... 2. 
Rate of decrease in thiosulfate titre 
of the compounds in bicarbonate- 
buffered solution 
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Fag. 3。 
Rate of alkylation of the compounds 
against the serum protein. (P) 
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Ser: thiosulfate titre in horse serum. 
Chonges of pH during experiment 
ar were traced in Fig. 4. 
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Fig. 4. Change of pH of the test solution. 
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194. 吉田 肉 放 を 用 いた 悪性 腫瘍 の 化学 療法 に 関す る 実験 的 研究 
(NX) 新 ナ オイ トロ ゼン マス ター ドド お よび その N- オ キサ イド の 
WERD BRIT OT 
石 館 守 三 , 櫻井 釣 夫 , 吉田 富 三 . 佐藤 博 , OH 博 


Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Growth 
Employing Yoshida Sarcoma Animals. IX. 
Effect of Some New Nitrogen Mustards and Their N-oxides. 


MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI, TOMIZO YOSHIDA, 
HIROSHI SATOH, HIROSHI IMAMURA 


(Iatrochemical Institute of the Pharmacological Research Foundation, Tokyo) 


In this paper, the following three themes on anticancer effectiveness of nitrogen 
mustards are discussed. 

I: The nitrogen mustard N-oxides, hitherto obtained, were in general hydro- 
phillic and this physical property has been supposed to be one of the causes of 
the lower toxicity of the N-oxides. But according to our past experiments,’ the 
mild effect of the N-oxides was deemed to be chiefly due to their gradual deoxy- 
genation in vivo, yielding the biologically active tertiary nitrogen mustards. 

The compounds, shown in Table I, were therefore synthesized as the nitrogen 
mustards of exceedingly lipophyllic character and some of them were oxidized 
to N-oxides in order to compare their toxicities. 

These compounds, derived from tris- (3-chloroethyl) amine N-oxide, were found 
in fact to be less basic and more soluble than nitromin in organic solvent like 
benzene. 

The result was thus obtained by the screening test employing the Yoshida 
Sarcoma that even these lipophyllic N-oxides were far less toxic than the cor- 
responding tertiary nitrogen mustards. 

Some red azo-derivatives (Nos. 293, 294 and 297) were prepared from the com- 
pound No. 296 by diazo-coupling reaction. These dyes were also effective on 
mitosis of the Yoshida sarcoma cells and, moreover, attracted our interest because 
they remained effective far longer time in the ascites of rat after injection than 
nitromin or other derivatives of nitrogen mustard.?’ In the life-prolongation test 


No. 294 could not, however, exceed nitromin in the result and No. 297 was found 


1) M. Ishidate, Y. Sakurai, M. Torigoe: Pharm. Buil. 1 349 (1953) 
M. Ishidate, Y. Sakurai, K. Maruyama: Pharm. Bull. 2 220 (1954) 
2) It was reported in the preceeding paper (VIII) of this series of our publications. 
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Table I 








/CH;CH;CI 
R-OC-0-CH, CHy NC 
ヽ CH。CH。CI 
Dose mg/kg 
No. Compounds = TEEN 
C.E. LD, MTD MED 
Re. 
272 + 3 1 0.05 
262 ; : >= (N-Oxide) ーー 30 10 1 
257 > ae キ 3 1 0.05 
251 a シン (N-Oxide) 4 30 10 | 05 
296 a も 。 + 1 0.5 01 
39 CH- + 30 10 | 0.5 
294 SEE u FR 10 5 1 
OH 

SO、H 

グ  \_soum 
297 : / = m 75 50 1 

\-N=N-¢ ; 
OH 

293 EN FT un \_ ‘i 0.75 0.5 01 

CH, 
z CH。CH。CI 
174 :  H.O-CH。CH。・N - (0.5) 

NCH。CH。CI 


to be still less potent than the former, percent survival diagrams of which were 
demonstrated in Figs. 1 and 2. 

It should be worth investigating to find a general relation among the effective- 
ness against the Yoshida sarcoma, the physical property like distribution on 
lipoid and water and the biological character like remaining-time in the ascites 
after injection of the compounds. 

II: It is a well-known fact that two functional groups (7-chloroethyl groups) 
are necessary for the biological activity of nitrogen mustards. The following 
compounds, shown in Table II, were prepared and tested in order to study an 
influence of a stepwise lengthening of distance between the two functional groups 


on their biological activity. As show in the table, the minimum effective dose 
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and toxicity decreased slightly in proportion as n increased. 


Table II 
H,C /CH 
*” \N-(CH,)a-N¢ ,® 
CIH;CH,C/ ヽ NCH。CH。C1 
Dose mgkg 
No. Compounds Se ee ーー 
C.E. LED. MTD MED 
n 
310 2 + 0.75 0.5 0.05 
311 3 = 0.75 0.5 0.25 
308 4 ー 3 ま 0.05 
309 6 ー 『 5 0.1 


The fact that the effectiveness was enough retained in case of No. 309 (n=6), 
was however diverged somewhat from the conclusion of Kon and Roberts,’ who 
discussed the same subject using their preparations of aromatic nitrogen mustard. 

The time of remaining in ascites of rat after injection of these compounds 
was observed to become longer according to increase of n,?) but their viscosity- 
depressing effect upon a neutral sodium polymetacrylate solution was determined 
to be of the same degree as HN2 and was never weakened as n increased.* 
These facts showed that the bifunctional activity of these compounds was main- 


Table III, 1 
_/CH;CH;Cl 
R-N: 
NCH,CH;Cl 
Dose mgkg 
No. Compounds ーー — — 
C.E. EEE MTD MED 
Ri: 
188 > GH;- — 1 0.5 0.05 
328 * Choc + 3 1 0.05 
354 : (CH,),C- (N-Oxide) + 300 200 25 
329 GE + 30 | 10 0.1 
CH, 
241 = 一 30 20 5 
2-CH;- 
253 C H.-O-C。H. + 30 10 0.1 
(N-Oxide) ~ 80 50 5 


3) G.A.R. Kon, J.J. Roberts: J. Chem. Soc. 978 (1950) 
4) It is stated to be published in near future in Pharm. Bull. 
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Table III, 2 
Dose mg/kg 
No. Compounds ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーー 一 
CE. LD, MTD MED 
324 n.n/ Chr CHCl + 300 100 50 
CH,-CH,-Cl 
CH, 
CH,-CH-Cl 
319 H-N CH, 4 100 50 10 
CH,-CH-Cl 
CH, 
CH。-CH-C1 
340 CH,-N< CH, + 3 1 0.5 
CH,-CH-Cl 
CH, 
1 
CH。-CH-CI 
33 CH。-N< CH。 + 300 100 5 
O CH,-CH-Cl 
191 TBM. or 3 1 0.05 
230 tabs PA. + 30 10 5 
305 Thio-TEPA 十 1.8 5 1 
302 Octa Decyl Ethylene Urea + >1000 
Table IV 
. 2 Dose Valid Prolongation 
No. Compounds mg/kg Number of Life 
en a 0.1 24 _ 
ö Ve 0.5 12 = 
1 22 ーー 
305 Thio-TEPA 2 9. 上 
— CH.CH,C1 
294 -N=N- -0C-0-CH,CH,-N 2 24 ーー 
ーー CH,CH;Cl 
OH 
SO,H 
~ \-so,H 
le CH。CH。C1 
297 -N=N- -0C-O-CH,CH;N 10 22 ー 
- CH。CH。CI 
OH 
tained either in vitro or in vivo even when n increased in number to six. 
III: Table III summarized the result of screening of the compounds which 
have been tested since our last report and the life prolongation effect of four 
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Fig. 1 Fig. 2 
No . 294 No. 297 
as Img kg 7 — 10mg /kg 
| — Control | — Control 
50| 「 50) 
| Sa 
0! 
¢ 3 Ss Ye ee 30400 
days days 
Fig. 3 Fig. 4 
No.191 
100 -— ー0.5mg/ kg mg 
-—0.1mg/kg Img xg 
— Control — Control 
50 
= | — 
0 30 40 50 | — 
dys 1020 3040434954 80 92 


days 


compounds were demonstrated in Table IV and the following four diagrams. 

As was described in our earlier paper,” n-propyl-bis- (#-chloroethyl) amine (I) 
and its N-oxide were fully effective against the Yoshida sarcoma while iso-propy]- 
bis- (3-chloroethyl) amine (II) and its N-oxide exhibited only a doubtful effect 


upon the cell of the same tumor. 


CH,-CH,-CH,-N/ OH? CHG 
St a is 


CH, 


CH,-CH,-Cl 


CH-N 


CH 


CH,-CH,-Cl 





(I) (II) 


The compounds Nos. 328 and 354 in Table III attracted our attention because 
of their unequivocal effectiveness in spite of their resemblance in chemical con- 
stitution with II and its N-oxide. The similar fact was also observed when the 
effects of No. 336 and nitromin were compared. 


not differ so fundamentally, the biological effects of two compounds differed 


Although their constitution did 


considerably from each other. 
These observations led us to the conclusion that the actions of these compounds 
upon the tumor animals depend sensitively upon their chemical constitutions and 


5) T. Yoshida, M. Ishidate, Y. Sakurai, H. Satoh et al: Gann 44 342 (1653) 
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that has been one of the chief motives of our synthetic studies to find a compound 


of the more promising effectiveness. 
The authors express their thanks to Messrs. K. Maruyama, S. Owari, Y. 


Kuwata and M. Izumi for preparation of the compounds, which were described 


in this paper. 





195. FF ANH A > 7 EEE HI BT SERRE 
(\) 吉田 肉 WP 


ド 類 の 抑制 能力 試験 
ARTS. BHAA. HHS. ER 博 , 今 村 博 


( 薬 青 研究 会 研究 所 ) 
Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant 
Growth Bmploying Yoshida Sarcoma Animals (X) 
Inhibiting Effects of Various Nitrogen Mustards upon 
Small Number of Yoshida Sarcoma Cells (2) 
MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI, TOMIZO YOSHIDA 
HIROSCHI, SATOH, HIROSHI IMAMURA 


ぎ 。 FRC RAI Ch dS LKKOMAB ICHAT 











効果 が 出る こと は 前 回 に 報告 し た 結果 りか ら も 明らか で ある 。 し か し て 細胞 数 の 増加 と と も に 
効果 に 差 を 生じ , 薬剤 の 特殊 性 が 明 須 に な っ て くる 。 さ ら に 時 間 が 経 遇 し 病 細 胞 が 正常 組織 内 
BAL ED HEIKD. DPDSHMBEBROFME, Nitrogen 
Mustard + * す こと は 前 回 報告 通り で ある 。 り われ われ は 同 
今回 は 細 肥 数 1 万 個 , 10 
Ai, 1 成績 は 中 表 に 示す 通り で ある 。 こ れ を 通 覧 し て 目 立 


つも だ 4 は No トロ ミン ), No. 279, No. 237, No. 243, No. 304, 


No. 294, 能力 効果 が あっ た こと で ある 。 で に 報告 し た 旗 
me VES EDAD 7s ELIZ DEAR OM ONT RD 
nn ら る と 推定 され た 。 今回 の 実験 で も 結合 速度 の 速い 

294) に 良好 な 成績 を 得 た こと は 前 回 の WW 報 の 所 





今回 の 実験 で は 使用 量 を いろ いろ に 変更 し た 実 誰 


見 が 事実 Bs 
は (No. 27) チ ナイ トロ ミン だ け で ある が , この 実験 で 1mg と 0.2mg/Rat と の 間 に 著 明 な 


PHD. 細胞 数 1 万, 10 万 に 対し て 1mg/Rat で は 全 例 治療 する が , 0.2mg/Rat で は 非常 
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ン CH。CH。C1 























(A) R-N< 
*CH。CH。CI 
- = = SN EA Remarks _ 
No. Compounds | Dose mg/Rat Ca Pee mg/kg 
| 10: 105 | MTD | MED 
15: 
24 : i 0.05 4/5 5/5 1 0.05 
198 :-CH;€ SO。H 7 4/5 3/5 100 10 
(N-Oxide) 
97 : -CH, ! 5/5 5/5 40 1 
(0.2 1/5 0/5 
208 : -C,H-(n) 1 3/5 0/5 10 1 
202 : -C,H,(iso) 1 1/5 0/5 10 
279 : -C,H, (iso) 2 5/5 2/5 50 5 
206 <H > 3 3/5 0/5 50 5 
ER 5 
183 -CHz く > 1 35 | 15 10 5 
‚CH;CH;C1 
(B) X-N< 
(1) Glycine Type 
IE Cell Numbers Remarks 
No. Compounds | Dose mg/Rat mg/kg 
| 10° | 105 MTD MED 
x: | 
232 : -CH,-COOH | 0.5 2/5 35 10 0.5 
246 : -CH,-COOC;H, 0.05 15 0/5 1 0.1 
237 : -CH,-CONH, | 0.05 55 25 0.5 0.1 
(N-Oxide) 
240 : -CH,-COOH 2.5 0/5 1/5 50 5 
(2) Alanine Type 
243 : -CH-COOH 0.5 5/5 4/5 10 0.05 
CH, 
(N-Oxide) 
304 : -CH-CONH, 5 4/5 3/5 100 10 
CH, 
(3) Taurine Type 
229 : -CH。・CH。・SO。H 1 35 2/5 10 | 0.5 





悪く な っ て いる 。 し か し 0.2mg Ch PMH OH, Ticbb 1 万 個 0.2mg 


の 場合 (15, 19, 21, 26 日 治療 ) と な っ て お り 10 万 個 0.2mg の 場合 (13, 14, 14, 16, 
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(C) Miscellaneous 


2 Remarks 
0 Numb 
No. Compounds BR eee En _ mgkg 
Dose mg/Rat 10' 105 MTD MED 
CH.CH。C1 
204. C,H;-OC;H,-N< | 0.5 4/5 0/5 10 J 
| ‘CH,CH.Cl 
Oo 
== レーーー、 CH。CH。C1 | 
294 ーNz- CO。・CH。・N< 0.5 5/5 3/5 5 1 
— 1 CH。CH。CI 
OH 
SO。H 
 NsoH 
Rn CH;CH;Cl 
297 -N.- -CO,-C;H N“ 1 2/5 3/5 50 1 
ヽ CH。CH。C1 
OH 
191 | "TIE:M. 0.05 5/5 4/5 1 0.05 
305 Thio-TEPA 0.4 4/5 2 5 1 
313 Sarkomycin 25* 0/5 600* 
242 8-Azaguanine 20 0/5 200 
263 6-Mercaptopurine 10 1/5 5 | 100 
mg equiv. 
21 日 ) と な っ て いる 。 この 移植 細胞 数 を 一 定 に し て か つ 注 射 量 を 種々 に 変更 する 実験 は ナイ 






% 43. 3262328, 1952. 2) 本 誌 演題 193 
数 で 例え ば 3/5 と は 5 例 中 3 PBL, 55 Lita 


196. 吉田 肉 種 を 用 いた 悪性 腫瘍 の 化学 療法 に 関す る AR 
(M) キノ lets 抗生 物質 , ア ルカ ロイド, At 
物 , その 他 の 物質 の 効果 
BEFE, BHR 吉田 富 三 , 4H 博 , 今 村 博 


( 楽 理研 究 会 研究 所 ) 


pre 


Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant 
Grawth Employing Yoshida Sarcoma Animals (XI) 
Effect of Quinone Derivatives, Antibiotics, Alkaloids, 
Organoarsen, and Other Miscellaneous Compounds. 
MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI, TOMIZO YOSHIDA 
HIROSCHI SATOH, HIROSHI IMAMURA 


Nitrogen Mustard 系 以外 の 物質 に つい て Screening test を 行っ た が Colchicin 以外 
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の 物質 に は 特記 すべ き 変 化 を 示す も の は 見 られ な か っ た 。 物質 の 名 称 , 毒性 実験 成 柄 を 表示 す 


れ ば 以下 の 如く で ある 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





Dose mg/kg 





No. Compounds Remarks 
LD,,|MTD 

276 pp’-Diphenoquinone | | 

273 pp’-Dioxydiphenyl 750 500 No remarkable effect. 

274 pp’-Dioxydiphenyl-diphosphate (Na-Salt) 750 500 Go 

284 p-Quinone-mono-p’-oxyphenyl imine 30 10 do 

299 p-Quinone-mono-guanyl hydrazone 750 500 do 

288 p-Quinone monoxim methyl ether* 75 50 do 

290 Chloranil (2, 3, 5, 6-Tetrachloro-p-quinone) 500 100 do 

97 5-Benzylamino-9-diethylamino-benzo [a] 500 100 Pycnosis,Cytolysis,Cary- 
phenoxazonium chloride olysis. (—24 hrs) 

971 | 5 oS. Fe [a] 500 250 No remarkable effect 


287 Citrinin 50 10 do 


* Prepared by Dr. Saigoro Hayashi 


2) Antibiotics 


Dose mg/k 
No. Compounds ll Remarks 


LD。。。 MTD 








Pycnosis, Caryorrhexis, 


275 Actinomycin C. “Bayer” 0.3 0.1 Caryolysis. (6-48 hys.) 


Cytolysis, Caryorrhexis, Pycnosis, 
313 Sarkomycin ‘‘ Meiji”’ 700* 600* Vacuolar degeneration, appea- 
rance of leucocytes. (6-24 hrs.) 





314 Dihydrostreptomycin ‘‘Kyowa’’|1000 500 No remarkable effect 
315 Penicillin G ‘‘Meiji’’ >107 unit do 
316 Terramycin “ Pfizer ’’ 300 100 Cytolysis 
317 Aureomycin ‘ Lederle ’’ >500 ar anata alcatel 
318 Chloramphenicol ‘‘ Parke- > 500 Caryorrhexis, appearance of 
davis ”’ leucocytes (3-12 hrs.) 
rk ee „ Cytolysis appearance of leucocy- 
322 Puromycin ‘‘ Lederle 300 100 Les (3-24 ta) * 
| Decrease of mitosis, cytolysis, 
333 Azaserin “ Parke-davis ’’ | >100 caryolysis, caryorrhexis 
| (-24 hrs.) 
334 Trichomycin ‘‘ Fujisawa”’ rl 0.5 | Cytolysis! 


* mg equiv. 
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3) Alkaloids 


Dose mg/kg | Remarks 


No. Compounds 





LD., MTD MED 


ee | 


332 Colchicin “ Merk” 1 | 0.005 | CE, (+) Sato, H., Gann 39 





3 | (1948) 
343 Veratrin 3 1 | No remarkable effect 
345 Sinomenine 75 50 do 
357 Harmaline 100 50 do 
358 Harmine >750 do 
Colchicin は , 組織 に 浸潤 し た 細胞 に ゃ 効果 を 認め , RARITY DREGE 


4) Organo-arseniC compounds 


Dose mg/k 2 
No. Compounds i — Remarks 


LD,, MTD MED 





| C.E.+ : Asano, T. Tohoku 


342 Cacodylic acid 750 500 | (50) | Jounal of Exp. Med. 57(1953) 
344 か -Oxgphenyl arsinic acid* 350 200 | No remareable effect 

346 か -Ureido arsinic acid* 750 500 do 

347 Acetyl arsinic acid* >1000 | do 

348 Arsinic acid“ 500 100 do 

349  p-Nitrophenyl arsinic acid 300 100 | Cytolysis (6-24 hrs) 


350 p-Oxalyl arsanilic acid* 750 500 | No remarkable effect 


Applied as sodium salt 





5) Miscellaneous 








No. Compounds ene angie Remarks 
LD;, MTD 

266 Benzimidazole 500 250 | No remarkable effect | 
291 N-Methylacetamide 750 500 | do 
292 N-Methylformamide 300 100 | do 
298  Perbenzoic acid 50 10 | do 
312 Propiolactone 75 50 | Caryorrhexis (9-12 hrs) 
327 2-Amino-5-rodano thiazole 30 | 10 | Cytolysis (—12 hrs) 
331 Germanin 750 | 500 No remarkable effect 
360 Phenanthrene | | >1000 do 

| >1000 do 


361 Acenaphtene 
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197. 「 ナ イト ロミ ン 」 の 毒性 の 研究 ( 
佐藤 博 , 今村 博 CSSA) 
Studies on the Toxicity of “ Nitromin” (III) 
HIROSCHI SATOH, HIROSHI IMAMURA 


(1) ラッ テ に ナイ トロ ミン を 間 歌 的 に 投写 し て , その 毒性 な ら び に 耐性 を 検討 し た 。 そ の 
方 法 は 月 曜 より 土曜 まで 毎日 10mg kg 腹腔 内 注射 を 施し , 日 曜 よ り 次 半日 曜 ま で 休止 。 こ れ 
4 同 反復 する 。 す な わ ち 実験 期間 は 8 週 聞 と な る 。 8 週間 の 最後 の 週 は 注射 休止 過 聞 と し て 
(実験 (C) の (Fr) を 除き ) その 後に LD;,, MED, 腹腔 内 残留 時 間 測 定 実験 り を 行っ た 。 TE 
用 動物 鶴 数 は 60 頭 そ の 内 実験 途中 (4,8, 14, 19, 27, 36, 42, 47, 54 HE) に 死亡 し た IHRER 


いて 有効 数 51 頭 。 実験 は 次 の 三 辞 に 分 け て 行っ た 
(A) LD; 実験 (21 58); (B) MED (95); (C) KENRARHNNE, In 2 群 こ 
350 注射 休止 期間 の 後 実験 を 行っ た も の (10 頭 ) @ 8 財 の 後 注射 の 1 周 を 加え て 休止 せ 


ず ) 直後 に 残留 時 間 を 測定 し た 。(11 頭 ) 


(A) LD»: 





> “ean A A= ーー fa - 日 月 LD。。 
TR 休 休 TR 
投与 量 は 200, 160, 130, 100, 70, 40, 30 mg/kg に 分 ち -- 群 を 3 頭 と し た 
(B) MED: 
- v= a ex Pal Tate HE 

| 月 一 土日 一 日 月 一 土日 一 日 月 一 土日 一 日 月 一 土日 金 日 月 MED 実験 
| 休 休 TR 休 

MED #& Be FT 7 79, 4 Ai jj の 金曜 日 に 田 肉 『 i Ae kz shit L, AH 日 に 純 培 養 と な っ た こと を 


44 1 


Erd, し か る 後 20mg kg (158), 10(1), 5(2), 2.5(2), 1(2), 0.5mg/kg (158) IRIS 
内 注射 し た 





(C) 腹 黄 内 残留 時 間 測 定 : MD 休止 期間 後に 行っ た も の 
注 注 注 注 
月 一 土日 一 日 月 一 土日 一 日 月 一 土日 一 日 月 一 土日 一 日 月 残留 時 間 測定 

on | et も 

休 休 休 休 
ナイ トロ ミン 10mg'kg を 腹腔 内 に 注射 し , 注射 後 15 分 , 30 分 , 45 4, 1 時 間 , 1.5 EN, 
2 時間, 3 時 間 に 吉 田 肉腫 腹水 約 1cc を 移植 し た (それ ぞ れ 1, 1, 2, 2, 2, 1, 1 頭 )。 し か し て 
24, 48, 2 時 間 後 に 腹腔 究 半 に より 細胞 学 的 に ナイ トロ ミン 移 果 の 有無 を 検 し た 。 DM ER 
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の 1 信 聞 を 加え て 休止 せ ず 直後 に 行っ た も の 


ao Hs 月 一 = ー 土 日 一 ! 日 KB ロー 一 日 月 sn H 月 一 = ー 土 残留 時 間 測定 
TK RK 在 TR 


最後 の 注射 後 15 分 , 30 分 , 45 分 , 1 時間, 1.5 時 間 , 2 時 間 に (それ ぞ れ 1.2,2,2, 2, 2 頭 ) 


吉田 肉腫 腹水 を 移植 し 実験 を 行っ た 。 成 績 は 次 の 如く で ある 。 


=[ 


(A) LD 投与 量 mg/kg 200 160 130 100 70 40 30 
生存 数 / 実験 数 0/8 0/3 0/3 2/3 3/3 3/3 3/3 
u ar 投与 量 mg/kg 20 10 5 2.5 1 0.5 
ナイ トロ ミン rs > te + = 
効果 判定 Ar 中 = 22 


人 残留 時 間 
Hd 休止 後 実験 











時 間 15 分 30% 5 分 1 時 間 | 1.5 時 間 | 2 Pe 3 時 間 
+ トロ ミン . = = = 
カ 果 判定 ka a + + — ー Ei 








ナイ トロ ミン 効果 判定 + ユエ 3 








以上 の 成績 を 前 回 まで の 成績 に 比較 する と 表 に 示す 通り で ある (第 1 表 ) 
第 1 表 








(A) (B) | (C) 








| (A) (D) 
MLD ED, MTD MED | oe AY BE HB 
(mg/kg) (mg/kg) | (分 ) 
A] の Mic bo 130 100.4+1.8 70 2.5 | 60 45 
% (105) 
回 迄 ? a. ッ テ | 130 79.5+5.3 40 1 90 


(83. 3) 








上 ‘Vn dine aie 

( ) 内 Behrens Karber 
さて (B) MED を 比較 する と ラッ テ の 側 に お いて 分 解 , 解毒 , 排 注 そ の 他 の 能力 が 向上 し て 
いる と 考え られ この こと は (C) ④ 残留 時 間 に お いて 認め られ , さら に (C) B に お いて 連続 
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注射 後に お いて は その 機能 は 明らか に 向上 . し て いる 。 また (A) 実験 に お いて も 明らか に 機能 
品 上 の 結果 を 得 て い る が (A) の 成績 は 8 週間 に 強い ラッ テ が 残っ た と いう こと も - 応 考慮 し 
な けれ ば な ら な い 。 し か し (B) (C) の 成績 か ら ナ イト ロミ ン の 無効 化 の 機能 が 働い た 結果 で あ 
- と は 考え られ る 。 す な わ ち ナイ トロ ミン の 反復 注射 こよ っ て 動物 の 分 解 , 解毒 , 排 港 等 
ERED MES} TEE LL. 動物 個体 が いわ ゆる 耐性 を も つ ょ うに 見 える が , その 程度 は 軽度 で あり 
屯 ら く 投与 休止 に よっ て 消失 する も の の 如く に 考え られ る 
附 . 他 の 動物 を 使用 し た 毒性 試験 : (DE CPI). 体重 3kg の 兎 に 30mg kg 
HI LM 分 に て 死亡 。 2kg の も の に 20mg kg, また 2kg の も の に 10mg kg し た ヵ 
も 著 変 を 認め な か っ た 次 に 1.8kg の 兎 に 10mg kg 隔 日 5 回 , その 後 20mg kg |i, 
日 3 回 注射 し た 所 死亡 し た (死亡 時 2kg, 肝 54g。 ナ イト ロミ ン 絵 量 110mg kg) また 1.8kg 
Ric 5mg kg HAS. OR 10mg kg iA Zi, SL 20mg kg 隔 日 3 回 注射 し ヵ 
か 死亡 せ ず , よっ て 30mg/kg 注射 し た 所 , 60 分 に て 死亡 (死亡 時 1kg, HF 46g, ナイ ト p 
lie 145mg/kg) (MD Ai (腹腔 内 注射 )、2.2kg の 猫 に 20mg kg eH. 30 分 後に 加 
い 。 運動 失調 , 瞳孔 散 大 を 起 し 60 分 後に 死亡 し た . 3.3kg の も の に 15mg kg HH. 30 4 
後 よ り 不 安 状 態 と な り 間 も な く 特 異な る Intentionstremor ZELLE ABA DI. 5 時 間 後 
肖 失 す 。 食 倫 不 振 。 翌 日 より 食欲 正常 に 復 す 。1.9kg DAL 10mg kg 注射 。 変化 を 認め ず 
次 に 0.8kg お よび 0.6kg の 2 頭 に 対し て それ ぞ れ 5mg kg 注射 。 3 時 間 後 に 悪心 あり 間 も 
<a. 24 時 間 後 5mg kg 注射 、 同 様 変 状 わり 。 さらに 24 時 間 後 10mg kg 注射 。30 
分 後 不安 状態 を 叶 し Intentionstremor, 瞳孔 散 大 , 60 分 に て 死亡 す 。 (M A (腹腔 内 注 
it) 8kg の 犬 に 20mg/kg 注射 . 10 一 20 分 不安 雇 態 30 分 後肢 起立 困難 。35 分 前 肥 起 立 困 
区 37 分 頭 部 保持 困難 。50 分 Intentionstremor, 60 riet. 70 rt. 80 FREI. 
90 分 死亡 、 解剖 。 肝 充血 , 出 箇 時 細 胞 の 診 性 強し 、9 kg DR, 10 mg/kg eH. Hei 
様 な る も 時 間 的 に や や 遅 る 。 4 時 間 に て ほとん ど と 回 復 。 元気 な し 。5 ARM lL. 死亡 。 解 
測 。 腸 粘膜 小 出 血 班 あり 。 組 織 学 的 に 肝 実 質 の 充血 , Hi APA, WS SCP SS ee 
we Bits. 内 丸 組 織 内 分 裂 細胞 数 や や 減少 す 、10kg OR, mg/kg 注射 。 前 者 と 同様 の 症状 な 
る も 軽度 。 3 時 間 に て 回 復 。 翌 日 より 普通 に 食物 を 摂取 す 。 10 日 で 殺し 解剖 。 組織 学 的 に 肝 
ME. SAG, AMET SCE. ARO MEO Rena 
腔 内 注射 ) 


EEE: 33473 兎 Sik K 


120 40 20 3 : 








* 症 回 報告 の ナイ トロ ミン 反 人 復 投 与 後 死亡 し た ラッ テ の 大 稀 骨 骨 笑 は 赤 髄 に 富ん で お りこ の 
組織 学 的 所 見 は 正常 の も の と 著 変 は な か っ た ( 交 部 省 科 学研 究 城 に ょ る) 


sak 1) 本 誌 演題 193 2) ナイ トロ ミン の 毒性 の 研究 ({) HR 44, 3862389, 1953 3) Ak (ff) 


i 45, 516x518, 1954 


198. ナイ トロ ミン 系 物質 の 血液 像 並び に 骨髄 像 に 
お よ ぼ す 影 響 
泊 原 喜久 蔵 , ABER. 内 海 信雄 , 佐藤 俊 蔵 (東北 大 時 川内 科 ) 


Influence of Nitromin Like Substances on the Blood 
and Bone Marrow Pictures 


KIKUZO KASHIWABARA, SYOZI SAITO, NOBUO UTIMI, 
SHUNZO SATO 


玩 に ナイ トロ ミン の 血液 像 に お よ ほ す 影響 に つい て 報告 し た か その 後 6 種 の 同 誘導 体 を 試用 
る 機会 を 但 た の で 再び 報告 する 。 
ら 薬 剤 の 対称 と な っ た 32 例 は 手術 不能 の 悪性 腫瘍 お よび 白血病 患者 で 疾病 別 分 類 は 第 
1 表 の 如く で ある 。( 表 略 ) 
使用 法 は 50mg を 20% HER 40cc に 溶解 し 1 日 1 回 緩徐 に 静 注 し た 。 た だ し Alanine 
N.M. の ス は 時 に 1 日 20-50 mg を 用 いた こと が ある 。 通例 初回 は 半量 を 使用 し た 。 な お 百 
血球 減少 防止 の 目的 で 強力 ミク タフ ァ ー ゲ ン C, グロ ン サ ン , ビタ ミン 剤 さら に 貸 血 高度 の 際 や 
折 血 球 減少 高度 の 時 に は 輸血 も 施行 し た 。 
C。H。 ‚CH,CH;Cl 
Diethylaminoethyl N.M.O. ; N・ CH。zCH。・N て ・2 HCl 
C,H,’ CH.CH,CI 
O 
白血球 (W), BEER (T) は 平行 し て 急減 し 赤血球 (R) は 一 時 的 増 多 を 示し た が , PROBL 
り W, T に 追随 し て 減少 し 長期 を 経過 し て も IF EICH DI TE. 骨髄 で は R Rd: 


端 多 し て いる に も か か わら ず 貧 血 高度 と な れる は 出血 に よる も の と 考え られ る 。 
Ah „CH,CH;C 
Cyelohexyl N.M.O. Hix \H-N - HCI 
—s | \cH, CH。C1 
Hz H, O 


- 時 的 増 多 も ある が 全体 と し て は 減少 で あり 休 薬 まもなく W.T. LHe CHE Lic: R 
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KD ce ENT CPR AR LT. 骨髄 で は 有 核 細胞 数 増 多 を 認め た か R 系 は 送 に 減少 し W Rik 
よく 人 居 復 し て いた 。 


— CH,CH,Cl 


Benzyl N.M.O. る CH。-N - HCl 
, CH。CH。C1 
oO 


R. T は 増 多 就 中 TAB LAO 3 倍 以上 に 達し その 状態 を 維持 し た 、 これ に 反し W 


は 下降 の 一 傘 で 休 薬 後 ふ 容 易 に 搬 復 し な か っ た 。 骨髄 で は R 系 の 非常 な 増 多 が 認め られ た 
CH。 CH.CH.CI 
iso-Amyl N. M.O. ‚CHCH.CH.- N - HCI 
CH, | -CH.CH,C! 
(6; 


MNCREBE BA 3RLLICHMH ONS, 直ちに W.T DER = 0 (KEL ES 


Whe Belt te. R VERGE 4 KL HEIL CHR LH. 本 例 で る R KOM SAVPRMICALM 
れる 
CH。  cH,CH;CI 
Alanine N. M. HOOC-CH-N - HCl 
CH。CH。CI 
R OAD LAO Frill W. TABL I bic yes Ss eC を ふた 。 休 薬 後 も 長期 


印 り 減 少 > を Bert, ey RR {BE u も 改 HEA Go られ Fe 


CH.CH.C1 
Ethoxyethyl N. M. O. C。H.OC。H,-N . HCI 
| CH。CH.C1 
oO 

3 者 と も に 減少 で ある か が R (LHABHDITKRE W. T は 急速 に 減少 し 休 薬 後 も 長く 減少 を 
続け た 。 WÜDBUER が 最も 早く あら われ 前 値 以上 に 達し 。 W. T は 前 値 の 1/2 に 達し な 
か っ た 。 出 髄 で は や は り 9 R 系 の 比較 的 増 多 が 認め られ た 

以上 末 棒 血 像 を 絵 括 する に R は 比較 的 影響 を 受け る こと 少く , W. T は ほとん ど 常 に 平行 
し て 増減 し , W 変動 の 主体 を な す も の は 好 中 球 で 比較 的 泊 巴 球 増 多 を 


また T か が 著 減 し て も 出血 傾向 が 認め られ な いこ と も 注目 され る 


iLO DOD CHS | 


像 に お いて も 第 2, 3, 4 表 ( 表 略 ) に みる 如く 有 核 細胞 数 は 減少 し て いる に か か わら ず 
系 の 比較 的 増 多 が 目立ち 赤 復 の 際 に も R 系 の 率 は 上 昇 し て い すなわち R (IE PERT 


釈 復 能 も また 大 きい こと を 示す 。 これ は 骨 科 有 核 細 胞 数 か 末 栓 血 に お ける が 如く 絶対 的 な も の 


で は な いと 言わ れ て いる けれ ども し か も な お , 患者 は 悪 液 質 に 陥っ て ゆく べき 運命 に ある 
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I» 2 n „Ar 
= > FL > Hels “fy = 
JAW の I DIATT j I 


いき こと で ある 。 fio THOT 変化 は W 系 に 負 5 ぅ も の で 

その 百分率 に 著 変 は 認め 難い こと より し て , 効能 細胞 も 成 苑 細胞 も 薬剤 に 対す る 大 感 度 は 大 体 
HL COAL Bid. すなわち 白血病 の 際 に は 森 柄 血 中 の 絞 弱 細胞 は 容易 に は 消失 せ す 細 
数 激減 Cho CR, 林 檜 血 両 方 に 血液 像 の 改善 を る 。 骨髄 像 で 最 幼 弱 型 の 百分率 に 影 


頑 を ゲ る た と 思わ れる の は Alanine N. M. Ethoxyethyi N.M.O. の 2 者 の み で あっ た * 


た 持続 性 に つい て も Alanine N. M. 最も 強く , EthoxyethylN.M.O. これ に 次 ぎ , 他 は \ 


199. 庄 種 側 韻 物質 の ビタ ミン Be に お よ ぼ す 影 響 に つい て 
菅沼 仁 . 川久保 FH. 幡 野 永 由 . 米山 名 一 郎 . BARS 
(東京 医大 内 科 ) 
The Influence of Some Anti-cancer Agents upon Vitamin B;. 
JIN SUGANUMA, RYO KAWAKUBO, NORIYOSHI HATANO, 
YAICHIRO YONEYAMA, HIDEU KATSUNUMA. 
余 等 は 先 に 赤 血 白 血 病 お よび 白血病 に お いて ビタ ミン By (VB」。) の 血 中 定量 値 が 高値 を 示 
LAR Lim, これ ら 疾 患 に 諸 種 制 泡 物 質 を 使用 し た 時 の 析 中 VB 値 が 低下 する こと 
と 知り 。 EHC OTH S SHAMAIUCHA LCROR RHR KEO VB. 値 の 変動 に 
て 若干 の 実験 を 行っ た の で 報知 する 
(1) 実験 方 法 : (i) VB» 定量 は Euglena に よる 上 田 氏 ら の 方 法 に よっ て 行っ た 
すなわち 一 定 に 稀釈 し た 試料 に , Euglena を 培 状 し その 発育 度 を 光電 比 色 計 に より 比 濁し , 
これ を 標準 曲線 と 比較 し て OV Bu 値 を 決定 する 方 法 で ある 。 (ii) 吉田 肉 幅 腹 水 は 毛細 管 と へ 
ッ > ト を も っ て 採取 し, 定量 に は 腹水 0.1cc を 使用 し た (2) 赤 血 白血病 患者 お よび 帳 血 病 
FO VB」。 (1K) は 表 の 如く 変動 し し. アラ ニン ナイ トロ ヂ チエ ンマ スタ ー ド , (ANM), + 
イト ロミ ン (NMO), アザ ン の 使用 に より 減少 し , か つ 休 薬 すれ は 増加 する 。 (3) FH 
自 此 腹 水中 の VB» (tt RCL mR> ton. ANM お よび アザ ン 使 用 の 場合 の 減少 


6 に —" es ee iy er. アカ) Zr =) うー ER: Ce Sat, 
(ENT No し か も “HOO RD LEA & 47 Bef Yay 2 ) に 思わ れる し か し な か ら [Ly 


(v- 


生存 日 数 と 比較 する と 減少 率 の 大 な る も の は 生存 日 数 の 延長 を 来 す よ うに 思わ れる _ (4) 
EAC VB» を 0.012 mr/cc お よび 0.06 mY/cc 和信 れ か つ 試 験 管内 に 諸 種 制 妨 物質 を 種 * 
の 測度 に 混 じ て 30°C 120h Eaglena を 培養 し た 所 ,。 ザル コマ イシ ン ,。 テロ ブ テ リ ン で は 
Euglena の 発育 を 抑制 する こと を 知っ た DOT RT DAR Het, An 


490 GANN, Vol. 46, 1955 








7 eee as 

19 E g 1 

120 Fürs を Mee + R = ili ai tel oe IE 
Se el BIKE MR ele 


MS ANM NMO NMO NMO 
ng. 7 50mg Yölmg 75mg 


90 し ’ v * 
SU 

70 Zn 

60: | 

50 | 
40- 一 £ ke 
30 - | 
207 | | | 

ーー | | | 
10- | | pos | | 

| に し i ーー 





mSv Br > "mm 
座 液 て で ほ 抑 制す る こと を 知っ た (5) 血液 1cc KOMME RE DENT 
37 C, 72h 保存 し た 後 , その Ba 量 を 測定 し た - 
第 2 表 試験 管内 に 夫 い て 血液 1.0cc 内 と VB, IRA EM HOP 
Aut 処 a | VB. 5.6mg/dl 


0.04 mg | 18.168 mg dl 


r = x 0.02 mg | 30.16 mg.dl 

ば 5 0.1 mg | 2.96 mg dl 
a 3 : Ren 0.1 mg 6.04 mg dl 
チロ : ni 0.0025 mg 0 mg dl 
a? 9 u 2 0.5 mg 0 mg dl 


以上 に こより (1) NMO, ANM, テ ザン を 使用 する と 血液 内 VB 量 を 減少 せしめ る 。⑫) F 
田 肉腫 腹水 中 の VB, 量 は NMO, ANM お よび アザ ン で は 減少 し 。 ウレ タン 。 ザル コマ イ 
ン ン で は 玲 加 する 、 ま た 生存 日 数 の 延長 と 減少 率 の 増加 と は 相関 する よ うこ 思 われ る 。 BLZ 
れ ら 制 斑 物質 は 細胞 靖 殖 を 抑制 する 作用 が あり , By は 促進 する 作用 が あり , この 点 よ り 見 る 
と 細胞 の 列 殖 機転 に お よ ぼ す 制 凛 物 質 の 作用 部 位 と By, の 作用 部 位 に 関し 何等 か の 暗 ホ を チ え を 
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る も の と 思わ れる 。 こ れ ら の こと に つい て 目下 研究 中 で ある ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


200. 各種 制 冶 剤 の 炉 床 使用 経験 (第 1 HE) 


Sarkomycin 治 疫 を 行っ = た 4 市 検 倒 に つい て 


25 


大 星 章 一 . 青木 一 夫 . 桜庭 司 . 石倉 豊 生 , 吉田 忠 . AmB 
(青森 県 立 中 央 病院 。 内 科 , 臨床 病理 部 ) 


Clinical Experience of Some Anti-tumor Substances (I. Report) 
4 Autopsy Cases Treated with Sarkomycin. 


SHOICHI OBOSHI, KAZUO AOKI, TSUKASA SAKURABA 
TOYOO ISHIKURA, TADASHI YOSHIDA, MASAO SATO 


DAU EMBO TS Nitromin, Azan, Sarkomycin, Actinomycin 5” ‘jikd, 
? I= 


ZB ae RADOHSAD, 今回 は 主として Sarkomycin ZIEH HC 


MRT SOLACE 7C4 PLO» TRAE ARTE ARIEL CR TS 


eK, A YSRRAARL L. Al SCA x: Nitromin KH: 840 mg. 
18 日 間 使 用 し た か 際 影 は 増強 し か つ 助 膜 痛 出 液 貯 汐 を 来 し た 。 その 後 Sarkomycin を 死 直 
iC 30 HM, 総量 29.5g. を 使用 し , 自覚 症状 の 改善 。 浪 出 液 の 著 明 な 減少 を 認め た が , 
DEW OH MFET LT 

AL; (1) AMR OMIEREIMI. (2) FROORREAIGE. (3) HOPED 


SERRE AIC MEIGS BML D HARE ar LATA. CEE SPA LPM GL 








(REA ERAGE O 石灰 沈着 を 認め た 。 SCP ACS 全て 小豆 大 以下 で 肉眼 的 に は 転 
ia Bld LO Ted ok AVEDA SACHA bt. し か も ほとん ど 大 部 分 凝 周 壊 死に 陥り 石 
灰 洗 着 が 認め られ た 


第 2 例 MK 50 才 男 





Mech, [Tis SIRE 2c Glo, 


A IBINS LS SEE D HBG GS Be Sarkomycin 一 日 量 1 乃 玉 2g. 307 


m, 胸痛 , WATHREL ARSED NMED EIS & 2 


ヵ月 聞 。 死 記 前 まで 絵 量 252g. 治療 の 初期 HAM Nitromin 4 日毎 に 100mg. づつ 総計 
480mg. を 併用 し た 。 初め の 3 ヵ月 間 は 自覚 症状 の 好 技 を 見 , 気管 支 腫 瘍 精 放 の 軽減 に よる 無 

( 肺 の 減退 , 気管 支 幅 瘍 の 連続 試験 切除 に より 組 織 の 壊死 , 結合 織 噌 殖 を 見 , 転移 左 鎖骨 下 
光世 節 交 巣 の 高度 の 角 化 お よび 壊死 を 認め た が か が, 4 ヵ月 後 か ら 導 性 助 膜 数 を 併発 し , 7 ヵ月 後 
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- 笑 如 気 管 支 腫瘍 の 食道 交 孔 に よっ て 死亡 
(1 ) Fk 
he He) RS 


FANE AT PK, 


RAT ; IBS. & 


2 組織 学 的 に 腫瘍 は 


た 斉 を 認め た 


た 壊死 に 陥り 
由 便 。 
mycin 3} 48g. 


81 才 # 
胃 膨 満 感 を 主訴 と し, APY 
を 使用 。 了 臨床 症状 の 改善 


INA 


ま 用 H- 


が U 


x 


AR: (1) 胃 了 幽門 部 六 (2) 肝 , 肺 お 
移 。 組織 学 的 に 原発 腫瘍 は 円 柱 上 皮 交 で 異型 性 に 


> に 肺 。 光 包 節 転移 に お いて は 多 房 性 燈 看 を 


ナチ ュー 


ICH し ESF 
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第 4 例 胃痛 68 + 男 
充 訓 部 お よび 豚 和 高光 包 節 腫 大 お ょ よび 左 了 征 下 , IE, 


ERIC REPO READ > 0. SAEED ARIS 


mycin 総量 30g., Nitromin 絵 量 
腫瘍 は 肉眼 的 に も 組織 学 的 に も 不変 、 休 薬 2 GTR 
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と の 併用 療法 を 行っ て 死亡 前 檎 し 得 た 


a +> 


HALA: Zn 1 お よび 第 2 例 


Aye 


IDL SALUT ARB RRO IR UL BIEL, B2REOBSAWMICA SNA DAY Bb 4 RG 

で ある 。 こ の よう な 像 は も ん 何等 治療 を 施さ な い 閣 羽 に お いて も 認め られ る も の で ある か 
> これ を も っ て 直ちに 治療 効果 と 結び つけ て 考え る こと は 危 論 な こと で ある が , われ われ は 

Sarkomycin の 連日 大 量 腹腔 内 注射 を 1 適 間 継 綻 し た マウ ス の 特発 性 地 増 の 一 例 に お いて 


rate aU IR, 林 巴 節 転移 の 組織 像 は 充実 し 
て は 原発 馳 腺腫 瘍 ( 持 指 頭 大 ) ほ は ほとん ど 全 


= 
CHAU 


END RR | 
A 7. 


» 治療 後に お い 


の A. fit 


な か が から 


ト 角 化 お こび 壊死 に 陥っ て 周辺 部 に 


常 交 組 織 の 残存 を 認め , また 先 に 試験 切除 を 行っ た 光世 節 岐 移 は 高度 の 坦 星 化 を 示し た 例 を 経 
LOA. この 実験 例 と 副 検 例 と の 間 に は 共通 の 現象 か あり 。 治療 効果 と 関係 か ある の で は 
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> 思わ れる が ,。 われ われ は 今後 さら に 症例 を 増し て 検討 を 加 々 た いと 軸 う 。 


201. 悪性 腫 間 の 治療 に 関す る 研究 CIV) 


小山 善之 , 河野 &, KER. BARE 
紀 立 東京 第 一 病院 内 科 ) 


Studies on the Treatment of Malignant Disease (IV) 
YOSHIYUKI KOYAMA, MINORU KONO, YUZO TAKEMASA, 
RYUZO HUKUDA 
AC fi 2D HME ses FT Thio-TEPA, 8- ア ザ グ ア ニン , 6- メ ルカ フト フリ ン , ザル コマ ィ シ 

ン お よび アク チノ マイ シン を 使用 し 臨床 上 好 影 響 と 悪影響 と に 分 け て 鈴 察 を 行っ た 
Thio-TEPA は 6 例 , 急性 お よび 慢性 家 髄 性 白血病 各 1 例 。 ホ チ キ ン 氏 病 , Hr, 


販 球 過多 症 お よび 転移 性 也 肉 腫 各 1 例 こ 使用 し た 。 使用 方 法 は 1 日 3ー10mg を 筋肉 内 注射 ! 


使用 総量 は 5-135mg Thor. 白血病 で 末 栓 血 六 像 。 Or LORY, ホ 


Pa VEC UY vos TRAD, RL RD id Zr HOT 35 LO SRO TFA, 
血球 過多 症 で 赤血球 お よび 白血球 数 の 正常 化 か 見 られ た 。 副作用 と UCR RAR, HOD 
ちゃ っ た 。6- メ ルカ フト フリ ン は 急性 骨 磐 性 白血病 5 例 こ 使用 し 1 日 50-200mg を 連日 服用 , 
AGL 600-6800mg で 全 例 で 未 悟 白血球 数 の 減少 を 来 し , 幼 若 細胞 の 改善 3 例 , 骨 笠 像 改善 
2 fl, FRNA 1 Pe LE Leo, 出血 性 素因 , HOMER, 貧血 増強 等 の 悪影響 が あっ た , 8- 
アザ グ ア ニ ン の 使用 例 は 15 例 で 掃 性 骨髄 性 百 血 病 2 Pl, 還 急 性 骨髄 性 白血病 , 白 血 性 リ > 
肉腫 症 各 1 例 。 原発 性 気管 支 揚 » Ha, 子宮 坊 各 2 例 。 転移 性 肪 腫瘍 , 上 陵 痛 , Ependy- 
moma, 池 冶 再発 知 1 例 で ある 。 使用 方 法 は 1 回 40-160mg を 連日 筋肉 注射 し , 総量 720mg 
~2080mg で リン バ 肉 風 症 の 如く 皮 軍 転移 の 消失 乃至 著しい 縮 少 。 ED RUF DR ED IK 
等 四 著 な 好 影 響 が 見 られ た が 薬剤 中 止 後 5 日 目 に 急死 した, また 一 方 局所 義 痛 , Bo, Witt, 
食欲 不振 , 発疹 等 の 副作用 が 10 例 こ 見 られ た 。 ザ ルコ マイ シン ン は 8 例 で 慢性 骨髄 性 白血病 2 
fil, BA, BER, 原発 性 肺 冶 各 1 例 で 初回 200-500mg より 開始 瀬 次 増量 し 2000-3000 
mg を 静 注 総量 22~93g で 軽度 の 好 影 響 $ も 見 られ た か 血栓 性 静脈 類 , 尿 量 減少 等 が か あっ た 
アク チノ マイ ン ン は ホ チ ヂ チキ ン 氏 病 に 1 日 100-2007 HE 60007 HAL, サナ マイ シン は 悪性 
リン バ 腫 に 1 日 100-2007 静 注 し 20507 使用 し た 。 METER, Fer, Salbe 
(itr, 後者 で 肝 リ り リン パ 腺 の 著しい 縮 少 か 見 られ た が か が, 副作用 と し て 前 者 で 食欲 不振 。 局所 痛 を 
後者 で 食欲 不振 。 悪心 , 白血球 数 減少 か 出現 し た 。 な お コン トミ ン を 傍 用 し 食欲 不振 , 悪心 , 
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忠 吐 等 の 副作用 に 対し 好 影 響 か あ っ た 。 
次 に ラッ テ 吉 田 肉腫 に 対し ナイ トロ チェ ンマ スタ ー ド , ナイ トロ ミン 。 TEM BLO 8-7 
ザ グ ア ニン を 使用 し 細胞 学 的 な ら び に 組織 学 的 試験 は 従来 報 介 か あり ます が , われ われ は 薬剤 
使用 前 後 の プ リン 代謝 の 終末 産物 で ある 尿 中 尿酸 お よび アラ ント イン ( ア ) を 測定 し その 変動 
を 見 た 。 す な わ ち 動物 は 絵 て 80 こ 120g の ラッ テ を 各 5 例 宛 使用 し , 吉田 肉腫 移植 第 5 日 目 よ 
隔 日 に ナイ トロ ヂ チェ ンマ スタ ー ド は 1 回 量 0.1~0.2mg を , ナイ トロ ミン は 1 回 量 1~2 
mg を 8 アザ グ ア ニ ン は 1 回 量 25~30mg を 腹腔 内 に 注入 , TEM は 1 回 量 0.1~0.2 mg 
を 経 日 投 て 使用 し た 。 な お 同様 の 方 法 に て 健康 ラッ テ に 各 薬 剤 を 使用 し 対照 と し た 。 ミ た 
測定 方 法 は 尿酸 は Benedikt の 店 接 法 , ( ア ) は Larson 氏 の 方 法 に よっ た 。 ま ず 対 照 と し て 
ef ALIA MRSA EO BRE RMS LO ( ア ) の 1 日 排 江 量 の 変動 を 兄 た が , 移植 前 の 各 平 均 値 を 
100% & し て 移植 後 の 増 減 を 2%2 で 示す と 尿酸 で は (一 ) 212 よ り (+) 36%, ( ア ) は (一 ) 26 
22 よ り (4) 362 の 変動 を 示し た 。 次ぎ ナイ トロ ヂ チェ ンマ スタ ー ド を 使用 する と 対照 で は 展 酸 
( ア ) に お いて 増加 は な い が , 吉田 肉腫 移植 ラッ テ で 尿酸 の 軽度 の 増加 , ( ア ) の 著 明 な 増量 を 見 
i, FA RB TVITBI TEM AICRR, (F)IRZLALERML TC KD, 移植 ラッテ で 
尿酸 の 増量 ( ア ) の 著しい 増加 が 見 られ た 。 次 に TEM 例 で は 対照 群 に 比較 する と 移植 ラッ テ 
で 尿酸 の 増量 な ら び に ( ア ) の 増加 を 見 た 。8- ア ザ グ ア ニン で は 対照 例 で 注射 翌日 尿酸 量 の 著 明 
な 増量 が ある が , その 翌日 に は ほとん ど 前 値 に 復帰 する 曲線 を 画 き , ( ア ) で は 全 経 過 を 通じ ほ 
と ん ど 変 動 を 認め な か っ た 。 吉田 肉腫 移 丁 ラッテ に お いて も 尿酸 量 は 対照 例 と 同様 の 曲線 を 画 
し , ( ア ) で 変動 を 認め な か っ た 。8- ア ザ グ ア ニン 注射 に より 展 酸 量 の 著しく 増加 する こと に つ 
いて は 目下 追求 中 で ある 。8- ア ザ グ ア ニン を 除き 三種 の 薬剤 に お ける ( ア ) 量 の 変動 を 比較 する 
と 会 例 に 増量 が 見 られ , ナイ トロ ヂ チェ ンマ スタ ー ド で は 割合 急激 に 上 昇 し 。 ナチ ナイ トロ ミン は そ 


れ に 比 し 滴 次 上 FL TEM は さ 


I 


に 緩徐 に 上 昇 す る の が 見 られ た . な お 吉田 肉腫 移植 後 。 対 
照 例 で は 平均 8 日, ナイ トロ ヂ チェ ンマ スタ ー ド 例 で 平均 16 日 , ナイ トロ ミン 例 は 平均 18H, 
TEM 例 は 平均 12 日 ,。 8- ア ザ グ ア ニン で は 平均 12 日 で 死亡 し た 

(厚生 省 科 学研 究 費 に よる ) 


附 議 

福井 光 寿 : (HA eis: ARO Carzinophilin に つい て | 

(She ARTIC 65 Ale Io, 腹水 中 敵 細 胞 減 少 
, 軟骨 肉腫, 骨肉 腫 で 高度 の 壊死 化 が 認め られ , 1 Hil 

を 認め てい ない , 今後 詳し い 研 究 を 行う 予定 で ある 。 

芝 B®: 1. Hodgkin 氏 病 に Aktinomycin を 用 い 。 治療 前 後 の 同じ 部 位 つ の リンパ 節 を 組織 学 物 に 検 

する と 治療 後 明らか に reticulum cell が 著 明 に な く な り , … 一 部 を 残す の わ み と な っ て お なり , fibrosis が あ 

ら わ れ て き て 効果 を 説 む べき 所 見 を 呈し て いる の に 新しく 〈 他 の 部 に リン ハ 節 の 腫 肛 を 開 し し た も の が ある 


よ , 島田 教授 が 辞 細 報 告 い た し て いる が , 私 と ども 
を みた ゃ の IT 例 あ り , PRice Ne が あ 
は 腫 交 を 切開 ,。 ソー ハ し 現在 残存 組織 に 腫 揚 細 的 
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2. また 細 捧 肉腫 症 に 用 いる と, 潤 進 的 で は ある が , 腫瘍 の 縮 少 を 認め あて いる 時 , これ も また 前 者 と 同様 に 
治療 中 に も か か わら ず , 新しい 部 位 に リン 腺腫 が 現われ て きた も の が ある 。 Mur Aktinomyecin( 日 研 
oft, 19% 1007 て 1507 で ある 


22. #7 ン 謎 導体 の 市 N34 ('E) fic es な 


酒井 純 雄 . 斎藤 佑 作 , BARK. 福岡 廊 子 
周 研 化学 , 韻 研 究 所 ) 


On the Anti-tumor Effect of Quinone Derivatives. 
SUMIO SAKAI, GOSAKU SAITO, KENJI MINODA, 
FUMIKO FUKUOKA. 

著者 の _- 人 往 岡 の 考案 せる NE- 肉 種 を 用 ぅ る in vitro 試験 法 お よび Ehrlich Skee 
うる in vivo 試験 法 に て キノ ン 誘 癌 体 43 ALOE DET EL ON. FI YK 
の 制 病人 用 に つい て は Badger, Powell, Haddow, Domagk ら の 研究 が ある が われ われ の 
試験 せる 化合 物 は 数 種 を 除い て は その 制 交 性 に つい て は 交 貢 に 記載 され て いな い 。 まず NF- 
肉腫 を 用 5 る in vitro 試験 の 結果 を 要約 する と 1,4-Naphthoquinone の 2 の 位置 に Me- 


thylthio-E> 3ER Sir 2-methylthio-1.4-naphthoquinone. お よび 2 と 3 の 位置 に 癌 入 


され た 2.3-dimethylthio-1.4-naphthoquinone |: 0.0052 の 低 濃 族 で NF- 肉 腫 細胞 を 24 時 
間 以 内 で 殺 研 し て いる 。 さ ら に 2 の 位置 に Ethylthio- 基 , Carboxymethylthio 基 お よび 
thioacetylenglycol 基 が か 各 入 され た 化合 物 か が これ に 次 ぐ 。 上 記 化 合 物 の 内 2-carboxyme- 


thylthio-1.4-naphthoquinone を 除い て は Ehrlich 腹水 頑 を 用 うる in vivo 試験 法 で 有 
STH» 7. 他方 Thio-quinone 以外 の quinone 類 で は 2-methyl-1.4-nophthoquinone, 

1-oxy-4-iminO-naphthalene-2.5-diamino hydrochloride お よび 1.4-naphthoquinone 

oxim (は 0.00522 の 低 濃 度 で NF 肉腫 細胞 を 殺 犬 し て いる が Ehrlich 腹水 頑 を 用 5 る 試験 法 

で は 全く 無効 で あっ た (一 部 次 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
Pt 講 

AU 車 : メチ ル ん チオ ナ フ ト キ ノン の LD。,、 は どの 程 謀 で も り ま し よ ょ うか: 


酒井 純 雄 : 2Methylthio-1. Sg の 毒性 の 点 は LD。。=100mg kg, 2-thioacetylenglycol- 
1.4-Naphthoquinone で は 10mg kg 以下 で 


496 ‘GANN, Vol. 46, 1955) 











203. 吉田 腹水 肝癌 の 桜 酸 代謝 に お ょ よ ぼ す 制 部 剤 の 影響 . 
pP: | Ir kD ARE 内 実験 ( (52 ih ) 
石川 i. BE 昭 , 福井 良 久 , BRBK (HAH ME 


Effects of Some Anti-cancer Agents on the Metabolism of Nucleic 
Acids. An in Vitro Study with Radioactive Phosphorus (II) 


MINORU ISHIKAWA, AKIRA AEBA, YOSHIHISA FUKUI, 
MASAO WASHINO 


MBC Glee AAD. 吉田 腹水 肝 妨 の 核酸 中 を の PP Pots LST ROR A 
内 実験 に よっ て 検討 し た 

方 法 : 前 回 と 全く 同様 で ある 。 す な わ ち Heparin 加 吉 田 肝 交 腹 水 に 制 冶 剤 お よび PR (18 
—20r:c/10cc) を 添加 し , 37°C. 4 Ree, 細胞 を 剖 心 分 見 し , 生理 的 食塩 水 に て 洗 浴 後 再 


生理 的 食 SH KITT? Ui : せ Uae ホモ FFA レン 1000 rpm FEN T 2, <= DR 作 を ae 2 回 行っ 


ki" DNA を , 上 済 よ り RNA を , Leven, Klein-Beck, Barnum の 方 法 を あわ 


+ 


せ 改 変 し た 方 法 に よっ て , RACHEL, 各 サ ンプ デル に つい て 焼 お よび 放射 能 を 測定 L 
て Specific activity を 計算 し た 。 また 腹水 毅 の 無機 圧 分 割 に つい て Specific activity を 求 
%, DNA. RNA の Specific activity の これ に 対す る 比 を も っ て 腹水 次 と 細胞 DNA お < 
び RNA 聞 の 4 時 間 内 に お ける turnover rate と し た 。 Ero HAMA INTE ec, (ite 
く 同様 に 行っ た も の を 対象 と し た 

成績 : Fw: 8-Azaguanin は 10mg‘dl で DNA.RNA の 両者 に お いて 中 等 
度 に 阻害 を 示し た が , 6-Mercaptopurine お よび Ametopterin は RNA DRICHUT, 前 
者 は 軽度 。 後 者 は 中 等 度 に 阻害 を 示し た 

Demecolcin : 10mg dl ORB HIC Lk OGFOMHA (特に DNA に お いて ) 示し た 

Cortisone : 10 mg dl. 100mg/dl jc 3s\»c DNA.RNA 両者 の turnover rate に か た 
り 著 明 な 低下 が 認め られ た 。 特に DNA に 著 明 で あっ た 

FWS-Strain の Influenza Virus: 市 交 剤 と 全く 同様 の 場合 。 すなわち Virus & Haie 
接触 が in Vitro の 丸 に お いて 行わ れ た 場合 , お よび Virus の 腹腔 接種 4 時 間 後 に 腹水 を 採 
取 し て , これ に つい て 前 者 と 同様 に 行っ た 場合 , すなわち Virus と 細胞 の 接触 が in vivo 4 
時 間 in vitro 4 時 間 の 場合 、 の 2 つの 場合 いずれ に お いて も turnover rate の 低下 が 認め 
られ た 

以上 の 成績 より スス る に , ABCD TIARA Leh En eAeO P™ turnover に 若干 の 影響 
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を サケ える か , 作用 の 仕方 に 一 定 の 差 の 存する こと が 認め られ る 。Demecolcin は 細胞 学 的 に 分 
像 朋 止 を が す 程 顕著 な 影響 は な た い が , 若干 の 随 目 作用 が ある よう に 思わ れる 。 興味 ある の は 
Cortisone で , 試験 管内 で か か る 作用 を 示す と いう こと は , 白血病 に 対す る 治療 効果 等 を ホ 
シル モン と し て の 作用 で な く 薬 理 的 な 面 よ り 考 える 必要 の ある こと を 示し て いる 。 ま た 吉田 腹水 
肝 始 に 対し FWS 系 Influenza Virus 3% Ehrlich 清 に 対す る と 同様 に 握 択 的 に 侵襲 し , こ 
れ を 月 壊せ し め る こと は , 小野 , 永田 ら が ヴィ ー ル ス 学 会 お よび 本 学会 に 報告 し た 通り で ある 
ys, WHE, 免疫 学 的 に 未だ 何等 変化 を 呈し て いな い 時 期 に お いて , この よう な 変化 の 認め 
られ る こと は 注意 すべ きこ と で , 吉田 肝 意 細胞 内 に お いて 本 Virus が in vitro で 実際 に 増 


さら に 検討 を 加え BUN 


204. AREA ER PO Ti AA MEIC 
およぼす 影響 (第 4 Ww 
附 . 臨床 2 例 に 用 いな 実験 成績 
赤石 健一 , 吉松 静男 , 赤間 良和 , 佐藤 RB (東北 大 , HEN, yay) 
Effect of Compounds Having Unsaturated Seven Membered 
Ring Structure on Yoshida Sarcoma [4th Report) 
(Appendix : With Two Cases of Clinical Application of 
Colchicine-Derivatives) 
KENICHI AKAISHI, SHIZUO YOSHIMATSU, YOSHIKAZU AKAMA, 
KO SATO 
わす し われ は 昨年 発表 し た Thiocolchicine, colchiceine-hydrazid の acetone 縮合 体 り , 
に こ Trimethyl-colchicinic acid methyl ether d tartrate,* Colchiceinamid") を 用 


連続 注射 の 際 の 投 全 方 法 を 検討 し , さら に 臨床 的 に 如何 な る 効果 を お よ ぼ すか を 2 例 に つい 


[ID 吉田 肉 隆 を 用 いた 実験 成績 : 連続 投写 は すべ て 体重 100-1508 の ラッ テ を 用 い , 
0.922 食塩 水 2cc per 100g を 日 に 1 回 皮下 に 連用 し た 。Thiocolchicine を 移植 後 4 HAD 
プッ テ に 用 dat : 々 投写 J zu; 法 を 検討 し て 見 た が * 分 像 細胞 を ! Hi 1 HT 著 明 に 破壊 し RON と る に も か 


か わら ず 。 平均 生存 日 数 は 対照 例 に 比 し 4 日 前 後 延長 し た に すぎ な か っ た 。 そ こ で 移植 後 4 時 


チ を 行っ て 見 た 。 BIER AUG 2 BEI 


ev 
Xe 


] 目 の ラッ テ 腹 腔 内 こ 表 1. に 示す 如き 3 群 の 連続 
る に 対照 例 よ り は 長く 生存 する が , 駐 揚 細胞 の 再 増殖 を 完全 ここ は 抑制 し 揚 な か っ た 。 し か る 
CH SHEL eH LARC 25 日 を 超え て 長期 生存 し た 。 第 3 群 の 中 期 破壊 作 の 蓄積 を 示せ 
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ば 表 2. の 如く で ある 。 以上 の 結果 より すれ ば , 


の 増殖 を 抑制 する た め に は 。 初期 に 相当 大 量 の 投 
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れ ば な ら ぬ 。 し か し な が らい ずれ の 群 も 初期 4 MOP Fic TRABR REN eK 
RL これ を 度 ち に 陳 床 的 に 用 いる こと は で き な い と 思わ れ # た 他 の Colchicine 誘 癌 体 
を それ ぞ れ 単独 に 用 いて 連 続 投与 を 行っ て 見 た 結果 で ほ は , ラッ テ を いずれ も 15 日 以上 は 生 人 有 
せしめ 得 な か っ た 

そこ で われ われ は Trimethylcolchicinic acid methyl ether d tartrate, Thiocolchicine, 
Colchiceinamid 及び Colchiceine-hydrazid の acetone #fA{KYK 3 に 示す 量 を 用 いて , 
移 値 後 4 こ 12 時 間 目 の ラッ テ 腹 腔 内 に 安 記 連続 投 な を 行っ て 見 た 、 そ の 投写 方 法 を 表 4 に 示 
すこ の 安 諸 併用 投写 に より ラッ テ は 移植 後 20 日 背後 まで 生存 し た 、 そ の 分 釜 中 期 破壊 の 経 
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し た か の 観 を 呈す る が , 208 前 体 


後に は 若干 細胞 分 裂 か 見 られ , 130 
g 


追加 投 子 こ 林 だ 検討 の 余地 を 残 2o 
ah Fz られ る Rea colchi- 110 


cine rk EA 併用 変 万 連 100 


続投 写 に お いて ラッ テ の 休 重 が 








と 、- リ し 日 日 テバ 手刀 レ て Pe RB AL ee 
ete 子 期間 を 通じ て 投 チ 開始 直 





中 の 体重 以下 に 下 ら ぬ こと は , 
? 5 
Ria ASAIO A a 2 ARR OOK ir 
Ri) fh sis HB 100048) PD 
き な 利 点 で ある と 考え られ る & e 一 o He 






00 中 期 破 壌 像 数 
One iE EH LS oP RR 


400 F 
CH〕 臨床 的 実験 成績 : わ 


eee 300[ 
れ わ れ は colchicine Fritkfr 
200} 
EEE 2 例 に 試み た 
ae fi en oo セレ 100 r ; 
CH 1D EHER KR ” 
56 +, °) St a ia nn 


dd 1 
DWM CHE ORAS Ae Hatt 28008 HBO (の 


し た 所 , 術 後 11 HAD ROR ic MNS BEEN Str, 分 裂 像 も 腫瘍 細胞 の ほぼ 2 





% こ 見 され た 。 そこで Trimethyl colchicinic acid methyl ether d tartrate 20mg % 
胸腔 内 に 注入 し た 所 , 3 時 間 目 に は 中 期 分 裂 像 の 染色 体 が いわ ゆる ski pair #5 THALL 
* る 像 が 見 らち られ, 時間 の 経過 と と も に その 蓄積 像 も 現われ て きた 。24 時 間 後 さら に Thiocol- 

chicine 10 mg を 胸腔 内 に 追加 注入 し た 所 , 分 像 細胞 は 中 期 に て さら に 著 明 に 破壊 次 積 され , 
33 時 間 目 に は 腫 場 細胞 の ほぼ 2022 を 占め る に 下っ た . 腫瘍 細胞 は これ に 伴っ て 減少 し , 48 時 
間 後 に は 全く 見 山 さ れ な く な り 。6 HH, 7 目 目 お よび 10 日 目 の そ れ ぞ れ の 腕 緒 中 で 
WORDEN, HAIBMAE 15 日 以後 に は 容 利 液 採取 不能 と な っ た 。 以 上 の 胸 放 

宇 刺 六 中 の 幅 瘍 細胞 お よび 分 裂 中 期 破壊 像 の 消長 の 経過 を 表 6. に 示す .。 た だ し 胸腔 内 直接 注 
人 は 強い 胸痛 を 伴 5 

(第 2) 例 左 交尾 助 用 中 状 腺 疾 左 四 転移 。(63 FO) この 例 は 下 に 点滴 藤 注 を 行う こと に 
こり 副作用 は 軽度 の 下痢 が 多 られ る の み で あっ た 。 投合 量 は Thiocolchicine 27 mg (3 mg | 
胸腔 内 注入 ) 4 回 分 注 , Trimethyl colchicinic acid methyl ether d tartrate 10 mg 1 回 。 
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数 ヘタ 腫 揚 細 胞 数 正常 前 期 及 中 期 分 裂 像 散 THE 正 N Be IMS ZUG 1H 





IE RY 1000 4 0 15 
EA Trimethylcolchicinic acid methyl ether 20mg BREITEN 
q 500 1 10 0 
6 500 0 46 0 
9 250 0 27 0 
24 Thiocolchicine 10 mg iH RE WHE 人 
27 40 0 4 0 
30 150 0 23 0 
Ja 88 0 20 0 
48 9 0 0 0 
6 日 0 0 0 0 
日 U 0 0 0 
108 0 0 | 0 0 
15 日 M vk 採 取 l Cy す 





Colchiceinamid 10mg 1 回 お よび colchicine 4 mg 1 11T, 4 1 例 と 同様 に 臨床 的 に 好 結 
時 を 得 た の で 報告 し た 。 以上 の 了 臨 訂 2 例 は 引き 続き 経過 観察 中 で ある 。 な お この 研究 は 東北 大 
学 理学 EEE all | 教授 ct LO OS fr] Be BD Tf la) 行 IN: に こ ゃ の で ある 
at 1) 昨年 M.L.D. 1 mg ヽ 0.5 mg と 発表 し た が その 後 検討 の 結果 M.L.D. 2 mg と 判明 し まし た の 
で 訂正 し ます 2) Goldbesg & Ullyot: Cancer, 3, 124-129, 1950.; Leiter & Hartwell: J.N. 
C.I., 13, 379x392, 1952. 3) Leiter & Hastwell: J.N.C.I., 13, 731x739, 1952. 


( 交 部 省 科 学 試験 研究 費 に よる ) 


205. 6-Mercaptopurine © SP) BALE PEM ic KET ee 
山元 清 一 , 水 之 江 駿 一 郎 , 馬島 清 人 , 野村 忠男 (HA GAP) 


Effect of 6-Mercaptopurine on Inplanted Malignant Tumor of Animal 
SEIICHI YAMAMOTO, SHUNICHIRO MIZUNOE, 
KIYOTO MAZIMA, TADAO NOMURA 


われ われ は 6-Mercaptopurine を 吉田 肉腫 , Oki, お よび エー ルリ ッ ヒ 病 の 腹水 型 , 
室 下 腫 揚 型 に 用 いそ の お よ ぼ す 影 響 を 調べ た 

1) AWMILis LISTE: 移植 第 5 日 目 の 雑 系 ラッ テ 30 匹 を 用 いそ の 腹腔 内 に 6- 
Mercaptopurine 30 mg/kg-150 mg/kg の 1 回 注入 を 行っ た 。 その 変化 は 30-50 mg/kg 
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で は 注入 後 48~72 HEA], 100-150 mg で は 24~96 時 間 項 が 最高 で ある 。 細胞 の 変化 と し て 
DT, ED. uk, 破壊 , WIR OZONE, HMMA られ 
革 明 で は な い . 生存 日 数 は と も に 対照 と の 差 が ほとん ど 認 め られ な い 


> 


2) Wk 雑 率 ラッ テ 15 匹 を 用 い , その 移植 第 8 日 目 の 腹腔 内 に 





AL 


6-Mercaptopurine 30 mg kg 1 回 一 3 TEEN AT ok. 細胞 数 の 減少 ほ は 注入 後 3 時 癌 
ik OME SD, 72 時 間 頃 が 最高 で ある 。 し か し これ も 生存 日 数 は 対照 と 変ら な い 
3) エー ルリ ッ ヒ 腹水 頑 に お よ ぼ ほす 影響 : 黒田 系 純系 マウ ス (平均 体重 17 g) 20 匹 を 用 い 、 


の 移植 第 6 日 目 の 腹腔 内 に 6-Mercaptopurine の 30 mg kg-100 mg/kg の 1 回 お よび 連 


8-72 時 潮目 頃 が 最高 で ある 。 原形 質 の 清和 。 
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1) z-ı) „ecke: 黒田 系 純系 マウ ス 15 POV ZOE PID ABH ks 

hiife 14 HA & 9 6-Mercaptopurine 100mg kg 3-5 |AlMi®etEN aT O67: EEE 
角 に お ける 大 き さ の 変化 は ほとん ど な く , 体重 の 増減 も ふみ られ な い 。 以上 の 実験 よ り し て , 
6-Mercaptopurine は 吉田 肉 竹 , 腹水 肝 頑 ,。 エー ルリ ッ ヒ 交 に 対し て 著しい 制 痛 効 果 は 認 % 


られ な いも の と 思わ れる CEB ELS ERIC IK kB) 


206. B-TATAVICL OBO SMB 
TAA (C2 LIST 特に DNA HOMER OUT) 
芝 AR RRB. SH TE (ABER 
Effects of 8-Azaguanine on Malignant Tumors (III) 

It’s Effects on the Yoshida Sarcoma (Estimation of DNA Content) 
SHIGERU SHIBA, SHIZUMA KIMOTO, HISASHI IMAMURA 
S-TAAT=YORMAMICHTSGHMICAL TIL, すでに 第 13 WARMEST, 延命 効 
Wh, POKING O REARS, 腹腔 内 病変 の 問題 な ら び に DNA の 消長 等 いて 述べ た 

今回 は CHK FAN EP N DEE) <RBOTRE LT, 本 剤 の 
作用 を DNA 消長 の 側 か ら 見 た 成績 を 報告 し た 。 会 般 的 に いっ て , RAHA Fs LOR 


> N > ラプ 


“ ae ‘ ‘ と rk a pee , Gz Bye } - ae - | 1 
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下 く 低下 する , そし て 細胞 数 滅 少 と は 全く 比例 し な い 、 す な わ ち , per cell 値 0.92x10~? 
7 所 多 方 向 係数 と する 私 の い ぅ 5 基準 曲線 の 上 に 乗ら な い 。 し か し 度 下 投与 で は , 腹腔 内 投与 に 
比 し DNA 測度 の 減少 は 少く , 約 20% で あっ た 
に 腹水 に 対す る 薬剤 の 一 回 投 の 場合 の 時 間 的 な 影響 を 欠 窪 し た が , 腹腔 内 投与 と 度 下 投 
生 の 間 に 異 っ た 様相 を 呈す る こと を 知っ た 。 すなわち, 腹腔 内 投 近 で は 12 時 間 か ら 24 時 間 
後に 約 30% の 判然 と し た DNA 濃度 の 低下 を 来 し , 36 時 間 後 に ほす で に 投了 与 前 の 値 に 復 す 
これ は 前 回 報告 し た 腹水 四 瘍 細胞 の 形態 学 的 な 変化 , すなわち , Pyknosis 一 な ら び に 
Karyorrhexis-Line に 一 致し て お る 
皮下 投与 の 場合 に は DNA 沸 度 低下 の 開始 は 同様 12 時 間 頃 よ り 始ま る が , その 減少 は 10% 
鈴 で 全般 に 低く , し か も 36 時 聞 後 まで 継続 する 
= ら に 吉田 肉 性 の 腹腔 内 浸潤 に お よ ぼ す 影 響 を 大 網 幅 瘍 を 代 奏 し て 観 窪 し た が , 腹腔 内 投 
場合 と 皮下 投 ケ の 場合 で は , そ の 重量 に は ほとん ど 差 を 認め ず , 7 日 目 の 平 均 大 約 0.73ー0.61 


"5,7 


ゲラ ふ ム で あっ た が , 対照 値 は 2.73 グラ ム で 両者 と も 大 約 75% の 減少 を 示し て い 


し か ! LT fir. 重量 時 = り の DNA BEZ » 腹腔 内 投 ] ナ ’ FE ザ ィ な ら びに 対照 と * や に 非常 に 近似 
た 値 を 示し それ ぞ れ 473.6, 455 お よび 485.6 7 の /gm. で あっ た 
ht 議 
寺島 寛 : 昨年 の 本 学会 で 河野 等 と 一 部 発表 し た 如く , 吉田 肉腫 , 腹水 肝 交 に 対し , ナイ トロ ミン を 欧 朋 
内 お よび 腹腔 内 投与 し た 場合 の 相違 を DNA 量 に より 比較 する と , 静脈 内 投与 の 場合 は 大 絆 その 他 の 実質 
PEREHS 2 DNA 量 が より 減少 し 。 それ に 比 【 SR JES Bk Mo DNA Ra wy aX 
明 で あっ た 。 本 発表 と 関連 ある 成績 で ある と 思わ れ で 追加 する 


207. 8-Azaguanine Offs ice LIZT WBE LOA MME 
近藤 達 平 , 丸山 哲郎 
The Influence of 8-Azaguanine on Tumors and Its Enhancement. 


TATSUHEI KONDO, TETSURO MARUYAMA 


( II. Department of Surgery, Nagoya University School of Medicine) 


Recently various kinds of carcinostatic medicines have been widely used clini- 
cally and new ones are contrived one after another, but the trouble common to 
them is that a medicine exerts action on some tumors effectively but does not 
have any influence on other tumors and thus shows different carcinostatic effects 
according to the kind of tumors. For example, we have had four cases of Hodg- 
kin’s disease and the two of them were not influenced by 8-azaguanine but TEM 
was efficacious, and the other two were not influenced by nitromin or TEM but 
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S-azaguanine was efficacious and this fact was confirmed pathohistologically. 
From these facts I believe that it will be very interesting to bring the cause of 
efficacy and inefficacy to light, to determine the suitability of medicines by study- 
ing the tumor specificity, and to find some way of making the inefficient medicines 
effective. 

For this experiment, we used 8-azaguanine, which is known as an antagonist 
to purine, and this carcinostatic compound has been widely publicized for its 
good efficacy since Kidder (1949) proved its efficiency on mouse tumors for the 
first time. 

Hirschberg (1952) stated that, azaguanine resistant tumors desaminate 8-azagua- 
nine to 8-azaxanthine, which has no efficacy upon tumors, but azaguanine suscep- 
tible tumors desaminate very weakly or do not desaminate. 

For our study we used tumors of rats and rabbits; for rat tumors we used 
the Yoshida sarcoma, the ascites hepatoma, and the Takeda sarcoma, and for 
rabbit tumors the Brown-Pearce tumor. Kidder said that with one exception, 
i.e., the August carcinoma, all rat tumors were resistent to the carcinostatic 
action of 8-azaguanine, but the Brown-Pearce tumor, on the contrary, had its 
growth significantly inhibited by this compound. 

In case of our three kinds of rat ascites tumors, according to the result of 
loading 8-azaguanine 100mg kg and measuring the cell counts and the mitotic 
rate and otherwise examining cancer cells microscopically, the Takeda sarcoma 
was most strongly influenced by this compound, the Yoshida sarcoma followed 
this, and the ascites hepatoma was hardly influenced by it. The Brown-Pearce 
tumor was strongly influenced. For example, in case of the rat ascites tumors 
both cell counts and the mitotic rate were reduced to a minimum 6 hours after 
giving the substance, and then gradually restored to the original state in 24 to 
48 hours. We did not find a marked prolongation of life. When we used nitro- 
min on the same three kinds of ascites tumors, the Yoshida sarcoma was most 
strongly influenced, the ascites hepatoma followed and the Takeda sarcoma was 
hardly influenced. When we compare this fact with the aforesaid fact, we can 
understand the tumor specificity against carcinostatic agents. 

So we experimented with the desamination by the ascites tumors and the 
Brown-Pearce tumor and obtained the result as shown in the diagrams. Am- 
monia measurement was performed by the method of Sobel et al. 

As regards desamination per tumor cell, the ascites hepatoma desaminated 
2.134¢/10° cells, the Yoshida sarcoma 1.06g/10® cells, and the Brown-Pearce tumor 
0, and they diminished parallel to the efficacy of 8-azaguanine against these 
tumors. However, the Takeda sarcoma made an exception, and it desaminated 
very strongly: 8.04/zxg/106 cells. We are now studying why the Takeda sarcoma 
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was strongly influenced by 8-azaguanine in spite of its intense desamination. 

Now when we looked at desamination per tissue weight, we could not find any 
relation to the efficacy of this compound. Therefore, we can understand that it 
is absolutely indispensable to measure desamination per nucleus number. 

The livers of these rats showed the tendency similar to that of the tumor 
itself, and the livers of the ascites hepatoma rat showed stronger desamination 
than those of the Yoshida sarcoma rat and the latter were stronger than those 
of the normal rat in point of desamination. When we compared the normal 
rabbit with the Brown-Pearce tumor rabbit, the livers of the latter had weaker 
desamination than the former. 

Since the desamination of the azaguanine resistant tumor is strong, if we can 
inhibit this desamination, the compound will be able to act more strongly on the 
tumor, and on the basis of this supposition we performed the following experi- 
mint. 

First we added folic acid, xanthopterin, vitamin B,. and 2, 4, 5, 6,- tetramino- 
pyrimidine in vitro, and put into 8-azaguanine after preincubation for 30 minutes, 
and we found desamination was reduced in each case by 18.1% in case of folic 
acid, 30.175 in xanthopterine, and 21.074 in tetraminopyrimidine. Then we injected 
these compounds into rats and after 1 hour injected 8-azaguanine. According to 
the test of the cell counts and the mitotic rate 8-azaguanine was made more 
effective by xanthopterin or by tetraminopyrimidine. (HEFT LK 2) 

Comparison of 8-Azaguanine Desaminase by Ascites of Ascites Hepatoma, Yoshida Sarcoma 


and Takeda Sarcoma and by Brown-Pearce Carcinoma. 








Ascites Yoshida Takeda Brown-Pearce 
Hepatoma Sarcoma Sarcoma Carcinoma 
“gNH,-N/hour 103. 91 142.97 345.23 0 
1c.c.(g) tissue 
by cytofraction 103.91 12,72 292.59 
by supernatant fluid 0 30.19 52. 64 
Cell count (1c.c.) 0.52 x 108 1.14 10° 0.50 x 10° 
“ugNH,-N/hour 9 x 2 
5 3 ) ) 
10° cells 2.13 1.06 8.04 0 
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8-Azaguanine に つい て 


岩井 芳 次 郎 . 


河崎 明彦 . 石塚 塵 次 郎 (国立 東 一 病院 外 笠 ) 


Clinical Studies on Cancer Chemotherapy (IVth Report. 8-Azaguanine) 
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1] 80-160 mg を 
tt 9, 
2h RAVE D AK, 


発疹 13 (43%), 


AKIHIKO KAWASAKI, KEIJIRO ISUZUKA 


つい て 昭和 28 年 11 月 以降 当 院 外科 で 主として 手術 不能 , 


経過 を 観 容 し た 本 剤 の 臨床 応用 に つい て 欧米 女 献 で ば. 


。 今 ま で 諸家 の 報告 に よれ ば , Armstead, Barchenal (1949) 


- 関 する 臨床 的 予備 実験 で あり , Straus, Berson Nik 
し か る に 本 邦 で は 本 剤 の 臨 呆 的 抑制 効果 


5 16 回 日 


ある 報告 も 多く 上 兄 
ei I Ge AS? 学会 で Mi ASRS ile 22 (F 本 了 臨床 I ALF IE CH 
びに 細胞 学 的 影響 を の べ る 

臨床 効果 は 別 ま 


Eh fe 


» 組織 診断 , 使用 Hes 


使用 総量 と 臨床 的 効果 の 聞 に は 特に 関係 は 見 られ ず , RRC RS SAIC 


使用 。800mg を 1 クー ル と し た .。 殴 床 効 果 は 
FE 


» ナ 。/ キ ナミ ae 
: か (は か な (RTELV DER 


Lp OIE 7, TEN, MKD Me 6, の 消失 6. HE 
副作用 は いずれ も 個人 閥 
傾 面 紅潮 8, Ahle 8, MER 7, 悪心 6, Mint 2, 


506 GANN, Vol. 


Lese 


= = 
2 や 


の 


16, 1955 











3 HB 54 B ß 
1 K. 1 50 BW FF 3 


〇 1 
の u 
ーー 
N] 
bo 


6 H 42 „ 
7 K. I 64 胃 u" u 再 用 
8 r 51 OB 


10 7.0 53 ク 


T 

14 Ss. ¥ 71 Be 主 J Agi 
5 T.N 46 ク 

16 M. Y 73 Bi 1 
17 H.M 64 A WS ue F 

18 Re 19 骨 eM te Ww 
9 H.N 32 <Low OTF 

0 TH 30 ク 


8 E: ii 61 ク 
29 S.&K 47 RE ral A 
30 K. U 19 fe WK WK WR US 


hs WUE DSK IEC TRO BK 
fe th: MAB oR) THROM 


いと っ : > ERDEME LT 








4H fk PO Wi fi 用 量 了 臨床 効 時 


ix iff 1,120 | *# @ 
y 400 su: 2 
y 800 BR X 
純 if 1, 600 ゃ や 効 
ク 800 ME 交 
= j 100 人 X 
ase 800 ク 
vg 本 1, 280 PPA 
jet 4g 500 ク 
人 HH 1, 360 ee 
本 1, 360 
eae Hifi 1, 960 ク 
” 520 PPD 
細 a 内 騨 2, 400 % 29 
„ 1,600 RW 


or / 


Re te oe 240 人 変 
純 PU 320 ク 


in 明 1, 920 や や メス 
a 1, 200 
人 明 800 i 
4; 1, 600 „ 
aa 内 M 1, 600 „ 
人 BY 1, 280 ie 効 
Br ie 1,040 R HA 
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… 180 Rn 族 
PFO te Eb BO 1,760 fie 効 
4 480 BR 変 


SS. Go 


nd 


内 。 WENEEAINZA, ZnuityEnch on SELECT, Kan, 前 胸部 , 腹部 ( こ お よ 


融合 し て 地図 状 と な る 。 ま た 小 出 血 斑 , Ae 


ISCH る GAIT 


HO. ARAMA CHK 


これ を 『Azaguanine Dermatitis] と 呼ん た で いる 


出現 する 。 すなわち, Hs LOO) Hee, 


Tu 


Borbély TH Hrn my 20 DHMH FL 7 
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k Ik; KG. ニコ ルス キー £ 1 BLE 性 の も の 
台 療 は 全 り 効果 を 期待 で きす 。 われわれ は 
本 剤 投写 で 出血 性 傾向 を が す も の か 時 に 


EEE Di, PRB, Pear ts O° liek 


wet mst, 血小板 減少 。 出血 時 間 延 長 , 最高 血圧 低下 , Rumpel-Leede 氏 現象 出現 ,。 V. 


a 


と は 。 Kachexie D4kHEA3 


or 
x 
Sr 
い 
oy 





2 ァ = ン ニ キキ プ ER. ロー セー トー BY Rs 
ADDS ちる = I - 造 血 臓 喘 ( 対す る RER LS 





4, 血管 藻 の 病 





r (wr Rh, 2. 17 
DIE DE UA TED) 


病理 組織 学 的 所 見 : われ われ の 観察 し 得 た 30 例 中 . 9 例 の 割 栓 を 得 。 病理 組織 学 的 に 本 


"MON: 





at ads HA 2. HA: age 2 > お 
争 の 効果 を 換 索 し た が , int DfEE 





2, 3 の 有効 と 考え る 組織 お よび 細胞 学 的 月 すなわち 。 悪性 峠 瘍 患者 の 手術 不能 例 に 





これ を 比較 し , また 剤 検 例 で 手術 標本 





ECE) Needle biopsy また は 試 





SH Ag EEE ee Lm ON Zi RZ DS AI le) テー の で ワウ 2 の ) べろ 人 | 
NIU, TERBArTS DOOR ほ の ) ポ cH eR? F TIL REF er SE IE al A J D SEA Al 
; せ ロ リー WY yy, Ve ー ik BF E 4 ンー 7 It EI + 
19 : RACH 4: LL. 乳房 切断 を 行う も, 3 ヵ月 後 前 後 腹 膜 腔 汐 思 腺 8 








Frick L, Röntgen, Co, Nitromin, Hormone を 用 いた か 全く 対 


: め 。 本 剤 を 投写 し た 所 , 320 mg CHEMI, この 時 の 肝 塞 和 像 で は 。 癌 細胞 は 宅 





胞 変 性 を 呈し , Mitose ほ は 少く 。 さら に 880mg fii} Wy, 
Saal" Aas a or al = (ie Bar - TYR EE eM FA Hf pe ES I. 本 
AS: eine ( 3 よ JB く ’ JE NEAR ibrose E FH, ジ RR ーー >A ERPS HL ATA gang liieys IEA io L Ms 


tery Sete, tbs Yt AV BAY 7 
BD MMO Zeid, 77220 





= DASE 





巨大 腫瘍 (19xllem) の 腹腔 内 転移 を 認め , 使用 前 Biopsy cit. Mitose Dial Jer HE ut 


- 





の 緊張 感 ほ は 消失. 800 mg 使用 後 Biopsy 





160 mg 使用 に より 早 





し 。 Mitose も な < く , 一 部 Fibrose を 見 た + 
2400 mg 使用 時 この 腫瘍 は 雀 卵 大 に 縮 少 し た 。 こ 


’ 7a = ff 化 層 1 37 28 を 認め 。 Eh TE 患者 用 体重 増 加 し a 





> = m On. Hitt 
% 健康 で ある ら 症例 30 e 腹部 腫 湯 


の 巨大 細胞 肉腫 で 本 剤 720 mg を 施行 . 








ED FM ET! Liz. この 例 で 靖 細 肪 の Mitose WENZEL, 使用 前 2,000 個 


x ie} 





用 後 は 2,000 個 中 1 eH SOA THANG tim -> L Tropfige Karyorrhexis 
を 呈し た 。 その他, 臨床 効果 と 組織 効果 と は 特別 の 関係 は な た い 。 すなわち 鯖 部 腫瘍 が 極端 に 


: の Biopsy に て , 組織 像 は 著 変 を 見 す , また 症例 AT: で 副作用 強く , 臨床 的 
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で あっ た も の が , 交 細 胞 の 崩壊 , 減少 , な た なら びに 広 激 な 線維 化 を 見 て いる 。 そ の 他 の 例 





に PAS HAT DER, 爾 細胞 の 変性 に 伴 ぅ 広汎 な 染色 質 流 出 を 見 る こと , Mitose の 


A| 


減少 。Karyolyse, & SI EARLIRE BZ られ る 組織 の 線維 化 . 騰 原 化 を 認め た 


HE : 諸家 の 報告 の 如き 疾 組 織 の 出血 ,、 な ら び に 壊死 と いう こと は 正常 で も 起り 得る の で 。 


\ 


Va 7 「 


某 こ そ あ れ , 効果 の 判定 に は な ら な い 。 そ こ で 細胞 学 的 検索 を 行い , 少数 の 組織 効果 を 





見 て いる が , 本 剤 使用 時 の 変化 は, 当然 起り 得る 変化 の 強い 破壊 作用 と も 思わ れる の で , われ 


われ は この 化学 療法 の 真 の 効果 判定 に は 手術 後 の 再 代 予防 の 統計 調査 に より 始め て 決め 得る 











mn) と > 


rs 2 LHS Tr ス 4 +4 > ZBZEI +¢-Ma pics. [7 ー wu ーー 7 Ih, 
- の < 45 C い る か Im EEE SILBER | By S/S OU に 病理 組織 学 中 所 見 ー a ee ft 


CORBA EES RIC 


209. 89- ア ザ グ ア ニン に よる 悪性 腫瘍 の 治療 成 結 
FE BD x, 宮嶋 右 次 . BABES. Wi4% =i ( 瘍 研 病 院内 # Et) 


Effect of 8-Azaguanine on Malignant Tumors. 
SHIGERU KUROYANAGI, SEKIJI MIYAJIMA, MASAO HIROTA, 
TAKUJI YAMANA 


PENSE ATION LC 8- ア ザ グ ア ニン を 使用 し 次 の よぅ な 結果 を 得 た 


1. 使用 患者 : 症例 絵 数 20 例 ( 胃 冶 8. 肺 臓 韻 も 食道 交 3, Bela 2, Fra 1. A 
ral NGHS 1, 後 腹 愛 腫 瘍 1) で 性 別 ほ 男 13 人 , ATA, 年 信 は 最低 30 +. 最高 73 才 で あぁ 
り 。 症例 の 大 部 分 が 根治 手術 不能 ある ふ 根 治 手 術 後 の 再発 例 で ある 


2. 投与 方 法 な ら び に 投 写 量 : 1 回 量 40 mg 一 160 mg, 1 日 1-2 [abba > (BSN: 


wu [> I 


4) L, 副作用 の 強く 現われ た 時 は 休止 期 を お いて 再 投了 ケ し , Rl 200 mg 一 最大 


2,400 mg を 使用 し た 
3. 治療 効果 : 有効 と 認め られ た も の は 6 例 で あっ た か が ,。 いずれ も 自覚 的 症状 の 改善 * 
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| - = ee =| eee と >. 2. > BECK IB 1 és ATI Er | ‘ fy. >is 
a, hehe Fri LE LOLBID HoH 5b pe Re L 7: A (FER 2, Fe 


1, lilly 1) に つい て 病理 組織 学 的 検索 を 行っ た か ぶ 。 FRI AAMC EA A 


ir 


8 ia a di Ar Ze = LE „Erlen Sestkiscper Lt を 
1. 副作用 : KERESBIIASN, RR SIE, ENTE eS. 


いで 悪心 , 発疹 , 下 閣 な ど が る られ た 。 Cr oAFHAGitO7HIce 2: 7 B, Ky, メチ オニ 
ee 『 : f 2 yy Peewee Ze flop +. >= ry AG ち 
用 いた が か が , な お 副作用 が 強い た 治療 継続 不可 能 に な っ た も の か: 7 例 あ っ 


ン 7 だ と が 


明 な 減少 を 来 し た 例 ほ な か っ た 、 ま 


5. 臨床 検査 所 見 : 白血球 減少 ほ 8 例 に スス られ た か が 著 明 な 減少 を 求 


に 盾 機能 。 腎 機能 は 使用 前 後に 明らか な 差異 は 認め られ な か っ た 
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210. "FL ON) SHB の エー ルリ ッ ヒ 
腹水 冶 に お よ ぼ す 作 用 
高師 i. 蜂須賀 太郎 , 尾崎 陽 . 藤田 辰夫 
The Effect of Polysaccharide on Ehrlich Ascites Carcinoma 


SATOSHI TAKASHI, TARO HACHISUKA, HIROSHI OZAKI, 
TATSUO FUJITA 


(The 1st Pathological Institute, Osaka University) 


The degenerative changes induced in Ehrlich ascites carcinoma with polysacc- 
haride extracted from human placenta, beef liver (BL-P), Yoshida sarcoma, 
Ehrlich ascites carcinoma (EAC-P) and its solid tumor have been reported from 
this laboratory last year. 

The material used in this experiment was obtained through the following 
procedure. The tissue was extracted with N 10 HCl at 100°C in a boiling water 
bath, and protein was removed with 50% trichloracetic acid, then supernatant 
was treated with alcohol, acetone and ether. All protein reactions of the pre- 
parations thus obtained were negative and Molish’s reaction was intensively 
positive. The result of chemical analysis of the preparation was as follows, as 
expressed in percent. 

Ash 1.52 Hydrogen 6.76 Carbon 37.72 Phosphorus 0.0 
Total nitrogen content 1.25 Redusing sugar after hydroiysis 86.3 

On the 6th day after inoculation ef Ehrlich ascites carcinoma subcutaneously 
on the back of a mouse the tumor enlarges as big as a bean, with a small 
necrotic center. Surrounding this, deeply basophilic stained round carcinoma 
cells crowded with each other, and young tumor cells were found in external 
layers. An infiltrative growth of cells into muscle and fatty tissue was observed. 

Injection of 0.1cc of distilled water or physiological saline showed no influence 
upon carcinoma, but increase in size of nucleus. 

By administration of 5.0 mg MCR (Matsubara’s reagent) necrosis and hemorrhage 
with an appearance of islets here and there in tumor tissue were observed, and 
capillaries were dilated. It is a kind of characteristic changed caused by MCR. 

In the BL-P or EAC-P injected mice, cytoplasm of tumor cells became trans- 
parent showing various forms and cytolysis. The nuclei became poor in chroma- 
tin, deformed and transparent, and nucleoli or fragments of chromatin residue 
only remained. Thus the external layer composed of tumor cells become thinner, 
the arrangement of cells irregular and finally it shows no structure of layers. 
The extent of necrosis in treated group is larger than untreated, but as far 2s 
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hemorrhage is Concerned there is no difference between them. Three groups of 
mice inoculated the Ehrlich ascites carcinoma subcutaneously on the back have 
received intraperitoneal injection of BL-P (1.0, 5.0, 10.0mg were dissolved in 
distilled water) once a day 12 times successively following the day of inoculation. 
The weight of tumors on the 14th day is shown in Chart 1. Ina group of mice 
receiving 12 injections of 10.0 mg, significant inhibition of the tumor growth was 
observed. 

The effect of polysaccharide upon catalase activity of mouse liver. The activity 
of liver catalase was determined in July and August, when it has been said to 
show less seasonal fluctuation. Permanganate titration method was used for 
determination. 

a) Liver catalase activity in five normal mice was 9.2~11.5 (mg). 

b) Liver catalase activity of tumor bearing mice. As shown in the table, the 
catalase activity of mice bearing Ehrlich ascites carcinoma were in the range of 
normal value during the first 6 days after inoculation and then decreased with 
the growth of cancer. On the 12th day it showed 5.8, in average, and died after 
two weeks. In subcutaneously implanted animals, the catalase activity remained 
normal for 10 days, but on the 10th day it decreased to 9.2, on the 17th day to 

7 and on the 19th day to 6.0 in average respectively. 

2) Depressing action of polysaccharide on liver catalase in mice. By administ- 
ration of 1.0mg of MCR intraperitoneally into untreated normal mice, the liver 
catalase activity was normal (9.2~10.3). However with injection of 1.0mg BL-P 

Chart 1. 
Weight of solid tumor on the 14th day. 
The tumor bearing mice have received intraperitoneal injection of 
BL-P every day for 12 days continuously. 
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it slightly decreased (8.7~9.5). By two injections of 1.0mg BL-P in every 12 
hours it decreased as low as 5.3~6.6. 

The catalase activity of liver of the mice bearing 6-day-old tumor intraperito- 
neally decreased to 4.5 by BL-P, 6.5 by MCR, 6.8 by EAC-P, on the 9th day to 
4.0 by EAC-P. The liver catalase of the mouse bearing 12-day-old solid tumor 
on the back decreased to 2.7~6.0 by administration of 5.0 mg BL-P. 

In view of these results, it is concluded that the polysaccharide extracted not 
only from cancerous tissue but also from normal tissue has a catalase depressing 
activity in both normal and tumor bearing mouse liver. 


Table 1. Liver catalase activity 


Normal mice Ehrlich ascites carcinoma 

No. (mg) No. Days after inocul. (mg) 
1 11:5 6 1 9.7 

2 10.8 ‘i 5 9:2 

3 10.5 8 6 7.8 

4 9.5 9 7 1.3 
5 9.3 10 8 8.5 
Average 10.3 11 9 6.6 
12 10 8.4 

13 11 6.5 

14 19 5.8 

35 13 6.5 

15 14 5.5 


211. Ehrlich 冶 お よび 吉田 腹水 肝 冶 に 対す る Influenza 


Virus の Oncolytic effect に つい て 
小野 三郎 , ARSE. 永井 好 之 , 永田 育 也 (名 大 第 NE, 細菌) 
Oncolytic Effect of Influenza Virus upon Ehrlich Carcinoma and 
Yoshida Ascites Hepatoma. 


SABURO ONO, OTOHIKO HATTORI, YOSHIYUKI NAGAI, 
IKUYA NAGATA 


I.V. 7: Ehrlich 腹水 癌 を 介 La し , 腫瘍 細胞 が 滋 減 する 事実 を 認め た の は Ackermann 


われ われ は まず すず , Ackermann ik, THEHänrt NW 株 を Ehrlich 冶 に 作用 さ 


- こ に お こる 現象 を 形態 学 的 な 立場 と Virus 学 的 な 立場 と こつ の 方 向 か ら 検討 し た 


Ehrlich WYEH&H7 日 目 の マ ウス 腹腔 に に LV. を 注入 する 。 こ の 際 Virus の 量 が 多量 の 
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Hoi (ko Cid 4 時間 頃 か ら 幅 瘍 細胞 の 減少 が みみ られ , 少量 の Virus を 用 いる 場合 に は , 時 


聞 的 に か な り 遅 れ て 24 時 間 頃 より 風 揚 細胞 が 減少 し て 来る 。 腹腔 内 に 入れ られ た Virus は 
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Virus HAD HATE 
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- I. Tae Smi4y eb vl> b 28% tyr E 4 ae 
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この よう な 腫 】 募 細胞 の 色 量 の 上 の 減少 か ら 推 し て , 当然 。 IRF NE II 人 っ た - 腫 ) 


に 見 られ る の で あっ て , 細胞 質 で は , Protoplasmalysis, {Oj cix Pyknose, Karyorr- 


1 


hexis, Karyolyse と いう よう な 細胞 像 に し ば し ば 遅 遇 する の で ある .。 か か る 変性 の 過 


Fig EEO 1. COMLO EW] Ci 





ド 体 染色 で も 明らか に され る の で あっ て , HEAR BRL 





VA > ASRS Hn LS, ARRIOLA Lone. さら に この 状況 を 位 
AW ABE CRESS SLB, CLS 核 小 体 に 大 き な 変化 の ある こと が 認め られ る 。 すなわち 


+ 肝 ん プー 1] と 


Virus の 人 襲 を 持っ た 腫瘍 細胞 の 核 小 体 は その 大 き さ を 変じ し , ある い は 膨大 し , ある い は 中 に 


L 


Fenster を 作り , ある い は 細か い Pseudonukleolen と いう べき も の を 多数 に 作り あげ , ある 





い は 核 構造 が 不明 と な る と いう よう な 核 変性 の 模様 を 示し て いる 





次 に , LV. の Ehrlich 痛 に 対す る Oncolytic effect か ら 発 展 し て われ われ は 吉田 肉腫 に 
つい て # * 来 っ た が , これ で は 明瞭 な 市 意 的 効果 を 認め る こと が で き な か っ た 
と ころ が , 同じ く ラ ッ テ で 吉田 腹水 肝 痛 に つい て も 同様 の 実 て 見 た の で ある が , ここ 





で は Virus の 増殖 も , 閣 細 胞 の 月 壊 も ある の で あっ て , 一 つの 新しい Virus-Host-System 


U 


を 設定 する こと が で きた 。 すなわち Virus の 増殖 は Ehrlich D234 4 EN A OBHSTHE 
, ルキ テ ) 一 と ‚Tr A? DER GAta < ) 7) テー ー/ LH AL) 
ほ は あ る が 人 確実 に みとめ られ , EHRT EB KIN ATEEZ ho TIS. IDOL 


も Ehrlich one: ARIZ, 質 的 に も 。 退行 変性 前 変化 が 見 られ る の で あっ て 核 の Rrhexis, 
Pyknose, ある い は Protoplasmalysis の 像 を みとめ る こと が で きる -。 Insel は 全体 と し て 


月 壊 する の で は な く , まず 個々 の 細胞 に 分 散 し て , 崩壊 に 陥る も る の の よう に 思わ れる 。 こ の 状 


4 I 





Sit, NA LO LG. お よび NR. 趣 生 体 染色 で 観察 する と Ehrlich の 場合 同様 , 


Fi 


Neut.ro EHE OHMPHN EN APcNA-5, 





いう よう な 変化 か が みとめ られ る の で ある 。 李 方 3 





に も ゃ 質 的 に も 何ら の 変化 の な い 時 期す な わ ち Virus 
に か な り の 減少 の ある こと を 知っ た の で ある 


Virus を 作用 させ た 腹水 頑 ラ ッ テ の 体重 曲線 を みる と , すなわち Virus の 増殖 に よっ て 腫 


= 


9 て 


瘍 細胞 は 減少 乃 玉 は 消失 し , 体重 も 一 応 は 下降 する の で ある が , 10 日 目 頃 か ら 体 重 曲線 


上 昇 す る , この と き 腹 水中 に 腫瘍 細胞 は 出現 し 増加 し つい に は 死亡 する , この 難 死 例 は ほとん 


’ 


LBS SPHINCTER RATES KL TU 


at Sle aie tee ント > ュ - = ee SA 2 fe wy SL FR Sr Nr. + 2 
こ に こと に 抗 痛 刑 と し て の 立場 か ら こ つの こと が ら が 間 題 に な ら ざ る を 得 な い の で ある 
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来 す る Antibody の 出現 で あり , 他 の - つ は Solid 


と の 一 つ は Virus の 増殖 ぶ 必 然 的 に 招 3 
Er A. 1 L Virus カ ゝ effectiv で ある か 合 か と い う と = で ある a 吉田 腹水 肝 煽 AVC 
。 の で あっ て , 第 5 日 目 か ら Anti- 


て いる HE 


征 用 きせ た 場合 の Antibody の 発現 を 測定 し た 


AT v 
E31— ey A 
で 上 昇 し て 来る 


ッ テ の 体内 に 生じ 急 な Curve Tt 


Ime 


body が 作用 ラ と を 示し 
Virus を 家 束 に 接種 し て 抗体 を 作り , この 抗 血清 を Ehrlich mouse に 注射 し て お いて , つま 
) Ehrlich mouse に 受 働 免 疫 を 発現 させ て お いて の もち Virus を 作用 させ た も の で は 幅 瘍 細 


ott, この 実験 は も ふち ろ ん 吉 田 腹 水 肝癌 の 場合 に も 行わ れ や は り On- 


v 


は と ん ど と 減 
colytic effect は 発現 し な か っ た 。Virus の 抗 坊 的 作用 の 点 で 問題 と な る 第 二 の 点 ,。 すなわち 
LED LS MEME LOPLI 点 で ある 


Solid の Tumor で は どの よう Ba と 
Ro, 肝臓 内 に 接種 し て 得 ら れ た Solid DIEBE, + 


この た めこ われ われ は 。 吉田 腹水 時 六 を 友 
Ö Ehrlich 腹水 光 を マウ ス の 皮下 こ 接 種 し て Solid の Tumor を 作り , これ に 直接 に , 
る い は 血行 を 介し て 。 また は 腹腔 中 に Virus を 注入 し て 当 の 腫瘍 を 形態 学 的 に 検討 し た 


ずく 変化 で ある と 暫定 する こと 


CSC Virus に も と ずく 


腫瘍 こ ほ は も と も る と Nekrose を 内 包 し て いて , 
か な なつ かしく, Bed, Virus に よる 変化 に 違い な いと 思わ れる も の は 認め られ な か っ た し 
Virus 列 殖 は 細 輌 学 的 に 確か め ら れ た が 備 な か つ 一 過 性 で あっ た 





正常 の 肝臓 に Virus を 注入 し 


方 , DAB 肝 燥 に つい て も 実験 を 行っ て みた の で ある が , 
場合 。 そ ここ Virus の 増殖 が 認め られ な い の に 反し この 場合 に は 。 一 応 Virus の 増殖 は 
史 られ た の で ちる み Solid の 腫瘍 同様 微弱 で あり か つ - 過 性 で ちる に すぎ な か っ た 





212. 抗 腫瘍 性 ウイ ルス に 関す る 研究 第 1 報 
MAAR. BH. 西川 正夫 . 山本 E (東大 伝 研 ) 
Studies on Anti-tumor Viruses. 

KUSUYA NISHIOKA, AYAKO FUJII, MASAO NISHIKAWA, 
TADASHI YAMAMOTO 


- ED ウイ ルス を 大 量 に DD KO=z—Y » & KHIR 


し て ちえ る と 顕著 な 制 反作用 を 示し , MELE LL, 腹水 病 の 発育 を 抑え 。 we Ae Ce 


対し て う 
c<, 実験 動物 の 50° 後 を 腫 揚 死 よ り 免 れ し め た 
(2) 接種 し た ニー リッ ヒ 病 の 細胞 数 , 並び こ に ウイ ルス を 感染 ミ せ る 時 期 に つい て 検討 し た 


TH), ウイ ルス 感染 の 時 期 は , 腫瘍 接種 後 5 日 目 ま で , 有効 に . 


>14 GANN, Vol. 46, 1955] 





jid 





(3) PR 8 株 に も ゎ ふ 大 量感 染 の 場合 , 制 交 作用 が かみ られ た 。 

(4) ウイ ルス を 超 遠 心 器 で 濃縮 する と , 一 そ う 5 顕 著 な 制 冶 作 用 か みみ られ た 。 

(5) ED ウイ ルス は 。, in vitro に お いて 交 細 胞 に 吸着 され る が, 37 C で elution し な い 。 

(6) ED ウィ ルス は エー リッ ヒ 腹 水 交 に 大 量 に 吸着 され る が , その 後 . 卵 を 用 いて EID 
titration を 行う と , ウイ ルス が 閣 細 胞 の 中 で 増殖 し て いる と は 認め 難い 。 その 他 の 組織 で は , 
肺 に 特に 親和 性 を 示し て いる が , 72 時 間 後 に は すべ て の 組織 か ら 消 失 し て いる 

(7) 紫外 線 あ る い は 温度 に ょ り 不 活化 され た ウイ ルス は , TERESI ARTS. RIF 
線 不 活化 ウイ メ ス を 注射 後 , i GREW 4 2b AA NRG Lead, PER AIR 然 ス 2. と め ら れる 


(8) ED ウイ ルス は PR-8 REFIT Lo TS. それ ぞ れ の ウイ ルス の 撤 風 場 性 
の 


活性 は 対応 する 免疫 家 兎 血清 に より それ ぞ れ , EK, 交 父 的 に 阻 正 され る 


EMMA BETO Lie. 市 癌 作用 を 示す ウイ ルス を 求め て きた が , 偶然 の 機 





会 に マウ ス の 肺 中 より 分 離 に 成功 し た 。 和 宿主 の 正常 細胞 を 破壊 し な いで 。 制 痛 作 用 を 示す た め 


に は , 当然 癌 細胞 の に 対す る 高度 の 選択 性 が 要求 され る 。 ウイルス と いう 高 分 子 核 重 白 体 の 





示す 。 高度 の 特異 性 ひい て い は 。 ID: らん で 侵 人 する 組 HR II 対 ~ する 選択 性 非常 (oy IE 


こと は , 周知 の 事実 で あり , VF LAO EROS ST ABER, 特に その 選択 的 に 癌 細胞 


ON 


SIEHFTZETREKATHAI 
IO W {ACL AMMOMIMC 2, 攻撃 する ウイ ルス の 量 的 関係 に 対す る 考慮 が 少 い 
れ わ れ は 。 WOI{L E 学 療法 剤 的 な 面 か ら ウ イル ス を と りあ げ て いる の で , ウイ ルス と 腫瘍 細胞 

の 量 的 関係 を 特に 考慮 し な けれ ば な ら な いこ と を 主張 する し われ の 実験 で 示し た よ ょ うぅ に 。 

ED ウイ ルス を 大 量 に 感染 させ た も の に 市 冶 作 用 を 示し て いる が , BR LAL OTS OER] 

が か なく, BRILELOTIX, さら に 顕著 に 制 癌 作用 を 発揮 する 
また 。 従来 まで は ウイ ルス に よる 制 癌 作用 の 研究 が , 主として 細胞 内 で 増殖 する も の を 追求 

し て いる が , われ われ の 実験 結果 の 示す と ころ で は , 接種 し た ウイ ルス は 大 量 に 痛 細 胞 に 吸 落 

れる けれ ども , その 中 で 増殖 し て いる と い 3 こと は , MEHNTORKUIZEN Zn TU 

Ls, ウイ ルス の 細胞 内 増殖 と い ぅ 特性 以外 の も うぅ 一 つの 性 質 , Cytotoxicity が 増 細胞 に 対し 

発揮 され た も の で あり , 72 時 間 も 経 則 す れ ば , ARCS ED ウイ ルス は ,。 マウ ス 体 内 の 

い ず こ に も 。 また 腹水 の 中 に も 証明 され な く な っ て , VAL ALD. と も だ お れ の 状態 と ヵ 

て いる あるいは, Bacteriophage の lysis from without と 似 た 現象 で ある の か も し ヵ 

IDKLIATL, われ われ の 強調 する 大 量 の ウイ ルス 感染 と い ぅ こと か, 制 癌 作用 に 


重要 な 役割 を は た し て いる こと が 表 サ ける の で ある - (この 研究 は 交 部 省 科 学研 究 費 の 援助 を 


〇 1 
- 
ou 








Mt 議 
fa RE: == > Virus oncolytic action は carcinoma cell に virus 4° ASSO Lick otk 
る の か 。 ある ぃ は infection # incomplete cycle を 考え られ て いる み + ツ 
永田 育 也 : ① 山本 氏 へ 。 御 説明 に ょ る と active, incomplete 両 Virus の 働き に ょ っ て Oncolytic effect 


* 現 われ る と の 説明 か 否 み か @ Tumor 接種 後日 数 が た っ た 時 に Virus action が 現われ な い の は 量 的 


な 関係 と 考え られ る みか 人 否 みか (9 Remission に つい て @) われ われ は P.R. Lee に つい て 実験 し た 






が 。 量 的 に 少 あ か っ た た め み ヵ 、 Oncolytic effect は 見 られ な か っ た 。 た だ 吉田 腹水 肝癌 に は Lee 株 が か な り 
Oncolytic effect を 示し た が な お 検討 中 で ある 








J 
山本 TE: 大 阪 の 方 は ヵ . な り 少 量 の virus か ら の 実験 に お り ,。 私 ども の 方 は 多分 に 化学 療法 
絢 と し て の 考え に た っ た 点 を 強調 し ます 。 当然 下 完全 な Virus の 半 ぐ らち が ま ざ っ て いて それ が 細胞 内 で 
ろ い ろ の いた ずら を する も の と 考え て いる わけ です 。 今後 の 実験 に よっ て 示し た いも の で す 
MAA: Inactivate virus (56°C 30 分 加 哉 , ある い は 紫外 線 了 照射) に よっ て , 行っ た 実験 で は すべ 





に 制 稀 作用 は 認め られ な v この こと は ウイ ルス の 細胞 吸 項 。 ある い は 干渉 能 だ け で も っ て は 側 韻 作用 は 
ちら われ る の で は な く 〈, 瓶 細胞 その も の の 中 に 侵入 し て その メタ ポリ ズム を 提 乱 し て 制 癌 作用 が お こる も 
> うと 考え る 。TIncomplete virus の 存在 は 推定 し て いる が 実験 的 に 未だ 把 握 され て いな い 。 Tumor と ウイ 









相対 的 量 的 関係 に よっ て , この 制 間 作 用 の 有無 が か られ る も の と 考え る 。 Remission を 起す も の 


ある が 。 その 場合 は Solid type に な 


EM 5 . $B /> y Te a ee ee 
永田 民 の いわ れ た 場 谷 も ,。 ウイ ルス を 大 草 に inm- 


oculate し た 場合 は , - 分 その 結果 が あら われ る も の で ある と 考え て いる 


213. 抗 部 物質 Screening に 対す る in Vitro Contact Test 
の 応用 
菊地 浩 , 木 村 清 , 松沢 誠 . 矢島 高明 ORCA) 


Application of “in Vitro Contact Test ” for the Screening of 
Anti-tumor Substances 
HIROSHI KIKUCHI, KIYOSHI KIMURA, MAKOTO MATSUZAWA, 
TAKAAKI YASIMA 


PRA IR HOTA O Screening を 行 5 際 , 従来 より 動物 治療 実験 と と も に , 薬液 と 
増 細胞 の 試験 管内 混和 後 動物 移植 試験 が 行わ れ て いる が , われ われ は 治療 実験 の 他 に , 混和 後 
移植 試験 を 行わ ず に 試験 管内 の み で 判定 で きる と 思わ れる 種類 の in vitro contact test を 
試み た 。 種々 の 基礎 実験 の 結果 得 ら れ た 術 式 の 概要 は 次 の 通り で ある 。 

1) エ オ ジン 染色 法 : Schrek の Unstained cell counts method の 変 法 を 用 いた 
すなわち 彼 検 物 と テー ルリ ッ ヒ 湯 浮 流 流 を 各 0.3cc 宛 試 験 管内 で 混和 , 37°C, 6 時 聞 放 置 後 , 
AK e 2,000 倍 エ オジ ン 液 を 各 1 滴 宛 スラ イド ガラ ス 上 で 混和 し 。 AS-HFACH TH 
te, 赤 栄 細胞 を 死亡 細胞 と 見 人 居 し , 坊 細 胞 の 赤 染 率 を 以 っ て 薬剤 の 効果 判定 を 行っ た 

2) コハク タク 酸 脱水 素 酵 素 に よる T.T.C. 染色 法 (2 TTC tt): 各 0.3cc 宛 の 薬液 と 癌 細 
id Hanks 液 の 混和 液 を 37*C, 6 時 間 放 置 後 , 1.10 Mol コ ユ ハ ク 酸 ソー ダ , 1/15 Mol AR: 
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ッ プ ァ ー 液 に 1mgcc に Triphenyl-Tetrazolium-Chloride (T.T.C) を 溶解 し た も の を 


SRC ORL IHN © a 





cc ER, 37°C 3 時 間 , また は 40C 1 時 間 放 置 後 。 試 
HIER LT. 汗 色 阻 害 の ある も の を 薬剤 の 阻 得 を 受け た 細胞 と 判定 し た 


3) 基質 を 用 いた い TTC 染色 法 (TTC 1 時 間 法 ) : 薬液 と 冶 生 食 水 浮 流 疲 を 各 0.3 cc W 


Ba, 37°C 1 時 間 放 置 後 , 1mgcc TTC 生食 水溶 液 0.3cc を 加え , さら に 37°C, 2 時 間 , 


N 日 月 ナル 7 HA ar ー 2-7 
: は 46°C 1 時 間 7 aL, 2) の 場合 と 同 Ree FG E39 る 

で 」 fh 24+ と ji 上 ーー テア は 土器 特有 EAE 4 公 み > 目 
以上 の 3 法 方 の 内 テオ ジン 染色 法 は , エ オ ジン 色 款 に 対す る 選択 的 な 不 透 過 性 の 存 合 を 見 る 


hick), 2 T.T.C 法 は 細胞 の 呼吸 の 有無 を ュ ハ ク 酸 品 水素 酵素 で 見 る こと に ょ より, また 


T.T.C (1 時 間 ) 法 は 基質 を 用 い ず に , MEP OR KSEE 





4 2 NS? - a 1 ァ ャ ra r 
ALD) 6 RAR し FAR‘ 


以上 の 3 方 法 を , Nitromin, Sarkomycin, 8-Azaguanine, 6-Mercaptopurine の 4 ff 


た ゴロ モリ ァ ノ ー 2. も に っ に で ir と 


に つい て 試み , その 成績 と , 同時 に 行っ た 此 液 と 韻 細 胞 を 37 "C, 6 時 間 混 和 


し た 後 マ ウス に 接種 し て 得 た 成績 と を 比較 検討 し た 。 FD, エ オ ジン 法 で は 赤 染 率 の 低 


. fe tH ADS J Ya ee SB ZA IZ SAA ES N SE Ae Z OZ, = 7 Pe El >} SER,” >> 
い 濃度 の 場合 に 4, Fr) DE,» RAR で 娘 の 発生 を みな か っ た Ab hs ョ ェ ( こ お いて や 


4 ロ ps HE o> 


Fe Pbnok ご いよ る 





HELA AL. 鏡 檎 下 個 その 細 抱 の 赤 染 率 を みる こと は で き な か っ 


T.T.C (1 時 間 ) 法 で は Sarkomycin, 8-Azaguanine の 場合 は 両方 





し , か つ 着 色 阻 害 の を 験 に よる 疾 発 生 隅 止 の 成績 と は 


Nitromin ここ お \ > T.T.C (1 時間 ) 法 の 方 が ュ T.T.C 法 よ りゃ る 
着色 阻害 を 示し , T.T.C 





る こと を 認め た 。6-Mercaptopurine で は 3 方 法 に よる 大 
引 性 の 結果 を 示し た - 


2%, = TTC 法 ま た は TTC (1 時 間 ) 
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以上 の 結果 より , 


より 充分 に 前 者 の 目的 が 達せ られ , し か も 短 時 間 ( こ て 結果 の 判定 が で きる 利点 


(4 


ッ た カイ オイ ミール 
法 を 行 ee ek 


を 有する こと が 認め られ る 。 tho CHARA THMA Screening D 方 法 と し て 応用 で きる も 














214. エー ルリ ッ ヒ 冶 に 対す る ザル コマ イシ ン の 効果 に つい て 


石山 俊次 , 平山 久夫 , 高村 正 衛 . AR 隆 MRM bE) 
Further Obsevation on the Effect of Sarkomycin Against 
Ehrlich’s Carcinoma 
SHUNJI ISHIYAMA, HISAO HIRAYAMA, MASAEI TAKAMURA, 
TAKASHI OHASHI 


13 回 本 学会 に お いて 演者 ら は ザル ュ マ イシ ン の 臨床 経 験 に つい て 発表 し た 。 ゲル ュ マ ィ 
な ら ば , 試験 管内 ある い は 動物 体内 で 起 る 抗 腫瘍 
で 144 例 の 悪性 腫瘍 に 対す る 臨床 実 只 


r 
ーー 
un 
Sr 
N 
て 
イー 
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Fi, ANMLERE 法 剤 ae Beh G 


性 が その まま 人 体内 で も お こら な ! 


ra 


の 結果 と 対比 し て 理解 する 意図 の も ふと に , EPS AY y CHIC TP SRRARA, 興味 ある 


EE 嬉 を シッ ナナ の で これ を 悦 生 すろ 
Mew 27 OCCOMaARATA 


en 


SE EAL Ca OLY „eher aw eA SHA Lk, その -- 定 濃度 (1.56 mg 


c 200x10* cell-suspension, 3hours, 0 C) 以上 で は , KERNEL PIE FATAL 
し , ddN +7 AICP ZB KTS. I OPP RSM BE & BIRD? 


動物 体内 で の 実験 で は , HAH 2 日 以内 に 2.5 mg/day OF a {yy AEST ius, 
し 投与 量 が それ 以下 で ある と き : ょ は 


腫瘍 の 増大 抑制 。 腹水 防止 , EAT D WAS 確実 で ある 
DAWES 0, 接種 後 3 日 以上 を へ て か ら 投写 し た も の で は , TER A 0 MERI 


が 完成 し た 7 日 以後 に 投与 を 開始 し た も の で は 。 WA ERICH), この さい 増量 し て も 結果 


臨床 例 で は 接種 後 2 日 以内 に 投写 する に 相当 する 事例 は まず な く , すべ て 3 日 ある い は 7 日 


以上 に 相当 する 晩期 癌 で ある 。 徒 っ て 動物 実験 に お ける ほど 有効 で な い の は 理解 で きる と し て 


デル コマ イシ ン は 了 晩期 韻 に 対し て も , し ば し ば 臨床 効果 を 示す 。 こ の 事実 は , 臨床 症例 に 
つい て の 研究 に よっ て の 2 解明 され る も の で ある 


Ma 


後藤 寿 作 : われ われ は 昭和 1 ERrRESNKE 移 征 腫 揚 を 対称 と する 免疫 な いし 治療 試験 使用 腫 揚 :- 


感受 性 を 持つ 純系 動物 を 使用 ! ge な た ならない こと を 強調 し て きま し た が 。 KANICL DS FAN 
が 多数 実施 され る よう に な りな お さら 痛切 に この 感 を 深く する の で あり ます 前 ¢ eed ES REI 


は 和正 然 治療 現象 が あり ます の で 。 不純 動物 群 を 使用 し た 場合 折角 実験 し て も 真実 薬 治 効 果 に よる も の か 元 
た の 和正 然 治癒 に よる も の か の 決定 が で き な い の で あり ます 。 WARHEAD 私 と 全く 同 - 一 治療 試験 に 
か か わら ず 全然 反対 の 結果 に な る が それ は 使用 動物 が 不純 な た ため だ と 述べ られ まし た 。 全く 同感 で あり 
野 を 見 まし て も ゃ 中 原 先 生 も 指摘 され た 如く すでに 数 十 年 ある い は それ 以前 ヵ 

の 跡 が あり ませ ん これ は - 一 面 腫 坦 免 商 の 困難 ょ を 物語 る 
それ は 申す ま 


ます Er Enz] 
ら 継 続き され て いる に も か か わら ず 見 る べき ER 
も ゃ の で あり まし ょ う が ( あ る いひ は 不可 能 か も 知れ ぬ ) 従来 の 実験 に 根本 的 な 欠陥 が あり ます 

そら く こ の 点 が 大 下さ れ な ぃ い 限り 両者 


も た なく 先述 の 如く 純系 動物 を 使用 し て いな いか ら で あ り ま す - お そら 
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解決 は 不可 能 と いう ゃ 過言 で は あり ます まい 。 われ われ は か つて 友 浴 に な いて この よう な 純系 マウ ス を 





> 離し た が ,。 マウ ス は も ちろ ん ラッ テ に お いて も さほど 難 な 仕事 で は な いと 考え て いる 。 率い に 予 研 で 

RER 義生 ます まい か 

石山 俊次 : エー ルリ ッ ヒ 冶 を 使用 し て 行う 実験 に な いて は , 御 説 の 通り 純系 の マウ ス に 限る と は , 外国 の 
に も ある 通り で あり まし て ,。 も っ と も だ と 存じ む ま す 。 われ われ は 予 研 の ddN マウ ゥ ウス を 使用 し て 実験 
いま し た 


215. 悪性 腫 聞 に 対す る ザル コマ イシ ン の 効果 に つい て 
円 山 一 郎 , 中 村 博 (国立 奈 呈 病院 外科 
The Effect of Sarkomycin on Malignant Tumour. 


ICHIRO MARUYAMA, HIROSHI NAKAMURA 


私 ども は 悪性 腫瘍 12 例 に ザル ュ マ イシ ン (PHRRE LOK) を 用 いそ の 臨床 経過 に つ 
き 観 窪 し た が , 多少 と も 効果 が 認め られ た の は 6 例 で あり , COMBO 2 例 は 特に 著 効 を 
生 し た 。 す な わ ち 2 例 と も 使用 前 は 流動 物 さ へ 通り 難い 状態 で あっ た が , ザル ュ マ イシ ン ( 原 

) を 1 日 500-1500 mg 連日 用 いた と ころ 使用 後 3 日 で 流動 物 は 自由 に 通る よう に な り , 10 
日 前後 ( ザ 」 7.0~9.0 2) 経過 し た 頃 に は いずれ も 比 食 は も ちろ ん の こと , その 他 の 固形 物 さ 

ヽ も 通る よう に な っ た 。 し か る に 1 例 は 使用 後 28 HE (FL 20.0 g) に 両 下肢 に 紫斑 生じ , 
WRAL 2-3 日 で すでに 膝 関 節 よ り 以 下 全体 壊死 に 陥っ た 。 こ れ は 「 ザ 」 そ の も の の た め 
か 否 か は 不明 で ある が , 栓 寒 を 生じ た 結果 に よる も の と 思う 

他 の 1 例 は 「 ザ 」 使 用 後 28 日 前 後 (' ザ 」 19.0g) 経過 し た 頃 に な る と , Haken 
と な り , 36 日 目 (723.08) 頃 に は 「 ザ 」 使用 前 と 同様 な 状態 に 戻っ て 了 っ た 。 こ れ は 冶 細 
ED CAF) に 対す る 感受 性 が 低下 し た た め に よる も の と 思わ れる の で , 本 剤 は ある 程度 瘍 腫 の 
発育 を 阻止 し 縮小 せしめ 得る が , ある 時 期 に 達する と その 効力 が 作用 し 得 な た く な る も の で ある 
こと を 知っ た 。 よ っ て 「 ザ 」 も また の 挑 生物 質 と 同じ く , 増量 使用 等 に よる 奏効 性 の 向上 に 関 
し , さら に 検討 する 必要 が あり , また 単独 使用 の み に 頼 ら ず , 放射 線 療 法 や 他 の 化学 剤 療法 を 
併用 し て ゆく こと が 効果 的 で あり か つ 必 要 で も ある 
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216. Sarkomycin の 作用 機 作 
山本 正 , 古 明 地 隆 江 
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Some Considerations upon the Mode of Action of Sarkomycin 
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むし ろ Cystein で あっ て Glutathion で な いと いう こと が あり ます 。 演 述 中 に も 申述 べ ま し た よう に 自分 
や っ た スク リー ニン グ の Check の 意味 で や っ た 仕事 で すか ふら, いずれ 化学 構造 の は っ きり し た 後に 始 
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富 な 研究 経験 に 基 い て 研究 方 法 ・ 研 究 成 績 ・ 応 用 
Se TRL TAH Cho. 巻末 に は 33 A 
に わた る 貴重 な 女 献 を 収め て 研究 者 の 便 を 図っ た . 
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礎 医 学 た る 


Aneto ene 村 上 増 雄 編 


有機 化学 進歩 108 


最近 の 進歩 と し て 寺 草 解析 法 に ょ る 光学 
活性 体 の 絶対 配置 の 決定 ・ 赤 クト ル 
の 応用 ・ 有 機 元 ire ABP gi] L 反応 性 ・ CO 
を 用 いる 合成 反応 ・ ス テロ イド 系 アル カロ イド ・ 
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予価 1500 円 
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HAM 学会 会 費 


昭和 30 2ER 600 円 で す 。 会 員 に は 第 46 K (第 1 号 一 第 4 号 ) を お 送り し ます 。 


送金 先 は 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 2 ノ 2615 
財団 法人 HATS 日 本 冶 学 会 事務 所 
日 本 冶 学 会 の 振替 口座 は 東京 17 4423 HoT. 


HE GE) DOD 原 A 


「 癌 」 は 当分 の うち 1 年 1 巻 (第 1 号 一 第 4 号 ) 発行 し , 日 本 冶 学 会 絵 会 記事 の ほか 日 本 
の 癌 研究 の 進歩 を 海外 に 示す べき 原著 を の せま す 。 原著 は 英 女 を 原則 と し , 和 廊 要旨 を つけ て 
下さ い 。 図版 は 2 Me CH, それ 以上 は 実 吉 を 頂き ます 。 別刷 は 原著 に 限り 50 部 , その 他 
は 30 BRS, それ 以上 の 部 雪 は 実費 を いた だ きま す 。 


原稿 の 送り 先 は 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 2 丁目 Ma 中 原 和 郎 





昭和 30 年 8 A: 
昭和 30 年 9 月 


中 I 和 EB 
KASEERKHAM2TH 

加 藤 an = 

東京 都 〒〒 代 田 区 神田 三崎 町 2 12 
株 加藤 文明 社 

n 都 千代 田 区 神田 三崎 町 2 7 12 


財 園 法人 瘍 研究 会 日 本 病 学 会 
東京 都 豊 島 区 西巣鴨 2 丁目 電話 NESS (O7) 5186 矯 5187 番 


東京 都 生 代田 区 神田 駿河 耕 3 rm Ds 
電 話 神 田 (29) 2951~3 # FESTA ZS mat 














